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論 文

『楞伽経』と三性説の構造的変化について

――縁起説と依他起性を手がかりとして――

石 橋 丈 史

〔抄 録〕

最古の三性説を説く『菩薩地』においては、勝義に実在する vastu を中心とした、

唯識思想とは結びつかない実在論的な思想を説いている。しかし、『大乗荘厳経論』

や『中辺分別論』といった論書に至ると、実在論的な思想は影を潜め、唯識無境と結

びつき、空性が実在するという説へと展開する。こうした実在論的な思想から唯識三

性説へと展開する三性説の思想史に、『楞伽経』がどのように位置づけられるかを考

察しようとするのが本稿の目的である。その考察の手がかりにするのが『楞伽経』の

縁起説と依他起性の概念である。考察の結果、『楞伽経』の縁起説は龍樹文献群に説

かれるものと同一であり、その三性説は龍樹の縁起思想に基づいたものから唯識と結

びついたものへと展開していることが分かった。これは、龍樹系の三性説を伝える

『楞伽経』が瑜伽行派に影響を及ぼし、実在論的三性説から唯識三性説への展開を促

したことを示唆しているだろう。

キーワード：楞伽経、三性説、縁起、龍樹

1．はじめに ――考察の手順――

本稿では、次の 2 点に絞って考察を進める。①『楞伽経』(LAS) の縁起説と三性説の内容

をまとめる。② LASの縁起・三性説を、瑜伽行派そして龍樹文献群(1)所説のものと比較する。

①では、その縁起説が「偈頌品」(SAG) から経典本文にかけて(2)、空・無自性を意味する

ものから相依性の意味へと展開していることを明らかにする。そして、その三性説は、SAG

では唯識説を前提にしていない説 (龍樹文献『四讃頌』(CS) との共通偈) を含むのに対し、

本文では唯識無境、虚妄分別と結びついた『大乗荘厳経論』(MSA) や『中辺分別論』

(MAV) に類似した説へと発展していることが分かった。これは龍樹系の縁起、三性説から

唯識三性説への展開があったことを示唆しているだろう。
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②では、LAS の縁起説が、アビダルマ的な十二支縁起を意味する瑜伽行派よりも、龍樹文

献群所説のものと同一であり、LAS の作者が龍樹思想の圏内にいた人物であったことを明ら

かにする。ただ、瑜伽行派の文献でも、唯識三性説を説くMSAやMAVでは龍樹系の縁起説

を含んでおり、実在論的三性説から唯識三性説への展開と、伝統的な十二支縁起から龍樹系の

縁起説への変化に対応関係があることが分かった。

以上の考察の結果、当初、実在論的な三性説を説いていた瑜伽行派が、龍樹系の縁起、三性

説を取り入れることによって、唯識三性説を形成していったのではないかとの仮説が得られた。

この意味で、龍樹系の縁起、三性説を伝える LAS は三性説の構造的変化(3)における重要な思

想的位置を与えられるべきではないかという結論を得た。

2．LASに説かれる縁起

2-1．SAGに説かれる縁起

｢縁起」(pratītyasamutpāda) という語は一例見られるのみであるが (184 偈)、同様な

用例として、縁によって生じたもの (pratyayasambhava/477 偈)、あるいは、諸縁の和合

(sāmagrya/47 偈，kalāpa/597 偈) によって生じたものという表現が見られる。内容としては、

いずれも、それら縁生のものは空、無自性であり、諸法の不生不滅、不一不異、非有非無を説

く内容が大半を占めている。これは、後述するように (本稿 4-1, 2)、『中論』(MK) をはじめ

とした龍樹の縁起説に類似している。相依性 (anyonya-apeks
̇
a) の縁起を意味するものは少

ない。

nābhūtvā jāyate kim
̇
cit pratyayair na vinaśyate /

vandhyāsutākāśapus
̇
pam
̇
yadā paśyati sam

̇
skr
̇
tam /

tadā grāhaś ca grāhyam
̇
ca bhrāntim

̇
dr
̇
s
̇
t
̇
vā nivartate // SAG_24 (II-143/144ab)//

元からなかったものは、如何なるものも、諸縁によって生じず、滅しない。有為を石女の

子であり虚空の華であると見るとき、迷乱を理解して、能取と所取は消滅する。

hetupratyayasāmagryā bālāh
̇
kalpanti sam

̇
bhavam /

ajānānā nayam idam
̇
bhramanti tribhavālaye // SAG_47 //

凡夫は、因と縁の和合をもって (諸々の存在の) 生起を分別する。この理趣を知らないま

ま、三有の住処をさまよう。

bhāvā yes
̇
ām
̇
hy anutpannāh

̇
śūnyā vai asvabhāvakāh

̇
/

tes
̇
ām utpadyate bhrāntih

̇
pratyayaiś ca nirudhyate // SAG_69 //

『楞伽経』と三性説の構造的変化について (石橋丈史)
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諸々の存在の本質は不生で空であり、無自性であるが、そのような存在に対する迷乱は、

諸縁によって生じ、また滅する。

na hy atrotpadyate kim
̇
cit pratyayair na nirudhyate /

utpadyante nirudhyante pratyayā eva kalpitāh
̇
// SAG_85 //

ここで、如何なるものも、諸縁によって生じず、滅しない。分別された諸縁こそが、生じ

滅するのである。

na cotpadyā na cotpannāh
̇
pratyayo ʼpi na kecana /

sam
̇
vidyante kvacit tena vyavahāram

̇
tu kathyate // SAG_89 (II-144) //

いかなる縁も生ずべきものではなく、すでに生じてしまったものでもなく、どこにも存在

しない。しかし、それによって世俗の言説が語られる。

kena prasādhitāstitvam
̇
pratyayair yasya nāstitā /

utpādavādadurdr
̇
s
̇
t
̇
yā nāsty astīti vikalpayet // SAG_195 (III-13) //

如何なる因縁によって、有性が成立し、その無が成立するのか。生起を論ずる邪見によっ

て、無である、有であると分別されるだろう。

yasya notpadyate kim
̇
cin na kim

̇
cittam

̇
nirudhyate /

tasyāsti nāsti nopaiti viviktam
̇
paśyato jagat // SAG_196 (III-14) //

何ものも生じず、何ものも滅しない。その時、寂静なる世間を見る人にとっては、有と無

は得られない。

anutpannāh
̇
sarvabhāvā yasmāt pratyayasambhavāh /

kāryam
̇
hi pratyayāh

̇
sarve na kāryāj jāyate bhavah

̇
// SAG_477 (III-23) //

一切の存在は不生である。それゆえに縁から生じたものである。すべての諸縁は果である

が、果より有は生じない。

2-2．SAGにおける依他起性の意味

SAG における縁起が空・無自性の意味であるとすれば、三性説としての依他起性もその意

味を前提にしていると考えられる(4)。三性説の起源として知られる『菩薩地』(BBh)「真実義

品」では、様々な言説・仮説の所依として vastu の実在、唯事 (vastumātra) が説かれ、そ

の vastu は空による否定を重ねても、否定されずに残るという瑜伽行派独自の空性理解がなさ

れている(本稿 3-2 参照)。

佛教大学大学院紀要 文学研究科篇 第 47 号 (2019 年 3 月)

― 3 ―



それに対して、SAG では、前節の通り、仮説の所依である諸法は空・無自性、不生不滅で

あり、それらに対する迷乱、分別されたものも無であると解釈できる。既に指摘した通り(5)、

SAG 中の三性説は唯識思想を前提としない内容を含み、それが CS との共通の偈になってい

る。その意味で、仮説の所依の有を主張する瑜伽行派に対して、龍樹の縁起説の延長としての

依他起性理解がなされていた可能性がある(6)。

nāsti vai kalpito bhāvah
̇
paratantaram

̇
ca vidyate /

samāropāpavādam
̇
ca vikalpe no vinaśyati // SAG_305 //

分別されたものは存在しないが、依他起は存在する。分別における増益と損減は無である。

kalpitam
̇
yady abhāvah

̇
syāt paratantrasvabhāvatah

̇
/

vinā bhāvena vai bhāvam
̇
bhāvaś cābhāvasam

̇
bhavah

̇
// SAG_306 //

分別されたものが無であり、依他起性が有であるならば、実に、存在無くして存在があり、

存在は無から生じることになる。

parikalpitam
̇
samāśritya paratantram

̇
pralabhyate /

nimittanāmasam
̇
bandhāj jāyate parikapitam // SAG_307 //

遍計所執されたものによって依他起が得られる。遍計所執されたものは因相と名との結合

より生じる。

atyantam
̇
cāpy anis

̇
pannam

̇
kalpitam

̇
na parodbhavam /

tadā prajñāyate suddhah
̇
svabhāvah

̇
pāramārthikah

̇
// SAG_308 //

分別されたものは円成実ではなく、依他起でもない。その時、清浄なる勝義の自性が存在

すると知られる。

これら CS との共通の偈は唯識思想とは無関係であるように見え、その点では SNS など初

期瑜伽行派文献所説の三性説に類似している(7)。しかし、「分別されたものが無で、依他起が

有であるならば、存在無くして存在があり、存在は無から生じることになる」と 306 偈でいう

ように、(勝義においては) 両者の無を説いているように解釈できる。この点で仮説の有を主

張する瑜伽行派とは異なる思想を含んでいるだろう。

2-3．本文中に見られる縁起

本文中では、SAG で説かれた不生不滅の縁起が、より発展的に説かれつつ、相依性として

の側面も強調されるようになる。以下に示す用例では、「兎の角」と「牛の角」という、時間
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的な前後関係ではない、論理的な関係性が「相互依存 (anyonya-apeks
̇
a)」という語とともに

示される。

ye punar mahāmate nāstyastivinivr
̇
ttam
̇
nāsti śaśaśr

̇
ṅgam
̇
kalpayanti, tair

anyonyāpeks
̇
ahetutvān nāsti śaśavis

̇
ān
̇
am iti na kalpayitavyam | āparamān

̇
upravicayād

vastv anupalabdhabhāvān mahāmate āryajñānagocaravinivr
̇
ttam asti gośr

̇
ṅgam iti na

kalpayitavyam (LAS. 52. 3-7)

さらにまた、マハーマティよ、無と有とを離れた兎の角が無であると分別する人々は、

(無と有は) 相互に依存する因であるから、兎の角を無であると分別すべきではない。極

微に至るまで観察しても、事物は不可得な存在であるから、マハーマティよ、聖なる智の

境界を離れた、牛の角が有であると分別すべきではない。

atha khalu mahāmatir bodhisattvo mahāsattvo bhagavantam etad avocat nanu bhagavan

vikalpasyāpravr
̇
ttilaks

̇
an
̇
am
̇
dr
̇
s
̇
t
̇
vā anumimīmahe vikalpāpravr

̇
ttyapeks

̇
am
̇
tasya

nāstitvam | bhagavān āha na hi mahāmate vikalpāpravr
̇
ttyapeks

̇
am
̇
tasya nāstitvam | tat

kasya hetoh
̇
? vikalpasya tatpravr

̇
ttihetutvāt | tadvis

̇
ān
̇
āśrayapravr

̇
tto hi mahāmate

vikalpah
̇
| yasmād vis

̇
ān
̇
āśrayapravr

̇
tto mahāmate vikalpah

̇
, tasmād āśrayahetutvād

anyānanyavivarjitatvān na hi tadapeks
̇
am
̇
nāstitvam

̇
śaśaviśān

̇
asya | yadi punar

mahāmate vikalpo ʼnyah
̇
syāc chaśavi s

̇
ān
̇
ād avis

̇
ān
̇
ahetukah

̇
syāt | athānanyah

̇
syāt,

taddhetukatvād āparamān
̇
upravicayānupalabdher vis

̇
ān
̇
ād ananyatvāt tadabhāvah

̇
syāt |

tadubhayabhāvābhāvāt kasya kim apeks
̇
ya nāstitvam

̇
bhavati (LAS. 52. 9-53. 3)

その時、マハーマティ菩薩摩訶薩は、世尊に次のように言った。世尊よ、分別が生起しな

い相を見て、分別の不生起に依存した、かの (兎の角の) 無を我々は推測します。世尊は

言った。分別の不生起に依存した、その (兎の角の) 無を私は (推測し) ない。それは何

故か。分別がその (兎の角の) 生起の因であるからであり、分別はその角を所依として生

起する。マハーマティよ、分別は、(兎の) 角を所依として生起するが故に、所依として

の因であるから、異と不異とを離れているから、それ (分別の不生起) に依存した兎の角

の無を (私は推測し) ない。さらにまた、マハーマティよ、もしも分別が兎の角と別異で

あるならば、(分別は) 兎角を因としないものになるだろう。不異であるならば、それ

(兎角) を因とするから、極微に至るまで観察しても不可得であり、兎角と不異であるか

らそれ (分別) は無となるだろう。その二者の存在は無であるから、何に依って、何の無

があるのだろうか。

この一節の後に、4 つの偈頌 (435-439 偈) が挿入されているが、本節の内容と関係がある
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のは、以下の 438 偈のみである。内容としては、龍樹文献群における「相互依存の縁起説｣(8)

と同様であることは明らかだろう。

dīrghahrasvādi sam
̇
baddham anyonyatah

̇
pravartate /

astitvasādhakā nāsti asti nāstitvasādhakam // SAG_438 (II-127) //

長短などは相互に結びついて生起する。有を成立させるのは無であり、無を成立させるの

は有である。

2-4．本文中に見られる依他起性

本文中の三性説は、SAG よりも明確に唯識説と結びついている。すなわち、以下に示す通

り、依他起性において分別心の姿が顕現し、遍計所執性が虚妄分別の相であると定義されてい

る。これはMAVやMSAの三性説に近い(9)。

punar aparam
̇
mahāmate parikalpitasvabhāvavr

̇
ttilaks

̇
an
̇
am
̇
paratantrasvabhāvābhiniveśatah

̇
pravartate | tad yathā tr

̇
n
̇
akās
̇
t
̇
h
̇
agulmalatāśrayān māyāvidyāpurus

̇
asam
̇
yogāt

sarvasattvarūpadhārin
̇
am
̇

mayāpurus
̇
avigraham abhinis

̇
pannaikasattvaśarīram

̇
vividhakalpavikalpitam

̇
khyāyate tathā khyāyann api mahāmate tadātmako na

bhavati evam eva mahāmate paratantrasvabhāve parikalpitasvabhāve

vividhavikalpacittavicitralaks
̇
an
̇
am
̇
khyāyate | vastuparikalpalaks

̇
an
̇
ābhiniveśavāsanāt

parikalpayan mahāmate parikalpitasvabhāvalaks
̇
an
̇
am bhavati (LAS. 56. 14-57. 7)

さらにまた、マハーマティよ、遍計所執性が起こる姿は、依他起性に対する執着から生じ

る。例えば、草や材木、林、つる草という所依から、幻と幻術師との結合から、一切の有

情という色・形を持ち、幻術としての人間の身体が引き起こされ、様々な分別に分別され

て顕現するように、マハーマティよ、顕現してあるものもその自性をもって生じるのでは

ない。このように、マハーマティよ、依他起性において遍計所執性である多種多様な分別

心の姿が顕現する(10)。事物の分別の姿に執着する習気により、分別しつつ遍計所執性の

姿として生じる。

tad yathā mahāmate paratantrasvabhāvāśrayād vicitraparikalpitasvabhāvābhiniveśah
̇

pravartate| sa ca tatra na san nāsan na sadasann abhūtaparikalpalaks
̇
an
̇
atvād atha ca bālair

vikalpyate vicitrasvabhāvalaks
̇
an
̇
ābhiniveśena mr

̇
gatr
̇
s
̇
n
̇
ikeva mr

̇
gaih
̇
(LAS. 118. 1-6)

マハーマティよ、依他起性を所依として種々の遍計所執性の執着が生起するがごとくであ

る。かれは、そこにおいて、有ではなく、無ではなく、有無でもない。虚妄分別の相であ

るからである。そして、鹿によって陽炎が分別されるように、愚人によって種々の自性の
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相に対する執着をもって分別される。

2-5．小結

以上、LAS の縁起・三性説を見てきたが、その縁起説は SAG から経典本文にかけて、空・

無自性の縁起から相依性の縁起へと展開している。後述するように、これは龍樹文献群の縁起

と同一であり、LAS の作者が龍樹思想の圏内にいた人物であったことを意味している。三性

説については、SAG では唯識説を前提としない CS との共通偈を含んでいるのに対し、本文

中ではMSA やMAVと同様な唯識三性説を説いていた。このことから、龍樹思想の圏内で、

龍樹の縁起に基づいて説かれていた三性説が、唯識思想と結びついた説へと展開していったと

考えられる。

3．瑜伽行派文献における縁起説と依他起性

3-1．瑜伽行派文献における縁起説

本節と次節において、瑜伽行派と龍樹文献群各々に説かれる縁起説を見て、LAS との比較

検討をしたい。既に勝呂 [1982]、原田 [2004] などで指摘されている通り、瑜伽行派文献に

説かれる縁起説は、いわゆるアビダルマ的な十二支縁起として解釈されており、その点は龍樹

文献群における空・無自性を意味するものとは異質である。また、相依性を意味する縁起も説

かれていない。同派文献中、最古層に属するYBh「本地分」「有尋有伺等三地」において、縁

起は十二支縁起に基いて、ātmabhāva (個人存在) が過去から現在へ、現在から未来へ生じる

ことと定義される。その際、異熟識が説かれ、後のアーラヤ識縁起を予想させる内容になって

いる。

samāsatas tribhir ākāraih
̇
pratītyasamutpādasya vyavasthānam

̇
bhavati | yathā

pūrvāntān madhyānte sambhavati | yathā ca madhyāntād aparānte sambhavati | yathā

ca madhyānte sambhūto vartate vyavadānāya ca paraiti | katham pūrvantān

madhyānte sambhavati sambhūtaś ca madhyante vartate | yathāpi haikatyena

pūrvamavidus
̇
āvidyāgatenāvidyāpratyayam

̇
pun
̇
yā -pun

̇
yāniñjyam

̇
kāyavāṅmanah

̇
karma

kr
̇
tam
̇
bhavaty upacitam | tatkarmopagam

̇
cāsya vijñānam āmaran

̇
asamayād anuvr

̇
ttam
̇

bhavati pratisandhivijñānahetubhūtam | adhyātmabahirdhā tr
̇
s
̇
n
̇
ā cāsya vijñānasya

phalābhinirvr
̇
ttikāle sahāyabhāvena pratyupasthitā bhavati | sa kālam

̇
kr
̇
tvā pūrvāntād

vartamane ʼdhvanyātmabhāvam abhinirvartayaty anupūrven
̇
a mātuh

̇
kuks
̇
au

hetuvijñānapratyayam
̇
pratisandhiphalavijñānam

̇
yāvad eva kalalatvādibhir avasthā

viśes
̇
air uttarais tasya | garbhagatasya nāmarūpasya yāvaj jīrn

̇
ātvāya | saha

佛教大学大学院紀要 文学研究科篇 第 47 号 (2019 年 3 月)

― 7 ―



pratisandhibandhāc ca tasya vijñānasya yat tadutpattisam
̇
vartanīyam

̇
karma

taddattaphalam
̇
bhavati vipākatah

̇
| tadvipākavijñānam

̇
tad eva nāmarūpam

̇
pratis

̇
t
̇
hāya

vartate | (YBh. 198. 17-199. 7)

(縁起の全体とは何か、といえば) 要約すると、三つの様相によって、縁起の区別がある。

過去世から現世において生起すること、また現世から来世に生起すること、また現世にお

いて生じ、清浄へ赴くことである。如何にして、前世から現世において生じ、現世におい

て生起するのか。前世を知らざる無知なる一類のものによって、善・不善、無動揺の身口

意の業がなされ積集される。彼の、この業に従った識は死に至るまで、結生識の原因とし

て生起する。そして、この識が果を生起させるとき、内的・外的の渇愛がともに現前化す

る。それが死ぬと、前世から現世において、流転した個人存在を次第に生起させ、母の胎

内において、胎内に宿る名色が、カララなど後続する特殊な状態にある間、老衰に至るま

での間、因となる識という縁をもった相続した果の識を生起させる。同時に、その識は再

生する束縛であるから、その生成を引起す業は、それによって与えられた果を異熟として

生じる。その異熟識は、まさにその名色を依処として生じる。

これを受けて、SNS「心意識相品」では、輪廻の主体としてのアーラヤ識 (アーダーナ識)

縁起を説き、『摂大乗論』(MS) では、縁起にアーラヤ識縁起と十二支縁起の二種があるとし

て、十二支縁起とアーラヤ識縁起が統合されている(11)。

blo gros yangs pa ʼgro ba drug gi ʼkhor ba ʼdi na sems can gang dang gang dag sems can gyi

ris gang dang gang du ʼang sgo nga nas skye baʼi skye gnas sam | yang na mngal nas skye ba

ʼam | yang na drod gzher las skye ba ʼam | yang na rdsus te skye baʼi skye gnas su lus mngon

par ʼgrub cing ʼbyung bar ʼgyur ba der dang por ʼdi ltar len pa rnam pa gnyis po rten dang

bcas paʼi dbang po gzugs can len pa dang | mtshan ma dang ming dang rnam par rtog pa la

tha snyad ʼdogs paʼi spros paʼi bag chags len pa la rten nas|sa bon thams cad paʼi sems rnam

par smin eing ʼjug la rgyas zhing ʼphel ba dang yangs par ʼgyur ro || (中略) blo gros yangs pa

rnam par zhes pa de ni len paʼi phyir ro || kun gzhi rnams par zhes pa zhes kyang bya ste | ʼdi

ltar des lus ʼdi bzung zhing blangs paʼi phyir ro (SNS. 55. 4-23)

広慧よ、この六趣が輪廻するときに、それぞれの有情は有情趣として、または卵生、また

は胎生、または湿生、または化生として、身体を受けて生じ、最初に二種の執受、すなわ

ち所依処を持った色根を執受すること、相、名、分別において言説の戯論の習気を執受す

ることによって、一切種子心が成熟し、成長し、増大し、広大となる。(中略) 広慧よ、

この識をアーダーナ識と呼ぶ。何となれば、これによって、身体が保持され、維持される

からである。また、アーラヤ識ともいう。何となれば、それは安危同一の意味をもってこ
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の身体のなかにあって、潜在するからである。

これに対し、MSAやMAVでは、そうしたアビダルマ的な十二支縁起とは異質な縁起も説

かれている。

pratītyabhāvaprabhave katham
̇
janah
̇
samaks

̇
avr
̇
ttih
̇
śrayate ʼnyakāritam

̇
|

tamah
̇
prakārah

̇
katamo ʼnyam īdr

̇
śo yato ʼvipaśyan sad asan nirīks

̇
ate || MSA_VI-4 ||

縁起して生起したものに対し、現見を持った人々は、何故、(それとは) 別に作られたも

のに執着するのか。(彼らは) 有を見ず、無を見るから、この是の如き迷妄の種は如何な

るものか。

これに対する註釈は以下の通りである。

tadā ca loko bhāvānām
̇
pratītyasamutpādam

̇
pratyaks

̇
am
̇
paśyati tam

̇
tam
̇
pratyayam

̇
pratītya te te bhāvā bhavantīti | tat katham etām

̇
dr
̇
s
̇
tim
̇
śrayate ʼnyakāritam

̇
darśanādikam

̇
na pratītyasamutpannam iti | katamo ʼyam īdr

̇
śas tamah

̇
prakāro lokasya yad vidyamānam

̇
pratītyasamutpādam avipaśyann avidyamānam ātmānam

̇
nirīks

̇
ate | śakyam

̇
hi nāma

tamasā vidyamānam adras
̇
t
̇
um
̇
syān na tv avidyamānam

̇
dras
̇
t
̇
um iti (MSABh. 23. 14-17)

その時、世人は諸法の縁起を直接見て、それぞれの縁に拠ってそれぞれの諸法があると

(見る)。彼は、何故この見を他によって作られた見等であり、縁起ではないと執着するの

か。存在している縁起を見ずに、存在していない我を見るという、世人のこの種の迷妄は

如何なるものか。実に、迷妄によって、存在しているものを見ないことが可能であるが、

存在していないものを見ることはないからである。

ここに説かれているのは、縁起して生起したものには自性がなく、空であるにもかかわらず、

世人はそれを我として執着するということである。これは十二支縁起というよりも、龍樹系の

縁起に近いと判断できる。pratītyabhāva という語は、龍樹文献群においても見られる語であ

る (注 6 参照)。MAVでも、虚妄分別を縁として生じる流転縁起を説く(12)一方で、同様な縁

起が説かれている。

pratītyasamtpādārthah
̇
|

punar hetuphalāyāsāʼnāropā ʼnapavādatah
̇
|| MAV_III-18 cd ||

縁起の意味とは、因と果と作用が、(無なるものを有と) 増益することがなく、(有なるも

のを無と) 損減することがないことである。

佛教大学大学院紀要 文学研究科篇 第 47 号 (2019 年 3 月)

― 9 ―



世親釈はこの偈を十二支縁起と結び付けて解釈しているが(13)、同論書では、三性説につい

ても、同様に増益と損減が生じないことが根本真実であると定義していることから、縁起につ

いてもその意味であったと考えられる。そして、三種の自性を有と無の観点から、常に無であ

る、有ではあっても真実ではないもの、真実としてあって同時に非存在であるものと定義して

いる。ここで、円成実性が真実としてあると同時に非存在であるというのは、三性説が空性思

想と結びついていることを意味し、勝義に実在する vastu を説く BBh 等の三性説とは異なる

ものになっていることが分かる。

3-2．瑜伽行派文献における依他起性

最古の三性説を説くとされる BBh「真実義品」では、三性という名称は見られないものの、

言語表現される事物と、それに対する言語表現 (仮説)、言語表現を離れた事物そのものの三

者の間で、実質的な三性説が説かれている。注目されるのは、言語表現の対象である事物の先

行性とその勝義的実在性である。

katham ca punah
̇
su-gr

̇
hītā śūnyatā bhavati | yataś ca yad yatra na bhavati | tat

tena śūnyam iti samanupaśyati | yat punar artāvaśis
̇
t
̇
am bhavati | tat sad ihāstīti

yathābhūtam
̇
prajānāti | iyam ucyate śūnyatā ʼvakrāntir yathā-bhūtā aviparītā | tad-yathā

rūpādisam
̇
jñake yathā-nirdis

̇
t
̇
e vastuni rūpam ity evam-ādi-prajñapti-vādʼātmako dharmo

nāsti | atas tad rūpādi-sam
̇
jñakam

̇
vastu prajñapti-vādʼātmanā śūnyam

̇
| kim
̇
punah

̇
tatra

rūpʼādi-sam
̇
jñake vastuny avaśis

̇
t
̇
am
̇
| yad uta tad eva rūpam ity evam-ādi-

prajñapti-vādʼāśrayah
̇
| tac cobhayam

̇
yathābhūtam

̇
prajānāti yad uta vastu-mātram

̇
ca

vidyamāham
̇
vastu-mātrre ca prajñapti-mātram

̇
na cāsadbhūtam

̇
samāropayati | na

bhūtam apavadate nādhikam
̇
karoti na nyūnīkaroti notks

̇
ipati na praks

̇
ipati | yathā-

bhūtam
̇
ca tathatām

̇
nir-abhilāpya-svabhāvatām

̇
yathābhūtam

̇
prajānāti | iyam ucyate

su-gr
̇
hītāśūnyatā samyak-prajñayā su-pratividdheti |(BBh. 47. 16-48. 6)

さらにまた、「正しく理解された空性」とはどのようなものか。そこ (A) にそれ (B) が

存在しない時、それ (A) はそれ (B) に対して空であると正しく観察することである。

さらにまた、余れるものがあるなら、それが存在すると如実に知ること、これが不顛倒で

如実なる空性に入ることである。それは例えば、色等と名づけられる事物には、色である

等という仮説の言説を本質とした法は存在しない。そのため、色等と名づけられる事物は、

仮説という言語を本質とすることについて空である。また、その色等と名づけられる事物

において、余れるものは何か。それは、色といわれるところの仮説の言語の拠り所である。

そして、その二つ、事物のみが存在していること、事物のみであることにおいて仮説のみ

があることを如実に知る。存在しないものを増益せず、存在するものを損減せず、増せず、
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減せず、取せず、捨せず、如実であり不可言説の自性である真実を如実に知る。これが正

しい智慧によって正しく了達された「正しく理解された空性」といわれる。

これを受けて、SNS では、同様に勝義に実在する vastu と、それを所依として(存在しな

い)自性や言説が仮説されることが説かれ、「摂決択分中菩薩地」における五事説では、「因相」

を言語表現のための語の基体、拠り所となった事物であるとしている(14)。それに対応するよ

うに、SNS と YBh における依他起性は、単に十二支縁起説とのみ定義されていて、未だに唯

識説とは結びついていない。

chos rnams kyi gzhan gyi dbang gyi mtshan nyid gang zhe na | chos rnams kyi rten cing

ʼbrel bar ʼbyung ba nyid de | ʼdi lta ste ʼdi yod pas ʼdi ʼbyung la | ʼdi skyes paʼi phyir ʼdi skye ba

ʼdi lta ste | ma rig paʼi rkyen gyis ʼdu byed rnams zhes bya ban as | de ltar nasdug bsngal gyi

phung po chen po ʼdi ʼbaʼ zhig po ʼdi ʼbyung bar ʼgyur ro zhes bya baʼi bar gang yin paʼo

(SNS. 60. 25-30)

諸法の依他起相とは何か。諸法の縁起性である。つまり「これある故に彼あり、これ生じ

る故に彼生ず」、「無明の縁に依って行あり、その場合に苦蘊が生じる」というものであ

る(15)。

これに対し、縁起説について十二支縁起だけに留まらず、龍樹系の縁起説をも含むMAV

やMSAにおいては、依他起性と円成実性に空性が含まれる形になり、その意味で初期の実在

論的三性説から唯識三性説へと構造的変化を遂げている。

abhāvabhāvatā yā ca bhāvābhāvasamānatā |

aśāntaśāntā ʼkalpā ca parinis
̇
pannalaks

̇
an
̇
am
̇
|| MSA_XI-41 ||

無と有であること、有と無とが等しいこと、不寂静と寂静、そして無分別とが円成実相で

ある。

この偈に対する世親釈は、一切法が遍計所執性として無であること、そして、その遍計所執

性の無が有であると説いており(16)、以下のMAV において、依他起性中に空性が含められる

のに対応している。

abhūtaparikalpo ʼsti dvayan tatra na vidyate |

śūnyatā vidyate tv atra tsyām api sa vidyate || MAV_I-1 ||

虚妄分別は存在する。そこに二つのものは存在しない。しかし、そこに空性は存在し、そ
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の (空性の) 中にまた、かれ (虚妄分別) は存在する

また、MAV、MSA においては入無相方便が確立され、円成実性は所取と能取の無である

と説かれ(17)、外界に一切の事物を認めない唯識説と三性説が結びついた形になっていること

が分かる。

sam
̇
bhatya sam

̇
bhāram anantapār

̇
ām jñānasya pun

̇
yasya ca bodhisatvah

̇
|

dharmes
̇
u cintāsuviniścitatvāj jalpānvayām arthagatim

̇
para iti || MSA_VI-6 ||

菩薩は智慧と福徳の無辺の究極の資糧を積み、法に対して思いがよく決択することから、

対象の姿形は意言に随順すると了解する。

arthān sa vijñāya ca jalpamātrānsam
̇
tis
̇
t
̇
ate tannibhacittamātre |

pratyaks
̇
atām eti ca dharmadhātus tasmād viyukti dvayalaks

̇
an
̇
ena || MSA_VI-7 ||

彼は対象が意言に過ぎないことを認識し、それに似て顕現する唯心に住する。そして、法

界が現前する。それ故、二相を離れる。

nāstīti cittāt param etya buddhyā cittasya nāstitvam upaiti tasmāt |

dvayasya nāstitvam upetya dhīmān sam
̇
tis
̇
t
̇
hate ʼtadgatidharmadhātau || MSA_VI-8 ||

覚知によって、心を超えたものは存在しないことを了解し、それ故、心も存在しないこと

を了得する。二が存在しないことを了解して、智者はそのような姿形のない法界に住する。

このように見ると、三性説が実在論から唯識論と結びついていくのと、縁起説が伝統的な十

二支縁起説から龍樹系の説を含むようになるのは対応関係にあることが分かる。

4．龍樹文献群に見られる縁起説について

4-1．MKにおける縁起説

最後に、龍樹文献群に見られる縁起説を見て、LAS 所説の縁起と比較する。MKでは、よ

く知られているように、八不の縁起が説かれ、縁起が空・無自性を意味し、もし諸法が自性を

持つならば、あらゆる因果関係が成り立たないことが示される。これは、同じく諸法の不生、

空・無自性を説き、縁によって生じたものは存在しないという SAG の縁起説に近い。その一

方、龍樹が「相依性」「相互依存」の縁起を説いていたことを窺わせる偈も MK には存在す

る(18)。
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athāsad api tat tebhyah
̇
pratyayebhyah

̇
pravartate |

apratyayebhyo ʼpi kasmāt phalam
̇
nābhipravartate || MK_I-14 ||

しかし、それ (結果) は存在していないが、それら諸縁から (結果が) 生じる。(それな

らば) どうして、結果は非縁からも生じないのだろうか。

phalam
̇
ca pratyayamayam

̇
pratyayāś cāsvayam

̇
mayāh

̇
|

phalam asvamayebhyo yat tat pratyayamayam
̇
katham || MK_I-15 ||

結果は縁によって成立したものであるが、諸縁は、自身から成立したものではない。結果

が自身から成立したものではない (縁) から生じている (ならば)、どうして、それ (結

果) は縁から成り立っているのか。

tasmān na pratyayamayam
̇
nāpratyayamayam

̇
phalam |

sam
̇
vidyate phalābhāvāt pratyayāpratyayāh

̇
kutah

̇
|| MK_I-16 ||

それゆえ、結果は縁から成立したものではなく、非縁から成立したものでもない。結果が

存在しないのであるから、縁と非縁はどうして存在するのであろうか。

yadīndhanam apeks
̇
yāgnir apeks

̇
yāgnim

̇
yadīndhanam |

katarat pūrvanis
̇
pannam

̇
yadapeks

̇
yāgnir indhanam || MK_X-8 ||

もし、薪に依存して火があり、火に依存して薪があるならば、どちらが先に成立して、そ

れに依存した火があり、薪があるのか。

yadīndhanam apeks
̇
yāgnir agneh

̇
siddhasya sādhanam |

evam
̇
satīndhanam

̇
cāpi bhavis

̇
yati niragnikam || MK_X-9 ||

もし、薪に依存して火があるならば、すでに成立している火が (さらに) 成立することに

なる。そうであるならば、火にならない薪もまた存在することになろう。

yoʼpeks
̇
ya sidhyate bhāvas tam evāpeks

̇
ya sidhyati |

yadi yoʼpeks
̇
itavyah

̇
sa sidhyatām

̇
kamapeks

̇
ya kah

̇
|| MK_X-10 ||

それ (A) に依存して (別の) もの (B) が成立しているが、それ (B) に依存して (A

が) 成立している。もし、依存されるべきものが先に成立しているならば、どちらがどち

らに依存して成立しているのだろうか。

yoʼpeks
̇
ya sidhyate bhāvah

̇
soʼsiddhoʼpeks

̇
ate katham |

athāpy apeks
̇
ate siddhas tv apeks

̇
āsya na yujyate || MK_X-11 ||
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何らかのものに依存して存在は成立するが、まだ成立していない存在は、いかにして依存

するのだろうか。

apeks
̇
yendhanam agnir na nānapeks

̇
yāgnir indhanam |

apeks
̇
yendhanam agnim

̇
na nānapeks

̇
yāgnim indhanam || MK_X-12 ||

薪に依存して火はあるのではなく、薪に依存しないであるのではない。薪は、火に依存し

てあるのではなく、火に依存しないであるのではない。

4-2．他の龍樹文献群における縁起説

他の龍樹文献群においては、MKにおける不生不滅の縁起を継承しつつ、そこで萌芽的に説

かれていた相互依存の縁起説が、より積極的に説かれている。本稿 2-3. で触れたとおり、

LAS 本文中に説かれる縁起説と共通する内容になっているのは明らかである。こうした縁起

説は、瑜伽行派文献では見ることができない。

gcig med par ni mang po dang / mang po med par gcig mi ʻjug /

de phyir rten cing ʻbrel ʻbyung baʼi / dngos po mtshan ma med pa yin / Śs_7 /

一なくして多は、多なくして一は意味をなさない。それ故、諸々の存在は依存して生じて

いるのであり、相のないものである。

ma rig ʻdu byed med mi ʻbyung / de med ʻdu byed mi ʻbyung zing /

phan tshun rgyu phyir de gnyis ni / rang bzin gyis ni ma grub yin / Śs_11 /

無明は行がなければ生起せず、それがなければ行は生起しないから、この両者は相互に根

拠になる。それゆえ、自性としては成立していない。

asmin satīdam
̇
bhavati dīrghe hrasvam

̇
yathā sati /

asyotpādād udetīdam
̇
dīpotpādād udetīdam

̇
dīpotpādād yathā prabhā // RĀ_I-48 //

これがあるとき、かれがある。例えば、長があるとき短があるように。これが生じるとき、

かれが生じる。たとえば、灯火が生じるとき、明るさが生じるように。

hrasve ʼsati punar dīrgham
̇
na bhavaty asvabhāvatah

̇
/

pradīpasyāpy anutpādāt prabhāyā apy asam
̇
bhavah

̇
// RĀ_I-49 //

一方で、また、短がなければ、長は存在しない。自体を欠いているから。また、灯火が生

じなければ、明るさもまた生じない。
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pitra yady utpādya《h
̇
》putro yadi tena caiva putren

̇
a /

utpādya《h
̇
》《sa》yadi pitā vada tatrotpādayati kah

̇
kam
̇
// VV_49 //

もし、父によって子が生じさせられ、またその同じ子によって、その父が生じさせられる

のなら、そのとき、いずれがいずれを生じさせるのか言え。

5．結論

以上、瑜伽行派と龍樹文献群所説の縁起説を見てきたが、LAS の縁起説が瑜伽行派よりも

龍樹系の縁起に一致することは明白であろう。Lindtner [1992] が指摘するように、龍樹文献

群と LASとの間には、CS以外にも共通する偈頌が存在することから、龍樹文献群と LASは、

同時代 (4-5 世紀) に、共通する人物によって作成された可能性がある(19)。その時代に、龍樹

思想の圏内で、瑜伽行派の実在論的三性説とは異質な説が説かれ、その龍樹系の三性説が瑜伽

行派に影響を与え、三性説の構造的変化を促したのではないかと推察することができる。従来、

三性説の起源については BBh「真実義品」を挙げるのが定説となっているが、CS に説かれる

三性説との関係についてはそれ程には言及されてこなかったと思われる(20)。LAS の縁起説と

依他起性の概念に注目することで、こうした龍樹系の三性説が瑜伽行派に影響を及ぼし、その

結果、MSAやMAVにおける唯識三性説を成立させたといえるのではないだろうか。

〔テキスト 略号〕

BBh : Bodhisattvabhūmi Wogihawa Unrai (ed.) Bodhisattvabhūmi : A Statement of Whole Course

of the Bodhisattva, Tokyo, 1930

CS : Catuh
̇
stavah

̇
津田 [2006]

LAS : Laṅkāvatārasūtra Nanjo Bunyiu (ed.) Laṅkāvatārasūtra. Kyoto, Otani Univ. pr. 1923

MAV : Madhyāntavibhāga Nagao Gadjin (ed.) Madhyāntavibhāga-Bhās
̇
ya : A Buddhist Philosophical

Treatise edited for the First Time from a Sanskrit Manuscript, Suzuki

Research Foundation, 1964

MAVBh See MAV

MK : Mūlamadhyamakakārikā 叶少勇『中論頌―梵蔵漢合校・導読・訳注』中西書局，2011

MS : Mahāyānasam
̇
graha P. No. 5549 D. No. 4048, 長尾 [1982]

MSA : Mahayānasūtrālam
̇
kāra Levi, Sylvain ed.,Mahayānasūtrālam

̇
kāra-Expose de la Doctrine du Grand

Vehicle selon le Systeme Yogācāra-. Tome 1 ; Texte, Paris, 1907

MSABh See MSA

RĀ : Ratnāvalī Michael Hahn (ed.) Nagārjuna’s Ratnāvalī, Vol. 1 TheBasic Texts

(Sanskrit, Tibetan, Chinese), Bonn, 1982

YS
̇
: Yuktis

̇
as
̇
tikākārikā 李学竹・叶少勇『六十如理頌 ――梵蔵漢合校・導読・訳注』中西書局，

2014. P. No. 5225, 5265

ŚS : Śūnyatā-saptati P. No. 5227, 5231, 5268, Lindtner [1982]

SNS : Sam
̇
dhinirmocanasūtra P. No. 774, D. No. 106, Lamotte [1935]

YBh : Yogācārabhūmi Bhattacharya V. (ed.) The Yogacārabhūmi of Ācārya Asaṅga, Part 1.
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Univ. of Calcutta, 1957

ViSg : Viniścayasam
̇
grahan

̇
ī D. No. 4038, P. No. 5539, 高橋晃一 [2005]

VP : Vaidalyaprakarn
̇
a Yuichi Kajiyama (ed.), The Vaidalyaprakarn

̇
a of Nagārjuna, Miscellanea

Indologica Kiotiensia No. 6-7

VV : Vigrahavyāvartanī E. H. Johnston & Arnold Kunst (ed.), The Dialectical Method of

Nagārjuna Vigrahavyāvartanī, Translated from the Original sanskrit with

Introduction and Notes, 1986.

Yonezawa Yoshiyasu, Vigrahavyāvartanī, Sanskrit Translitaration and

Tibetan Translation『成田山仏教研究所紀要』32, 2008
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〔注〕

( 1 )「龍樹文献群」という呼称については、五島 [2012] を参照。五島は、龍樹の真作は『中論』のみと

いう立場を取り、空観・縁起観・仏陀観という点から各文献を比較精査し、全てを龍樹一人に帰す

ことはできないという結論に達している。本稿では、『中論』(MK)、『六十頌如理論』(YS
̇
)、『廻諍

論』(VV)、『空七十論』(ŚS)、『宝行王正論』(RĀ)、『ヴァイダリヤ論』(VP) を参照した。

( 2 ) LAS の成立に関しては、「偈頌品」(SAG) が経典本体に先立って成立したのではないかという仮説

が提起されているが (Takasaki [1980]、石橋 [2014])、本稿でもその立場に立つ。

( 3 ) 池田 [1996a] [1996b]、兵藤 [1990] [1991] によれば、唯識説と結びつく以前の「実在論的三性説」

と外界非存在を説く唯識説導入後の「唯識的三性説」とでは、依他起性の内容が質的に異なり、三

性説は構造的変化を遂げている。本稿でも、この意味で「構造的変化」という語を用いる。

( 4 ) 依他起性と縁起が同じ意味であろうと理解する根拠に、YBh において、縁起の意味が説かれる箇所で

「依他」(paratantra) という語が用いられている点を挙げることができる。pratītyasamutpādārthah
̇

katamah
̇
| nih
̇
sattvārthah

̇
| sattvanityattve itvarapratyupasthāpanārthah

̇
| satītvarapratyupasthāne

paratantrārthah
̇
| sati paratantre nirihārthah

̇
(YBh. 203. 1) 縁起の意味は何か。個人主体がないとい

う意味である。個人主体がないゆえ、無常という意味であり、無常ゆえに暫住という意味であり、

暫住であるゆえ、依他という意味であり、依他であるゆえ、作用がないという意味である。

( 5 ) 石橋 [2014] 参照。

( 6 ) SAG では、依他起性 (paratantra-svabhāva) を「縁より生じた自性」pratyayodbhava- svabhāva

(tib. rkyen las skyes pai rang bzin) と言い換えている箇所がある。これは、YS
̇
における pratītya-

utpāda、VV における pratītya-bhāva という表現に近いようにも思われる。両者ともに、縁起を意

味する語として用いられている。SAG の依他起性は、こうした龍樹文献群所説の縁起の概念の延長

にあるように考えられる。

yena kalpena kalpenti svabhāvah
̇
pratyayodbhavah

̇
/

bāhyārthadarśanam
̇
mithyā nāsty artham

̇
cittam eva tu // SAG. 153//

縁より生じた自性は、分別によって分別する。外界に対象を見ることは虚妄であり、対象は存在し

ないが、心こそは (存在する)。

( 7 ) 遍計所執性が因相と名との結合より生じるという SAG. 307 偈と同じ内容が SNS においても見られ

る。yon tan ʼbyung gnas de la mtshan ma dang ʼbrel baʼi ming la brten nas ni kun brtags paʼi mtshan

nyid rab tu shes so (SNS. 63. 11-12) 徳本菩薩よ、このうち因相と結びついた名に基いてこそ遍計所

執性を理解する。

( 8 ) 本稿 4-2 を参照のこと。

( 9 ) trividhatrividhābhāso grāhyagrāhakalaks
̇
an
̇
ah
̇
/

ābhūtaparikalpo hi paratantrasya laks
̇
an
̇
am
̇
//MSA. XI-40 //

三種と三種の顕現を有し、所取・能取の相を有する虚妄分別が依他起相である。

kalpitah
̇
paratantraś ca parinis

̇
panna eva ca/

arthād abhūtakalpāc ca dvayābhāvāc ca deśitah
̇
//MAV. I-5//

遍計所執、依他起、円成実が示されたのは、 (順に) 対象であるから、虚妄分別であるから、二が

無いからである。

(10) 蔵訳 (gzhan gyi dbang gi rang bzhin la kun brdags baʼi rang bzhin rnam bar rtog baʼi sems sna tsogs

rnam pa) を参照した。

(11) Ms. I-19

(12) MAV. I-9, 10

(13) tatra hetusamāropah
̇
samskārādīnām

̇
vis
̇
amahetukalpanāt | hetvapavādo nirhetukatvakalpanāt |

phalasamāropah
̇
sātmakānām

̇
sam
̇
skārādīnām avidyādipratyayapravr

̇
ttikalpanāt (MAVBh. 45. 22-46.

2) その中で、因についての増益とは、行などに対して不正な因を考えるからである。因についての
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損減は、因が無いと考えるからである。果についての増益とは、行などが、無明を縁として実体を

伴って生じると考えることによる。

(14) brjod pa ni dngos po med pa can yang ma yin te / dngos po deʼang gang zhe na / ʼphags pa rnams kyi

ʼphags paʼi shes pa dang / ʼphags paʼi mthong bas brjod du med par mngon par rdzogs par sangs rgyas

pa gang yin pa ste / brjod du med paʼi chos nyid de nyid mngon par rdzogs par rtogs par bya baʼi phyir

ʼdus byas shes ming du btags so (SNS. 39. 19-24)

言語表現は事物を有しないのではない。この事物とは何であるか。聖者たちが聖智と聖見によって

不可言説として等覚するもので、その不可言説の法性を等覚させるために事物を有為という名で仮

説するのである。

rgyu mtshan gang zhe na / mdor bsdu na / mngon par brjod paʼi thig gi gzhiʼi gnas su gyur paʼi dngos

po gang yin paʼo (Visg 1. 2. 1) 因相とは言語表現のための語の基体、依り所となった事物 (=*vastu)

である。

(15)「摂決択分」においても同様に定義されている。gzhan gyi dbang gi ngo bo nyid gang zhe na / ʼdi lta

ste / rnam par dag par bya baʼi ngo bo nyid gang yin paʼo // (ViSg. 2. 2. 2) 依他起性は何かといえば、

諸法の縁起性である。

(16) parinis
̇
pannalaks

̇
an
̇
am
̇
punar tathatā sā hy abhāvatā ca sarvadharmān

̇
ām
̇
parikalpitānābhāvatā ca

tadabhāvatvena bhāvāt (MSABh. 65. 8) また、円成実相は真如である。それは、一切法が遍計所執

としては無であることと、無ではないことである。その無としては有であるからである。

(17) upalabdhim
̇
samāśritya nopalabdhih

̇
prajāyate /

nopalabdhim
̇
samāśritya nopalabdhih

̇
prajāyate // MAV. I-6 //

了得にもとづいて、無了得が生じる。無了得にもとづいて無了得が生じる。世親釈によれば、唯識

の了得にもとづいて、対象の無了得が生じ、対象の無了得にもとづいて唯識の無了得もまた生じる。

そうして所取と能取の無相に悟入するのである。

(18) 中村 [1980]、三枝 [2000] 等により、これまで龍樹が相依性の縁起を説いていたと理解されてきた

が、その文献学的根拠は月称の註釈であり、後代の文献に基くものであると疑問も投げかけられて

いる (五島 [2008] [2016])。五島は、MKにおける相互依存に言及する偈は、諸法の無自性・空を

説くための理由に過ぎず、MKはそれを説くのが目的ではないと見ている。すなわち、薪と火に関

する偈の場合、両者は相互に依存するのではなく、依存しないのでもないというのが結論であり、

それぞれに実体はなく、無自性・空であるために、実体同士の関係が成立しないことを述べている

にすぎない。MKの段階では、相互に依存している二者は、一方が成立しなければ、他方は成立し

ないことを述べているにすぎず、縁起の意味は、あくまでも諸法の無自性・空であるということに

なる。

(19) 桂・五島 [2016] の中で、五島は龍樹文献群の成立時期を 4 世紀頃と推定すれば、LAS をはじめと

する大乗経典の思想を反映していることや、唯識や三性説を予想させる文言がみられることも不思

議ではないとしている (p. 322)。

(20) 津田 [2006] において、CS. III (Acintya-stavah
̇
) に説かれる三性説が瑜伽行派文献に説かれる説と

比較検討されている。その中で、津田は CS. III の三性説は、二諦説の観点から説かれており、三性

説が成立する前の段階と判断し、CSを龍樹文献とみなしている。

(いしばし たけし 文学研究科仏教学専攻博士後期課程満期退学)

(指導教員：松田 和信 教授)

2018 年 9 月 28 日受理
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論 文

唯識学派の『金剛般若経』理解

金 俊 佑

〔抄 録〕

『中辺分別論』において登場する「無の有」という空性の相は、唯識学派が諸法に

「二取の無」という自性の存在を肯定していることを表す。このような自性肯定的な

空の理解は無着の『金剛般若経』の註釈である『三百頌般若に対する七十頌』と世親

によるそれの復註である『能斷金剛般若波羅蜜多經論釋』からも確認できることであ

る。本稿は『金剛般若経』の逆説的表現に対する無着と世親との註釈を中心に唯識学

派が『般若経』の空をどのように理解したのかを考察する。

『金剛般若経』は逆説的表現を通じて「一切法に自性がない」ことを表す。それを

無着と世親は「一切法には無自性という自性がある」と表現する。これは自性がない

ことを一つの自性として認め、その存在を肯定することである。このように、唯識学

派は『般若経』の空を自性肯定的な考え方をもって理解したということが、『金剛般

若経』の逆説に対する註釈から確認される。

キーワード：無の有、空、逆説、自性、『金剛般若経』

1．序論

『中辺分別論』においては空性の相として「二取の無」とともに「無の有」が挙げられる。

「無の有」とは「二取の無」という本性が諸法に存在し、それが空性であるということを意味

する概念である(1)。これは空性をものの有する自性の形で認めている。それゆえに、『中辺分

別論』において登場する「無の有」という概念から見れば、唯識学派は空性を自性肯定的に理

解していたと言える。そして、このような空の理解は、『金剛般若経』に対する唯識学派の註

釈書、『三百頌般若に対する七十頌』(以下、『七十頌』と省略する)、そして、それに対する散

文註である『能斷金剛般若波羅蜜多經論釋』(以下、『頌釈』と省略する) からも確認できる(2)。

『七十頌』と『頌釈』においても「無の有」という概念が登場するからである。

『七十頌』と『頌釈』においても「無の有」という概念が登場するということは、すでに、
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長尾［1972］、大竹［2013］により指摘されている(3)。そこで、本稿では『七十頌』と『頌釈』

に基づいて、唯識学派がどのように『般若経』の空を理解していたのか考察する。まず、『七

十頌』と『頌釈』が註釈している『金剛般若経』がどのように空を説いているのかを解明する。

つづいて、『金剛般若経』において説かれている空が『七十頌』と『頌釈』とにおいてどのよ

うに註釈されているのかを「無の有」が登場する箇所を中心に分析し、唯識学派は『般若経』

の空を自性肯定的に理解していたということを確認する(4)。

2．『金剛般若経』の逆説と空

『金剛般若経』には空という語が登場しない。しかし、『金剛般若経』においては逆説的表現

が反復的に登場する。その逆説とは「AはAではない。故にAである」と定式化される文句

である(5)。これは否定的な表現である「Aは Aではない」という前半部と、肯定的な表現で

ある「Aである」という後半部と、これら二つをつなげる「故に」という連結詞とから構成

される。そして、前半部で否定されるAが後半部では肯定される点から逆説的であると言わ

れる (以下、「AはAではない。故にAである」という逆説的表現を逆説と呼ぶ)。

この『金剛般若経』の逆説は般若経の空を代替していると言われている。しかし、どのよう

な点で空を説いているかに関しては充分に論証されていない。そもそも、『金剛般若経』の逆

説をめぐっては種々の解釈が存在する(6)。そこで、『金剛般若経』の逆説を前半部と後半部と

に分けて考察し、逆説の意味を明らかにする。そして、最終的に『金剛般若経』は逆説を通じ

て空を説いていることを論証する。

逆説の前半部は「AはAではない」という否定文である。これはAの自己同一性を否定す

る。自己同一性とは自性を根拠とする概念である。したがって、自己同一性を有するものは自

性を有する。そして、あるものの自己同一性を肯定する判断は「AはAである。AにはAの

自性があるからである」という形式を取ると言える。逆説の前半部はまさにこのような自己同

一性を否定する。これはAにあるAの自性を根拠とした自己同一性を否定する判断であるか

ら、「Aは Aではない。Aには Aの自性がないからである」という思考過程を経て導きださ

れたものであると言える。すなわち、自性の否定により成立する判断である。それゆえに、

「AはAではない」は自性の否定を前提として成立する判断であるから、逆説の前半部は自性

の否定を表していると言える。

つづいて、逆説の後半部は「Aである」という肯定文である。そして、後半部において「A

である」と肯定される Aは「Aは Aではない」というときの Aである。逆説の後半部は前

半部の叙述と無関係なものではないからである。それゆえに、後半部のAは逆説の前半部で

自己同一性が否定されたA、自性が否定されたAである。逆説の後半部は自性のないAを肯

定している(7)。
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逆説の前半部ではAの自性が否定され、後半部ではその同じAが「Aである」と肯定され

る。Bや Cが肯定されるのではない。すなわち、自性がないAがAとして肯定される。そう

だとすれば、Aという存在の成立において、自性はそれの原因になるものではない。自性が

なくてもAはAであると肯定されるからである。したがって、後半部の肯定対象が前半部に

おいて自己同一性が否定されたAであることより、Aは自性を持たずに存在するということ、

自性により成立するものではないということが導き出される。

このような自性とAの成立との関係は逆説の前半部と後半部を連結する「故に (tena)」と

いう語からより明らかにされる。すなわち、Aの自性を否定する前半部が原因となり、Aの

肯定が後半部においてその結果として導き出される。それゆえに、Aは自性がないからこそ

成立するものとなる。Aを Aとして成立させるのは自性ではない。むしろ自性がないとき、

AはAとして成立する。このように、逆説の後半部はAという、存在する一切のものは自性

がないことにより成立するということを述べている。

以上のように、前半部と後半部とに分けられる『金剛般若経』の逆説は、自性の否定、そし

て、自性の否定によりものの存在が成立するということを提示している。これは以下のような

『金剛般若経』の他の経文からも検証できる。

§ 19.［51, 22-52, 12］

tat kim
̇
manyase subhūte yah

̇
kaścit kulaputro vā kuladuhitā vemam

̇
trisāhasramahāsāhas-

ram
̇
lokadhātum

̇
sapta-ratna-paripūrn

̇
am
̇
kr
̇
tvā tathāgatebhyo ʼrhadbhayah

̇
samyaksam

̇
-

buddhebhyo dānam
̇
dadyāt, api nu sa kulaputro vā kuladuhitā vā tato nidānam

̇
bahu

pun
̇
ya-skandham

̇
prasunuyāt? subhūtir āha : bahu bhagavan, bahu sugata. bhagavān āha :

evam etat subhūte evam etat, bahu sa kulaputro vā kuladuhitā vā tato nidānam
̇

pun
̇
yaskandham

̇
prasunuyād. tat kasya hetoh

̇
? pun
̇
ya-skandhah

̇
pun
̇
ya-skandha iti subhūte

a-skandhah
̇
sa tathāgatena bhās

̇
itah
̇
. tenocyate pun

̇
ya-skandha iti. sacet subhūte

pun
̇
ya-skandho ʼbhavis

̇
yat, na tathāgato ʼbhās

̇
is
̇
yat pun

̇
ya-skandhah

̇
pun
̇
ya-skandha iti

|| 19 ||

｢須菩提よ、どう思うのか。善男子にせよ、善女子にせよ、この三千大千世界を七種の宝

石で満たして、正しいさとりを得た尊敬されるべき諸如来に布施をするならば、善男子に

せよ、善女子にせよ、その者は、それによって、功徳の集積が功徳の集積が多くなるであ

ろうか。」須菩提は言った。「多いです。世尊よ。多いです。善逝よ。」世尊は言った。「そ

のとおりである。須菩提よ。そのとおりである。善男子にせよ、善女子にせよ、その者は、

それにより、功徳の集積が多くなるであろう。なぜであるか。功徳の集積、功徳の集積と

いうが、須菩提よ、それは〔功徳の〕集積ではないと如来は説き、それゆえに、功徳の集

積と言われるからである。もし、須菩提よ、功徳の集積であれば、如来は功徳の集積、功
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徳の集積と説かなかったであろう。」

§ 30a.［59, 7-60, 2］

yaś ca khalu punah
̇
subhūte kulaputro vā kuladuhitā vā yāvanti trisāhasra-mahāsāhasre

lokadhātau pr
̇
thivī-rajām

̇
si tāvatām

̇
lokadhātūnām evam

̇
rūpam

̇
mas
̇
im
̇
kuryāt yāvad evam

asam
̇
khyeyena vīryen

̇
a tad yathāpi nāma paramān

̇
u-sam

̇
cayah

̇
, tat kim

̇
manyase subhūte

api nu bahuh
̇
sa paramān

̇
u-sam

̇
cayo bhavet? subhūtir āha - evam etad bhagavan, evam

etat sugata, bahuh
̇
sa paramān

̇
u-sam

̇
cayo bhavet. tat kasya hetoh

̇
? saced bhagavan bahuh

̇
paramān

̇
u-sam

̇
cayo ʼbhavis

̇
yat, na bhagavan avaks

̇
yat paramān

̇
u-sam

̇
caya iti. tat kasya

hetoh
̇
? yo ʼsau bhagavan paramān

̇
u-sam

̇
cayas tathāgatena bhās

̇
itah
̇
, a-sam

̇
cayah

̇
sa

tathāgatena bhās
̇
itah
̇
. tenocyate paramān

̇
u-sam

̇
caya iti |

さらにまた、須菩提よ、善男子、あるいは、善女子が三千大千世界にある地の塵の数のほ

どの世界を、数えきれない努力により、例えば極微の集合のように、粉にしたとしよう。

須菩提よ、どう思うのか。その極微の集合は多いであろうか。須菩提は言った。「そのと

おりである。世尊よ。そのとおりである。善逝よ。その極微の集合は多いであろう。なぜ

であるか。もし、世尊よ、多い極微の集合であれば、世尊は極微の集合と説かなかったで

あろう。なぜであるか。世尊よ、如来が説いた極微の集合、それは〔極微の〕集合ではな

いと如来は説いたからである。それゆえに、極微の集合と言われるのである。」

以上の引用文においては、逆説とともにそれに反対する場合を仮定した文句が登場し、逆説

の意味をより明確にしている。すなわち、「Aは Aではない。故に Aである」という逆説が

「Aであれば、世尊はAであると説かなかったであろう」という反対の形式で記述されている。

上記の引用文ではAに該当するものが功徳の集積、あるいは、極微の集合として登場する。

そして、功徳の集積、あるいは、極微の集合が多いと述べた後、それらがそのように多い功徳

の集積、あるいは、極微の集合であればと仮定する。これは「Aが Aであれば」として、A

の自己同一性を仮定している意味のものである。そして、自己同一性は自性を前提として成立

する概念である。それゆえに、「Aであれば」という前半部は自性を肯定する。前半部で登場

しているAとは「自性を有するA」である。

前半部においてはAの自性が肯定されたが、後半部である「世尊はAであると説かなかっ

たであろう」においては、まさにその同じAが否定される。すなわち、自性があるAがAと

して否定される。そうであれば、自性によりAが成立するのではないことがわかる。「自性を

有する A」が否定の対象になっているからである。このことは、前半部と後半部とが条件文

の形式で繋がっていることからも読み取れる。前半部の条件が充足されるとき、後半部のこと
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が結論として導き出されるが、前半部の条件とはAが自性を有するということであり、後半

部の結論とはAの否定である。それゆえに、自性があるとき、Aは否定されるから、自性は

Aを成立させるものではない。

以上のように、上記の引用文は自性を肯定するとき、ものの存在は成立しないことを述べる。

これは一切法には自性がないことを表す。それゆえに、『金剛般若経』の逆説が自性の否定し、

自性の無によりものの存在は成立することを説いていることが、このことより、検証されると

言える。『金剛般若経』の逆説は無自性のことを説いている。

『金剛般若経』は、このように、逆説を通じて自性のないことを説く。これは存在するもの

は自性の無により存在するというあり方で存在するという意味でもある。すなわち、逆説に

よって顯れる諸法は自性を持たないもの、自性がないから存在するものである。このようなあ

り方の法は「非A非非A」とも表現される。次のようである。

§ 21b［53, 14-54, 1］

evam ukta āyus
̇
mān subhūtir bhagavantam etad avocat : asti bhagavan kecit sattvā

bhavis
̇
yanty anāgate ʼdhvani paścime kāle paścime samaye paścimāyām

̇
pañca-śatyām

̇
saddharma-vipralope vartamāne ya imān evam

̇
rūpān dharmān śrutvā-abhiśraddhāsyanti?

bhagavān āha : na te subhūte sattvā na-a-sattvāh
̇
tat kasya hetoh

̇
? sattvāh

̇
sattvā iti

subhūte sarve te subhūte a-sattvās tathāgatena bhās
̇
itāh
̇
tenocyante sattvā iti || 21 ||

このように言われて、長老須菩提は世尊に次のように言った：世尊よ、将来、のちの時節、

のちの時代に、正法が滅びた後五百世に、このような法を聞いて信じるようになる衆生が

ありましょうか。世尊は言った：須菩提よ、彼らは衆生ではなく、衆生でないのでもない。

それはなぜであるか。衆生、衆生と言われるが、須菩提よ、彼らは衆生ではないと如来に

よって説かれた。それゆえに、衆生であると言われる。

ここでは、衆生を A とする逆説と「衆生は衆生ではなく衆生でないのでもない」という

「非A非非A」のジレンマ的表現とが登場する。そして、そのうち、逆説がジレンマ的表現の

理由となる形で両者はつながっている。したがって、Aが非Aであり、非非Aであるという

ジレンマ的表現は逆説が意味する自性の無が適用されたAのあり方を示す文句である(8)。そ

して、「非 A 非非 A」の「非 A」と「非非 A」とは、各々、逆説の前半部と後半部とに対応

すると言える。逆説の前半部はAに対する否定であり、逆説の後半部はAに対する肯定であ

るからである。それゆえに、「非A非非A」とは、Aは自性がなく、自性のなしに存在するも

のであることを表現する文句であると言える。

以上のように、『金剛般若経』の逆説は自性の無と自性の無によりものは成立するというこ

とを説いている。この逆説の意味からみれば、存在するものは自性がないことにより存在する
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無自性のものである。したがって、『金剛般若経』の逆説はものがどのように存在するかに対

して論じる存在論的言明である。さらに、『金剛般若経』の逆説が言っている存在論とは、自

性の無を以って存在を説明する存在論である。したがって、『金剛般若経』の逆説は無自性を

説いており、無自性とは空にほかならないから、『金剛般若経』は空という用語の代わりに逆

説を用いて無自性、空を説いていると言えよう。このことより、『金剛般若経』の逆説が、す

なわち、空の記述であることが明らかになる。

3．『金剛般若経』の逆説と「無の有」

『七十頌』は『金剛般若経』において逆説の形で現れている空を「無の有」を用いて註釈す

る(9)。「無の有」という語は、『七十頌』の k11 と、k15 に対する『頌釈』の註釈とにおいて登

場する(10)。これらは逆説により顯れる空なる存在のあり方、「非 A非非 A」を註釈の対象と

する。

『七十頌』の k11 は『金剛般若経』の第六節に対する註釈である。『金剛般若経』の第六節

は菩薩には八種の想がないことを主題とする(11)。八種の想とは我想 (ātmasam
̇
jñā)、衆生想

(sattvasam
̇
jñā)、命者想 (jīvasam

̇
jñā)、個我想 (pudgalasam

̇
jñā)、法想 (dharmasam

̇
jñā)、

非法想 (adharmasam
̇
jñā)、想 (sam

̇
jñā)、非想 (asam

̇
jñā) である。

このうち、法想と非法想とは法に対して法であるとする想と法ではないとする想である。そ

して、これら二つは菩薩により否定されるものである。それゆえに、菩薩は法を非法であり非

非法であると見ていることになる。このような見方はAが「非A非非A」というあり方で存

在するとする逆説の内容と一致する。したがって、法想と非法想との無は逆説により現れるも

ののあり方を根拠していると言える。『頌釈』はこれを「無」と「無の有」を用いて註釈する。

次のようである。

『七十頌』［59, 1-2］

sarvābhāvād abhāvasya sadbhāvān nābhilāpyatah
̇
/

abhilāpaprayogāc ca dharmasam
̇
jñā caturvidhā // (11)

一切は無であるから、無は有であるから、言説できないから、

言説の因であるから、法想は四種である。(11)

『頌釈』［T25. 876b2-b10］

法想四者、頌曰：

皆無故非有 有故不可說、
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是言說因故 法想有四種。(11)

法想四者、一法想二無法想三想四無想。此謂能取所取諸法皆無故、法想不生、即無法想。

彼之非有法無自性空性有故、非無法想。即彼非有有非有性、非言所詮故非是想、是言說因

故非是無想。由想力故、雖非言顯、而以言說故。

法想の四とは、頌に曰く。

すべては無であるから、有ではないことが有であるから、

不可説と言説の因であるから、法想には四種類がある。(11)

法想の四とは、第一は法想であり、第二は無法想であり、第三は想であり、第四は無想で

ある。これは能取・所取の諸法が皆無だから、〔菩薩にとって〕法想は生じない。即ち、

「法想」はない。それ (能取・所取の諸法) の非有、法無自性、空性は有であるから、「無

法想」ではない。即ち、その非有は非有性を有する。言語で言われないものであるから、

「想」はない。これは言説の因になるから、「無想」ではない。想の力によって、言語で現

れないけれども、言語で説くからである(12)。

法であるという想がない理由を『七十頌』は「無であるから」と註釈し、『頌釈』はこの無

を「所取・能取の諸法の無」と説明する。所取・能取は自性を保持して実体的に存在すると分

別されるものである。したがって、二取が存在しないということは自性が存在しないというこ

とである。『頌釈』は、このように、菩薩に法想がないこと、法に対する否定を自性の無に基

づいて註釈する。それゆえに、『七十頌』によれば、法が非法であることは法には自性がない

ということである。

つづいて、法ではないという想がない理由を『七十頌』は「有ではないことが有であるか

ら」、すなわち、「無の有」と註釈する。『頌釈』はこれを「二取の無、法無自性、空性の有」

と説明する。すなわち、法には自性がないこと、空であることがあるから、法は法でないので

もない。『頌釈』は、このように、菩薩に非法想がないこと、法に対する肯定を無自性、空性

の有に基づいて註釈する。したがって、『七十頌』によれば、法が非非法であることは法には

無自性、空性があるということである。

以上のように、『七十頌』の k11 は法が非法であることを自性の無として、法が非非法であ

ることを無自性、あるいは、空性の有として註釈する。法を基準として見れば、自性があると

きに法は否定され、無自性、空性があるときには法は肯定される。したがって、自性は否定さ

れるものであるが、自性と対応する無自性、空性は肯定されるものである。すなわち、自性は

否定されるものの、自性がないということ、無自性、空性は自性のような抽象的な実在として
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肯定されるのである。

無自性、空性という抽象的実在は『七十頌』の k15 に対する『頌釈』の註釈においても登

場する。次のようである。

『七十頌』［61, 1-2］

nairmān
̇
ikena no buddho dharmo nāpi ca deśitah

̇
/

deśitas tu dvayāgrāhyo ʼvācyo ʼvākpathalaks
̇
an
̇
āt // (15)

化身は真仏ではない。また、〔化身によって〕法が説かれたのではない。

〔法が〕説かれたとしても、〔それは〕二つによって捉えられない。また、言説されない。

無言辞の特徴を有するものだからである。

『頌釈』［T25. 876c27-877a3］

頌曰：

說法非二取、 所說離言詮。(15cd)

如是二種謂法性非法性。非耳能聽非言能說。是故應知非法非非法。此據真如道理而說。彼

非是法謂是法無為其性故。復非非法由彼無自性體是有故。

頌に曰く。

説法は二として捉えられない。所說は言詮を離れている。(15cd)

このような二種、謂く、法であることと法ではないこととは耳で聞くことができなく、言

語で説くことができない。それゆえに、「非法、非非法」というこれは真如の道理に依拠

して説かれたものであると知るべきである。それは法ではない。謂く、この法は無をその

自性とするからである。また、それは法でないのではない。それの無自性という本性は有

だからである(13)。

『七十頌』の k15 は『金剛般若経』の第七節に対する註釈である。『金剛般若経』の第七節

は如来の悟った法、説示した法は法でもなく法でないのでもないことを述べている(14)。この

ことが k15 において、「二として捉えられない」(=法であると、或は、法でないという二つ

として捉えられない) と記述されており、『頌釈』はこのような法の非法非非法であることを、

k11 と同様に、「無」と「無の有」を用いて註釈する。

まず、法が非法であることを『頌釈』は法が無を自性とするからと註釈する。「無」を自性
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とするということは自性の無を自性とすることである(15)。それゆえに、法が非法であること

は法に自性がないからである。このように『頌釈』は法の非法であることを自性の無をもって

説明する。しかし、これを法は無自性を自性とすると表現する。これは法に無自性という抽象

的実在が自性として存在すると、自性の存在を認めることである。

つづいて、法が非非法であることを『頌釈』は法には無自性という本性があるからと註釈す

る。この場合においても、無自性は法が有する本性として登場する。これは無自性ということ

が法に自性、本性として存在するということであって、「無の有」を説いているのであると言

える。

このように、『七十頌』の k15 に対する『頌釈』の註釈は法が非法非非法であることを法が

有する無自性という自性、本性をもって註釈する。k11 においては、無自性、空性が一つの抽

象的実在として存在することが説かれたとしたら、 k15 においてはその無自性という抽象的

実在が法のなかで、自性、本性として存在することが説かれていると言える。したがって、非

法非非法に対する以上の註釈からみれば、『七十頌』は自性肯定的考え方を持っていると言え

る。無自性、空性といえども、それを法の自性、本性として認めているからである。

『金剛般若経』において、法が非法非非法であることは逆説を通じて現れる法のあり方、法

に自性がなく、自性がないから法であるということであった。『七十頌』も、それと同様に、

自性を否定し、法は自性なしに存在すると説いている。しかし、それを無自性という自性、本

性をもって説明する。すなわち、『金剛般若経』が一切法は自性がないと表現することを『七

十頌』では一切法は無自性を自性とすると表現する。これは自性がないことを一つの自性とし

て認め、それの存在を肯定する考え方なしには成立しないことである。このような自性肯定的

考え方、無自性が自性の形態で存在するということが、まさに『七十頌』において「無の有」

という語で現れている。

4．結論

｢A は A ではない。故に Aである」という『金剛般若経』の逆説は、存在するものには自

性がないという前半部と、自性がないからものは存在するという後半部から構成されている。

これは存在するものに自性がないことを表す文句として、空を説いていると言える。

逆説が有するこのような意味は『七十頌』の註釈においても維持される。『七十頌』は「A

は Aではない」こと、すなわち、法が法ではないことを二取の無、自性の無として註釈する

からであり、「故にAである」こと、法が法でないのでもないことを無自性、空性の有として

註釈するからである (k11)。また、その無自性、空性は諸法の自性、本性として存在するも

のである。それゆえに、諸法には自性がないという点で、法は法ではない。そして、諸法には

無自性という自性があるという点で、法は法でないのでもないと法の非法非非法である理由を
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註釈するからである (k15)。

このように、『七十頌』と『頌釈』は『金剛般若経』の逆説を一切法には自性がないという

ことを意味する文句として解釈している。しかし、『七十頌』と『頌釈』は、「一切法に自性が

ない」ということを「一切法には無自性という自性がする」と表現する。これは一切法に、無

自性という自性を認めることである。このような自性肯定的な考え方は、『中辺分別論』と同

様に、「無の有」という語、無自性という本性が存在することを意味する語を通じて現れる。

したがって、唯識学派は自性肯定的な考え方をもって般若経の空を理解したということが、

『金剛般若経』の逆説に対する註釈から確認することができる。

〔注〕

( 1 )「無の有」の意味については拙稿［2018］を参照。

( 2 )『七十頌』と『頌釈』の著者が誰であるかに関してはまだ確定されていない。

まず、『七十頌』は中国の伝承では弥勒の五部として挙げられるが、チベットの伝承では弥勒の五

部として挙げられない。また、弥勒、無着、世親のうち、誰が『七十頌』を著し、誰が『頌釈』を

著したのかに関しても諸説が存在する。これは弥勒が歴史的に実存した人物であるかという問題と

も関係するから、『七十頌』と『頌釈』との著者を確定することには多くの困難がある (『七十頌』

と『頌釈』とが有する著者の問題に関する諸伝承の相違と現代研究者たちの見解に対しては大竹

［2009 : pp. 18, 11-24, 12 ; 2013 : pp. 55, 1-68, 21］を参照。大竹［2009 : pp. 24, 13-25, 13 ; 2013 : pp. 59,

1-65, 21］は弥勒が実存人物であるという立場で弥勒が説いたものを無着が『七十頌』の形に文字化

したと、すなわち、『七十頌』の著者は弥勒であると見ている。)。

ただ、長尾［1972］によれば、『七十頌』と『頌釈』は唯識学派に属する文献である。長尾

［1972 : pp. 559, 14-569, 12］は『七十頌』と『頌釈』とにおいて「唯識性」(k20) や「阿頼耶識」

(k76 に対する散文註) という唯識学派の述語が登場していることと、唯識学派の仏身観と、『中辺

分別論』において登場する「虚妄分別」と「無の有」との概念が『七十頌』と『頌釈』においても

窺われることを指摘している。

また、文献間の関係からみれば、『七十頌』と『頌釈』とは『中辺分別頌』と『中辺分別論』、『大

乘荘厳経頌』と『大乘荘厳経論』と同一な性格の文献であると言える。大竹［2013］が指摘したと

おり、『七十頌』は『中辺分別頌』・『大乘荘厳経頌』と、『頌釈』は『中辺分別論』・『大乘荘厳経論』

と、用語や思想の共通点を見せているからである。大竹［2013 : pp. 59, 1-65, 4］は、共通点を見せて

いると用語や思想として「無の有」、「虚妄分別」、「界増長」、「法界における諸仏の非一非異」、「心

所法としての見」提示する。

以上の先行研究に基づけば、『七十頌』と『頌釈』とは『中辺分別論』と同一な過程で著述された

唯識学派の文献であると推定される。ちなみに、本稿で資料として使用するサンスクリット本の

『七十頌』においては『七十頌』の著者を無着としており、義淨の『頌釈』においては『七十頌』の

著者は無着、『頌釈』の著者は世親としている。

( 3 ) 長尾［1972 : pp. 566, 18-569, 2］、大竹［2013 : pp. 61. 15-63, 7］。両方、『七十頌』と『頌釈』におい

ても、『中辺分別論』と同様に、「無の有」が登場していることを指摘している。しかし、「無の有」

という概念が『金剛般若経』の空の教説をどのように註釈しているのかに関しては詳細に論じてい

ない。

( 4 )『七十頌』には G. Tucci によるサンスクリット校訂本とチベット訳、義淨の漢訳が存在する。この

『七十頌』は実際に七十七の偈頌から構成されている。しかし、当文献のサンスクリット本において

は題名が triśatikāyāh
̇
prajñāpāramitāyāh

̇
kārikāsaptatih

̇
となっている。また、『頌釈』には義淨の漢
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訳と菩提流支との二種の漢訳のみが存在し、どちらも『七十頌』の全偈頌を載せている。本稿では、

『七十頌』は G. Tucci によるサンスクリット校訂本を、『頌釈』は義淨の漢訳を使用する。そして、

『金剛般若経』はE. Conze によるサンスクリット校訂本を使用する。

( 5 ) 逆説の A としては衆生 (§ 17f ; § 21b) や凡夫 (§ 25)、あるいは、仏法 (§ 8) や般若波羅蜜

(§ 13a) 等の様々なものが挙げられている。さらに、§ 17d においては一切法をAとする逆説が述

べられている。したがって、『金剛般若経』の逆説は一切法に適用されるものであると言えよう。

( 6 )『金剛般若経』の逆説に関する種々の解釈のうち、代表的なものを挙げれば次のようである。

①鈴木説：鈴木［1968 : pp. 381-388］によれば、『金剛般若経』の逆説とは、「AはAだというのは、

AはAでない、故に、AはAである」と定式化されるものとして、肯定が否定であり否定が肯定で

あるというふうに矛盾と矛盾するもの間の相即、解消を語っているものである。このような意味の

『金剛般若経』の逆説を鈴木［1968 : p. 387］は「即非の論理」と名づけ、これが般若経思想の根幹を

なす論理であり、禅の論理であるといっている。

②谷口説：谷口［1991］は『金剛般若経』の逆説を「A1 は A2 ではない。故に A3 と呼ばれる」と

定式化する。そして、逆説において登場する三つのAは、Aと表記されているが、実はそれぞれ異

なるものであると言っている。すなわち、A1 は「仏の極に属するもの」であり、A2 は「凡夫に近

い者の側に属するもの」である。そして、A3 は「その両者をともに表す言葉、名前」である。それ

ゆえに、まず、「AはAではない」というのは矛盾ではない。最初のAと二番目のAとは異なるも

のだからである。

そして、「Aは Aではない」という逆説の前半部が、それに反する後半部、「Aと呼ばれる」と、

逆接の接続詞ではない、「故に」という順接の接続詞で連結されていることから、『金剛般若経』の

逆説は「客観的事実を述べた文ではなく、実践的な勧誘を説いた教えである」と解釈する。つまり、

「故に」という接続詞は「決して客観的な論理を示しているのではなく、仏の側に立場を置いて、仏

が説法を弟子たちのために続けなければいけない必然性を示したもの」である。したがって、逆説

は仏がA1 と A2 とをともに表すA3 を用いてA2 にある弟子たちをA1 の仏の境地に導く目的で説

かれたものであると、『金剛般若経』の逆説を実践論的に解釈する。末木［1994 : p. 51 ; p. 53］は谷口

説に賛同し、同様に「『金剛般若経』の逆説」、「即非の論理」を実践論的な意味のものとして解釈す

る。

③立川説：立川［1993］は『金剛般若経』の「Aは非Aである。ゆえにAである」という逆説的表

現において、「非」と訳されているサンスクリットの否定詞、「a-」には「非存在」の意味もあり、

この場合、否定詞は「非」ではなく「非存在」を意味すると理解すべきであると言っている。それ

ゆえに、逆説の前半部は「Aは非Aである」ではなく「Aは非存在である」という意味のものであ

る。そして、「ものが存在しないからこそ、言葉があり、活動が有り得るというのが、『金剛般若経』

や『中論』の立場である」から、逆説は「A は非存在である。ゆえに言葉によって A と表現され

る」という意味のものであると、『金剛般若経』の逆説を解釈する。

( 7 ) 逆説は、あくまでもAの自性を否定することであって、A自体をも否定しているのではない。した

がって、否定と肯定との対象が、それぞれ、自性のあるAと自性のないAと異なるから、『金剛般

若経』の逆説は矛盾を含んでいるのではない。

( 8 ) もう一つのジレンマ的表現が『金剛般若経』§ 10c の後半部においても登場する。しかし、これに

対応する文句が漢訳とチベット訳とには省略されているから、引用しない。

( 9 ) 長尾［1972 : pp. 567, 19-568, 11］は『金剛般若経』の逆説と唯識学派の「無・無の有」とが構造的に

一致することを指摘する。即ち、両方否定から肯定へという形式を取っている。このことより、

「無・無の有」が逆説を解釈する最適の釈語であると言っている。しかし、構造的一致性を指摘する

ことにとどまり、「無・無の有」を通じる註釈の具体的な様相に対しては考察していない。

(10) 長尾［1972 : p. 567, 9-11］は『七十頌』の k46 には abhāvakāyabhāva、「無なる身体の有」という語

が窺われるから、k11 のみならず k46 においても「無の有」は登場していると述べている。しかし、

「無の有」の「無」は無自性や空性という抽象的実在を意味する。反面、k46 の abhāvakāyabhāva、
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「無なる身の有」は「無自性の身体の有」、自性のない身体が存在するという意味である。それゆえ

に、k46 の abhāvakāyabhāva が無自性という抽象的実在の有を意味する「無の有」のことであると

は言いがたいと考えられる。

『七十頌』［76, 11-12］

[gun
̇
amahā］tmyataś cāpi mahākāyah

̇
sa eva hi /

abhāvakāyabhāvāc ca akāyo ʼsau nirucyate // (46)

功徳が大きいから、それは巨大は身体である。

また、無なる身が有であるから、「身ではない」と言われるのである。(46)

『頌釈』［T25. 881a27-b1］

云「非有身是有 說彼作非身」。如來說為非身。由此名為具身。大身者、斯何所陳？以非有為身故、

名彼為非身。即真如性故、由其無身故、是故名此為具身大身。

｢非有なる身は有である。彼は非身であると言う」と言う。如来は非身であると説かれる。これに

よって、具身・大身であると名づけられる。これは何を述べているのか。非有を身とするから、

彼は非身である。即ち、真如性であるから、その無という身であるから、それゆえに、具身・大

身であると名づけるのである。

(11) § 6［31, 10-32, 2］

jñātās te subhūte tathāgatena buddha-jñānena, dr
̇
s
̇
t
̇
ās te subhūte tathāgatena buddha-caks

̇
us
̇
ā,

buddhās te subhūte tathāgatena. sarve te subhūte ʼaprameyam asam
̇
khyeyam

̇
pun
̇
yaskandham

̇
prasavis

̇
yanti pratigrahīs

̇
yanti. tat kasya hetoh

̇
? na hi subhūte tes

̇
ām
̇
bodhisattvānām

̇
mahāsattvānām

ātma-sam
̇
jñā pravartate na sattva-sam

̇
jñā na jīva-sam

̇
jñā na pudgala-sam

̇
jñā pravartate. na-api

tes
̇
ām
̇
subhūte bodhisattvānām

̇
mahāsattvānām

̇
dharma-sam

̇
jñā pravartate, evam

̇
na-adharma-sam

̇
j-

ñā. na-api tes
̇
ām
̇
subhūte sam

̇
jñā na-asam

̇
jñā pravartate. tat kasya hetoh

̇
? sacet subhūte tes

̇
ām
̇

bodhisattvānām
̇
mahāsattvānām

̇
dharma-sam

̇
jñā pravarteta, sa eva tes

̇
ām ātma-grāho bhavet,

sattva-grāho jīva-grāhah
̇
pudgala-grāho bhavet. saced a-dharma-sam

̇
jñā pravarteta, sa eva tes

̇
ām

ātma-grāho bhavet, sattva-grāho jīva-grāhah
̇
pudgala-grāha iti | tat kasya hetoh

̇
? na khalu punah

̇
subhūte bodhisattvena mahāsattvena dharma udgrahītavyo na-adharmah

̇
.

スブーティよ、彼らは如来の仏知によって知られる。スブーティよ、彼らは如来の仏眼によって見

られる。スブーティよ、彼らは如来によって理解される。スブーティよ、彼らすべては量られなく、

数えられない功徳を積み、自分のものにするであろう。それはなぜか。スブーティよ、この偉大な

菩薩たちには、我想、衆生想、命者想、個我想が存在しないからである。スブーティよ、また、こ

の偉大な菩薩たちには、法想、非法想、想、非想が存在しないからである。それはなぜであるか。

スブーティよ、もし、この偉大な菩薩たちに法想が存在するならば、彼らには我執があるであろう。

衆生執、命者執、個我執があるであろう。もし、非法想が存在するならば、彼らには、我執がある

であろう。衆生執、命者執、個我執があるであろう。それはなぜであるか。スブーティよ、偉大な

菩薩は法に執着してもいけないし、非法に執着してもいけないからである。

(12) 菩提流支の訳 (T25. 783c8-c15) は次のようである。

一切空無物 實有不可說、

依言辭而說 是法相四種。(11)

何者是四種。一者法相；二者非法相；三者相；四者非相。此義云何。有可取、能取一切法無故、

言無法相。以無物故、彼法無我、空實有故。言亦非無法相。彼空無物、而此不可說有無、故言無

相。依言辭而說故。言亦非無相。何以故。以於無言處依言相說。
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一切は空であり、ものが存在しないことは実有である。

言説されなく、言葉により言説される。これが法相の四種である。(11)

何が四種であるか。第一は法相であり、第には非法相であり、第三は相であり、第四は非相であ

る。取る、また、取られる一切法は無であるから、法相はないと言う。もの (取る、また、取ら

れる一切法) が存在しないから、その法の無我、空は実有であるから、法相がないのでもないと

言う。それは空であり、存在しない。しかし、これは有とも無とも言えない。それゆえに、相が

ないと言う。言葉によって言説するから、また、相がないのでもないと言う。なぜであるか。言

説がないところで、言葉により相を説くからである。

(13) 菩提流支の訳 (T25. 784b28-c3) は次のようである。

｢說法不二取、無說離言相」者、聽者不取法不取非法故。說者亦不二說法非法故。何以故。彼法非

法非非法。依何義說。依真如義說。非法者、一切法無體相故。非非法者、彼真如無我相實有故。

｢説法は二つとして捉えられない。言説されない。言葉の相を離れている」とは、聞くものは法で

あると捉えない。法ではないと捉えない。説くものも法である、非法であると二つで説かない。

なぜであるか。それは法でなく法でないのでもないからである。如何なる意味に基づいて説くの

か。真如の意味に基づいて説くのである。法ではない。一切法は体性がないからである。法でな

いのでもない。それの真如、無我の相は実在するからである。

(14) § 7 ［Cz 32, 6-33, 2］

punar aparam
̇
bhagavān āyus

̇
mantam

̇
subhūtim etad avocat : tat kim

̇
manyase subhūte, asti sa kaścid

dharmo yas tathāgatena-anuttarā samyaksam
̇
bodhir ity abhisam

̇
buddhah

̇
, kaścid vā dharmas

tathāgatena deśitah
̇
? evam ukta āyus

̇
mān subhūtir bhagavantam etad avocat : yathā-aham

̇
bhagavan

bhagavato bhās
̇
itasya-artham ājānāmi, na-asti sa kaścid dharmo yas tathāgatena-anuttarā

samyak-sam
̇
bodhir ity abhisam

̇
buddhah

̇
, na-asti dharmo yas tathāgatena deśitah

̇
.tat kasya hetoh

̇
? yo

ʼsau tathāgatena dharmo ʼbhisam
̇
buddho deśito vā, agrāhyah

̇
so ʼnabhilapyah

̇
, na sa dharmo

na-adharmah
̇
. tat kasya hetoh

̇
? asam

̇
skr
̇
ta-prabhāvitā hy ārya-pudgalāh

̇
|| 7 ||

さらにまた、世尊は長老スブーティにこのように語った。スブーティよ、あなたはそれをどう考え

るか。如来が無上正等覚として覚った如何なる法が存在するのであるか。或は、如来によって説示

された如何なる法が存在するのか。このように言われたとき、長老スブーティは世尊にこのように

語った。世尊よ、私が世尊の説いた意味を理解したところでは、如来が無上正等覚として覚った如

何なる法、如来によって説示された如何なる法は存在しない。それはなぜであるか。如来の覚った

法や説示した法は取ることができず、言説することもできないからである。それは法でもなく、法

でないでもない。それはなぜであるか。聖者たちは無為によって特徴付けられるからである。

(15) 無を自性とするときの無とは自性の無である。『七十頌』k44 に対する世親の註釈では、法の非法で

あることが法には自体の相がないことであり、法に自体の相がないことは法に非有の相があること

であると述べられているからである。次のようである。

『頌釈』［T25. 881a13-a18］

｢由法是佛法、皆非有為相」者、此顯以無為體。此何所陳。由一切法以真如為自性、此乃但是佛所

覺悟、是故一切法名為佛法。由此色等不能持其自體相故、所有彼諸色聲等法皆不是法。由不是法、

是故此成其法即是畢竟能持非有之相。

「それゆえに、法は仏法である。皆非有を相とする」とは、これは無を本性とするということを顕

す。これは何を述べているのであるか。一切法は真如を自性とするから、これは、すなわち、

ブッダが悟った所である。それゆえに、一切法は仏法であると名づけられるのである。この色等

は自体の相を持たないからである。その諸々の色声等の法は皆法ではない。法ではないから、そ

れゆえに、これはその法が必ず非有の相を持つということを成立させる。
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〔略号〕
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IsMEO, 1957. Revised Second Edition in 1974.

『七十頌』：Minor Buddhist Texts Part1, ed. by Giuseppe Tucci, Serie Orientale Roma 9, IsME.O, Roma,

1956, pp. 53-92.
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論 文

《婆沙論》における阿毘達磨論師と分別論師と

譬喩師の四聖諦説

田 中 裕 成

〔抄 録〕

四聖諦の自性を巡って阿毘逹磨論師と分別論師と譬喩師は異なる見解を示す。そこ

で本研究ではアビダルマの四諦説の基礎的研究として、それぞれの論師の主張が何に

基づいて述べられているのか分析を行った。その結果、三論師の基づいた根拠が明ら

かとなった。阿毘逹磨論師は《品類論》というアビダルマ論書の記述に基づいて四聖

諦のそれぞれの自性を定義する。分別論師は阿毘逹磨論師の説を受け入れつつも「四

諦経」に基づいて改めて定義を行う。また、この「四諦経」に関しては金剛寺一切経

所蔵の中阿含と対応した。譬喩師は有部の無表色批判に用いた「大分別六処法門

［AKUp 4007］」に基づいて四聖諦説も定義していることが明らかとなった。

キーワード：譬喩師、分別論師、経部、大分別六処法門、金剛寺一切経

1．はじめに

説一切有部の修行体型では様々な観察対象を想定するが、最終的には四聖諦の観察によって

煩悩を断ずる。さて、この四聖諦には二つの側面がある。一つは観察の際に慧の形象として現

れる四聖諦の有様、いわゆる四諦十六行相である(1)。もう一つは観察の際に慧の所縁として捉

えられる四聖諦の自性である。このうち、四聖諦の自性に関しては「苦諦は道諦を除いた結果

としての五取蘊、集諦は原因としての五取蘊、滅諦は択滅、道諦は有学法無学法｣(2) といった

ものが広く親しまれている。しかし、論書においては当該の規定とは異なる規定もよく見られ

る。そのような際には、《婆沙論》に登場する阿毘達磨論師と譬喩師と分別論師の四聖諦の自

性についての見解が比較対象としてよく挙げられる。例えば、福原［1972］は『四諦論』の分

析に際して当該箇所を示し、本庄［1987］は『サウンダラナンダ』の経部的要素を示す時に当

該箇所を比較対象として示した(3)。また最近の研究としては、木村［2016, p. 89 註 275］が四

聖諦中の苦諦理解を述べる際に注記して紹介する。しかし、諸氏の研究においては譬喩師や分
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別論師が有部と異なる主張をした理由ついては分析はされていない(4)。

さて、《婆沙論》において四聖諦説は、『発智論』の十門納息中の第一門、四十二章中の第十

七「四諦」の註釈個所に、三巻にもわたって詳細な議論が収録される。その最初の議論は四聖

諦の自性に関する議論である。その自性論の冒頭部に阿毘逹磨論師と譬喩師と分別論師と三師

の説が登場する。議論はその後も続くのであるが、本稿では四聖諦の自性を巡る三師の解釈に

焦点を絞って析し、その背景を探ってみたい。なお、《婆沙論》は『新婆沙』を底本とし、重

要な異読がある場合にのみ、適宜、『旧婆沙』と『鞞婆沙』について言及する。

2．阿毘達磨論師説について

まずは、阿毘逹磨論師説の背景について検討していきたい。《婆沙論》では阿毘逹磨論師の

説は次のように説明される。

『新婆沙』[T. 27. 397a29-b2]

阿毘達磨諸論師言。五取蘊是苦諦。有漏因是集諦。彼擇滅是滅諦。學無學法是道諦。

【阿毘逹磨論師】阿毘逹磨論師は〔次のように〕主張する。「五取蘊が苦諦である。有漏因

が集諦である。そ〔の有漏因〕の択滅が滅諦である。有学〔法〕と無学法が道諦である。」

と。

さて、六足論のうち、四聖諦について言及する論として『法蘊足論』、『集異門足論』、《品類

論》、が挙げられる。このうち、『法蘊足論』は第十章「聖諦品」において四聖諦について「初

転法輪経」の注釈という形で詳細に言及するも、阿毘達磨論師説で見られたような規定は全く

見いだせない。その一方で『集異門足論』と《品類論》には対応する解釈が見いだせる。次の

通りである。

『集異門論』[T. 26. 392a16-22]

四聖諦者。一苦聖諦。二苦集聖諦。三苦滅聖諦。四趣苦滅道聖諦。云何苦聖諦。答五取蘊。

謂色取蘊。受取蘊。想取蘊。行取蘊。識取蘊。是名苦聖諦。云何苦集聖諦。答諸有漏因。

是名苦集聖諦。云何苦滅聖諦。答擇滅無爲。是名苦滅聖諦。云何趣苦滅道聖諦。答諸學法

無學法。是名趣苦滅道聖諦

四聖諦とは、一に苦聖諦、二に苦集聖諦、三に苦滅聖諦、四に苦滅に到る道聖諦である。

【問】何が苦聖諦か。【答】答える。五取蘊である。すなわち、色取蘊・受取蘊・想取蘊・

行取蘊・識取蘊である。これを苦聖諦という。【問】何が苦集聖諦か。【答】答える。諸々

の有漏因である。これを苦集聖諦という。【問】何が苦滅聖諦か。【答】答える。択滅無為
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である。これを苦滅聖諦という。【問】何が苦滅に到る道聖諦か。【答】答える。諸々の

〔有〕学法・無学法である。これを苦滅に到る道聖諦という。

『品類論』[T. 26. 718b21-b23]

苦聖諦云何。謂五取蘊。集聖諦云何。謂有漏因。滅聖諦云何。謂擇滅。道聖諦云何。謂學

無學法。

【問】苦聖諦とは何か。【答】五取蘊である。【問】集聖諦とは何か。【答】有漏因である。

【問】滅聖諦とは何か。【答】択滅である。【問】道聖諦とは何か。【答】〔有〕学〔法〕・無

学法である。

両者はともに阿毘達磨論師説に対応する。あえて差異を挙げるとすれば、『集異門足論』で

は、四聖諦が経典に登場するままの文言で規定されるが、《品類論》ではそれが簡略化されて

いる点であろう。そして、《婆沙論》の規定は《品類論》とほぼ逐語合致する。つまり、《婆沙

論》の阿毘逹磨論師の説とは《品類論》に準拠した説であると言えよう。

3．分別論師説の検討

さて、順番は前後するが、先に分別論師の説の背景を検討してみたい。《婆沙論》では分別

論師の説は次のように述べられる。

『新婆沙』[T. 27. 397b04-b10]

分別論者作如是説。若有八苦相是苦是苦諦。餘有漏法是苦非苦諦。招後有愛是集是集諦。

餘愛及餘有漏因是集非集諦。招後有愛盡是滅是滅諦。餘愛盡及餘有漏因盡是滅非滅諦。學

八支聖道是道是道諦。餘學法及一切無學法是道非道諦。

【分別論師】分別論師は次のように主張する。「もし、八苦の相があれば苦であり、苦諦で

ある。他の有漏法は苦であるが、苦諦ではない。後有を招く渇愛が集であり、集諦である。

それ以外の渇愛やそれ以外の有漏因は集であるが、集諦ではない。後有を招く渇愛が尽き

ることが滅であり、滅諦である。それ以外の渇愛や、それ以外の有漏因が尽きることは滅

であるが、滅諦ではない。〔有〕学の八聖道分は道であり、道諦である。それ以外の〔有〕

学法や、あらゆる無学法は道であるが、道諦ではない。」と。

この分別論師の説であるが、苦集滅道の四支に対して、それぞれに諦としてのみ存在する法

(諦法) と、諦ではない法 (非諦法) を区別する所に特徴がある。また、ここで非諦法として

挙げられた四種は先に挙げた阿毘達磨論師の所説とも呼応する。以上の点を踏まえて分別論師
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の説を整理すると次のようになる。

見ての通り、非諦法は何れも阿毘達磨論師が掲げた四聖諦の規定と対応する。すなわち、こ

の分別論師の説は阿毘達磨論師の説を踏まえ、それを苦集滅道と認めるものの諦ではないとし、

諦としては八苦相や渇愛等のみだと主張するのである。つまり、分別論師の四聖諦説は阿毘達

磨論師の説に対する対案であると言えよう。

では、この分別論師の対案の骨子ともなる苦諦を八苦相とし、集諦を「後有を招く渇愛

云々」とする理解は何に基づくものなのであろうか。この分別論師説の背景は《婆沙論》では

言及されない。しかし、《婆沙論》の四聖諦の議論でそれぞれの諦を言及する際に、それぞれ

の冒頭に引用される契経の文言との対応が認められる。次の通りである。

『新婆沙』[T. 27. 402b7-9]

問苦聖諦云何。答如契經説。生苦老苦病苦死苦非愛會苦愛別離苦求不得苦。略説一切五取

蘊苦是名苦聖諦。

【問】問う。苦聖諦とは何か。【答】答える。契経に〔次のように〕説かれる通りである。

「生苦・老苦・病苦・死苦・愛別離苦・怨憎会苦・求不得苦、略説すれば一切五取蘊が苦

である。これを苦聖諦と言う」と。

『新婆沙』[T. 27. 403a2-3]

問苦集聖諦云何。答如契經説。諸所有愛及後有愛。喜倶行愛彼彼喜愛。是名苦集聖諦。

【問】問う。苦集聖諦とは何か。【答】答える。契経に〔次のように〕説かれる通りである。

「諸々の愛、〔すなわち、〕後有〔を結果する〕愛、喜が伴なる愛、様々な対象に対する喜

を有する愛、これを苦集聖諦という」と。

『新婆沙』[T. 27. 404a5-7]

問苦滅聖諦云何。答如契經説。即諸所有愛及後有愛喜倶行愛彼彼喜愛。無餘斷棄吐盡離滅

靜沒。是名苦滅聖諦。

【問】問う。苦滅聖諦とは何か。【答】答える。契経に〔次のように〕説かれる通りである。

「諸々の愛、〔すなわち、〕後有〔を結果する〕愛、喜が伴なる愛、様々な対象に対する喜

を有する愛の、無余断 (*aśes
̇
atah

̇
prahānam

̇
)、棄 (*pratinih

̇
sarga)、吐 (*vyantībhāva)、
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諦 法 非諦法 阿毘達磨論師説

苦 八苦相のみ 有漏法 五取蘊

集 後有を招く渇愛のみ 他の渇愛や有漏因 有漏因

滅 後有を招く渇愛の滅のみ 他の渇愛の滅や、有漏因の滅 択滅無為

道 有学の八聖道支のみ 他の有学法や無学法 有学法・無学法



盡 (*ks
̇
aya)、離 (*virāga)、滅 (*nirodha)、靜 (*vyupaśama)、沒 (*astam

̇
gama)、これ

を苦滅聖諦という」と。

『新婆沙』[T. 27. 404a18-20]

問趣苦滅道聖諦云何。答如契經説八支聖道。謂正見乃至正定。是名趣苦滅道聖諦。

【問】問う。苦滅にいたる道聖諦とは何か。【答】答える。契経に〔次のように〕説かれる

通りである。「八支聖道、所謂正見より正定、これを苦滅にいたる道聖諦という」と。

これらの経典では、苦諦を八苦相とし、集諦を様々な渇愛、滅諦をそのような渇愛の滅、道

諦を八支聖道と説明する。まさにこれらの規定は分別論師が諦とした内容と合致する。つまり、

分別論師は阿毘達磨論師の規定を受け入れ、それぞれ苦集滅道であるとしつつも、諦ではない

として、経典に説かれているものだけを諦として認めるのである。そして、このような分別論

師の立場は、極めて経量的であるようにも見える。

さて、分別論師の四聖諦説の背景は明らかになったが、分別論師の所依としたこの経典は一

体いかなる経典であるのか。当該の記述と合致する単一経典は五分四阿含に認められない。し

かし、今西［2006］によって翻刻された、金剛寺一切経にのみ収められる中阿含「佛説四諦

経｣(5) に対応が認められる。今西［2006］は対応経典を見出していなかったが、本経典は

［AKUp 6017](6) とも対応する。次の通りである。

今西［2006, pp. 2-3］(句読点は今西の付加である。以下 ( ) は今西の校訂を記入した。)

佛説四諦経 中阿含一品

如是我聞。一時佛在舎衛 (國) 祇{陀}義林須達多給孤獨伽藍與大比丘衆。爾時佛世尊告諸

比丘。比丘。唯然、世尊。佛説此經。比丘、聖諦有四。何者爲四。比丘、苦是聖諦。苦集

是聖諦。苦滅是聖諦。苦滅道是聖諦。比丘。是名四聖諦。比丘、何者是苦聖諦。所謂生苦

老苦病苦死苦怨憎会苦愛別離苦求不得苦。略 (毘を略に訂正) 説五取陰苦。比丘、是名説

苦聖諦。比丘、何者是苦集聖諦。所謂貪愛能牽後生喜欲倶行處處愛着。比丘、是名苦集聖

諦。比丘、何者爲苦滅聖諦。所謂貪愛能牽後生喜欲倶行處處愛着無餘離欲寂滅涅槃。比丘、

是名説苦滅聖諦。比丘、何者苦滅道聖諦 (苦滅道聖道諦の道を除いた)。所謂八分聖道。

何者爲八。一 (一八を八一に訂正) 正見二正思三正語四正業五正命六正精進七正念八正定。

是名八分聖道。比丘、是八聖道是名苦滅道聖諦。佛説是經已欲重宜此義而説偈言

苦聖諦苦集 苦滅苦滅道 是離苦正道 三世佛同説

爾時世尊説是經已。時諸比丘歓喜踊躍信受奉行。

佛説四諦經
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AKUp 6017 [Nyu10a11-b7] Cf. 本庄［2014b, pp. 720-721］

｢経には、渇愛が説かれる」とは、舎衛国にゆかりがある。比丘たちよ。四聖諦はそれら

四つである。四つとは何か。苦聖諦と、苦集〔聖諦〕と、苦滅〔聖諦〕と、苦滅にいたる

道聖諦とである。①苦聖諦とは何か。生苦、老苦、病苦、死苦、愛別離苦、怨憎会苦、

求不得苦、まとめれば五取蘊は苦である。②苦集聖諦とは何か。喜と貪を伴い、後有の

原因にして、様々なものに対する喜びである渇愛である。③苦滅聖諦とは何か。喜と貪

を伴い、後有の原因にして、様々なものに対する喜びである渇愛の、残りなき断滅

(*aśes
̇
atah

̇
prahānam

̇
)、破 棄 (*pratinih

̇
sarga)、滅 尽 (*ks

̇
aya)、離 貪 (*virāga)、滅

(*nirodha)、寂滅 (*vyupaśama)、止没 (*as
̇
tam

̇
gama)、これが苦滅聖諦と言われる。④

苦滅にいたる道聖諦とは何か。まさにこの正見等の八支聖道である。列挙すれば、正見、

正思惟、正語、正業、正命、正精進、正念、正定である。これが苦滅にいたる道聖諦と言

われる。

このように前掲の《婆沙論》所引の経典と一点を除き合致し(7)、分別論師の四聖諦説の根拠

となった経典はこの「佛説四諦経［AKUp 6017］」と見做すことができよう。本経典は分別論

師が所依としたのはもちろんであるが、様々な所でも登場する。例えば、上座シュリーラータ

は「〔集諦は〕渇愛である」と説く本経典「佛説四諦経 ［AKUp 6017］」を根拠に集諦を渇愛

と限定する。真諦訳『四諦論』は本経典の注釈書である。さらに、本経典で認められる四聖諦

のそれぞれの定型句は『法蘊足論』「聖諦品」の解釈に組み込まれ、他にも『決定義経』や、

『破僧事』等の律文献や、『瑜伽師地論』等、多岐にわたって登場する。このことから「佛説四

諦経［AKUp 6017］」は分別論師が重要視しただけではなく、様々な立場の者たちが極めて重

要視した経典であったと言えよう。

以上、本章では分別論師の四聖諦説、およびその背景を分析した。明らかになった点をまと

めると次の通りである。
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1．分別論師の四聖諦説は、八苦相のみが苦諦、渇愛のみが集諦、渇愛滅のみが滅諦、有学

の八正道のみが道諦である。

2．分別論師は四聖諦の自性を諦としての法と、非諦としての法の二つの観点で述べる。

3．非諦としての法は阿毘達磨論師の説を踏まえたものである。

4．諦としての法は「佛説四諦経［AKUp 6017］」の文言に準拠して規定し、経量的である。

4．譬喩師の四聖諦説について

4. 1．譬喩師説の概要

次に、本章では譬喩師の四聖諦の自性を巡る理解について分析を施してみたい。《婆沙論》

の譬喩師の四聖諦説は次の通りである。

『新婆沙』[T. 27. 397b2-4]

譬喩者説。諸名色是苦諦。業煩惱是集諦。業煩惱盡是滅諦。奢摩他毘鉢舍那是道諦。

【譬喩師】譬喩師は〔次のように〕主張する。「諸々の名色が苦諦である。業と煩悩が集諦

である。業と煩悩が尽きることが滅諦である。止と観とが道諦である」と。

では、譬喩師は何故このような説を立てたのであろうか。本稿では集諦を除く残り三つの諦を

中心に、その由来を探ってみたい(8)。

4. 2．無表色にまつわる分析

まず、道諦説に焦点を当てて検討してみたい。道諦の自性について、阿毘達磨論師は《品類

論》に基づき学無学法と規定し、分別論師は「佛説四諦経［AKUp 6017］」に基づき八正道と

した。たが、譬喩師は両者に基づくことなく道諦の自性は止観であると規定する。何故、譬喩

師は八正道ではなく、わざわざ止観としたのであろうか。

まずは、止観と八正道の差異という点から検討してみたい。有部では八正道について、「法

施比丘尼経」をはじめ、いくつかの論書において戒蘊・定蘊・慧蘊との包括関係が説かれる。

有部の「法施比丘尼経［AKUp 1005］」の所説を引けば次の通りである。

AKUp 1005 [Ju7b5-6] Cf. 本庄［2014a, pp. 65-66］
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具寿ヴィーシャカよ。そ〔れら八支聖道〕のうち、正語・正業・正命は世尊によって戒蘊

〔所摂〕と説かれた。また、正念・正定は世尊によって定蘊〔所摂〕と説かれた。また、

正見・正思惟・正精進は慧蘊〔所摂〕と説かれた。

ここでは八正道のうち、正語・正業・正命が戒蘊、正念・正定が定蘊、正見・正思惟・正精

進が慧蘊と示される(9)。止観との関係を見てみれば、止は定蘊と対応し、観は慧蘊と対応し、

戒は戒蘊と対応する。すなわち、観と八正道の違いとは、戒蘊の有無であると言えよう。

さて、譬喩師の学説については、高田［1928］を始め、譬喩師の所説を蒐集した宮本

［1929］や、水野［1931］、印順［1968］、加藤［1989］等の研究が存在する。諸々の研究で指

摘されるように、この譬喩師の代表的な説の一つに表業・無表業や法処所摂色を認めないとい

うものがある。次の通りである。

『新婆沙』[T. 27. 383b14-19]

問阿毘達磨作如是言。云何色蘊謂十色處及法處所攝色。此爲遮止何宗所説。答此爲遮止譬

喩者説。謂譬喩者撥無法處所攝諸色故。此尊者法救亦言。諸所有色皆五識身所依所縁。如

何是色非五識身所依所縁。爲遮彼意故作是説。

【問】問う。阿毘逹磨では次のような説が作られた。「色蘊とは何か。それは十色処と法処

所摂色とである」と。これ (阿毘逹磨の説) は、如何なる主張を退けるために〔作られた

の〕か。【答】答える。これ (阿毘逹磨の説) は、譬喩者の主張を退けるために〔作られ

たの〕である。譬喩者は法処所摂色を否定するからである。また、こ〔の譬喩者の所説〕

について、尊者法救は〔次のように〕述べる。「ありとあらゆる有色は、全て五識身の所

依であり所縁である。どうして、この〔法処所摂〕色は五識身の所依であり所縁でないの

に〔色であるのか〕」と。彼 (法救) の考えを退けるために、それ故に、こ〔の阿毘逹磨〕

の説が作られた。

『新婆沙』[T. 27. 634b22-28]

問何故作此論。答爲止他宗顯己義故。謂譬喩者説。表無表業無實體性。所以者何。若表業

是實。可得依之令無表有。然表業無實。云何能發無表令有。且表業尚無。無表云何有。而

言有者。是對法諸師矯妄言耳。 (以下略)

【問】問う。何故、この論 (『発智論』業成就の列挙) が作られたのか。【答】答える。他

の主張を退け、自らの主張を明らかにするためだからである。〔例えば、〕譬喩者は〔次の

ように〕主張する。表〔業〕と無表業は実有の性質ではない。何故ならば、仮に表業が実

有であれば、こ〔の表業〕に基づいて、無表〔業〕を実有たらしめることは可能である。

しかし、表業は非実有である。どうして、無表〔業〕を実有たらしめると明らかにするこ
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とができようか。表業でさえも非実有である。無表〔業〕がどうして実有であるのか。そ

れでも、〔表業〕が実有であると主張するのは、阿毘達磨論師の狂妄の言葉だけである。

(以下略)

このように譬喩師は表業を認めず、さらには、無表業や法処所摂色というものを認めない。

そして、戒蘊の自性は有部の法相では律儀と言われる無表色である。つまり、譬喩師のとして

は、八正道から戒蘊を除く必要があった可能性が見いだせる。この点を踏まえて、『倶舎論』

第四章における無表業の実有論争における八正道関連箇所を見てみたい。

AKBh(IV) [196, 20-24]

as
̇
t
̇
ān
̇
gaś ca mārgo na syād avijñaptim antaren

̇
a. samāpannasya samyagvākkarmāntājīvā-

nām ayogāt. yat tarhīdam uktam
̇
, tasyaivam

̇
jānata evam

̇
paśyatah

̇
samyagdr

̇
s
̇
t
̇
ir

bhāvanāparipūrim
̇
gacchati samyaksam

̇
kalpah

̇
samyakvyāyāmah

̇
samyaksmr

̇
tih
̇
samyak-

samādhih
̇
. pūrvam eva cāsya samyakvāvakrmāntājīvāh

̇
pariśuddhā bhavanti paryavadātā

iti. laukikamārgavairāgyam
̇
pūrvakr

̇
tam abhisam

̇
dhāyaitad uktam.

【有部】無表を除くと、道が八支ではなくなるであろう。入定者が有する、正語と〔正〕

業と〔正〕命は不合理だからである。

【論駁者】そうであるならば、〔世尊はどうして〕次のように述べたのか。

｢彼がそのように知りつつ、そのように見つつある限り、正見・正思惟・正精進・正

念・正定は修習の満了に向かう。また、過去に、彼の正語・正業・正命は既に清淨となっ

ており、既に潔白となっている (［AKUp 4007］)」と。【有部：答】〔ここでは、〕世見

道による離貪が過去に既に為されたものであると密意して、こ〔の教え〕は説かれたので

ある。

ここで有部は入定者が八支聖道を成就するのは無表業に基づくと主張する。なぜならば、戒

蘊所摂の正語・正業・正命は、色をその自性とするが、入定者には表色のような有対色が認め

られない為に、無表色を想定しなければ、入定者が戒蘊所摂の三支を具足することが想定でき

ないからである。

これに対して、論駁者は「大分別六処法門［AKUp 4007］」という経典を用いて、四聖諦を

証得しつつある者は、定蘊慧蘊所摂の五支 (正見・正思惟・正精進・正念・正定) のみの修習

の満了に向かい、戒蘊は先にすでに成就しているから、区別されていることを主張し、有部の

立場を批判する。この論駁者の言及に対して有部は、この経典は世見道の断惑(10)を達成した

者に対して述べた経典であるので問題は無いとして、反論を退ける。以上が当該の議論のあら

ましである(11)。
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この議論で注目したいのは、反論者が当該の経典では戒蘊を先に修習し終わって、見諦の時

に残りの五支が後に修習されると理解している点である。つまり、現観時には正見・正思惟・

正精進・正念・正定の五支、いわゆる、慧蘊と定蘊、いうなれば止観のみが意図されているの

である。これは譬喩師の道諦を止観とする説に合致する。

また、注目すべき点は他にもある。今回、論駁者が用いた経典であるが、引用箇所のすぐ後

の箇所に四聖諦説に相当する説示が認められる。次の通りである。

AKUp 4007 [Ju205a4-b3] Cf. 本庄［2014b, pp. 517-519］

彼は、①現知されるべき (*abhijñeya)、遍知されるべき (*parijñeya) 諸法を現知して、

遍知する。②現知して、捨離されるべき (*prahātavya) 諸法を現知して、捨離する。③

現知して、証得すべき (*sāks
̇
ātkr

̇
tavya) 諸法を現知して、証得する。④現知して、修習

すべき (bhāvanīya) 諸法を現知して、修習する。

①現知して遍知すべき諸法を、現知して遍知されるモノは何か。いわく、名色である。こ

れが、現知して遍知されるべき法を、現知して遍知される法である、という。②現知し

て捨離されるべき法を、現知して捨離されるモノは何か。いわく、無明と有に対する愛

とである。これが、現知して捨離されるべき法を、現知して捨離されるものである、と

いう。③現知して証得されるべき法を、現知して証得されるモノは何か。いわく、明と解

脱とである。これが、現知して証得されるべき法を、現知して証得されるものである、と

いう。④現知して修習されるべき法を、現知して修習されるされるものは何か。いわ

く、止と観とである。これが、現知して修習されるべき法を、現知して修習されるもので

ある。

ここでは四聖諦であると名言こそされないが、遍知、捨離、証得、修習の四支が説かれる。

この四肢は、「初転法輪経」を初めとする四聖諦を説く経典で頻出する四聖諦それぞれの修め

方であり、四聖諦と対応する。これらそれぞれを四聖諦に合わせると次の通りである。
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このように、ここでは、道諦を止観と規定し、さらには苦諦を名色とも規定する。集諦滅諦

の規定こそ合わないものの、苦諦道諦の規定に関しては本経の記述と完全に合致するのである。

つまり、譬喩師は、定中の無表色を認めないという立場を取り、その立場と共通する「大分

別六処法門［AKUp 4007］」に基づいて、苦諦を名色と規定し、道諦を止観と規定したといえ

よう。

4. 3．滅諦について

先の検討では、無表色を認めない譬喩師の立場と対応する「大分別六処別法門経［AKUp

4007］」に基づいて、苦諦や道諦が設定されていたことが明らかとなった。では、どうして集

諦や滅諦についても同じく「大分別六処別法門経［AKUp 4007］」に譬喩師は準拠しなかった

のであろうか。この点について引き続き検討してみたい。

さて、滅諦説であるが、先の「大分別六処別法門経」では、明・解脱と規定するも、譬喩師

はそれらを踏襲しなかった。おそらく、この点は譬喩師の無為法理解と経典の説が噛み合わな

かったからであろうと推測される。なぜならば譬喩師は無為法を固有の法として認めないから

である。《婆沙論》には次のように説かれる。

『新婆沙』[T. 27. 161a09-12]

云何擇滅乃至廣説。問何故作此論。答爲止他宗顯正義故。謂或有執。擇滅非擇滅無常滅非

實有體。如譬喩者。爲遮彼執顯三種滅皆有實體。

｢択滅とは何か」云々。【問】問う。何故、この〔発智〕論〔の文言〕が作られるのか。

【答】答える。他の主張を抑止し、正しい意味を明らかにするためである。なんとなれば、

或る者には、「択滅、非択滅、刹那滅は実有を自性としない。」という固執がある。例えば、

譬喩師がそうである。その者の固執を遮り、三種の滅 (択滅・非択滅・刹那滅) が実有を

自性とすることを明らかにするのである。

このように、譬喩師は無為法を実有として認めない。つまり、滅諦とは生存の原因の滅である

が、この滅は自性を有する法ではなく、現象と捉える。このことから、譬喩師は「業と煩悩が

尽きることが滅諦」として、固有の法ではなく、状態を滅諦として規定した可能性が見いだせ

る。
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｢大分別六処法門経」の四諦説

修め方 修める対象 対応する四諦

① 遍知 名・色 苦諦

② 捨離 無明・有愛 集諦

③ 証得 明・解脱 滅諦

④ 修習 止・観 道諦



4. 4．小結

以上、本章では譬喩師の四聖諦説の由来を探った。その結果をまとめると次の通りである。

1．譬喩師は四聖諦について、名色が苦諦であり、業煩悩が集諦であり、業煩悩の滅が滅諦

であり、止観が道諦であると規定する。

2．譬喩師は無表色を認めず、定中の戒蘊を認めない。そこで、譬喩師はその立場と合致す

る「大分別六処法門［AKUp 4007］」に基づいて、道諦を止観と規定し、苦諦を名色と

規定した。

3．譬喩師は無為法を認めない。そこで固有の法を滅諦として規定することを回避すべく、

「大分別六処法門」の規定等を踏襲せず、ただ業煩悩の滅と規定した可能性が伺えた。

4．譬喩師は業と煩悩とを集諦として規定する。これについて大徳は「生因起因を説く経

［AKUp 6020］」を用いて譬喩師説の解釈を行う。大徳の理解が譬喩師と近いのであれば、

譬喩師が業煩悩と規定したのも「生因起因を説く経［AKUp 6020］」に基づいた可能性

が伺えた。

5．まとめ

本稿では、《婆沙論》に登場する四聖諦の自性を巡る三師の釈を分析し、その背景を探った。

明らかになった点をまとめると次のようになる。

1．三師の説をまとめると次の通りである。

2．阿毘達磨論師の四聖諦説は『集異門論』と《品類論》と対応し、おそらくは、《品類論》

に基づく。

3．分別論師の四聖諦説は阿毘達磨論師への批判を意図しており、「佛説四諦経［AKUp

6017］」の遵守を目的とした経量的な説である。

4．譬喩師の四聖諦説は「大分別六処法門［AKUp 4007］」を基礎に、その思想に基づいて

取捨選択されたものである。

4. 1．道諦説は、定中の戒蘊を認めない立場と対応する「大分別六処法門［AKUp

4007］」に基づき、苦諦の規定も同経に基づく。
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阿毘達磨論師 分別論師 譬喩師

苦諦 五取蘊 八苦相 名色

集諦 有漏因 渇愛 業煩悩

滅諦 択滅 渇愛の滅 業煩悩の滅

道諦 有学法・無学法 八支聖道 止観



4. 2．滅諦説は、無為法の実有を認めないという立場から規定する。

阿毘逹磨論師は《品類論》という論に基づいて四聖諦説を説くが、それに異を唱える譬喩師

や分別論師はそれぞれ四聖諦に関する経典に準拠して四聖諦説を説いていた。この点に注目す

れば譬喩師や分別論師は論に準拠する阿毘逹磨論師に対して、経典を持って批判し、経量的な

傾向があるといえよう。また、今回の検討では譬喩師が四聖諦を説くにあたって準拠した「大

分別六処法門［AKUp 4007］」は、四聖諦の典拠としては《婆沙論》等で登場していなかった

が、無表色を批判する際に譬喩師が用いたものであることが明らかとなった。つまり、「大分

別六処法門［AKUp 4007］」を中心に無表色批判や四聖諦説といった複数の教理が展開してい

るのである。この結果は、譬喩師が依用する経典を精査することによって、背景となる経典が

示されない教義についても典拠を求める可能性を示唆するものであろう。何れにせよ、阿毘逹

磨の様々な教理にはその背景に典拠となる経論が存在し、それを明らかにすることによって、

諸師の教理やその差異の意図を明らかにすることができるであろう。

〔注〕

( 1 ) 四諦十六行相に関しては青原［1993, 2002, 2003］や、周［2009］によって研究されている。

( 2 )『倶舎論』では一箇所にまとめてこのように説示されることは無い。しかしTAでは次のようにまと

められている。

TA. [Q. 335b4. D. 192a5]

｢自性は先に説かれたのと全く同様である」というので、先に説かれた通りといえば、苦諦は、道

を除いた有為であり、果として有る諸々の有為である。集諦は因として有る諸々〔の有為〕であ

り、滅諦は択滅であり、道諦は学と無学の諸法であるという。

( 3 ) 本庄［1987］においては『順正理論』と TAも併記される。しかし、『順正理論』TA所述の有余師

説は譬喩師説と全同ではなく、これについても改めて分析が必要である。しかしそれらも扱えば資

料が膨大になり煩雑となるので、今は傍らに置き、本論では《婆沙論》所説の三説を中心に分析を

行いたい。

( 4 ) 上座の研究を行った加藤［1989］は上座の四聖諦説については言及せず、分別論師の研究を行った

赤沼［1925］もこの点については紹介するにとどめ、分析を行っていない。

( 5 ) 金剛寺一切経とは、真言宗御室派大本山金剛寺所蔵の一切経である。落合金剛寺一切経には大正蔵

などの大蔵経に収められない『十二門経』を始めとする漢訳経典や、『安般守意経』を始めとする大

正蔵とまったく異なる異本が数点含まれている。当該の『四諦経』はそのような金剛寺一切経の稀

観経典の内の一経である。

( 6 ) この［AKUp 6017］は『倶舎論』の六章で集諦の自性を議論する際に、渇愛のみを集諦とする根拠

として引かれる経典である。

また、本論においてAKUp を用いる際には本庄［2014ab］で付されている四桁の番号を付属した。

四桁の番号の頭一桁が『倶舎論』の章を示し、残り三桁が各章における経典番号を示す。

( 7 ) 滅諦の説示における滅の類語の数という点で異なりがある。《婆沙論》では滅の類語として八種を挙

げるが、［AKUp 6017］では七種であり、「佛説四諦経」では四種である。他の点では法相的に異な
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る点は無い。

( 8 ) 譬喩師の集諦説については、譬喩師の所説からは分析することがかなわなかった。しかし、大徳法

救説との関係から譬喩師の集諦理解の特徴はいくらか推察することが可能である。そこで、譬喩師

の集諦説の背景等については機を改めて、大徳法救説とともに論じたい。

( 9 ) この正精進を定蘊所摂と見るか、慧蘊所摂と見るか、という点で南伝と北伝では差異が認められる。

この経典の差異についてはChoi［2010］が検討を行い、それについての氏の見解が述べられている。

(10) 直接的に明言されないが、おそらく有漏の六行観による断惑を意図しているのであろう。

(11) 当該の議論の概要については本庄［2014b, p. 519］の【補説】に整理されている。

(12) ཤེས་པར་བྱ་བ་དང་はཤེས་ཤིང་として読んだ。

(13) ཤེས་པ་དང་はཤེས་པར་བྱ་བ་དང་として読んだ。

(14) སྤང་བའི་はསྤང་པར་བྱ་བའི་として読んだ。

(15) བེད་はབྱེད་に訂正。

〔略号〕

AKBh : Abhidharma Kośabhās
̇
ya of Vasubandhu. Ed. P. Pradhan. Patna : K. P. Jayaswal Reserch

Institute, 1967.

AKUp : *Abhidharmakośabhās
̇
yat
̇
īkā Upāyikā. Cf. 本庄［2014ab］

T. ：『大正新脩大蔵経』

『新婆沙』：五百大阿羅漢造、玄奘譯『阿毘達磨大毘婆沙論』No. 1545 in Vol. 27

『旧婆沙』：迦旃延子造 浮陀跋摩譯 道泰譯 五百羅漢釋『阿毘曇毘婆沙論』No. 1546 in Vol. 28

『鞞婆沙』：尸陀槃尼撰 僧伽跋澄譯『鞞婆沙論』No. 1547 in Vol. 28

《婆沙論》：『新婆沙』・『旧婆沙』・『鞞婆沙』の総称
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論 文

原始仏教の教理項目に現れる kāmaと bhava について

安 藤 淑 子

〔抄 録〕

原始仏教における kāmaの用法は、韻文経典・散文経典のそれぞれに異なる特徴を

見ることができる。そのうちの一つが、散文経典における定型化された教理項目中の

kāma の用法である。本稿では kāma を含む教理項目を分析するとともに、kāma と

共起することの多い bhava と kāmaの関係性に関する考察を行った。

その結果、「三漏」、「三愛」、「三求」等の教理項目において、kāma と bhava は並

行する一対の概念として位置付けられていることが明らかとなった。一方で、「三有」

における kāma と bhava は、これらとは全く異なる静的・状況的な特徴を有してお

り、ここに kāmaと bhava に対する明らかな用法上の変化を見ることができる。

キーワード：教理項目、kāma、bhava、並行的概念、用法上の変化

1．はじめに

本稿の目的は、種々の定型化した教理項目中に組み込まれた kāma の意味、及び思想的な

位置付けを考察することである。そのため、はじめに DN, 33 経 (Saṅgīti-sutta) 及び 34 経

(Dasuttara-sutta)(1) を用いて、原始仏教における kāma を含んだ教理項目の全体像を概観し

た。DN, 33、34 経というのは、原始仏教の定型的な教理項目を経典中から網羅的に蒐集した

上で、これらを一法から十法まで増一的に分類して示した特殊な経典であり(2)、この二経に

よって、経典中に現れる教理項目の全容を概ね把握することができる。但し、網羅的な蒐集で

ある故に、個々の教理項目の使用頻度や、成立の新古、或いは思想的な重要性等を判定するこ

とはできない。また、両経に用いられる教理項目の総称は、あくまで法数による分類名称で

あって、すべてがそのまま経典中に用いられているとは限らないのだが、本稿の考察において

は便宜的にこれを用いている。

次頁の表には、kāma を含んだ教理項目を示した。表の上二列は kāma が教理項目の総称と

して立てられたものであり (「三の欲の再生」、「五欲 (pañca-kāmagun
̇
ā)」)、三列目以降は
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kāma が他の教理項目の下位分類中に含まれたものを示した。表から見て取れるように、

kāma は主として教理項目の下位分類、すなわち構成要素として用いられることが多く、本稿

でもこのような形での kāma の用法に焦点を当てる。その際には、kāma と同じ下位分類中に

置かれた概念との関係性についても分析を行った(3)。なぜなら、教理項目が定型化されるに当

たって行われた「取捨選択」には、構成要素全体が関わっており、これによって背景となった

仏教思想を読み解くことができると考えるからである。

特に着目したのは、下位分類中に kāma と共起する bhava の存在である (表中下線部)。

bhava は、「三愛」、「三漏」、「三求」、「四暴流」、「四軛」、及び「四軛からの解放」等、多くの

教理項目において kāma と共に下位分類を構成している。そこで、本稿では kāma と bhava

の両概念がどのような関係性において用いられているのかという点に焦点を置いて考察を行っ

た。

なお、表中の「三有」には kāma-bhava (欲有) があり、表外の「七随眠 (satta-anusaya)」

には kāma-rāga (欲貪) と bhava-rāga (有貪) がある。ここに見られる kāma と bhava に関

しても、本稿有の考察の範囲内に含めることとする。

2．教理項目中に現れる kāmaと bhava

本節では、kāma と bhava が共起する教理項目を、(1)「三漏」・「四暴流」・「四軛」、(2)

「三愛」、(3)「三求」の三つのグループに分けて論考する。
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DN, 33 経、34 経に現れた kāmaを含む教理項目

法数 教理項目 下位分類

3 ti-kāmūpapatti (三の欲の再生)
paccu-pat

̇
t
̇
hita-kāmā (現前の kāma)、nimitta-kāmā (化

作された kāma)、para-nimitta- kāma (他によって化作さ
れた kāma)

5 pañca-kāmagun
̇
ā (五欲)

cakkhu-viññeyyā rūpā it
̇
t
̇
hā kantā manāpā piya-rūpā

kāmūpasam
̇
hitā rajanīyā、sotaviññeyyā saddā … (同上)、

ghāna-viññeyyā gandhā … (同上)、jivhā- viññeyyā rasā
… (同上)、kāya-viññeyyā phot

̇
t
̇
abbā… (同上)

3

ti-akusala-vitakka ／-san
̇
kappa ／-saññā

／-dhātu (三不善尋／思／想／界)
kāma、 vyāpāda、vihiṁsā

ti-dhātu (三界) kāma、rūpa、arūpa

ti-tat
̇
hā (三愛)

kāma、bhava、vibhava
kāma、rūpa、arūpa

ti-āsava (三漏) kāma、bhava、avijjā

ti-bhava (三有) kāma、rūpa、arūpa

ti-esanā (三求) kāma、bhava、brahmacari

4

catu-ogha (四暴流) kāma、bhava、dit
̇
t
̇
hi、avijjā

catu-yoga (四軛) kāma、bhava、dit
̇
t
̇
hi、avijjā

catu-visam
̇
yoga (四軛からの解放) kāma、bhava、dit

̇
t
̇
hi、avijjā

catu-upādāna (四取) kāma、dit
̇
t
̇
hi、sīlabbata、 attavāda



2. 1. ｢三漏」、「四暴流」、「四軛」における kāmaと bhava

｢三漏」、「四暴流」、「四軛」における漏 (āsava)、暴流 (ogha)、軛 (yoga) はいずれも煩

悩を表す語である。散文経典中では「三漏」の使用が最多であるため、本節においても「三

漏」を中心に考察を行う。

｢三漏」における「漏 (Sk. āsrava, ā-√ sru)｣(4) という語は、古層経典である Sn にも既に

14 か所に現れ、「有漏 (bhavāsava)」という形での使用も見ることができる(「有漏も粗暴な言

葉も滅び、没して存在しない。(Bhavāsavā yassa vacī kharā ca / vidhūpitā atthagatā na santi,

(Sn, 472))」)。このように「漏」は出自の古い用語であり、散文経典においては主に「三漏」、

或いは「漏尽」という形で言及される。

このうち「三漏」は、kāma と bhava が共に現れる教理項目の中でも最も使用頻度が高い。

特に「三漏」は MN、DN に多数出現するのであるが(5)、その際には多く「漏尽智 (āsavam
̇

khayañān
̇
āya)」に関する教説の中で言及される(6)。

So evam
̇
samāhite cite parisuddhe pariyodāte anaṅgan

̇
e vigatūpakkilesa mudubhūte

kammaniye t
̇
hite ānejjappatte āsavānam

̇
khayañān

̇
āya cittam

̇
abhininnāmesim

̇
. So :

idam
̇
dukkhan ‒ ti yathābhūtam

̇
abbhaññāsim

̇
, ayam

̇
dukkhasamudayo ti yathābhūtam

̇
abbhaññāsim

̇
, ayam

̇
dukkhanirodho ti yathābhūtam

̇
abbhaññāsim

̇
, ayam

̇
dukkhanirodhagāminīpat

̇
ipadā ti yathābhūtam

̇
abbhaññāsim

̇
; ime āsavā ti yathābhūtam

̇
abbhaññāsim

̇
, ayam

̇
āsavasamudayo ti yathābhūtam

̇
abbhaññāsim

̇
, ayam

̇
āsavanirodho ti

yathābhūtam
̇
abbhaññāsim

̇
, ayam

̇
āsavanirodhagāminī pat

̇
ipadā ti yathābhūtam

̇
abbhaññā-

sim
̇
. Tassa me evam

̇
jānato evam

̇
passato kāmāsavā pi cittam

̇
vimuccittha, bhavāsava pi

cittam
̇
vimuccittha, avijjāsavā pi cittam

̇
vimuccittha, vimuttasmim

̇
vimuttam ‒ iti ñān

̇
am
̇

ahosi ; khīn
̇
ā jāti, vusitam

̇
brahmacariyam

̇
, katam

̇
karan

̇
īyam
̇
nāparam

̇
itthattāyati

abbhaññāsim
̇
. (MN, 4)(7)

実にこのように心が安定し、清浄となり、浄化され、穢れなく、随煩悩 (upakkilesa) が

消失し、柔軟になり、行動が定まり、不動のものになると、「漏」を滅する智に心を向け

た。彼は、「苦はこれである」と如実に覚った。「苦の生起はこれである」と如実に覚った。

「苦の滅尽はこれである」と如実に覚った。「苦の滅尽に至る実践 (行道) はこれである」

と如実に覚った。「漏はこれらである」と如実に覚った。「漏の生起はこれである」と如実

に覚った。「漏の滅尽はこれである」と如実に覚った。「漏の滅尽に至る実践 (行道) はこ

れである」と如実に覚った。このように知り、このように見る私に欲漏より心は解脱し、

有漏より心は解脱し、無明漏より心は解脱した。解脱した解脱者にはこの智慧が生じた。

「命は尽きた。梵行は完成した。なすべきことはなされた。もはやこの状態 (輪廻) には

至らない」と覚ったのである。
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｢三漏」の下位分類は〈kāma、bhava、avijjā〉の三項である。一方で、「軛」、「暴流」に関

しては〈kāma、bhava、dit
̇
t
̇
hi、avijjā〉の四項が立てられるのであるが、実際には「漏」もま

た dit
̇
t
̇
hi を加えて「四漏」とされる場合がある。

たとえば、次に示す Dhammasaṅgan
̇
i (『法集論』)(8) には「四漏」に関する解説が見られる

が、ここでの解説はそのまま「四軛」、「四暴流」における〈kāma、bhava、dit
̇
t
̇
hi、avijjā〉に

当てはまると見てよいだろう。はじめに「欲漏」、「有漏」に関しては次のように述べられてい

る。

Tatta katamo kāmaāsavo? / Yo kāmesu kāmacchanda kāmarāgo kāmanandī kāmatan
̇
hā

kāmasineho kāmapipāso kāmaparil
̇
āho kāmamucchā kāmajjhosānam

̇
- ayam

̇
vuccati

kāmaāsavao.

Tatta Katamo bhavāsavo? / Yo bhavacchanda vhabarāgo bhavanandī - bhavatan
̇
hā

bhavasineho bhavaparil
̇
āho bhavamucchā bhavajjhosānam

̇
ayam
̇
vuccati bhavāsavo.

(Dhammasaṅgan
̇
i, 1097-1098)(9)

｢欲漏」とは何か。kāmaにおける kāmaへの欲求、kāmaへの貪り、kāmaにおける歓び、

kāma への渇愛、kāma への愛執、kāma への渇望、kāma による苦悩、kāma における昏

迷、kāmaへの執着、これが「欲漏」と言われる。

｢有漏」とは何か。bhava への欲求、bhava への貪り、bhava における歓び、bhava への

渇愛、bhava への愛執、bhava による苦悩、bhava における昏迷、bhava への執着、これ

が「有漏」と言われる。

このように、「欲漏」における kāmaとは、煩悩を発生させる人の様々な心の働きの「対象」

であるとされている(10)。同様のことが、次の「有漏」に関しても記述されている。したがっ

て、少なくともDhammasaṅgan
̇
i において、kāma と bhava は極めて類似した概念であると言

うことができるだろう。

これに対して、「見漏」と「無明漏」に関しては次のような解説が行われている。

Tatta katamo dit
̇
t
̇
hāsavo? / Sassato loko ti vā asassato loko ti vā antavā loko ti vā anatavā

loko ti vā, tam
̇
jīvan tam

̇
sarīran ti vā aññam

̇
jīvam
̇
aññam

̇
sarīran ti vā hoti tathāgato param

̇
maran

̇
ā ti vā, na hoti tathāgato param

̇
maran

̇
ā ti vā, hoti ca na ca hoti tathāgato param

̇
maran

̇
ā ti vā, neva hoti na na hoti tathāgato param

̇
maran

̇
ā ti vā, yā evarūpā dit

̇
t
̇
hi

dit
̇
t
̇
higatam

̇
dit
̇
t
̇
higahan

̇
am
̇

dit
̇
t
̇
hikantāro dit

̇
t
̇
hivisūkāyikam

̇
dit
̇
t
̇
hivipphanditam

̇
dit
̇
t
̇
hisaññojanam

̇
gāho abhiniveso parāmāso kummaggo micchāttam

̇
titthāyatanam

̇
vipariyesaggāho ‒ ayam

̇
vuccati dit

̇
t
̇
hāsavo ‒ sabbāpi micchādit

̇
t
̇
hi dit

̇
t
̇
hāsavo.
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Tattha Katamo avijjāsavo? / Dukkhe aññān
̇
am
̇
dukkhasamudaye aññān

̇
am
̇
dukkhanir-

odhagāminiyā pat
̇
ipadāya aññān

̇
am
̇
- pubbante aññān

̇
am
̇
aparante aññān

̇
am
̇

pubbantāparante aññān
̇
am
̇
- idapaccayatā pat

̇
iccasamuppannesu dhammesu aññān

̇
am
̇
yam
̇

evarūpam
̇
aññān

̇
am
̇
adassanam

̇
anabhisamayo ananubodho asambodho appat

̇
ivedho

asaṅgāhanā apariyogāhanā asamapekkhanā apaccavekkhanā apaccakkhakammam
̇

dummejjham
̇
balyam

̇
asampajaññam

̇
moho pamoho sammoho avijjā avijjogho avijjāyogo

avijjānusaya avijjāpariyut
̇
t
̇
hānam

̇
avijjālangīmoho akusalamūlam

̇
- ayam

̇
vuccati avijjāsavo

‒ Ime dhammā āsavā. (Dhammasaṅgan
̇
i, 1099-1100)(11)

｢見漏」とは何か。世界は常住であるか無常であるか、世間は有辺であるか無辺であるか、

霊魂とは身体であるか、或いは霊魂と身体は別のものであるか、如来は死後も存在するの

か、或いは存在しないのか、或いは存在するのではなく存在しないのでもないのか、この

ような見解、悪見、辺執見、見解の荒野、見解の争い、見解の争論、見解の縛り、固執、

執着、取著、邪道、邪、外道、顛倒した見解、これらを「見漏」であると言われる。一切

の邪見も「見漏」である。

｢無明漏」とは何か。「苦」に関する無知、「苦の生起」に関する無知、「苦の滅に至る道」

に関する無知(12)、過去に関する無知、未来に関する無知、過去から未来に関する無知、

縁性、縁起の法に関する無知、このような無知、無見、無現観、無覚、無正覚、無理解、

無自制、無深解、無静観、無観察、無眼前業、愚鈍、魯鈍、非正知、痴愚、蒙昧、迷妄、

無明、無明人、無明軛、無明の随眠、無明の纏、無明柵(13)、痴愚、不善の根、これが

「無明漏」と言われる。これらが、漏の法である。

こうして見ると、「見漏」、「無明漏」の解説内容は、先の「欲漏」、「有漏」とは大きく異

なっている。「欲漏」、「有漏」、「見漏」、「無明漏」の中では、「欲漏」、「有漏」の解説がほぼ一

対を成しているのであり、この点から見て、kāma と bhava は「四漏」においてある種の並行

的な関係にあったと考えてよいだろう。

無論、上記は論書の記述であり経典の時代よりも概念整理がさらに進んだ後のものであると

見るべきだが(14)、kāma と bhava が教理項目の下位分類中に組み込まれた時点において、既

に両概念の選択にある種の共通性が認識されていたと見ることは可能だろう。

2. 2. ｢三愛」

tan
̇
hā (=tasin

̇
ā、Sk. tr

̇
s
̇
n
̇
ā) は「心の働き」を表す語であり、肉体的・精神的な渇きを意味

している。「三愛」の下位分類には〈kāma、bhava、vibhava〉が含まれており、各々が tan
̇
hā

という「心の働き」の向けられる「対象」を意味している。

一方で、kāma-tan
̇
hāは、しばしば「三愛」とは異なる教説中に見出すことができる。たと
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えばMN において「三愛」の一部として kāma-tan
̇
hāが言及されるのは 3 か所であるが、下

記の用例のような kāma-tan
̇
hāは全体の 13 か所に見ることができる。

So aparena samayena kāmānam
̇
yeva samudayañ ca atthagamañ ca assādañ ca ādīnavañ ca

nissaran
̇
añ ca yathābhūtam

̇
viditvā kāmatan

̇
ham
̇
pahāya kāmaparil

̇
āham
̇
pat
̇
ivinodetvā

vigatapipāso ajjhattam
̇
vūpasantacitto viharāmi. (MN, 75)(15)

その私は、後に kāma の生起と滅尽と楽味と危難と出離とを如実に見て、kāma に対する

渇愛を捨て、kāmaに対する熱悩を除き、内に渇きを離れた寂静の心をそなえて住した。

So aññe satte passāmi kāmesu avītarāga kāmatan
̇
hāhi khajjamāne kāmaparil

̇
āhena

parid
̇
ayhamāne kāme pat

̇
isevante ; (MN, 75)(16)

その私は、他の衆生が kāma に対する貪りを離れず、kāma に対する渇愛によって食い尽

くされつつあり、kāmaに対する熱悩によって焼かれ、kāmaに従っているのを見た。

第二章でも論じたように、「kāma に対する〈心の働き〉」という表現形式は古くから存在し、

kāma-tan
̇
hāもまたこの形式の一つである(17)。したがって、tan

̇
hāは kāma に対する種々の心

の働きの一つに過ぎず、両者の間に緊密な関係性は存しない。

これとは対照的に、tan
̇
hāと bhava の間には初期の韻文経典より既に特別な関係性があった

ようである。たとえば Sn には、下記に示す用例のように「bhavābhava(18)に対する tan
̇
hā」と

いう表現形式が頻繁に現れる(19)。

Yesan tu tan
̇
hā nʼ atthi kuhiñci loke / bhavābhavāya idha vā huram

̇
vā, / kālena tesu

havyam
̇
pavecche, / yo brahman

̇
o puññapekho yajetha. (Sn, 496)

しかし、どのような世間においても、この世でもあの世でも、種々の生存に対する渇愛が

ない人、彼に適時に供物をささげるがよい。バラモンが福を求めて供儀を行うのならば。

(Sn, 746)

Passāmi loke pariphandamānam
̇
/ pajam

̇
imam
̇
tan
̇
hāgatam

̇
bhavesu / hīnā narā

maccumukhe lapanti / avītatan
̇
hā bhavābhavesu. (Sn, 776)

私は世間において人々が諸々の生存に対する渇愛にとらわれて震えているのを見る。劣っ

た人々は種々の生存に対する渇愛を離れることなく死に直面して泣きわめく。

Tapūpanissāya jigucchitam
̇
vā / atha vā pi dit

̇
t
̇
ham
̇
va sutam

̇
mutam

̇
vā / uddhm

̇
sarā

suddhim anutthun
̇
ti / avītatan

̇
hāse bhavābhavesu. (Sn, 901)

種々の生存に対する渇愛を離れることなく、厭わしい苦行によって、或いはまた見たこと、

聞いたこと、考えたことによって声高に清浄を唱えている。

vidvā ca so vedagu naro idha, / bhavābhave saṅgam imam
̇
visajja / so vītatan

̇
ho anigho
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nirāso, / atāri so jātijaran ti brūmī” ti (Sn, 1060)

またこの人は知者、ヴェーダに精通した人であり、種々の生存に対するこの執着を捨て、

渇愛を離れ、苦しみなく、求めることなく、彼は生と老いを超えたと私は告げる。」

“Yam
̇
kiñci sampajānāsi / Dhotakā ti Bhagavā / uddham

̇
adho tiriyam

̇
cāpi majjhe, / etam

̇
viditvā ʻsaṅgo ʻ ti loke / bhavābhavaya mā kāsi tan

̇
han “ ti (Sn, 1068)

｢ドータカよ、あなたが上、下、横、また中においてよく知るものは何であれ、それは世

間における“執着”であると知って、種々の生存に対する渇愛を抱いてはならない。」と

世尊は言った。

上記のような用例は、散文経典にも見ることができる。

…yathā ca pana kāmehi visam
̇
yuttam

̇
viharantam

̇
tam
̇
brāhman

̇
am
̇
akatham

̇
kathim

̇
chinnakukkuccam

̇
bhavābhave vītatan

̇
ham
̇
saññā nānusenti, evam

̇
vādī kho aham

̇
āvuso

evamakkhāyī ti. (MN, 18)(20)

…そしてまた kāmaを離れ、疑いなく、後悔を断ち、種々の生存に対する渇愛を離れて住

するこのバラモンに諸々の想の潜在することがないように、友よ、そのように私は説く者

であり、語る者である、と。

Tayidam
̇
bhikkhave ariyam

̇
sīlam
̇
anubuddham

̇
pat
̇
ividdham

̇
, ariyo samādhi anubuddho

pat
̇
ividdho, ariyā paññā anubuddhā pat

̇
ividdhā, ariyā vimutti anubuddhā pat

̇
ividdhā,

ucchinnā bhavatan
̇
hā khīn

̇
ā bhavanetti, nʼ atthi dāni punabbhavo ti. (AN, 4. 1. 1)(21)

比丘達よ、そのようなこの聖なる戒は覚られ、洞察された。聖なる禅定は覚られ、洞察さ

れた。聖なる智慧は覚られ、洞察された。聖なる解脱は覚られ、洞察された。生存に対す

る渇愛を断ち、生存に導くものは滅んだ。ゆえにもはや再生はない。

また、散文経典中の「四聖諦」の教説において「三愛」ではなく bhava-tan
̇
hā (有愛) のみ

が示される用例がある。

Tayidam
̇
bhikkhave dukkham

̇
ariya-saccanam

̇
anubuddham

̇
pat
̇
ividdham

̇
, dukkha-

samudayam
̇
ariya-saccanam

̇
anubuddham

̇
pat
̇
ividdham

̇
, dukkha-nirodham

̇
ariya-

saccanam
̇
anubuddham

̇
pat
̇
ividdham

̇
, dukkha-nirodha-gāminī pat

̇
ipadā ariya-saccanam

̇
anubuddham

̇
pat
̇
ividdham

̇
, ucchinnā bhava-tan

̇
hā, khīn

̇
ā bhava-netti, nʼatthi dāni

punabbhavoʼ iti. (DN, 16)(22)

比丘達よ、あなた方にこの「苦」という聖なる真理は覚られ、理解された。「苦の生起」

という聖なる真理は覚られ、理解された。「苦の滅尽」という聖なる真理は覚られ、理解
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された。「苦の滅尽に至る実践」という聖なる真理は覚られ、理解された。生存に対する

渇愛は断たれた。生存に導くものは滅せられた。もはや再生はない。

さらに、下記の AN の教説では、解脱に至るために捨て去るべきものとして avijjāと共に

bhava-tan
̇
hāが挙げられている。

Katame ca bhikkhave dhammā abhiññā pahātabbā?

Avijjā ca bhava tan
̇
hā ca −ime vuccanti bhikkhave dhammā abhiññā pahātabbā. (AN, 4.

26. 251)(23)

また比丘達よ、法を体得して捨て去るべきものとは何であるか。

無知と生存に対する渇愛である。比丘達よ、これらが法を体得して捨てさるべきことと言

われる。

このように、tan
̇
hāはしばしば bhava (広く輪廻を含む生存) に対する tan

̇
hāとして説かれ

てきたのであるが、一方で、散文経典においては先述したように教理項目として「三愛」が用

いられるようになる(24)。このような韻文経典における tan
̇
hāと、散文経典における tan

̇
hāの

用法上の相違は、次の Itivuttaka (『如是語経』、以下、It) の用例にも反映されている。下記

の引用の散文部分には「三愛 (kāma-tan
̇
hā、bhava-tan

̇
hā、vibhava-tan

̇
hā)」が、韻文部分

には「bhavābhava に対する tan
̇
hā」が言及されている。

Tisso imā bhikkhave tan
̇
hā. Katamā tisso. Kāmatan

̇
hā bhavatan

̇
hā vibhavatan

̇
hā, imā kho

bhikkhave tisso tan
̇
hā ti. Etam-attham

̇
bhagavā avoca, tatthetam

̇
iti vuccati :

Tan
̇
hāyogena sam

̇
yuttā / rattacittā bhavābhave / te yogayuttā mārassa /

ayogakhemino janā / sattā gacchanti sam
̇
sāram

̇
/ jātimaran

̇
agāmino // Ye ca

tan
̇
ham
̇
pahantvāna / vītatan

̇
hā bhavābhave / te ca pāra m

̇
gatā loke / ye pattā

āsavakkhayan-ti //

Ayam-pi attho vutto bhagavatā iti me sutan-ti. (It, 58)(25)

比丘達よ、「三愛」の三とは何か。比丘達よ、kāma に対する渇愛、bhava に対する渇愛、

bhava を離れることにたいする渇愛、これらが三である、と世尊はこのことを説いた。そ

のときこれについて次のように言われた。

渇愛の軛に相応し、種々の生存に心が染まり、人々は魔の軛に縛されて安穏となるこ

とがない。生死を辿る衆生は輪廻に赴く。渇愛を断じ、種々の生存に対する渇愛を離

れたものは、煩悩を滅尽したものとして世間において彼岸に赴く。

これが、世尊の説かれた道理であると私は聞いた。
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こうして見ると、韻文経典の頃からの bhava と tan
̇
hāの強い結びつきに、散文経典の時代

になって新たに kāmaが加わり、これを持って「三愛」が形成されたと考えることも可能だろ

う(26)。

それでは、kāma が付加された理由は何だったのだろうか。これに関しては、先述した「三

漏」に見られる kāma と bhava の関係性が、ある種の枠組みとして働いたと考えることがで

きるだろう。実際に、「kāma に対する tan
̇
hā」と「bhava に対する tan

̇
hā」の双方を、先の

Dhammasaṅgan
̇
i における「欲漏」と「有漏」の解説中に見ることができる。

さらには、kāma と bhava に対する様々な心の働きの中から特に tan
̇
hāが取り出され、これ

を軸に「三愛」という纏まりが形成された背景として、原始仏教における tan
̇
hāが、次第に重

要な意味を担う用語となっていったことを挙げることができるだろう(27)。

なお、「三愛」における bhava は、実際には bhava ／ vibhava の二類に分けられるのである

が、これに関しては既に最古層経典であるAvに次のような偈を見ることができる。

Yassa nissayatā nʼ atthi, ñatvā dhammam
̇
anissito / bhavāya vibhavāya vā tan

̇
hā yassa na

vijjati, (Sn, 856)

依拠することのない人は真理を知ってもそれに依存せず、生存に対する渇愛も、生存を離

れることに対する渇愛も存在しない。

Niddesa によれば、上記の bhavāya vibhavāya とは「有見 (bhavadit
̇
t
̇
hi)／無有見 (vibhava-

dit
̇
t
̇
hi)」、もしくは「常見 (sassatadit

̇
t
̇
hi) ／断見 (ucchedadit

̇
t
̇
hi)」を意味しているという(28)。

周知のように、原始仏教が興起した時代には、輪廻を巡って諸学派の様々な見解が唱えられて

いたのであるが(29)、原始仏教は一貫してこのような見解に拘泥することには否定的な態度を

示していた(30)。

したがって、「三愛」における bhava-tan
̇
hā、vibhava-tan

̇
hāもまた bhava に対する「見解

(dit
̇
t
̇
hi)」を意味しているのであるが、一見すると「三漏」に現れる bhava とは意味合いを異

にしているようにも思われるだろう。しかしながら、生存 (bhava) への見解に拘る心理の根

底には、自己自身の存在への強い執着があることもまた事実である。たとえば次の It の用例

には、「常見・断見」に一喜一憂する人々のあり様が描かれている。

Dvīhi bhikkhave det
̇
t
̇
hi-gatehi pariyut

̇
t
̇
hitā devamanussā liyanti eke atidhāvanti eke

cakkhumanto ca passanti. Kathañca bhikkhave oliyanti eke? Bhavārāmā bhikkhave

devamanussā bhavaratā bhavasammuditā, tesam
̇
bhavanirodhāya dhamme desiyamāne

cittam
̇
na pakkhandati na pasīdati na santit

̇
t
̇
hati nādhimuccati, evam

̇
kho bhikkhave oliyanti

eke. Kathañca bhikkhave atidhāvanti eke? Bhaveneva kho paneke at
̇
t
̇
iyamānā harāyamānā
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vibhavam
̇
abhinandanti. Yato kira bho ayam

̇
attho kāyassa bhedā paramu-maran

̇
ā

ucchijjati vinassati na hoti param-maran
̇
ā, etam

̇
santam

̇
etam
̇
pan
̇
ītam
̇
etam
̇
yathāvan-ti,

(It, 49)(31)

比丘達よ、二見によって捕らわれている神々及び人々のある者は執着し、ある者は超越す

る。また、眼ある者は見る。

それでは、何に執着するのか。比丘達よ、生存を喜び、生存を楽しみ、生存を喜悦する

神々及び人々は、生存を出離する教えが説かれつつあるとき、心躍らず、喜ばず、動揺し、

信じることができない。比丘達よ、ある者はかくの如くである。それでは、何に超越する

のか。実にある者は生存に悩み、愧じ、生存を離れることに歓喜する。なぜなら友よ、意

味するところは、体が破壊された死後、切断され消失し、その後の死は存在しない、これ

が平安であり、すばらしいことであり、真実であるという話である。

このように「見解 (dit
̇
t
̇
hi)」には理知的な側面がある一方で、「常見・断見」のような生存

に関わるものには、根底に生命への本能的な渇望が潜在していると理解すべきだろう(32)。

2. 3. ｢三求」

esanā (< esati, Sk. es
̇
an
̇
ā) とは「追究、探求」等を意味する語であり、「三求」には〈kāma、

bhava、brahmacari〉の三項が含まれる(33)。

MN には「三求」に関する教説は見られず、DN では 33 経の教理集成に「三求」が示され

るのみである。一方で「三求」がしばしば現れる SN、AN においても、その内実に関する具

体的な言及は見られない。ただANの以下のような用例から、kāma、bhava、brahmacari の

三つの概念の相違点を見て取ることができるだろう。

kathañ ca bhikkhave bhikkhu samavayasat
̇
hesano hoti？ / idha bhikkhave bhikkhuno

kāmesanā pahīnā hoti, bhavesanā pahīnā hoti, brahmacariyesanā pat
̇
ippassaddhā. Evam

̇
kho bhikkhave bhikkhu samavayasat

̇
hesano hoti. (AN, 4. 38)(34)

比丘達よ、比丘が追究を完全に捨て去るとはどのようなことか。比丘達よ、ここに比丘は

kāma への追究を捨断し、bhava への追究を捨断し、清浄行への追究を止息する。このよ

うな比丘が、欲求を完全に捨てきった者である。

上記のように、kāma と bhava への追究に関しては捨断 (pahīna) が説かれる一方で、

brahmacari への追究に関しては止息 (pat
̇
ippassambhati) が説かれている。原始仏教は、あ

らゆる拘りからの脱却を理想としたのであり、清浄行の追究もまたその例外ではなかった。

このように brahmacari の位置付けは、明らかに kāma 及び bhava とは異なっており、「三
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求」における kāmaと bhava もまた一対のものと見なすことができるだろう。

3．kāmaと bhava の序列化

以上見てきたように、kāma と bhava は並行的な概念として共起したと考えられるのである

が、一方で修道論が体系化するとともに、kāma と bhava の間にはある種の序列が現れるよう

になる。これに関する記述は、次の Puggala-paññatti (『人施設論』) に見ることができる。

Katamo ca puggalo kāmesu ca bhavesu ca avītarāgo ? / Sotāpannasakadāgāmino, ime

vuccati puggalā kāmesu ca bhavesu ca avītarāgā. / Katamo ca puggalo kāmesu vītarāgo

bhavesu avītarāgo ? / Anāgāmī, ayam
̇
vuccati puggalo kāmesu vītarāgo bhavesu avītarāgo.

Katamo ca puggalo kāmesu ca bhavesu ca vītarāgo ? / Arahā, ayam
̇
vuccati Katamo ca

puggalo kāmesu ca bhavesu ca vītarāgo. (Puggalapaññatti, 3. 8)(35)

kāmaと bhava において離貪していない人とは、どのようなものであるか。

預流と一来がこれ、すなわち kāmaと bhava において離貪していない人と言われる。

kāmaにおいて離貪し、bhava において離貪していない人とはどのようなものであるか。

不還がこれ、すなわち kāma において離貪し、bhava において離貪していない人と言われ

る。kāma と bhava において離貪している人とはどのようなものであるか。阿羅漢がこれ、

すなわち kāmaと bhava において離貪している人と言われる。

上記によれば、kāma と bhava の両者に対する貪り (rāga) は、いずれも克服されるべきも

のであるが、克服段階としては kāma が bhava より先にあり、bhava はその後のさらに修行

が進んだ最終的な段階において克服される。「七随眠」における「欲貪 (kāma-rāga」が「欲

界」に関わるもの、「有貪 (bhava-rāga)」が「色界・無色界」に関わるものと見なされるよ

うになったのも、このような克服の難易における kāma と bhava の間の序列を反映したもの

なのだろう(36)。

しかしながら、原始仏教の経典中に kāma と bhava の序列に関する明確な記述を見ること

は困難である。但し、別の形での段階論として、AN, 4. 14. 131 には (1) 下界に結びつける束

縛 (orambhāgiyāni sam
̇
yojana、五下分結)、(2) 再生をもたらす束縛、(uppattipat

̇
ilābhikāni

sam
̇
yojana) (3) 生存をもたらす束縛 (bhavapat

̇
ilābhikāni sam

̇
yojana) という三種の段階にお

ける束縛と解放が示されている。ここでは、(3) の生存 (bhava) をもたらす束縛から解放さ

れたものが、阿羅漢 (Arahato) になると説かれているのであり、最終段階が bhava からの解

放である点において先の Puggala-paññatti との共通している。

このように、kāma と bhava においては kāma が後退する形で序列化がなされたのであるが、
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その前提には、既に kāma、bhava が一対の概念として存在していたという事実がある。また、

原始仏教において kāma と bhava に対する心の働きの克服が、少なくともある時期までは、

重要な課題と見なされていたと考えることができる。このことは、原始仏教における kāmaの

意味を考える際にも十分留意すべきだろう。

4．「三有」

｢三有」における kāma と bhava の関係は、ここまで見てきた並行的な関係とは全く異なる

ものである。だが、これについて論じる前に、原始仏教の経典には所謂「欲有」ではない

kāma-bhava が存在していたことにも、簡単に触れておく必要があるだろう。

4. 1. Sn における kāma-bhava

Sn に現れる kāma-bhava に対して、Paramatthajotikā (以下 Pj)(37) はそのすべてを

Dvandva (「kāma と bhava」) と解している(38)。具体的には Sn の次のような用例に対して、

各々下記の註釈が付されている。

“Gambhīrapaññam
̇
nipun

̇
atthadassim

̇
/ akiñcanam

̇
kāmabhave asattam

̇
…” (Sn, 176))

｢深い智慧があり、微妙な道理を見、無所有で kāma-bhava に対する執着がない… (略)。

→ Pj：「二種の kāma と三種の bhava に執着しない (duvidhe kāme tividhe ca bhave

alagganena)｣(39)

Yo ʻdha kāme pahatvāna anāgāro paribbaje, / kāmabhavaparikkhīn
̇
am
̇
… (Sn, 639)

kāmaを捨て、家を出て遍歴し、kāma-bhava が尽きたもの… (略)

→ Pj：「kāma が尽き、また bhava が尽きた人 (parikkhīna-kāmañ cʼ eva parikkhīna

bhavañ ca)｣(40)

“Yam
̇
brahman

̇
am
̇
vedagum

̇
ābhijaññā / akiñcanam

̇
kāmabhave asattam

̇
, …(Sn, 1059)

｢ヴェーダに精通したバラモンは、無所有で kāma-bhava に対する執着がなく… (略)。

…evam
̇
pi Todeyya munim

̇
vijāna / akiñcanam

̇
kāmabhave asattan” ti (Sn, 1091)

…(略) トーデイヤよ、聖者はまたこのように無所有で kāma-bhava に対する執着がない

と知るがよい。」

→ Pj：「kāmaと bhava に対する (kāmesu ca bhavesu ca(41)／ kāme ca bhave ca(42))｣(43)

上記 176 偈の註釈のように、Pj は bhava を「三種の bhava」(すなわち「三有」) として捉

えているのであるが、kāmabhava はあくまでも「kāmaと bhava」なのである(44)。

実際、Sn における kāma-bhava を Dvandva と見るのか Tatpurus
̇
a と見るのかという点に
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関しては、Sn の翻訳者によっても見解は異なっている(45)。確かに、Sn の中には kāma を状況

的に用いた用例 (「kāma における清浄行 (kāmesu brahmacariya (Sn, 1041))」)も存在してお

り、kāma-bhava を Tatpurus
̇
a として、すなわち「kāma における bhava」として解すること

も不可能ではない(46)。

だが、ここで指摘したいのは、Sn に現れる kāma-bhava が、Pj においては「kāma と

bhava」として註釈されているという事実である。kāma と bhava の両者を、独立・並行した

概念として挙げることは、Pj の作者にとって至極当然のことであった。その背景には、おそ

らく本稿で考察した kāma と bhava に関する並行的な位置付けがあったのだろう。ここで、

敢えてこの点を強調するのは、kāma-bhava=｢欲有」という一律の解釈によって、kāma と

bhava 双方の独立性が見失われるのを回避するためである。

4. 2. ｢三有」における kāma-bhava

散文経典に現れる「三有」は、多くの場合「有 (bhava)」の内実を解説する形で現れ、そ

の際には必ず「欲有」、「色有」、「無色有」の三種が纏まって言及される。

Tayo ʻme āvuso bhava : kāmabhavo rūpabhavo arūpabhavo. Upādānasamudayā

bhavasamudayo, upādānanirodhā bhavanirodho. (MN, 9)(47)

友らよ、これら三つの有がある。すなわち欲有、色有、無色有である。取の生起によって

有の生起があり、取の滅尽によって有の滅尽がある。

また、場合によっては次の用例のように「三界」説と共に現れる。

Kāmadhātuvepakkañ ca Ānanda kammam
̇
nābhavissa api nu kho kāmabhavo paññāyethā

ti? / No hʼeta m
̇
bhante. (略)

Rūpadhātuvepakkañ caĀnanda kammam
̇
nābhavissa api nu kho rūpabhavo paññāyethā ti?

/ No hʼeta m
̇
bhante. (略)

ARūpadhātuvepakkañ caĀnanda kammam
̇
nābhavissa api nu kho arūpabhavo paññāyethā

ti? / No hʼeta m
̇
bhante. (略) (AN, 3. 8. 76)(48)

｢アーナンダよ、欲界に異熟する業がなくても欲有はあると認められるのだろうか。」「尊

者よ、そんなことはありません。」(略)

｢アーナンダよ、色界に異熟する業がなくても色有はあると認められるのだろうか。」「尊

者よ、そんなことはありません。」(略)

｢アーナンダよ、無色界に異熟する業がなくても無色有はあると認められるのだろうか。」

「尊者よ、そんなことはありません。」(略)
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｢三有」における「有 (bhava)」とは、衆生の生存する状態のことであり、kāma-bhava は

「欲有」、「色有」、「無色有」という排他的な三種の場の最下層を意味している。したがって、

ここでの kāma と bhava は、共に静的な状況として個々人の活動の背後に退いているのであ

るが、一方で、先に「欲漏・有漏」、或いは「欲愛・有愛・無有愛」において示された kāma

と bhava は、個々人に直接的に関与する力動的な煩悩因として立ち現れる。「三有」における

kāma と bhava には、このような特性は完全に失われているのであり、ここに kāma と bhava

の用法上に見られる一種の断層が存在していると考えることができるだろう。

5．結び

本稿では、散文経典に現れる定型的な教理項目中の kāmaに焦点を当てて考察を行った。そ

の結果、kāma は教理項目の下位分類中に多く現れ、その際にはしばしば bhava と共起する。

そのため、本稿では kāma と bhava の関係に焦点を当てて検証を行い、両者が一対の並行的

な概念として教理項目中に組み込まれていることを明らかにした。その際、背景となった原始

仏教思想に関する考察も併せて行った。

本稿で明らかになったのは、次のような点である。

(1) kāma-āsava を含む「三漏」は、〈kāma、bhava、avijjā〉を構成要素として含んでいる

が、このうち、kāma と bhava は、煩悩を生む心の働きの対象として、一対の並行的な

概念と捉えられていた。

(2) 並行的な概念としての kāma と bhava の関係性は、「三愛」、「三求」にも見て取ること

ができる。但し「三愛」においては、本来 tan
̇
hāと強い結びつきを有していた bhava

に kāma が加わり、tan
̇
hāという概念を軸に「三愛」として纏められたと考えることが

できる。

(3) 修道論の体系化に伴い、kāma と bhava の間には序列が生じた。その結果、kāma より

も上位の段階に bhava が置かれるようになった。

(4) ｢三有」思想における kāma と bhava は階層化された静的な状況を意味しており、「三

漏」、「三愛」、「三求」に見られるような個々人と直接的に関わる kāma と bhava の概

念とは異なるものである。

〔注〕

( 1 ) 若干の異同は認められるが、第 33 経は漢訳『長阿含経』巻第八「衆集経」(大正蔵一、3b-52c)、第

34 経は『長阿含経』巻第九「十上経」(大正蔵一、52c-57b) に相当する。両経に現れる教理項目数

は、DN, 33 経が 1005、DN, 34 経が 550 であり、そのほとんどが重複している。

( 2 ) DN33、34 経に見られる形式はアビダルマの先駆的な形態と考えられ、両経は原始仏教後期の成立で

あると考えることができるだろう。水野［1997］では、パーリ・アビダルマを、以下に示す (1) か
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ら (6) の論述形式によって初期・中期・後期の三段階に区分しているが、このような論述形式の萌

芽は原始仏教後期の経典中にも見ることができると述べている。DNⅲ, 33、34 経はこの内 (1) に

類する論述形式を有していると言ってよいだろう。

(1) 諸法を一法二法三法というように増一的に集成すること。

(2) ある徳目をその徳目に従って類集し、それを分別解釈すること。

(3) 語句をアビダルマ的に定義すること。

(4) 諸法をあらゆる方面から考察すること。

(5) 諸法を百二十二問によって分別すること。(諸門分別)

(6) 諸法の相摂・起滅等の関係を考察すること。 (水野［1997］、p. 22)

( 3 ) DN, 33 経、34 経をあわせて 1000 を超える教理項目の中で、kāmaに関連するものは表中に示したも

のに限られるが、実際に経典中に現れる頻度は決して少なくないのである。

( 4 ) 榎本［1978-1979］によれば、āsava とは「流入」を意味し、行為の結果とその解消に関するインド

人に一般的な理論を表すものであるという。また、ジャイナ教はこの理論を保持したが、仏教はこ

れを新しく精神的なものに変化させたという。原始仏教における āsrava の語義の変遷については、

榎本［1978-1979］次の二点を指摘している。

(1) āsrava から流入の意味が失われ、一方では輪廻の原因、他方では行為の余勢、煩悩の余勢、或

いは煩悩と同次元のものへと展開する。

(2) やがて、āsrava は流出へと意味転化する。

( 5 ) MN (全 152 経) において「漏尽智」の定型が現れるのは下記の経においてである。

MN, 4(MN i, p. 23)、MN, 19(MN i, p. 117)、MN, 27(MN i, p. 183)、MN, 36(MN i, p. 249)、MN, 39

(MN i, p. 279)、MN, 51(MN i, p. 348)、MN, 60(MN i, p. 413)、MN, 65(MN i, p. 442)、MN, 76(MN

i, p. 522)、MN, 79(MN ii, pp. 38-39)、MN, 85(MN ii, p. 93)、MN, 94(MN ii, p. 162)、MN, 100(MN

ii, p. 212)、MN, 101(MN ii, p. 227)、MN, 112(MN iii, p. 36)、MN, 125(MN iii, p. 136)

同様に DN (全 34 経) において「漏尽智」の定型が現れるのは以下の経においてである。なお、経

典によっては、同じ内容が隣接して二度、三度と繰り返されている。

DN, 2(DN i, p. 84)、DN, 3(DN i, p. 100)、DN, 4(DN i, p. 124)、DN, 5(DN i, p. 147)、DN, 6(DN i, p.

158)、DN, 7(DN i, p. 160)、DN, 8(DN i, p. 174)、DN, 10(DN i, p. 209)、DN, 11(DN i, p. 215)、DN,

12(DN i, p.2 33)

( 6 )「漏尽智」の前段には、多くの場合四禅の修習が挙げられる。四禅の後には「漏尽智」のみが挙げら

れる場合と「三明」が示される場合、及び「六明」を挙げる場合がある。

( 7 ) MN i, p. 23

( 8 ) 水野［1997］によれば、Dhamma-saṅgan
̇
i は中期アビダルマに属し、後述する Puggala-paññatti は

初期アビダルマに属している。(水野［1997］、pp. 22-23)

( 9 ) Dhammasaṅgan
̇
i, p. 195

(10)「欲漏」に関する記述は、Niddesa における kilesa-kāma の註釈の前半部分とほぼ同趣旨である。第

二章の注に示したものを再掲する。

kilesa-kāma とは何か。kilesa-kāma とは、欲求であり、貪りであり、欲求と貪りであり、思惟で

あり、貪りであり、思惟における貪りであり、kāma における kāma への欲求、kāma への貪り、

kāma における歓び、kāma への渇愛、kāma への愛執、kāma による苦悩、kāma における昏迷、

kāma への執着、kāma という暴流、kāma という軛、kāma への取着、kāma への欲求という蓋で

ある。(Nd, vol. 1, p. 2)

(11) Dhammasaṅgan
̇
i, pp. 195-196

(12) 原典には、「苦の滅における無知」の一節が抜けているが、ここでは原典に従って訳出した。

(13) この語の翻訳は佐藤［1938］の訳に拠った。(佐藤［1938］p. 286)

(14) たとえば、AN, 4. 1. 10 では、「四軛」の下位分類項目についての定型的な教説の後に、次のような概

略的な偈が付されている。
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Kāmeyogena sam
̇
yuttā bhavayogena cūbhayam

̇
/ Dit

̇
t
̇
hiyogena sam

̇
yuttā avijjāya purakkhatā /

Sattāgacchanti sam
̇
sāram

̇
jātimaran

̇
agāmino. / Ye ca kāme pariññāya bhavayogañ ca sabbaso /

Dit
̇
t
̇
hiyogam

̇
samuhacca avijjañ ca virājayam

̇
/ Sabbayoga-visam

̇
yuttā te ve yogātigāmino ti.

(AN, 4. 1. 10)(AN iv, p. 12)

kāma の軛と bhava の軛の両者に縛られ、見解の軛に縛られ無知に導かれる衆生は、生と死に向

かう者、輪廻に赴くものである。Kāma と bhava の軛を遍く知り尽くし、見解の軛を根絶して、

無知を離れ、すべての軛をはずした者、彼らは軛を越えたものと言われる。

(15) MN i, p. 504

(16) MN i, p. 504

(17) 但し、Sn には kāma-tan
̇
hāの使用は見られない。

(18) ここでは「種々の生存」と訳したが、翻訳書には「有・非有」を含めたさまざまな訳語が見られる。

いずれにせよ、幾度も繰り返される再生と再死を意味するというのが、bhavābhava の主たる解釈で

ある。

(19) なお、「種々の生存」の代わりに、「再生 (puna-bhava)」が用いられることがある。

“Tan
̇
hādhipanne manuje pekkhamāno / Piṅgiyā ti Bhagavā / santāpajāte jarasā parete,̶ / tasmā

tuvam
̇
Piṅgiya appamatto / jahassu tan

̇
ham
̇
apunabbhavāyā” ti (Sn, 1123)

ピンギヤよ、tan
̇
hāに陥った人々が苦悩を生じ、老衰に打ち負かされるのを観察しているのだから、

それゆえピンギヤよ、あなたは怠ることなく、再生しないように tan
̇
hāを捨てよ。

また、Sn の 517 偈、519 偈、638 偈、740 偈、752 偈、729 偈、746 偈には「sam
̇
sāra」(輪廻) が用

いられているが、最古層経典であるAv、Pv にはこの語が現れない。これについて並川［2008］は、

原始仏教が対峙していたバラモン教の説く「輪廻」という表現を直接的に用いたくないため、バラ

モン教で用いられていた「輪廻」を避けたのではないかと述べている。(並川［2008］、p. 97)

(20) MN i, p. 108

(21) AN ii, p. 1

(22) DN ii, p. 90

(23) AN ii, p. 247

(24) 但し、「縁起」説に関連する教説では「六愛」となる。

(25) It, p. 50

(26) 中村［1994］によれば、元来一つであった tan
̇
hā がある時期に「kāma-tan

̇
hā」と「bhava-tan

̇
hā」

に分かれ、さらに後になって「vibhava-tan
̇
hā」が付加されたということである。(中村［1994］、p.

459) しかしながら、Av に既に vibhava-tan
̇
hāが現れているのに対し、Sn には kāma-tan

̇
hāの使用

が見られないという点から、少なくとも Snに関して上記の説は当て嵌まらないのだろう。

(27)「三愛」の形成過程で tan
̇
hāがそのような位置付けに置かれたのか、或いは tan

̇
hāの位置付け自体が

「三愛」成立の根拠となったのかは、現時点では不明である。

(28) Niddesa i, p. 245

(29) たとえば、カタ・ウパニシャッド (Kat
̇
ha-Upanis

̇
ad、KU) において、ナチケータスは死神ヤマに

以下のように問いかける。

死んだ人間に関して、次の疑惑がある―「彼は存在する」と、ある人々は言う。「彼は存在しな

い」と、他の人々は言う。

お前に教えられて、わたしはこのことを知りたい。これが、三つの願いの中の第三のものである。

(KU i, 20) (湯田［2000］p. 446)

この物語からも、古代インドの人々にとって、死後の存在の有無が極めて重要な関心事であったこ

とが窺える。

(30) 原始仏教は輪廻に関わる見解に拘泥することを否定したが、一方で輪廻思想それ自体を直接否定す

ることはなかったようである。なお、これに関して並川［2008］は、Sn においては輪廻への拘りが

仏教の教えと相反すると見なされていること、Sn 全体が輪廻を否定する文脈で説かれていることを
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指摘している。(並川［2008］、p. 99)

(31) It, pp. 43-44

(32) これに関連して、Avには次のような偈を見ることができる。

Dhonassa hī nʼ atthi kuhiñci loke / pakappitā dit
̇
t
̇
hi bhavābhavesu, / māyañ ca mānañ ca pahāya

dhono sa kena gaccheyya : anūpayo so. (Sn, 786)

清められた人は、実にいかなる世においても種々の生存に対する構想された見解がない。幻惑と

慢心を捨て、清められた人はどうして (種々の生存に) 赴くことがあるだろうか。彼は執着のな

い者である。

このように「常見・断見」は、生存 (bhava) と見解 (dit
̇
t
̇
hi) に跨る概念でもある。

(33) 片山［2006］の補注では、欲貪と結ばれた不善の身業、語業、意業が kāma-esanāであり、有貪と

結ばれた不善の身業、語業、意業が bhava-esanāであり、辺執見と結ばれた不善の身業、語業、意

業が brahmacari-esanāであるとされている。(片山［2006］、p. 267) ここでも、修道論的な解釈が

なされていることがわかる。

(34) AN ii, p. 41

(35) Puggalapaññatti, p. 32

(36) 原始仏教経典中の anusaya (随眠) の数は、常に「七」と決まっているわけではない。たとえば、

MN, 9 経では「貪、瞋、見、慢、無明」の 5 であり、MN, 44 経、148 経では「貪、瞋、無明」の 3

であるとされ、さらにMN18 経では「貪、瞋、見、疑、慢、有貪、無明」の 7 とされている。この

ように、anusaya (随眠) の教説は「三漏」のように早くから固定された表現形式を持っていたわけ

ではない。したがって、「欲貪」、「有貪」に関しても当初より序列化に対応した形で置かれていたわ

けではないのだろう。

なお、註釈書には「欲漏」、「有漏」に関する序列を示唆する記述が見られる。それによると「欲漏」

とは pañca kāmagun
̇
āのある貪り、「有漏」とは色・無色の生存への貪り、及び常住・断滅の邪見を

伴う禅定への欲求を意味しているという。 (片山［1997］、p. 51)

(37) Paramatthajotikāは 5 世紀にブッダゴーサによって作成された Sn の註釈書である (但し、異説あ

り)。Ndと註釈箇所が重複する部分では、概ねNdの解釈を尊重し踏襲している。

(38) これ以外にも「tan
̇
hābhava は尽きた (tan

̇
hābhavaparikkhīn

̇
am
̇
(Sn, 640))」に対して、Pj は

「tan
̇
hāと bhava」というように註釈しており、kāma 以外の概念においても bhava との関係性は同

等のものと見なされている。(Pj ii, p. 469)

(39) Pj i, p. 215

(40) Pj ii, p. 469

(41) Pj ii, p. 592

(42) Pj ii, p. 597

(43) なお、これに関してはタイ語版を底本とする『小義釈』(水野訳) でも同様の註釈がなされている。

(水野［1940］、p. 125、p. 215)

(44) これに関しては、Ndの註釈も同様である。

(45) kāmabhava の解釈は翻訳者によって異なっている。たとえば水野［1939］、中村［1991］は

Tatpurus
̇
a として訳出し、荒牧［1986］は Dvandva に解している。また、宮坂［2002］では両者が

混在している。また、英訳では Norman［2001］がすべて Dvandva に解している。以下、和訳の用

例を挙げる。

・水野訳：Sn, 176、639、1059、1091 偈=｢欲有」

・中村訳：Sn, 176、1059 偈=｢欲の生存」、1091 偈=｢欲望の生存」、639 偈=｢欲望の生活」

・宮坂訳：Sn, 176、1059、1091 偈=｢欲望の生存」、639 偈=｢欲望と生存」

・荒牧訳：Sn, 176 偈=｢欲望の対象にも、くり返し再生してそのまま生きていく世間的存在にも」、

1059 偈=｢さまざまな欲望の対象にも、繰り返し再生してこのまま生きていく存在にも」、

1091 偈=｢さまざまな欲望の対象に対しても、くり返し再生してこのまま生きていく輪廻
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的存在に対しても」、639 偈=｢欲望もなく、それによって生まれ変わることもない人」

(46) 但し、Tatpurus
̇
a と解するとしても、Sn に現れる kāmabhava はもちろん「三有」における「欲有」

ではない。なぜなら、本文中の用例のように原始仏教経典における「三有」の教説は kāma-bhava、

rūpa-bhava、arūpa-bhava が一組で言及されるのが原則であり、さらに Sn には未だ「三界」説が

現れないからである。中村［1994］は、「三界」説そのものが後代の教義学者の案出したものである

と述べている。(中村［1994］、pp. 695-697 参照)

なお、Sn にも「色 (rūpa)」、「無色 (arūpa)」という語の使用を見ることができる。これについ

て中村［前掲］は、Sn では世界を「物質的領域」と「非物質的領域」の二つの領域に分け、それぞ

れの領域における生存を説いたと述べている。(中村［1994］、pp. 724-725)

Ye ca rūpūpagā sattā ye ca aruppavāsino / nirodham
̇
appajānanta, āgantāro punabham

̇
. (Sn, 754)

色に属する衆生と無色に住む衆生は、滅尽を知らないため再生に至る者である。

Ye ca rūpe pariññāya aūpesu susan
̇
t
̇
hitā. / nidodhe ye vimuccanti, te janā maccuhāyino ” ti. (Sn,

755)

しかし色を明らかに知り、無色によく安立する者は滅尽において解脱し、死を捨て去った人々で

ある。

同様に、SN の Sagātha-vagga-sam
̇
yutta においても、SN i, 5. 3 (SN, p. 131)、 SN i, 5. 6 (SN i, p.

133) に、色／無色の「二界」が示されている。また、Tha には 378 偈に kāma-dhātu が現れるがこ

れも単独の使用であり「三界」説とは関連がないだろう。

(47) MN i, p. 50

(48) AN i, p. 223
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論 文

戦争を支えた滋賀の教育

―― 『近江教育』と教師――

田 中 哲

〔抄 録〕

本論考の目的は、1931 年から始まる 15 年間の戦争に対して､滋賀の教育と教師は

どのような役割を果たしたかを『近江教育』を通して明らかにすることである。『近

江教育』には、満州事変以前から学者・文化人による満州進出への意義が説かれてい

たが、戦争の拡大と共に教師自らの寄稿による日満共存共栄論や満蒙開拓青少年義勇

軍の活躍を伝える内容が掲載され、教え子を戦争へとかり出す姿が掲載される。教育

の内容においても国史教育が皇国教育に、郷土教育が愛国教育に変わっていく姿を

『近江教育』の記述を通して見ることから、戦争遂行を支えた滋賀の教育を考察する

ことができる。

キーワード：満蒙開拓青少年義勇軍、『近江教育』、郷土教育、国史教育

はじめに

これまでの研究で、滋賀県においては成人の満州移民は百人足らずの 93 人で送出数は全国

最下位にもかかわらず、満蒙開拓青少年義勇軍は 1,354 人と全国中位の数を送り出し、国から

の割り当てに対する送出率が全国一・二位を占めるに至る背景を検討してきた。

そしてそこには、滋賀県の教育が大きな役割を果たしてきたことを見てきた。具体的には①

青少年の義勇軍志願に向けての教員の熱心な勧め、②教員の代表による現地満州への視察と報

告、③学者を含む知識人による教員への啓発などが挙げられる。こうした内容が滋賀県教育会

発行の『近江教育』にその都度掲載されたことが大きな要因としてあげられる。

中国への進出をはじめ侵略戦争に荷担していく滋賀の教育については、木全清博の『滋賀の

学校史』(1)、伝田巧『滋賀の百年』(2)、全教滋賀教職員組合編『滋賀の教育運動史』(3) にその姿

が描かれている。とりわけ木全清博は近著『滋賀の教育史』(4) のなかで、「15 年戦争下の国

史・地理の授業」の章を設け、○天皇制ファシズムと皇国史観の教育は、日々の歴史や地理教
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育の授業のなかにどのように貫徹していったか。○戦争と軍国主義の正当化はどのように授業

で教えられたのかを検討している。

また、直接聞き取りをした K さんはじめ 5 人の方々の口からは「自分から希望して」「就職

先が決まっていたのを止めて義勇軍に志願した」「大陸に憧れて」などと、他国への侵略意識

は感じられず、宮城道良の指摘する「当時の“日本軍下級兵士は加害者であり、加害者にさせ

られた被害者”という重層性があった｣(5) は、まさに侵略者としての自覚のないまま教員の求

めに応じて青少年義勇軍に参加した青少年にもあてはまるものと考える。

こうした青少年を生み出し、青少年を「自主的に」大陸侵略に取り込んでいった滋賀の教育

と教師の姿を『近江教育』を通して考察する。

1、戦争へと向かう教員

(1) 問われる教員のあり方

【史料 1】犠牲的精神の発露について ――國家意識燃焼の好機を捉え充実せしむべき國体観

念」加藤咄堂 1932 年 4 月号

人間として犠牲的精神ほど貴いものはないであろう。(中略) 古従近来世界中どの國を

捜しても、我が國民ほど犠牲的精神の伏在せる國は恐らく無からうとおもう。若夫れ明治

維新前に遡つて之が例證を求むれば、適切な実例は如程でも有るが、最も近き例證として

は、今般の滿蒙〈マゝ〉事変と上海事変に當つて、忠魂義膽に満ちてる幾多の我が軍人が、

我をも忘れて君國の爲に死を顧みず、覚悟の臍を固めて出征した事實に徴すれば之を窺ひ

知ることを得るのみならず、殊にその最も適切な例證としては、かの肉弾の三勇士や五勇

士のことを顧ふだけでも首肯し得られよう。日本以外の他の國民に斯くも壮烈無比な貴き

肉弾の犠牲を拂ふ國民が何処に有るであろうか。

昨年来の滿洲事変と上海事変とが大なる動因となって、國民の國家的意識が著しく擡頭

しかけたことは、恰かも休火山が驟かに爆発して燃焼し始めたにも等しく、この國家意識

燃焼の好機を逸することなく、一般國民に犠牲的精神を吹聴することは實に急務中の急務

であつて、また非常に有効なことであろうと信ずる。(26 頁)

加藤は、突撃する軍人の姿を忠義として讃え、犠牲的精神とは命を軽視し、「あきらめの精

神」が基礎をなすと述べている。しかも、軍隊教育が犠牲的精神を養成しうる最大の原動力を

「明治大帝が軍人に下し賜へる軍人勅諭の賜であると断言することを憚らないものである (29

頁)」としている。また結論として、「精神力は科学の力を超越する」とし我が国固有の精神文

明を早急に復興することと「国体の尊厳」を重視することを教員に求めている。さらに、満州

事変・上海事変を機に一般国民に上の史料にあるように命を軽んじ、犠牲的精神を広めること

を強調する内容になっている。その後の軍国主義教育に向かう教育を考えると、この年 (昭和
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7 年) に出された上の文書はその後の教員と教育のあり方に大きな影響を与えたと考える。

昭和 8 年の新年号の巻頭文には前年 11 月の全國小学校校長会議での鳩山一郎文部大臣の訓

示が掲載される

【史料 2】「鳩山文部大臣訓示」1933 年 1 月号

小学校教育者ニアリテ地方教化ノ中心トシテ仰ガレ地方ノ指導者トシテ目セラレタ人モ

少カラヌノデアリマシテ我ガ國民教育ノ発展ハ實ニ其ノ力ニ依ルモノデアリ、(中略) 國

民教育者ニアリテハ我ガ國體ニ関シ確固タル信念ヲ把持シ、身ヲ以テ児童ヲシテ國民的ア

ラシムルヤウ風化スルコトガ肝要デアリマス。天壌無窮ニ幸運ヲ扶翼スルハ國民教育者ノ

使命ニシテ唯國民教育者ニ依ツテノミ眞ニ実現ヲ期シ得ルモノタルコトヲ示サナケレバナ

リマセン。(5 頁)

上の訓示の中で鳩山文部大臣は小学校教員による皇室中心の国民教育の推進とその教育を身

をもって示すよう求めている。一方、訓示の中で「左翼ノ主義者ハ勿論、教員ニシテ極端ナル

右傾運動参与セル者ノ如キモ断固トシテ之ヲ排撃スル (同 4 頁)」とも述べて教員の思想的自

由を制限し結果として教育の自由を奪うことに繋げている。

そして、その年の『近江教育』5 月号、6 月号では立て続けに教育者自らが、国家内外に於

ける現状認識を深めること非常時の覚悟をつねに以て教育に当たることを求められるようにな

る。また、6 月号には次のような「國際聯盟離脱ニ関スル滋賀縣訓令」が伊藤武彦知事の名で

出され、教員に一人の異心も許さない、一日の偸安邁進させるものになっている。「今ヤ國ハ

建國以来未曾有ノ非常時ニ直面セリ國民挙ツテ一人ノ異心一日ノ偸安ルナク只菅ニ聖旨ヲ遵奉

シテ帝國ノ使命遂行ニ邁進スベキノ秋ナリ」との認識が説かれている。

さらに昭和 8年度滋賀県教育方針では、非常時に於ける教育対策の実施について述べられて

いる。同 5月号には『非常時教育其の施設』のなかで松島一雄視学は「今回の聯盟離脱によつ

て切実に國力の振張るを期さねばならぬ事態に立ち至った這般の事情を洞察し更に國民生活の

現状を観察して茲に特に教育上着目すべき非常時教育対策の特殊の一面がなければならぬ。」

(18 頁) と「非常時に応ずる教育特殊方面として留意すべき事項」として次の点をあげている。

【史料 3】「非常時教育其の施設」

一、時局の眞相を正確に理解せしむること

1、訓話講話講演に依ること

2、國定教科書中國際聯盟に関する事項はその改訂を見るまでは詔書の御趣旨に従ひ

聯盟本来の使命と帝國の所信を明にし聯盟離脱の所為を知らしむること

二、國民的信念の涵養に務むること

1、皇室尊崇國家愛護の精神を涵養すべき施設の徹底を講ずること

2、國家的行事の趣意徹底を期すること

3、敬神崇祖に関する施設の徹底を期すること
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4、公民的訓練の徹底を期すること

5、修身國史地理教授の徹底を期すること特に國史教授の徹底を期すること

国際連盟からの離脱を機に、「非常時」という言葉が幾度も使われている。この「非常時」

を巧みに使い、無条件・無批判に国の言うがままの教育を進めるものになっていく。合わせて

日本の進出の正当性と皇室への忠誠を「時局が求める教育」として強調する内容になっている。

(2) 全国小学校教員精神作興大会への参加

もう一つ、昭和 9 年この間の教員の意識変革に大きな影響を与えたものに、「全國小学校教

員精神作興大会」への参加がある。4 月 3 日「全國小学校教員精神作興大會」が全国から小学

校教員 36,000 名を集め皇居前の広場で開催された。滋賀県からも校長 43 名、男子教員 125 名、

女子教員 54 名、合計各校一人ずつの 222 名が参加している大会は次のような決議を採択して

いる (『近江教育』461 号 1934 年 4 月号)。

決議

一、我等ハ協心戮力國民道徳ノ爲ニ邁進シ愈々國民精神ヲ発揚シテ肇國ノ宏謨ヲ國

民教育ノ上ニ光輝アラシメムコトヲ期ス

一、我等ハ至誠一貫職分ヲ楽ミ身ヲ以テ範ヲ示シ師表タルノ本分ヲ完ウセムコトヲ

期ス

昭和九年四月三日

全國小学校教員精神作興大會

参加者の一人、大会委員の杉本一郎は「全國小学校教員精神作興大會状況報告」なかで天皇

の言葉を直接聞いた感動を次のように述べている。

【史料 4】「全國小学校教員精神作與大會状況報告」1934 年 4 月

御勅語を下し賜ふことを承はつた時既に我等の胸は畏さに強く打たれたのであり、更に

陛下に咫尺して直接玉音を拝聴し得られ様など夢想だにしなかつた事であるだけに、一同

は感激殊の外深く、空前の光栄に有難さ勿體なさに唯々涙がせき上がって來るのみであり

ました。(113 頁)

天皇の言葉を直接耳にした杉本は神国日本の子どもを育てる教育の仕事に携わることに感動

し、決議文にあるように皇国教師としての自覚を一層高めたと思われる。

天皇の言葉のあと、内閣総理大臣、文部大臣と言葉が続くが、何れも「國民挙テ世ニ其ノ忠

誠ヲ致ス是レ我ガ國民ノ國民教育ノ根本ニシテ」と教育の中心に皇室の歴史と天皇への尊敬を

おくことを参加した教員に求めている。全国から 36,000 名もの小学校教員を集めたのは子ど

もの早い時期から皇国民育成の教育の徹底のねらいが読み取れる。
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そして、滋賀県下でも 4 月 7 日膳所小学校、4 月 8 日彦根東小学校で滋賀県教育会主催の滋

賀教育精神作興大会が開催されている。ここで注目すべきは参加者数である。県下の各小学校

幼稚園、実業補習学校、中等学校男女教員のそれぞれの半数以上に参加を求めていることであ

る。会長祝辞の中で、滋賀県教育会会長でもある伊藤武彦は参加した教員に次のような言葉を

贈っている。

惟フニ現下我ガ國ノ情勢ハ内ハ日進月歩ノ國是ニ則リ國力愈々充実シ外ハ滿洲建國ヲ機

トシテ國際場裡ニ特異ノ地位を確保シツゝアリト列強ノ注視ハ漸ク烈シク國歩必ズシモ安

易ナラズ。(106 頁)

満州国建国を機に築いた地位に対して国際社会のきびしい視線があり、日本の歩む道は容易

でないと述べ引き締めをはかっている。

大会に先立つ 459 号では『日本精神顕揚の教育』と題した論文がある。

【史料 5】「日本精神顕揚の教育」稻本彌三郎 (島尋常高等小学校) 1934 年 2 月号

現下非常時日本は日本精神をその指導原理として要望している。(中略) 吾等は日本人

だ。静思せねばならぬ。建國の歴史は悠久だ。三千年来鍛えられた大和民族だ。今次の日

支事変に現れた如く、全体奉仕の精神が湧然として國民霊感の源泉から出てくることは力

強い感がする。吾等は各科経営上この日本人伝統の精神を培養して日本文化の特質を発揮

していかねばならぬ。ここに私は日本精神の陶冶に関係深い、修身、國史、読方、地理其

の他につきその経営上の着眼点を内省してみることによって感じを新たにしてみたい。

(88 頁)

｢全國小学校教員精神作興大會」は国民精神発揚に全国の教員を動員する画期になっている

が、稲本はすでに先立つ 2月号で、修身、国史、読方、地理に時代に合った教育内容を求めて

いる。これまで稲本の所属していた島尋常高等小学校は郷土の自然・社会・人文の現象を子ど

もに調査させて郷土の現実をありのままにつかませようとする郷土教育の滋賀県の中心校で

あった。稲本の論文の続きには国民精神発揚を修身を例として「眞日本人の実質は萬世一系の

皇室並に継承に対する絶対的な信念を持つこの伝統的精神である。この信念は働きによって忠

となる。忠とは皇運扶翼であつて、天皇に対して一切を捧げる態度の外ならぬ」を取りあげ、

郷土愛から国家愛へと大きく変換して行っている。

青少年義勇軍を送り出す教員の側から必ず子どもたちに向かって「お国のために」という言

葉が使われ、子どもたち本人も「お国のために」と決意し満州へと向かった歴史がある。国や

県が盛んに使った「天皇への忠」と「お国のために」は学校教育全体とりわけ修身、国史、読

方、地理の教科を通して浸透していったと考える。また、作興大会には県下の教員の半数以上

の参加を求めていることからして、教員を直接丸ごと国策推進の人格に作りかえようとする意

図が見える。教員の人格まで軍国主義化させることに怖ろしさを感じないわけにはいかない。
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2、教育の具体的展開

｢戦争と軍国主義の正当化はどのように授業の中で教えられたか」を『近江教育』の記述か

ら見てみる。

(1) 郷土教育の転換

滋賀県において戦前の教育に大きな影響を与えたものに郷土教育がある。現在の近江八幡市

にある島尋常小学校の郷土教育の取り組みは、昭和初期において全国各地から見学者が多くあ

る郷土教育の推進校として『近江教育』にも何度も取りあげられ滋賀の教育現場に大きな影響

を与えたと考えられる。滋賀県の郷土教育は、1930 (昭和 5) 年 2 月に県知事が男女両師範学

校長及び小学校長に対して、郷土調査に着手する計画を諮問したことから始まる。同年 8月に

は「県下七ヵ所において開催され、延べ参加者人数 3,094 人 (うち小学校教員 2,957 人は複数

回参加者を含む、1930 年の小学校教員数は 2,778 人) で、ほぼ県内小学校教員全員が参加して

いる。ここでは教師主体による郷土調査、郷土研究が推奨された。島小学校から始まった子ど

もの調査・研究を中心とした「郷土読本づくり」は県下各学校で取り組まれ、労作教育、作業

教育と結合して体験学習の郷土教育が広まっていった。

しかし、早くも満州事変の始まる 1931 年になると近江教育の郷土資料室経営方針に次のよ

うな文章が現れてくる。

【史料 6】「郷土資料經營方針 (要旨)」1931 年、1月号、蒲生郡島小學校

人は誰でも郷土を有し、多くのものは郷土に生れ、郷土に終る。郷土に對する愛着思慕

の情は、人間至醇の心である。而して郷土生活の間に自ら形成さらるゝ愛郷心はやがて愛

國心となり郷土の發達、繁榮に寄与することはやがてまた國家の隆昌に貢献する所以とな

る。(中略) 今や我が國は、思想國難、経済困難に直面してをる。此の國家的大問題の根

本的解決の道は、實に我が國民教育に於ける郷土教育の徹底にある。(49 頁)

同年の滋賀県初等教育研究会の発表の中で島小学校の訓導の栗下喜久治郎は「農村生活が行

き詰まっている今日としては、その実情を調べ、その打開策を調べることこそ現時の農村の郷

土教育でなければなりません。」と述べている。生活の場である農村の荒廃の中で本来子ども

の生活現実と結合した学習が特徴であった郷土教育が客観性を失い主観的・精神的な郷土愛の

教育に変えられ始めている。現実の生活が厳しくなる中で、その問題やその矛盾の解決に教育

が無条件・直線的に対応することは決して解決につながらず、むしろその矛盾の本質を見失わ

せるものになっていったと思われる。

1932 年になると、さらに郷土教育が奨励され、愛郷心の培養と真の愛国心が近江教育の中

で求められる。

そして、「世界経済の大勢に逆行する郷土愛の教育を否定し、郷土教育の重点は近代社會の
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動向を直視して、そこに児童青年の歩むべき道を発見するに在り」(太田彌三郎、女子師範学

校付属校) と、個性尊重と個を生かす郷土教育から近代社会の動向を直視した教育=｢全体の

中の個」の教育へとからみとられていく。

そしてこの年を境に、島小学校の実践も郷土教育連盟の機関誌から消えていく。前述した

「精神力は科学の力を超越する」として「国体の尊厳」と犠牲的精神の重視を教員に求めた加

藤咄堂の『近江教育』での論考 (史料 1) に基づく教育が推し進められていく。

1933 (昭和 8) 年 7 月 7 日、8 日の二日間従来の例を破って地方の島小学校を会場として第

44 回初等教育研究会が開催された。そのときのようすを『近江教育』は次のように報じてい

る。

【史料 7】「第四十四回初等教育研究會要録」1933 年 8 月号

主催は師範學校であるのであったが仕事の實際は会場に當てられた蒲生郡の島小學校が

世話をなし半分は島小學校の研究發表であったといってよい、郷土教育の研究會なので天

下にその名を響かしている島小學校を会場としたことは今回の研究會を最も有意義に終始

させた。(中略) 飜って惟ふに、現下の我國情を顧み、愈々健實有為なる第二の國民の養

成と、土に根ざせる底力ある郷土文化の進展を期することは國際連盟脱退によって國際的

孤立の位置に立つ祖國日本の危機を救ひ、輝かしき新日本建設の第一義的基底であって、

我等初等教育者に課せられたる刻下の急務である。(3 頁)

このように開催の趣旨を述べ、郷土教育の意義及び目的では「郷土愛の感情を養ひ、國家愛

まで発展させるところの教育である」と位置づけを行っている。島小学校の研究の中心である

稲本彌三郎が郷土教育・勤労教育・公民教育を束ね支えるものとして日本精神に立つ教育を推

奨することから転換後も満州事変後の教育に絶大な影響を与えたと考えられる。

また、稲本彌三郎は『近江教育』に「郷土に卽せる訓練の教育」で、本校訓練の方針を滋賀

県教育の重大方針として指示された実践として報告している。

【史料 8】「郷土に卽せる訓練の教育」稲本彌三郎、蒲生郡島小學校、1938 年 11 月号

特に農業的作業は全校兒童に之を課し、一面實際の知識技能を収得させると共に之に依

りて始めて強固な勤勞精神、共同一致の念、愛郷心等を啓培し、全身全靈を大地に捧げつ

くす農民魂の育成を企圖し、眞に日本精神の生くる兒童を育んとしつゝあるのである。

(20 頁)

稲本のこうした報告は、教え子を積極的に満州へと送り出し自らも満州に渡った甲賀郡小原

小学校の教員竹村国三郎の回想録(6)にある「当時高等科を担任していた私は、平素の指導の中

でこの志気を養成するため、義勇軍の歌を謡い、講堂建築用材を学林へ伐採に行き、ある時は

裏山の開墾に汗を流すことが、大陸開拓への進取的気性をふるいたたせるものだと信じ、これ

も教育指導の一貫だと考えて実行した」に通じるものがある。

さらに、島小学校の体験教育が軍国主義教育へと大きく変化した姿を島小学校の教育実践誌
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『土の教育学・村の新建設』(7) にある「國策にそふ養兎經營實踐」に見ることができる。

【史料 9】國策にそふ養兎經營實踐 (1939 年)

あの可愛らしい白兎が文字通り身を剥いで忠勇なる將士の友となり、乾燥肉として食用

に供し、留守を守る家人の家計を助けとなる外、兎肉の榮養によって銃後國民の榮養を增

すなど、その功績多く之に對して感謝せねばならない。農村の我々は大いに養兎に努力以

て國家に御奉公申し上ぐべく幼き兒童と共に養兎報國の實を擧ぐべく専心努力致さねばな

らぬと思ふ。(151 頁)

兎はどんなことに用いるか、①生肉――陸軍では毒ガスの試験に用ひられる様である。

②兎毛皮――當局では防寒被服用として用いられる。私達は戰地で御活躍下さる忠勇な

る勇士に對して溫かい兎の毛皮をうんと御逘すると共に、益々飼育の努力致さねばならな

い。③兎肉――滋養分も多いので全部國内で消費されている。(154 頁)

兎の飼育の目的が軍人の防寒用毛皮の素材となり、食用だけではなく生きた兎が毒ガスの実

験に使われることが学校が発行する著作物に明記されるまで教育内容と目的が大きく変えられ

たのである。

(2) 國史教育の進め方

1940 年 (昭和 15 年) 9 月号の『近江教育』の「皇民錬成・大東亜教育を目指す本校國史教

育」(北里小・富田清淳) は、1934 年 (昭和 9 年) から掲載されてきた国史教育の見方と展開

について滋賀の教育の集約的内容をなしている。また、この時期は、1938 年 (昭和 13 年) 本

格的に始まる満蒙開拓青少年義勇軍に参加する青少年が学校で直接国史の授業を受けた時期と

重なり、彼等の社会認識と義勇軍参加に対して少なからず影響を与えたものと考える。

①「皇民錬成・大東亞教育を目指す本校國史教育」

先ず富田は、国史教育を大東亜共栄圈下の国民学校教育の中核をなすものと位置づけて、皇

民錬成国史教育の重大性を述べている。「亞細亞を救うのも日本であり、亞細亞を興隆し繁栄

させるのも日本である」として、大東亜教育の大分野をなすものが国民科国史と地理であると

位置づけている。そして国史の学習を通して次の 2つのことを強調している。

【史料 10】「皇民錬成・大東亞教育を目指す本校國史教育」1940 年 9 月号

○今や興亞日本の大使命を達成せしめるためには、先人の雄々しき意氣を傳承し、先ず

以て有為の青少年を大陸並に南洋に発展せしむることである。今後の國史教育者は先人発

展の資料を教材として織込み、我等の祖先の業績としていける物語を学ばしめて兒童に感

激と発奮とを促し、大いに海外発展の意氣涵養に努めねばならない。(48 頁)

○従来國史教育は國家を強調するあまり他國人に対して敵愾心、侮蔑心を煽動する傾向

がないでもなかった。今後は八紘一宇、興亞日本の大使命に鑑み、我が民族の特質たる親
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和性・包容生・同化性を一層助長することに努め大國民たるの襟度を涵養しなければなら

ない。(48 頁)

いずれも海外進出を前提にしており、先人の海外進取から学ばせ、一方では大東亜共栄圈の

拡大を前提にアジアの人々に対して八紘一宇の精神のもと道徳的に一体化を目指す内容になっ

ている。論文のまとめは、

香港が落ち、マニラ亦陥落した。東亞の癌は次々と除去され、明朗亞細亞が建設されつ

つある。ああ何たる栄光ぞ。何たる感激ぞ。世界を更新するといふ建國の大理想は今正に

開けて行く。(50 頁)

このように結び、児童に海外発展へのあこがれと亜細亜への進出を明るく描いて見せている。

こうした国史を学ぶ青少年には、満州に亜細亜にと夢と希望を膨らます内容になっていると思

う。

②【史料 11】「興亞精神と國史教材の觀方」日沖圓蔵 (滋賀縣師範学校訓導) 1939 年 10 月号

(1 頁〜17 頁)

日清日露の兩役は我が國が東洋に於ける使命達成の上の序幕であった。而し東亜の問題、

日支日露の関係でなく當時極めて低級なる朝鮮及び支那の社會と高度に発展した經濟力を

持った欧米近代社會的組織を持った先進國との結合點に起こった現象として、(中略) 滿

洲事変はかかる歴史的意味よりして日清日露の兩役より継続發展した現象と見ることが出

来る。

日沖は朝鮮や中国に対して一段低い社会という認識の上で、当時の満州事変を見ていること

が明らかである。対外戦争の当事者や相手国をどのように見るかは戦後の両国の関係まで縛る

ものである。ここでも中国を一段下に置いていると思われる。こうした師範学校の訓導の認識

は他の一般校の教員に大きな影響を持ったと思われる。

③同年 4月には前年の 9月号にも登場した富田清淳の「皇民育成・興亞教育を目指す我校の國

史教育」が出される。

【史料 12】「皇民育成・興亞教育を目指す我校の國史教育」富田清淳 1940 年 4 月号

論文の冒頭部分で富田は國史教育のあり方を次のように述べている。

皇國民道の錬成は主として國民科に於いて行はれるもので、國民科に於いても國史科は

過去の皇國民道を温ね之を鑑として現在に将来に実践せしめるもので、國民教育の中核を

なすものである。(中略) 従来の國民教育は単に知らしめる道徳教育に終つた。知らしめ

る教育は兎角抽象的知識の詰込に終始して、人格の力ともならず、國民としての迫力に乏

しく、皇運扶翼し奉るべき國民の錬成は望めなかった。今回の改革精神は、知らしめる教

育より行はしめる教育、鍛錬の教育へと革新されるものである。(3 頁)
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｢支那事変」が起こって 4年目、求められるのは皇民錬成と東亜教育の実践的態度たる「行」

の教育である。満州への国策も具体化されなければならない。国策遂行の皇国の道を教えるも

のが国史であるとし、続いて富田は次のように述べている。

滿蒙の新天地は既に日滿蒙支一體の新國家の基礎は愈々鞏固ならんとする。滿蒙開拓鍬

の戦士の活躍大いに見るべきものあり大陸発展への國策は愈々確固となった。蒙疆の一僻

村も、やがては四川、雲南の僻省も従来の単なる支那に於ける一村一省ではなくて、かゝ

る僻地も我が國との交渉の上に立つ所のものになることをよく理解せしめ、東亞新秩序建

設への教育こそ最も緊急なるものである。(4 頁)

富田は、八紘一宇の精神を具現する人物養成のため国史教育をもとに国史教材、経済教材も

満州・支那の支配には重視が必要だと説いている。更に海外進出を念頭に「特に國史地理に於

いては、日本の縦の姿が國史であり、横の断面で縦の姿の現在に現はれたものが地理である」

(11 頁) として、

過去に於ける邦人の海外発展を語るものは、他の教科に於いても其の一端に触れること

はあるにしても主としてそれを語るのは國史である。従来は國史の一事件として簡単に扱

われたが、この點にも意を用ひて過去に於ける邦人発展の事情を詳にし、現在の事情を地

歴を通して明にし、大陸発展の國策より、明治時代に於いて日本の領土が臺彎、樺太、朝

鮮と拡大せる如く、昭和の今日には東亞大陸をも日本の宇となせる事情を理解し、大陸進

出の機運を養わねばならない。(12 頁)

このように時局に応じた取り組みを公開している。とりわけ明治以来の日本大陸への発展を

歴史の中に位置づけ、「八紘一宇」の姿を正当化させるねらいが見られる。こうした国史教育

は富田の所属する北里校に限らず、青少年を満州へと送り出す教育は県下各地で推し進められ

たと考える。

3、教員の果たした積極的役割

教員の果たした積極的役割は、満州に限らず戦争の全面展開の中でさらに大きくなっていく。

アジア・太平洋戦争の開始の年の 12 月号には、堅田国民学校において「興亞教育研究會發要

領」が出され『近江教育』に掲載される。その中では「興亞教師像」が説かれている。

【史料 13】「興亞教育發表に際して」 田中庄次郎 (堅田國民學校長) 1941 年 12 月号

第一は「教師道の確立」の問題で、何としても教育の根源は皇國を根本とする師の實踐

其のものであり、之を除いて他に何物もなく、教育に關する凡てを解決すると思ふ。中心

に和を求め師弟同行の自らなる姿に於いて時務の認識を教育生活の中に生々發展させて行

きたい。そのためには「捨て身で行かふ」「人事を盡して天命を俟たう」と、不言の中に

交流する三十餘名の教職員の堅き決意は、師道實踐の上に所謂殉職の姿として展開され
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つゝある事を私は信じる。(27 頁)

校長として田中は教育の根源を皇国教育に求め、「三十餘名の教職員中一名でも道のために

緩みがあってはならない」と後段で述べている。職員に捨て身で教育に当たらせる教育に、皇

国教育に邁進する指導者としての姿が読み取れる。さらに、どんな子どもにしたいかについて

は「大國民への錬成」以外にないとして、皇国道徳に基づく魂の錬磨の必要性を強調している。

アジア・太平洋戦争の開戦直前の 12 月号という誌面 (昭和 16 年 12 月 1 日発行) からして開

戦直前の現場の校長の息づかいが伝わってくる内容になっている。

【史料 14】

學童に對する直接要求 (どんな子供にしたいか) であるが、要は「大國民への錬成」に

外ない。(中略) これらの性格啓培には、皇國道徳に基づく魂の錬磨を必要とするので、

日々の訓練、躾に意味を持たせつゝ修練し、遂には「皇國民たり」との信念に燃ゆるゆか

しき信仰の士に導きたいと念願してゐる。(28 頁)

教育において、どんな子どもに育てたいかは中心的な課題である。皇国=国家があってその

下に子どもがいるという子ども観は国家主義・軍国主義を育てる教育につながるものである。

他国へ侵略したり、他国と戦争する状態が生まれたりする土壌には必ず個人の上に国家を置き、

個人が国家に押しつぶされる現実をこうした誌面から見ることが出来る。

開戦の翌年 2月号には大東亜戰下の教育の特集が組まれ、「師道」という論文が掲載される。

その中で、中島正治 (坂田郡法性寺校) は求められる戦時下の教師の姿を次のように描いてい

る。

【史料 15】

或る日綴方の時間に自分の将来何になり度いか尋ねた事がある。四十二名の子どもが思

ひ想ひの希望を語った。或る子は、空だ男の行く所、少年航空兵となって自爆すと云って

のけ、西住戰車長の後をつぐと云い、揃ひも揃って御國に役立つ人になり度いと云った。

あの時ほどうれしく思ったことはなかった。(中略) 未曾有の大維新であるこの秋に生を

受けた喜びを思ふとき、國民学校教師たるものは、まず本当の志士であれ、國士であれと

叫ばずには居られない氣持ちである。(65 頁)

中島は「神様の前にぬかづく気持ちがなかったら、神の國に生まれた皇國の民たる価値がな

い」と述べ教え子を皆お国のために役立つ子に育てることが国民学校の教師の役目であるとし

ている。そして、「國民学校の教師たるもの、最も立派な皇國の臣民でなくてはならん」とし

て中島は自分の学校のようすを交えて『近江教育』に寄稿している。自分の学級の子どもたち

を例にして、国民学校の教師たるもの「國民学校に學ぶ子ら、子らの總べてがこのような決意

に燃え立ってゐるであろうことを思ひ浮かべて」教育すべきことをまわりの教師に促している。

以前は、主に指導的立場にあるものや学者などが満州開拓の必要性や意義を説いていたが、

ここに来て現場の同僚ともいえる教員から皇国教育が述べられているところに時代の特徴を感

佛教大学大学院紀要 文学研究科篇 第 47 号 (2019 年 3 月)

― 77 ―



じる。『近江教育』に掲載された教員自らの執筆による文章も昭和 16 年 8 論文、昭和 17 年 15

論文、昭和 18 年 11 論文 (資料として残る『近江教育』は昭和 18 年 8 月号まで) と急激に増

加している。後に述べるように現場の教員に「求められる教員像」を自ら描かせるような編集

の意図が読み取れる。

さらに昭和 17 年 1 月号には大東亜戦下の教育の特集が組まれ、文字通り「大東亞戰下に我

等は如何になすべきか」が掲載される。そのなかで、金川健一 (滋賀師範学校教諭) は「舊臘

八日、米英二國に對する宣戰が布告されたその瞬間、日本を盟主とする大東亞經濟の曙光は閃

き渡った。この曙光こそ、思へば大和民族が過去數百年、幾度も空想し幾度も試みた南方への

夢の實現の曙光である」述べている。南方への夢の実現という日本の南方進出策をストレート

な形で表しているところに政治課題に教育が絡みとられていく姿を端的に見ることが出来る。

2 月号では「國民錬成への挺身」という論文が掲載され、ますます学校が鍛錬主義、精神主

義に陥っていくことがわかる。

【史料 16】「國民學校の精神・國民錬成」護 賢壽 (今津中学校)

國民學校は従來の教授學校から鍛錬學校になったという點に大いなる新精神を見出し得

るのである。(中略) 要するに、人は鍛へれば鍛へる程偉大なる力を發揮するものである。

安逸な生活に放擲すればする程際限なく遊惰になってゆく。日本民族が、他民族を指導し

てゆく時代が、眼前に迫ってきた。國民の強き錬成によって強大なる日本國力を培養し、

世界無比の優秀なる國民性を昻揚し、惟神の民族使命の遂行に遺憾なきを期さねばならぬ。

(11 頁)

本来、学校は知識や文化遺産を伝え、教授するところであった。しかし、戦争の進行ととも

に「人は鍛えれば鍛えるほど、偉大な力を発揮するものである」という鍛錬主義に変えられて

きている。この背後には、知識をもとに合理的にものを考える教育が消えていくことになり、

ますます精神主義がはびこることになると予想される。ましてや戦争に対する疑問や批判は生

まれにくくなり、一段と戦争への道を歩むことになったと思われる。

満蒙開拓青少年義勇軍については、源信彦 (三雲國民學校訓導) の「満洲開拓青少年義勇隊

教學奉仕報告」がある。その中で源は 12 月 8 日の開戦を喜び、また感激したことを記してい

る。また、自ら 10 人の子どもたちを送り出したことを誇らしげに述べている。

【史料 17】

十二月四日下關を出航して以来四日目の七日夕、國都新京に着いた。その翌日の朝まだ

早き何と心地よいニュースが入ったことか。(中略) 固唾をのむ三度の放送をこんなとこ

ろで聞かうとは。旅の疲れも何のその私等はいそいそ明日からは現地に懐かしい教え子を

訪ねお國の使いとして教學に奉仕するのだ。(中略) 私の學校から送った十人の子らは皆

私の教え子である。訓練所の現在の姿は必ずしも滿足でない幾多の改善工夫創意を要する

問題が残ってゐる。この國策事業は文字通り日滿兩國の國民運動となってこそ輝かしき成
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果を収め得るのではなかろうか。日滿一億四千萬の國民が送出に後援に激励に指導に大き

な背景となって励みたい。(57 頁)

源と一緒に同行した一人大辻子俊次 (安曇國民學校) は「近時南洋へ南洋へと志望を有する

人多きも、大陸の子らは〈先生ノロ追ひは愉快です。雉子うちも面白いです〉聲も明るく強く

頼もしい」(61 頁) と元気な姿を紹介している。

農村部においては、農業を担う即戦力として青少年は期待され、また祖父伝来の家業に就く

ものもある中、農村部の能登川にあって川村傳三郎は、従来通りに郷土にとどまっているので

はなく「今日大陸を開拓することは絶對に必要な國策で有り、而も肇國の理想を顕現すると言

ふ重要事である」(46 頁) と述べ義勇軍への志願を呼び掛けている。そして、卒業生の多くの

義勇軍への志願を国民学校教育の成果と見て、大和民族の大陸移動は神の御業だとして義勇軍

綱領を校内に掲げている。さらに義勇軍の村を挙げての送り出しを出征軍人並みに取り扱って

いくことは喜ばしい事だと述べて一層の義勇軍志願を求めている。

【史料 18】「義勇軍の送出に就いて」川村傳三郎 (能登川東國民學校) 1942 年 6 月号

義勇軍送出には第一に此の精神教育の徹底が基礎的根本的重要事である、之は學校の信

念の待つ所が大で確固たる信念のもとに熱意を以つて蓄らねばその効果は挙がらない。生

徒は在學八ヶ年の學校教育に依って卒業時には國策線〈ママ〉に沿って就職するやうに錬

成されねば學校教育は成功したとは言いがたい。(中略) 大和民族の大陸移動は眞に天祖

の御宏謨であり、尊い神の御業であることに深く思ひを致し、本校では興亞室の床の間に

義勇軍綱領を掲げ義勇軍の重要性を認識せしめることに勉めてゐる。(46 頁)

おそらく能登川東国民學校では義勇軍綱領を掲げた興亜室に子どもを集め、義勇軍の重要性

を説いたのであろう。満州への移民は重要な国策であることが語られ、卒業時に満州移民の希

望の有無で 8年間の学校教育の成否を測るまで徹底していたのであろう。

昭和 18 年に入ると、新年号の巻頭言にも戦争が色濃く反映してくる。教育戦時体制という

中に「現下の國状にピッタリ合った教育に改めることが急務である」(1 月号 1 頁) という呼

びかけが読者である教員に向けてなされた。続いて『近江教育』には次のような表題の記事が

掲載される。

○譽れの遺族として (昭和 18 年 1 月号)

○時局の重大性に鑑み教育者は將に何を爲すべきか (昭和 18 年 3 月号)

○時局と女教師 (昭和 18 年 4 月号)

3 月号には「前線と銃後を結ぶ教育」居川縈一(神崎旭校) が掲載され一段と戦争を意識し

た内容が組まれる。

【史料 19】「前線と銃後を結ぶ教育」1943 年 3 月号

大東亞戦争は御稜威の下に、皇軍の戦果は燦として輝き太平洋及東亞に於て數世紀に亘

つて横暴を極めた英米の舊勢力は今や崩壊の一路を辿りつゝある。(中略) 由來國民學校
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は日本人的生活態度の錬成場として誕生したもので、單なる知識、技能の収得の場ではな

く、只管に大御心を奉戴して行く態度の訓練場であると言ふことが出來る。然らばその訓

練の根底はどこにあるか。それは言ふまでもなく教師の生活態度にある。卽ち教師その人

の日本人としての、活き方如何にあるといふことが出來る。教師自身が皇國の道を修練し

只管に勅語を奉戴して沒我無法の生活に徹して行く以外にない。こゝに生活訓練の要諦が

存すると信ずる。決戦下生活訓練の態度として、

▲先ず、今次大戰の性格を正しく認識させ次代を背負ふ皇國民を錬成すること。

▲第二には、心身一如の實踐的訓練を通して鞏固なる實踐意志を鍛錬すること。

▲第三には、喜んで戰争生活になりきらせること。

居川は教師の役割を上のような実践だと述べ、児童の教育においては「一途に修練へ錬成へ

と自主的自律的に而も加速度的に」行わなければならないと檄を飛ばしている。(21 頁) 戦争

に向かっての「自主性」、皇国民として「自律的」呼びかけは、子どもの内から育ってくる本

来の自主性や自立性とは無縁のもので、子どもを戦争に参加する人間に作りかえる働きをした

ものと考える。

続いて教員自身の軍隊体験が掲載されて、学校と軍がより身近なものになっていく。

【史料 20】「海軍に現役して」外村芳夫 (八日市校) 1943 年 3 月号

秋ぞ來れと念じたその日は以外にも早くやつて來ました。辛苦三十年多くの先輩は此の

日を待たずして尊い犠牲をともなつて海に殉じて行つた。自分は本當に恵まれてゐました。

然も緒戰のハワイ作戦に加えて戴きました。自分の配置に縈光の死場所を見つけたあの日、

俗念を忘れ最後の神酒を祝ひ、晴衣を着けて必勝を期した感激の日でした。その後數度の

作戦にも参加、死生の中に戰つた事もありました。唯至誠盡忠の氣持ちでした。(18 頁)

外村は、ハワイ作戦のあの日の感動は忘れないと述べ、外村の死をもって忠を尽くすという

死生観は読者である他の同僚に大きな影響を与えたと考えられる。こうした死をも美化する文

章が掲載されるところに教育が歯止めのきかない戦争に邁進していったことが伺える。

また、服部淳三 (大野校) は同号に、「大東亞戰争に参加して」の記録に海軍生活の長所を

書き上げている。(46 頁)

【史料 21】「大東亞戰争に参加して」服部淳三 (大野校)

僅かの期間であったが、この間に自分が大東亞戰争の一端に参加し得たと云ふ事は實に

男子の本懐として之に過ぐるものはないと思ふ。僅かな期間乍ら經て來た海軍生活に於て

長所と考へた點を述べたいと思ふ。

一、海軍では何をするにも大君の爲の信念を基として教育を行ふという事項である。

一、何事も規律を重んじ嚴格なる命令の下に行動されその命令に對しては絶對に文句は云

わせない。

一、必勝の信念を堅持し、日常の事項すべてが競爭であり、これに負けてはならぬ。(後
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略)

服部の体験から軍隊と学校の教育のめざすものが一体化していることがよくわかる。戦争は

外に向かっての行動であるが、戦争が遂行されようとしている時、「命令に絶対服従」など既

に国内も同じ価値を共有していることになる。むしろ、学校はその先導的な役割を果たしてい

たのではないかと思われる。

さらに、この時期にとりわけ満蒙開拓青少年義勇軍と海軍志願に尊敬の気持ちを持たせよう

とする次の論が掲載される。

【史料 22】「海軍志願兵及び義勇軍送出について」北中光治郞 (野洲郡速野校) 1943 年 7 月号

海軍志願兵送出や義勇軍送出は少し教科とかけはなれた様には思はれますが然し決戰下

の今日國民學校の本質より考へて、之程私達に課せられた重大な任務はなかろうと思ひま

す。(中略) 私の甚だつたない考へではございますが海軍志願兵及び義勇軍送出方法を述

べて全縣下の國民学校の諸先生の御奮闘をお願ひ申したいと存じます。

高二になれば直ちに父兄の承認 (義勇軍) の認印を得て願書を作成し、二、三學期は義

勇軍志願者を主とし海軍志願者を従として級長、副級長を之等志願者中より任命し、義勇

軍、海軍志願者の名誉と自覚を與へ級友には之等志願者に對して尊敬の心を啓培せしむ。

(45 頁)

義勇軍志願者や海軍志願者を級長、副級長にと任命し、学級の中で尊敬の対象に持ち上げて

いる。戦争が烈しくなる中、義勇軍志願者が昭和 17 年度滋賀県においては志願者が 200 人に

満たず 5 月まで補欠入所者の募集を行っている。18 年度も不足が生ずれば教育者の恥だと北

中は考えている。農村部に於いては直接の働き手が必要となる時志願者が減るのも当然と考え

られるが、『近江教育』を通しての県下の教職員に対しての「お願い」が続けられる。志願者

数の減少傾向からも日本の戦争遂行能力の全体的な弱体化がわかるように思う。

同年の同じ号の巻末に、「林君の面影」と題して追悼文が載る。

【史料 23】「林君の面影」東押立國民學校

林君の戰死をきいて二、三日の後一通の軍事郵便が學校に届いた。おゝ、それは林君か

らではないか、封を開けば三月三日二十四時の發信である。戰死八日前思えば君の最後の

便りである。「毎日お元気で日本の子供として御勉強の事と思ひます。先生も其の後力一

杯働いて居ります。(中略) 皆さんは日本人として生れ幸福な生活をしてゐますが、けつ

して君のご恩を忘れてはなりません。兵隊さんはみんな夫々の仕事に一心になつて之を果

たしています。どうか兵隊さんに負けない様に皆さんのつとめである立派な臣民としての

勉強に励んで下さい。それが直ちに忠であります」(巻末文)

こうして、教育誌にも現役の教員の死が美しい形で掲載され始める。林の手紙の紹介の後、

編集子は後記の中で「米英の海軍が全滅して日本の海軍が一隻残つて日本軍が勝つのだ」と総

力戦を想定して編集を終わっている。戦争にかり出された一人の教員の死の扱いが、多くの義
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勇軍の子どもたちや兵士の死の扱いを代表しているように思える。

おわりに

『曠野の青春』(8) のなかで林直義は、先輩の満州への送り出しを見て「よーし、僕も義勇軍

に志願して満洲へ行こう」と決断している。また、琿春で村づくりを進める K は老父母を現

地に呼んで暮らすことを想像して心を浮き立たせている。さらに、Nは指導する竹村先生の

言葉に感動し高い理想を持って極寒の地で生きていこうと決意している。これら一つひとつに

これまで同様に教育の役割と重い責任を見ることが出来る。

しかし、もう少し教育内容に立ち入って検討してみると、「反科学性」「非合理性」「精神主

義・鍛錬至上主義」が『近江教育』の中に随所に見られるようになってきていることが大きな

特徴をなしている。戦争が激しくなるとともに教科の科学性が失われ、「精神力は科学の力を

超越する」(加藤咄堂、史料 1) として「我が国の固有の精神文明を早急に復興させ、〈国体の

尊厳〉を重視すること」を教員に求めている。

検討してきたように、子どもの関心を大切にし、地域の客観的理解からスタートした滋賀の

郷土教育も島小学校の「郷土に於ける訓練の實際」のなかで稲本彌三郎は「日本精神の生きる

児童を育てる」の方針に転換し「郷土に即せる訓練の實際」(20 頁)、「氏神の社務所に集い」

「神武天皇の由來の意義を学び」「國旗掲揚、橿原神宮遙拝」(同 24 頁) へと天皇への忠誠を誓

う内容へと大きく転換している。

続いて、史料 16 にあるように、元来学校は知識や文化遺産を伝え、教授するところであっ

たが、戦争の進行とともに「人は鍛えれば鍛えるほど、偉大な力を発揮するものである」とい

う鍛錬主義が重視されるようになってくる。本文中でも指摘したが、知識をもとにした合理的

にものを考える教育が消えていくことになり、ますます精神主義がはびこることになる。そこ

からは、戦争に対する疑問や批判は生まれにくくなると考える。

教育政策を戦争遂行推進策や満蒙開拓青少年義勇軍志願増加に向け、教育内容を皇国日本を

もとに軍国主義化をはかっても、子どもに直接接する教員を変えないと国の意図した教育は貫

徹しない。アジア・太平洋戦争の開始の年の 12 月号に「興亞教育研究會發要領」が『近江教

育』に掲載され「興亞教師像」が説かれる。その中では「時局の求めに応じての捨て身の教

育」が求められ、「國民学校の教師たるもの、最も立派な皇國の臣民でなくてはならん」(史料

15) と「師道」と題した論文が載せられる。筆者は坂田郡法性寺校の中島正治と記されている。

以前は学者・文化人等が教師のあり方を説いたが、同僚ともいえる教員の中から皇国教育の推

進が強く求められ、呼び掛けられるところに一層の軍国主義化した学校の体制を見ることが出

来る。

そのような戦時体制下のなか、滋賀県においても満州侵略や戦争に異を唱えた教員がいた。
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滋賀県の湖東地方で教鞭をとっていた小山修吉である。滋賀民報社発行の『礎をきずいた人び

と』(9) によると、小山は 1917 年 (大正 8 年) 師範学校を卒業し、西押立小学校 (現在は東近

江市湖東第二小学校) の訓導を最初に勤めている。国内では 1930 年に満州への侵略に反対し

た新興教育研究所が脇田秀彦らによって創設される。小山はその機関誌『新興教育』の読者で

あった。1931 年 9 月 18 日、「満洲」への侵略戦争が開始された。新たな戦争への危機が現実

になったことに対して『新興教育』は直ちに戦争の本質を指摘し、反戦闘争を呼び掛けている。

しかし、当時こうした取り組みはやがて弾圧され、実践に取り組んだ教師は免職処分を受けた。

戦前の教育運動を研究している土屋基規は、このような時代にあっても教師の良心をかけた闘

いがあったことを次のように指摘している(10)。

それにしても、社会と学校教育の支配的傾向が、国民と子どもを好戦的な感情と、排外

主義、軍国主義にかりたてるとき、これに抗して教室の各教科の教授活動において正面か

ら反戦平和の教育に取り組んだ主体的な意欲をくみとらなくてはならない。(『近代教育労

働運動史研究』456 頁)

土屋のこうした指摘は今日において、教科教育の中に反科学性や非合理な内容が持ち込まれ

ようとしているとき、あらためて重要性を増しているように思う。

また、脇田は 1931 年 10 月 8 日の弾圧で逮捕されたが、当局側の手で残された資料の中に脇

田の実践「満洲事変と反戦教育」と題した記録がある(11)。その中で、脇田は「寒さ、食べ物

がない、兵隊は鉄砲にあたって死ぬかもしれない」と戦争のようすを教え、一家の働き手をと

られた農家が労働力を失い、凶作に悩まされて悲惨な状況にあることを子どもたちに訴えてい

る。戦争の真実の姿を隠蔽して、あたかも戦争による勝利は全国民的な利益であるかのような

宣伝が充満している当時にあって、彼は具体的な事実の説明によって、「戦争は損だ」という、

この単純な論理を子どもたちのものにしている(12)。こうした脇田の実践のなかに当時の状況

下にあっても一筋の光を見いだすことが出来るのではないだろうか。

さらに、木全によると「奥井は戦時下のぎりぎりの段階でも、子どもの興味や関心をもとに

した郷土フィールドワークから知的関心引き出す授業を試みた｣(13) と、軍国主義教育が推し

進められるなか、郷土教育の変質だけでなく、教科の本質を見失うことなく子どもの生活現実

とつないだ奥井のような実践が続けられいていたことを紹介している。このことは戦後いち早

くもう一度、科学的な教育をめざす教員や教育を生み出す上で貴重な財産になったことと思う。

脇田の上記のような実践は、子どもたちに事実を通して物事や出来事をリアルに見させ綴ら

せる生活綴方の教育に通じるものがある。見えにくいものが見える。事実を見つめることに

よって真実に近づく。そこから地域や社会の矛盾に気づく子どもが育っていく。また、奥井の

ように上からの軍国主義一辺倒の教育の中にあっても事実をもとに真実を求めた教員が地域に

いたことは現場の教員に励ましと希望を与えてくれるものである。戦前の滋賀での反戦・非戦

の教育の掘り起こしとともに、民主教育実践・綴方教育実践の発掘も急がれる。
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〔注〕

( 1 ) 木全清博『滋賀の学校史』(文理閣、2004 年)

( 2 ) 伝田功『滋賀の百年』(山川出版社、1984 年)

( 3 ) 全教滋賀教職員組合編『滋賀の教育運動史』(同編集委員会、1998 年)

( 4 ) 木全清博『滋賀の教育史』(文理閣、2015 年)

( 5 ) 近藤一・宮城道良『最前線兵士の見た「中国戦線・沖縄戦の実相」』(学習の友社、2011 年)

( 6 ) 竹村國三郎『北辺の墓標・第四次小波義勇隊開拓団の記録』(「北辺の墓標」刊行会、1971 年)

( 7 ) 矢島正信・栗下喜久治郎『土の教育學・村の新建設』(明治図書、1939 年)

( 8 ) 小波拓友会『曠野の青春』(同会、2000 年)

( 9 ) 滋賀民報社『礎をきずいた人々』(同社、1987 年)

(10) 土屋基規『近代教育労働運動史研究』(労働旬報社、1995 年)

(11) 森谷清によると、脇田の 3 年間の教育実践は「小学校教育の実情に関する二・三の覚書 ――教育左

翼化の考察のために」という手記として当局側の手で残されている。森谷清『教師の友』(桐書房、

1988 年、「プロレタリア教育の教育内容とその方法」)

(12) 森谷清 同書 (6 月号)

(13) 木全清博『地域に根ざした学校づくりの源流・滋賀県島小学校の郷土教育』(文理閣、2007 年)

(たなか さとる 文学研究科日本史学専攻博士後期課程満期退学)

(指導教員：原田 敬一 教授)
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研究ノート

ポオ “The Tell-Tale Heart” の五四前後の

漢訳について

――周瘦鵑と沈雁冰の翻訳を中心に――

白 須 留 美

〔抄 録〕

清末から民国初期にかけて、中国では西洋小説の翻訳が活発に行われた。初期の翻

訳ブームでは、文言文での翻訳や加筆、翻案が多く見られる。原作を忠実に訳す動き

が活発化していくのは、五四運動以降のことである。本稿では、民国初期に翻訳家と

して活躍した周瘦鵑が、1917 年に翻訳した『心声』と、五四運動以降に『小説月報』

などを中心に翻訳論を展開した沈雁冰が、1920 年に翻訳した『心声』をテキストと

使用し、両氏の翻訳を分析することで五四前後の翻訳小説の変化を知る具体的な一例

としたい。『心声』は、エドガー・アラン・ポオ (1809〜1849) の短篇小説 “The

Tell-Tale Heart” (1843) を原作とする。前稿「包天笑の翻訳小説『赤死病』につい

て」では、包天笑の訳が邦訳からの重訳であることを明らかにした。当時は日本語か

らの重訳が多く見られるが、両氏の翻訳は共に英語から直接に訳している。それ故に

ポオの原作に対する両氏の翻訳姿勢を鮮明にすることができる。

キーワード：周瘦鵑、沈雁冰、心声、The Tell-Tale Heart、五四運動

はじめに

清末から民国初期にかけて、中国では西洋小説の翻訳が活発に行われるようになった。西洋

小説の翻訳は、西洋の文化や思想などを伝えるのみならず中国に新しい形の文学をも齎した。

梁啓超が提唱した政治小説(1)はその一つであり、科学小説や探偵小説、児童小説なども新たに

入った文学の形である。中国人の手に拠る翻訳小説として最も早いものは、1872 年に雑誌

『瀛寰瑣記』(第 3 期〜28 期、1872 年 12 月〜1874 年 12 月) に掲載した『昕夕閑談』(エド

ワード・ブルワー=リットン著、“Night and Morning”(2)) とされる(3)。

以後、西洋小説の翻訳ブームが起き、多くの翻訳家を輩出した。その中で大きな影響を与え
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た翻訳家の一人に林紓 (1852〜1924) がいる。彼は、『巴里黎茶花女遺事』(1899、デュマ著

『椿姫』) や『黒奴吁籲天録』(1901、ストウ夫人著『アンクルトムの小屋』) など 180 作品にの

ぼる小説の翻訳を手がけた。ただし林紓は外国語に通じておらず、彼の翻訳はもっぱら外国語

に精通した人物を介して中国語に訳すというものであった。この為、彼の翻訳は原文を忠実に

翻訳するというよりも翻案作品である。彼の翻訳スタイルの特筆すべき点は、西洋小説を流麗

な文言文で翻訳したことである。この翻訳スタイルは知識人に広く受けいれられ、以後西洋小

説の翻訳は文言文で訳すことが主流となった(4)。無論白話文での翻訳もみられるが、文言文と

比べると少ない。白話文での翻訳が主流となるのは五四運動以降である。

当時、西洋小説は雑誌や新聞で大量に訳されるようになったが、翻訳ブームの初期のころは

原文からの翻訳よりも、すでに欧米の翻訳が進んでいた日本語からの重訳が多くを占めていた。

それに加えて、翻案や誤訳、主人公の名前や道具などの名称を中華風に変更するなどといった

点も多く見られた。こうした状況は日本の翻訳小説の初期に見られるものと同様である。

その後、日本の翻訳が漢文調から次第に口語調へと変化したように、中国においても文言文

から白話文へと移行していった。同時に、これまでの翻案、加筆などの点を排除し、原作を正

確に翻訳していくという動きが活発化していく。翻訳の方法に関して活発な議論がなされるよ

うになるのは、五四運動以降のことである。

まさに五四運動を境にして中国の翻訳史は変化を迎えたと言えるわけだが、これについては

既に多くの先行研究に述べられてきたことである。しかし五四運動前後の翻訳の変化において、

翻訳された作品を詳細に見ようとする研究はあまり多くない。作品を具体的に見ることは当時

の翻訳の状況を知る上で非常に重要な工程と考える。

本稿では、民国初期の翻訳家として多くの作品を翻訳した周瘦鵑と、五四運動以降に『小説

月報』などを中心として翻訳論を展開した沈雁冰の両者が翻訳した短篇小説『心声』をテキス

トとして使用し、両者の翻訳を分析することで当時の翻訳小説の変化を知る具体的な一例とし

たい。『心声』は、エドガー・アラン・ポオ (1809〜1849) の短篇小説 “The Tell-Tale Heart”

(1843、邦題『告げ口心臓』(5)) を原作とする。周瘦鵑は 1917 年(6)、沈雁冰は 1920 年(7)にそれ

ぞれ訳している。

『心声』をテキストとする理由としては、五四前後に見られる翻訳上の変化を同一のテキス

トから見ることができる。また周瘦鵑は翻訳家であると同時に鴛鴦蝴蝶派の代表作家であり、

沈雁冰は新文学派を代表する作家である。前稿「包天笑の翻訳小説『赤死病』について｣(8) で

は、周瘦鵑と同じく鴛鴦蝴蝶派の代表作家である包天笑の『赤死病』(原作、エドガー・アラ

ン・ポオ “The Masqueof the Red Death”) の訳が日本語からの重訳であることを明らかにし

た。当時は日本語からの重訳が多くみられるものの、周瘦鵑と沈雁冰の翻訳は共に英語から直

接に訳している (これについては節 2-1 で述べる)。英語から直接に訳していることで、ポオ

の原作に対する両氏の翻訳姿勢を鮮明にすることができると考える。
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1、周瘦鵑と沈雁冰の翻訳姿勢

まず周瘦鵑と沈雁冰の翻訳に対する姿勢をみていきたい。ここでは『心声』を翻訳した時期

を中心として両氏に関係する資料からその翻訳に対する姿勢を探ることとする。

1-1、周瘦鵑の翻訳姿勢

周瘦鵑 (1895〜1968) は、上海出身で、本名は周祖福、字は国賢。筆名は周瘦鵑、泣紅など

がある。民国期に翻訳家、編集者、作家として活躍し、後に園芸家としても名を馳せる。周瘦

鵑は貧しい家庭の出ながらも、上海の中学校に進学した。彼は在学中に英語で書かれた作品を

多く読み耽り、卒業後は英語教師として中学校に留まる。しかし中学在学中より雑誌へ投稿を

繰り返していたことで、後に彼の作品が包天笑 (1876〜1973) の目に留まり、作家としての道

が開かれ職業作家へと転身した。その後、欧米作品の翻訳や創作活動などで人気を博し名声を

得ていった。周瘦鵑の翻訳活動は、1910 年代〜20 年代をピークとし、その後は次第に減って

いくものの、翻訳数は 489 作品にものぼるとされる(9)。また創作活動も活発に行っており、

『小説月報』や『礼拝六』、『紫羅蘭』など多くの雑誌に発表していた。

周瘦鵑は多くの翻訳を手がけていたにもかかわらず、翻訳に対する考えを述べた資料は少な

い。『心声』を翻訳した時期に彼の翻訳姿勢に関する資料は見つからなかった。彼の翻訳観を

窺い知ることのできる数少ない資料としては、1928 年の『上海画報』第 406 期 (10 月 27 日)

の「胡適之先生談片」がある。周瘦鵑と胡適の出会いは 1928 年 3 月に胡適が仲人を務めた結

婚式であった(10)。二人は初対面であったが、周瘦鵑はこの時胡適に談話の約束を取り付けた。

「胡適之先生談片」は、胡適との二時間に亘る談話の一部分を記事として掲載したものである。

胡適は対談中、周瘦鵑に雑誌『新月』(第 1 巻第 7 号、1928 年 9 月) に掲載した自身の翻訳

作品『戒酒』(オー・ヘンリー著) を見せ、以下のようなやり取りを行った。

私が「先生の翻訳は本当に原作どおりに直訳していますか？」と尋ねると、胡先生は、

「直訳できるものは直訳するが、もし訳しても人にわからない言葉であれば省略もやむを

得ないだろう。たとえばこの『戒酒』の中でも、いくつか省略している。」と言いながら

立ち上がり、オー・ヘンリーの原著を取って私にみせてくれた。「見てごらん。この初め

の数行は全てアメリカの土着訛りで書かれ、訳すのはとても大変だ。たとえ訳しても誰も

わからないだろう。だから私はその意味だけを取り、一言でまとめたのだ。」と。私は、

「僕は先生の訳されたものがとても好きです、いつもわかりやすい」と言うと、胡先生は、

「翻訳は当然明白であるのがよく、私の訳す短篇小説は、いつもまず妻と子供らに読み聞

かせる。彼らがもし理解できたならば、もう他の人が理解できないと心配することはない

からね。」と言った(11)。
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上記から周瘦鵑は、胡適が述べる翻訳方法に対して、好印象を持っていたことがわかる。こ

の部分から判断するに周瘦鵑は、胡適の考えに同調していたと考えられる。つまり周瘦鵑自身

も読者にわかりやすい翻訳を心掛け、そのためには意訳や原作の改変もやむを得ないと考えて

いた可能性が高いだろう。

1-2、沈雁冰の翻訳姿勢

次に沈雁冰の翻訳に対する姿勢を見ていこう。沈雁冰 (1896〜1981) は、浙江省桐郷県の出

身で、本名は沈徳鴻、字は雁冰。筆名は茅盾、玄珠など 60 以上みられる。北京大学預科第一

類に入学するものの、経済的困窮から本科進学を断念する。1916 年、商務印書館編訳所に就

職すると、英文部で科学小説などの翻訳、論文の執筆に携わるようになる(12)。1920 年から

『小説月報』の主編を務め、海外文学の紹介、文学論、翻訳などの執筆を精力的に行う。

沈雁冰の翻訳観を知るための資料は周瘦鵑と異なりいくつも見られる。主に沈雁冰が『心

声』を訳した 1920 年代の資料では、「通訊 翻訳文学書的討論 ――復周作人」(『小説月報』

第 12 巻 2 号、1921 年 2 月)、「訳文学書方法的討論」(『小説月報』第 12 巻 4 号、1921 年 4 月)、

「介紹外国文学作品的目的」(『時事新報・文学旬刊』第 45 期、1922 年 8 月)、「『直訳』与『死

訳』」(『小説月報』第 13 巻 8 号、1922 年 8 月)、「介紹西洋文芸思想的重要」(『民国日報・覚

悟』、1922 年 11 月 19 日) などにそれが書かれている。

沈雁冰は、翻訳は直訳すべきだと主張している(13)。しかしただ直訳するだけでは、「看不懂

(読んでもわからない)」・「看起来很吃力 (読むのに苦労する)」であり、そうした訳は「死訳」

であって、直訳とは言えないとした(14)。また原文を忠実に訳すことは当然とし、それに加え

て原文の情緒と風格を残すことも翻訳に求めた。それ故、翻訳する際には細心の注意が必要だ

とした。沈雁冰は、翻訳の最大の難題として中国と西洋の文章の違いをあげ、翻訳は原作の

「形貌 (形式)」と「神韻 (風格)」を同時には保てないとした。そこで沈雁冰は「私の個人的

判断では「神韻 (風格)」が失われて「形貌 (形式)」を保つよりも、まだ「形貌 (形式)」に

少し差異があったとしても「神韻 (風格)」を残したほうがいいだろう」と述べている(15)。

以上の資料より知り得た周瘦鵑と沈雁冰の翻訳に対する姿勢は、『心声』を分析する上での

重要な鍵である。以下、底本と段落構成にそれぞれの特徴を捉えつつ『心声』の分析をおこ

なっていきたい。

2、『心声』のテキスト

2-1、底本

周瘦鵑と沈雁冰の翻訳分析に入る前に、彼らが使用した “The Tell-Tale Heart” の底本につ

いて見ておきたい。
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“The Tell-Tale Heart” は、1843 年に雑誌 “The Pioneer”(16) に掲載されたポオの短篇小説で

ある。この作品は、主人公の男の一人語りにより、自身の犯した罪について語る方法を取って

いる。主人公の男は同居する老人の禿鷹のような眼に恐怖を感じるようになる。彼は深夜にな

ると老人の部屋に潜り込み寝ている老人の眼にランタンの微かな光をあてるという狂気じみた

行為に及ぶようになる。ある日、いつもと同じように老人の部屋に忍び込んだ際に、微かな物

音を立ててしまい、そして目を覚ました老人を殺害してしまう。男は自身の犯行を隠し通せた

と思い、翌日家に来た警察に対して初めは何事もなく振舞うが、次第に死体を隠した床下から

聞こえてくる心臓の音に狂乱し、ついには自ら死体の在りかを暴露する。男は老人を殺害する

ことで彼の眼への恐怖から解放されると思い殺害に及んだものの、次に死んだ老人の心臓の音

を恐れることとなる。この作品は男の狂気、妄想から理解し難い恐怖を感じさせるポオの代表

作のひとつである。

ポオ全集 “The Complete Works of Edgar Allan Poe”(17) によると、“The Tell-Tale Heart”

には大きく分けて三つのテキスト (1)“The Pioneer”、(2)“Broadway Journal”(18)、(3)“The

Works of the Late Edgar Allan Poe” (1850〜1856、以下、【Griswold】) が存在する。

(1) は “The Tell-Tale Heart” の初出雑誌、(2) は 1845 年に再掲載した雑誌、(3) はポオ

の死後に遺著管理人となったグリズウォールド (Rufus Wilmot Griswold、1815〜1857) に

よって刊行された作品集である。周瘦鵑と沈雁冰は、共に “The Tell-Tale Heart” の訳である

事を明言しているが、どのテキストを使用したかについては明らかにしていない。

上記の三つのテキストにはそれぞれ文字の異同、強調の箇所が複数あるが、大きな変更はあ

まり見られない。しかし (1) 及び (2) のテキストを使用する場合と、(3) のテキストを使用

する場合とでは翻訳の違いが現れる箇所が 1点見られる。それは第二段落の老人の眼について

の描写箇所である。(1)“The Pioneer” と (2)“Broadway Journal” のテキストでは、ʻHe had

the eye of a vultureʼ (彼は禿鷹のような眼をしている)とあるが、(3)【Griswold】版では、

ʻOne of his eyes resembled that of a vultureʼ (彼の片方の眼は禿鷹のようである) に変更され

ている。

では、周瘦鵑と沈雁冰はこの部分をどのように訳しているのか。

周瘦鵑訳：「而一眸尤肖鷹眼」(片方の眸はとりわけ鷹の眼に似ている)

沈雁冰訳：「他兩眼中的一隻像鷹眼」(彼の両目の片方は鷹の眼に似ている)

以上、両氏ともに「片方の眼」と訳していた。翻訳の違いがこの点以外から見られないが、

周瘦鵑と沈雁冰が【Griswold】版と内容を同じくするテキストを使用した可能性は高いと考え

る。本稿では、【Griswold】版を原作として、周瘦鵑訳並びに沈雁冰訳と比較するのに用いる。

また当時は日本語からの重訳が多く見られた時期でもある。この状況を踏まえ当時日本で翻訳

された “The Tell-Tale Heart” の翻訳 2作品(19)と比較したところ、段落構成及び翻訳からみて

も重訳している可能性は低く、両氏ともに英文からの翻訳だと考える。
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2-2、段落構成

次に底本の段落構成を見ておきたい。“The Tell-Tale Heart” は全 18 段落で構成されている。

これに対し、周瘦鵑訳は 6段落で構成されている。1段落から 3段落までの段落は原著と同じ

く分けているが、以後には変更が見られる。原作の 4〜11 段落を 4 段落目、12〜17 段落は 5

段落目、18 段落を 6段落目としている。

周瘦鵑の段落分けは、原作では細かに分かれている段落を纏めて一つの大きな段落へと改変

している。一方、沈雁冰訳は、原作と同じ 18 段落で構成されており、原作との違いは見られ

なかった。

3、『心声』の翻訳分析

では、いよいよ『心声』の内容について考察してみたい。周瘦鵑、沈雁冰の翻訳『心声』は

それぞれ文語調、口語調で翻訳されている。当時の翻訳の主流は文語文で書くものであったた

め、周瘦鵑はそれにならったといえる(20)。しかし、周瘦鵑の翻訳作品を全て文語文で訳した

わけではない。『心声』が収録された『欧美名家短篇小説叢刊』の 50 作品のうち口語の翻訳数

は 18 作品見られた(21)。沈雁冰は、商務印書館編訳所で翻訳に携わっていた際は文言文を使用

していた時期もある(22)。これは当時勤めていた商務印書館の状況によるものが大きい。周瘦

鵑と沈雁冰の『心声』の翻訳は五四運動を挟み 3年ほどしか離れていないが、五四運動を前後

して大きな変化があったと考えられる。次から『心声』の翻訳分析を行っていく。

3-1、文章からみる翻訳の違い

本稿では『心声』の翻訳を分析する単位として、文章と言葉を分けて見ていくこととする。

まず、文章の分析から見ていこう。周瘦鵑訳 (以下、周訳) と沈雁冰訳 (以下、沈訳) をそれ

ぞれ原作と比較した結果、周訳においては (1) 意訳、(2) 加筆・省略・移動などがおよそ 40

箇所見られた。一方沈訳の方は、ほぼ原作に忠実に訳され目立った文章構成の改変はなかった。

ここでは (1) 意訳の例と (2) 加筆・削除の例から、原作、周訳、沈訳の違いを見ていきたい。

なお、沈訳の段落番号は原作と同じなため省略する。

(1) 意訳の例

第 2段落 (周訳：第 2段落)
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ポオ I think it was his eye! yes, it was this ! (あの眼ですよ！ ええ、あれですよ！)

周訳
(1917)

惟其眸子，至足令吾繋念｡(23)

(ただその眼だけで、私を不安にさせるのに充分だったのです。)

沈訳
(1920)

我想來，我起這念頭是爲了他的一隻眼，不差，是爲了他的一隻眼！(24)

(思うに、私がそのような考えを起こしたのは彼の片目、そう、彼の片目のせいなのです！)



原作では男が老人の眼に不安を感じる様子を「あの眼ですよ！」とある。周訳は、この部分

に「不安にさせる」という言葉を足している。「不安」という言葉を足すことで、男の感情を

より鮮明にしようという意図があったと考える。一方、沈訳では「一隻眼 (片方の眼)」と原

作と同じであった。原作は「eye」と単数形であり、「あの眼」と訳すところである。しかし、

沈訳は「一隻眼」と訳しているのはなぜか。これはこの後に「One of his eyes resembled that

of a vulture ̶ a pale blue eye with a film over it.」とあることから、沈訳は「eye」を「一隻

眼」と訳したのであろう。しかし「eye」を単数形で用いる場合は「視線、目付き」を意味す

ることもあり、「片目」を指すとは限らない。周訳は「其眸子」(その眼) と訳すに留めている。

第 5段落 (周訳：第 4段落)

この部分で周訳は、「my thumb (親指)」を「吾指 (私の指)」と変えて訳している。また

「ベッドの上に跳ね起きる」を「則即虎躍而起 (虎のように飛び起きる)」とし、老人の驚き方

をより誇張している。

上記の 2点の例から、周瘦鵑の意訳の特徴として、原作に独自の解釈を加える、または省略

が見られた。ただ原作からかけ離れた訳ではなく、中国語の文章として自然なものにするため

の意訳と言えるだろう。一方、沈雁冰は周瘦鵑に見られるような意訳はなく、原作をほぼ忠実

に訳したものであった。原作に忠実であるということは、中国語に訳す際に多少不自然と思わ

れる訳になっているとも言える。

(2) 加筆・省略の例

次に加筆と省略について見ていこう。

第 1段落 ( は加筆箇所を示す。周訳：第 1段落)
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ポオ

I had my head in, and was about to open the lantern, when my thumb slipped upon the tin
fastening, and the old man sprang up in bed, crying out ̶“Whoʼs there?”
(私は頭を中に入れ、さてランタンの蓋を開こうとした時です、思わず親指がブリキの留め金に
すべったかと思うと、老人がベッドの上に跳ね起き、―― ｢誰だ、そこにいるのは？」と大声で
叫んだ。)

周訳
(1917)

先入以首，開燈，而吾指忽觸銅扣，聲聞於老人，則即虎躍而起，揚聲呼曰：“誰入此者”(25)

(まず頭を入れ、ランプをつけようとすると、指がふいに銅製ボタンに触れてしまい、音を聞い
た老人は、忽ち虎のように飛び起きると『誰が入ってきた？』と叫んだ)

沈訳
(1920)

我的頭既已伸進，且要開燈了，我的拇指忽然一滑，打在燈上的洋鐵鉤，老人在牀上跳起來，喊
道：『是誰？』(26)

(私の頭はもう中に入り、そして灯りをつけようとすると、私の親指は急に滑ってランプの西洋
式の鉄カギにぶつかったので、老人はベッドから飛び起き、「誰だ？」と叫んだ。)

ポオ

How, then, am I mad? Hearken! and observe how healthily ̶ how calmly I can tell you the
whole story.
(なんと、これでもまだ私は狂人でしょうか？ お聞き下さい！ いかにまともに、いかに落ち着
いて、話の一部始終を私が話せるかお聞きになるといいでしょう。)



第 1 段落の周訳にある「吾亦不自知」と「顯非狂易之徴」は、原作に見られず加筆である。

どちらも男の主張を付け足したものであり、男の感情をより具体的にしている。沈訳は原作の

文章に対応している。

第 4段落 (周訳：第 4段落に相当、 加筆、 意訳、 移動、 誤訳を示す)

第 4 段落では、文章の複雑な改変が見られる。周訳は「To think that there I was, opening

the door, little by little, (考えてもみろ、こうしておれは此処にいて、ほんの僅かずつこの扉を

開けている)」の下線の前半部分を省略し、後半部分は「吾漸漸推門，機警絕倫，繼又齤然而

笑」へと移動し、後ろの文章と組み合わせている。「自謂今夜必將死彼老人，功成而出。」の加

筆部分は、これから起こる行動を事前に読者へと知らせている。しかし原作では男は今夜こそ

老人を殺すという明確な意思は描かれていない。偶然、老人を起こしてしまったことで起きた

殺害であるため、この点は周訳の誤りである。

原作では、男が自己の賢さに酔う場面である「Never before that night, had I felt the extent

of my own powers ̶ of my sagacity.」の部分を沈訳は「前乎此夜，我從不曾覺得我自己的權

力的界限――我的敏給。」と訳している。「sagacity (賢さ、聡明)」を「敏給 (機敏)」と訳し
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周訳
(1917)

然則吾果狂耶。吾亦不自知。但觀吾體魄健旺，態度沈着，顯非狂易之徴。諸君諦聽，吾當盡擧
吾事覼述之矣｡(27)

(私は果たして狂っているのでしょうか？ 私もまたわからないのです。だが私の体や精神は健
康そのものであり、態度は落ち着きがあるのを見ると、狂人の証は見られません。みなさん耳
をすませて聴いて下さい、私はできるだけ私のことをつぶさに語りましょう。)

沈訳
(1920)

然則，我是癡麼？ 你且傾耳聽呀！ 你且靜看我講這樁故事時何等的安閑何等的清健｡(28)

(果たして私は狂人なのか？ 耳を傾けて聞いて下さい！ 私がこの物語を語る時いかに気楽で
あるか、いかに健康であるかを静かに見て下さい。)

ポオ

Never before that night, had I felt the extent of my own powers ̶ of my sagacity.
I could scarcely contain my feelings of triumph. To think that there I was, opening the door, little
by little, and he not even to dream of my secret deeds or thoughts. I fairly chuckled at the idea ;
(この晩ほど、私自身の能力の高さ―賢さを感じたことはなかったのです。もはや私は、勝ち
誇った気持ちを抑えることができませんでした。私がここにいて、ほんの少しずつ扉を開けて
いるのに、私の密かな行いも考えも老人は夢にさえも感づいてはいないのです。そう考えると
思わずクスリと笑い出しそうになりました。)

周訳
(1917)

吾於是夜，益覺已之聰明，爲常人所弗逮。自謂今夜必將死彼老人，功成而出。渠於斯時，又何嘗
夢及吾之秘密。吾漸漸推門，機警絕倫，繼又齤然而笑｡(29)

(私はその夜、いよいよ自分の賢さは、普通の人には至れないと感じたのです。今夜は必ず老人
を殺すと独り言をつぶやき、やり遂げてから出ることにしたのです。彼はその時になっても夢
にも私の秘密を知らないでしょう。私は次第にドアを押しあけ、非常に知恵が働き、ついで歯
を出して笑ったのです。)

沈訳
(1920)

前乎此夜，我從不曾覺得我自己的權力的界限――我的敏給。我忍不住我的得勝底感覺。你想，
這兒是我，一點一點兒，開這門，那兒是他，做夢也不曾做到我的秘密事知秘密思想。我轉到這念
頭，心裏不禁格格地笑；(30)

(この夜の前には、私は自分の権力の限界――自分の敏捷の限界を感じたことはなかった。私
は自分の勝利の感覚を我慢できなかったのです。考えてもみなさい。ここで私が、少しずつこ
のドアを開けるのを、そこの彼は、夢にも私の秘密と秘密の考えを思いつきもしないのだ。私
はこの考えに行きあたると、心の中で思わずくすくすと笑いださずにいられなかった。)



ている。一方周訳は大きく訳を改変しているが、「益覺已之聰明」の箇所がこの部分にあたる。

「sagacity (賢さ、聡明)」に、機敏の意味をなく、また「敏給(31)」は素早い動きを指し「賢

明」の意味はなかった。この部分に関しては沈訳の誤訳と考える。

第 7段落 ( は加筆を示す。周訳：第 4段落に相当。)

第 7 段落では、周訳は「I knew what the old man felt,」(私には老人の気持ちがよくわかっ

たので、) の部分が省略され、「噤不敢發」(口をつぐみ声は発しなかった) が加筆されている。

心の内で笑うという描写に対して、周訳は実際に笑いが出そうになった描写を付け足している。

沈訳は、原作との違いは見られなかった。

上述の例から、周訳は概ね原文に沿った内容であるものの、いくらか独自の解釈を書き加え

た部分や削除、文章構造と段落構成の改変が見られた。こうした例から、周瘦鵑の翻訳に対す

る姿勢は、1章で述べた胡適の翻訳姿勢に共通する部分がある。

一方沈訳は、多少の誤訳があるものの周訳に見られるような加筆、削除はなかった。同じく

1章で述べた沈雁冰の翻訳観と比較して見よう。沈雁冰の述べる、翻訳は直訳すべきとする点

と意味の通らない訳 (「死訳」) の有無についてどうであろうか。『心声』は直訳で訳されてい

たが、意味の通らない訳は見られなかった。「形貌 (形式)」と「神韻 (風格)」についてはど

うだろうか。沈雁冰は、「訳文学書方法的討論」で「形貌 (形式)」に多少の差異があっても、

「神韻 (風格)」を残すべきとした。沈雁冰の言う「神韻 (風格)」とは何を指すのか。沈訳を

見ると、中国語としては文章が硬く、文学的とは言い難い。一方、周訳は原作の意図を汲み取

り違和感のない中国語へと翻訳している。沈雁冰の言う「神韻 (風格)」が原文の風格を残す

ことよりも中国語の風格を出すことであるならば、翻訳として成功しているのは沈雁冰ではな

く周瘦鵑の方であろう。しかし、沈雁冰の言う「神韻 (風格)」とは、本当にそうなのか。『心

声』に付したポオの著者紹介で、沈雁冰は次のように述べている。

彼の著作は、とりわけ短篇小説がすばらしい ――ほとんどは、幻想的で、非人間的であ

り、けれどもまたつねに我々の精神世界に押し寄せてくるのである。この種の短篇では、

文章の構成や言葉の使いかた、至る所で極力これを表現しようとしている。それ故に彼の
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ポオ
I knew what the old man felt, and pitied him, although I chuckled at heart.
(私には老人の気持ちがよくわかったので、老人を可哀そうに思ったが、心の内では思わずほく
そ笑んでいた。)

周訳
斯時吾聞老人之呻，乃不期而萌憐憫之心。雖自匿笑，噤不敢發｡(32)

(その時私は老人のうめき声を聞いて、初めて期せずして憐憫の心をもったのです。思わず笑
いそうになったが、口をつぐみ声は発しなかったのです。)

沈訳
我知道老人感受的多苦，我可憐他，雖然我心裏是格格地笑著｡(33)

(私は老人がどれほど苦しんでいるのか知っていたので、私は彼を哀れんだが、心の中ではクス
クスと笑っていた。)



言葉には一種別の美があるのだ。……この作品は “Illusion (幻想)” の力を表現している

らしいが、訳者の筆力は乏しく、素晴らしい文章を背負うのは如何ともし難い。ただアラ

ン・ポオ先生に謝る他ない｡(34)

この序より沈雁冰は、ポオは一字一句に至るまで細心を尽くして作品を仕上げている、と理

解していたことが窺い知れる。沈雁冰はポオの作品を細部に至るまで直訳することで、ポオの

作品の風格が伝わると考えたのではないだろうか。つまり、この翻訳作品では沈雁冰の言う

「神韻 (風格)」とは、中国語に訳した時の文章の風格ではなく原作の持っている風格を直訳す

ることで表現するものと考える。

3-2、単語からみる翻訳の違い

次に単語の翻訳をみていこう。

[1] ʻdeath watchesʼ (原作、沈訳では第 6段落、周訳では第 4段落にある)

原作の下線部分 ʻdeath watchesʼ とは ʻdeathwatch beetleʼ という虫を指す。この虫は古い木

製家具や柱などの中に穴を掘って，カチカチと音を立てる小さな虫であるが、その音は死神の

持つ死を刻む時計音 ʻdeathwatchʼ だとする迷信が名前の由来となっている。和名のシバンム

シ (死番虫) も英名を由来とする。現代の中国語では「報死虫」や「告死虫」と訳される。周

訳は、ʻdeath watchesʼ を省略している。ʻdeathʼ (死) と ʻwatchesʼ (時計) から想像すると例

え虫と分からずとも単語単位で中国語に訳すことは可能だったと思われるが、周瘦鵑は訳して

いない。

沈訳では、ʻdeath watchesʼ を ʻDeath-Watcherʼ と綴りを変更して掲出し、その後ろに「小さ

な虫で、チクタクという音を発し、一般に死の予兆だと信じられている。」と説明を加え、中

国南方の迷信であるフクロウが死を呼ぶ鳥とするのと同じだとする彼の見解が付記されている。
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ポオ

Hewas still sitting up in the bed, listening ; just as I have done night after night hearkening to the
death watches in the wall.
(彼は相変わらずじっと聞き耳をたてながら、ベッドに座っていたのです ――ちょうど私が、
来る夜も来る夜も、壁のなかの茶立虫 (デス・ウォッチズ) の鳴声を聴きながら起きていたの
と同じようにね。)

周訳
特亦不聞老人下眠，似兀坐傾聽如故，厥狀正與予前數夕之伺彼肖也｡(35)

(また老人が横になるのが聞こえず、座ったまま耳を傾けているかのようで、その様子はまさに
私が数日前の夜から伺っているのと似ていた。)

沈訳

他正坐在牀裏靜聽呢，―正和我一樣，一夜又一夜，傾耳靜聽牆上的Death-Watcher。(按此是一
類小蟲，會發的答的答的小聲，俗人迷信以爲此是死的先兆。猶之中國南方人惡梟鳴，以爲陰間
閻羅王差他來呼人去也。梟，南方土名曰呼人鳥。)(36)

(彼はベッドに座って聞いていたのである。――まさに私と同じように、一晩また一晩と、耳を
傾けて静かに壁の Death-Wacher を聞いていたように。(これは一種の小さな虫のことで、パ
タパタと小さな音を発し、凡人はこれが死の予兆だと信じているのだ。中国の南方人が凶兆で
あるフクロウが鳴くのは、冥土から閻魔大王がフクロウを遣って人を呼んでくるという説に似
ている。フクロウは南方では人呼び鳥という)。)



周瘦鵑は削除し、沈雁冰は英単語のまま掲出したこの ʻdeath watchesʼ という言葉が、当時

の中国においては馴染みがなかったことは想像に難くない。故に、両氏はこのような形で訳し

たのであろう。では、すでに中国より先に “The Tell-Tale Heart” を翻訳していた日本ではど

う訳していたのか。

明治期に訳された小日向是因訳『心の音』(『帝国文学』、1900 年 5 月) では、「翁は再び身

を横たへむともせざるなり、いぶかしと耳かたぶけつつ、寝床の上に、かしこまりてやあるら

む。壁を伝ひ昇る、小虫の音に心をくばりつつたたづめるとき、〜」とし、大正期に訳された

谷崎精二訳『物云う心臓』(『赤い死の仮面』所収、1913 年) では、「彼はぢつと耳を澄ませ乍

ら床の上に立つたままであつた。壁際の死の番人の方へ耳を傾け乍ら、丁度毎晩私が為た様

に」と訳されている。小日向訳では、「小虫」という言葉が見られるが、ʻdeathʼ は訳されてい

ない。谷崎訳は、「死の番人」とし ʻwatchesʼ を時計ではなく番人の意味で捉えている。つまり

小日向、谷崎共に ʻdeath watchesʼ を訳しきれていないことから当時の日本ではまだこの言葉

が定着していなかったと考える(37)。

それでは、当時発行されていた辞書にはどう書かれていたのか。英和辞書並びに英華辞典で

この言葉を調べてみると、以下の通りであった。

(1) 日本で刊行された辞書

(2) 中国で刊行された辞書

当時日本で刊行されていた辞書からは、原作の ʻdeath watchesʼ という意味を見出すことが

できたものの、このころの日本で訳された文章には反映されていない。一方、この時期に中国

で刊行された辞書には、虫に関する記述を見出すことはできなかった(39)。『心声』の翻訳より

後になるが、商務印書館が発行した上記『英漢模範字典』(1929) にはみることができた。

なお、ポオの “The Tell-Tale Heart” の翻訳は周瘦鵑と沈雁冰の『心声』以外にも、余子長

訳『多言之心』(40) (1924 年) と石民訳『惹禍的心』(41) (1928 年) の二作品がある。余子長、石

民共に経歴は不明である。二人の翻訳から ʻdeath watchesʼ の訳を見ると、まず余子長訳『多

言之心』では、「他仍舊在牀上坐着聽――剛巧像我做的一樣，一夜再一夜，聽着壁上的錶聲

(彼はまだベッドに座って聞いている――ちょうど私がしているのと同じように、一晩また一
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『英華和訳字典』2
(W. ロプシャイト著、中村敬宇等校正、山内
輹、1879 年、899 頁)

Death-watch 死虫、シニムシ (人誤テ其声ヲ聞クヲ以テヒ
トジニノ兆トナセシ)

『模範英和辞典』
(三省堂出版、1911 年、426 頁)

Death-watch ①臨終 (イマハ) の看侍 (ミトリ)。②通夜
(ツヤ)。③死刑番人。④［動］チャタテムシ(38)

『大正英和辞典』
(金港堂出版、1913 年、374 頁)

Death-watch ①瀕死者ノ最後ノ看護。②告死虫、チヤタム
シ (迷信家ガ死ヲ予告スルト認メル奇音ヲ発スル昆虫)

『英漢模範字典』
(商務印書館、1929 年、306 頁)

Death-watch 死刑執行前看守罪犯之人。



晩と壁の時計の音を聞いている。)」と訳し、次に石民訳『惹禍的心』では、「他依舊坐在床傾

聽着；――正如我從來毎晩上傾聽壁間的報死蟲 (彼は相変わらずベッドに座って耳をすませ

ている；――まさにこれまで私が毎晩壁の中の死番虫の音を聞いているように。)」と訳して

いる。

余子長は ʻdeath watchesʼ を時計と誤訳しているが、石民は「報死虫」と正しく訳していた。

また、石民訳では「Death-Watch : 是一種小甲蟲，其聲滴滴如鐘表聲，西俗視爲死的預兆

(Death-Watch : これは一種の小さい甲虫で、その声はチクタクチクタクと鐘のような音がし、

西洋では俗に死の予兆とみなす。)」という詳細な注釈が見られた。

余子長は誤訳し、石民は「報死虫」と正しく訳しているものの註釈をつけていることから、

この言葉に対しての認識の低さが伺いしれる。なお、周瘦鵑の ʻdeath watchesʼ の削除は、2章

で述べた胡適の翻訳方法、すなわち「直訳できるものは直訳するが、もし訳しても人にわから

ない言葉であれば削除もやむを得ないだろう」に通ずるものと考える。

[2］ʻhideousʼ

原作の下線部分 ʻhideousʼ は、「見るも恐ろしい、ぞっとする」という意味である。この言葉

についてラフカディオ・ハーンは「ポーが使い方にたけていたもう一つの語に「ぞっとするよ

うな」(hideous) という語がある。その言葉は、『隠しきれぬ心』という作品の結びで、巧み

な効果を発揮している。｣(44) と述べていることから、ハーンはこの語がポオ作品の演出にとっ

て重要な言葉であると認識していた。

作品の結びを効果的に仕上げているこの言葉を周瘦鵑と沈雁冰はどう訳したのか。周訳は

「怒躍」(怒り飛び跳ねる) と訳し、殺された老人の怒りを強調しているが、ぞっとするという

ニュアンスは失われてしまい、男の狂気が薄まっている。一方、沈訳は「可惡」(憎らしい、

ぞっとする) と訳し、ʻhideousʼ のニュアンスを捉えていると言えるだろう。

以上、単語の面から見てきたが、当時の中国ではあまり馴染みがない言葉を訳すのか、また
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ポオ

“Villains !” I shrieked, “dissemble no more ! I admit the deed ! ̶ tear up the planks! here, here ! ̶
It is the beating of his hideous heart !”
(「この悪党どもめ！」私は夢中で叫んだ。「しらばっくれるのは止めてくれ！そうさ、この私が
やったのだ！さあ、その板をめくるがいい！ ここ、ここだ！ これこそ彼奴の恐ろしい心臓の
音だ！」)

周訳

吾引吭大呼曰：“万惡之人，假惺惺作態胡爲者!兹事吾實爲之，吾今自承矣。趣去此地板，亦觀彼
尸。須知適所聽者，即彼中怒躍之聲也。”(42)

(私は声を張り上げて叫んだ。「くそったれどもめ、もったいぶってわざとらしい振りをしや
がって！ ここに、私は自分で認めよう。この床板を取り去れ、そして彼の死体を見るがいい。
いましがた聞こえたのは、彼の心臓が怒りで跳ねた音だ！」)

沈訳

『你們這辨無賴！』我鋭聲叫，『莫再裝假了！ 我説出來罷！──揭起這些地板！──這裏，這裏！
──這是他的可惡底心的跳響？』(43)

(「このごろつきどもめ！」私は鋭く叫んで言った、「もうしらばっくれるんじゃない！私が言お
うじゃないか！――その床板をもちあげるがいい――ここだ、ここだ！――これはあいつの胸
糞悪い心臓の音だろう？」)



は削除するのか。この点においても、両氏の違いが見られた。また、作品のクライマックスを

締めるキーポイント ʻhideousʼ をどう訳すのか。この点においては、周訳は原文のニュアンス

を活かしきれていなかった。

おわりに

中国におけるポオの最も早い翻訳は 1905 年に周作人が訳した『玉虫縁』(45) である。その後

1949 年までの中華人民共和国以前に訳されたポオ作品の翻訳数は確認した限りでは 54 あった。

“The Tell-Tale Heart” の翻訳は、周瘦鵑を最初とする。周瘦鵑はこの作品以外に、『紅死』

(“The Masque of the Red Death” (邦題『赤死病の仮面』) を翻訳しているが、沈雁冰はこの

作品以外にポオの翻訳は見られなかった。沈雁冰はなぜ周瘦鵑と同じ表題としたのだろうか。

原題は直訳すれば「告げ口する心臓」の意味であり、現在の中国では『泄密的心』(告げ口心

臓) 等と訳されている。

沈雁冰が『心声』を使った理由を当時の資料から見つけ出すには至らなかった。1916 年か

ら翻訳を始めた沈雁冰は、1918 年以降になるとニーチェ作品の部分訳やチェーホフ、モー

パッサン、ゴーリキーなどの短編小説を翻訳し『時事新報』・『学燈』などに掲載していた。ア

メリカを代表する作家であり、また日本・フランスなどに影響を与えたポオの作品を沈雁冰が

翻訳しても不思議ではない。しかしすでに周瘦鵑が翻訳していた作品に同じ表題をつけて訳し

たのには沈雁冰に何か意図する点があったと考えられる。沈雁冰は『心声』を翻訳することで、

文言文・意訳で翻訳した周瘦鵑に対して、白話・直訳を実践する場として用いたことは明らか

である。

沈雁冰の翻訳に対する姿勢は周瘦鵑の意訳を主としたものとは異なり、直訳すべきであると

した。沈雁冰の『心声』の訳からは彼の翻訳に対する姿勢が現れている。彼は、原作の風格ま

でも訳そうと努めた。原作と同じ段落構成や文章構成をとり、原作の雰囲気を効果的に表現し

ようとした。また読者に馴染みのない言葉は無理に訳さず、原文の語句をそのまま使用し注釈

を加えるという点も見られた。ただし直訳を重視するあまり中国語の文学表現としては淡白に

感じられる。

一方、周瘦鵑の意訳は、原作の意図を理解しそれを不自然ではない中国語へと訳している。

ただ作中には加筆や意図的な削除が見られるが、その加筆や削除の箇所に関して言うと、当時

よく見られた翻訳者の創作による加筆や削除、筋を大まかに意訳するといった手法とは些か異

なる。原作の英文を理解したうえで、自然な中国語へと翻訳している。当時の状況では、文言

文に倣うのは致し方ない部分があり、一方西洋小説を読みなれない読者に対する配慮も含まれ

ていたのであろう。加えて原作を直接翻訳した際に中国語との構造の違いから、適切に訳すこ

とができない部分も多くあったと考える。
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両氏の『心声』の翻訳からは、ただ単に翻訳方法が異なるだけでなく、考え方の相違が見ら

れた。周瘦鵑は、胡適の翻訳手法に近い考えをもっていたと考えられる。つまり、周瘦鵑は読

者が理解できる翻訳となるように心掛け、沈雁冰は原作を直訳することで、原文の雰囲気をそ

のまま伝えようとしていたように見える。今回、『心声』を通じて両氏の翻訳に対する姿勢の

違いを鮮明にすることができた。しかし課題も多く残る結果となった。本稿では、1917 年と

1920 年という近いとは言え時期が異なる両氏の翻訳を比較した。1917 年〜1920 年ごろの両氏

の翻訳の実体をみるためにこの時期の作品をより多く見る必要がある。もし 1917 年と 1920 年

の翻訳に変化が見られるならば、それを明らかにすることにより両氏の翻訳姿勢をより明確に

することができるだろう。また変化が見られた場合、両氏がどういう過程を経てそこに至るの

かについても検証する必要がある。こうした点については今後の課題としたい。

〔注〕

( 1 ) この政治小説は日本から強い影響を受けたもので、梁啓超などによって政治思想の宣伝、啓蒙活動

に利用された。代表的な作品として『佳人奇遇』(東海散士著、梁啓超訳) や『経国美談』(矢野龍

渓著、周宏業訳) などがある。

( 2 ) 韓南著、葉雋訳「談第一部漢訳小説」、『文学評論』2001 年第 3 期、2001 年 5 月、132〜142 頁、〔这

部翻译小说表明是长篇小说《夜与晨》(Night and Morning) 的前半部，其作者是英国作家利顿

(Edward Bluwer Litton) (1803〜1873)，原著最初出版于 1841 年。〕

( 3 ) 郭延礼氏も同様に最も早い翻訳として『昕夕閑談』をあげているが、作品の一部分の翻訳を含める

と、1872 年に『申報』に掲載された『ガリヴァー旅行記』の小人国を始めとしている。『中国近代文

学发展史』第 3 巻(山东教育出版社、1991 年)1512 頁、〔我国翻译的外国小说最早是《申报》1872 年

4 月 15 日至 18 日刊登的《谈瀛小录》，此为《格列佛游记》(英国斯威夫特著)中的小人国部分，约

5000 字。《申报》同年 4 月 22 日又刊登《一睡七十年》(美国华盛顿・欧文著)，千余字。这两篇译文

均未署译者名字，又系节译，故未算作中国翻译外国小说的第一部。〕

( 4 ) 包天笑著『釧影樓回憶録』、大華出版社、1971 年 6 月、325 頁、〔這時候寫小説，以文言寫尚，尤其

是譯文，那個風氣，可算是林琴翁開的。林翁深於史漢，出筆高古而又風華，大家以為很好，靡然從

風的學他的筆調。後來到五四時代，極力提倡用語體文的如魯迅，胡適之輩，所譯寫的短篇小説，也

是用文言的，其餘的更不必説了。〕

( 5 ) 本稿に登場するポオの邦題は、『ポオ小説全集』1〜4 (創元推理文庫、1974 年 6 月) に依拠する。

( 6 ) 周瘦鵑訳『欧美名家短篇小説叢刊 (中)』(中華書局、1917 年 2 月) に所収。

( 7 )『東方雑誌』(17 巻 18 号、1920 年 9 月) に掲載。

( 8 )『佛教大学大学院紀要、文学研究科篇』43 号、2015 年 3 月、P169〜P186。

( 9 ) 李燕、张璘「周瘦鹃对外国小说的译介 (1911-1947)」、西南农业大学学报 (社会科学版) 第 10 卷第

12 期、2012 年 12 月、P129。

(10)『上海畫報』第 334 期 (1928 年 3 月)、「記許楊之昏」。

(11)『上海畫報』第 406 期 (1928 年 10 月)「胡適之先生談片」、〔我道、先生譯作、可是很忠實的直譯的麼、

胡先生道、能直譯時當然直譯、躺有譯出來使人不明白的語句、那就不妨刪去、即如這戒酒篇中、我

也刪去幾句、説著、立起來取了一本歐亨利的原著指給我瞧道、你瞧這開頭幾句全是美國的土話、譯

出來很喫力、而人家也不明白、所以我只採取其意、并成一句就得了、我道、我很喜歡先生所譯得作

品、往往是明明白白的、胡先生道、譯作當然以明白為妙、我譯了短篇小説、總得先給我的太太讀、

和我的孩子們讀、他們倘能明白、那就不怕人家不明白咧〕(標点符合「、」は原文に基づく)，本文で
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の引用は拙訳。

(12)『茅盾回想録』(立間祥介・松井博光訳、みすず書房、2002 年 9 月)、P111〜P120。

(13)「譯文學書方法的討論」、〔翻譯文學之應直譯，在今日已沒有討論之必要〕

(14)「『直譯』与『死譯』」、〔近來頗有人詬病「直譯」；他們不是説「看不懂」，就是説「看起來很吃力」，

我們以為直譯的東西看起來較為吃力，或者有之，却决不會看不懂。看不懂的譯文是「死譯」的文字，

不是直譯的。〕

(15)「譯文學書方法的討論」、〔就我的私見下個判斷，覺得與其失神韻而留形貌還不如形貌上有些差異而保

留了神韻。〕

(16) 正式名：The Pioneer : A Literary and Critical Magazine。1843 年 1 月、マサチューセッツ州ボスト

ンにて創刊。出版社 Leland and Whiting、編集者 J. R. Lowell と R. Carter。同 3 月、Vol. Ⅰ・No. Ⅲ

にて廃刊。ポオの作品としては、短篇 “The Tell-Tale Heart”、詩 “Lenore” 及び評論一篇を掲載。

(17) Harrison, James A. ed. : “The Complete Works of Edgar Allan Poe”, Volume 5, AMS Press Inc., 1965,

2nd ed., 1979.

(18) 1845 年 1 月、ニューヨーク州ブロードウェイ・ストリートにて創刊。最初の編集者は Charles F.

Briggs であったが、3 月にポオが加わり、10 月にポオが経営権を取得して、単独主編となる。のち

経営難のため 1846 年 1 月に廃刊。短命に終わった週刊紙。ポオによる文芸批評、自作の再録がある。

(19) 小日向是因訳『心の音』(『帝国文学』、1900 年 5 月)、谷崎精二訳『物云う心臓』(『赤い死の仮面』

所収、1913 年)

(20) 前掲注 4参照。

(21) 范伯群、周全「周瘦鹃年谱」(『新文学资料』2011 年 1 期)、P171。

(22)『茅盾回想録』 (立間祥介・松井博光訳、みすず書房、2002 年 9 月)、P111〜P120。

(23) 周瘦鵑訳『欧美名家短篇小説叢刊 (中)』、中華書局、1917 年 2 月、217 頁。本文で引用する周訳の

句読点は、筆者による。

(24)『東方雑誌』、17 巻 18 号、1920 年 9 月、100 頁。

(25) 前掲注 22、219 頁。

(26) 前掲注 23、101 頁。

(27) 前掲注 22、217 頁。

(28) 前掲注 23、100 頁。

(29) 前掲注 22、219 頁。

(30) 前掲注 23、101 頁。

(31)『荘子』徐無鬼「有一狙焉，委蛇攫搔，見巧乎王王射之，敏給搏捷矢。」

(32) 前掲注 22、219 頁。

(33) 前掲注 23、101 頁。

(34) 前掲注 23、99 頁。〔他的著作，尤以短篇小說為甚――大都是幻想的，非人間的，然而却又是常來我

們精神界中撞擊的。他此種短篇，造句用字，處處極力表現這個目的；所以他的文字另有一種美。

……此篇之意似在描寫 “Illusion” 的力量，譯者筆拙有負妙文，沒奈何只好對不住亞倫坡先生了〕。

(35) 前掲注 22、219 頁。

(36) 前掲注 23、101 頁。

(37)『告げ口心臓』(『ポオ小説全集』3、1974 年 6 月、226 頁) では、〔ちょうどわしが、来る夜も来る夜

も、壁のなかの茶立虫 (デス・ウォッチズ) の鳴声を聴きながら起きていたようにね〕とある。

(38) 虫の図入りで説明。

(39) Robert Morrison『A Dictionary of the Chinese Language』(1819 年)、Walter Henry Medhurst

『Chinese and English Dictionary』(1842 年)、Kwong Ki Chiu (邝其照)『英華字典』(1866 年)、顔

惠慶『英華大辞典』(1921 年) の辞書には ʻdeath watchesʼ の記載はなかった。1956 年に香港で出版

された『英華大辞典』(鄭易里、曹成修主編、総合書店出版) には、〔臨終的看護、守夜、死囚看守

人、［虫］報死虫、噛虫〕の記載が見られる。
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(40)『小説世界』5巻 7期、1924 年 2 月に掲載。

(41)『北新』2巻 23 期、1928 年 10 月に掲載。

(42) 前掲注 22、223 頁。

(43) 前掲注 23、105 頁。

(44)「エドガー・アラン・ポーのフランス語訳」(斎藤正二、他訳『ラフカディオ・ハーン著作集』第 5

巻、恒文社、1988 年 7 月、P350)、『隠しきれぬ心』は “The Tell-Tale Heart” を指す。

(45)『玉虫縁』会稽碧羅女士 (周作人) 訳、小説林社、5月。山縣五十雄 (訳注)『宝ほり』の重訳。

〔参考文献〕

( 1 ) 郭延礼著『中国近代文学发展史』第 1〜3巻、山东教育出版社、1990 年 3 月。
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論

文

知
恩
院
に
お
け
る
御
忌
団
体
参
拝
の
淵
源

︱
︱
『知
恩
院
史
料
集
﹄
に
見
る
御
忌
講
︱
︱

横

田

友

教

〔
抄

録
〕

法
然
上
人
の
忌
日
法
要
で
あ
る
御
忌
法
会
は
︑
現
在
の
知
恩
院
で
は
四
月

十
八
日
か
ら
二
十
五
日
に
か
け
て
勤
修
さ
れ
て
い
る
︒
御
忌
期
間
中
は
多
く

の
参
拝
者
で
賑
う
が
︑
そ
の
中
に
は
地
方
か
ら
の
団
体
参
拝
の
姿
も
あ
る
︒

実
は
近
世
知
恩
院
に
お
い
て
も
︑
同
じ
よ
う
に
御
忌
法
要
に
団
体
で
訪
れ
て

い
た
組
織
が
あ
っ
た
︒
そ
れ
が
御
忌
講
で
あ
る
︒
本
稿
で
は
︑
こ
れ
ま
で
そ

の
存
在
自
体
が
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
御
忌
講
に
つ
い
て
︑﹃
知

恩
院
史
料
集
﹄
を
中
心
に
︑
そ
の
存
在
を
明
ら
か
に
す
る
︒
研
究
を
進
め
る

と
︑﹃
知
恩
院
史
料
集

日
鑑
篇
﹄
に
は
二
種
類
の
御
忌
講
が
登
場
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
っ
た
︒
一
つ
は
享
保
十
七
年
ま
で
登
場
す
る
単
体
表
記
の
御

忌
講
で
︑
も
う
一
つ
は
享
保
十
二
年
か
ら
登
場
す
る
特
定
の
地
名
や
寺
院
名

を
冠
す
る
御
忌
講
で
あ
る
︒
本
稿
で
は
こ
れ
ら
二
種
類
の
御
忌
講
に
つ
い
て
︑

ま
ず
第
一
章
で
前
者
の
単
体
表
記
の
御
忌
講
の
実
態
に
迫
り
︑
第
二
章
で
は

後
者
の
特
定
の
地
名
や
寺
院
名
を
冠
す
る
御
忌
講
か
ら
︑
そ
の
活
動
や
規
模
︑

成
立
期
な
ど
に
つ
い
て
探
っ
て
い
く
︒

キ
ー
ワ
ー
ド

団
体
参
拝
︑
御
忌
講
︑
伝
供
講
︑﹃
知
恩
院
史
料
集
﹄︑
御
忌

法
会

は
じ
め
に

法
然
上
人

(以
下
敬
称
略
)
の
忌
日
法
要
で
あ
る
御
忌
法
会
は
︑
そ
の
源
流
で

あ
る
知
恩
講
を
含
め
る
と
︑
長
い
歴
史
が
あ
り
浄
土
宗
に
と
っ
て
重
要
な
仏
事
で

あ
る
︒
現
在
の
知
恩
院
の
御
忌
期
間
中
に
は
︑
檀
信
徒
や
観
光
客
が
訪
れ
賑
わ
っ

て
い
る
が
︑
そ
の
中
に
は
団
体
参
拝
の
姿
も
あ
る
︒
こ
の
団
体
参
拝
の
よ
う
な
組

織
的
な
参
拝
は
い
つ
頃
か
ら
始
ま
る
の
で
あ
ろ
う
か
︒
御
忌
法
会
は
大
永
四
年
に

後
柏
原
天
皇
よ
り
﹁
大
永
の
御
忌
鳳
詔
﹂
と
呼
ば
れ
る
鳳
詔
が
︑
知
恩
院
第
二
十

五
世
超
譽
存
牛
に
下
賜
さ
れ
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
︒
し
か
し
前
近
世
の
知
恩
院
の

記
録
は
寛
永
十
年
の
大
火
に
際
し
︑
多
く
の
も
の
が
焼
失
し
て
し
ま
っ
て
い
る(1

)︒
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そ
こ
で
史
料
が
残
る
近
世
に
目
を
向
け
て
み
る
と
︑﹃
知
恩
院
史
料
集

日
鑑
篇
﹄

に
は
当
時
御
忌
法
会
が
行
わ
れ
て
い
た
一
月
に
︑
御
忌
講
と
い
う
講
の
記
録
が
多

く
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒
こ
れ
ま
で
も
御
忌
に
関
す
る
研
究
に
︑
伊
藤
眞
徹

氏
に
よ
る
御
忌
の
名
称
に
関
す
る
研
究(2

)や
三
田
全
信
氏
の
近
世
の
御
忌
研
究(3

)な
ど

が
あ
る
が
︑
い
ず
れ
も
御
忌
講
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
る
こ
と
は
一
切
な
か
っ
た(4

)︒

そ
こ
で
本
稿
で
は
︑
こ
れ
ま
で
そ
の
存
在
自
体
が
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
御
忌
講
に
つ
い
て
︑﹃
知
恩
院
史
料
集
﹄
を
中
心
に
明
ら
か
に
し
︑
御
忌
団
体

参
拝
の
淵
源
を
求
め
て
い
く
︒
な
お
︑
引
用
箇
所
中
の
棒
線
は
筆
者
に
よ
る
も
の

で
あ
る
︒

第
一
章
︑
享
保
十
七
年
ま
で
の
御
忌
講

第
一
節
︑
﹃
日
鑑
﹄
に
お
け
る
御
忌
講

『知
恩
院
史
料
集
﹄
は
総
本
山
知
恩
院
史
料
編
纂
所
か
ら
発
刊
さ
れ
て
い
る
知

恩
院
の
史
料
集
で
︑
昭
和
四
九
年

(一
九
七
四
)
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
継
続
刊

行
中
で
あ
る
︒
こ
の
史
料
集
は
大
き
く
﹁
日
鑑
篇
﹂
と
﹁
書
翰
篇
﹂︑﹁
古
記
録

篇
﹂
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
︑
近
世
知
恩
院
に
関
す
る
様
々
な
書
簡
や
文
書
な
ど
を

収
め
て
い
る
︒
こ
の
史
料
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
各
史
料
は
︑﹃
知
恩
院
史
料
集
﹄

が
創
刊
さ
れ
る
以
前
か
ら
知
恩
院
の
歴
史
を
研
究
す
る
上
で
重
宝
さ
れ
て
お
り
︑

例
え
ば
昭
和
十
二
年
に
三
上
人
遠
忌
記
念
と
し
て
知
恩
院
か
ら
出
版
さ
れ
た
﹃
知

恩
院
史
﹄
に
も
︑
現
在
﹃
知
恩
院
史
料
集
﹄
に
収
録
さ
れ
て
い
る
各
日
鑑
や
書
簡

が
引
か
れ
て
い
る
︒
こ
の
よ
う
に
﹃
知
恩
院
史
料
集
﹄
は
︑
近
世
知
恩
院
の
歴
史

が
編
年
的
に
ま
と
め
ら
れ
た
史
料
集
で
あ
る
︒

こ
の
う
ち
﹃
知
恩
院
史
料
集

日
鑑
篇
﹄
で
は
︑
近
世
知
恩
院
の
寺
務
を
担
当

し
て
い
た
山
役
や
六
役
が
日
々
の
出
来
事
を
箇
条
書
き
で
残
し
た
﹃
日
鑑
﹄
が
収

録
さ
れ
て
い
る(5

)︒
現
在
ま
で
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
﹃
知
恩
院
史
料
集

日
鑑
篇
﹄

に
収
録
さ
れ
て
い
る
﹃
日
鑑
﹄
の
中
で
︑
御
忌
法
会
が
行
わ
れ
て
い
た
一
月
に
絞

り
御
忌
講
に
関
す
る
記
録
を
見
て
み
る
と
︑
そ
の
初
見
は
宝
永
二
年

(一
七
〇

五
)
一
月
十
五
日
で
あ
る
︒

一

御
忌
講
中
︑
於
大
方
丈
︑
雑
烹
・
酒
核
等
例
年
之
通(6

)︑

そ
し
て
こ
の
記
録
以
降
︑
享
保
十
七
年

(一
七
三
二
)
一
月
二
十
五
日
ま
で
計
十

回
に
わ
た
っ
て
﹁
御
忌
講
中
﹂
が
登
場
す
る(7

)︒
そ
の
う
ち
七
回
は
宝
永
二
年
の
記

録
の
よ
う
に
︑
雑
煮
や
酒
︑
お
茶
な
ど
の
料
理
を
知
恩
院
か
ら
振
舞
わ
れ
て
い
る
︒

ま
た
享
保
年
間
に
は
次
の
よ
う
な
記
録
が
あ
る
︒

〈享
保
九
年

(一
七
二
四
)
一
月
十
五
日
﹀

一

御
忌
講
中
︑
例
年
之
通
大
蠟
燭
弐
挺
・
中
蠟
燭
・
御
襪
子
差
上
之
︑
御

対
面
御
十
念
□
□
□
□
︑
大
坂
西
光
院
初
讃
ニ
付
登
山
︑
御
対
面
︑
年

始
御
祝
義

(
マ
マ
)

︑
銀
一
包
献
之(8

)︑

〈享
保
十
七
年
一
月
二
十
五
日
﹀

一

御
無
住
故
︑
就
無
人
︑
本
堂
散
物
等
取
納
メ
事
︑
御
忌
講
中
へ
相
頼
申
︑

(後
略(9

))

享
保
九
年
の
記
録
で
は
︑﹁
例
年
之
通
﹂
に
蝋
燭
や
襪
子
を
知
恩
院
に
納
め
て
お

り
︑
享
保
十
七
年
に
は
御
忌
期
間
中
に
本
堂
の
賽
銭
な
ど
の
回
収
を
知
恩
院
か
ら

知
恩
院
に
お
け
る
御
忌
団
体
参
拝
の
淵
源

(横
田
友
教
)
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依
頼
さ
れ
て
い
る
︒

こ
の
よ
う
に
御
忌
講
は
知
恩
院
の
た
め
に
活
動
を
し
︑
対
し
て
知
恩
院
も
ご
馳

走
を
振
舞
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
両
者
の
間
に
は
深
い
関
係
が
あ
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
︒第

二
節
︑
御
忌
講
と
伝
供
講

こ
の
よ
う
な
御
忌
講
で
あ
る
が
︑
先
の
十
回
の
記
録
か
ら
だ
け
で
は
今
一
つ
実

態
が
よ
く
分
か
ら
な
い
︒
そ
こ
で
注
目
す
る
の
が
伝
供
講
で
あ
る
︒
伝
供
講
は
御

忌
講
と
同
じ
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
お
り
︑
元
禄
十
一
年

(一
六
九
八
)
一
月
二

十
二
日
に
初
登
場
し
て
以
降
︑﹃
日
鑑
﹄
に
お
い
て
頻
繁
に
登
場
し
て
い
る
︒
本

節
で
は
御
忌
講
と
伝
供
講
を
比
較
す
る
こ
と
で
︑
そ
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
︒

ま
ず
次
の
五
つ
の
記
録
に
注
目
し
て
み
る
︒

〈正
徳
三
年

(一
七
一
三
)
一
月
二
十
二
日
﹀

一

非
時
︑
一
老
・
二
老
・
六
役
中
︑
初
讃
導
師
・
当
日
導
師
︑
平
僧
一
二

老
︑
田
舎
門
中
︑
所
々
不
残
︑
御
料
理
御
茶
如
例
︑
御
忌
講
中
︑
如
例

非
時
出
ル(10

)︑

〈享
保
二
年

(一
七
一
七
)
一
月
二
十
二
日
﹀

一

非
時
︑
門
中
一
二
老
・
六
役
中
・
平
僧
一
二
老
︑
田
舎
門
中
不
残
・
伝

供
講
中
︑
右
如
例
御
茶
出
ル(11

)︑

〈享
保
三
年
一
月
二
十
二
日
﹀

一

田
舎
門
中
・
京
都
下
一
老
二
老
・
六
役
中
・
平
僧
上
座
両
人
︑
如
例
非

時
有
之
︑
且
伝
供
講
中
も
同
然
︑
何
も
御
茶
出
ル(12

)︑

〈享
保
四
年
一
月
二
十
二
日
﹀

一

田
舎
門
中
︑
御
茶
如
例
被
下
之
︑
御
忌
講
中
︑
料
理
・
御
茶
等
如
例(13

)︑

〈享
保
六
年
一
月
二
十
二
日
﹀

一

京
門
中
一
老
二
老
・
六
役
中
・
田
舎
門
中
平
僧
上
座
両
人
︑
如
例
非
時

有
之
︑
且
伝
供
講
中
へ
も
同
断
︑
何
レ
も
菓
子
出
ル
︑
御
茶
無
之(14

)︑

こ
れ
ら
は
別
の
年
の
一
月
二
十
二
日
の
記
録
で
あ
り
︑
門
中
や
講
に
対
し
て
︑
非

時
の
食
事
や
お
茶
を
出
し
た
と
い
う
記
録
で
あ
る
︒
い
ず
れ
も
門
中
に
非
時
や
お

茶
を
出
し
た
と
い
う
内
容
の
後
に
︑
加
え
て
講
に
も
出
し
た
と
あ
り
︑
内
容
や
文

章
が
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
︒
注
目
す
べ
き
は
正
徳
三
年
と
享
保
四
年
は
御
忌
講

で
あ
る
の
に
対
し
︑
他
の
三
つ
は
伝
供
講
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒

こ
こ
か
ら
︑
御
忌
講
と
伝
供
講
は
同
じ
講
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
で
て

く
る
︒
次
に
享
保
十
七
年
の
記
録
を
見
て
み
る
︒

〈享
保
十
七
年
一
月
十
六
日
﹀

一

伝
供
講
中
登
山
︑
例
之
通
御
忌
蠟
燭
献
上
︑
御
無
住
故
︑
襪
子
ハ
不
差

上
︑
格
式
之
通
︑
於
梅
之
間
︑
吸
物
・
酒
等
出
之
︑
月
番
・
加
番
・
山

役
対
面
︑
今
般
御
無
住
ニ
付
︑
御
忌
中
本
堂
散
物
等
︑
随
分
被
心
附
︑

不
致
紛
失
候
様
︑
御
忌
中
御
影
前
之
巡
見
世
話
相
頼
候
処
︑
い
つ
れ
も

奉
畏
候
由
︑
諸
事
具
ニ
申
談
︑
退
出
︑(15

)

〈享
保
十
七
年
一
月
十
八
日
﹀

一

御
無
住
ニ
付
︑
本
堂
散
物
等
世
話
候
も
の
無
之
ニ
付
︑
伝
供
講
中
江
本

堂
内
惣
世
話
相
頼
︑
今
日
ゟ
各
講
中
幷
家
来
召
連
相
詰
︑
世
話
有
之
︑
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其
外
堂
内
之
目
付
ハ
︑
山
内
若
年
之
衆
両
人
宛
出
ス
︑
講
中
饗
応
之
事

ハ
断
ニ
付
︑
勝
手
次
第
ニ
い
た
し
置
ク
︑
各
弁
当
持
参
有
之
ニ
付
︑
此

方
ゟ
講
中
局
へ
提
重
遣
ス
︑
尤
楽
人
之
通
之
提
重
也(16

)︑

〈享
保
十
七
年
一
月
二
十
五
日
﹀

一

御
無
住
故
︑
就
無
人
︑
本
堂
散
物
等
取
納
メ
事
︑
御
忌
講
中
へ
相
頼
申
︑

昼
夜
共
ニ
各
世
話
有
之
︑
依
之
︑
七
日
中
幷
廿
四
日
之
晩
︑
或
ハ
菓
子
︑

或
一
樽
・
煮
染
等
籠
之
︑
廿
五
日
之
御
斎
︑
伝
供
ノ
供
物
を
以
︑
一
汁

三
菜
之
仕
立
ニ
而
︑
講
中
江
御
斎
令
頂
戴
之(17

)︑

伝
供
講
に
つ
い
て
は
後
で
詳
し
く
記
す
が
︑
享
保
十
七
年
一
月
十
六
日
に
伝
供

講
が
例
年
の
よ
う
に
御
忌
に
使
う
蠟
燭
を
納
め
︑
知
恩
院
か
ら
食
事
を
頂
戴
し
て

い
る
︒
し
か
し
こ
の
年
は
︑
知
恩
院
の
事
務
や
運
営
を
執
り
行
っ
て
い
る
月
番
や

山
役
か
ら
︑
今
年
は
常
駐
の
者
が
お
ら
ず
本
堂
の
賽
銭
や
御
供
え
物
が
盗
ま
れ
な

い
か
と
心
配
な
た
め
︑
御
忌
期
間
中
に
巡
回
や
散
物
の
回
収
な
ど
の
手
伝
い
を
依

頼
さ
れ
て
い
る
︒
伝
供
講
は
そ
の
頼
み
を
了
承
し
︑
実
際
に
十
八
日
か
ら
本
堂
内

の
手
伝
い
を
行
い
︑
そ
れ
に
対
し
知
恩
院
は
御
忌
期
間
中
︑
伝
供
講
へ
菓
子
や
酒

な
ど
の
食
事
を
提
供
し
て
い
る
︒
こ
の
記
録
の
流
れ
は
︑
十
六
日
に
知
恩
院
側
か

ら
﹁
伝
供
講
中
﹂
に
手
伝
い
の
依
頼
を
し
︑
十
八
日
に
﹁
伝
供
講
中
﹂
が
実
際
に

手
伝
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
︑
そ
し
て
二
十
五
日
に
手
伝
い
を
し
て
く
れ
た
﹁
御
忌

講
中
﹂
に
食
事
を
提
供
し
た
と
な
っ
て
い
る
︒
な
ん
と
途
中
で
伝
供
講
が
御
忌
講

に
変
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
︒
つ
ま
り
︑
伝
供
講
と
御
忌
講
は
同
じ
意
味
合
い
の

講
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
︒
以
上
の
こ
と
か
ら
︑﹃
日
鑑
﹄
に
お
い

て
伝
供
講
と
御
忌
講
は
同
じ
講
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
と
い
え
る
︒

第
三
節
︑
伝
供
講
と
は

御
忌
講
と
伝
供
講
が
同
じ
意
味
合
い
の
講
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
分

か
っ
た
が
︑
伝
供
講
と
は
ど
の
よ
う
な
講
で
あ
ろ
う
か
︒
今
堀
太
逸
氏
は
︑
伝
供

講
と
は
﹁
伝
供

(で
ん
ぐ
)
は
法
会
の
と
き
︑
仏
前
の
お
供
え
︒
講
入
り
に
︑
紺

紙
金
泥
小
御
名
号
一
幅
授
与
︒
伝
供
講
は
知
恩
院
出
入
り
の
業
者
仲
間(18

)﹂
で
あ
る

と
し
て
い
る
︒
江
戸
時
代
の
御
忌
で
は
一
月
二
十
五
日
に
伝
供
法
会
が
行
わ
れ
お

り(19
)︑

こ
れ
に
関
し
て
知
恩
院
の
年
中
行
事
に
つ
い
て
書
か
れ
た
﹃
年
中
行
事
録

乾
﹄
の
次
の
記
録
を
見
て
み
る
︒
な
お
︑
こ
の
﹃
年
中
行
事
録
乾
﹄
は
中
井
真
孝

氏
に
よ
る
と
︑
宝
暦
八
年

(一
七
五
八
)
の
成
立
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で(20

)︑

そ
の
頃
の
年
中
行
事
の
記
録
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
︒

〈一
月
二
十
四
日
﹀

一

晨
朝
・
日
中
御
法
事
・
集
会
堂
式
︑
一
心
院
幷
一
山
食
座
︑
雑
式
・
伝

供
講
入
来
︑
如
前
日
︑
但
︑
御
参
詣
日
故
︑
導
師
拝
礼
︑
菊
間
之
事
︑

一

伝
供
御
盛
物
出
来
之
時
︑
尊
前
為
御
高
覧
︑
伝
供
部
屋
江
御
出
之
事
も

有
之
︑
其
節
者
︑
月
番
随
侍
之
候
事
︑

一

右
伝
供
物
︑
本
堂
西
仏
壇
へ
︑
諸
道
心
者
移
之
候
事
︑

〈一
月
二
十
五
日
﹀

一

子
半
刻
︑
伝
供
集
会
之
大
鐘
百
八
︑
門
中
・
各
庵
・
寮
舎
登
山
︑
於
後

門
︑
山
内
中
老
着
帳
候
事
︑

一

寅
刻
︑
門
中
・
各
庵
・
寮
舎
入
道
場
︑
東
西
御
所
之
間
前
︑
南
内
陣
詰
︑

階
限
ニ
列
立
︑
尊
前
御
昇
堂
︑
法
服
九
条

︑
御
侍
者
︑
御
祭
文
・
割
笏
持
参
︑

直
︑
尊
前
御
椅(倚

)

子
ニ
被
為
召
︑
御
右
之
方
ニ
役
中
・
法
事
奉
行
・
山

知
恩
院
に
お
け
る
御
忌
団
体
参
拝
の
淵
源

(横
田
友
教
)
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役
・
大
衆
︑
御
左
之
方
ニ
門
中
一
臈
︑
同
上
席
︑
御
後
ニ
鐃
・
讃
鉢
之

役
︑
各
立
班
︑
畢
而
讃
鉢
︑
次
東
仏
壇
ゟ
︑
御
供
物
等
操
リ
出
ス
︑
各

伝
供
︑
尤
︑
繰
終
ニ
尊
前
へ
捧
︑
御
手
を
被
差
添
︑
御
供
養
之
上
︑
大

机
ニ
備
之
︑
其
時
︑
鐃
・
鉢
入
ル
ヽ
︑
右
伝
供
了
而
︑
尊
前
御
机
前
江

被
為
進
︑
御
焼
香
︑
御
延
坐
具
︑
御
三
拝
︑
次
倚
子
御
復
座
︑
御
祭
文

被
為
誦
︑
御
祭
文
︑
御
伴

僧
よ
り
捧
︑

次
長
四
奉
請
・
阿
弥
陀
経
・
後
唄
維
那
︑
門
中

一
臈
相
勤

︑
次
尊
前

割
笏
ニ
て
︑
引
声
念
仏
一
声
御
口
頭
︑
結
衆
双
番
江
移
之
︑
列
立
之
惣

大
衆
着
座
︑
念
仏
終
ル
前
︑
山
内
一
臈
登
壇
上
︑
御
戸
帳
下
ル
︑
双
番

打
切
候
時
︑
尊
前
御
廻
向
・
願
以
此

功
徳
文

・
御
十
念
︑
三
鉦
畢
而
︑
倚
子
之
上

ニ
被
為
立
︑
三
方
道
俗
へ
御
十
念
被
下
之
︑
御
下
堂
之
事(21

)︑

一
月
二
十
四
日
に
伝
供
講
が
登
山
し
︑
伝
供
法
要
に
使
わ
れ
る
﹁
伝
供
物
﹂
を

準
備
し
て
︑
そ
れ
を
伝
供
部
屋
か
ら
本
堂
の
西
仏
壇
に
移
し
て
い
る(22

)︒
そ
し
て
二

十
五
日
の
子
半
刻

(深
夜
1
時
頃
)
に
︑
伝
供
法
会
集
合
の
合
図
と
し
て
大
鐘
を

百
八
回
撞
き
︑
寅
刻

(午
前
4
時
頃
)
に
法
要
が
始
ま
る
︒
そ
の
次
第
や
差
定
に

つ
い
て
︑
整
理
す
る
と

(表
1
)
の
よ
う
に
な
る
︒
こ
の

(表
1
)
か
ら
も
分
か

る
よ
う
に
︑
伝
供
法
要
で
は
伝
供
物
を
仏
壇
か
ら
繰
り
出
し
︑
そ
れ
を
供
養
し
て

仏
前
に
供
え
て
い
る
︒
こ
れ
に
関
し
て
﹃
日
次
記
事
﹄
(一
六
七
六
)
の
法
然
御

忌
当
日
と
い
う
項
目
に
は
︑﹁
今
暁
知
恩
院
住
職
自
ら
轉
供
を
取
り
︑
法
然
の
像

の
前
に
備
ふ

(筆
者
書
き
下
し
)

(23
)﹂

と
あ
り
︑
こ
こ
か
ら
御
門
主
が
自
ら
の
手
で

供
養
し
た
伝
供
物
を
法
然
上
人
像
に
供
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
︒

こ
の
伝
供
法
要
で
使
わ
れ
た
伝
供
物(24

)を
作
っ
て
い
た
の
が
伝
供
講
と
考
え
ら
れ

る
︒
ま
た
伝
供
講
の
活
動
は
伝
供
法
要
だ
け
で
は
な
い
︒
ま
ず
伝
供
講
は
毎
年
一

月
十
五
日
ご
ろ
に
登
山
し(25

)︑
御
忌
に
使
う
蠟
燭
や
伝
供
法
要
に
使
う
足
袋
を
知
恩

院
に
献
上
し
て
い
る
︒
例
え
ば
享
保
十
八
年
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
︒

〈享
保
十
八
年
一
月
十
五
日
﹀

一

伝
供
講
中
登
山
︑
五
百
匁
掛
朱
蠟
燭
弐
丁
・
百
匁
掛
ケ
拾
丁
・
百
匁
掛

ケ
朱
弐
丁
・
銀
弐
拾
五
匁
・
襪
子
壱
足
︑
右
之
通
指
上
︑
御
十
念
頂
戴
︑

於
梅
之
間
︑
例
之
通
吸
物
・
酒
核
等
被
下
之
︑
月
番
幷
山
役
及
挨
拶
候

事
︑
且
又
︑
御
忌
中
本
堂
へ
被
相
詰
︑
去
年
之
通
︑
諸
事
致
世
話
候
様

ニ
と
︑
信
重
院
対
談
之
処
︑
何
茂
奉
畏
候
旨
返
答(26

)︑

一
匁
を
3
･
75
グ
ラ
ム
と
す
る
と
︑
五
百
匁
は
一
八
七
五
グ
ラ
ム
で
︑
百
匁
は
三

七
五
グ
ラ
ム
と
な
る
︒
つ
ま
り
約
二
キ
ロ
の
大
き
な
朱
の
蝋
燭
を
二
本
と
︑
三
七

五
グ
ラ
ム
の
蝋
燭
を
十
本
︑
同
じ
大
き
さ
の
朱
の
蝋
燭
を
二
本
と
い
う
こ
と
に
な

る
︒
蝋
燭
の
大
き
さ
や
本
数
は
年
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
が
︑
毎
年
三
種
類
の
蝋
燭

を
献
上
し
て
い
る(27

)︒
ま
た
蝋
燭
の
他
に
銀
と
襪
子
も
あ
る
が
︑
こ
の
銀
と
は
伝
供

料
の
こ
と
で
あ
り(28

)︑
ま
た
襪
子
は
伝
供
法
要
に
使
う
も
の
で
あ
る(29

)︒
こ
れ
ら
の

品
々
を
毎
年
献
上
し
て
お
り
︑
加
え
て
享
保
十
七
年
以
降
は
御
忌
中
の
手
伝
い
の

依
頼
を
受
け
て
い
る(30

)︒

簡
単
に
ま
と
め
る
と
伝
供
講
の
活
動
と
は
︑
①
御
忌
期
間
の
前
に
品
物
を
献
上

し
︑
②
御
忌
期
間
中
は
本
堂
の
散
物
の
手
伝
い
を
し
︑
③
二
十
五
日
の
伝
供
法
要

の
準
備
を
行
う
こ
と
で
あ
る
︒
伝
供
講
は
知
恩
院
出
入
り
の
業
者
で
構
成
さ
れ
て

い
る
た
め
︑
こ
の
よ
う
な
御
忌
の
運
営
に
関
わ
る
活
動
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
︒
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第
四
節
︑
御
忌
伝
供
講

御
忌
講
に
関
し
て
︑
享
保
十
年
に
は
次
の
よ
う
な
御
忌
と
伝
供
が
合
体
し
た
御

忌
伝
供
講
中
と
い
う
講
が
登
場
し
て
い
る
︒

〈享
保
十
年

(一
七
二
五
)
一
月
二
十
二
日
﹀

一

御
忌
伝
供
講
中
︑
如
例
之
︑
法
事
後
致
参
上
候
得
共
︑
遅
参
故
︑
御
目

見
無
之(31

)︑

こ
の
記
録
は
︑
御
忌
伝
供
講
中
が
法
事
の
後
の
﹁
御
目
見
﹂
の
た
め
に
知
恩
院
に

参
上
し
た
が
︑
遅
か
っ
た
の
で
﹁
御
目
見
﹂
は
な
か
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
︒

こ
れ
に
関
し
て
︑
そ
の
二
年
前
の
同
日
の
記
録
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
︒

〈享
保
八
年
一
月
二
十
二
日
﹀

一

伝
供
講
御
目
見
︑
於
御
対
面
所
如
例
︑
銀
壱
封
献
上
︑
御
十
念(32

)︑

こ
こ
で
は
伝
供
講
が
﹁
御
目
見
﹂
し
て
い
る
の
で
︑
御
忌
伝
供
講
は
伝
供
講
の

可
能
性
が
高
い
︒
ま
た
御
忌
伝
供
講
中
が
書
か
れ
て
い
る
の
は
享
保
十
年
だ
け
で

な
く
︑
享
保
十
六
年
や
享
保
十
九
年
︑
宝
暦
七
年
に
も
登
場
す
る
が
︑
こ
れ
ら
は

す
べ
て
一
月
十
五
日
の
こ
と
で
あ
る
︒
例
え
ば
享
保
十
六
年
に
は
次
の
よ
う
に
あ

る
︒

〈享
保
十
六
年
一
月
十
五
日
﹀

一

御
忌
伝
供
講
中
︑
例
年
之
通
品
々
献
上
︑
於
御
対
面
所
︑
御
十
年
頂
戴
︑

畢
而
於
柳
之
間
ニ
︑
吸
物
・
酒
等
出(33

)︑

こ
こ
で
は
御
忌
伝
供
講
中
が
例
年
の
よ
う
に
様
々
な
も
の
を
献
上
し
て
い
る
が
︑

こ
れ
は
伝
供
講
が
御
忌
前
に
御
忌
に
使
う
品
々
を
献
上
し
て
い
た
内
容
と
一
致
す

る
︒
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
︑
御
忌
伝
供
講
と
は
伝
供
講
の
こ
と
で
あ
り
︑
お
そ
ら

く
﹁
御
忌
の
際
の
伝
供
講
﹂
と
い
う
意
味
で
御
忌
伝
供
講
と
表
記
し
て
い
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
︒

知
恩
院
に
お
け
る
御
忌
団
体
参
拝
の
淵
源

(横
田
友
教
)

六

先
︑
入
堂

次
︑
伝
供

一
︑
讃
鉢

一
︑
東
仏
壇
よ
り
伝
供
物
繰
り
出
し
︑
尊
前
へ

一
︑
伝
供
物
を
供
養
し
︑
大
机
へ

一
︑
鐃
・
鉢

次
︑
焼
香
・
三
拝

(導
師
)

次
︑
祭
文

(表
白
)

次
︑
長
四
奉
請

次
︑
阿
弥
陀
経

次
︑
後
唄

(梵
唄
)

次
︑
引
声
念
仏

(双
番
念
仏
)

次
︑
廻
向

次
︑
総
廻
向
文

次
︑
十
念

次
︑
授
与
十
念

以

上

表
1

伝
供
法
要

次
第
・
差
定



第
五
節
︑
蠟
燭
講
と
三
条
講
と
新
講
中

御
忌
が
行
わ
れ
て
い
た
一
月
に
絞
っ
て
﹃
日
鑑
﹄
を
見
る
と
︑
伝
供
講
は
御
忌

講
よ
り
も
七
年
早
く
登
場
し
て
い
る
︒
こ
の
よ
う
に
御
忌
講
よ
り
も
早
く
登
場
す

る
講
は
他
に
も
あ
る
︒
そ
れ
が
﹁
蠟
燭
講
中
﹂
や
﹁
三
条
講
中
﹂︑﹁
新
講
中
﹂
で

あ
る
︒﹃
日
鑑
﹄
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
講
が
登
場
す
る
の
は
︑
次
の
記
録
の
み
で

あ
る
︒

〈元
禄
二
年

(一
六
八
九
)
一
月
十
五
日
﹀

一

蠟
燭
講
中
へ
大
方
丈
ニ
姶

姶

而

吸
物
・
酒
馳
走(34

)︑

〈元
禄
十
三
年
一
月
十
五
日
﹀

一

本
堂
鎮
守
御
出
仕
︑
如
恒
例
大
衆
集
会
︑
如
例
年
御
祝
義
有
之
︑
御
忌

蠟
燭
三
条
講
中
持
参
候
而
︑
於
大
方
丈
吸
物
・
酒
出
之
︑
大
蠟
燭
二

挺
・
鳥
目
壱
貫
文
御
報
謝
︑
新
講
中
持
参
ニ
而
右
之
通
馳
走
被
仰
付
候(35

)︑

本
節
で
は
こ
れ
ら
の
講
と
御
忌
講
の
関
係
を
検
討
し
て
い
く
︒

ま
ず
蝋
燭
講
と
三
条
講
に
つ
い
て
︑
こ
れ
ら
二
つ
の
共
通
点
は
蝋
燭
に
関
係
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
︒
蠟
燭
講
は
名
前
に
蝋
燭
が
含
ま
れ
て
お
り
︑
三
条
講
は
御

忌
に
使
う
蝋
燭
を
持
っ
て
き
て
い
る
︒
ま
た
ど
ち
ら
も
大
方
丈
で
吸
物
と
酒
を
頂

戴
し
て
い
る
︒
蝋
燭
を
献
上
す
る
と
い
う
の
は
︑
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
伝

供
講
と
同
じ
活
動
で
あ
る
︒
ま
た
大
方
丈
で
食
事
を
頂
戴
す
る
の
も
︑
次
の
記
録

の
よ
う
に
伝
供
講
も
同
じ
で
あ
る
︒

〈享
保
十
五
年
一
月
十
五
日
﹀

一

伝
供
講
中
︑
如
例
年
︑
品
々
献
上
︑
御
十
念
相
済
候
上
ニ
而
︑
於
梅
之

間
︑
吸
物
・
御
酒
等
御
馳
走
︑
月
番
幷
光
玄
院
及
挨
拶(36

)︑

梅
之
間
は
大
方
丈
の
中
の
一
間
な
の
で
︑
こ
れ
は
蝋
燭
講
や
三
条
講
と
同
じ
十
五

日
に
伝
供
講
が
大
方
丈
に
て
食
事
を
頂
戴
し
た
と
い
う
記
録
と
な
る
︒
し
か
し
︑

蝋
燭
講
や
三
条
講
の
記
録
が
あ
る
元
禄
期
か
ら
少
し
年
が
あ
い
て
い
る
と
も
い
え

る
の
で
︑
次
の
記
録
に
注
目
す
る
︒

〈宝
永
二
年

(一
七
〇
五
)
一
月
十
五
日
﹀

一

御
忌
講
中
︑
於
大
方
丈
︑
雑
烹
・
酒
核
等
例
年
之
通(37

)︑

こ
こ
で
の
御
忌
講
は
伝
供
講
の
こ
と
で
あ
り
︑
先
程
と
同
じ
よ
う
に
蝋
燭
講
や
三

条
講
の
よ
う
に
十
五
日
に
伝
供
講
が
大
方
丈
に
て
食
事
を
頂
戴
し
た
と
い
う
記
録

で
あ
る
︒
し
か
も
こ
れ
は
三
条
講
の
記
録
か
ら
わ
ず
か
五
年
後
の
こ
と
で
あ
る
︒

こ
れ
ら
の
記
録
か
ら
︑
蝋
燭
講
と
三
条
講
は
伝
供
講
の
事
で
あ
る
と
断
定
で
き
る
︒

次
に
新
講
中
に
つ
い
て
で
あ
る
が
︑
元
禄
十
三
年
一
月
十
五
日
の
記
録
で
は
新

講
中
は
大
蠟
燭
と
鳥
目
一
貫
文
を
報
謝
金
と
し
て
︑
知
恩
院
に
持
参
し
て
い
る
︒

こ
れ
に
関
し
て
次
の
記
録
に
注
目
し
て
み
る
︒

〈享
保
二
十
年
一
月
十
五
日
﹀

一

伝
供
講
中
︑
如
例
年
︑
五
百
目
掛
二
挺
・
百
目
掛
拾
挺
・
百
目
掛
弐

挺
・
襪
壱
足
・
御
報
謝
弐
拾
五
匁
差
上
︑
拝
礼
︑
新
入
堺
屋
吉
右
衛

門
・
松
屋
喜
兵
衛
︑
各
弐
拾
五
匁
宛
御
報
謝
差
上
︑
格
別
ニ
拝
礼
︑
右
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何
茂
柳
之
間
ニ
お
ゐ
て
︑
吸
も
の
等
如
例
被
下
之
︑
月
番
・
山
役
及
挨

拶
︑
御
忌
例
之
通
頼
入
候
由
申
伸(38

)︑

こ
れ
は
例
年
の
よ
う
に
︑
伝
供
講
が
十
五
日
に
御
忌
で
使
う
品
々
を
献
上
し
て

い
る
記
録
で
あ
る
が
︑
堺
屋
吉
右
衛
門
と
松
屋
喜
兵
衛
の
二
人
が
伝
供
講
の
新
入

り
と
し
て
︑
そ
れ
ぞ
れ
二
十
五
匁
を
報
謝
金
と
し
て
献
上
し
て
い
る
︒
こ
の
よ
う

に
伝
供
講
が
御
忌
の
品
々
献
上
す
る
た
め
に
登
山
し
た
折
︑
新
入
り
の
者
が
報
謝

金
を
納
め
る
こ
と
が
あ
る(39

)︒
元
禄
十
三
年
の
記
録
で
は
新
講
中
も
伝
供
講
の
新
入

り
と
同
じ
よ
う
に
報
謝
金
を
納
め
て
い
る
︒
ま
た
蝋
燭
を
知
恩
院
に
納
め
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
る
と
︑
新
講
中
と
は
三
条
講
中

(伝
供
講
中
)
の
新
入
り
か
︑
も
し

く
は
字
の
ま
ま
に
捉
え
て
︑
三
条
講
中
と
は
別
の
新
た
な
伝
供
講
と
考
え
る
べ
き

で
あ
ろ
う
︒
ど
ち
ら
に
せ
よ
︑
新
講
中
と
は
伝
供
講
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
︒

以
上
の
こ
と
か
ら
︑﹁
蠟
燭
講
中
﹂
や
﹁
三
条
講
中
﹂︑﹁
新
講
中
﹂
は
い
ず
れ

も
伝
供
講
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
︒
な
お
三
条
講
中
が
伝
供
講
で
あ
る
こ
と
か

ら
︑
伝
供
講
を
構
成
す
る
知
恩
院
出
入
り
の
業
者
は
︑
京
都
市
の
三
条
通
り
を
中

心
に
店
を
構
え
て
い
る
も
の
が
多
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒

第
六
節
︑
第
一
章
小
結

こ
こ
ま
で
の
こ
と
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
︒

享
保
十
七
年
ま
で
の
﹁
御
忌
講
｣=

｢伝
供
講
中
｣=

｢御
忌
伝
供
講
中
｣=

｢蠟
燭
講
中
｣=

｢三
条
講
中
｣=

｢新
講
中
﹂

﹃
日
鑑
﹄
に
お
い
て
御
忌
講
は
︑
宝
永
二
年
に
は
じ
ま
り
享
保
十
七
年
ま
で
計
十

回
登
場
す
る
が
︑
い
ず
れ
も
伝
供
講
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
︒
ま
た
蠟

燭
講
や
三
条
講
な
ど
も
全
て
伝
供
講
の
別
称
で
あ
っ
た
︒
伝
供
講
の
主
な
活
動
と

は
︑
御
忌
期
間
の
前
に
御
忌
用
品
を
献
上
し
︑
伝
供
法
要
の
準
備
を
行
う
こ
と
で

あ
っ
た
︒
つ
ま
り
﹃
日
鑑
﹄
で
は
﹁
伝
供
法
会
で
活
躍
す
る
講
﹂
で
あ
る
か
ら

﹁
伝
供
講
﹂
で
あ
り
︑
ま
た
そ
の
伝
供
法
要
が
御
忌
期
間
に
行
わ
れ
て
い
る
か
ら

﹁
御
忌
講
﹂
と
も
記
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
︒

第
二
章
︑
地
名
・
寺
院
名
を
冠
す
る
御
忌
講

第
一
節
︑
各
地
で
組
織
さ
れ
た
講

享
保
十
七
年
ま
で
の
﹁
御
忌
講
中
﹂
は
伝
供
講
の
こ
と
で
あ
る
と
が
わ
か
っ
た
︒

こ
の
第
一
章
で
取
り
上
げ
た
﹁
御
忌
講
中
﹂
は
い
ず
れ
も
単
体
で
記
さ
れ
て
い
た

も
の
で
あ
っ
た
︒
そ
れ
に
対
し
享
保
十
一
年
か
ら
︑
特
定
の
地
名
や
寺
院
名
を
冠

す
る
講
が
登
場
し
て
い
る
︒
そ
れ
を
ま
と
め
た
の
が
次
の
頁
の

(表
2
)
で
あ
る(40

)︒

こ
の
地
名
や
寺
院
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
︒
寛
延
二
年

(一
七
四
九
)

の
次
の
記
録
を
見
て
み
る
︒

〈寛
延
二
年
一
月
二
十
三
日
﹀

一

信
州
門
中
嶋
法
蔵
寺
︑
且
取
次
浩
徳
院
を
以
申
上
ル
︑
今
年
ゟ
新
ニ
御

忌
講
取
立
︑
向
後
年
々
登
山
︑
御
報
謝
指
上
可
申
旨
ニ
姶

姶

而

︑
四
五
人
罷
越
︑

御
報
謝
銀
弐
両
差
上
︑
御
十
念
被
下
之(41

)︑

こ
こ
で
は
信
州
嶋
の
法
蔵
寺
が
今
年
か
ら
新
た
に
御
忌
講
を
組
織
し
︑
こ
れ
か

知
恩
院
に
お
け
る
御
忌
団
体
参
拝
の
淵
源

(横
田
友
教
)

八



ら
毎
年
御
忌
法
会
に
参
詣
し
て
︑
報
謝
金
を
知
恩
院
に
渡
そ
う
と
し
て
い
た
こ
と

が
読
み
取
れ
る
︒
そ
し
て
こ
の
翌
年
の
一
月
二
十
五
日
の
﹃
日
鑑
﹄
に
は
﹁
信
州

川
中
嶋
法
蔵
寺
講
中
︑
銀
弐
両
﹂
と
あ
り
︑
実
際
に
法
蔵
寺
で
御
忌
講
が
組
織
さ

れ
︑
登
山
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
︒
こ
こ
か
ら
各
地
名
や
寺
院
名
は
︑
各
講
が

組
織
さ
れ
た
場
所
を
表
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒

第
二
節
︑
人
数

で
は
こ
れ
ら
の
講
の
規
模
は
ど
の
程
度
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
︒﹃
日
鑑
﹄

に
は
稀
に
講
の
人
数
が
記
録
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
︒
例
え
ば
高
野
新
善
光
寺

御
忌
参
籠
講
中
は
享
保
十
五
年
に
御
忌
講
を
組
織
し
て
お
り
︑
同
年
に
知
恩
院
を

訪
れ
た
際
の
人
数
は
次
の
よ
う
に
五
︑
六
人
で
あ
っ
た
︒

〈享
保
十
五
年
一
月
二
十
四
日
﹀

一

江
刕
今
瀬
阿
ミ
た
寺
末
︑
新
善
光
寺
旦
那
︑
当
年
ゟ
御
忌
参
籠
講
結
候

由
ニ
姶

姶

而

︑
五
六
人
致
上
京
︑
銀
壱
封
御
報
謝
差
上
︑
御
十
念
頂
戴
仕
度
由
︑

願
候
付
︑
御
法
事
過
︑
御
対
面
所
ニ
姶

姶

而

御
十
念
被
下
之(42

)︑

こ
の
講
は
最
も
多
い
時
で
﹁
十
人
計(43

)﹂
訪
れ
て
い
る
︒
ま
た
記
録
に
残
っ
て
い
る

限
り
で
は
嶋
法
蔵
寺
は
多
い
時
で
四
︑
五
人(44

)︑
堺
講
中
は
二
人(45

)で
あ
っ
た
︒
そ
ん

な
中
︑
最
も
多
い
の
が
今
宮
講
で
あ
る
︒
今
宮
講
は
宝
暦
九
年
一
月
二
十
一
日
に

二
十
七
人
︑
宝
暦
十
年
一
月
二
十
一
日
に
二
十
人
︑
宝
暦
十
二
年
一
月
二
十
一
日

に
二
十
人
程
登
山
し
て
お
り
︑
最
も
多
い
年
で
は
四
十
人
も
の
参
拝
者
が
い
た
と

記
録
さ
れ
て
い
る
︒
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信
州
川
中
嶋
参
詣
講
中

大
坂
無
量
寺
講
中

信
州
飯
山
戸
狩
山
光
明
寺
講

堺
遍
照
寺
講
中
・
尼
講
中

摂
州
萱
野
浄
国
寺
御
忌
参
詣
講
中

信
州
川
中
嶋
講
中

大
坂
た
か
ら
講
中

(大
坂
宝
組
元
講
中
)

大
坂
法
蔵
院
旦
那
・
講
中

走
水
極
楽
寺
講
中

大
坂
菩
提
寺
尼
講
中

信
州
永
昌
寺
講
中

信
州
綿
内
正
満
寺

(正
福
寺
)
御
忌
講
中

泉
州
堺
御
忌
講
中

土
生
西
向
寺
講
中

信
州
川
中
嶋
法
蔵
寺
近
所
︑
大
英
寺
講
中

信
州
川
中
嶋
善
導
寺
講
中

信
州
川
中
嶋
法
蔵
寺

(宝
蔵
寺
)
御
忌
講
中

摂
州
池
田
法
園
寺

(法
音
寺
・
法
恩
寺
)
旦
那
御
忌
講
中

超
善
寺
旦
那
講
中

(超
善
寺
念
仏
講
中
)

大
坂
大
蓮
寺
諸
講
中

摂
州
池
田
西
光
寺

(西
向
寺
)
御
忌
講
中

江
州
今
瀬
阿
ミ
た
寺
末
︑
高
野
新
善
光
寺
御
忌
参
籠
講
中

尼
崎
講
中

大
坂
今
宮
講
中

摂
州
池
田
御
忌
講
中

大
坂
天
然
寺
念
仏
講
中
名

称

表
2

具
体
的
な
地
名
や
寺
院
名
を
冠
す
る
講

明
和
五
年

明
和
五
年

明
和
四
年

明
和
三
年

明
和
二
年

宝
暦
十
四
年

宝
暦
十
四
年

宝
暦
十
二
年

宝
暦
十
一
年

宝
暦
十
年

宝
暦
八
年

宝
暦
七
年

宝
暦
五
年

宝
暦
三
年

寛
延
三
年

寛
延
三
年

寛
延
二
年

延
享
三
年

寛
保
二
年

元
文
元
年

享
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一
年
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﹄
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第
三
節
︑
登
山
背
景

(表
2
)
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
︑
各
講
の
登
場
回
数
は
様
々
で
あ
る
︒
こ
の
う

ち
摂
州
池
田
講
中
や
大
坂
今
宮
講
中
︑
高
野
新
善
光
寺
御
忌
参
籠
講
中
︑
摂
州
池

田
西
光
寺
御
忌
講
中
︑
摂
州
池
田
法
園
寺
旦
那
御
忌
講
中
は
十
年
以
上
に
わ
た
っ

て
参
拝
の
記
録
が
残
っ
て
い
る
︒
お
そ
ら
く
こ
れ
ら
の
御
忌
講
で
は
︑
知
恩
院
の

御
忌
法
会
に
参
加
す
る
こ
と
が
各
寺
院
や
地
域
の
行
事
と
し
て
︑
数
年
に
一
回
ぐ

ら
い
の
頻
度
で
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
一
方
︑
登
場
回
数
が
少
な
い
大

坂
天
然
寺
念
仏
講
中
や
大
坂
大
蓮
寺
諸
講
中
︑
超
善
寺
旦
那
講
中
︑
大
坂
法
蔵
院

旦
那
・
講
中
︑
堺
遍
照
寺
講
中
・
尼
講
中
︑
大
坂
無
量
寺
講
中
に
は
共
通
点
が
あ

る
︒
そ
れ
は
こ
れ
ら
全
て
︑
各
寺
院
が
唱
導
師
を
勤
め
た
日
に
講
の
記
録
が
確
認

で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒
例
え
ば
大
坂
大
蓮
寺
諸
講
中
の
場
合
︑
元
文
元
年

に
次
の
よ
う
に
あ
る
︒

〈元
文
元
年

(一
七
三
六
)
一
月
二
十
三
日
﹀

一

初
讃
導
師
大
坂
大
蓮
寺
︑
拝
礼
︑

一

今
日
導
師
大
坂
大
蓮
寺
檀
頭
幷
彼
之
寺
諸
講
中
︑
各
御
報
謝
献
上
︑
御

十
念
被
下(47

)︑

一
月
二
十
三
日
の
唱
導
師
が
大
坂
大
蓮
寺
で
︑
同
じ
日
に
大
蓮
寺
の
檀
頭
と
諸
講

中
が
報
謝
を
献
上
し
て
い
る
︒
こ
の
よ
う
に
各
寺
院
の
上
人
が
唱
導
師
を
勤
め
た

際
に
︑
講
も
合
わ
せ
て
参
詣
し
て
い
た
の
で
あ
る
︒
現
在
で
も
唱
導
師
を
勤
め
る

寺
院
の
檀
信
徒
が
団
体
参
拝
し
て
お
り
︑
そ
れ
と
同
じ
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
︒

こ
の
よ
う
に
︑
各
講
が
知
恩
院
の
御
忌
法
会
に
参
加
す
る
背
景
に
は
︑
定
期
的

に
訪
れ
る
こ
と
が
各
寺
院
や
地
域
の
行
事
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
れ

ば
︑
菩
提
寺
の
住
職
が
唱
導
師
を
勤
め
る
の
で
︑
そ
れ
に
合
わ
せ
て
訪
れ
て
い
る

場
合
も
あ
る
︒

第
四
節
︑
献
上
品

知
恩
院
を
訪
れ
た
御
忌
講
は
︑
何
ら
か
の
献
上
品
を
持
参
す
る
場
合
が
多
い
︒

大
阪
の
池
田
の
地
域
は
多
く
の
参
拝
の
記
録
が
残
っ
て
い
る
が
︑
こ
の
内
例
え
ば

摂
州
池
田
講
中
の
初
登
場
の
享
保
十
二
年
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
︒

〈享
保
十
二
年
一
月
二
十
二
日
﹀

一

池
田
御
忌
講
中
登
山
︑
如
例
年
之
︑
池
田
炭
・
銀
一
封
献
上
之
︑
拝
礼

相
済
候
事(48

)︑

こ
の
年
︑
池
田
御
忌
講
は
池
田
炭
と
報
謝
の
銀
を
献
上
し
て
い
る
︒﹁
如
例
年
之
﹂

と
あ
る
こ
と
か
ら
︑
享
保
十
二
年
よ
り
前
か
ら
知
恩
院
を
訪
れ
て
は
池
田
炭
な
ど

を
献
上
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
池
田
炭
は
︑
近
畿
の
名
産
物
な
ど
に
つ
い
て

書
か
れ
た
﹃
日
本
山
海
名
物
図
絵
﹄
に
項
目
が
あ
り
︑
そ
こ
に
﹁
焼
炭
諸
国
よ
り

多
く
出
と
い
へ
共
池
田
を
最
上
と
す(49

)﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
︑
上
質
の
炭
で
あ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
︒
ま
た
池
田
御
忌
講
は
年
に
よ
っ
て
︑
蝋
燭
や
蕨
を
献
上
し
て
い
る

時
も
あ
り
︑
実
用
品
や
お
金
を
献
上
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒

次
に
最
も
登
場
回
数
が
多
い
大
坂
今
宮
講
中
に
注
目
す
る
︒
大
坂
今
宮
講
中
の

初
見
は
︑
池
田
御
忌
講
中
と
同
じ
享
保
十
二
年
で
あ
る
︒

知
恩
院
に
お
け
る
御
忌
団
体
参
拝
の
淵
源

(横
田
友
教
)

一
〇



〈享
保
十
二
年
一
月
二
十
四
日
﹀

一

大
坂
今
宮
講
中
︑
例
年
之
通
︑
干
か
ふ
ら
一
台
差
上
之
︑
拝
礼
相
勤
事(50

)︑

こ
こ
で
今
宮
講
は
干
蕪
を
献
上
し
て
い
る
︒
ま
た
﹁
例
年
之
通
﹂
と
あ
る
こ
と
か

ら
︑
享
保
十
二
年
以
前
か
ら
知
恩
院
に
参
詣
し
て
は
︑
干
蕪
を
献
上
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
︒
こ
の
よ
う
に
今
宮
講
は
参
拝
の
度
に
︑
干
蕪
を
献
上
し
て
い
る
が
︑

年
に
よ
っ
て
は
次
の
よ
う
に
﹁
天
王
寺
か
ぶ
ら
﹂
と
記
録
さ
れ
て
い
る
年
も
あ
る
︒

〈元
文
六
年
一
月
二
十
二
日
﹀

一

大
坂
今
宮
講
中
︑
例
年
之
通
︑
天
王
寺
か
ぶ
ら
献
上
之
︑
御
十
念
頂
戴(51

)︑

こ
れ
に
つ
い
て
︑﹃
日
本
山
海
名
物
図
絵
﹄
の
﹁
天
王
寺
干
蕪
﹂
と
い
う
項
目
に

は
︑
次
の
よ
う
に
あ
る
︒

摂
州
東
成
郡
天
王
寺
領
内
か
ぶ
ら
の
名
産
也
︒
百
姓
お
ほ
く
か
ぶ
ら
を
植
て
︑

な
ま
な
る
を
も
市
に
出
す
︒
然
し
専
ほ
し
か
ぶ
ら
と
な
し
て
是
を
売
︒
極
月

よ
り
正
月
ま
で
の
間
ハ
竹
垣
を
高
く
こ
し
ら
へ
て
是
を
ほ
す
也
︒
又
此
近
所

木
津
今
宮
と
い
ふ
あ
た
り
専
干
蕪
を
出
す
︒
木
津
今
宮
の
か
ぶ
ら
ハ
真
丸
く
︑

天
王
寺
ハ
少
し
細
長
し
︒
木
津
今
宮
ハ
天
王
寺
の
か
ぶ
ら
に
ハ
及
バ
ず(52

)

(筆

者
句
読
点
)

天
王
寺
で
百
姓
が
育
て
た
蕪
が
名
産
で
あ
り
︑
十
二
月
か
ら
一
月
の
間
に
干
し
て

干
蕪
と
し
て
い
た
︒
ま
た
そ
の
近
所
の
今
宮
で
も
干
蕪
が
作
ら
れ
て
い
た
が
︑
天

王
寺
の
蕪
に
は
及
ば
な
い
と
し
て
い
る
︒
こ
の
こ
と
か
ら
︑
お
そ
ら
く
今
宮
講
は

今
宮
で
作
っ
た
干
蕪
を
献
上
し
て
い
た
が
︑
時
に
は
天
王
寺
の
干
蕪
を
献
上
し
て

い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒

以
上
の
よ
う
に
︑
知
恩
院
を
訪
れ
た
御
忌
講
は
各
地
域
の
名
産
品
や
報
謝
金
な

ど
を
知
恩
院
に
お
さ
め
て
い
た
︒
な
お
こ
れ
ら
の
講
は
︑
先
ほ
ど
の
﹁
天
王
寺
か

ぶ
ら
﹂
で
引
用
し
た
今
宮
講
の
よ
う
に
︑
献
上
の
後
に
知
恩
院
か
ら
十
念
を
頂
戴

し
て
い
る
︒

第
五
節
︑
大
坂
今
宮
講
中

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
大
坂
今
宮
講
中
は
他
の
講
よ
り
も
多
く
の
年
に
登

場
し
︑
且
つ
そ
の
人
数
も
二
十
人
以
上
と
い
う
大
人
数
で
あ
る
︒
で
は
︑
こ
の
今

宮
講
と
は
ど
の
よ
う
な
講
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
︒

前
節
で
見
て
き
た
よ
う
に
今
宮
講
は
長
年
に
わ
た
り
︑
名
産
品
で
あ
る
干
蕪
を

献
上
し
て
い
た
︒
そ
ん
な
今
宮
講
に
関
し
て
︑
宝
暦
六
年

(一
七
五
六
)
に
は
次

の
よ
う
に
あ
る
︒

〈宝
暦
六
年
一
月
二
十
一
日
﹀

一

大
坂
今
宮
講
中
登
山
︑
如
例
干
蕪
献
上
之
︑
日
中
法
㕝
御
出
掛
︑
於
鶴

之
間
縁
通
︑
御
十
念
拝
受
︑
遠
路
毎
歳
参
詣
之
段
︑
殊
勝
ニ
思
召
候
旨
︑

月
番
取
合
︑
於
韋
駄
天
間
︑
支
度
申
付
候
︑(53

)

こ
こ
で
今
宮
講
は
例
年
の
よ
う
に
干
蕪
を
献
上
し
︑
大
方
丈
の
鶴
之
間
や
縁
側
で

御
十
念
を
頂
戴
し
て
い
る
︒
そ
の
後
︑
遠
い
と
こ
ろ
か
ら
毎
歳
参
詣
す
る
の
は
殊

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇
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七
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勝
で
あ
る
と
し
て
︑
月
番
か
ら
韋
駄
天
の
間
に
お
い
て
支
度
を
す
る
よ
う
に
と
申

し
付
け
ら
れ
た
と
あ
る
︒
こ
の
韋
駄
天
の
間
と
は
︑
当
時
韋
駄
天
立
像
が
安
置
さ

れ
て
い
た
雪
香
殿
の
一
間
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る(54

)︒
ま
た
︑
こ
の
﹁
支
度
﹂
と
は

帰
り
支
度
の
こ
と
で
あ
ろ
う
︒
こ
の
よ
う
に
支
度
の
た
め
に
知
恩
院
が
一
室
を
提

供
す
る
こ
と
は
そ
れ
ま
で
な
か
っ
た
︒
し
か
し
こ
の
年
以
降
︑
今
宮
講
は
支
度
の

た
め
に
雪
香
殿
の
一
間
を
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
︒
ま
た
御
忌
講
の
中
に
は
稀

に
知
恩
院
か
ら
食
事
が
提
供
さ
れ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
が(55

)︑
そ
の
う
ち
最
初
に

登
場
す
る
の
が
宝
暦
十
三
年
の
今
宮
講
で
あ
る
︒

〈宝
暦
十
三
年
一
月
二
十
一
日
﹀

一

今
宮
講
中
︑
御
忌
御
報
謝
差
上
︑
鶴
間
縁
側
ニ
姶

姶

而

御
十
念
︑
月
番
取
合
︑

例
之
通
夕
飯
被
下
之
︑
干
蕪
差
上
之
︑
役
中
江
も
同
断(56

)︑

こ
の
夕
食
に
関
し
て
︑
明
和
二
年

(一
七
六
五
)
一
月
二
十
二
日
に
は
同
じ
く
今

宮
講
に
﹁
一
汁
三
菜
非
時
被
下
候(57

)﹂
と
あ
る
の
で
︑
そ
の
内
容
が
一
汁
三
菜
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
︒

こ
の
よ
う
に
今
宮
講
の
み
が
支
度
の
場
所
を
与
え
ら
れ
︑
は
じ
め
て
非
時
の
食

事
を
提
供
さ
れ
る
な
ど
︑
知
恩
院
か
ら
特
別
扱
い
さ
れ
て
い
る
︒
こ
れ
は
今
宮
講

が
享
保
十
二
年
以
前
か
ら
知
恩
院
に
参
詣
し
て
は
干
蕪
を
献
上
し
て
い
た
こ
と
や
︑

他
の
講
よ
り
も
高
い
頻
度
で
御
忌
法
会
に
参
拝
し
て
い
た
こ
と
が
知
恩
院
に
評
価

さ
れ
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
︒

第
六
節
︑
第
二
章
小
結

こ
こ
ま
で

(表
2
)
に
あ
る
様
々
な
講
を
見
て
き
た
︒
こ
れ
ら
の
講
は
各
地
方

や
寺
院
で
組
織
さ
れ
た
も
の
で
︑
知
恩
院
を
訪
れ
る
際
は
報
謝
金
や
名
産
物
を
献

上
し
︑
知
恩
院
側
か
ら
十
念
を
受
け
て
い
た
︒
こ
れ
ら
の
講
が
知
恩
院
を
訪
れ
た

背
景
に
は
︑
菩
提
寺
の
住
職
が
唱
導
師
を
勤
め
る
際
に
︑
合
わ
せ
て
訪
れ
て
い
た

場
合
も
あ
れ
ば
︑
今
宮
講
の
よ
う
に
長
い
間
︑
定
期
的
に
知
恩
院
の
御
忌
に
訪
れ

て
い
る
も
の
も
あ
っ
た
︒
各
講
の
規
模
は
様
々
で
︑
少
な
い
と
こ
ろ
は
一
桁
で
あ

る
が
︑
多
い
と
こ
ろ
で
は
四
十
人
も
の
団
体
で
あ
っ
た
︒
(表
2
)
に
は
全
部
で

二
十
七
の
講
を
挙
げ
て
い
る
が
︑
そ
の
中
で
今
宮
講
だ
け
は
次
第
に
知
恩
院
か
ら

特
別
な
扱
い
を
受
け
る
よ
う
に
な
る
︒
そ
れ
は
長
年
に
わ
た
っ
て
御
忌
に
訪
れ
︑

蕪
を
献
上
し
て
い
た
と
い
う
積
極
的
な
取
り
組
み
が
知
恩
院
か
ら
評
価
さ
れ
た
た

め
で
あ
っ
た
︒

そ
し
て
こ
れ
ら
の
他
に
も
う
一
つ
わ
か
る
こ
と
が
あ
る
︒
そ
れ
は
御
忌
講
の
成

立
期
に
つ
い
て
で
あ
る
︒
こ
れ
ま
で
の
こ
と
か
ら
御
忌
講
を
﹁
各
地
方
や
寺
院
で

組
織
さ
れ
︑
本
山
の
御
忌
法
会
に
参
詣
す
る
講
﹂
と
定
義
付
け
す
る
と
︑
御
忌
講

の
初
見
は
享
保
十
一
年
に
登
場
す
る
大
坂
天
然
寺
念
仏
講
中
で
あ
る
︒
た
だ
し
大

坂
天
然
寺
念
仏
講
中
は
そ
の
名
の
通
り
念
仏
講
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
︑

御
忌
講
の
始
ま
り
は
︑
摂
州
池
田
御
忌
講
中
の
初
見
で
あ
る
享
保
十
二
年
一
月
二

十
二
日
と
な
る
︒
な
お
︑
摂
州
池
田
御
忌
講
中
や
大
坂
今
宮
講
中
の
各
初
見
に
は

﹁
如
例
年
之
﹂
や
﹁
例
年
之
通
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
︑
そ
れ
よ
り
以
前
か
ら
各
講

が
あ
っ
た
こ
と
も
確
か
な
こ
と
で
あ
る
︒
し
か
し
︑
あ
く
ま
で
記
録
と
い
う
観
点

か
ら
︑
確
実
に
御
忌
講
が
存
在
し
て
い
た
と
断
定
で
き
る
の
は
享
保
十
二
年
か
ら

で
あ
る
︒
よ
っ
て
︑
御
忌
講
の
は
じ
ま
り
は
﹃
日
鑑
﹄
に
お
い
て
享
保
十
二
年
で

知
恩
院
に
お
け
る
御
忌
団
体
参
拝
の
淵
源

(横
田
友
教
)

一
二



あ
る
と
い
え
る
︒

お
わ
り
に

御
忌
講
と
は
﹁
各
地
方
や
寺
院
で
組
織
さ
れ
︑
本
山
の
御
忌
法
会
に
参
詣
す
る

講
﹂
で
あ
り
︑﹃
日
鑑
﹄
に
お
い
て
は
享
保
十
二
年

(一
七
二
七
)
一
月
二
十
二

日
の
摂
州
池
田
御
忌
講
中
の
記
録
が
最
初
で
あ
る
︒
こ
の
記
録
以
降
︑
特
に
摂
州

や
信
州
な
ど
で
組
織
さ
れ
た
御
忌
講
が
知
恩
院
の
御
忌
法
会
に
登
山
し
た
記
録
が

多
く
残
っ
て
い
た
︒
彼
ら
は
御
忌
法
会
に
な
る
と
知
恩
院
へ
参
拝
し
︑
報
謝
金
や

地
方
の
名
産
品
を
献
上
し
て
い
た
︒
各
講
の
人
数
は
様
々
で
︑
多
い
と
こ
ろ
で
は

四
十
人
も
い
た
︒
ま
た
参
拝
の
き
っ
か
け
は
︑
菩
提
寺
の
住
職
が
唱
導
師
を
勤
め

る
際
に
合
わ
せ
て
訪
れ
て
い
た
場
合
も
あ
れ
ば
︑
今
宮
講
の
よ
う
に
︑
定
期
的
に

知
恩
院
の
御
忌
に
訪
れ
て
い
る
も
の
も
あ
っ
た
︒
な
お
宝
永
二
年
か
ら
享
保
十
七

年
ま
で
︑
地
名
や
寺
院
名
が
付
か
な
い
単
体
表
記
の
﹁
御
忌
講
﹂
が
登
場
し
て
い

る
が
︑
い
ず
れ
も
御
忌
法
要
期
間
中
に
行
わ
れ
る
伝
供
法
要
の
準
備
を
す
る
伝
供

講
の
こ
と
を
﹁
御
忌
講
﹂
と
表
記
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
︒
し
か
し
享
保
十

二
年
以
降
︑
池
田
御
忌
講
中
や
今
宮
講
中
と
い
っ
た
具
体
的
な
地
名
を
冠
し
た
御

忌
講
が
御
忌
法
会
に
参
詣
す
る
よ
う
に
な
り
︑
単
体
表
記
の
﹁
御
忌
講
﹂
は
享
保

十
七
年
を
最
後
に
使
わ
な
く
な
る
︒
お
そ
ら
く
︑﹁
御
忌
講
﹂
が
伝
供
講
を
指
す

の
か
︑
そ
れ
と
も
具
体
的
な
地
名
を
冠
す
る
御
忌
講
を
指
す
の
か
と
い
っ
た
混
乱

が
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
︒

本
稿
で
︑
近
世
の
知
恩
院
に
訪
れ
て
い
た
御
忌
講
と
い
う
集
団
の
存
在
が
明

ら
か
に
な
っ
た
︒
そ
の
活
動
は
︑
現
在
の
団
体
参
拝
に
通
じ
る
も
の
が
あ
り
︑

少
な
く
と
も
享
保
年
間
に
は
御
忌
団
体
参
拝
の
淵
源
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た

と
い
え
る
︒

〔
注
︺

(1
)
藪
内
彦
瑞
編
﹃
知
恩
院
史
﹄
(知
恩
院
︑
一
九
三
七
)
第
一
篇
第
一
章
中
﹁
寛
永

炎
上
﹂

(2
)
伊
藤
眞
徹
﹃
日
本
浄
土
教
文
化
史
研
究
﹄
(佛
教
大
学
伊
藤
眞
徹
先
生
古
稀
記
念

会
︑
一
九
七
五
)
第
一
篇

6
法
然
上
人
の
御
忌
に
つ
い
て

(3
)
三
田
全
信
﹁
法
然
上
人
の
御
忌
に
つ
い
て

︱
︱
近
世
篇
︱
︱
﹂
(﹃
佛
教
大
学
研

究
紀
要
﹄
第
三
九
號
︑
一
九
六
一
)

(4
)
御
忌
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
︑
他
に
も
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
︒

・
秦
博
文
﹁
布
教
と
し
て
の
知
恩
院
御
忌

(一
)
︱
︱
御
諷
誦
の
釈
文
を
作
成

し
て
︱
︱
﹂
(﹃
仏
教
論
叢
﹄
第
四
十
八
号
︑
二
〇
〇
四
)

・
秦
博
文
﹁
布
教
と
し
て
の
知
恩
院
御
忌

(二
)
︱
︱
唱
導
他
の
釈
文
を
作
成

し
て
︱
︱
﹂
(﹃
仏
教
論
叢
﹄
第
四
十
九
号
︑
二
〇
〇
五
)

・
伊
藤
茂
樹
﹁
知
恩
講
に
つ
い
て
﹂
(﹃
浄
土
宗
学
研
究
﹄
四
〇
︑
浄
土
宗
学
研
究

所
︑
二
〇
一
三
)
第
一
章
御
忌
の
源
流

・
伊
藤
真
昭
﹁
法
然
上
人
の
遠
忌
と
大
師
号
勅
許
に
つ
い
て
﹂
(﹃
法
然
上
人
研

究
﹄
第
七
号
︑
二
〇
一
四
)

・
今
堀
太
逸
﹃
浄
土
宗
の
展
開
と
総
本
山
知
恩
院
﹄
(法
藏
館
︑
二
〇
一
八
)

(5
)﹃
日
鑑
﹄
は
元
禄
二
年

(一
六
八
九
)
か
ら
明
治
初
年
に
至
る
ま
で
︑
全
九
二
四

冊
の
記
録
が
残
っ
て
い
る
︒
こ
の
う
ち
︑
現
在
公
刊
さ
れ
て
い
る
の
は
明
和
五
年

(一
七
六
八
)
迄
で
︑
本
論
文
も
公
刊
分
の
﹃
日
鑑
﹄
に
基
づ
い
て
い
る
︒
た
だ

し
﹃
日
鑑
﹄
そ
の
も
の
が
残
っ
て
お
ら
ず
︑﹃
知
恩
院
史
料
集
﹄
に
は
収
録
さ
れ

て
い
な
い
年
も
あ
る
︒
二
〇
一
八
年
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
﹃
知
恩
院
史
料
集

日

鑑
篇
﹄
の
う
ち
︑
欠
落
し
て
い
る
年
月
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
︒
元
禄
六
︑
八
︑

十
︑
十
五
年
・
宝
永
四
︑
六
～
八

(正
徳
元
)
年
・
享
保
十
三
年
一
月
～
六
月
分
︒

(6
)﹃
知
恩
院
史
料
集

日
鑑
書
翰
篇
三
﹄
(総
本
山
知
恩
院
史
料
編
纂
所
︑
一
九
七

八
)
一
二
六
頁
︒

(7
)﹁
御
忌
講
中
﹂
の
記
録
が
登
場
す
る
﹃
日
鑑
﹄
の
記
録
は
以
下
の
通
り
︒

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇

第
四
十
七
号

(二
〇
一
九
年
三
月
)

一
三



宝
永
二
年
一
月
十
五
日
︑
宝
永
三
年
一
月
十
五
日
︑
同
二
十
二
日
︑
正
徳
二
年
一

月
十
五
日
︑
正
徳
三
年
一
月
二
十
二
日
︑
享
保
四
年
一
月
二
十
二
日
︑
享
保
六
年

一
月
十
二
日
︑
享
保
七
年
一
月
二
十
二
日
︑
享
保
九
年
一
月
十
五
日
︑
享
保
十
七

年
一
月
二
十
五
日
︒

(8
)﹃
知
恩
院
史
料
集

日
鑑
書
翰
篇
九
﹄
(総
本
山
知
恩
院
史
料
編
纂
所
︑
一
九
九

二
)
一
四
七
頁
︒

(9
)﹃
知
恩
院
史
料
集

日
鑑
書
翰
篇
十
三
﹄
(総
本
山
知
恩
院
史
料
編
纂
所
︑
一
九
九

八
)
二
七
〇
頁
︒

(10
)﹃
知
恩
院
史
料
集

日
鑑
書
翰
篇
五
﹄
(総
本
山
知
恩
院
史
料
編
纂
所
︑
一
九
八

六
)
六
頁
︒

(11
)﹃
知
恩
院
史
料
集

日
鑑
書
翰
篇
六
﹄
(総
本
山
知
恩
院
史
料
編
纂
所
︑
一
九
八

七
)
一
五
五
頁
︒

(12
)﹃
知
恩
院
史
料
集

日
鑑
書
翰
篇
七
﹄
(総
本
山
知
恩
院
史
料
編
纂
所
︑
一
九
八

八
)
六
頁
︒

(13
)﹃
知
恩
院
史
料
集

日
鑑
書
翰
篇
七
﹄
(総
本
山
知
恩
院
史
料
編
纂
所
︑
一
九
八

八
)
一
四
六
頁
︒

(14
)﹃
知
恩
院
史
料
集

日
鑑
書
翰
篇
八
﹄
(総
本
山
知
恩
院
史
料
編
纂
所
︑
一
九
八

九
)
一
一
五
頁
︒

(15
)﹃
知
恩
院
史
料
集

日
鑑
書
翰
篇
十
三
﹄
(総
本
山
知
恩
院
史
料
編
纂
所
︑
一
九
九

八
)
二
六
三
頁
︒

(16
)﹃
知
恩
院
史
料
集

日
鑑
書
翰
篇
十
三
﹄
(総
本
山
知
恩
院
史
料
編
纂
所
︑
一
九
九

八
)
二
六
六
頁
︒

(17
)﹃
知
恩
院
史
料
集

日
鑑
書
翰
篇
十
三
﹄
(総
本
山
知
恩
院
史
料
編
纂
所
︑
一
九
九

八
)
二
七
〇
頁
︒

(18
)
今
堀
太
逸
﹃
浄
土
宗
の
展
開
と
総
本
山
知
恩
院
﹄
(法
藏
館
︑
二
〇
一
八
)
三
四

七
頁
︒

(19
)
伝
供
法
要
は
﹃
日
鑑
﹄
で
は
元
禄
十
一
年
か
ら
記
録
さ
れ
︑
明
和
五
年

(二
〇
一

八
年
現
在
出
版
さ
れ
て
い
る
最
新
の
﹃
日
鑑
﹄
収
録
年
)
に
至
る
ま
で
︑
多
く
の

年
で
記
録
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
毎
年
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
︒

(20
)﹃
知
恩
院
史
料
集

古
記
録
篇
二
﹄
(総
本
山
知
恩
院
史
料
編
纂
所
︑
二
〇
一
六
)

二
八
三
頁
︒

(21
)﹃
知
恩
院
史
料
集

古
記
録
篇
二
﹄
(総
本
山
知
恩
院
史
料
編
纂
所
︑
二
〇
一
六
)

三
六
～
四
〇
頁
︒

(22
)﹃
年
中
行
事
録
乾
﹄
一
月
二
十
四
日
に
あ
る
﹁
伝
供
部
屋
﹂
に
つ
い
て
︑
伝
供
部

屋
は
伝
供
物
を
準
備
す
る
部
屋
で
あ
る
が
︑﹃
日
鑑
﹄
に
お
け
る
別
年
の
一
月
二

十
四
日
の
記
録
か
ら
︑
そ
の
場
所
が
大
庫
裏
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
︒

〈享
保
二
年
一
月
二
十
四
日
﹀

一

伝
供
物
︑
七
ツ
時
就
出
来
︑
大
庫
裏
ゟ
本
堂
へ
如
例
相
渡
︑
二
老
霊
雲

院
役
也
︑

〈享
保
三
年
一
月
二
十
四
日
﹀

一

伝
供
物
︑
七
ツ
時
︑
従
大
庫
裏
本
堂
江
送
之
︑
二
老
霊
雲
院
役
也
︑

ま
た
︑
こ
れ
ら
の
記
録
か
ら
伝
供
部
屋
か
ら
本
堂
へ
移
す
の
は
僧
侶
が
担
当
し
て

い
た
こ
と
が
分
か
る
︒

(23
)
黒
川
道
祐
撰
﹃
日
次
記
事
﹄
(﹃
新
修
京
都
叢
書
﹄
五
︑
臨
川
書
店
︑
一
九
六
八
︑

六
六
頁
)

(24
)
伝
供
物
に
つ
い
て
︑﹃
年
中
行
事
録
乾
﹄
の
一
月
二
十
五
日
と
二
十
六
日
の
記
録

で
は
︑
伝
供
物
は
日
中
法
要
後
に
唱
導
師
に
配
ら
れ
︑
翌
二
十
六
日
の
御
斎
と
し

て
も
使
わ
れ
て
い
る
︒
こ
れ
に
関
し
て
︑﹃
日
鑑
﹄
の
次
の
二
つ
の
記
録
を
見
て

み
る
︒

〈享
保
十
七
年
一
月
二
十
五
日
﹀

一

御
無
住
故
︑
就
無
人
︑
本
堂
散
物
等
取
納
メ
事
︑
御
忌
講
中
へ
相
頼
申
︑

昼
夜
共
ニ
各
世
話
有
之
︑
依
之
︑
七
日
中
幷
廿
四
日
之
晩
︑
或
ハ
菓
子
︑

或
一
樽
・
煮
染
等
籠
之
︑
廿
五
日
之
御
斎
︑
伝
供
ノ
供
物
を
以
︑
一
汁

三
菜
之
仕
立
ニ
而
︑
講
中
江
御
斎
令
頂
戴
之
︑

〈元
文
六
年
一
月
二
十
六
日
﹀

一

周
誉
忌
︑
如
例
年
︑
於
本
堂
御
位
牌
前
法
事
︑
長
四
奉
請
・
阿
弥
陀

経
・
後
唄
・
回
向
︑
大
僧
正
御
出
座
︑
大
衆
中
・
行
者
・
各
庵
出
勤
︑

御
斎
有
之
︑
尤
今
朝
之
野
菜
者
御
伝
供
之
御
供
物
也
︑

元
文
六
年
の
記
録
か
ら
︑
伝
供
物
の
内
容
に
野
菜
が
含
ま
れ
て
お
り
︑
さ
ら
に
享

保
十
七
年
の
記
録
か
ら
は
︑
二
十
五
日
に
は
既
に
伝
供
物
を
使
っ
て
一
汁
三
菜
の

知
恩
院
に
お
け
る
御
忌
団
体
参
拝
の
淵
源

(横
田
友
教
)

一
四



食
事
を
出
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
︒

(25
)
伝
供
講
が
献
上
品
を
持
っ
て
登
山
す
る
日
に
ち
に
つ
い
て
︑
宝
暦
七
年
ま
で
は
十

五
日
に
登
山
し
て
い
る
が
︑
宝
暦
八
年
に
は
十
四
日
︑
そ
し
て
宝
暦
九
年
以
降
は

十
三
日
に
訪
れ
て
い
る
︒

(26
)﹃
知
恩
院
史
料
集

日
鑑
書
翰
篇
十
四
﹄
(総
本
山
知
恩
院
史
料
編
纂
所
︑
一
九
九

九
)
一
二
頁
︒

(27
)
蝋
燭
に
つ
い
て
︑
御
忌
期
間
中
ど
れ
だ
け
の
蝋
燭
が
必
要
だ
っ
た
の
か
は
正
確
に

は
分
か
ら
な
い
︒
し
か
し
︑
そ
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
記
録
が
あ
る
︒

〈享
保
十
七
年
一
月
十
八
日
﹀

一

照
誉
上
人
思
召
ニ
付
︑
御
影
前
七
五
三
之
御
膳
出
来
︑
須
弥
壇
上
ニ
飾

之
︑
大
花
瓶
之
花
台
出
来
︑
大
机
之
前
左
右
江
置
︑
大
机
之
上
ハ
︑
須

弥
之
大
香
炉
を
お
ろ
し
︑
左
右
ニ
ハ
真
鍮
之
大
燭
台
二
本
百
目
掛
二
挺

立
ル
︑
尤
前
々
御
影
前
正
面
ニ
︑
百
目
掛
壱
挺
宛
立
候
へ
と
も
︑
当
年

よ
り
初
之
︑
但
︑
晨
朝
・
初
夜
ハ
三
十
目
掛
を
立
︑
日
中
計
百
目
掛
也
︑

伝
供
講
ゟ
百
目
掛
八
挺
献
之
︑
不
足
ニ
付
︑
手
前
ニ
而
六
挺
申
付
ル
︑

こ
の
年
︑
知
恩
院
第
四
十
七
世
照
誉
上
人

(一
六
五
四
-
一
七
三
二
)
の
考
え
に

よ
っ
て
︑
須
弥
壇
や
大
机
の
飾
り
つ
け
を
変
更
し
て
い
る
︒
そ
の
中
で
︑
日
中
法

要
で
使
う
百
目
掛
蠟
燭
を
一
挺
か
ら
二
挺
に
増
や
し
て
い
る
が
︑
伝
供
講
か
ら
献

上
さ
れ
た
八
挺
で
は
足
り
な
い
た
め
︑
追
加
で
六
挺
準
備
し
て
い
る
︒
つ
ま
り
︑

百
目
掛
の
大
き
な
蝋
燭
を
御
忌
期
間
中
︑
一
日
二
挺
の
計
十
四
挺
つ
か
っ
て
お
り
︑

加
え
て
晨
朝
と
初
夜
法
要
で
は
代
用
の
三
十
目
掛
蝋
燭
が
使
用
さ
れ
て
い
る
︒

(28
)
伝
供
料
と
す
る
根
拠
は
︑
本
文
中
に
引
用
し
た
﹃
日
鑑
﹄
の
享
保
十
八
年
一
月
十

五
日
の
記
録
と
寛
保
三
年
一
月
十
五
日
の
記
録
を
見
比
べ
て
も
ら
え
ば
︑
一
目
瞭

然
で
あ
る
︒

〈享
保
十
八
年
一
月
十
五
日
﹀

一

伝
供
講
中
登
山
︑
五
百
匁
掛
朱
蠟
燭
弐
丁
・
百
匁
掛
ケ
拾
丁
・
百
匁
掛

ケ
朱
弐
丁
・
銀
弐
拾
五
匁
・
襪
子
壱
足
︑
右
之
通
指
上
︑
御
十
念
頂
戴
︑

(後
略
)

〈寛
保
三
年
一
月
十
五
日
﹀

一

伝
供
講
中
︑
例
年
之
通
登
山
︑
五
百
目
掛
蠟
燭
弐
挺
・
百
目
掛
ケ
拾

挺
・
五
拾
目
掛
二
挺
・
襪
子
壱
足
・
伝
供
料
銀
弐
拾
五
匁
︑
右
之
通
差

上
︑
御
十
念
拝
礼
畢
而
︑
(後
略
)

こ
の
よ
う
に
︑﹁
銀
弐
拾
五
匁
﹂
の
箇
所
が
﹁
伝
供
料
﹂
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ

る
︒
な
お
列
挙
は
し
な
い
が
︑
こ
の
よ
う
に
銀
で
書
か
れ
て
い
る
場
合
も
伝
供
料

で
記
録
さ
れ
て
い
る
場
合
も
そ
れ
ぞ
れ
他
に
も
例
が
あ
る
︒

(29
)
襪
子
が
伝
供
法
会
の
と
き
に
使
う
も
の
で
あ
る
と
す
る
の
は
︑
襪
子
で
は
な
い
も

の
の
﹃
日
鑑
﹄
の
享
保
八
年
一
月
十
五
日
の
記
録
に
﹁
御
伝
供
之
時
之
御
足
袋
﹂

と
︑
伝
供
の
時
の
足
袋
と
明
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
︒

〈享
保
八
年
一
月
十
五
日
﹀

一

伝
供
講
中
︑
弐
百
目
掛
蠟
燭
二
挺
・
中
蠟
燭
五
十
挺
・
銀
廿
五
匁
・
御

伝
供
之
時
之
御
足
袋
壱
足
︑
献
上
之
︑
於
御
対
面
所
御
十
念
︑
退
出
︑

如
例
次
ノ
間
ニ
て
吸
物
・
酒
出
之
由
︑

な
お
︑
な
ぜ
一
足
な
の
か
に
つ
い
て
で
あ
る
が
︑
こ
れ
に
関
し
て
享
保
十
七
年
に

は
次
の
よ
う
に
あ
る
︒

〈享
保
十
七
年
一
月
十
六
日
﹀

一

伝
供
講
中
登
山
︑
例
之
通
御
忌
蠟
燭
献
上
︑
御
無
住
故
︑
襪
子
ハ
不
差

上
︑
格
式
之
通
︑
於
梅
之
間
︑
吸
物
・
酒
等
出
之
︑
(以
下
略
)

こ
の
年
は
無
住
な
た
め
襪
子
を
献
上
し
て
い
な
い
︒
そ
し
て
︑
本
文
で
述
べ
た
よ

う
に
伝
供
法
要
に
は
知
恩
院
の
住
職
も
参
加
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
︑
襪

子
は
知
恩
院
住
職
が
伝
供
法
要
の
時
に
使
用
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
︑
そ
の
た

め
一
足
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒

(30
)︹
一
章
二
節
︑
御
忌
講
と
伝
供
講
︺
で
引
用
し
た
享
保
十
七
年
一
月
十
六
日
か
ら

同
二
十
五
日
ま
で
の
記
録
参
照
︒

(31
)﹃
知
恩
院
史
料
集

日
鑑
書
翰
篇
四
﹄
(総
本
山
知
恩
院
史
料
編
纂
所
︑
一
九
九

四
)
六
頁
︒

(32
)﹃
知
恩
院
史
料
集

日
鑑
書
翰
篇
九
﹄
(総
本
山
知
恩
院
史
料
編
纂
所
︑
一
九
九

二
)
七
頁
︒

(33
)﹃
知
恩
院
史
料
集

日
鑑
書
翰
篇
十
三
﹄
(総
本
山
知
恩
院
史
料
編
纂
所
︑
一
九
九

八
)
七
頁
︒

(34
)﹃
知
恩
院
史
料
集

日
鑑
書
翰
篇
一
﹄
(総
本
山
知
恩
院
史
料
編
纂
所
︑
一
九
七

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇

第
四
十
七
号

(二
〇
一
九
年
三
月
)

一
五



四
)
四
頁
︒

(35
)﹃
知
恩
院
史
料
集

日
鑑
書
翰
篇
二
﹄
(総
本
山
知
恩
院
史
料
編
纂
所
︑
一
九
七

五
)
九
五
頁
︒

(36
)﹃
知
恩
院
史
料
集

日
鑑
書
翰
篇
十
二
﹄
(総
本
山
知
恩
院
史
料
編
纂
所
︑
一
九
九

六
)
六
頁
︒

(37
)﹃
知
恩
院
史
料
集

日
鑑
書
翰
篇
三
﹄
(総
本
山
知
恩
院
史
料
編
纂
所
︑
一
九
七

八
)
一
二
六
頁
︒

(38
)﹃
知
恩
院
史
料
集

日
鑑
書
翰
篇
十
六
﹄
(総
本
山
知
恩
院
史
料
編
纂
所
︑
二
〇
〇

一
)
一
二
頁
︒

(39
)
新
入
り
が
報
謝
金
を
納
め
て
い
る
記
録
は
︑︿
元
文
元
年
一
月
十
五
日
﹀
や
︿
寛

保
四
年
一
月
十
五
日
﹀︑︿
延
享
二
年
一
月
十
五
日
﹀︑︿
寛
延
二
年
一
月
十
五
日
﹀

な
ど
に
も
あ
る
︒

(40
)
(表
2
)
に
つ
い
て
は
︑
左
記
の
よ
う
に
ま
と
め
た
︒

※
『知
恩
院
史
料
集

日
鑑
﹄
巻
一

(1
6
8
9
)～
巻
三
十
一

(1
7
6
8
)
よ

り
作
成
し
た
︒

※
登
場
年
数
に
関
し
て
︑
同
年
に
二
日
以
上
登
場
す
る
場
合
は
一
回
と
数
え
た
︒

※
伝
供
講
で
あ
る
三
条
講
は
除
い
た
︒
ま
た
以
徳
院
講
中

(以
徳
院
は
当
時
知
恩

院
山
門
付
近
に
あ
っ
た
)
は
︑
御
忌
期
間
中
に
庭
の
糸
幡
の
世
話
を
し
て
お
り
︑

伝
供
講
の
よ
う
に
御
忌
の
運
営
に
携
わ
っ
て
い
た
の
で
︑
こ
れ
も
除
外
し
た
︒

(41
)﹃
知
恩
院
史
料
集

日
鑑
篇
二
十
四
﹄
(総
本
山
知
恩
院
史
料
編
纂
所
︑
二
〇
〇

九
)
二
一
頁
︒

(42
)﹃
知
恩
院
史
料
集

日
鑑
書
翰
篇
十
五
﹄
(総
本
山
知
恩
院
史
料
編
纂
所
︑
一
九
九

六
)
一
〇
頁
︒

(43
)﹃
知
恩
院
史
料
集

日
鑑
書
翰
篇
十
七
﹄
(総
本
山
知
恩
院
史
料
編
纂
所
︑
二
〇
〇

二
)
一
九
頁
︒

(44
)﹃
知
恩
院
史
料
集

日
鑑
篇
二
十
四
﹄
(総
本
山
知
恩
院
史
料
編
纂
所
︑
二
〇
〇

九
)
二
二
頁
︒

(45
)﹃
知
恩
院
史
料
集

日
鑑
篇
二
十
六
﹄
(総
本
山
知
恩
院
史
料
編
纂
所
︑
二
〇
一

一
)
四
四
八
頁
︒

(46
)﹃
知
恩
院
史
料
集

日
鑑
篇
二
十
八
﹄
(総
本
山
知
恩
院
史
料
編
纂
所
︑
二
〇
一

三
)
二
四
頁
︒

(47
)﹃
知
恩
院
史
料
集

日
鑑
書
翰
篇
十
七
﹄
(総
本
山
知
恩
院
史
料
編
纂
所
︑
二
〇
〇

二
)
一
八
頁
︒

(48
)﹃
知
恩
院
史
料
集

日
鑑
書
翰
篇
十
一
﹄
(総
本
山
知
恩
院
史
料
編
纂
所
︑
一
九
九

五
)
六
頁
︒

(49
)
平
瀬
徹
斎
編
著
・
長
谷
川
光
信
画
﹃
日
本
山
海
名
物
圖
繪

巻
之
三
﹄
(一
七
九

七
)
六
丁
目
裏
︒

〈本
書
の
内
容
：
近
畿
の
名
産
物
を
中
心
に
︑
鉱
山
や
加
工
品
な
ど
を
絵
と
解
説

に
よ
っ
て
紹
介
﹀

(50
)﹃
知
恩
院
史
料
集

日
鑑
書
翰
篇
十
一
﹄
(総
本
山
知
恩
院
史
料
編
纂
所
︑
一
九
九

五
)
七
頁
︒

(51
)﹃
知
恩
院
史
料
集

日
鑑
書
翰
篇
二
十
﹄
(総
本
山
知
恩
院
史
料
編
纂
所
︑
二
〇
〇

五
)
一
七
頁
︒

(52
)
平
瀬
徹
斎
編
著
・
長
谷
川
光
信
画
﹃
日
本
山
海
名
物
圖
繪

巻
之
三
﹄
(一
七
九

七
)
一
三
丁
目
裏
︒

(53
)﹃
知
恩
院
史
料
集

日
鑑
篇
二
十
六
﹄
(総
本
山
知
恩
院
史
料
編
纂
所
︑
二
〇
一

一
)
二
三
二
頁
︒

(54
)
参
考
：
山
西
泰
生
﹁
知
恩
院
﹁
韋
駄
天
立
像
﹂
の
見
た
正
月
二
日
﹂
(佛
教
大
学

宗
教
文
化
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
編
﹃
佛
教
大
学
宗
教
文
化
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
研
究
紀
要

5
﹄︑
二
〇
〇
九
)
五
九
～
六
九
頁
︒

(55
)
食
事
を
御
忌
講
に
提
供
し
た
記
録
は
︑
他
に
も
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
︒

〈明
和
四
年
一
月
二
十
五
日
﹀

一

信
州
川
中
嶋
法
蔵
寺
講
銀
弐
両
︑
同
飯
山
戸
狩
山
光
明
寺
講
金
百
疋
︑

同
綿
打
正
福
寺
講
銀
弐
両
︑
右
三
箇
寺
講
中
︑
於
大
庫
裏
御
斎
被
下
之
︑

畢
而
各
々
ニ
御
十
念
頂
戴
︑

(56
)﹃
知
恩
院
史
料
集

日
鑑
篇
二
十
九
﹄
(総
本
山
知
恩
院
史
料
編
纂
所
︑
二
〇
一

四
)
一
三
頁
︒

(57
)﹃
知
恩
院
史
料
集

日
鑑
篇
三
十
﹄
(総
本
山
知
恩
院
史
料
編
纂
所
︑
二
〇
一
五
)

一
三
頁
︒

知
恩
院
に
お
け
る
御
忌
団
体
参
拝
の
淵
源

(横
田
友
教
)

一
六



〔
付
記
︺

今
回
の
研
究
で
御
忌
講
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
︒
現
在
は
そ
の
実
態
を
裏

付
け
る
︑
各
寺
院
側
の
史
料
を
捜
索
中
で
す
︒
皆
様
の
ご
教
示
を
頂
け
ま
し
た
ら
幸
い

で
す
︒
ま
た
本
稿
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
︑
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
総
本
山

知
恩
院
史
料
編
纂
所
の
皆
様
︑
並
び
に
関
係
御
寺
院
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
︒
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
︒

(よ
こ
た

と
も
の
り

文
学
研
究
科
仏
教
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
)

(指
導
教
員
：
松
永

知
海

教
授
)

二
〇
一
八
年
九
月
二
十
八
日
受
理

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇

第
四
十
七
号

(二
〇
一
九
年
三
月
)

一
七



論

文

泉
鏡
花
の
女
人
救
済
の
原
型

︱
︱
『冠
弥
左
衛
門
﹄
論
︱
︱

諸

岡

哲

也

〔
抄

録
〕

｢処
女
作
に
は
そ
の
作
家
の
す
べ
て
が
宿
っ
て
い
る
﹂・﹁
作
家
は
処
女
作

へ
と
回
帰
す
る
﹂
と
い
っ
た
言
葉
が
示
す
よ
う
に
︑
鏡
花
の
処
女
作
で
あ
る

﹃
冠
弥
左
衛
門
﹄
に
も
ま
た
鏡
花
の
原
点
の
よ
う
な
も
の
が
内
包
さ
れ
て
い

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
そ
れ
は
一
つ
は
仏
教
的
な
要
素
で
あ
り
︑
も
う

一
つ
は
作
品
内
の
現
実
世
界
で
は
薄
幸
な
女
性
が
︑
死
ぬ
こ
と
で
救
わ
れ

(あ
る
種
の
)
理
想
郷
へ
と
旅
立
つ
要
素
で
あ
る
︒
こ
の
﹃
冠
弥
左
衛
門
﹄

に
は
鏡
花
文
学
に
通
底
し
て
い
く
そ
の
萌
芽
が
見
出
せ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
︒
そ
の
意
味
で
も
﹃
冠
弥
左
衛
門
﹄
は
や
は
り
重
要
な
作
品
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
し
︑
戯
作
的
な
作
品
で
あ
る
た
め
に
駄
作
で
あ
る
と
も
言
い
切

れ
な
い
も
の
が
あ
る
︒
鏡
花
文
学
を
理
解
す
る
た
め
に
も
価
値
の
あ
る
重
要

な
作
品
の
一
つ
と
い
え
る
︒

キ
ー
ワ
ー
ド

泉
鏡
花
︑
女
人
救
済
︑
仏
教
︑
地
蔵
菩
薩

は
じ
め
に

『冠
弥
左
衛
門
﹄
は
︑
明
治
二
十
五
年
十
月
一
日
か
ら
十
一
月
二
十
日
ま
で
京

都
﹃
日
出
新
聞
﹄
に
連
載
さ
れ
た
泉
鏡
花
の
処
女
作
で
あ
る
︒
そ
の
後
︑
明
治
二

十
七
年
の
﹃
北
陸
新
報
﹄
に
﹃
義
民
実
伝

仏
師
表
徳
﹄
と
題
名
を
変
え
て
転
載

さ
れ
た
︒
念
の
た
め
︑
少
し
長
く
な
る
が
以
下
に
梗
概
を
記
し
て
お
く
︒

時
は
相
模
守
東
殿
の
治
世
︑
霊
山
卯
之
助
の
父
は
︑
鋭
鎌
利
平
と
い
う
刀
鍛
冶

だ
っ
た
︒
十
七
年
前
︑
富
豪
石
村
五
兵
衛
は
自
分
の
利
益
の
た
め
に
農
民
を
た
ぶ

ら
か
し
︑
長
谷
八
ケ
村
の
田
畑
を
法
外
な
高
値
で
買
い
上
げ
よ
う
と
し
た
時
︑
村

民
は
金
に
目
が
く
ら
ん
で
こ
の
申
し
出
に
従
お
う
と
し
た
︒
利
平
は
石
村
の
謀
略

を
見
破
り
︑
村
民
を
強
く
説
得
し
て
︑
石
村
の
計
画
を
覆
そ
う
と
し
た
︒
石
村
は

執
権
の
岩
永
武
蔵
に
取
り
入
り
︑
計
画
が
完
遂
す
れ
ば
八
ヶ
村
の
農
民
は
自
分
の

小
作
人
と
な
り
︑
思
い
の
ま
ま
に
重
税
を
課
す
こ
と
が
で
き
る
︒
そ
こ
か
ら
の
儲

け
は
山
分
け
に
し
よ
う
と
話
を
持
ち
か
け
る
︒
こ
う
し
て
石
村
は
岩
永
の
手
を
借
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り
て
利
平
を
死
罪
へ
と
追
い
込
み
︑
そ
の
た
め
妻
の
渚
は
自
殺
す
る
︒
こ
の
間
に

生
ま
れ
た
の
が
卯
之
助
だ
っ
た
︒

こ
の
卯
之
助
と
両
思
い
の
小
萩
の
も
と
に
︑
石
村
の
使
者
が
や
っ
て
来
る
︒
石

村
の
息
子
で
あ
る
次
郎
蔵
の
嫁
に
小
萩
を
指
名
し
た
の
だ
っ
た
︒
小
萩
親
子
は
︑

来
合
わ
せ
て
い
た
権
五
郎
組
の
親
分
で
あ
る
侠
客
の
猿
の
伝
次
の
力
添
え
で
︑
難

題
を
退
け
た
も
の
の
後
が
心
配
で
生
き
た
心
地
も
し
な
か
っ
た
︒
そ
こ
へ
相
模
守

の
側
近
で
あ
る
沖
野
新
十
郎
の
妻
阿
浪
が
訪
れ
る
︒
石
村
の
息
子
に
と
い
う
の
は

建
前
で
実
は
︑
岩
永
自
身
が
小
萩
に
執
心
な
の
だ
と
告
げ
︑
仲
人
を
務
め
よ
う
と

申
し
出
る
︒
小
萩
親
子
は
途
方
に
暮
れ
て
し
ま
う
︒
阿
浪
は
親
子
に
同
情
し
︑
自

分
の
屋
敷
へ
匿
っ
て
救
お
う
と
約
束
す
る
︒

二
百
十
日
は
稀
に
見
る
暴
風
雨
で
︑
稲
は
ほ
ぼ
壊
滅
し
た
︒
さ
ら
に
︑
石
村
の

重
税
が
重
な
っ
た
こ
と
で
遂
に
農
民
は
蜂
起
す
る
こ
と
を
計
画
す
る
︒
こ
の
蜂
起

の
リ
ー
ダ
ー
が
卯
之
助
と
伝
次
だ
っ
た
︒
卯
之
助
は
自
身
の
宿
と
し
て
い
る
高
妙

寺
を
集
合
場
所
と
し
た
︒
だ
が
︑
こ
の
計
画
は
長
谷
の
名
主
の
報
告
に
よ
っ
て
︑

石
村
た
ち
に
知
ら
れ
て
し
ま
う
︒
卯
之
助
た
ち
は
寺
へ
と
立
て
こ
も
り
︑
岩
永
た

ち
と
山
門
を
は
さ
ん
で
対
峙
し
た
時
︑
山
門
の
楼
上
に
い
た
冠
弥
左
衛
門
の
巧
み

な
話
術
に
よ
っ
て
︑
事
態
は
穏
便
に
治
ま
っ
た
︒
未
遂
に
終
わ
っ
た
蜂
起
は
石
村

を
激
怒
さ
せ
た
︒
そ
こ
で
︑
農
民
た
ち
に
石
村
邸
の
周
り
に
濠
を
掘
ら
せ
る
と
い

う
重
役
を
課
す
︒
一
方
︑
相
模
守
東
殿
を
暗
殺
す
る
こ
と
を
も
画
策
す
る
︒
こ
の

石
村
た
ち
の
密
談
を
小
萩
は
立
ち
聞
き
す
る
︒
小
萩
は
沖
野
夫
婦
に
そ
の
こ
と
を

告
げ
る
︒
沖
野
は
小
萩
に
岩
永
暗
殺
を
依
頼
す
る
︒
そ
こ
で
︑
小
萩
は
岩
永
へ
嫁

ぐ
こ
と
を
承
諾
す
る
︒
し
か
し
︑
岩
永
暗
殺
は
失
敗
に
終
わ
り
︑
沖
野
も
捕
縛
さ

れ
幽
閉
さ
れ
て
し
ま
う
︒

石
村
た
ち
の
悪
政
が
布
か
れ
る
中
︑
卯
之
助
た
ち
は
再
度
蜂
起
の
機
会
を
窺
っ

て
い
た
︒
願
望
成
就
の
た
め
に
は
︑
弥
左
衛
門
に
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
も
ら
う
必

要
が
あ
る
と
考
え
た
二
人
は
︑
弥
左
衛
門
の
も
と
へ
向
か
い
彼
を
説
得
す
る
︒
一

方
︑
阿
浪
は
新
十
郎
と
会
い
︑
彼
の
自
害
を
見
届
け
る
が
︑
岩
永
の
腹
心
で
あ
る

中
村
大
六
に
見
つ
か
り
︑
追
わ
れ
る
身
と
な
る
︒
遂
に
阿
浪
は
捕
ま
り
︑
想
像
を

絶
す
る
拷
問
を
受
け
て
死
ん
で
い
く
︒

岩
永
は
石
橋
亭
で
酒
宴
を
催
し
て
い
た
︒
卯
之
助
も
女
装
を
し
て
亭
に
紛
れ
込

み
︑
様
子
を
窺
っ
て
い
た
︒
そ
こ
に
︑
立
ち
上
が
っ
た
弥
左
衛
門
の
爆
裂
弾
に

よ
っ
て
岩
永
は
追
い
つ
め
ら
れ
る
︒
捕
ら
え
ら
れ
た
岩
永
は
卯
之
助
に
よ
っ
て
滅

ぼ
さ
れ
た
︒

さ
て
︑
こ
の
作
品
の
先
行
研
究
を
概
観
す
る
と
︑
作
品
の
内
容
分
析
に
踏
み
込

ん
で
論
じ
て
い
る
も
の
は
少
な
い
︒
こ
れ
は
柳
田
泉
氏
に
よ
る
﹁
面
白
く
な
い
小

説
﹂︑﹁
恐
ろ
し
く
マ
ヅ
い
﹂
小
説
と
い
う
指
摘
に
端
を
発
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
︒
た
だ
︑
柳
田
氏
は
こ
の
作
品
が
﹁
鏡
花
流
に
戯
作
文
学
化
﹂
し
た
も
の
で
︑

弥
左
衛
門
を
仏
師
と
し
た
と
こ
ろ
に
お
も
し
ろ
さ
が
あ
り
︑
注
意
し
て
読
ま
れ
る

べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る(1

)︒
こ
の
戯
作
文
学
と
い
う
点
に
注
目
し
て
近
世
文
学
と

の
つ
な
が
り
か
ら
作
品
を
論
じ
て
い
る
の
が
高
田
瑞
穂
氏
︑
小
池
正
胤
氏
︑
弦
巻

克
二
氏
︑
秋
山
稔
氏
の
四
氏
で
あ
る
︒
高
田
氏
は
こ
の
作
品
が
﹁
誠
に
古
風
な
︑

馬
琴
の
影
響
を
当
然
考
へ
て
い
ゝ
︑
勧
善
懲
悪
の
物
語
﹂
で
あ
る
こ
と
を
特
徴
の

一
つ
と
し
て
挙
げ
て
い
る(2

)︒
小
池
氏
の
場
合
は
︑
鏡
花
が
﹁
草
双
紙
﹂
を
耽
読
し

て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
︑
高
田
氏
と
同
様
に
馬
琴
の
影
響
を
論
じ
て
い
る
︒
そ
の

中
で
も
﹃
冠
弥
左
衛
門
﹄
に
は
﹃
近
世
説
美
少
年
録
﹄
の
続
編
で
あ
る
﹃
新
局
玉

石
童
子
訓
﹄
の
影
響
が
強
い
こ
と
を
挙
げ
て
い
る(3

)︒
次
に
弦
巻
氏
は
︑
こ
の
作
品

泉
鏡
花
の
女
人
救
済
の
原
型

(諸
岡
哲
也
)
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に
は
鏡
花
文
学
の
真
髄
や
小
説
観
が
最
初
か
ら
孕
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

い
う
疑
問
か
ら
出
発
し
︑
そ
れ
を
近
世
文
学
と
の
連
続
か
ら
展
望
し
よ
う
と
し
て

い
る
︒
冠
弥
左
衛
門
と
い
う
﹁
救
済
者
﹂
の
人
物
造
型
が
︑
鏡
花
の
神
秘
的
世
界

へ
の
信
仰
を
垣
間
見
せ
て
い
る
と
し
︑
近
世
文
学
で
超
自
然
的
な
も
の
が
扱
わ
れ

る
こ
と
と
の
関
わ
り
を
指
摘
し
て
い
る(4

)︒
秋
山
氏
も
﹁
馬
琴
を
中
心
と
し
た
前
代

文
学
の
継
承
を
た
ど
﹂
ろ
う
と
し
︑
作
品
に
お
け
る
卯
之
助
と
弥
左
衛
門
の
意
味

の
重
要
性
を
説
く
︒
氏
に
よ
れ
ば
︑
卯
之
助
は
﹁︿
美
の
体
現
者
﹀﹂︑
弥
左
衛
門

は
﹁︿
美
の
創
出
者
﹀﹂
で
あ
り
︑﹁
叛
骨
精
神
に
よ
っ
て
非
道
な
権
力
者
に
反
抗

し
討
伐
す
る
︑
美
的
世
界
の
実
現
﹂
の
物
語
と
し
て
の
読
み
を
提
示
す
る(5

)︒

ま
た
︑﹃
冠
弥
左
衛
門
﹄
が
書
か
れ
た
当
時
の
時
代
背
景
及
び
作
品
内
に
お
け

る
時
代
背
景
に
焦
点
を
当
て
た
論
や
︑
作
品
の
掲
載
・
転
載
理
由
に
つ
い
て
考
察

し
て
い
る
も
の
も
あ
る
︒
時
代
背
景
に
注
目
し
て
い
る
論
者
と
し
て
は
︑
先
程
の

秋
山
氏
︑
谷
川
恵
一
氏
︑
大
野
隆
之
氏
︑
西
田
谷
洋
氏
が
挙
げ
ら
れ
る
︒
こ
の

﹃
冠
弥
左
衛
門
﹄
と
い
う
作
品
は
︑
明
治
十
一
年
十
月
二
十
六
日
に
実
際
に
起

こ
っ
た
真
土
事
件
が
下
敷
き
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
︑
秋
山
氏
や
先
述
の
柳
田
氏

は
指
摘
し
て
い
る(6

)︒
秋
山
氏
は
当
時
こ
の
事
件
が
新
聞
で
も
大
々
的
に
取
り
上
げ

ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
︑
事
件
を
基
に
書
か
れ
た
続
き
物
の
一
つ
で
あ
る
武
田
交

来
の
﹃
冠
松
真
土
夜
暴
動
﹄
が
典
拠
で
あ
る
と
考
察
し
て
い
る(7

)︒
続
い
て
谷
川
氏

は
秋
山
氏
の
論
を
ふ
ま
え
な
が
ら
︑
必
ず
し
も
作
品
の
内
容
に
真
土
事
件
そ
の
も

の
が
描
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
し
て
︑
秩
父
事
件
や
加
波
山
事
件
を
取
り

込
ん
で
い
る
と
し
て
い
る
︒
そ
し
て
︑
自
由
党
左
派
や
秩
父
困
民
党
に
よ
る
蜂
起

を
描
い
た
﹁
自
由
民
権
政
治
小
説
﹂
と
し
て
作
品
を
解
釈
し
て
い
る(8

)︒
大
野
氏
の

場
合
は
︑
鏡
花
作
品
に
お
け
る
反
骨
心
を
も
っ
た
民
衆
が
︑
偽
善
者
を
裁
こ
う
と

す
る
作
品
を
﹁
イ
デ
オ
ロ
ギ
イ
小
説
﹂
と
仮
称
し
︑﹃
冠
弥
左
衛
門
﹄︑﹃
蛇
く
ひ
﹄︑

﹃
貧
民
倶
楽
部
﹄
を
論
じ
て
い
る
︒﹃
冠
弥
左
衛
門
﹄
に
つ
い
て
は
︑
明
治
初
期
の

事
件
が
江
戸
時
代
を
舞
台
と
し
て
展
開
し
て
い
る
こ
と
の
意
義
を
指
摘
し
て
い
る
︒

そ
れ
は
︑
反
国
家
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
農
民
蜂
起
の
う
ち
に
隠
さ
れ
︑
事
件
自
体

が
明
治
国
家
に
抵
触
し
な
い
江
戸
時
代
へ
と
追
い
や
ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ

る
︒
そ
れ
に
よ
っ
て
︑﹃
冠
弥
左
衛
門
﹄
に
お
け
る
﹁
対
国
家
的
反
抗
﹂
は
﹁
二

重
に
終
わ
っ
﹂
て
し
ま
っ
て
い
る
と
す
る(9

)︒
西
田
谷
氏
は
﹁
先
行
す
る
民
権
文
学

か
ら
鏡
花
文
学
へ
の
影
響
・
変
換
﹂
を
問
題
点
と
し
て
出
発
し
︑﹃
冠
弥
左
衛
門
﹄

は
﹁
民
権
文
学
で
は
読
本
の
伝
統
を
受
け
継
い
だ
テ
キ
ス
ト
﹂
と
解
釈
す
る
︒
そ

れ
は
特
に
宮
崎
夢
柳
の
﹁
虚
無
党
文
学
を
そ
の
表
現
に
取
り
込
ん
だ
作
品
﹂
で
あ

る
と
評
価
す
る
︒
ま
た
︑
夢
柳
た
ち
の
民
権
文
学
と
鏡
花
の
作
品
は
︑
断
絶
で
は

な
く
連
続
し
て
い
る
と
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
指
摘
し
て
い
る(10

)︒

作
品
の
掲
載
・
転
載
理
由
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
も
の
と
し
て
は
︑
工
藤
雅

規
氏
︑
先
述
の
弦
巻
氏
︑
関
肇
氏
の
三
氏
で
あ
る
︒
工
藤
氏
は
巌
谷
小
波
の
﹃
壬

辰
日
録
﹄
を
取
り
上
げ
︑
そ
の
側
面
か
ら
作
品
連
載
の
事
情
や
背
景
を
明
ら
か
に

し
て
い
る(11

)︒
弦
巻
氏
は
﹃
日
出
新
聞
﹄
連
載
時
に
は
不
評
で
あ
っ
た
﹃
冠
弥
左
衛

門
﹄
が
︑
な
ぜ
﹃
北
陸
新
報
﹄
転
載
時
に
は
好
評
だ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
し

て
い
る
︒
氏
は
歴
史
小
説
の
流
行
︑
都
会
と
地
方
の
文
化
差
と
共
に
﹁
表
題
の
変

更
が
深
く
関
与
し
て
い
た
﹂
可
能
性
を
論
じ
て
い
る(12

)︒
関
氏
の
場
合
は
︑﹃
日
出

新
聞
﹄
連
載
時
の
事
情
を
考
察
す
る
こ
と
で
︑
鏡
花
の
文
学
的
出
発
の
意
味
を
追

究
し
︑
京
都
の
新
聞
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
・
政
治
・
経
済
・
文
化
の
様
相
を
明
ら
か

に
し
よ
う
と
し
て
い
る
︒
そ
の
中
で
︑
明
治
二
十
年
代
半
ば
に
な
っ
て
か
ら
義
侠

心
に
富
む
人
物
造
型
は
再
発
見
さ
れ
︑
改
め
て
人
々
の
関
心
を
引
き
つ
つ
あ
っ
た
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こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
︒
そ
こ
で
︑﹃
冠
弥
左
衛
門
﹄
に
対
す
る
評
価
と
し

て
は
︑﹁
崩
壊
し
た
社
会
秩
序
を
権
力
に
成
り
代
わ
っ
て
弱
者
と
連
帯
し
て
回
復

し
て
い
く
︿
侠
﹀
の
物
語
﹂
と
し
て
提
示
し
て
い
る
︒
そ
の
侠
の
問
題
が
︑
鏡
花

文
学
の
全
体
を
貫
く
主
要
な
モ
チ
ー
フ
の
一
つ
と
し
て
追
求
さ
れ
て
い
く
こ
と
に

も
触
れ
て
い
る
︒
結
論
と
し
て
氏
は
︑
新
聞
メ
デ
ィ
ア
を
デ
ビ
ュ
ー
の
場
と
し
て

出
発
し
た
こ
と
は
︑
社
会
的
弱
者
へ
の
ま
な
ざ
し
を
も
っ
て
文
学
活
動
を
展
開
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
鏡
花
の
﹁
原
点
﹂
と
し
て
︑
見
直
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す

る(13
)︒作

品
の
内
容
分
析
に
踏
み
込
ん
で
論
じ
て
い
る
も
の
と
し
て
は
︑
ま
ず
︑
奈
良

崎
英
穂
氏
の
論
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
︒
氏
は
︑
作
品
に
お
け
る
語
り
に
注
目
し
︑

作
品
内
に
登
場
す
る
﹁
作
者
﹂
が
何
ら
か
の
符
号
に
よ
り
本
文
か
ら
区
別
さ
れ
る

形
で
顔
を
出
す
こ
と
を
指
摘
す
る
︒
ま
た
︑
同
時
進
行
を
装
い
な
が
ら
作
品
内
に

半
実
体
化
す
る
語
り
手
の
出
現
に
よ
っ
て
︑
内
容
の
時
間
を
過
去
へ
と
戻
し
︑
語

り
の
現
在
時
を
そ
の
裡
に
隠
し
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る(14

)︒
加
田
謙
一
郎
氏

は
冠
弥
左
衛
門
の
人
物
造
型
が
︑﹃
観
音
経
﹄
に
お
け
る
﹁
王
難
の
文
﹂
を
基
と

し
て
作
ら
れ
︑
観
音
菩
薩
の
影
響
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
︒﹁
王
命
に
背
﹂
い

て
蜂
起
す
る
農
民
た
ち
を
救
お
う
と
決
意
す
る
冠
弥
左
衛
門
に
は
︑
王
難
に
あ
っ

た
革
命
児
を
救
う
観
音
の
イ
メ
ー
ジ
が
背
負
わ
さ
れ
て
お
り
︑﹁
主
人
公
を
通
し

て
︑
観
音
に
よ
る
救
済
を
描
こ
う
と
し
た
も
の
﹂
と
の
読
み
を
提
示
す
る(15

)︒
村
上

栄
子
氏
は
鏡
花
の
﹁
復
古
趣
味
的
な
絵
草
紙
的
世
界
﹂
に
つ
い
て
考
察
し
︑
初
期

作
品
に
見
ら
れ
る
﹁
絵
草
紙
的
な
世
界
﹂
の
中
に
あ
る
﹁
新
し
さ
﹂
が
︑﹁
幻
想

世
界
﹂
の
導
入
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
︒
そ
の
こ
と
に
よ
っ

て
︑
特
殊
な
鏡
花
文
学
と
い
う
も
の
を
形
作
っ
て
い
る
と
論
じ
る
︒﹃
冠
弥
左
衛

門
﹄
に
つ
い
て
の
指
摘
は
︑﹁
阿
浪
の
人
物
造
型
﹂
と
﹁
窮
民
一
揆
の
モ
チ
ー
フ
﹂

で
あ
る
︒﹁
阿
浪
の
人
物
造
型
﹂
に
つ
い
て
は
︑
意
地
と
張
り
の
あ
る
鏡
花
の
理

想
と
し
た
女
性
像
が
見
ら
れ
る
と
し
︑﹁
窮
民
一
揆
の
モ
チ
ー
フ
﹂
に
つ
い
て
は
︑

疎
外
さ
れ
︑
差
別
さ
れ
た
も
の
へ
の
共
感
と
偏
愛
が
見
て
取
れ
る
と
し
て
い
る
︒

こ
の
二
つ
が
後
の
鏡
花
作
品
の
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
く
と
言
う
に
と
ど
ま
っ
て
い

る(16
)︒

角
田
旅
人
氏
は
冠
弥
左
衛
門
に
は
︑﹁
観
音
の
力
の
化
身
﹂
と
し
て
登
場
し

て
い
る
こ
と
を
論
じ
︑
作
品
の
基
本
構
図
が
﹁
神
・
仏
・
儒
の
教
え
を
柱
と
し
︑

仏
の
力
を
称
揚
す
る
形
で
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
﹂
と
考
察
し
て
い
る(17

)︒

こ
こ
で
一
度
︑
先
行
研
究
を
ま
と
め
て
み
る
と
︑
第
一
は
︑﹃
冠
弥
左
衛
門
﹄

と
い
う
作
品
を
近
世
文
学
と
の
関
わ
り
で
論
じ
て
い
る
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ

う
︒
第
二
に
︑
同
時
代
に
お
け
る
歴
史
的
考
察
や
当
時
の
時
代
背
景
に
つ
い
て
の

指
摘
が
挙
げ
ら
れ
る
︒
第
三
と
し
て
は
︑
作
品
の
掲
載
・
転
載
に
関
す
る
指
摘
が

挙
げ
ら
れ
る
︒
以
上
︑
こ
の
三
点
が
﹃
冠
弥
左
衛
門
﹄
に
お
け
る
先
行
研
究
の
大

ま
か
な
流
れ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る(18

)︒

さ
て
︑
こ
の
作
品
は
先
程
も
触
れ
た
よ
う
に
作
品
内
容
に
踏
み
込
ん
だ
論
は
少

な
い
︒
鏡
花
文
学
を
考
え
る
上
で
仏
教
は
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が(19

)︑

そ
の
こ
と
に
関
す
る
指
摘
も
少
な
い
︒
加
田
氏
は
冠
弥
左
衛
門
の
人
物
造
型
に

﹃
観
音
経
﹄
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
︑
鏡
花
文
学
に
お
け
る

仏
教
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
︒
角
田
氏
も
ま
た
﹁
観
音
﹂
の
影
響
に
つ
い

て
論
じ
︑﹁
仏
の
力
を
称
揚
﹂
し
て
い
る
こ
と
に
ふ
れ
て
い
る
が
︑
そ
こ
ま
で
に

と
ど
ま
っ
て
お
り
︑
深
い
考
察
に
は
至
っ
て
い
な
い
︒﹁
処
女
作
に
は
そ
の
作
家

の
す
べ
て
が
宿
っ
て
い
る
﹂・﹁
作
家
は
処
女
作
へ
と
回
帰
す
る
﹂
と
い
っ
た
言
葉

が
存
在
す
る
︒
そ
れ
は
俗
説
で
は
あ
る
だ
ろ
う
︒
し
か
し
︑
処
女
作
が
鏡
花
文
学

泉
鏡
花
の
女
人
救
済
の
原
型

(諸
岡
哲
也
)
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に
お
け
る
始
点
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
︒
そ
こ
で
本
発
表
で
は
作
品

内
に
登
場
す
る
作
者
の
言
に
注
目
し
︑﹃
冠
弥
左
衛
門
﹄
と
い
う
作
品
は
阿
浪
が

地
蔵
菩
薩
へ
と
転
生
し
救
済
さ
れ
る
物
語
で
あ
る
と
同
時
に
︑
救
済
す
る
存
在
へ

と
変
化
す
る
物
語
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
︑
鏡
花
と
仏
教
の
関
係
ひ
い
て
は

そ
の
後
の
鏡
花
文
学
に
通
底
し
て
い
る
現
世
で
は
薄
倖
の
女
性
が
︑
死
ぬ
こ
と
に

よ
っ
て
転
生
し
異
界
に
招
か
れ
︑
救
済
さ
れ
る
と
い
う
女
人
救
済
に
つ
い
て
も
ふ

れ
て
み
た
い
︒
例
え
ば
︑
の
ち
に
﹃
女
仙
前
記
﹄﹃
き
ぬ
〴
〵
川
﹄
に
お
け
る
女

性
︑﹃
薬
草
取
﹄
に
お
け
る
花
売
り
娘
︑﹃
海
神
別
荘
﹄
で
生
け
贄
と
し
て
公
子
の

妻
と
な
る
女
性
な
ど
と
し
て
表
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
︒
こ
の
よ
う
な
薄
倖
の

女
性
の
救
済
の
原
型
が
︑
す
で
に
﹃
冠
弥
左
衛
門
﹄
の
阿
浪
に
も
表
現
さ
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
以
下
︑
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
︒

一
︑
地
蔵
菩
薩
と
地
蔵
信
仰

さ
て
︑
先
程
ふ
れ
た
よ
う
に
﹃
冠
弥
左
衛
門
﹄
は
︑
阿
浪
が
地
蔵
菩
薩
へ
と
転

生
し
救
済
さ
れ
る
物
語
な
の
で
は
な
い
か
と
の
仮
説
を
立
て
た
︒
そ
こ
で
ま
ず
︑

こ
の
節
で
は
地
蔵
菩
薩
や
地
蔵
信
仰
が
︑
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
を
念
の

た
め
確
認
し
て
お
き
た
い
︒

で
は
︑
地
蔵
菩
薩
と
は
ど
の
よ
う
な
仏
な
の
か
︒
地
蔵
菩
薩
の
起
源
は
︑
イ
ン

ド
の
バ
ラ
モ
ン
教
の
神
話
に
出
て
く
る
大
地
の
女
神
プ
リ
テ
ィ
ヴ
ィ
で
︑
大
地
を

擬
人
化
し
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
︒
こ
の
神
は
︑
大
地
を
守
護
し
︑
財
を
蓄
え
︑

病
を
治
す
と
い
っ
た
利
益
信
仰
が
あ
っ
た
︒
こ
の
よ
う
な
思
想
が
仏
教
に
も
取
り

入
れ
ら
れ
て
︑
地
蔵
菩
薩
は
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
︒
地
蔵
菩
薩
は
︑
釈

尊
が
入
滅
し
て
か
ら
弥
勒
菩
薩
が
成
仏
す
る
ま
で
の
︑
悪
世
の
無
仏
時
代
の
救
済

を
釈
尊
か
ら
委
ね
ら
れ
︑
六
道
輪
廻
の
衆
生
を
救
済
す
る
ま
で
は
自
ら
は
成
仏
し

な
い
と
い
う
誓
願
を
立
て
た
と
さ
れ
て
い
る
︒
経
典
と
し
て
は
︑﹃
地
蔵
菩
薩
本

願
経
﹄・﹃
大
乗
大
集
地
蔵
十
輪
経
﹄・﹃
占
察
善
悪
業
報
経
﹄
の
三
つ
経
典
が
地
蔵

三
経
と
呼
ば
れ
︑
中
心
と
な
っ
て
い
る
︒
た
だ
︑﹃
占
察
善
悪
業
報
経
﹄
は
偽
経

と
も
言
わ
れ
て
い
る
︒
日
本
の
民
間
信
仰
に
溶
け
込
ん
だ
地
蔵
信
仰
は
︑
祈
願
目

的
や
利
益
内
容
に
よ
っ
て
多
彩
で
あ
る
︒
代
受
苦
信
仰
や
蔵
が
子
宮
の
意
味
を
含

む
こ
と
か
ら
地
母
神
的
な
性
格
が
内
包
さ
れ
て
お
り
︑
土
地
の
豊
穣
︑
女
人
安
産
︑

長
寿
延
命
も
あ
る
︒
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
派
生
し
て
︑
女
人
往
生
︑
子
ど
も
の
庇
護

も
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
︒
ま
た
︑
閻
魔
大
王
の
本
地
仏
と
し
て
の
信
仰
も
あ

り
︑
幽
明
の
境
に
住
む
境
神
と
し
て
の
性
格
も
与
え
ら
れ
信
仰
さ
れ
て
い
る
︒
そ

の
た
め
︑
墓
地
の
入
口
や
火
葬
場
︑
辻
に
祀
ら
れ
道
祖
神
と
習
合
さ
れ
る
こ
と
も

あ
る(20

)︒
以
上
︑
簡
単
で
は
あ
る
が
︑
地
蔵
菩
薩
と
地
蔵
信
仰
の
概
略
を
示
し
た
︒
こ
こ

で
興
味
深
く
注
目
す
べ
き
こ
と
は
︑﹃
地
蔵
菩
薩
本
願
経
﹄
に
出
て
く
る
女
性
が

地
蔵
菩
薩
の
前
世
の
姿
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る(21

)︒
中
心
と
な
っ
て
い
る
地
蔵

三
経
の
一
経
典
で
あ
る
﹃
地
蔵
菩
薩
本
願
経
﹄
に
︑
地
蔵
菩
薩
の
前
世
が
女
性
で

あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
大
変
重
要
な
意
味
を
も
つ
だ
ろ
う
︒
こ
の
こ
と

は
後
に
詳
し
く
ふ
れ
る
が
︑
阿
浪
の
こ
と
と
深
く
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
て
く
る
︒

ま
た
︑
渡
浩
一
氏
は
地
蔵
菩
薩
に
つ
い
て
︑
火
印
地
蔵
や
頬
焼
地
蔵
の
説
話
を
紹

介
し
︑
貧
し
く
と
も
心
優
し
い
信
心
深
い
若
い
女
性
を
主
人
公
と
す
る
こ
と
で
︑

最
も
鮮
烈
に
︑
最
も
力
強
く
︑﹁
地
蔵
の
大
悲
に
よ
る
女
人
救
済
の
功
徳
﹂
を
説

い
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
︒
そ
し
て
︑﹁
女
人
救
済
は
地
蔵
信
仰
の
不
可
欠
の

要
素
﹂
で
あ
り
︑﹁
地
蔵
菩
薩
﹂
が
多
く
の
仏
や
菩
薩
の
中
で
も
﹁
女
人
救
済
に
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と
り
わ
け
深
く
関
わ
る
菩
薩
の
一
つ
﹂
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る(22

)︒
説
話
の
中
の
地

蔵
菩
薩
に
つ
い
て
の
考
察
で
あ
る
が
︑
地
蔵
菩
薩
が
女
人
救
済
に
深
く
関
わ
る
と

す
る
渡
氏
の
指
摘
は
示
唆
に
富
ん
だ
も
の
で
あ
る
︒
星
野
俊
英
氏
も
同
様
に
︑
地

蔵
の
慈
悲
の
特
徴
と
し
て
世
の
中
の
気
の
毒
な
者
の
中
で
も
か
弱
い
者
ほ
ど
︑
よ

り
一
層
の
慈
悲
を
施
す
と
論
じ
て
い
る
︒
つ
ま
り
︑
男
性
よ
り
も
女
性
を
救
い
︑

大
人
よ
り
も
子
ど
も
を
救
う
の
で
あ
る(23

)︒

以
上
︑
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
︑
地
蔵
菩
薩
に
は
様
々
な
利
益
が
あ
る
が
︑

そ
の
中
で
も
女
人
救
済
と
い
う
も
の
が
一
つ
の
大
き
な
利
益
と
な
っ
て
い
る
よ
う

に
考
え
ら
れ
る
︒
で
は
︑
こ
れ
ま
で
の
こ
と
を
ふ
ま
え
た
上
で
次
節
で
は
︑
阿
浪

が
地
蔵
菩
薩
へ
と
転
生
し
救
済
さ
れ
る
こ
と
を
考
察
す
る
︒

二
︑
阿
浪
の
地
蔵
菩
薩
へ
の
転
生
と
救
済

さ
て
︑
こ
の
節
で
は
先
程
指
摘
し
た
よ
う
に
︑
阿
浪
が
地
蔵
菩
薩
へ
と
転
生
し

救
済
さ
れ
︑
ま
た
︑
救
済
す
る
存
在
へ
と
変
化
す
る
こ
と
を
考
察
す
る
︒
ま
ず
は
︑

こ
の
作
品
内
で
は
注
目
す
べ
き
箇
所
が
あ
る
︒
そ
れ
が
以
下
︑
引
用
す
る
箇
所
で

あ
る
︒此

時
阿
浪
が
流
せ
る
血
液
︑
草
に
塗
れ
土
に
染
み
て
雨
に
洗
は
れ
ず
︑
風
に

も
消
え
ず
︑
陰
々
と
し
て
雨
降
る
夜
は
︑
燐
火
に
永
き
怨
を
残
せ
り
︒
さ
れ

ば
事
件
の
終
り
て
後
︑
此
地
蔵
を
建
直
し
て
末
世
に
お
浪
を
記
念
の
た
め
︑

地
蔵
の
腰
に
赤
き
布
を
纏
ひ
て
︑
義
烈
の
勇
婦
が
死
様
に
形
ど
れ
り
︒
月
替

り
星
移
り
て
︑
堂
を
拵
へ
賽
銭
を
募
る
に
及
び
︑
布
に
て
は
と
て
紅
絹
に
替

へ
た
り
︒
俗
に
巧
地
蔵
と
称
す
︒
功
力
広
大
無
辺
に
て
︑
癪
気
︑
寸
白
︑
髪

が
濃
く
な
る
︑
皮
膚
が
細
に
な
る
︑
皸
あ
か
切
が
癒
つ
て
安
産
に
最
も
好
と
︑

見
事
に
薬
の
効
能
書
に
拝
ま
れ
て
︑
此
婦
知
る
者
少
な
し
︒
十
月
十
日
が
縁

日
︑
野
良
出
合
の
男
女
手
を
引
き
て
参
詣
引
き
も
切
ら
ず
︑
聞
け
ば
無
理
な

縁
も
結
ん
で
下
さ
る
︒
好
事
の
者
次
手
あ
ら
ば
拝
む
べ
し
︒
死
出
の
松
︑
替

つ
て
浪
木
の
松
と
い
ふ
︒
蓋
し
名
に
因
め
る
を
︑
後
世
誤
り
伝
へ
て
︑
案
内

者
の
曰
く
︑
寛
永
年
間
海
嘯
の
時
︑
此
ま
で
浪
が
来
ま
し
た
と
さ
︒
今
は
唯

並
木
の
松
︒
(三
十
四

傍
線
は
引
用
者
)

こ
の
引
用
文
以
前
に
も
︑
二
十
九
節
で
二
字
下
げ
に
し
て
﹁
〇
黒
幕
切
り
落
し

て
作
者
申
上
げ
ま
す
︒﹂
と
書
か
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
︒
こ
の
よ
う
に
︑
作
品

の
後
半
か
ら
突
然
作
者
が
作
品
内
に
登
場
し
︑
作
品
内
の
状
況
を
説
明
す
る
よ
う

に
な
る
︒
こ
の
引
用
文
に
お
い
て
も
同
様
に
二
字
下
げ
に
し
て
書
か
れ
て
お
り
︑

作
者
の
説
明
部
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る(24

)︒
さ
ら
に
︑
引
用
文
は
特
に
作
品
の
進

行
に
は
影
響
し
な
い
説
明
で
あ
る
︒
つ
ま
り
︑
必
要
の
な
い
文
章
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
︑
作
者
が
わ
ざ
わ
ざ
説
明
書
き
を
入
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
︒
作
者

が
物
語
の
進
行
に
必
要
の
な
い
文
章
を
入
れ
る
の
だ
ろ
う
か
︒
必
要
が
な
い
と
考

え
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
挿
入
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
重
要
な
要
素
な
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
引
用
文
の
直
前
の
内
容
は
︑
阿
浪
が
情
け
容
赦
な
い
拷
問

を
受
け
て
︑
壮
絶
な
死
を
遂
げ
る
場
面
で
あ
る
︒
村
上
氏
も
指
摘
し
て
い
た
よ
う

に
︑
阿
浪
は
鏡
花
好
み
の
男
勝
り
で
気
風
の
良
い
女
性
と
し
て
造
型
さ
れ
て
い
る

た
め
に(25

)︑
鏡
花
の
阿
浪
に
対
す
る
愛(26

)と
い
っ
た
よ
う
な
も
の
か
ら
︑
内
容
の
進
行

か
ら
は
無
駄
と
考
え
ら
れ
る
阿
浪
の
後
日
談
を
挿
入
し
た
と
い
っ
た
解
釈
も
当
然

あ
る
だ
ろ
う
︒
だ
が
︑
阿
浪
に
対
す
る
愛
情
と
す
る
な
ら
救
済
と
考
え
た
ほ
う
が

泉
鏡
花
の
女
人
救
済
の
原
型

(諸
岡
哲
也
)
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良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
だ
か
ら
こ
そ
︑
物
語
の
進
行
と
は
無
関
係
な
挿
入

を
行
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
そ
れ
は
つ
ま
り
︑
阿
浪
が
地
蔵
菩
薩
へ
と
転

生
し
救
済
さ
れ
︑
救
済
す
る
存
在
へ
と
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
ひ
い
て
は
鏡
花
の
仏
教
観
を
表
現
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
︑

後
の
鏡
花
文
学
に
表
れ
る
異
界
に
よ
る
女
性
救
済
へ
と
つ
な
が
る
始
点
と
な
っ
て

い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

具
体
的
に
引
用
文
を
見
て
み
る
と
︑
ま
ず
﹁
血
液
﹂
が
﹁
草
に
塗
れ
土
に
染
み

て
雨
に
洗
は
れ
ず
︑
風
に
も
消
え
ず
﹂
と
あ
る
︒
こ
れ
は
物
理
的
に
血
が
土
に
染

み
込
ん
で
い
る
た
め
に
消
え
な
い
と
い
う
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
︑

当
然
﹁
怨
﹂
の
強
さ
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
︒
だ
が
︑
そ
れ
だ
け
で
は
な

く
︑
一
節
の
地
蔵
菩
薩
の
箇
所
で
も
確
認
し
た
よ
う
に
地
蔵
は
元
来
︑
大
地
の
神

で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
︑
阿
浪
が
地
蔵
と
し
て
転
生
す
る
た
め
に
必
要
な
要

素

(装
置
)
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
事
実
︑
事
件
後
に
﹁
お
浪
﹂
の

﹁
記
念
﹂
の
た
め
に
﹁
義
烈
の
勇
婦
が
死
様
に
形
ど
﹂
っ
た
布
が
用
意
さ
れ
る
︒

時
代
が
下
っ
て
︑
赤
い
布
が
紅
絹
に
替
わ
り
︑﹁
巧
地
蔵
﹂
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
る
︒
阿
浪
の
象
徴
で
あ
っ
た
赤
い
布
が
替
え
ら
れ
﹁
地
蔵
﹂
と
呼
ば
れ
る
こ
と

は
︑
阿
浪
が
地
蔵
と
し
て
転
生
し
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
︒
ま
た
︑

地
蔵
は
先
述
し
た
よ
う
に
大
地
の
神
な
の
だ
が
︑
正
確
に
は
地
母
神
で
あ
る
︒
つ

ま
り
︑
女
性
な
の
で
あ
る
︒
当
然
阿
浪
は
女
性
で
あ
る
︒
こ
れ
は
単
な
る
偶
然
で

は
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
さ
ら
に
︑
こ
れ
も
先
に
指
摘
し
た
こ
と
だ
が
︑

﹃
地
蔵
菩
薩
本
願
経
﹄
に
出
て
く
る
女
性
が
地
蔵
菩
薩
の
前
世
の
姿
で
あ
っ
た
︒

地
蔵
菩
薩
が
女
人
救
済
も
行
う
こ
と
は
指
摘
し
た
︒
地
蔵
菩
薩
と
女
性
が
深
く
関

わ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
︑
こ
の
作
品
に
お
け
る
阿
浪
と
地
蔵
と
の
関
係
も
や
は
り
︑

た
だ
の
偶
然
と
は
言
い
切
れ
な
い
だ
ろ
う
︒
阿
浪
は
死
の
直
前
地
蔵
の
石
仏
を
抱

い
て
絶
命
す
る
こ
と
も
考
慮
す
べ
き
だ
ろ
う
︒
や
は
り
︑
阿
浪
と
地
蔵
は
深
く
関

わ
っ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
︒

さ
ら
に
︑
唐
突
に
こ
の
地
蔵
は
様
々
な
利
益
を
人
々
に
与
え
始
め
る
こ
と
も
そ

の
一
つ
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
非
業
の
死
を
遂
げ
た
者
︑
さ
ら
に
女
性
で

あ
っ
た
阿
浪
が
救
済
さ
れ
︑
新
た
に
地
蔵
と
し
て
転
生
し
た
か
ら
こ
そ
人
々
に
利

益
を
与
え
始
め
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
当
然
︑
地
蔵
と
し
て
利
益
を
与
え
る

の
は
救
済
す
る
存
在
と
も
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
だ
ろ
う
︒﹁
無
理
な
縁
も
結
﹂

ぼ
う
と
す
る
こ
と
は
生
前
︑
新
十
郎
を
救
い
出
す
こ
と
も
で
き
ず
最
後
ま
で
添
い

遂
げ
ら
れ
な
か
っ
た
阿
浪
の
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
た
め
だ
ろ
う
︒
こ
の
こ
と

も
阿
浪
が
地
蔵
菩
薩
へ
と
転
生
し
︑
救
済
す
る
存
在
と
な
っ
て
い
る
こ
と
の
証
左

と
な
る
︒
ま
た
︑﹁
此
婦
知
る
者
少
な
し
︒﹂
や
﹁
名
に
因
め
る
を
︑
後
世
誤
り
伝

へ
﹂
ら
れ
て
い
る
と
い
う
表
現
か
ら
︑
阿
浪
の
存
在
は
も
は
や
人
々
の
記
憶
か
ら

忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
︒
そ
れ
ほ
ど
の
月
日
が
経
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る

表
現
で
あ
る
︒
人
々
の
記
憶
か
ら
阿
浪
の
身
に
起
こ
っ
た
こ
と
が
忘
れ
去
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
る
ほ
ど
に
月
日
が
経
っ
た
わ
け
だ
が
︑
地
蔵
の
利
益
が
失
わ
れ
る
こ

と
は
な
い
︒
む
し
ろ
︑
そ
の
利
益
は
増
し
て
い
る
よ
う
に
さ
え
見
え
る
︒
な
ぜ
な

ら
︑
こ
の
地
蔵
は
﹁
無
理
な
縁
﹂
さ
え
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
た
め
で
あ
る
︒
こ
れ

は
生
前
︑
阿
浪
が
新
十
郎
と
最
後
ま
で
添
い
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め

と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
︒
だ
か
ら
こ
そ
︑
そ
の
よ
う
な
無
理
な
要
求
と
も

い
え
る
こ
と
で
も
叶
え
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
こ
の
表
現
か
ら
も

阿
浪
が
地
蔵
菩
薩
へ
と
転
生
し
︑
救
済
す
る
存
在
と
な
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
と
考

え
ら
れ
る
︒
阿
波
は
﹁
功
力
広
大
無
辺
﹂
で
︑﹁
癪
気
﹂
等
の
あ
ら
ゆ
る
問
題
を

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇

第
四
十
七
号

(二
〇
一
九
年
三
月
)
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解
決
し
て
く
れ
る
救
済
す
る
存
在
へ
と
変
化
し
た
の
で
あ
る
︒

ま
た
︑
三
十
五
節
で
阿
波
の
死
後
︑
拷
問
を
行
っ
た
六
右
衛
門
が
小
坪
の
帰
途
︑

﹁
異
様
な
る
四
足
﹂
の
﹁
恐
し
き
物
﹂
を
見
た
と
言
い
︑
寝
込
み
︑
発
熱
し
︑
自

分
は
﹁
地
獄
﹂
へ
堕
ち
る
と
語
る
︒
こ
の
﹁
異
様
な
る
四
足
﹂
の
﹁
恐
し
き
物
﹂

は
阿
波
の
愛
犬
﹁
魔
佗
羅
﹂
の
こ
と
で
あ
る
︒
こ
の
﹁
魔
佗
羅
﹂
に
よ
っ
て
︑
六

右
衛
門
は
恐
怖
に
駆
ら
れ
︑
追
い
詰
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
︒
こ
れ
は
︑
阿
波
の

死
に
よ
っ
て
敵
に
復
讐
が
行
わ
れ
た
と
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
︒
さ
ら
に
︑
四
十
節

で
阿
波
の
頭
の
中
に
隠
し
入
れ
て
い
た
﹁
東
の
殿
の
密
書
﹂
を
﹁
魔
佗
羅
﹂
に

よ
っ
て
卯
之
助
の
下
へ
と
届
け
ら
れ
る
記
述
が
あ
り
︑
岩
永
へ
の
復
讐
が
有
利
に

進
め
ら
れ
る
︒
こ
の
よ
う
に
見
て
み
る
と
︑
阿
波
の
死
の
怨
み
に
よ
っ
て
︑
復
讐

が
完
遂
さ
れ
る
後
押
し
が
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

こ
こ
で
︑
桜
井
徳
太
郎
氏
の
地
蔵
信
仰
に
つ
い
て
の
論
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
︒

氏
は
地
蔵
信
仰
に
つ
い
て
興
味
深
い
指
摘
を
し
て
い
る
︒
氏
は
﹁
遊
び
地
蔵
﹂
の

伝
承
を
取
り
上
げ
︑
そ
の
よ
う
な
仏
教
に
基
づ
く
地
蔵
信
仰
が
︑
な
ぜ
地
域
社
会

に
受
容
さ
れ
︑
在
来
の
土
着
信
仰
と
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
い
た
の
か
を
明
ら
か
に

し
よ
う
と
試
み
て
い
る
︒﹁
遊
び
地
蔵
﹂
と
は
﹁
地
蔵
遊
び
﹂
と
も
呼
ば
れ
る
が
︑

中
心
に
一
人
の
子
ど
も
を
お
い
て
︑
そ
の
周
囲
を
ぐ
る
ぐ
る
と
廻
る
も
の
で
あ
る
︒

そ
の
際
に
︑
輪
と
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
様
々
な
こ
と
を
唱
え
る
の
で
あ
る
︒
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
で
言
え
ば
︑﹁
か
ご
め
か
ご
め
﹂
の
遊
び
で
あ
る
︒
実
は

こ
の
﹁
遊
び
地
蔵
﹂
は
現
在
で
は
遊
戯
と
化
し
て
い
る
が
︑
本
来
は
﹁
神
の
託

宣
﹂
を
求
め
た
﹁
古
代
の
神
事
﹂
で
あ
っ
た
と
考
察
し
て
い
る
︒
桜
井
氏
に
よ
れ

ば
︑﹁
遊
び
地
蔵
﹂
は
輪
の
中
心
に
入
れ
ら
れ
︑
目
隠
し
を
す
る
子
ど
も
は
地
蔵

に
見
立
て
て
遊
ぶ
の
で
あ
る
が
︑
そ
れ
は
明
ら
か
に
中
心
に
い
る
子
ど
も
を
寄
坐

と
し
て
地
蔵
を
憑
依
さ
せ
て
︑
神
託
を
伺
う
行
為
で
あ
る
と
す
る
︒﹁
遊
び
地
蔵
﹂

を
宗
教
的
行
事
と
し
て
行
う
場
合
︑
輪
の
中
心
に
い
る
子
ど
も
は
概
ね
﹁
少
女
﹂

で
あ
り
︑﹁
地
蔵
の
像
﹂
を
同
時
に
入
れ
て
開
始
す
る
︒
行
事
に
参
加
す
る
場
合

は
︑
悉
く
﹁
女
性
﹂
で
あ
り
︑
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
が
﹁
成
人
の
婦

人
層
﹂
で
あ
る
と
し
て
い
る(27

)︒
以
上
の
こ
と
は
大
変
重
要
な
指
摘
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
︒
第
一
に
︑
や
は
り
女
性
と
地
蔵
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
︒
第
二
に
︑
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
が
︑
地
蔵
は
人
に
憑
依
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
点
で
あ
る
︒
地
蔵
は
六
道
の
衆
生
を
救
済
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
︒
人
に
憑
依
す
る
と
い
う
こ
と
は
当
然
︑
形
は
ど
う
あ
れ
こ
の
人
間
界
に

も
現
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
︒
地
蔵
が
﹁
託
宣
﹂
を
行
う
こ
と
を
考
え
れ

ば
︑
そ
れ
は
我
々
衆
生
を
救
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
と
同
じ
と
は
言
え
な
い
だ
ろ

う
か
︒
そ
う
で
あ
る
な
ら
︑
地
蔵
が
人
に
憑
依
す
る
と
い
う
行
為
は
︑
同
時
に
阿

浪
を
地
蔵
が
救
済
し
︑
救
済
す
る
存
在
に
変
化
さ
せ
て
い
る
こ
と
の
傍
証
に
な
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
︒

以
上
︑
考
察
し
て
き
た
よ
う
に
︑﹃
冠
弥
左
衛
門
﹄
は
阿
浪
が
地
蔵
菩
薩
へ
と

転
生
し
救
済
さ
れ
︑
救
済
す
る
存
在
と
な
る
物
語
で
あ
る
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
ら
れ
る
︒
そ
の
理
由
を
ま
と
め
て
み
る
と
︑
第
一
に
︑
地
蔵
菩
薩
の

本
来
の
姿
が
大
地
母
神
で
あ
る
た
め
で
あ
る
︒
第
二
に
︑
地
蔵
菩
薩
の
前
世
が
女

性
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
︒
そ
し
て
第
三
に
︑
地
蔵
菩
薩
は
女
人
救
済
と
深
く
関

わ
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
︒
さ
ら
に
第
四
と
し
て
は
︑
地
蔵
菩
薩
は
少
女
に
憑
依

す
る
た
め
で
あ
る
︒
繰
り
返
し
に
な
る
が
︑
こ
の
よ
う
に
地
蔵
菩
薩
は
女
性
と
深

く
関
わ
っ
て
い
る
仏
で
あ
る
︒
作
品
内
で
も
阿
浪
と
い
う
女
性
と
関
わ
り
︑
無
残

な
死
に
至
っ
た
た
め
に
そ
れ
を
救
済
し
︑
救
済
す
る
存
在
へ
と
変
化
さ
せ
よ
う
と

泉
鏡
花
の
女
人
救
済
の
原
型

(諸
岡
哲
也
)

二
六



し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
そ
こ
に
は
当
然
︑
鏡
花
の
阿
浪
に
対
す
る
想
い
も

あ
っ
た
だ
ろ
う
︒
と
同
時
に
︑
鏡
花
文
学
に
通
底
す
る
こ
と
に
な
る
薄
幸
な
女
性

が
︑
死
ぬ
こ
と
で
し
か
幸
せ
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
も
の
の
原
型
が
こ

こ
で
は
見
出
せ
る
︒

お
わ
り
に

｢処
女
作
に
は
そ
の
作
家
の
す
べ
て
が
宿
っ
て
い
る
﹂・﹁
作
家
は
処
女
作
へ
と

回
帰
す
る
﹂
と
い
っ
た
言
葉
が
示
す
よ
う
に
︑
鏡
花
の
処
女
作
で
あ
る
﹃
冠
弥
左

衛
門
﹄
に
も
ま
た
鏡
花
の
原
点
の
よ
う
な
も
の
が
内
包
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
︒
そ
れ
は
一
つ
は
仏
教
的
な
要
素
で
あ
り
︑
も
う
一
つ
は
作
品
内
の
現

実
世
界
で
は
薄
幸
な
女
性
が
︑
死
ぬ
こ
と
で
救
わ
れ

(あ
る
種
の
)
理
想
郷
へ
と

旅
立
つ
要
素
で
あ
る
︒
そ
れ
は
場
合
に
よ
っ
て
は
︑
魔
性
の
存
在
と
し
て
姿
形
を

変
え
て
生
き
な
が
ら
え
る
と
い
っ
た
も
の
に
な
る
わ
け
で
あ
る
が
︑
い
ず
れ
に
し

て
も
︑
ど
ち
ら
の
要
素
も
女
性
を
救
済
し
︑
場
合
に
よ
っ
て
は
救
済
す
る
存
在
と

な
る
点
で
は
変
わ
り
は
な
い
︒
こ
の
﹃
冠
弥
左
衛
門
﹄
に
は
鏡
花
文
学
に
通
底
し

て
い
く
も
の
の
︑
そ
の
萌
芽
が
見
出
せ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
こ
れ
ま
で
考

察
し
て
き
た
よ
う
に
︑
阿
浪
は
地
蔵
菩
薩
へ
と
転
生

(仏
教
的
要
素
)
し
︑
救
済

さ
れ

(異
界
へ
の
旅
立
ち
)︑
救
済
す
る
存
在
へ
と
変
化
し
た
た
め
で
あ
る
︒
そ

の
意
味
で
も
﹃
冠
弥
左
衛
門
﹄
は
や
は
り
重
要
な
作
品
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
し
︑

戯
作
的
な
作
品
で
あ
る
た
め
に
駄
作
で
あ
る
と
も
言
い
切
れ
な
い
も
の
が
あ
る
だ

ろ
う
︒
鏡
花
文
学
を
理
解
す
る
た
め
に
も
価
値
の
あ
る
重
要
な
作
品
の
一
つ
と
い

え
る
だ
ろ
う
︒

〔
注
︺

(1
)
柳
田
泉
﹁
鏡
花
の
読
み
初
め
﹂
(﹃
国
文
学

解
釈
と
鑑
賞
﹄﹁
︱
特
輯
︱

泉
鏡
花

の
研
究
﹂
第
二
巻
第
九
号

(第
十
六
号
)

一
九
三
七

(昭
和
十
二
)
年
九
月
一

日
)︒

(2
)
高
田
瑞
穂
﹁
冠
弥
左
衛
門
﹂
(﹃
国
文
学

解
釈
と
鑑
賞
﹄﹁
鏡
花
作
品
梗
概
と
鑑

賞
﹂
第
十
四
巻
第
五
号

(第
一
五
六
号
)
一
九
四
九

(昭
和
二
十
四
)
年
五
月
一

日
)︒

(3
)
小
池
正
胤
﹁
泉
鏡
花

︱
︱
『冠
弥
左
衛
門
﹄
と
﹃
新
局
玉
石
童
子
訓
﹄﹂
(﹃
国
文

学

解
釈
と
鑑
賞
﹄
第
四
十
四
巻
十
三
号

一
九
七
九

(昭
和
五
十
四
)
年
十
二

月
一
日
)

(4
)
弦
巻
克
二
﹁
鏡
花
の
処
女
作
﹃
冠
弥
左
衛
門
﹄
︱
︱
近
世
文
学
か
ら
の
覘
望

︱
︱
﹂
(﹃
光
華
女
子
大
学
研
究
紀
要
﹄
第
二
十
集

一
九
八
二

(昭
和
五
十
七
)

年
十
二
月
十
日
)︒

(5
)
秋
山
稔
﹁﹃
冠
弥
左
衛
門
﹄
考

︱
︱
泉
鏡
花
の
出
発
︱
︱
﹂
(﹃
国
語
と
国
文
学
﹄

第
六
十
巻
第
四
号

(第
七
一
一
号
)

一
九
八
三

(昭
和
五
十
八
)
年
四
月
一
日
)

及
び
﹁
泉
鏡
花
の
処
女
作
﹁
冠
弥
左
衛
門
﹂
と
真
土
騒
動
﹂
(﹃
神
奈
川
近
代
文
学

館
﹄
第
一
二
二
号

二
〇
一
三

(平
成
二
十
五
)
年
十
月
十
五
日
)︒

(6
)
前
掲
注

(5
)
の
秋
山
論
文
及
び
前
掲
注

(1
)
の
柳
田
論
文
︒

(7
)
前
掲
注

(5
)︒

(8
)
谷
川
恵
一
﹁﹃
冠
弥
左
衛
門
﹄
に
お
け
る
一
揆
の
イ
メ
ー
ジ
﹂
(﹃
文
学
﹄
第
五
十

一
巻
第
六
号

一
九
八
三

(昭
和
五
十
八
)
年
六
月
十
日
)︒

(9
)
大
野
隆
之
﹁
泉
鏡
花

イ
デ
オ
ロ
ギ
イ
小
説
の
系
譜

1
﹂
(﹃
論
樹
﹄
第
六
号

一
九
九
二

(平
成
四
)
年
九
月
三
十
日
)︒

(10
)
西
田
谷
洋
﹁
民
権
文
学
か
ら
鏡
花
文
学
へ
﹂
(﹃
イ
ミ
タ
チ
オ
﹄
第
二
十
一
号

一

九
九
三

(平
成
五
)
年
五
月
三
十
一
日
)︒

(11
)
工
藤
雅
規
﹁﹃
冠
弥
左
衛
門
﹄
連
載
の
周
辺

︱
︱
『壬
辰
日
録
﹄
か
ら
見
た
側
面

︱
︱
﹂
(﹃
日
本
文
学
研
究
﹄
第
十
八
号

一
九
七
九

(昭
和
五
十
四
)
年
一
月
二

十
日
)︒

(12
)
弦
巻
克
二
﹁﹃
冠
弥
左
衛
門
﹄
転
載
の
謎
﹂
(﹃
光
華
女
子
大
学
研
究
紀
要
﹄
第
二

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇

第
四
十
七
号

(二
〇
一
九
年
三
月
)

二
七



十
二
集

一
九
八
四

(昭
和
五
十
九
)
年
十
二
月
一
日
)︒

(13
)
関
肇
﹁
泉
鏡
花
の
出
発
と
﹃
日
出
新
聞
﹄
︱
︱
『冠
弥
左
衛
門
﹄
を
め
ぐ
っ
て

︱
︱
﹂
(﹃
京
都
と
文
学

︱
︱
京
都
光
華
女
子
大
学
公
開
講
座
︱
︱
﹄
和
泉
書
院

二
〇
〇
五

(平
成
)
年
三
月
二
十
八
日
初
版
第
一
刷
発
行
)︒

(14
)
奈
良
崎
英
穂
﹁﹃
冠
弥
左
衛
門
﹄
論

︱
︱
作
者
と
語
り
手
を
中
心
に
︱
︱
﹂

(﹃
日
本
文
芸
学
﹄
第
二
十
九
号

一
九
九
二

(平
成
四
)
年
十
一
月
十
五
日
)
及

び
﹁﹃
冠
弥
左
衛
門
﹄
の
語
り
と
時
間
﹂
(﹃
日
本
文
芸
研
究
﹄
第
四
十
四
巻
第
四

号

一
九
九
三

(平
成
五
)
年
一
月
十
日
)︒

(15
)
加
田
謙
一
郎
﹁﹃
冠
弥
左
衛
門
﹄
の
人
物
造
型
と
観
音
信
仰
に
つ
い
て
﹂
(﹃
成
城

国
文
学
﹄
第
十
号

一
九
九
四

(平
成
六
)
年
三
月
二
十
三
日
)︒

(16
)
村
上
栄
子
﹁
幻
想
文
学
に
と
っ
て
美
と
は
何
か

︱
︱
泉
鏡
花
の
場
合
︱
︱
﹂

(﹃
か
な
が
わ
高
校
国
語
の
研
究
﹄
第
三
十
集

一
九
九
四

(平
成
六
)
年
十
月
十

四
日
)︒

(17
)
角
田
旅
人
﹁﹁
冠
弥
左
衛
門
﹂
覚
書
き

︱
︱
『物
語
の
物
語
﹄
断
章
︱
︱
﹂
(﹃
い

わ
き
明
星
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
紀
要
﹄
創
刊
号

二
〇
〇
三

(平
成
十

五
)
年
三
月
三
十
一
日
)︒

(18
)
そ
の
他
︑
鏑
木
清
方
と
鏡
花
の
交
流
か
ら
︑
作
家
と
挿
絵
及
び
挿
絵
画
家
と
の
関

係
を
考
察
し
て
い
る
吉
田
昌
志
氏
の
﹁
泉
鏡
花
と
挿
絵
画
家

︱
︱
鏑
木
清
方

(一
)
︱
︱
﹂
(﹃
論
集

泉
鏡
花
﹄
第
二
集

和
泉
書
院

一
九
九
九

(平
成
十

一
)
年
十
月
十
日
初
版
第
一
刷
)
が
あ
る
︒﹃
冠
弥
左
衛
門
﹄
の
挿
絵
に
つ
い
て
︑

氏
は
﹁
伝
奇
性
を
よ
く
伝
え
﹂
て
お
り
︑﹁
作
品
自
体
の
素
材
内
容
に
見
合
っ
て

い
る
分
だ
け
︑
清
新
さ
を
欠
く
﹂
も
の
と
し
て
ふ
れ
て
い
る
︒
ま
た
︑﹃
冠
弥
左

衛
門
﹄
の
単
行
本
が
関
西
で
出
版
さ
れ
た
﹁
挿
話
﹂
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
斉

藤
昌
三
氏
の
﹁
鏡
花
氏
の
処
女
作
﹂
(﹃
愛
書
趣
味
﹄
創
刊
号

一
九
二
五

(大
正

十
四
)
年
十
月
二
十
六
日
)︑
対
談
形
式
に
よ
る
鏡
花
の
初
版
本
の
紹
介
を
し
て

い
る
川
島
幸
希
氏
の
﹁
初
版
本
講
義
①

泉
鏡
花
の
巻
﹂
(﹃
日
本
古
書
通
信
﹄
第

六
十
六
巻
第
十
号

(第
八
六
七
号
)

二
〇
〇
一

(平
成
十
三
)
年
十
月
十
五
日
)

が
あ
る
︒

(19
)
泉
鏡
花
と
仏
教
と
の
関
係
が
こ
れ
ま
で
深
く
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
は
︑
以
前
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
︒
拙
稿
﹁
泉
鏡
花
﹃
五
大
力
﹄
論

︱
︱

毘
沙
門
・
不
動
二
仏
の
救
済
︱
︱
﹂
(﹃
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科

篇
﹄
第
四
十
四
号

二
〇
一
六

(平
成
二
十
八
)
年
三
月
一
日
)︒
鏡
花
文
学
に

お
い
て
仏
教
が
重
要
な
要
素
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
︒
鏡
花
文
学
の
解
明
の

た
め
に
も
︑
今
後
も
追
究
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
だ
ろ
う
︒

(20
)
地
蔵
菩
薩
及
び
地
蔵
信
仰
に
つ
い
て
は
︑
塩
入
亮
乗
﹁
地
蔵
菩
薩
﹂
(﹃
大
法
輪
﹄

﹁
特
集
︿
仏
さ
ま
﹀
が
わ
か
る
事
典
﹂
第
七
十
一
巻
三
号

二
〇
〇
四

(平
成
十

六
)
年
三
月
一
日
)︑
鈴
木
雅
子
﹁
地
蔵
菩
薩
の
研
究

︱
︱
地
蔵
信
仰
と
十
王

信
仰
︱
︱
﹂
(﹃
龍
谷
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
﹄
人
文
科
学

第
二
十
一
集

一

九
九
九

(平
成
十
一
)
年
十
二
月
一
日
)︑
渡
浩
一
﹁
地
蔵
菩
薩
と
文
芸

︱
︱

地
獄
の
救
済
者
︱
︱
﹂
(﹃
国
文
学

解
釈
と
鑑
賞
﹄﹁
特
集

地
獄
・
極
楽
の
文

芸
﹂
第
五
十
五
巻
八
号

一
九
九
〇

(平
成
二
)
年
八
月
一
日
)︑
松
島
健
﹁
地

蔵
菩
薩
像
﹂
(﹃
日
本
の
美
術
﹄
第
二
三
九
号

一
九
八
六

(昭
和
六
十
一
)
年
四

月
十
五
日
)︑
石
川
純
一
郎
﹁
地
蔵
信
仰
と
寺
社
縁
起
︱
村
落
を
越
え
た
庶
民
信

仰
の
問
題
﹂
(﹃
国
文
学

解
釈
と
鑑
賞
﹄﹁
寺
社
縁
起
の
世
界

寺
社
縁
起
60
篇
﹂

第
四
十
七
巻
四
号

一
九
八
二

(昭
和
五
十
七
)
年
四
月
一
日
)︑
等
︑
多
数
参

照
さ
せ
て
頂
い
た
︒

(21
)
地
蔵
菩
薩
の
前
生
譚
は
い
く
つ
か
あ
る
︒
例
え
ば
︑﹃
地
蔵
菩
薩
本
願
経
﹄﹁
忉
利

天
宮
神
通
品
第
一
﹂︑﹁
如
来
讃
歎
品
第
六
﹂
(﹃
大
正
新
脩
大
蔵
経

第
十
三
巻

大
集
部
全
﹄
大
蔵
出
版
株
式
会
社

一
九
二
四

(大
正
十
三
)
年
十
一
月
二
十

日
)
等
︒

(22
)
渡
浩
一
﹁
地
蔵
菩
薩
と
女
人
救
済

︱
︱
火
印

(頬
焼
)
地
蔵
の
こ
と
︱
︱
﹂

(﹃
国
文
学

解
釈
と
鑑
賞
﹄﹁
特
集

古
典
文
学
に
み
る
女
性
と
仏
教
﹂
第
五
十

六
巻
五
号

一
九
九
一

(平
成
三
)
年
五
月
一
日
)︒

(23
)
星
野
俊
英
﹁
佛
の
中
の
民
主
主
義
者
地
蔵
菩
薩

︱
︱
子
安
地
蔵
に
つ
い
て

︱
︱
﹂
(﹃
大
法
輪
﹄﹁
特
集

佛
様
の
身
元
調
べ
と
ご
利
益
﹂
第
二
十
一
巻
第
四

号

一
九
五
四

(昭
和
二
十
九
)
年
四
月
一
日
)︒

(24
)
前
掲
注

(14
)
の
奈
良
崎
論
文
に
お
い
て
︑
氏
は
﹁
後
世
﹂﹁
今
﹂﹁
後
﹂
と
表
現

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
︑
語
ら
れ
て
い
る
時
間
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
︒

(25
)
前
掲
注

(16
)
の
村
上
論
文
︒

(26
)
前
掲
注

(4
)
の
弦
巻
論
文
に
お
い
て
︑
氏
は
﹁
鏡
花
の
︿
阿
浪
﹀
へ
の
思
い
や

泉
鏡
花
の
女
人
救
済
の
原
型

(諸
岡
哲
也
)

二
八



り
﹂
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
︒

(27
)
桜
井
徳
太
郎
﹁
本
邦
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
の
変
質
過
程

︱
︱
と
く
に
地
蔵
信
仰
と
の

習
合
に
つ
い
て
︱
︱
﹂
(﹃
日
本
歴
史
﹄
第
二
六
二
号

一
九
七
〇

(昭
和
四
十

五
)
年
三
月
一
日
)︒
今
回
︑
氏
の
論
よ
り
多
大
な
学
恩
を
賜
っ
た
︒
感
謝
申
し

上
げ
る
︒

〔
付
記
︺

本
文
引
用
に
関
し
て
は
︑
岩
波
書
店
版
﹃
鏡
花
全
集
﹄
(昭
和
六
十
一
年
九
月
か
ら

平
成
元
年
一
月
)
に
拠
り
︑
漢
字
は
新
字
体
に
改
め
︑
ル
ビ
は
省
略
し
た
︒

(も
ろ
お
か

て
つ
や

文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
満
期
退
学
)

(指
導
教
員
：
坂
井

健

教
授
)

二
〇
一
八
年
九
月
二
十
六
日
受
理

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇

第
四
十
七
号

(二
〇
一
九
年
三
月
)

二
九



論

文

『濤
花
集
﹄
の
基
礎
的
研
究

(二
)

市

橋

三
四
子

〔
抄

録
〕

『濤と
う

花か

集
し
ゅ
う

﹄
に
は
上
冊
と
下
冊
が
あ
る
︒
拙
稿
﹁﹃
濤
花
集
﹄
の
基
礎
的

研
究
﹂
に
お
い
て
︑﹃
濤
花
集
﹄
は
昭
和
四
年
発
行
の
刊
行
物
で
あ
る
こ
と
︑

そ
の
頃
に
行
わ
れ
た
展
覧
会
か
何
か
の
大
型
判
の
図
録
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
こ
と
︑
内
容
は
平
安
時
代
や
鎌
倉
時
代
の
古
筆
の
印
刷
物
で
あ
る
こ
と
︑

等
を
述
べ
た
︒
そ
し
て
︑
そ
こ
で
は
﹃
濤
花
集
﹄
を
手
鑑
風
に
見
立
て
︑
手

鑑
や
古
筆
・
古
筆
切
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
い
︑
次
に
﹃
濤
花
集
﹄
の
解
題
︑

状
況
を
分
析
し
た
の
で
あ
っ
た
︒

こ
の
﹃
濤
花
集
﹄
は
︑
発
行
が
昭
和
四
年
︿
一
九
二
九
﹀
で
あ
り
︑
今
は

平
成
三
〇
年
︿
二
〇
一
八
﹀
で
あ
る
︒
そ
の
隔
た
り
は
八
九
年
に
及
ぶ
︒
そ

こ
で
本
稿
で
は
﹃
濤
花
集
﹄
に
お
け
る
昭
和
四
年
と
平
成
三
〇
年
を
︑﹃
濤

花
集
﹄
収
載
の
各
古
筆
・
古
筆
切
に
つ
い
て
︑
筆
者
名
や
所
在
そ
の
他
種
々

の
観
点
か
ら
︑
違
い
や
変
化
を
検
証
︑
考
察
を
試
み
た
次
第
で
あ
る
︒

キ
ー
ワ
ー
ド

濤
花
集
︑
古
筆
︑
昭
和
四
年
︑
伝
称
筆
者
︑
現
在
の
所
在

一
︑
﹃
濤
花
集
﹄

1
︑
﹃
濤
花
集
﹄
に
つ
い
て

『濤
花
集
﹄
に
つ
い
て
︑
こ
こ
に
中
村
直
勝
氏
︿
一
八
九
〇
～
一
九
七
六
﹀
の

﹁﹃
濤
花
集
﹄
(恩
賜
京
都
博
物
館
発
行
)﹂
と
題
し
た
文(1

)が
あ
る
︒
こ
れ
は
︑﹃
歴

史
と
地
理
﹄
と
い
う
雑
誌
の
﹁
新
刊
紹
介
﹂
の
項
に
載
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
︑

こ
の
文
を
知
っ
た
の
が
前
回
﹁﹃
濤
花
集
﹄
の
基
礎
的
研
究
﹂
を
発
表(2

)し
た
後
で

あ
っ
た
︒
し
か
る
に
こ
の
雑
誌
の
発
行
が
昭
和
四
年
一
〇
月
一
日
で
あ
り
︑﹃
濤

花
集
﹄
の
発
行
と
同
じ
年
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
︑
こ
の
文
は
﹃
濤
花
集
﹄
に
と
っ

て
貴
重
な
文
で
あ
り
︑
そ
の
資
料
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
︒
こ
こ
に
そ
の
部
分
を
紹

介
し
︑﹃
濤
花
集
﹄
の
説
明
に
代
え
た
い
と
思
う
︒

先
年
恩
賜
京
都
博
物
館
に
於
て
︑﹁
上
代
様
﹂
の
假
名
の
特
別
展
觀
が
催

さ
れ
て
京
洛
人
士
の
目
を
驚
か
し
た
事
が
あ
つ
た
︒
私
も
幾
日
か
を
あ
の
陳

列
棚
の
前
に
立
つ
て
︑
飽
か
ず
に
眺
め
入
つ
た
事
で
あ
つ
た
︒
其
の
憎
ら
し

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇

第
四
十
七
号

(二
〇
一
九
年
三
月
)

三
一



い
ば
か
り
に
自
由
な
筆
の
運
び
や
︑
其
の
極
め
て
細
心
な
注
意
の
も
と
に
撰

ば
れ
た
用
紙
と
の
諧
調
︑
げ
に
入
木
道
の
幽
玄
は
茲
ぞ
と
ば
か
り
讃
仰
し
た

も
の
で
あ
つ
た
︒
そ
し
て
せ
め
て
冩
眞
で
も
よ
い
か
ら
と
思
う
た
願
求
が
達

せ
ら
れ
て
︑
頃
日
︑
こ
の
圖
集
﹁
濤
花
集
﹂
︱
︱
そ
れ
は
古
今
集
の
﹁
草

も
木
も
色
か
は
れ
と
も
わ
た
つ
海
の
波
の
花
に
ぞ
秋
な
か
り
け
る
﹂
か
ら
頭

名
を
採
ら
れ
た
か
に
聞
く
︱
︱

を
手
に
し
て
︑
昔
日
の
禮
讃
が
︑
今
は
喜

悦
と
な
つ
た
︒

上
下
二
冊
︑
上
冊
は
尊
圓
親
王
︑
空
海
︑
最
澄
︑
道
風
︑
貫
之
︑
佐
理
︑

行
成
︑
俊
頼
︑
公
任
︑
忠
通
︑
良
經
︑
俊
頼
︑
俊
忠
︑
俊
成
︑
西
行
︑
爲
家
︑

爲
氏
︑
經
朝
以
下
の
能
書
家
二
十
八
人
の
筆
蹟
を
︑
或
は
消
息
に
︑
或
は
目

録
に
︑
或
は
秘
抄
に
︑
或
は
歌
集
に
︑
或
は
懐
紙
に
︑
或
は
歌
切
に
よ
り
て

示
し
た
る
も
の
で
︑
果
し
て
其
の
筆
蹟
が
所
傳
そ
の
ま
ゝ
で
あ
る
か
ど
う
か

は
︑
最
早
吾
人
の
問
ふ
所
で
は
な
い
︒
た
ゞ
こ
の
妙
致
に
惹
き
附
け
ら
れ
て
︑

理
屈
を
超
越
し
て
し
ま
へ
ば
よ
い
︒

其
の
下
冊
は
本
願
寺
の
卅
六
人
集

︱
︱
近
頃
︑
こ
の
賣
却
問
題
か
ら
頓

に
世
人
の
注
目
を
受
け
た
卅
六
人
集
で
あ
る
︒
そ
の
内
︑
貫
之
集
︑
伊
勢
集
︑

能
宣
集
︑
赤
人
集
︑
齋
宮
集
︑
重
之
集
︑
元
輔
集
︑
躬
恒
集
︑
忠
見
集
︑
元

眞
集
︑
忠
岑
集
を
収
め
て
居
り
︑
就
中
貫
之
︑
躬
恒
︑
能
宣
の
も
の
は
原
色

版
を
以
て
し
た
所
が
あ
る
︒
三
十
六
人
集
が
如
何
に
壮
麗
無
比
の
も
の
で
あ

る
か
は
︑
之
に
よ
つ
て
窺
う
事
が
出
来
る
の
み
な
ら
ず
︑
或
は
永
久
に
傳
へ

る
事
が
出
来
よ
う
と
思
ふ
︒
(以
下
略
)

終
わ
り
に
︑﹁
定
價
不
詳

(廿
五
圓
か
と
思
ふ
)
恩
賜
京
都
博
物
館
發
行
︹
中

村
︺﹂
と
あ
る
︒

2
︑
﹁
﹃
濤
花
集
﹄
の
基
礎
的
研
究
﹂
で
の
疑
問

前
回
発
表
の
﹁﹃
濤
花
集
﹄
の
基
礎
的
研
究
﹂
に
は
い
く
つ
か
の
疑
問
が
あ
っ

た
︒
し
か
し
そ
れ
ら
は
︑
こ
の
中
村
直
勝
氏
の
文
に
よ
り
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
明
ら

か
と
な
っ
た
︒

疑
問

(1
)
『濤
花
集
﹄
の
銘
は
︑
ど
の
よ
う
に
し
て
命
名
さ
れ
︑
ど
ん
な
意

味
で
付
け
ら
れ
た
名
前
だ
ろ
う
か
︒

『濤
花
集
﹄
の
銘
に
つ
い
て
︑
中
村
氏
の
説
明
か
ら
﹁
古
今
集
の
﹁
草
も
木
も

色
か
は
れ
と
も
わ
た
つ
海
の
波
の
花
に
ぞ
秋
な
か
り
け
る
﹂
か
ら
頭
名
を
採
ら
れ

た
﹂
と
あ
り
︑
こ
の
和
歌
は
﹃
古
今
和
歌
集
﹄
巻
第
五

秋
歌
下

(二
五
〇
)
の

和
歌(3

)︑
作
者
は
文
屋
康
秀
︿
生
没
年
未
詳
﹀
と
あ
り
︑
解
釈
は
﹁
草
に
せ
よ
木
に

せ
よ
︑
真
夏
の
緑
か
ら
今
で
は
す
っ
か
り
色
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
︒
し
か
し
︑

海
岸
に
立
っ
て
眺
め
る
と
︑
波
の
花
と
も
い
う
べ
き
波
は
相
変
わ
ら
ず
白
い
し
ぶ

き
を
上
げ
て
い
る
か
ら
︑
波
の
花
に
は
秋
が
訪
れ
な
い
の
だ
な
あ
﹂
と
あ
る
︒

(こ
の
和
歌
の
作
者
に
つ
い
て
は
︑
文
屋
朝
康
説
も
あ
る(4

)︒
)

疑
問

(2
)
『濤
花
集
﹄
が
作
ら
れ
︑
発
行
さ
れ
た
経
緯
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
︒
古
本
屋
の
ご
主
人
の
話
に
あ
っ
た
よ
う
に
︑
昭
和
四

年
当
時
に
こ
う
し
た
展
覧
会
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
︒
そ
し
て

﹃
濤
花
集
﹄
は
そ
の
展
覧
会
の
﹁
図
録
﹂
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
︒

こ
れ
に
つ
い
て
中
村
氏
の
文
か
ら
︑
古
本
屋
の
ご
主
人
の
言
わ
れ
た
昭
和
四
年

当
時
︑﹁﹁
上
代
様
﹂
の
假
名
の
特
別
展
觀
﹂
が
京
都
博
物
館
で
催
さ
れ
︑
こ
の

﹃
濤
花
集
﹄
は
そ
の
展
覧
会
の
﹁
図
録
﹂
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
が
解
る
︒﹃
濤
花
集
﹄
の
発
行
は
昭
和
四
年
八
月
五
日
で
あ
る
︒

疑
問

(3
)
『濤
花
集
﹄
の
発
行
部
数
は
何
部
ほ
ど
あ
り
︑
ど
の
よ
う
な
形
で

『濤
花
集
﹄
の
基
礎
的
研
究

(二
)
(市
橋
三
四
子
)

三
二



配
布
ま
た
は
販
売
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
︒

こ
れ
に
関
し
て
︑
中
村
氏
の
文
で
は
部
数
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
︒

し
か
し
﹃
濤
花
集
﹄
の
体
裁

(﹃
濤
花
集
上
﹄
長
さ
縦
三
七
・
八
糎
︑
横
三
〇
・

二
糎
︑
厚
さ
一
・
九
糎
︑
重
さ
一
・
六
瓩
︑﹃
濤
花
集
下
﹄
も
ほ
ぼ
同
じ
)
か
ら
︑

現
在
の
図
録
に
比
べ
て
大
き
く
重
い
︑﹃
濤
花
集
﹄
収
載
の
古
筆
を
原
寸
大
印
刷

と
し
て
い
る
こ
と
︑
コ
ロ
タ
イ
プ

(
co
llo
ty
p
e
)
印
刷
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
︑
大

量
印
刷
に
は
適
さ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
︑
発
行
部
数
は
あ
ま
り
多
く
な
か
っ
た

だ
ろ
う
と
推
測
す
る
︒
配
布
ま
た
は
販
売
に
つ
い
て
は
︑﹁
定
價
不
詳

(廿
五
圓

か
と
思
ふ
)﹂
と
あ
る
の
で
販
売
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
︒
と
す
る
と
︑﹃
濤
花
集
﹄
発

行
の
昭
和
四
年
当
時
︑﹁
廿
五
圓
﹂
は
現
在
で
は
ど
れ
位
だ
ろ
う
か
︒
中
村
氏
の

文
の
載
っ
て
い
る
﹃
歴
史
と
地
理
﹄

(毎
月
一
囘
一
日
發
行
)
と
い
う
雑
誌
に
つ

い
て
み
て
み
る
と
︑﹁
定
價
一
冊
四
拾
五
錢
︑
郵
税
壹
錢
︑
合
計
四
拾
六
錢
︒
十

二
冊
五
圓
四
拾
錢
︑
郵
税
拾
貮
錢
︑
合
計
五
圓
五
拾
貮
錢
﹂
と
あ
る
︒
こ
う
し
た

雑
誌
の
五
年
分
弱
と
い
う
こ
と
に
な
り
︑﹃
濤
花
集
﹄
は
当
時
と
し
て
は
高
価
な

も
の
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
︒

疑
問

(4
)
上
冊
の
目
次
の
筆
者
に
つ
い
て
︑﹁
伝
﹂
と
い
う
文
字
が
な
い
の

で
伝
称
筆
者
で
は
な
い
と
し
︑
こ
の
小
稿
で
は
一
応
真
筆
扱
い

に
し
て
い
る
︒
し
か
し
筆
者
が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
は
︑

古
筆
家
の
定
め
た
伝
称
筆
者
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
だ
ろ
う

か
︒
ま
た
は
昭
和
四
年
当
時
は
全
て
真
筆
扱
い
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
︒

『濤
花
集
﹄
に
お
い
て
は
筆
者
名
に
伝
称
筆
者
の
﹁
伝
﹂
は
使
わ
れ
て
い
な
い
︒

﹃
濤
花
集
﹄
に
お
け
る
伝
称
筆
者
に
つ
い
て
は
後
の
項
で
改
め
て
考
察
す
る
こ
と

と
す
る
︒

疑
問

(5
)
上
冊
目
次
と
下
冊
収
録
の
順
序
の
違
い
は
な
ぜ
起
こ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
︒

こ
れ
に
つ
い
て
中
村
氏
の
文
で
は
特
に
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
︒
と
い
う
こ
と
は
︑

印
刷
時
の
ミ
ス
で
あ
ろ
う
か
︒
上
冊
目
次
の
家
集
名
と
下
冊
収
載
の
家
集
と
は
︑

順
序
は
異
な
っ
て
い
る
が
同
じ
家
集
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
︒
従
っ
て
問
題
な
し
と

い
う
こ
と
だ
ろ
う
︒
他
に
︑﹁
目
次
﹂
の
四
九
番
目
の
と
こ
ろ
で
﹁
古
筆
集
帖
ノ

内
﹂
の
﹁

(月
台
)﹂
が
抜
け
て
い
る
︒
こ
の
よ
う
に
単
な
る
印
刷
の
誤
り
で

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
︒

疑
問

(6
)
上
冊
は
国
宝
や
個
人
所
有
の
名
筆
の
収
録
で
あ
り
︑
下
冊
は
﹁
西

本
願
寺
﹃
三
十
六
人
家
集
和
歌
﹄﹂
で
占
め
ら
れ
て
い
る
︒
ど
う

し
て
そ
の
よ
う
な
収
録
の
形
を
と
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
︒

疑
問

(7
)
こ
の
﹃
濤
花
集
﹄
下
冊
に
は
西
本
願
寺
本
の
﹁
貫
之
集
下
﹂
と

﹁
伊
勢
集
﹂
の
両
家
集
の
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
︒
し
か
し
﹃
濤

花
集
﹄
発
行
の
同
じ
年
︑
昭
和
四
年
に
こ
れ
ら
は
分
割
さ
れ

﹃
石
山
切
貫
之
集
下
﹄
と
﹃
石
山
切
伊
勢
集
﹄
と
し
て
現
在
に

至
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
︒
従
っ
て
︑
こ
の
分
割
は
﹃
濤
花
集
﹄

印
刷
の
昭
和
四
年
八
月
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
︒﹃
濤
花

集
﹄
下
冊
の
発
行
は
こ
の
事
と
も
何
か
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う

か
︒

こ
の
疑
問

(6
)・
(7
)
に
つ
い
て
︑
中
村
氏
の
説
明
に
﹁
其
の
下
冊
は
本
願

寺
の
卅
六
人
集

︱
︱
近
頃
︑
こ
の
売
却
問
題
か
ら
頓
に
世
人
に
注
目
を
受
け
た

卅
六
人
集
﹂
と
あ
り
︑
昭
和
四
年
当
時
︑﹃
西
本
願
寺
三
十
六
人
家
集
和
歌
﹄
の
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売
却
問
題
に
は
︑
衆
人
の
目
が
向
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
︒﹁
先
年
恩
賜
京

都
博
物
館
に
於
て
︑﹁
上
代
様
﹂
の
假
名
の
特
別
展
觀
が
催
さ
れ
﹂
た
こ
と
も
︑

そ
れ
に
﹃
西
本
願
寺
本
﹄
が
展
示
さ
れ
た
こ
と
も
︑
売
却
前
の
出
品
の
運
び
と

な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
ま
た
﹃
濤
花
集
﹄
下
冊
が
︑﹃
西
本
願
寺
本
﹄

の
み
の
印
刷
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
︑
こ
の
﹃
濤
花
集
﹄
の
下
冊
に
は
︑
問
題
の

﹃
貫
之
集
下
﹄
か
ら
五
葉
と
︑﹃
伊
勢
集
﹄
か
ら
八
葉
が
入
っ
て
い
る
こ
と
も
︑
や

は
り
売
却
問
題
が
絡
ん
で
い
て
︑
売
却
前
に
︑
他
の
九
人
の
﹃
西
本
願
寺
本
﹄
と

共
に
︑﹃
貫
之
集
下
﹄
と
﹃
伊
勢
集
﹄
も
﹃
濤
花
集
﹄
に
掲
載
さ
れ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
︒
疑
問

(7
)
の
﹃
貫
之
集
下
﹄
と
﹃
伊
勢
集
﹄
が
分
割
さ
れ
た
の

が
﹁﹃
濤
花
集
﹄
印
刷
の
昭
和
四
年
八
月
一
日
以
降
で
は
な
い
か
﹂
(発
行
は
同
八

月
五
日
)
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
︑﹃
貫
之
集
下
﹄
と
﹃
伊
勢
集
﹄
の
作
品
が

﹃
濤
花
集
﹄
下
冊
に
入
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
︑
分
割
前
の
写
真
と
考
え
て
も

お
か
し
く
は
な
い
だ
ろ
う
︒
こ
れ
ら
一
連
の
事
柄
に
つ
い
て
は
︑
何
ら
か
の
形
で

売
却
問
題
が
絡
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
が
裏
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
︒
中
村
氏
の
文

に
は
詳
し
い
説
明
が
な
い
こ
と
で
も
あ
り
︑
憶
測
の
域
を
出
な
い
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
︒

分
割
さ
れ
た
﹃
石
山
切
貫
之
集
下
﹄
と
﹃
石
山
切
伊
勢
集
﹄
は
︑
現
在
は
掛
軸

な
ど
に
改
装
さ
れ
て
︑
各
地
の
美
術
館
や
収
集
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

る(5
)︒

3
︑
﹃
濤
花
集
﹄
の
古
筆
筆
者

前
出
の
疑
問

(4
)
に
つ
い
て
︑
現
在
で
は
古
筆
家
の
﹁
極
札
﹂
に
書
か
れ
て

い
る
古
筆
筆
者
名
は
︑
信
憑
性
・
信
頼
度
は
ほ
と
ん
ど
﹁
な
い
﹂
と
い
わ
れ
る
︒

今
日
︑
古
筆
切
や
古
写
本
の
説
明
に
は
﹁
伝
誰
々
筆
﹂
と
あ
り
︑
こ
の
筆
者
名
は
︑

自
筆
で
は
な
い
が
︑
歴
史
的
に
そ
の
筆
者
名
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
と
い
う
経
緯
が

あ
り
︑
こ
う
し
た
﹁
極
札
﹂
に
書
か
れ
た
筆
者
は
︑
今
日
で
は
﹁
伝
称
筆
者
﹂
と

呼
ば
れ
て
い
る
︒

す
る
と
﹃
濤
花
集
﹄
の
筆
者
名
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
︒﹃
濤
花
集
﹄
に

は
筆
者
名
に
そ
の
﹁
伝
﹂
と
い
う
文
字
は
な
い
︒
し
か
し
︑
前
出
の
中
村
氏
の
文

に
も
﹁
果
し
て
其
の
筆
蹟
が
所
傳
そ
の
ま
ゝ
で
あ
る
か
ど
う
か
は
︑
最
早
吾
人
の

問
ふ
所
で
は
な
い
﹂
と
あ
る
よ
う
に
︑
伝
称
筆
者
と
い
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い

た
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
︒
従
っ
て
︑﹃
濤
花
集
﹄
の
筆
者
が
伝
称
筆
者
で

あ
る
可
能
性
は
極
め
て
高
い
︒
で
は
︑
な
ぜ
﹃
濤
花
集
﹄
に
は
伝
称
筆
者
名
が
使

わ
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
︒

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
︑
小
島
孝
之
氏
は
﹁
成
城
大
学
所
蔵
古
筆
手
鑑
﹃
も
ゝ
ち

ど
り
﹄
概
要
﹂
に(6

)︑

古
筆
切
の
筆
者
名
が
真
実
の
筆
者
名
を
記
す
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
︑

今
で
は
周
知
の
こ
と
︑
乃
至
は
常
識
に
属
す
る
が
︑
半
世
紀
前
に
は
必
ず
し

も
そ
れ
が
常
識
化
し
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
︑
こ
う
し
た
真
偽
の
判
断
が
な

さ
れ
た
の
は
止
む
を
得
な
い
が
︑
そ
の
真
と
す
る
筆
者
名
が
何
を
根
拠
と
し

て
判
断
さ
れ
た
の
か
が
分
ら
な
い
︒

と
あ
る
︒
こ
の
論
の
発
表
が
平
成
二
五
年
︿
二
〇
一
三
﹀︑
そ
の
半
世
紀
前
は
一

九
六
三
年
︑
そ
れ
以
前
に
は
﹁
常
識
化
し
て
は
い
な
か
っ
た
﹂
と
い
う
の
で
あ
る
︒

﹃
濤
花
集
﹄
発
行
の
昭
和
四
年
︿
一
九
二
九
﹀
は
︑
そ
の
半
世
紀
前
よ
り
ま
だ
前

で
あ
り
︑﹁
極
札
﹂
の
筆
者
名
の
真
偽
に
つ
い
て
は
﹁
常
識
化
し
て
は
い
な
か
っ

た
﹂
と
見
て
︑﹁
伝
称
筆
者
﹂
と
し
て
明
記
さ
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
考
え
る
︒

『濤
花
集
﹄
の
基
礎
的
研
究

(二
)
(市
橋
三
四
子
)

三
四



二
︑
﹃
濤
花
集
﹄
の
発
行
年
と
現
在

1
︑
﹃
濤
花
集
﹄
の
収
載
古
筆
の
所
在

『濤
花
集
﹄
の
印
刷
・
発
行
は
昭
和
四
年
八
月
で
あ
り
︑
こ
の
﹃
濤
花
集
﹄
の

目
次
に
記
載
さ
れ
て
い
る
所
蔵
者
に
関
し
て
は
︑
そ
の
所
蔵
は
昭
和
四
年
当
時
の

も
の
と
み
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
︒
と
す
る
と
︑
今
日
で
は
い
っ
た
い
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
︒
現
在
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
た
い
︒

そ
こ
で
︑
書
道
関
係
の
本
︑﹃
書
道
全
集
﹄
(平
凡
社
)︑﹃
書
道
藝
術
﹄
(中
央

公
論
社
)︑﹃
日
本
名
筆
選
﹄
(二
玄
社
)︑﹃
日
本
名
跡
叢
刊
﹄
(二
玄
社
)
等
に
あ

た
っ
て
︑
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
を
調
べ
て
い
っ
た
の
だ
が
︑
全
く
同
じ
古
筆
・

古
筆
切
を
見
出
す
の
に
苦
慮
し
て
い
た
︒

そ
ん
な
時
︑
偶
然
︑
こ
の
﹃
濤
花
集
﹄
に
収
載
さ
れ
て
い
る
古
筆
切
と
同
じ
古

筆
切
の
写
真
を
見
付
け
た
︒
そ
れ
は
﹃
小
松
茂
美
著
作
集
第
二
巻
﹄
の
表
紙
に
続

く
グ
ラ
ビ
ア
写
真
に
掲
載(7

)さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
︒
こ
の
写
真
の
説
明
文
に
︑

﹁
伝
小
野
道
風
筆

白
氏
文
集
巻
第
五
十
四
﹁
正
月
三
日
閑
行
﹂
断
簡
︹
重
要
文

化
財
︺
一
葉

東
京
・
五
島
美
術
館
蔵
﹂
と
あ
り
︑

鴻
池
家
旧
蔵
の
﹁
古
筆
大
手
鑑
﹂
に
所
収
さ
れ
る
一
葉

(縦
二
四
・
六
︑
横

一
五
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)
で
あ
る
︒
図
版
が
は
じ
め
て
紹
介
さ
れ
た
の

は
︑
田
山
方
南
編
﹃
蘭
葉
集
﹄
(昭
和
十
八
年
四
月
刊
)
に
掲
げ
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
︒
(中
略
)
極
札
は
な
い
が
︑
小
さ
な
紙
片
に
﹁
道
風
﹂
の
二
字

が
認
め
ら
れ
︑
早
く
か
ら
道
風
の
筆
跡
に
擬
定
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
︒

(中
略
)
﹃
白
氏
文
集
﹄
巻
第
五
十
四
の
﹁
正
月
三
日
閑
行
﹂
の
一
首
で
︑

こ
の
一
葉
は
詩
題
を
含
む
四
行
か
ら
な
る
︒

と
あ
っ
た
︒
こ
れ
は
︑﹃
濤
花
集
﹄
の
﹁
一
二
︑
古
筆
集
帖
ノ
内
白
氏
文
集
第
五
十

四

絹
地
切

小
野
道
風

大
阪
市

男
爵
鴻
池
善
右
衛
門
氏
蔵
﹂
と
同
一
と
判

断
出
来
る
も
の
で
あ
る
︒

と
す
る
と
︑
小
松
氏
の
著
に
あ
る
﹁
鴻
池
家
旧
蔵
の
﹁
古
筆
大
手
鑑
﹂
に
所

収
﹂
と
あ
る
こ
の
﹁
古
筆
大
手
鑑
﹂
と
い
う
の
は
︑﹃
濤
花
集
﹄
記
載
の
﹁
古
筆

集
帖
ノ
内
﹂
の
﹁
古
筆
集
帖
﹂
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
思
い
至
た
っ

た
︒
そ
こ
で
︑
指
導
教
員
の
黒
田
彰
教
授
に
こ
の
話
を
し
た
と
こ
ろ
︑
早
速
︑
黒

田
彰
教
授
ご
所
有
の
五
島
美
術
館
蔵
﹃
大
手
鑑
﹄
(大
東
急
記
念
文
庫
)
の
図
録(8

)

を
見
せ
て
頂
く
こ
と
が
出
来
た
︒
そ
の
図
録
の
中
に
﹁
白
氏
文
集
巻
第
五
十
四

﹁
正
月
三
日
閑
行
﹂﹂
が
所
収
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
︒
そ
れ
は
﹃
濤
花
集
﹄
の

﹁
一
二
︑
白
氏
文
集
第
五
十
四

絹
地
切
﹂
と
全
く
同
じ
も
の
で
あ
っ
た
︒

こ
れ
で
﹃
濤
花
集
﹄
の
古
筆
切
の
中
の
分
か
ら
な
か
っ
た
内
の
一
葉
の
所
在
が

判
明
し
た
︒
し
か
も
こ
の
﹃
大
手
鑑
﹄

(大
東
急
記
念
文
庫
)
に
は
︑﹃
濤
花
集
﹄

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
鴻
池
氏
蔵
の
﹁
古
筆
集
帖
ノ
内
﹂
と
あ
る
も
の
︑﹁
二
〇
︑

萬
葉
集

栂
尾
切
﹂︑﹁
二
三
︑
和
漢
朗
詠
集
切
﹂︑﹁
三
〇
︑
源
順
集
切

糟
色

紙
﹂︑﹁
四
三
︑
拾
遺
和
歌
集
﹂︑﹁
四
四
︑
三
宝
絵
﹂︑﹁
四
五
︑
拾
遺
和
歌
集
﹂︑

﹁
四
八
︑
後
撰
和
歌
集

巻
第
四
之
切
﹂︑﹁
五
七
︑
歌
合
切
﹂︑﹁
六
〇
︑
千
載
和

歌
集

日
野
切
﹂︑﹁
六
二
︑
古
今
和
歌
集
﹂︑﹁
六
三
︑
古
今
和
歌
集
﹂︑﹁
六
四
︑

歌
集
切
﹂︑﹁
六
五
︑
和
歌

世
尊
寺
経
朝
﹂
(番
号
は
﹃
濤
花
集
﹄
目
次
に
依
る
)

が
掲
載
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
︒
つ
ま
り
﹃
濤
花
集
﹄
の
目
次
に
あ
る
﹁
古
筆
集

帖
﹂
は
﹁
古
筆
手
鑑
﹂
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
︒
こ
う
し
て
︑
今
ま
で
判
ら
な

か
っ
た
十
四
葉
の
所
在
が
明
ら
か
と
な
っ
た
︒

こ
の
﹃
大
手
鑑
﹄
(大
東
急
記
念
文
庫
)
に
よ
る
判
明
は
︑﹃
濤
花
集
﹄
の
古
筆
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を
捜
す
よ
い
手
が
か
り
と
な
っ
た
︒
そ
れ
は
︑﹃
濤
花
集
﹄
の
目
次
に
﹁
古
筆
集

帖
ノ
内
﹂
と
あ
る
の
と
同
じ
よ
う
な
表
記
﹁
古
筆
集
帖

(月
台
)
ノ
内
﹂
と
い
う

の
が
あ
る
︒
こ
の
﹁
古
筆
集
帖
﹂
と
い
う
の
が
﹁
古
筆
手
鑑
﹂
の
こ
と
で
あ
る
こ

と
か
ら
︑﹁
(月
台
)
ノ
内
﹂
と
い
う
の
は
︑﹁
月
台
﹂
と
い
う
名
の
古
筆
手
鑑
の

こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
た
︒
そ
こ
で
手
鑑
﹁
月
台
﹂
に
つ
い
て
調
べ
て
み
た

と
こ
ろ
︑
現
在
︑
東
京
国
立
博
物
館
に
手
鑑
﹃
月
台
﹄
(国
立
博
物
館
所
蔵
e
国

宝−

書
跡

h
ttp
s
:
/
/
w
w
w
.e
m
u
se
u
m
.jp
)
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
︒
そ
の
中
に

は
﹃
濤
花
集
﹄
に
載
っ
て
い
る
古
筆
九
葉
﹁
二
六
︑
針
切
﹂︑﹁
二
七
︑
家
集
切
﹂︑

﹁
二
九
︑
藤
原
道
長
集
切
﹂︑﹁
三
五
︑
家
集
切
﹂︑﹁
三
九
︑
和
泉
式
部
集
切
﹂︑

﹁
四
〇
︑
和
泉
式
部
続
集
切
﹂︑﹁
四
一
︑
後
拾
遺
和
歌
集
﹂︑﹁
四
七
︑
後
撰
和
歌

集
﹂︑﹁
四
九
︑
古
今
和
歌
集
﹂
(番
号
は
﹃
濤
花
集
﹄
目
次
に
依
る
)
も
収
載
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
︒

こ
の
二
つ
の
﹁
古
筆
手
鑑
﹂
の
出
現
に
よ
っ
て
︑﹃
濤
花
集
﹄
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
古
筆
の
二
十
三
葉
の
所
在
が
判
明
し
た
こ
と
に
な
る
︒

そ
の
後
︑
こ
れ
ら
以
外
の
﹃
濤
花
集
﹄
掲
載
の
古
筆
で
︑
所
在
が
分
か
ら
な

か
っ
た
古
筆
に
つ
い
て
も
︑
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
﹃
古
筆
学
大

成
﹄
等
か
ら
︑
ほ
ぼ
所
在
が
判
明
し
て
き
た
︒

尚
︑
前
出
小
松
氏
前
掲
文
の
中
の
﹁
図
版
が
は
じ
め
て
紹
介
さ
れ
た
の
は
︑
田

山
方
南
編
﹃
蘭
葉
集
﹄
(昭
和
十
八
年
四
月
刊
)
に
掲
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
﹂

と
あ
る
の
だ
が
︑
こ
の
﹁
白
氏
文
集
巻
第
五
十
四
﹁
正
月
三
日
閑
行
﹂
断
簡
﹂
は
︑

﹃
濤
花
集
﹄
に
お
け
る
掲
載
が
昭
和
四
年
八
月
刊
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑
図
版
と
し

て
は
﹃
蘭
葉
集
﹄
よ
り
も
早
い
時
期
に
紹
介
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の

で
あ
る
︒

2
︑
﹃
濤
花
集
﹄
の
発
行
年
と
現
在
の
比
較

そ
こ
で
︑﹃
濤
花
集
﹄
に
つ
い
て
︑
そ
の
発
行
年
の
昭
和
四
年
︿
一
九
二
九
﹀

と
︑
現
在
の
平
成
三
〇
年
︿
二
〇
一
八
﹀
の
違
い
や
変
化
・
移
動
に
つ
い
て
見
て

い
く
こ
と
に
す
る
︒

古
筆
筆
者
名
に
つ
い
て
は
︑
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
︑
こ
の
﹃
濤
花
集
﹄
の
目

次
の
古
筆
筆
者
は
︑
そ
の
欄
に
﹁
伝
﹂
と
い
う
文
字
は
な
く
﹁
伝
称
筆
者
﹂
と
の

扱
い
で
は
な
い
︒
し
か
し
前
述
の
ご
と
く
︑
伝
称
筆
者
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ

て
い
る
︒
こ
の
点
か
ら
も
﹃
濤
花
集
﹄
の
古
筆
筆
者
は
︑
現
在
で
は
ど
の
よ
う
に

表
記
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
︒
現
在
の
表
記
を
明
確
に
し
た
い
︒
筆
者
名
表
記
に

﹁
伝
﹂
が
付
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
︑
現
在
︑
真
筆
ま
た
は
真
筆
と
認
め
ら
れ
る

も
の
︑
あ
る
い
は
定
説
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
︒

所
蔵
者
に
つ
い
て
は
︑﹃
濤
花
集
﹄
の
目
次
に
よ
っ
て
昭
和
四
年
の
発
行
当
時

の
所
蔵
者
が
明
ら
か
で
あ
る
︒
で
は
︑
現
在
の
所
蔵
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

だ
ろ
う
か
︒
現
在
﹁
個
人
蔵
﹂
と
あ
る
も
の
は
︑
個
人
情
報
保
護
法

(二
〇
〇
三

年
制
定
)
に
よ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
︑
そ
の
氏
名
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
︒

﹃
濤
花
集
﹄
の
目
次
に
は
﹁
古
筆
名
・
古
筆
切
名
・
筆
者
名
・
所
蔵
者
名
﹂
が

記
載
さ
れ
て
い
る
︒
現
在
の
記
載
も
同
じ
よ
う
に
記
し
︑
並
べ
て
記
す
こ
と
に

よ
っ
て
違
い
や
変
化
・
移
動
を
見
る
こ
と
と
す
る
︒
目
次
に
は
番
号
が
な
い
の
で
︑

適
宜
番
号
を
附
し
た
︒
(現
在
の
表
記
に
つ
い
て
は
︻
現
︼
と
表
す
)

『濤
花
集
﹄
の
基
礎
的
研
究

(二
)
(市
橋
三
四
子
)

三
六



『濤
花
集
﹄

上
冊

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇

第
四
十
七
号

(二
〇
一
九
年
三
月
)

三
七

(﹃
書
道
藝
術
第
一
二
巻
﹄
中
田
勇
次
郎
編
集

中
央
公
論
社

一
九
七
五
年
八

月

(一
〇
〇
頁
)
)

【
現
︼
重
文
﹃
紙
本
墨
書
空
海
将
来
経
等
目
録
表
﹄

伝
空
海
筆

宝
巌
寺
蔵

五
︑
国
宝

空
海
将
来
経
等
目
録
表

僧
空
海

滋
賀
県

宝
巌
寺
蔵

｢最
澄
が
延
暦
二
四
年
︿
八
〇
五
﹀
唐
よ
り
帰
国
し
て
以
後
︑
天
台
法
華
宗
を
弘

め
よ
う
と
︑
重
要
な
関
係
文
書
の
内
容
を
︑
天
台
宗
の
後
の
た
め
に
︑
自
ら
整

書
し
た
も
の
﹂︒

(﹃
書
道
芸
術
第
一
三
巻
﹄
中
田
勇
次
郎
編
集

中
央
公
論
社

一
九
八
二
年
一

〇
月

(六
〇
頁
)
)

【
現
︼
国
宝
﹃
天
台
法
華
宗
年
分
縁
起

伝
教
大
師
筆
﹄

最
澄
筆

延
暦
寺
蔵

四
︑
国
宝

天
台
法
華
宗
年
分
縁
起

僧
最
澄

滋
賀
県

延
暦
寺
蔵

｢こ
の
書
は
鄭
氏
の
跋
尾
や
他
の
自
署
の
部
分
を
の
ぞ
い
て
は
︑
最
澄
︿
七
六
六

～
八
二
二
﹀
の
自
筆
﹂

(﹃
書
道
芸
術
第
一
三
巻
﹄
中
田
勇
次
郎
編
集

中
央
公
論
社

一
九
八
二
年
一

〇
月

(一
三
頁
)
)

【
現
︼
国
宝
﹃
伝
教
大
師
将
来
目
録
﹄

最
澄
筆

延
暦
寺
蔵

三
︑
国
宝

僧
最
澄
入
唐
請
来
目
録

僧
最
澄

滋
賀
県

延
暦
寺
蔵

昭
和
四
年
当
時
︑
東
京
帝
室
博
物
館
蔵
で
あ
っ
た
が
︑
現
在
は
御
物
︒

(﹃
書
道
全
集
第
二
〇
巻
﹄
下
中
邦
彦
編
集

平
凡
社

一
九
六
六
年
七
月

(図

版
一
)
)

【
現
︼
御
物
﹃
大
覚
寺
結
夏
衆
名
単
﹄

尊
圓
親
王
筆

二
︑
大
覚
寺
法
皇
衆
名
単

尊
圓
法
親
王

東
京
帝
室
博
物
館
蔵

『濤
花
集
﹄
に
は
﹁
和
漢
朗
詠
集
﹂
よ
り
二
葉
が
断
簡
と
し
て
収
載
︑﹁
一
ノ
一
﹂

は
﹃
古
筆
学
大
成
第
一
三
巻
﹄
(図
一
四
⑤
)︑﹁
一
ノ
二
﹂
は
同

(図
一
四
⑦
)︒

(﹃
古
筆
学
大
成
第
一
三
巻
﹄
小
松
茂
美
著

講
談
社
一
九
九
〇
年
六
月
)

【
現
︼
﹃
雲
紙
本
和
漢
朗
詠
集
﹄

伝
藤
原
行
成
筆

宮
内
庁
保
管

一
︑
御
物

和
漢
朗
詠
集

藤
原
行
成

【
現
︼
国
宝
﹃
新
撰
類
林
抄
巻
第
四
残
巻
﹄

伝
空
海
筆

京
都
国
立
博
物
館
蔵

九
︑
新
撰
類
林
抄

僧
空
海

東
京
市

山
高
五
郎
氏
蔵

｢金
剛
般
若
経
開
題
の
草
稿
本
の
断
簡
と
見
ら
れ
︑
空
海
の
真
蹟
が
確
実
視
さ

れ
る
︒
神
光
院
旧
蔵
分
の
六
三
行
と
︑
こ
の
僚
巻
が
奈
良
国
立
博
物
館
に
三
八

行
分
所
蔵
︒
他
に
断
簡
が
諸
家
に
分
蔵
︒
神
光
院
旧
蔵
分
は
も
と
醍
醐
三
宝
院

所
蔵
︑
現
在
は
京
都
国
立
博
物
館
蔵
(9
)
﹂︒

(﹃
金
剛
般
若
経
開
題
残
巻
﹄
国
立
博
物
館
所
蔵
e
国
宝−

書
跡

(
h
ttp
s
:

/
/
w
w
w
.e
m
u
se
u
m
.jp
)
)

【
現
︼
国
宝
﹃
金
剛
般
若
経
開
題
残
巻
﹄

空
海

(
弘
法
大
師
)

筆

京
都
国
立
博
物
館
蔵

八
︑
国
宝

金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
開
題
残
本

僧
空
海

京
都
市

神
光
院
蔵

｢空
海
か
ら
最
澄
宛
の
消
息
で
︑
も
と
延
暦
寺
に
伝
え
ら
れ
︑
巻
末
の
奥
書
に
よ

り
五
通
伝
来
︒
う
ち
一
通
が
盗
ま
れ
︑
さ
ら
に
関
白
秀
次
の
所
望
で
一
通
切
り

取
ら
れ
た
の
で
︑
現
在
三
通
︑
東
寺
蔵
﹂︒

(﹃
書
道
藝
術
第
一
二
巻
﹄
中
田
勇
次
郎
編
集

中
央
公
論
社

一
九
七
五
年
八

月

(二
八
頁
)
)

【
現
︼
国
宝
﹃
弘
法
大
師
筆
尺
牘
三
通

(
風
信
帖
)
﹄

空
海
筆

東
寺

(
教
王
護
国
寺
)
蔵

七
︑
国
宝

消
息

世
ニ
風
信
状
ト
称
ス

僧
空
海

京
都
市

教
王
護
国
寺
蔵

｢空
海
が
草
卒
に
書
か
れ
た
書
︒
初
め
神
護
寺
に
伝
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
︑
藤
原

時
代
に
は
仁
和
寺
に
あ
り
︑
後
︑
鳥
羽
の
勝
光
明
院
に
保
管
︑
そ
の
後
︑
後
宇
多

法
皇
︿
一
二
六
七
～
一
三
二
四
﹀
に
よ
り
神
護
寺
に
施
入
︑
現
在
に
至
る
﹂︒

(﹃
書
道
藝
術
第
一
二
巻
﹄
中
田
勇
次
郎
編
集

中
央
公
論
社

一
九
七
五
年
八

月

(三
八
頁
)
)

【
現
︼
国
宝
﹃
灌
頂
歴
名
﹄

空
海
筆

神
護
寺
蔵

六
︑
国
宝

灌
頂
歴
名

僧
空
海

京
都
府

神
護
寺
蔵

｢空
海
︿
七
七
四
～
八
三
五
﹀
の
書
と
い
わ
れ
る
﹁
請
来
目
録
﹂
が
二
巻
あ
り
︑

一
巻
は
行
書
で
東
寺
蔵
︑
も
う
一
巻
が
楷
書
の
竹
生
島
宝
巌
寺
蔵
︒
宝
巌
寺
蔵

の
書
風
が
空
海
風
で
な
く
最
澄
風
で
︑
そ
の
上
﹁
延
暦
寺
印
﹂
が
あ
り
︑
最
澄
が

書
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒
こ
の
﹁
請
来
目
録
﹂
は
観
応
元
年
︿
一
三
五

〇
﹀
大
光
寺
宗
光
が
竹
生
島
の
都
久
夫
須
麻
神
社
に
寄
進
︑
後
︑
宝
巌
寺
の
所

有
に
な
っ
た
﹂︒



『濤
花
集
﹄
の
基
礎
的
研
究

(二
)
(市
橋
三
四
子
)

三
八

一
三
︑
古
今
和
歌
集

巻
第
一

高
野
切

紀
貫
之四

日
市
市

熊
沢
一
衛
氏
蔵

(﹃
大
手
鑑
﹄
(鴻
池
家
旧
蔵
)
大
東
急
記
念
文
庫

二
〇
〇
四
年
八
月

(図
四

七
)
)

【
現
︼
重
文
﹃
大
手
鑑
﹄
内
﹃
白
氏
文
集
﹄
巻
第
五
十
四

(
絹
地
切
)

伝
小
野
道
風
筆

五
島
美
術
館
蔵

一
二
︑
古
筆
集
帖
ノ
内

白
氏
文
集
第
五
十
四

絹
地
切

小
野
道
風

大
阪
市

男
爵
鴻
池
善
右
衛
門
氏
蔵

｢少
内
記
在
任
中
の
小
野
道
風
︿
八
九
四
～
九
六
六
﹀
が
醍
醐
天
皇
の
命
に

よ
っ
て
揮
毫
し
た
勅
書
で
︑
延
長
五
年
︿
九
二
七
﹀
十
二
月
二
十
七
日
の
年
記

が
あ
る
︒
延
暦
寺
座
主
円
珍
︿
八
一
五
～
八
九
一
﹀
示
寂
後
︑
智
証
大
師
の
謚

号
を
授
け
ら
れ
た
時
の
も
の
で
︑
原
本
は
中
務
省
に
︑
こ
れ
は
副
本
と
し
て
延

暦
寺
別
院
の
園
城
寺
に
下
賜
さ
れ
た
︒
園
城
寺
か
ら
北
白
川
宮
家
に
伝
来
︑
戦

後
︑
国
の
保
有
と
な
っ
た
(11
)
﹂︒

(﹃
智
証
大
師
賜
号
勅
書
﹄
国
立
博
物
館
所
蔵
e
国
宝−

書
跡
h
ttp
s
:
/
/
w
w
w
.

e
m
u
se
u
m
.jp
)

【
現
︼
国
宝
﹃
円
珍
贈
法
印
大
和
尚
位
並
智
証
大
師
諡
号
勅
書
﹄
小
野
道
風
筆

東
京
国
立
博
物
館
蔵

一
一
︑
北
白
川
宮
御
貸
下

智
証
大
師
賜
号
勅
書

小
野
道
風

｢こ
の
本
は
空
海
自
筆
と
伝
え
ら
れ
る
古
鈔
本
で
︑
も
と
東
寺
経
蔵
に
あ
っ
た
と

い
わ
れ
︑
明
治
初
年
頃
山
田
永
年
が
鑑
識
し
︑
つ
い
で
そ
の
所
蔵
に
帰
し
た
︒
現

在
も
同
家
に
伝
わ
る
﹂︒

(﹃
書
道
藝
術
第
一
二
巻
﹄
中
田
勇
次
郎
編
集

中
央
公
論
社

一
九
七
五
年
八

月

(一
五
〇
頁
)
)

【
現
︼
重
文
﹃
紙
本
墨
書
文
筆
眼
心
抄
﹄

伝
空
海
筆

山
田
家
蔵

一
〇
︑
文
筆
眼
心
抄

僧
空
海

京
都
市

山
田
如
陵
氏
蔵

｢平
安
初
期
に
将
来
し
た
唐
風
の
書
跡
の
一
つ
で
唐
人
の
詩
篇
を
草
書
︒
断
簡

は
﹁
南
院
切
﹂
と
呼
ば
れ
︑
筆
者
は
空
海
と
伝
え
る
が
︑
唐
人
の
書
写
の
原
本
よ

り
何
人
か
で
搨
模
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
(10
)
﹂︒

(﹃
新
撰
類
林
抄
﹄
国
立
博
物
館
所
蔵
e
国
宝−

書
跡
h
ttp
s
:
/
/
w
w
w
.e
m
u
se

u
m
.jp
)

一
七
︑
古
今
和
歌
集

巻
第
二
十

(継
色
紙
)

小
野
道
風

京
都
市

湯
浅
七
左
衛
門
氏
蔵

｢﹃
斎
宮
女
御
集
﹄
は
村
上
天
皇
の
女
御
徽
子
女
王
︿
九
二
五
～
九
八
五
﹀
の
家

集
︒
書
写
年
代
は
伝
称
筆
者
小
野
道
風
︿
八
九
四
～
九
六
六
﹀
よ
り
後
の
一
一
世

紀
後
半
と
推
定
(13
)
﹂︒

(﹃
古
筆
学
大
成
第
一
八
巻
﹄
小
松
茂
美
著

講
談
社
一
九
九
一
年
五
月

(図
二

三
二
)
)

【
現
︼
﹃
小
島
切
本
斎
宮
女
御
集
﹄

伝
小
野
道
風
筆

個
人
蔵

一
六
︑
斎
宮
集

小
島
切

小
野
道
風

大
阪
市

男
爵
藤
田
平
太
郎
氏
蔵

｢本
阿
弥
切
は
本
阿
弥
光
悦
︿
一
五
五
八
～
一
六
三
七
﹀
旧
蔵
品
︒
烏
丸
光
広
︿
一

五
七
九
～
一
六
七
三
﹀
や
畠
山
牛
庵
︿
一
五
八
九
～
一
六
五
六
﹀
ら
が
︑
そ
れ
ぞ

れ
所
有
の
巻
末
の
跋
文
に
小
野
道
風
筆
者
説
を
記
し
て
い
る
(12
)
﹂︒

(﹃
古
筆
学
大
成
第
一
巻
﹄
小
松
茂
美
著

講
談
社

一
九
八
九
年
一
月

(図
一

三
二
)
)

【
現
︼
古
今
和
歌
集

本
阿
弥
切

伝
小
野
道
風
筆

個
人
蔵

一
五
︑
古
今
和
歌
集

巻
第
十
一

本
阿
弥
切

小
野
道
風京

都
市

林
新
助
氏
蔵

(﹃
高
野
切
第
三
種
﹄
(日
本
名
筆
選
五
)
古
谷
稔
解
説

二
玄
社

一
九
九
三

年
八
月

(一
〇
～
一
二
頁
)
)

【
現
︼
﹃
古
今
和
歌
集
﹄
巻
第
十
八
断
簡

高
野
切
第
三
種

伝
紀
貫
之
筆

藤
田
美
術
館
蔵

一
四
︑
古
今
和
歌
集

巻
第
十
八

高
野
切

紀
貫
之

大
阪
市

男
爵
藤
田
平
太
郎
氏
蔵

｢高
野
切
は
﹃
古
今
和
歌
集
﹄
の
最
古
の
写
本
と
い
わ
れ
︑
書
風
に
よ
り
第
一
種
・

第
二
種
・
第
三
種
に
分
類
︒
奥
書
に
よ
り
筆
者
を
紀
貫
之
︿
八
七
二
～
九
六
六
﹀

と
す
る
が
︑
三
種
の
書
風
を
同
一
筆
者
と
す
る
の
は
不
合
理
︑
こ
の
第
一
種
の

筆
者
は
未
詳
﹂︒

(﹃
高
野
切
第
一
種
﹄
(日
本
名
筆
選
一
)古
谷
稔
解
説

二
玄
社

一
九
九
三
年

六
月

(六
～
九
頁
)
)

【
現
︼
﹃
古
今
和
歌
集
﹄
巻
第
一

高
野
切
第
一
種

伝
紀
貫
之
筆三

井
文
庫
蔵



佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇

第
四
十
七
号

(二
〇
一
九
年
三
月
)

三
九

｢筆
者
を
紀
貫
之
と
伝
え
る
御
物
﹃
万
葉
集
﹄
巻
四
の
零
本
は
︑
旧
蔵
者
の
名
に

ち
な
み
﹃
桂
本
万
葉
集
﹄︒
そ
の
ツ
レ
の
断
簡
を
﹁
栂
尾
切
﹂
と
称
し
︑
通
常
筆

者
は
伝
源
順
︿
九
一
一
～
九
八
三
﹀
筆
と
さ
れ
る
が
︑
こ
の
極
札
に
は
伝
宗
尊

親
王
︿
一
二
四
二
～
七
四
﹀
筆
︒
し
か
し
今
日
︑
筆
者
は
﹁
高
野
切
第
二
種
﹂
と

同
筆
の
源
兼
行
︿
～
一
〇
二
二
～
七
四
～
﹀
と
い
わ
れ
る
﹂︒

(﹃
大
手
鑑
﹄
(鴻
池
家
旧
蔵
)
大
東
急
記
念
文
庫

二
〇
〇
四
年
八
月

(図
三

〇
)
)

【
現
︼
重
文
﹃
大
手
鑑
﹄
内
﹃
万
葉
集
﹄
巻
第
四

栂
尾
切

伝
宗
尊
親
王
筆

五
島
美
術
館
蔵

二
〇
︑
古
筆
集
帖
ノ
内

萬
葉
集

巻
第
四

栂
尾
切

大
阪
市

男
爵
鴻
池
善
右
衛
門
氏
蔵

｢﹁
筋
切
﹂﹁
通
切
﹂
は
料
紙
の
文
様
に
よ
る
違
い
︑
こ
れ
は
通
切
︒
筆
者
は
藤
原
佐

理
︿
九
四
四
～
九
九
八
﹀
あ
る
い
は
藤
原
公
任
︿
九
六
六
～
一
〇
四
一
﹀
と
伝
え

る
が
︑﹁
筋
切
通
切
﹂
と
同
筆
の
﹁
元
永
本
﹂
(元
永
三
年
︿
一
一
二
〇
﹀
)
と
も
年

代
を
異
に
す
る
︒
源
俊
頼
︿
一
〇
五
五
～
一
一
二
九
﹀
と
伝
称
す
る
も
確
証
は
な

く
︑
藤
原
行
成
の
曽
孫
定
実
︿
～
一
〇
七
七
～
一
一
一
九
～
﹀
説
が
現
在
有
力
﹂︒

(﹃
筋
切
通
切
﹄
(日
本
名
筆
選
一
七
)
古
谷
稔
解
説

二
玄
社

一
九
九
四
年

二
月

(三
八
頁
)
)

【
現
︼
﹃
古
今
和
歌
集
﹄
巻
第
十
二

通
切

伝
藤
原
佐
理
筆

五
島
美
術
館
蔵

一
九
︑
古
今
和
歌
集

巻
第
十
二

藤
原
佐
理

京
都
市

松
風
嘉
定
氏
蔵

(﹃
古
筆
学
大
成
第
二
巻
﹄
小
松
茂
美
著

講
談
社

一
九
八
九
年
一
月

(図
九

九
)
)

『古
今
和
歌
集
﹄
筋
切
通
切

伝
藤
原
佐
理
筆

︽
便
利
堂
刊
﹃
蘭
葉
集
﹄
所
載
︾

【
現
︼

所
在
不
明

一
八
︑
古
今
和
歌
集

巻
第
十
二

藤
原
佐
理

京
都
市

平
井
仁
兵
衛
氏
蔵

｢古
来
よ
り
紀
貫
之
あ
る
い
は
小
野
道
風
の
筆
と
伝
称
さ
れ
る
が
︑
根
拠
が
な

く
異
筆
﹂︒

(﹃
継
色
紙
﹄
(日
本
名
筆
選
一
三
)
島
谷
弘
幸
解
説

二
玄
社
二
〇
一
〇
年
七

月

(三
四
～
三
五
頁
)
)

【
現
︼
﹃
古
今
和
歌
集
﹄
巻
第
二
十

継
色
紙

伝
小
野
道
風
筆

湯
木
美
術
館
蔵

(﹃
升
色
紙
﹄
(日
本
名
跡
叢
刊
五
一
)
小
松
茂
美
監
修

二
玄
社

一
九
八
一

年
四
月

(二
五
頁
)
)

【
現
︼
﹁
升
色
紙
﹂

伝
藤
原
行
成
筆

個
人
蔵

二
四
︑
古
今
和
歌
集

巻
第
十
九

(桝
色
紙
)

藤
原
行
成

京
都
市

湯
浅
七
左
衛
門
氏
蔵

｢﹁
太
田
切
﹂
の
筆
者
は
︑
一
般
に
藤
原
公
任
と
伝
え
る
が
︑
藤
原
行
成
と
も
称

す
﹂︒

(﹃
大
手
鑑
﹄
(鴻
池
家
旧
蔵
)
大
東
急
記
念
文
庫

二
〇
〇
四
年
八
月

(図
四

九
～
五
一
)
)

【
現
︼
重
文
﹃
大
手
鑑
﹄
内
﹃
和
漢
朗
詠
集
﹄
(
太
田
切
)

伝
藤
原
行
成
筆

五
島
美
術
館
蔵

二
三
︑
古
筆
集
帖
ノ
内

和
漢
朗
詠
集
切

藤
原
行
成

大
阪
市

男
爵
鴻
池
善
右
衛
門
氏
蔵

｢表
紙
の
題
箋
に
﹁
行
成
卿
筆
﹂
と
し
︑
奥
書
に
も
﹁
行
成
卿
眞
筆
﹂
と
あ
る
が
︑

行
成
の
遺
墨
と
比
較
し
て
真
跡
と
は
言
え
な
い
﹂︒﹃
濤
花
集
﹄
に
は
﹁
曼
殊
院

本
﹂
か
ら
二
葉
が
断
簡
と
し
て
収
載
︑
そ
の
﹁
二
八
ノ
二
﹂
の
中
の
﹁﹁
か
せ
ふ

け
は
⁝
﹂
は
流
布
本

(貞
応
本
)
に
は
見
ら
れ
な
い
歌
﹂︒

(﹃
曼
殊
院
本
古
今
集
﹄
(日
本
名
跡
叢
刊
七
)
小
松
茂
美
監
修

二
玄
社

一

九
七
七
年
四
月

(一
二
～
一
四
頁
︑
三
〇
～
三
二
頁
)
)

【
現
︼
国
宝
﹃
曼
殊
院
本
古
今
和
歌
集
﹄
巻
第
十
七

伝
藤
原
行
成
筆

曼
殊
院
蔵

二
二
︑
国
宝

古
今
集
断
簡

巻
第
十
七

藤
原
行
成
京
都
市

曼
殊
院
蔵

｢題
箋
に
﹁
権
跡
﹂
(藤
原
行
成
︿
九
二
七
～
一
〇
二
七
﹀
)
と
書
か
れ
︑
そ
の
下

に
小
さ
く
別
人
の
手
で
﹁
佐
野
﹂
と
あ
り
所
有
者
を
表
す
と
さ
れ
る
﹂︒
筆
者
に

つ
い
て
﹁
本
書
に
は
も
と
よ
り
行
成
と
す
る
署
名
は
な
い
が
︑
真
筆
と
し
て
の

明
徴
の
あ
る
高
松
宮
家
旧
蔵
本
白
楽
天
詩
巻
及
び
関
戸
家
旧
蔵
消
息
と
同
筆
で

あ
る
か
ら
行
成
の
筆
と
し
て
よ
い
も
の
(14
)
﹂︒

(﹃
藤
原
行
成
集
﹄
(日
本
名
筆
選
四
〇
)
島
谷
弘
幸
解
説

二
玄
社

一
九
九

五
年
三
月

(二
四
～
二
五
頁
)
)

【
現
︼
国
宝
﹃
本
能
寺
切
﹄

藤
原
行
成
筆

本
能
寺
蔵

二
一
︑
国
宝

古
詩
残
簡

藤
原
行
成

京
都
市

本
能
寺
蔵



『濤
花
集
﹄
の
基
礎
的
研
究

(二
)
(市
橋
三
四
子
)

四
〇

｢﹃
西
本
願
寺
本
三
十
六
人
家
集
﹄
の
﹃
順
集
﹄
の
断
簡
︒﹁
糟
色
紙
﹂
も
﹁
岡
寺

切
﹂
も
共
に
料
紙
装
飾
の
違
い
か
ら
別
名
で
呼
ぶ
︒
こ
れ
は
﹁
岡
寺
切
﹂︑
筆
者

は
伝
藤
原
公
任
﹂︒﹃
濤
花
集
﹄
に
は

(糟
色
紙
)︑
筆
者
は
﹁
藤
原
定
信
︿
一
〇

八
八
～
一
一
五
六
﹀﹂
と
あ
り
︑﹃
大
手
鑑
﹄
表
記
と
異
な
る
︒﹃
古
筆
名
品
抄

(二
)﹄
の
同
断
簡
の
解
説
(18
)
に
﹁﹁
西
本
願
寺
本
三
十
六
人
家
集
﹂
の
う
ち
の
﹁
順

集
﹂
か
ら
逸
脱
し
た
も
の
︒
(中
略
)﹁
貫
之
集
下
﹂﹁
中
務
集
﹂
と
と
も
に
︑
藤

原
定
信
が
分
担
執
筆
し
た
も
の
﹂
と
あ
る
︒

ま
た
﹃
古
筆
学
大
成
第
二
七
巻
﹄
(小
松
茂
美
著
・
講
談
社
・
一
九
八
九
年
一
月

(六
九
九
頁
)
)
に
こ
の
断
簡
の
所
蔵
が
﹁
手
鑑
﹃
毛
戦
筆
陣
﹄
所
収
・
五
島
美
術

館
蔵
﹂
と
あ
る
が
︑
こ
れ
は
五
島
美
術
館
蔵
﹃
大
手
鑑
﹄
(大
東
急
記
念
文
庫
)

所
収
で
あ
る
︒

(﹃
大
手
鑑
﹄
(鴻
池
家
旧
蔵
)
大
東
急
記
念
文
庫

二
〇
〇
四
年
八
月

(図
七

一
)
)

【
現
︼
重
文
﹃
大
手
鑑
﹄
内
﹃
順
集
﹄

岡
寺
切

伝
藤
原
公
任
筆五

島
美
術
館
蔵

三
〇
︑
古
筆
集
帖
ノ
内

源
順
集
切

(糟
色
紙
)

藤
原
定
信

大
阪
市

男
爵
鴻
池
善
右
衛
門
氏
蔵

極
札
に
﹁
源
俊
頼
朝
臣

霞
多
徒
﹂
と
あ
る
︒﹃
私
家
集
大
成
第
二
巻
﹄
中
古
Ⅱ

(明
治
書
院
・
一
九
八
二
年
一
二
月
)
の
﹃
師
実
集
﹄
に
﹁
霞
多
徒
﹂
の
歌
は
見

え
な
い
︒﹃
古
筆
名
品
抄

(一
)﹄
の
同
断
簡
の
解
説
(16
)
に
﹁
御
堂
関
白
道
長
︿
九

六
六
～
一
〇
二
七
﹀
の
家
集
の
断
簡
︒
(中
略
)
一
二
世
紀
前
半
の
書
写
と
考

え
ら
れ
る
﹂
と
あ
る
︒﹃
御
堂
関
白
集
全
釈
﹄
に
こ
の
詞
書
と
歌
(17
)

(五
︑
霞
立

つ
)
が
見
え
る
︒

(手
鑑
﹃
月
台
﹄
国
立
博
物
館
所
蔵
e
国
宝−

書
跡
h
ttp
s
:
/
/
w
w
w
.e
m
u
se
u
m
.jp
)

【
現
︼
重
文
﹃
月
台
﹄
内
﹁
師
実
集
切
﹂

伝
源
俊
頼
筆

東
京
国
立
博
物
館
蔵

二
九
︑
古
筆
集
帖

(月
台
)
ノ
内

藤
原
道
長
集
切

源
俊
頼

京
都
市

土
橋
嘉
兵
衛
氏
蔵

『濤
花
集
﹄
に
は
﹁
御
蔵
切
﹂
か
ら
二
葉
が
断
簡
と
し
て
収
載
︒﹃
古
筆
学
大
成

第
一
九
巻
﹄
に
﹁
二
八
ノ
一
﹂
は
﹁
と
し
こ
と
に
﹂
か
ら
﹁
し
の
ひ
て
こ
よ
ひ
﹂

(図
一
〇
二
)
と
︑﹁
う
り
ふ
の
ゝ
﹂
か
ら
﹁
し
つ
ゝ
か
き
て
﹂
(図
一
〇
八
)
に

分
割
︑
前
半
部
は
﹁
春
敬
記
念
書
道
文
庫
蔵
﹂︑
後
半
部
は
︽
尚
古
会
刊
﹃
手
か
ゝ

み
﹄
所
載
︾︒﹁
二
八
ノ
二
﹂
(図
一
〇
九
)
は
︽
法
書
会
刊
﹃
書
苑
﹄
所
載
︾︒

(﹃
古
筆
学
大
成
第
一
九
巻
﹄
小
松
茂
美
著

講
談
社

一
九
九
二
年
六
月
)

【
現
︼
小
大
君
集

御
蔵
切
本

伝
小
大
君
筆

春
敬
記
念
書
道
文
庫
蔵
及
び
他
は
所
在
不
明

二
八
︑
小
大
君

御
蔵
切

小
大
君

名
古
屋
市

関
戸
守
彦
氏
蔵

極
札
に
﹁
四
条
大
納
言
公
任
卿

多
万
ひ
て
﹂
と
あ
る
︒﹃
古
筆
学
大
成
第
一
七

巻
﹄
(小
松
茂
美
著

講
談
社

一
九
九
二
年
六
月
)
に
﹁
敦
忠
集
︿
九
〇
六
～

九
四
三
﹀
切

伝
公
任
筆
﹂
と
あ
り
︑
こ
の
歌
は
﹃
私
家
集
大
成
第
一
巻
﹄
中
古

Ⅰ

(明
治
書
院
・
一
九
八
七
年
一
一
月
)
の
﹃
敦
忠
集
﹄
一
三
一

(二
六
七
頁
)

に
見
ら
れ
る
︒
続
く
﹁
す
か
は
ら
⁝
﹂
は
不
明
︒

(手
鑑
﹃
月
台
﹄
国
立
博
物
館
所
蔵
e
国
宝−

書
跡
h
ttp
s
:
/
/
w
w
w
.e
m
u
se
u
m
.jp
)

【
現
︼
重
文
﹃
月
台
﹄
内
﹁
未
詳
歌
集
断
簡
﹂

東
京
国
立
博
物
館
蔵

二
七
︑
古
筆
集
帖

(月
台
)
ノ
内

家
集
切

(集
未
詳
)

京
都
市

土
橋
嘉
兵
衛
氏
蔵

極
札
に
﹁
世
尊
寺
殿
行
成
卿

源
重
之
女
集
切

針
切
﹂
と
あ
る
︒

こ
れ
は
﹃
相
模
集
﹄
(前
出
﹃
針
切
﹄
二
玄
社
-二
七
頁
)︑
筆
者
は
[二
五
]同
様
︑

仁
与
な
る
人
物
︒

(手
鑑
﹃
月
台
﹄
国
立
博
物
館
所
蔵
e
国
宝
-書
跡
h
ttp
s
:
/
/
w
w
w
.e
m
u
se
u
m
.jp
)

【
現
︼
重
文
﹃
月
台
﹄
内
﹁
針
切
﹂

伝
藤
原
行
成
筆

東
京
国
立
博
物
館
蔵

二
六
︑
古
筆
集
帖

(月
台
)
ノ
内

針
切

(集
未
詳
)
藤
原
行
成

京
都
市

土
橋
嘉
兵
衛
氏
蔵

｢﹁
針
切
﹂
は
﹃
源
重
之
の
子
の
僧
の
集
﹄
と
﹃
相
模
集
﹄
の
二
つ
の
家
集
を
書
写

し
た
も
の
︒
こ
の
断
簡
は
﹃
源
重
之
の
子
の
僧
の
集
﹄︑
筆
者
は
仁
与
な
る
人
物

(人
物
に
つ
い
て
は
未
詳
)﹂︒

(﹃
針
切
﹄
(日
本
名
筆
選
二
五
)
島
谷
弘
幸
解
説

二
玄
社

二
〇
〇
〇
年
四

月

(一
一
頁
)
)

【
現
︼
﹁
針
切
﹂
﹃
源
重
之
の
子
の
僧
の
集
﹄

伝
藤
原
行
成
筆

個
人
蔵

二
五
︑
針
切

(集
未
詳
)

藤
原
行
成

名
古
屋
市

関
戸
守
彦
氏
蔵

｢﹁
升

(桝
)
色
紙
﹂
は
︑
清
少
納
言
の
曽
祖
父
清
原
深
養
父
︿
生
没
年
不
詳
﹀
の

家
集
﹃
深
養
父
集
﹄
を
書
写
し
た
も
の
︒
藤
原
行
成
の
筆
と
伝
え
る
が
︑
一
一

世
紀
の
後
半
の
能
書
の
手
と
言
わ
れ
る
﹂︒

｢お
も
ひ
け
む
⁝
﹂
の
歌
は
﹃
古
今
和
歌
集
﹄
巻
第
一
九

(一
〇
四
二
(15
)
)
に
﹁
深

養
父
﹂
と
あ
る
︒



佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇

第
四
十
七
号

(二
〇
一
九
年
三
月
)

四
一

【
現
︼

所
在
不
明

三
六
︑
和
歌

黒
流
豆
色
紙

後
京
極
良
経

東
京
市

坂
正
臣
氏
蔵

こ
の
極
札
に
﹁
坊
門
局

風
ふ
希
ハ
﹂
と
あ
り
︑﹁
e
国
宝−
書
跡
﹂
に
﹁
惟
成

集
切
﹂
と
あ
る
︒﹃
私
家
集
大
成
第
二
巻

中
古
Ⅰ
﹄
(明
治
書
院

一
九
八
二

年
一
一
月
)
に
﹁
惟
成
の
現
存
諸
本
は
︑
宮
内
庁
蔵
﹃
惟
成
弁
集
﹄
と
伝
坊
門
局

﹃
惟
成
集
﹄
切
の
二
伝
本
﹂
と
あ
り
︑
極
札
に
あ
る
歌
は
﹃
惟
成
弁
集
﹄
(二
五
︑

二
六
)
(五
一
三
頁
)
に
見
え
る
が
︑﹃
惟
成
集
﹄
に
は
見
え
な
い
︒
藤
原
惟
成

︿
九
五
三
～
八
九
﹀
の
官
位
は
花
山
朝
の
時
﹁
正
五
位
上
権
左
中
弁
﹂︒

『古
筆
学
大
成
第
一
九
巻
﹄
(小
松
茂
美
著
・
講
談
社
一
九
九
二
年
六
月
)
に
﹁
筆

者
は
坊
門
局
筆
と
伝
え
る
が
︑
坊
門
局
の
真
筆
と
い
わ
れ
る
﹃
唯
心
房
集
﹄
と

は
明
ら
か
に
異
筆
﹂︒

(手
鑑
﹃
月
台
﹄
国
立
博
物
館
所
蔵
e
国
宝−

書
跡
h
ttp
s
:
/
/
w
w
w
.e
m
u
se
u
m
.jp
)

【
現
︼
重
文
﹃
月
台
﹄
内
﹁
惟
成
集
切
﹂

伝
坊
門
局
筆

東
京
国
立
博
物
館
蔵

三
五
︑
古
筆
集
帖

(月
台
)
ノ
内

家
集
切

坊
門
局

京
都
市

土
橋
嘉
兵
衛
氏
蔵

【
現
︼

所
在
不
明

三
四
︑
和
漢
朗
詠
集

法
性
寺
忠
通

京
都
市

美
濃
部
太
三
郎
氏
蔵

(﹃
古
筆
学
大
成
第
一
四
巻
﹄
小
松
茂
美
著

講
談
社
一
九
九
二
年
六
月

(図
一

二
〇
)
)

｢下
絵
和
漢
朗
詠
集
切

伝
藤
原
公
任
筆
﹂

︽
京
都
国
立
博
物
館
刊
﹃
濤
花
集
﹄
所
載
︾

【
現
︼

所
在
不
明

三
三
︑
和
漢
朗
詠
集

藤
原
公
任

京
都
市

出
野
曦
山
氏
蔵

(﹃
古
筆
学
大
成
第
一
四
巻
﹄
小
松
茂
美
著

講
談
社
一
九
九
二
年
六
月

(図
一

二
八
)
)

散
書

和
漢
朗
詠
集
切

伝
藤
原
公
任
筆

︽
京
都
国
立
博
物
館
刊
﹃
濤
花

集
﹄
所
載
︾

【
現
︼

所
在
不
明

三
二
︑
朗
詠
集
切

色
紙
下
絵

藤
原
公
任

名
古
屋
市

関
戸
守
彦
氏
蔵

【
現
︼
重
文
﹃
色
紙
墨
書
妙
法
蓮
華
経
﹄
巻
第
五
(19
)

笠
覆
寺
蔵

三
一
︑
国
宝

妙
法
蓮
華
経

巻
第
五

色
々
紙
継

名
古
屋
市

笠
覆
寺
蔵

【
現
︼
重
文
﹃
月
台
﹄
内
﹁
和
泉
式
部
続
集
(
下
巻
)
切
﹂

伝
藤
原
行
成
筆

東
京
国
立
博
物
館
蔵

四
〇
︑
古
筆
集
帖

(月
台
)
ノ
内

和
泉
式
部
続
集
切京

都
市

土
橋
嘉
兵
衛
氏
蔵

こ
の
極
札
に
は
﹁
和
泉
式
部
集
切
﹂
と
あ
る
が
筆
者
名
は
な
い
︒

｢和
泉
式
部
︿
九
七
七
頃
～
一
〇
二
七
～
﹀
の
家
集
に
は
正
集
・
続
集
・
宸
翰
本
・

松
井
本
・
雑
種
本
が
あ
る
︒﹁
続
集
﹂
に
は
そ
の
書
風
が
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
﹁
上
巻
切
﹂
と
﹁
下
巻
切
﹂
(或
い
は
﹁
第
一
種
﹂
と
﹁
第
二
種
﹂
)
と

呼
ば
れ
︑
こ
れ
は
﹁
続
集
切
・
上
巻
切
﹂︒
筆
者
は
伝
藤
原
行
成
(21
)
﹂︒

(手
鑑
﹃
月
台
﹄
国
立
博
物
館
所
蔵
e
国
宝−

書
跡
h
ttp
s
:
/
/
w
w
w
.e
m
u
se
u
m
.jp
)

【
現
︼
重
文
﹃
月
台
﹄
内
﹁
和
泉
式
部
続
集
(
上
巻
)

切
﹂

伝
藤
原
行
成
筆

東
京
国
立
博
物
館
蔵

三
九
︑
古
筆
集
帖

(月
台
)
ノ
内

和
泉
式
部
集
切

京
都
市

土
橋
嘉
兵
衛
氏
蔵

｢歌
合
の
現
存
最
古
の
伝
本
︑
陽
明
近
衛
家
に
伝
来
し
た
﹁
十
巻
本
歌
合
﹂
の
一

部
︒
こ
の
奥
書
に
寛
永
一
〇
年
︿
一
六
三
三
﹀
浄
知
︿
生
没
年
不
詳
﹀
所
持
と
あ

り
︑
そ
の
後
舊
会
津
藩
主
松
平
家
の
有
に
帰
し
︑
明
治
三
四
年
︿
一
九
〇
一
﹀
帝

室
博
物
館

(現
東
京
国
立
博
物
館
)
が
買
い
取
っ
た
(20
)
﹂︒

(﹃
寛
平
御
時
后
宮
歌
合
﹄
国
立
博
物
館
所
蔵
e
国
宝−

書
跡
h
ttp
s
:
/
/
w
w
w
.

e
m
u
se
u
m
.jp
)

︻
現
︼
国
宝
﹃
寛
平
御
時
后
宮
歌
合

(
十
巻
本
)
﹄
伝
宗
尊
親
王
筆

東
京
国
立
博
物
館
蔵

三
八
︑
寛
平
歌
合

宗
尊
親
王

東
京
帝
室
博
物
館
蔵

(﹃
古
筆
学
大
成
第
一
九
巻
﹄
小
松
茂
美
著

講
談
社
一
九
九
二
年
六
月

(図
三

三
一
)
)

｢頼
政
家
集

三
井
寺
切

伝
源
頼
政
筆
﹂

︽
京
都
国
立
博
物
館
刊
﹃
濤
花
集
﹄
所
載
︾

【
現
︼

所
在
不
明

三
七
︑
頼
政
家
集

三
井
寺
切

源
頼
政

京
都
市

服
部
七
兵
衛
氏
蔵

(﹃
古
筆
学
大
成
第
八
巻
﹄
小
松
茂
美
著

講
談
社

一
九
八
九
年
一
月

(図
三

〇
)
)

｢拾
遺
和
歌
集
切

豆
色
紙

伝
後
京
極
良
経
筆
﹂

︽
京
都
国
立
博
物
館
刊

﹃
濤
花
集
﹄
所
載
︾



『濤
花
集
﹄
の
基
礎
的
研
究

(二
)
(市
橋
三
四
子
)

四
二

四
五
︑
古
筆
集
帖
ノ
内

拾
遺
和
歌
集

巻
第
二

源
俊
頼

大
阪
市

男
爵
鴻
池
善
右
衛
門
氏
蔵

(﹃
大
手
鑑
﹄
(鴻
池
家
旧
蔵
)
大
東
急
記
念
文
庫

二
〇
〇
四
年
八
月

(図
七

五
)
)

【
現
︼
重
文
﹃
大
手
鑑
﹄
内
﹃
三
宝
絵
詞
﹄
東
大
寺
切

伝
源
俊
頼
筆

五
島
美
術
館
蔵

四
四
︑
古
筆
集
帖
ノ
内

三
宝
絵

東
大
寺
切

源
俊
頼

大
阪
市

男
爵
鴻
池
善
右
衛
門
氏
蔵

(﹃
大
手
鑑
﹄
(鴻
池
家
旧
蔵
)
大
東
急
記
念
文
庫

二
〇
〇
四
年
八
月

(図
七

四
)
)

【
現
︼
重
文
﹃
大
手
鑑
﹄
内
﹃
拾
遺
和
歌
集
﹄
巻
第
二

伝
源
俊
頼
筆

五
島
美
術
館
蔵

四
三
︑
古
筆
集
帖
ノ
内

拾
遺
和
歌
集

巻
第
二

源
俊
頼

大
阪
市

男
爵
鴻
池
善
右
衛
門
氏
蔵

(﹃
古
筆
学
大
成
第
八
巻
﹄
小
松
茂
美
著

講
談
社

一
九
八
九
年
一
月

(図
二

五
三
)
)

｢後
拾
遺
和
歌
集

中
院
切
本

伝
源
実
朝
﹂

︽
京
都
国
立
博
物
館
刊
﹃
濤

花
集
﹄
所
載
︾

【
現
︼

所
在
不
明

四
二
︑
後
拾
遺
和
歌
集

巻
第
九

中
院
切

源
実
朝

京
都
市

里
見
忠
三
郎
氏
蔵

こ
の
極
札
に
﹁
四
条
黄
門
定
頼
卿

と
し
へ
ぬ
る

中
院
切
﹂
と
あ
り
︑
伝
称

筆
者
源
実
朝
と
異
な
る
︒﹁
中
院
切
の
書
写
年
代
は
︑
料
紙
・
書
の
時
代
性
か
ら

平
安
時
代
後
期
一
二
世
紀
初
頭
︑
鎌
倉
時
代
の
実
朝
と
は
時
代
の
ず
れ
が
あ
る
︒

ま
た
実
朝
自
筆
の
書
状
と
比
べ
て
も
異
筆
(22
)
﹂︒

(手
鑑
﹃
月
台
﹄
国
立
博
物
館
所
蔵
e
国
宝−

書
跡
h
ttp
s
:
/
/
w
w
w
.e
m
u
se
u
m
.jp
)

︻
現
︼
重
文
﹃
月
台
﹄
内
﹁
中
院
切
﹂

伝
源
実
朝
筆

東
京
国
立
博
物
館
蔵

四
一
︑
古
筆
集
帖

(月
台
)
ノ
内

後
拾
遺
和
歌
集
巻
第
四

中
院
切

源
実
朝

京
都
市

土
橋
嘉
兵
衛
氏
蔵

極
札
に
﹁
和
泉
式
部
続
集
切
﹂
と
あ
り
︑
こ
れ
は
﹁
下
巻
切
﹂︒
筆
者
は
伝
藤
原

行
成
︒

(手
鑑
﹃
月
台
﹄
国
立
博
物
館
所
蔵
e
国
宝−

書
跡
h
ttp
s
:
/
/
w
w
w
.e
m
u
se
u
m
.jp
)

(﹃
書
道
全
集
第
一
八
巻
﹄
下
中
邦
彦
編
集

平
凡
社

一
九
七
一
年
七
月

(挿

四
〇
)
)

【
現
︼
熊
野
懐
紙

源
通
親
筆

所
蔵
者
名
不
詳

五
〇
︑
熊
野
懐
紙

源
通
親

名
古
屋
市

青
木
鎌
太
郎
氏
蔵

(手
鑑
﹃
月
台
﹄
国
立
博
物
館
所
蔵
e
国
宝−

書
跡
h
ttp
s
:
/
/
w
w
w
.e
m
u
se
u
m
.jp
)

【
現
︼
重
文
﹃
月
台
﹄
内
﹁
鶉
切
﹂

伝
藤
原
顕
輔
筆

東
京
国
立
博
物
館
蔵

四
九
︑
古
筆
集
帖
ノ
内

古
今
和
歌
集
巻
第
十
七

鶉
切

藤
原
顕
輔

京
都
市

土
橋
嘉
兵
衛
氏
蔵

(﹃
大
手
鑑
﹄
(鴻
池
家
旧
蔵
)
大
東
急
記
念
文
庫

二
〇
〇
四
年
八
月

(図
一

八
)
)

【
現
︼
重
文
﹃
大
手
鑑
﹄
内
﹃
後
撰
和
歌
集
﹄

伝
後
光
厳
天
皇
筆五

島
美
術
館
蔵

四
八
︑
古
筆
集
帖
ノ
内

後
撰
和
歌
集

巻
第
四
之
切

大
阪
市

男
爵
鴻
池
善
右
衛
門
氏
蔵

極
札
に
﹁
世
尊
寺
殿
行
成
卿

あ
つ
左
ゆ
見
﹂
と
あ
り
︑
伝
称
筆
者
藤
原
定
頼

︿
九
九
五
～
一
〇
四
四
﹀
と
異
な
る
︒﹃
烏
丸
切
・
中
院
切
・
白
川
切
後
撰
集
﹄

(日
本
名
跡
叢
刊
八
九
(23
)
)
に
﹁
定
頼
に
は
自
筆
書
状
一
幅
が
あ
り
︑
こ
の
真
筆

遺
品
と
﹁
烏
丸
切
﹂
は
同
筆
と
は
言
い
難
い
﹂︒

(手
鑑
﹃
月
台
﹄
国
立
博
物
館
所
蔵
e
国
宝−

書
跡
h
ttp
s
:
/
/
w
w
w
.e
m
u
se
u
m
.jp
)

【
現
︼
重
文
﹃
月
台
﹄
内
﹁
烏
丸
切
﹂

伝
藤
原
定
頼
筆

東
京
国
立
博
物
館
蔵

四
七
︑
古
筆
集
帖

(月
台
)
ノ
内

後
撰
和
歌
集
巻
第
七

烏
丸
切

藤
原
定
頼

京
都
市

土
橋
嘉
兵
衛
氏
蔵

(﹃
古
筆
学
大
成
第
二
巻
﹄
小
松
茂
美
著

講
談
社

一
九
八
九
年
一
月

(図
二

一
九
)
)

【
現
︼
﹃
古
今
和
歌
集
﹄
民
部
切

伝
源
俊
頼
筆

個
人
蔵

四
六
︑
古
今
和
歌
集

巻
第
十
七

民
部
切

源
俊
頼

京
都
市

服
部
七
兵
衛
氏
蔵

(﹃
大
手
鑑
﹄
(鴻
池
家
旧
蔵
)
大
東
急
記
念
文
庫

二
〇
〇
四
年
八
月

(図
七

三
)
)

【
現
︼
重
文
﹃
大
手
鑑
﹄
内
﹃
拾
遺
抄
﹄
巻
第
二
夏

伝
源
俊
頼
筆五

島
美
術
館
蔵



佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇

第
四
十
七
号

(二
〇
一
九
年
三
月
)

四
三

｢文
治
四
年
︿
一
一
八
八
﹀
奏
覧
本
を
俊
成
自
身

(七
五
歳
)
が
清
書
︒﹂

(﹃
大
手
鑑
﹄
(鴻
池
家
旧
蔵
)
大
東
急
記
念
文
庫

二
〇
〇
四
年
八
月

(図
八

八
)
)

【
現
︼
重
文
﹃
大
手
鑑
﹄
内
﹃
千
載
和
歌
集
﹄
日
野
切

藤
原
俊
成
筆

五
島
美
術
館
蔵

六
〇
︑
古
筆
集
帖
ノ
内

千
載
和
歌
集
巻
第
十
五

日
野
切

藤
原
俊
成

大
阪
市

男
爵
鴻
池
善
右
衛
門
氏
蔵

｢藤
原
俊
成
︿
一
一
一
四
～
一
二
〇
四
﹀
が
﹁
五
社
百
首
﹂
を
奉
納
︑
そ
の
内
の

住
吉
社
に
奉
納
し
た
断
簡
を
﹁
住
吉
切
﹂
と
よ
ぶ
︒﹁
文
治
六
年
︿
一
一
九
〇
﹀

云
々
﹂
の
奥
書
が
あ
り
︑
俊
成
七
七
歳
の
筆
跡
(25
)
﹂︒

(﹃
古
筆
名
品
抄

(三
)﹄
(日
本
名
跡
叢
刊
九
七
)
小
松
茂
美
監
修

二
玄
社
一

九
八
五
年
一
〇
月

(五
〇
頁
)
)

【
現
︼
﹃
五
首
和
歌
﹄

住
吉
切

藤
原
俊
成
筆

藤
田
美
術
館
蔵

五
九
︑
五
首
和
歌

住
吉
切

藤
原
俊
成

大
阪
市

男
爵
藤
田
平
太
郎
氏
蔵

(﹃
古
筆
学
大
成
第
二
一
巻
﹄
小
松
茂
美
著

講
談
社

一
九
九
二
年
六
月
(図
五

四
)
)

﹁﹃
濤
花
集
﹄
の
表
記
と
﹃
古
筆
学
大
成
﹄
の
表
記
が
異
な
る
︒﹂

【
現
︼
皇
太
夫
人
班
子
女
王
歌
合

柏
木
・
二
条
切

伝
藤
原
忠
家
・
俊
忠
筆

個
人
蔵

五
八
︑
十
四
番
歌
合
切

伊
丹
切

藤
原
俊
忠

京
都
市

里
見
忠
三
郎
氏
蔵

｢﹁
十
巻
本
歌
合
﹂
の
あ
と
︑
藤
原
忠
通
︿
一
〇
九
七
～
一
一
六
四
﹀
の
力
に
よ
り

編
纂
事
業
が
な
さ
れ
て
︑﹁
類
聚
歌
合
﹂
又
は
﹁
二
十
巻
本
歌
合
﹂
と
呼
ば
れ
る
︒

二
〇
人
以
上
の
寄
合
書
き
と
な
る
が
︑
古
筆
家
の
鑑
定
は
す
べ
て
藤
原
忠
家
︿
一

〇
三
三
～
九
一
﹀・
俊
忠
︿
一
〇
七
一
～
一
一
二
三
﹀
父
子
の
ど
ち
ら
か
の
筆
︒

忠
家
筆
は
﹁
柏
木
切
﹂︑
俊
忠

(俊
成
の
父
)
筆
は
﹁
二
条
切
﹂
と
呼
ば
れ
る
(24
)
﹂︒

(﹃
大
手
鑑
﹄
(鴻
池
家
旧
蔵
)
大
東
急
記
念
文
庫

二
〇
〇
四
年
八
月

(図
八

七
)
)

【
現
︼
重
文
﹃
大
手
鑑
﹄
内
﹃
二
十
巻
本
類
聚
歌
合
﹄
二
条
切

伝
藤
原
俊
忠
筆

五
島
美
術
館
蔵

五
七
︑
古
筆
集
帖
ノ
内

歌
合
切

藤
原
俊
忠

大
阪
市

男
爵
鴻
池
善
右
衛
門
氏
蔵

｢永
久
三
年
十
月
廿
六
日
﹃
内
大
臣
忠
通
前
度
歌
合
﹄﹂︒

(﹃
古
筆
学
大
成
第
二
一
巻
﹄
小
松
茂
美
著

講
談
社

一
九
九
二
年
六
月

(図

一
七
〇
)
)

【
現
︼
重
文
﹃
二
十
巻
本
歌
合
﹄

伝
西
行
筆

個
人
蔵

五
六
︑
内
大
臣
家
歌
合

僧
西
行

東
京
市

伯
爵
渡
邊
昭
氏
蔵

【
現
︼

所
在
不
明

五
五
︑
假
名
文

僧
西
行

大
阪
市

本
山
彦
一
氏
蔵

(﹃
古
筆
学
大
成
第
二
〇
巻
﹄
小
松
茂
美
著

講
談
社

一
九
九
二
年
六
月

(図

一
九
)
)

未
詳
家
集
切

伝
西
行
筆

︽
徳
川
侯
爵
﹃
伽
藍
洞
入
札
目
録
﹄
(大
正
一
五
・

一
一
東
美
)
所
載
︾

【
現
︼

所
在
不
明

五
四
︑
四
首
歌
切

僧
西
行

四
日
市
市

熊
沢
一
衛
氏
蔵

(﹃
烏
丸
切
中
院
切
白
川
切
後
撰
集
﹄
(日
本
名
跡
叢
刊
八
九
)
小
松
茂
美
監
修

二
玄
社

一
九
八
四
年
一
二
月

(八
一
頁
)
)

｢﹁
白
川
切
﹂﹁
白
河
切
﹂﹁
江
戸
切
﹂
と
も
称
す
︒﹂

【
現
︼
後
撰
和
歌
集

巻
第
七

白
川
切

伝
西
行
筆

M
O
A
美
術
館
蔵

五
三
︑
後
撰
和
歌
集

巻
第
七

白
川
切

僧
西
行

愛
知
県

森
川
勘
一
郎
氏
蔵

『濤
花
集
﹄
に
は
﹁
小
大
君
集
﹂
か
ら
三
葉
が
断
簡
と
し
て
収
載
︒﹁
五
二
ノ
一
﹂

は
現
段
階
で
所
在
を
確
認
出
来
な
か
っ
た
︒﹁
五
二
ノ
二
﹂
は
﹃
古
筆
学
大
成
第

一
九
巻
﹄
の

(図
一
一
二
③
)︑﹁
五
二
ノ
三
﹂
は
同

(図
一
一
二
①
)︑
所
蔵
者

は
両
断
簡
と
も
そ
れ
ぞ
れ
個
人
蔵
︒

(﹃
古
筆
学
大
成
第
一
九
巻
﹄
小
松
茂
美
著

講
談
社

一
九
九
二
年
六
月
)

【
現
︼
小
大
君
集

伝
西
行
筆

個
人
蔵
及
び
一
部
所
在
不
明

五
二
︑
小
大
君
集

僧
西
行

京
都
市

林
新
助
氏
蔵

(﹃
書
道
全
集
第
一
八
巻
﹄
下
中
邦
彦
編
集

平
凡
社

一
九
七
一
年
七
月

(図

六
七
)
)

【
現
︼
熊
野
懐
紙

藤
原
長
房
筆

所
蔵
者
名
不
詳

五
一
︑
熊
野
懐
紙

藤
原
長
房

名
古
屋
市

高
橋
彦
次
郎
氏
蔵



下
冊

『濤
花
集
﹄
の
基
礎
的
研
究

(二
)
(市
橋
三
四
子
)

四
四

｢元
輔
集
﹂

︹
一
七
番
目
の
書
者
︺

｢重
之
集
﹂

︹
一
三
番
目
の
書
者
︺

｢斎
宮
集
﹂

︹
四
番
目
の
書
者
︺

｢忠
岑
集
﹂

︹
一
二
番
目
の
書
者
︺

｢赤
人
集
﹂

︹
六
番
目
の
書
者
︺

｢伊
勢
集
﹂

︹
四
番
目
の
書
者
︺

｢躬
恒
集
﹂

︹
三
番
目
の
書
者
︺
承
香
殿
女
御
藤
原
道
子
筆

(推
定
)

｢貫
之
集
下
﹂︹
二
番
目
の
書
者
︺
藤
原
定
信
筆

｢貫
之
集
﹂﹁
貫
之
集
上
﹂︹
一
番
目
の
書
者
︺
藤
原
定
実
筆

(推
定
)

｢西
本
願
寺
本
﹂
の
筆
者
は
書
風
に
よ
り
二
〇
人
の
寄
合
書
き
と
さ
れ
る
︒
書

風
に
よ
り
︹
一
番
目
の
書
者
︺
か
ら
順
次
︹
二
〇
番
目
の
書
者
︺
と
し
︑
判
明
あ

る
い
は
定
説
と
な
っ
て
い
る
筆
者
名
を
記
す
︒

(﹃
書
道
全
集
第
一
四
巻
﹄
下
中
邦
彦
編
集

平
凡
社

一
九
五
六
年
九
月

(二

六
～
二
七
頁
)
)

【
現
︼
国
宝
﹃
西
本
願
寺
三
十
六
人
家
集
和
歌
﹄

西
本
願
寺
蔵

三
十
六
人
家
集
和
歌

伯
爵

大
谷
光
昭
氏
蔵

(﹃
書
道
全
集
第
一
八
巻
﹄
下
中
邦
彦
編
集

平
凡
社

一
九
七
一
年
七
月

(四

八
頁
)
)

【
現
︼
重
文
﹃
女
歌
仙
絵
三
図

(
小
大
君
)
﹄

専
修
寺
蔵

六
六
︑
国
宝

歌
仙
像

三
幅
之
内

三
重
県

専
修
寺
蔵

(﹃
大
手
鑑
﹄
(鴻
池
家
旧
蔵
)
大
東
急
記
念
文
庫

二
〇
〇
四
年
八
月

(図
六

〇
)
)

【
現
︼
重
文
﹃
大
手
鑑
﹄
内
﹃
和
漢
朗
詠
集
﹄

伝
世
尊
寺
経
朝

五
島
美
術
館
蔵

六
五
︑
古
筆
集
帖
ノ
内

和
歌

世
尊
寺
経
朝

大
阪
市

男
爵
鴻
池
善
右
衛
門
氏
蔵

(﹃
大
手
鑑
﹄
(鴻
池
家
旧
蔵
)
大
東
急
記
念
文
庫

二
〇
〇
四
年
八
月

(図
五

六
)
)

【
現
︼
重
文
﹃
大
手
鑑
﹄
内
﹃
三
十
六
人
撰
﹄

伝
世
尊
寺
伊
経
筆五

島
美
術
館
蔵

六
四
︑
古
筆
集
帖
ノ
内

歌
集
切

(集
未
詳
)大

阪
市

男
爵
鴻
池
善
右
衛
門
氏
蔵

(﹃
大
手
鑑
﹄
(鴻
池
家
旧
蔵
)
大
東
急
記
念
文
庫

二
〇
〇
四
年
八
月

(図
九

五
)
)

【
現
︼
重
文
﹃
大
手
鑑
﹄
内
﹃
古
今
和
歌
集
﹄
北
野
切

伝
藤
原
為
家
筆

五
島
美
術
館
蔵

六
三
︑
古
筆
集
帖
ノ
内

古
今
和
歌
集

巻
第
十
五

藤
原
為
家

大
阪
市

男
爵
鴻
池
善
右
衛
門
氏
蔵

(﹃
大
手
鑑
﹄
(鴻
池
家
旧
蔵
)
大
東
急
記
念
文
庫

二
〇
〇
四
年
八
月

(図
九

八
)
)

【
現
︼
重
文
﹃
大
手
鑑
﹄
内
﹃
古
今
和
歌
集
﹄
因
幡
切

伝
二
条
為
氏
筆

五
島
美
術
館
蔵

六
二
︑
古
筆
集
帖
ノ
内

古
今
和
歌
集

巻
第
五

二
条
為
氏

大
阪
市

男
爵
鴻
池
善
右
衛
門
氏
蔵

(﹃
古
筆
学
大
成
第
九
巻
﹄
小
松
茂
美
著

講
談
社

一
九
八
九
年
一
月

(図
一

六
〇
)
)

【
現
︼
﹃
千
載
和
歌
集
﹄

日
野
切

藤
原
俊
成
筆

個
人
蔵

六
一
︑
千
載
集
断
簡

日
野
切

藤
原
俊
成

京
都
市

里
見
忠
三
郎
氏
蔵

(﹃
願
文
﹄
国
立
博
物
館
所
蔵
e
国
宝−

書
跡
h
ttp
s
:
/
/
w
w
w
.e
m
u
se
u
m
.jp
)

﹁
昭
和
四
年
当
時
曼
院
蔵
︑
現
東
京
国
立
博
物
館
蔵
﹂︒

【
現
︼
重
文
﹃
紙
本
墨
書
慈
円
僧
正
願
文

(
伝
春
日
表
白
)
﹄

慈
円
筆

東
京
国
立
博
物
館
蔵

六
八
︑
国
宝

慈
円
僧
正
願
文

(伝
春
日
表
白
)

京
都
市

曼
殊
院
蔵

(﹃
栄
西

俊
芿
﹄
(日
本
名
跡
叢
刊
六
六
)
小
松
茂
美
監
修
二
玄
社
一
九
八
二

年
一
〇
月

(六
九
頁
)
)

｢俊
芿
︿
一
一
六
六
～
一
二
二
七
﹀
が
泉
涌
寺
造
営
に
た
め
の
喜
捨
を
求
め
て
草

し
た
も
の
︑
宋
書
風
の
書
﹂︒

【
現
︼
国
宝
﹃
泉
涌
寺
勧
縁
疏
﹄

俊
芿
筆

泉
涌
寺
蔵

六
七
︑
国
宝

泉
涌
寺
勧
縁
疏

僧
俊
芿

京
都
市

泉
涌
寺
蔵

専
修
寺
に
伝
わ
る
女
歌
仙
絵
三
図

(後
鳥
羽
院
本
)
は
伊
勢
・
中
務
・
小
大
君
︒

こ
れ
は
小
大
君
の
図
︒



三
︑
お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
に
︑﹃
濤
花
集
﹄
に
つ
い
て
︑
そ
の
発
行
年
と
現
在
と
い
う
形
で

見
て
き
た
︒
こ
の
内
︑
上
冊
の
中
で
全
く
所
在
の
掴
め
な
か
っ
た
も
の
が
二
葉

﹁
三
四
︑
和
漢
朗
詠
集
﹂
と
﹁
五
五
︑
假
名
文
僧
西
行
﹂
あ
り
︑﹁﹃
濤
花
集
﹄
等

の
刊
行
物
に
所
載
﹂
と
あ
っ
て
︑
所
在
不
明
が
七
葉
﹁
一
八
︑
古
今
和
歌
集
﹂・

﹁
二
八
︑
小
大
君
御
蔵
切
﹂・﹁
三
二
︑
朗
詠
集
切
﹂・﹁
三
三
︑
和
漢
朗
詠
集
﹂・

﹁
三
六
︑
和
歌
黒
流
豆
色
紙
﹂・﹁
四
二
︑
後
拾
遺
和
歌
集
中
院
切
﹂・﹁
五
四
︑
四

首
歌
切
僧
西
行
﹂
で
あ
っ
た
︒
ま
た
も
っ
と
小
さ
い
断
簡
に
分
割
さ
れ
︑
一
部
が

所
在
不
明
と
い
う
も
の
も
二
葉
﹁
二
八
︑
小
大
君
御
蔵
切
﹂・﹁
五
二
︑
小
大
君
集

僧
西
行
﹂
あ
り
︑
合
計
一
一
葉
︒
こ
れ
は
上
冊
六
十
八
葉
の
約
一
六
パ
ー
セ
ン
ト

に
あ
た
る
︒

『濤
花
集
﹄
発
行
の
昭
和
四
年
︿
一
九
二
九
﹀
と
︑
現
在
の
平
成
三
〇
年
︿
二

〇
一
八
﹀
と
で
は
八
十
九
年
の
隔
た
り
が
あ
り
︑
当
然
変
更
が
あ
っ
て
然
る
べ
き

と
思
わ
れ
た
︒
そ
れ
は
︑
そ
の
間
に
第
二
次
世
界
大
戦
と
い
う
大
き
な
出
来
事
が

あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
︑
発
行
年
と
現
在
の
隔
た
り
を
痛
感
し
な
い
で
は
い
ら
れ
な

い
︒
し
か
し
︑
そ
の
よ
う
な
時
代
を
経
て
も
﹃
濤
花
集
﹄
に
は
現
在
が
あ
り
︑
掲

載
さ
れ
て
い
る
古
筆
は
現
在
も
な
お
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で

あ
る
︒

〔
注
︺

(1
)
中
村
直
勝
﹃
歴
史
と
地
理
﹄﹁
史
学
地
理
学
同
攷
会
編
輯
﹂
(第
二
十
四
巻
第
四

号
)
肇
文
社
星
野
書
店

昭
和
四
年
︿
一
九
二
九
﹀
十
月
一
日

(三
七
〇
～
三
七

一
頁
)

(2
)
拙
稿
﹁﹃
濤
花
集
﹄
の
基
礎
的
研
究
﹂﹃
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
﹄
文
学
研
究
科
篇

第
四
十
五
号

(二
〇
一
六
年
九
月
三
〇
日
受
理
)
二
〇
一
七
年
三
月
一
日

(二
六

五
～
二
八
二
頁
)

(3
)
小
沢
正
夫
・
松
田
成
穂
校
注
﹃
古
今
和
歌
集
﹄
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
11

小

学
館

一
九
九
四
年
一
一
月

(一
一
五
頁
)

(4
)
奥
村
恆
哉
校
注
﹃
古
今
和
歌
集
﹄
新
潮
日
本
古
典
集
成

新
潮
社

一
九
九
一
年

六
月

(一
〇
二
頁
)

(5
)
古
谷
稔
解
説
﹃
石
山
切
伊
勢
集
﹄
(日
本
名
筆
選
三
八
)
二
玄
社
一
九
九
四
年
六

月

(五
六
頁
)

﹁
昭
和
四
年
に
寺
が
学
校
設
立
に
要
す
る
資
金
繰
り
の
た
め
に
﹁
貫
之
集
下
﹂
と

﹁
伊
勢
集
﹂
の
二
帖
を
分
割
し
た
の
で
あ
る
︒
そ
れ
ぞ
れ
断
簡
は
︑
一
枚
の
料
紙

の
表
裏
を
剥
離
し
て
二
面
に
解
体
し
て
新
た
に
茶
席
の
床
を
飾
る
掛
幅
な
ど
に
仕

立
て
ら
れ
︑
現
在
で
は
日
本
国
内
の
ほ
か
米
国
な
ど
に
も
そ
の
所
蔵
が
知
ら
れ
て

い
る
﹂︒

(6
)
小
島
孝
之
﹁
成
城
大
学
所
蔵
古
筆
手
鑑
﹃
も
ゝ
ち
ど
り
﹄
概
要
﹂﹃
成
城
國
文
學

論
集

第
三
十
五
輯
﹄
成
城
大
學
大
學
院
文
學
研
究
科

二
〇
一
三
年
三
月

(一

一
〇
頁
)

(7
)
小
松
茂
美
著
﹃
小
松
茂
美
著
作
集

第
二
巻
﹄﹁
平
安
朝
伝
来
の
白
氏
文
集
と
三

跡
の
研
究

二
﹂
旺
文
社

一
九
九
七
年
一
月

(三
三
八
頁
)

(8
)﹃
手
鑑
﹄
(鴻
池
家
旧
蔵
)﹁
大
東
急
記
念
文
庫

善
本
叢
刊

中
古
・
中
世
篇

別
巻
三
﹂
大
東
急
記
念
文
庫

二
〇
〇
四
年
八
月

(9
)﹃
書
道
藝
術
第
一
二
巻
﹄
中
田
勇
次
郎
編
集

中
央
公
論
社

一
九
七
五
年
八
月

(二
〇
二
頁
)

(10
)﹃
書
道
藝
術
第
一
二
巻
﹄
中
田
勇
次
郎
編
集

中
央
公
論
社

一
九
七
五
年
八
月

(二
一
三
頁
)

(11
)﹃
小
野
道
風
集
﹄
(日
本
名
筆
選
三
八
)
古
谷
稔
解
説

二
玄
社

一
九
九
九
年
八

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇

第
四
十
七
号

(二
〇
一
九
年
三
月
)

四
五

(﹃
濤
花
集
﹄
目
次
で
は
旧
字
体
が
使
わ
れ
て
い
る
が
︑
小
稿
で
は
新
字
体
で
表
し

た
︒
)

｢昭
和
四
年
当
時
所
蔵
者
伯
爵
大
谷
光
昭
氏
︑
現
在
西
本
願
寺
蔵
で
あ
る
﹂︒

｢忠
見
集
﹂

︹
一
九
番
目
の
書
者
︺

﹁
能
宣
集
下
﹂︹
五
番
目
の
書
者
︺

｢能
宣
集
﹂﹁
能
宣
集
上
﹂︹
五
番
目
の
書
者
︺

｢元
眞
集
﹂

︹
一
八
番
目
の
書
者
︺



月

(六
五
頁
)

(12
)﹃
本
阿
弥
切
﹄
(日
本
名
筆
選
二
九
)
下
坂
守
解
説

二
玄
社

二
〇
〇
二
年
五
月

(五
四
頁
)

(13
)﹃
小
島
切
﹄
(日
本
名
筆
選
二
四
)
島
谷
弘
幸
解
説

二
玄
社

二
〇
〇
〇
年
四
月

(六
六
頁
)

(14
)﹃
行
成

本
能
寺
切
﹄

(和
漢
墨
寶
選
集
第
一
二
巻
)
飯
島
春
敬
編
・
著

書
藝

文
化
新
社

一
九
九
〇
年
一
〇
月

(解
説
三
頁
)

(15
)﹃
古
今
和
歌
集
﹄
奥
村
恆
哉
校
注

新
潮
日
本
古
典
集
成

新
潮
社

一
九
九
一

年
六
月

(三
五
五
頁
)

(16
)﹃
古
筆
名
品
抄

(一
)﹄
(日
本
名
跡
叢
刊
九
五
)
小
松
茂
美
監
修

二
玄
社

一

九
八
五
年
八
月

(八
二
頁
)

(17
)﹃
御
堂
関
白
集
全
釈
﹄
(私
家
集
全
釈
双
書
三
八
)
平
野
由
紀
子
著

風
間
書
房

二
〇
一
二
年
三
月

(三
一
頁
)

(18
)﹃
古
筆
名
品
抄

(二
)﹄
(日
本
名
跡
叢
刊
九
六
)
小
松
茂
美
監
修

二
玄
社

一

九
八
五
年
九
月

(九
二
頁
)

(19
)﹃
色
紙
法
華
経
巻
八
﹄
(日
本
名
跡
叢
刊
七
八
)
小
松
茂
美
解
説

二
玄
社

一
九

八
三
年
一
二
月

(八
八
頁
)

﹁
料
紙
に
金
砂
子
を
撒
き
︑
さ
ら
に
金
銀
泥
で
装
飾
下
絵
を
施
し
た
一
二
世
紀
初

め
作
品
﹂︒

(20
)﹃
寛
平
御
時
后
宮
歌
合
﹄
(日
本
名
跡
叢
刊
八
)
小
松
茂
美
監
修

二
玄
社

一
九

七
七
年
五
月

(七
六
頁
)

(21
)﹃
和
泉
式
部
続
集
切
﹄
(日
本
名
筆
選
二
五
)
島
谷
弘
幸
解
説

二
玄
社

二
〇
〇

〇
年
四
月

(四
九
頁
)

(22
)﹃
烏
丸
切
・
中
院
切
・
白
川
切
後
撰
集
﹄
(日
本
名
跡
叢
刊
八
九
)
小
松
茂
美
監
修

二
玄
社

一
九
八
四
年
一
二
月

(一
〇
六
頁
)

(23
)﹃
烏
丸
切
・
中
院
切
・
白
川
切
後
撰
集
﹄
(日
本
名
跡
叢
刊
八
九
)
小
松
茂
美
監

修
・
二
玄
社

一
九
八
四
年
一
二
月

(一
〇
五
頁
)

(24
)﹃
古
筆
名
品
抄

(二
)﹄
(日
本
名
跡
叢
刊
九
六
)
小
松
茂
美
監
修

二
玄
社

一

九
八
五
年
九
月

(一
一
二
頁
)

(25
)﹃
古
筆
名
品
抄

(三
)﹄
(日
本
名
跡
叢
刊
九
七
)
小
松
茂
美
監
修

二
玄
社

一

九
八
五
年
九
月

(一
〇
八
頁
)

(い
ち
は
し

み
よ
こ

文
学
研
究
科
文
学
専
攻
修
士
課
程
修
了

研
究
員
)

(指
導
教
員
：
黒
田

彰

教
授
)

二
〇
一
八
年
十
月
一
日
受
理

『濤
花
集
﹄
の
基
礎
的
研
究

(二
)
(市
橋
三
四
子
)

四
六



論

文

梶
井
基
次
郎
に
お
け
る
カ
ー
ニ
バ
ル
文
学
の
芽
生
え

︱
︱
絶
筆
作
品
﹁
の
ん
き
な
患
者
﹂
論
︱
︱

北

野

元

生

〔
抄

録
〕

梶
井
基
次
郎
は
デ
ビ
ュ
ー
作
の
﹁
檸
檬
﹂
を
は
じ
め
と
す
る
二
十
篇
ほ
ど
の

作
品
を
残
し
︑
昭
和
七
年
に
三
十
一
歳
の
若
さ
で
肺
結
核
に
よ
り
故
郷
の
大

阪
で
没
し
た
︒﹃
中
央
公
論
﹄
一
九
三
二
年
一
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
﹁
の
ん

き
な
患
者
﹂
が
絶
筆
作
品
と
な
っ
た
︒
従
来
︑
彼
の
作
風
は
感
覚
的
・
詩
人

的
な
側
面
の
強
い
独
自
の
世
界
を
創
り
出
し
て
い
る
も
の
の
︑
白
樺
派
の
影

響
を
強
く
受
け
た
身
辺
心
境
私
小
説
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
︒
し
か
し
︑
絶

筆
と
な
っ
た
﹁
の
ん
き
な
患
者
﹂
で
は
事
情
が
や
や
異
な
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
︒
こ
の
作
品
の
場
合
︑
自
ら
の
病
状
や
身
辺
の
出
来
事
か
ら
︑
巷
で
多

く
の
人
々
と
そ
の
家
族
が
自
分
と
同
じ
肺
結
核
で
苦
し
ん
で
い
る
こ
と
に
関

心
を
移
し
︑
自
ら
の
文
学
観
に
も
拡
が
り
を
み
せ
る
に
至
る
の
で
あ
っ
た
︒

そ
し
て
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
関
心
の
な
か
っ
た
西
鶴
の
作
品
を
丁
寧
に
読
み
込

み
︑
さ
ら
に
以
前
か
ら
親
し
ん
で
い
た
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
な
ど
の
小
説
の

手
法
を
と
り
い
れ
︑
い
わ
ゆ
る
モ
ノ
ト
ー
ン
な
私
小
説
か
ら
カ
ー
ニ
バ
ル
文

学
へ
の
移
行
が
示
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
と
言
え
よ
う
︒

キ
ー
ワ
ー
ド

身
辺
心
境
私
小
説
︑
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
︑
西
鶴
︑
対
話
的

内
的
独
白
︑
カ
ー
ニ
バ
ル
文
学

Ａ
．

は
じ
め
に

『中
央
公
論
﹄
一
九
三
二

(昭
和
七
)
年
一
月
号
に
梶
井
基
次
郎
の
﹁
の
ん
き

な
患
者(1
)﹂

が
掲
載
さ
れ
た
︒
彼
の
三
十
一
歳
の
若
す
ぎ
る
生
涯
を
閉
じ
る
ま
で
に
︑

あ
と
わ
ず
か
三
ヶ
月
も
な
か
っ
た
︒
彼
の
最
期
の
発
表
作
品
と
な
っ
た
﹁
の
ん
き

な
患
者
﹂
は
︑
梶
井
に
と
っ
て
は
特
別
な
作
品
で
あ
っ
た
︒
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ

と
か
と
言
う
と
︑﹁
誰
が
ど
う
あ
ら
う
と
も
僕
だ
け
は
完
全
に
こ
の
作
品
群

(武

蔵
野
書
院
か
ら
刊
行
さ
れ
た
﹃
創
作
集
・
檸
檬
﹄
(一
九
三
一
年
五
月(2
))

に
搭
載

さ
れ
て
い
る
﹁
檸
檬
﹂
か
ら
﹁
交
尾
﹂
ま
で
の
作
品
十
八
篇
)
を
踏
み
越
し
た
の

で
す
︒
僕
は
も
う
振
向
か
な
い
︒﹂
辻
野
久
憲
宛
書
簡

(一
九
三
一
年
五
月(3
))

に
︑
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書
き
残
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
︑﹁
の
ん
き
な
患
者
﹂
と
そ
れ
以
前
の
作
品
と
の

間
に
パ
ラ
ダ
イ
ム
チ
ェ
ン
ジ
あ
る
い
は
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
を
生
じ
さ
せ
た
と
考

え
る
事
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
︒
こ
の
シ
フ
ト
す
な
わ
ち
差
異
性
を
め
ぐ
っ
て
の

作
品
論
的
研
究
︑
あ
る
い
は
作
家
論
的
な
関
心
が
焦
点
と
さ
れ
て
い
る
に
も
拘
ら

ず
︑
未
だ
充
分
な
検
証
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
︒

梶
井
基
次
郎
の
文
学
を
論
ず
る
場
合
︑
肺
結
核
症

(以
下
︑
結
核
と
略
称
す

る(4
))

の
問
題
を
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
ま
い
︒
そ
し
て
こ
の
問
題
は
梶
井
個
人

の
問
題
と
し
て
の
み
な
ら
ず
︑
時
代
と
日
本
人
総
体
と
の
係
わ
り
で
考
え
る
必
要

が
あ
る
︒
こ
こ
で
は
ま
ず
︑
梶
井
基
次
郎
の
結
核
の
進
行
過
程
を
振
り
返
っ
て
み

よ
う
︒
一
九
一
三
年

(梶
井
十
二
歳
の
時
)︑
同
居
し
て
い
た
祖
母
が
結
核
で
死

亡
し
た
が
︑
そ
の
僅
か
二
年
後
に
は
弟
の
芳
雄
が
脊
椎
カ
リ
エ
ス

(肺
結
核
症
と

同
様
に
︑
結
核
菌
の
感
染
で
惹
起
す
る
脊
椎
骨
の
結
核
)
で
死
亡
し
て
い
る
こ
と

か
ら
︑
既
に
こ
の
頃
に
は
梶
井
も
結
核
に
感
染
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
一
九

一
七
年

(梶
井
十
六
歳
)
の
中
学
時
代
に
結
核
の
兆
候
が
現
れ
て
︑
欠
席
が
多
く

な
る
︒
京
都
三
高
時
代
も
︑
自
堕
落
な
生
活
と
あ
い
ま
っ
て
結
核
は
梶
井
を
苦
し

め
︑
二
度
の
留
年
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
︒
東
京
帝
国
大
学
に
進
学
し
た
一
九
二
四

年
に
は
︑
作
品
﹁
城
の
あ
る
町
に
て
﹂
に
描
か
れ
る
異
母
妹
の
八
重
子

(三
歳
)

が
結
核
性
脳
膜
炎
で
死
亡
す
る
︒
そ
し
て
梶
井
自
身
の
病
状
も
悪
化
し
︑
一
九
二

六
年
の
末
に
転
地
療
法
の
た
め
伊
豆
の
湯
ヶ
島
へ
向
か
う
こ
と
に
な
る
︒
こ
の

湯
ヶ
島
で
の
滞
在

(こ
の
時
期
︑
川
端
康
成
を
は
じ
め
と
す
る
作
家
等
と
知
己
を

結
ぶ
)
は
︑
一
年
五
ヶ
月
間
に
及
ぶ
︒
病
状
の
回
復
を
待
た
ず
一
九
二
八
年
五
月

に
再
度
上
京
し
友
人
の
下
宿
を
転
々
と
す
る
が
毎
日
の
よ
う
に
血
痰
を
見
る
に
及

び
︑
志
半
ば
に
し
て
同
年
九
月
三
日
に
大
阪
の
生
家
に
半
強
制
的
に
送
還
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
︒
大
阪

(一
時
期
︑
兵
庫
の
兄
の
家
)
で
三
年
半
の
闘
病
生
活
の
後
︑

一
九
三
二
年
三
月
に
他
界
す
る
︒

作
品
﹁
の
ん
き
な
患
者
﹂
は
彼
の
晩
年
の
大
阪
時
代
に
書
か
れ
た
最
後
の
小
説

と
な
っ
た
が
︑
こ
れ
は
結
核
と
言
う
病
気
と
彼
お
よ
び
市
井
の
庶
民
と
の
闘
い
の

記
録
で
あ
る
と
も
言
え
る
︒
彼
が
﹁
の
ん
き
な
患
者
﹂
で
描
こ
う
と
し
た
作
品
は
︑

結
核
患
者
に
し
か
わ
か
ら
な
い
患
者
と
そ
の
家
族
の
苦
悩
を
徹
底
し
た
客
観
描
写

で
表
す
こ
と
で
あ
り
︑
そ
の
結
核
患
者
の
眼
を
通
し
た
世
間
と
い
う
も
の
を
描
写

す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
よ
う
し
︑
実
際
︑
こ
の
作
品
に
登
場
す
る
人
物

の
全
て
は
主
人
公
を
含
め
て
結
核
患
者
と
そ
の
家
族
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と
言
っ

て
過
言
で
は
な
い
︒

梶
井
の
﹁
檸
檬
﹂
が
同
人
雑
誌
の
﹃
青
空
﹄
創
刊
號
に
発
表
さ
れ
る
当
時
は
三

高
で
留
年
を
繰
返
し
て
い
た
頃
で
︑
既
に
彼
は
詩
や
小
説
作
品
の
習
作
を
始
め
て

い
た
が
︑
小
説
に
つ
い
て
は
志
賀
直
哉
風
の
文
体
に
拘
っ
て
い
た
と
い
う
多
く
の

証
言(5
)が

あ
る
︒
一
体
に
彼
の
小
説
は
︑
文
章
が
感
覚
的
な
も
の
と
知
的
な
も
の
が

融
合
し
た
簡
潔
な
描
写
と
詩
情
豊
か
な
透
明
な
文
体
︑
そ
の
作
風
は
心
境
小
説
に

近
く
風
景
や
自
ら
の
身
辺
を
題
材
に
日
本
的
自
然
主
義
や
私
小
説
の
影
響
を
強
く

受
け
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
︒
に
も
拘
ら
ず
︑
彼
の
最
終
作
品
と
な
っ
た
﹁
の
ん

き
な
患
者
﹂
で
は
︑
梶
井
は
先
述
の
﹁
創
作
集
﹃
檸
檬
﹄
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
作

品
を
踏
み
越
し
た
の
で
す
︒
僕
は
も
う
振
向
か
な
い
︒﹂
で
あ
る
と
か
︑﹁
僕
は

﹁
の
ん
き
な
患
者
﹂
で
︑
こ
れ
ま
で
の
自
分
の
文
学
か
ら
は
訣
別
し
て
き
た
︒﹂
な

ど
と
述
べ
た
︑
そ
の
言
葉
の
意
味
を
も
っ
と
入
念
に
掘
り
下
げ
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
︒

梶
井
基
次
郎
に
お
け
る
カ
ー
ニ
バ
ル
文
学
の
芽
生
え

(北
野
元
生
)

四
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近
年
の
研
究
状
況

近
年
の
研
究
状
況
に
関
し
て
言
う
と
︑
相
馬
康
郎(6
)は

﹁
梶
井
が
そ
の
︽
神
経
衰

弱
︾
的
世
界
を
超
克
す
る
た
め
に
と
っ
た
方
法
を
︑
そ
の
﹁
暗
さ
﹂
を
究
極
的
に

ま
で
つ
き
つ
め
て
行
く
︑
梶
井
の
言
葉
で
言
え
ば
︑﹃
憂
鬱
が
完
成
す
る
地
点
ま

で
徹
底
的
に
下
降
し
て
行
く
﹄
と
言
う
方
法
で
あ
っ
た
︒
そ
れ
が
彼
の
感
情
の
一

種
の
浄
化
作
用
が
期
待
さ
れ
る
方
法
で
あ
っ
た
︒﹁
桜
の
樹
の
下
に
﹂
や
﹁
闇
の

絵
巻
﹂
は
︑
こ
の
間
の
経
緯
を
見
事
に
表
現
し
て
象
徴
的
な
名
品
と
な
っ
た
︒
そ

の
上
で
︑
梶
井
に
と
っ
て
初
め
て
可
能
と
な
っ
た
︽
生
活
へ
の
芸
術
︾
が
小
説

﹁
の
ん
き
な
患
者
﹂
で
あ
っ
た
﹂
と
言
う
︒

｢か
つ
て
の
梶
井
の
小
説
の
追
及
は
︑
己
の
精
神
の
生
き
死
に
を
直
接
問
い
か

け
る
よ
う
な
や
り
方
に
貫
か
れ
て
い
た
︒﹁
の
ん
き
な
患
者
﹂
は
そ
う
で
は
な
い
︒

主
人
公
が
傍
観
者
で
も
あ
る
よ
う
な
地
点
に
立
っ
た
小
説
で
あ
る
と
言
え
る
︒﹂

と
鈴
木
貞
美(7
)は

述
べ
て
い
る
︒

｢作
者

(梶
井
)
は
﹃
の
ん
き
な
患
者
﹄
の
後
半
部
で
主
人
公
の
吉
田
が
︑
自

分
と
同
じ
よ
う
に
必
死
で
生
き
よ
う
と
す
る
市
井
の
病
者
の
現
実
を
発
見
す
る
姿

を
描
い
た
︒
そ
し
て
お
そ
ら
く
梶
井
は
市
井
の
病
者
が
生
き
て
ゐ
る
現
実
を
認
識

す
る
こ
と
で
︑
結
核
患
者
で
あ
る
限
り
自
分
も
︑
そ
う
し
た
庶
民
と
変
わ
る
こ
と

の
な
い
同
じ
﹁
場
﹂
に
身
を
置
い
て
い
る
こ
と
を
更
め
て
知
っ
た
の
で
あ
る
︒
つ

ま
り
梶
井
は
﹁
の
ん
き
な
患
者
﹂
を
書
く
こ
と
で
︑
庶
民
の
現
実
を
み
る
と
と
も

に
自
己
の
﹁
現
実
﹂
を
も
見
た
の
だ
︒
梶
井
は
自
分
の
死
を
半
ば
覚
悟
し
つ
つ
︑

な
お
生
を
生
き
切
ろ
う
と
意
志
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒
そ
れ
が
梶
井
の
︑
結

果
的
に
は
最
後
の
﹁
意
志
﹂
と
な
っ
た
︒﹂
と
は
伊
藤
央
郎
の
論
評(8
)で

あ
る
︒

高
木
利
夫
は
﹁
こ
れ
ま
で
の
梶
井
の
作
品
が
心
象
風
景
の
描
写
に
傾
き
が
ち

だ
っ
た
た
め
に
︑
眼
が
内
に
向
い
て
し
ま
う
︒
そ
れ
を
外
へ
向
け
な
お
そ
う
と
い

う
主
張
で
あ
る
︒
こ
う
し
て
︑
昭
和
七
年
︑
最
後
の
作
品
﹁
の
ん
き
な
患
者
﹂
が

発
表
さ
れ
た
︒
こ
の
作
品
に
は
主
人
公
吉
田
以
外
に
︑
彼
の
周
辺
に
多
く
の
い
わ

ゆ
る
﹁
生
活
者
﹂
が
出
て
く
る
︒
従
来
の
︑
登
場
人
物
は
ほ
と
ん
ど
作
者
梶
井
を

思
わ
せ
る
青
年
ひ
と
り
と
い
う
作
品
と
は
違
っ
て
︑﹁
他
者
﹂
が
導
入
さ
れ
た
わ

け
で
あ
る
︒
そ
の
た
め
︑
閉
じ
ら
れ
た
世
界
で
は
な
く
︑
開
か
れ
た
世
界
が
描
か

れ
て
い
る
印
象
が
あ
る(9
)﹂

と
述
べ
た
︒
こ
の
論
は
︑
極
め
て
簡
潔
に
こ
の
作
品
内

容
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
︒

最
新
の
論
の
一
つ
と
し
て
︑
河
原
敬
子(10
)は

﹁
の
ん
き
な
患
者
﹂
に
は
︑
大
阪
の

天
下
茶
屋
と
い
う
平
俗
性
に
満
ち
た
土
地
に
暮
ら
す
梶
井
が
同
じ
地
平
に
立
っ
て

市
民
を
見
つ
め
︑
そ
こ
に
病
者
の
普
遍
的
実
在
を
見
出
そ
う
と
す
る
理
念
が
実
践

さ
れ
て
い
る
︒﹁
冬
の
日
﹂﹁
冬
の
蠅
﹂
と
同
じ
く
結
核
の
病
い
が
重
要
な
モ
チ
ー

フ
と
な
っ
て
い
る
が
︑﹁
の
ん
き
な
患
者
﹂
に
は
︑
病
者
の
生
き
身
と
し
て
肉
付

け
さ
れ
た
主
人
公
の
吉
田
が
そ
こ
か
ら
世
間
の
他
者
と
も
関
係
を
持
ち
︑
生
き
抜

こ
う
と
し
て
い
る
彼
ら
の
思
い
へ
の
認
識
を
重
ね
る
︒
吉
田
の
﹁
の
ん
き
﹂
は
︑

こ
の
よ
う
な
死
に
つ
い
て
の
リ
ア
リ
ズ
ム
を
掴
み
取
っ
た
人
間
が
求
め
る
境
地
で

あ
る
︑
と
も
述
べ
て
い
る
︒
梶
井
の
出
自
で
あ
る
大
阪
と
言
う
地
を
は
じ
め
て
作

品
に
書
き
残
し
た
の
は
︑﹁
の
ん
き
な
患
者
﹂
が
初
め
て
で
あ
り
︑
且
つ
こ
の
作

品
の
み
で
あ
る
こ
と
を
併
せ
て
強
調
し
て
い
る
︒

以
上
は
総
じ
て
︑
好
意
的
な
見
方
で
あ
る
と
言
え
よ
う
︒
し
か
し
︑
一
方
で
は
︑

谷
彰(11
)は

﹁﹁
の
ん
き
な
患
者
﹂
は
︑
日
常
的
な
時
空
間
を
超
え
た
﹁
永
遠
﹂
を
志

向
す
る
こ
と
な
く
︑
日
常
の
中
を
水
平
移
動
す
る
言
語
の
運
動
を
軸
に
形
成
さ
れ
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て
い
る
︒﹁
の
ん
き
な
患
者
﹂
に
お
い
て
作
家
梶
井
が
試
み
た
転
換
と
は
︑
小
説

を
形
成
す
る
言
語
の
運
動
を
垂
直
か
ら
水
平
方
向
へ
と
転
換
す
る
こ
と
に
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
︒
だ
が
︑﹁
の
ん
き
な
患
者
﹂
が
こ
う
し
た
言
語
の

ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
有
す
る
作
品
と
し
て
充
分
に
立
体
化
さ
れ
て
い
る
か
と
問
え
ば
︑

残
念
な
が
ら
否
と
答
え
ざ
る
を
得
な
い
︒﹂
と
い
さ
さ
か
批
判
的
に
論
じ
て
い
る
︒

さ
ら
に
厳
し
い
見
方
と
し
て
︑
上
村
武
男(12
)の

論
を
紹
介
す
る
︒
上
村
は
﹁﹁
の

ん
き
な
患
者
﹂
は
だ
ら
け
た
緊
迫
感
の
な
い
文
体
で
構
築
さ
れ
て
い
る
︒
理
屈
っ

ぽ
く
︑
説
明
口
調
の
長
文
節
を
く
ね
く
ね
︑
ね
ち
ね
ち
と
︑
た
と
え
そ
れ
が
主
人

公
の
如
何
と
も
し
が
た
い
病
鬱
や
爆
発
寸
前
の
癇
癪
や
︑
謂
れ
の
な
い
不
安
感
を

微
細
に
言
い
伝
え
る
た
め
に
要
請
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
に
し
て
も
︑
か
の
﹁
城
の

あ
る
町
に
て
﹂﹁
冬
の
日
﹂
⁝
⁝
な
ど
と
い
う
秀
逸
な
抽
象
的
・
詩
的
散
文
を
表

し
た
作
家
に
と
っ
て
は
︑
大
い
な
る
堕
落
︑
百
歩
の
後
退
で
あ
る
﹂
と
の
論
を
展

開
す
る
︒
梶
井
の
透
徹
し
た
簡
潔
な
文
体
か
ら
の
転
換
を
惜
し
ん
で
言
っ
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
︒
こ
の
論
に
つ
い
て
は
本
稿
の
主
旨
と
も
か
か
わ
っ
て
く
る
の
で
︑

後
に
ま
た
触
れ
る
︒

一
九
二
四
年
︑
二
十
一
歳
に
な
っ
た
梶
井
は
第
三
高
等
学
校
の
五
年
目
に
し
て

特
別
及
第
で
最
終
学
年
の
三
年
級
に
進
級
し
た
︒
既
に
将
来
文
学
で
身
を
立
て
る

決
心
を
し
て
い
た
梶
井
は
︑
こ
れ
ま
で
漱
石
や
白
樺
派
の
直
哉
︑
武
郎
︑
實
篤
や

芭
蕉
な
ど
に
親
し
ん
で
い
た
が
︑
体
調
を
崩
し
て
帰
阪
し
て
︑
親
元
で
静
養
し
て

い
る
間
に
︑
と
く
に
ト
ル
ス
ト
イ
︑
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
︑
チ
ェ
ホ
フ
︑
シ
ン
グ
︑

ニ
イ
チ
ェ
︑
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
ー
︑
藤
村
︑
虚
子
︑
春
夫
︑
敏
ら
を
読
ん
だ
と
い

う
︒
な
お
︑
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
へ
の
親
和
性
は
こ
と
の
ほ
か
強
く
︑
何
度
か
読

み
直
し
た
と
言
わ
れ
る
︒

加
え
て
︑
の
ち
に
彼
が
﹁
の
ん
き
な
患
者
﹂
を
執
筆
す
る
直
前
頃
に
は
西
鶴
を

耽
読
し
︑
文
学
へ
の
志
を
い
よ
い
よ
強
く
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
︒
本
稿
は

そ
の
辺
り
を
も
鑑
み
て
︑
今
日
的
な
文
体
検
索
的
な
手
続
き
を
も
取
り
入
れ
て
︑

と
く
に
作
品
論
的
な
考
究
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
︒

Ｃ
．
﹁
の
ん
き
な
患
者
﹂
と
﹁
檸
檬
﹂
と
の
比
較
計
量
文
体
学

ま
ず
手
始
め
に
本
稿
で
は
︑
ま
ず
梶
井
の
と
く
に
デ
ビ
ュ
ー
作
品
で
あ
る
﹁
檸

檬
﹂
を
取
り
上
げ
︑
絶
筆
先
品
で
あ
る
﹁
の
ん
き
な
患
者
﹂
と
の
比
較
計
量
文
体

学
的
解
析(13
)を

介
し
て
︑
ど
の
あ
た
り
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑
そ
の
文
体
学
上
の
意
義
を
考
究
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い

る
︒解

析
結
果
の
記
載
に
当
り
︑
い
く
つ
か
に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お

き
た
い
︒
こ
こ
で
は
︑
段
落
を
も
っ
て
始
ま
り
次
の
段
落
の
手
前
の
と
こ
ろ
ま
で

を
﹁
一
つ
の
文
章
﹂
と
し
︑
句
点
か
ら
次
の
句
点
ま
で
の
文
字
の
塊
を
﹁
一
つ
の

文
﹂
と
す
る
︒
文
字
数
の
計
測
は
︑
あ
く
ま
で
文
字

(数
字
を
含
む
)
だ
け
を
対

象
と
し
︑
句
読
点
や
括
弧
記
号
な
ど
︑
記
号
の
類
は
含
ま
な
い
︒
さ
ら
に
︑
統
計

的
数
値
計
算
を
主
体
と
す
る
計
量
文
体
学
的
解
析
に
お
い
て
は
︑
算
用
数
字
を
使

用
す
る
︒ア

︑
﹁
檸
檬
﹂
の
計
量
文
体
学
的
分
析

本
論
は
同
人
雑
誌
の
﹃
青
空
﹄
創
刊
号
一
九
二
五
年
一
月
に
発
表
さ
れ
た
初
出

の
﹁
檸
檬
﹂
を
底
本
と
す
る
が
︑
一
九
三
一
年
に
武
蔵
野
書
院
か
ら
出
版
さ
れ
た

﹃
檸
檬
﹄
(創
作
集
)
と
︑
現
在
一
般
に
文
庫
本
な
ど
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る

梶
井
基
次
郎
に
お
け
る
カ
ー
ニ
バ
ル
文
学
の
芽
生
え

(北
野
元
生
)

五
〇



﹃
檸
檬
﹄
を
参
照
に
し
た
︒
作
品
﹁
檸
檬
﹂
テ
キ
ス
ト
の
の
冒
頭
の
文
章
は
次
の

よ
う
で
あ
る
︒
原
文
か
ら
の
引
用
文
は
︽

︾
で
括
っ
て
お
く
こ
と
と
す
る
︒
以

下
同
様
で
あ
る
︒

《え
た
い
の
知
れ
な
い
不
吉
な
魂
が
私
の
心
を
始
終
壓
へ
つ
け
て
ゐ
た
︒
焦

燥
と
云
は
う
か
︒
嫌
惡
と
云
は
う
か
︱
︱
酒
を
飲
ん
だ
あ
と
に
宿
酔
が
あ

る
樣
に
︑
酒
を
飲
ん
で
ゐ
る
と
宿
醉
に
相
當
し
た
時
期
が
や
つ
て
來
る
︒
そ

れ
が
來
た
の
だ
︒
こ
れ
は
ち
よ
つ
と
い
け
な
か
つ
た
︒
結
果
し
た
肺
尖
カ
タ

ル
や
神
経
衰
弱
が
い
け
な
い
の
で
は
な
い
︒
ま
た
脊
を
燒
く
樣
な
借
金
な
ど

が
い
け
な
い
の
で
は
な
い
︒
い
け
な
い
の
は
そ
の
不
吉
な
魂
だ
︒
以
前
私
を

喜
ば
せ
た
ど
ん
な
美
し
い
音
樂
も
︑
ど
ん
な
美
し
い
詩
の
一
節
も
辛
抱
が
な

ら
な
く
な
つ
た
︒
蓄
音
機
を
聽
か
せ
て
貰
ひ
に
わ
ざ
わ
ざ
出
か
け
て
行
つ
て

も
︑
最
初
の
二
三
小
節
で
不
意
に
立
ち
上
つ
て
し
ま
ひ
た
く
な
る
︒
何
か
ゞ

私
を
居
堪
ら
ず
さ
せ
る
の
だ
︒
そ
れ
で
始
終
私
は
街
か
ら
街
を
浮
浪
つ

(
マ
マ
)

續

け
て
ゐ
る
︒︾
(初
出
誌
で
は
︑﹁
不
吉
な
魂﹅

﹂
で
あ
る
が
︑
そ
の
他
の
改
版

本
で
は
︑﹁
不
吉
な
塊﹅

﹂
で
あ
る
︱
︱
北
野
注
)

こ
れ
を
見
る
と
梶
井
は
彼
の
文
が
体
言
型
で
き
ち
ん
と
し
て
無
駄
の
な
い
簡
潔

型
の
透
徹
し
た
形
式
を
選
ん
で
書
い
た
︑
な
い
し
は
書
こ
う
と
し
た
と
言
え
よ
う
︒

加
え
て
︑
彼
自
身
が
﹁
自
分
の
経
験
し
た
こ
と
を
表
現
す
る
文
学
の
正
道
に
沿

う
﹂
と
言
っ
て
い
る
︒
こ
れ
ら
か
ら
︑
梶
井
の
作
品
が
志
賀
直
哉
を
中
心
と
す
る

白
樺
流
の
私
小
説
的
な
テ
キ
ス
ト
で
そ
の
土
台
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解

さ
れ
る
︒
創
作
集
﹃
檸
檬
﹄
に
収
載
さ
れ
た
小
説
の
ほ
と
ん
ど
全
て
が
観
念
的
で
︑

心
象
的
且
つ
透
徹
し
た
テ
キ
ス
ト
か
ら
な
っ
て
い
る
こ
と
に
そ
れ
な
り
の
理
由
が

あ
る
と
言
え
よ
う
︒

梶
井
の
デ
ビ
ュ
ー
作
品
と
も
言
う
べ
き
﹁
檸
檬
﹂
に
お
い
て
は
︑
冒
頭
か
ら
の

八
つ
の
文
章
に
つ
い
て
を
検
索
範
囲
と
し
︑
こ
の
範
囲
内
で
は
︑
句
点
で
区
切
ら

れ
る
文
の
数
は
合
計
57
文
で
︑
文
字
数
は
1985
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
︒
一
文
の
文

字
数
は
短
い
も
の
で
5
字
︑
長
い
文
で
102
字
で
あ
る
が
︑
一
文
に
つ
い
て
の
平
均

は
34.8
字
か
ら
な
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
︒
ま
た
体
言
は
308
語
︑
用
言
は
237
語
が
使

用
さ
れ
て
お
り
︑
用
言
／
体
言
比
は
0.77
で
あ
る
︒
用
言
中
形
容
詞
形
容
動
詞
は
39

語
で
一
文
に
つ
き
0.68
で
あ
る
︒
さ
ら
に
副
詞
は
40
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
︑
一

文
に
つ
き
0.70
で
あ
っ
た
︒
声
喩
語
は
0
語
で
あ
り
︑
直
喩
表
現
は
10
ヶ
所
で
使
用

さ
れ
て
い
る
︒
一
文
に
つ
き
0.18
ヶ
所
で
あ
る
︒

イ
︑
﹁
の
ん
き
な
患
者
﹂
の
計
量
文
体
学
的
分
析
と
﹁
檸
檬
﹂
と
の
比
較

と
こ
ろ
が
﹁
の
ん
き
な
患
者
﹂
に
お
い
て
︑
事
情
は
一
変
す
る
︒
彼
の
最
終
作

品
と
な
っ
た
﹁
の
ん
き
な
患
者
﹂
に
お
い
て
は
︑
冒
頭
の
文
章
は
次
の
通
り
で
あ

る
︒『中

央
公
論
﹄
一
九
三
二
年
一
月
号
の
初
出
の
テ
キ
ス
ト
を
底
本
に
す
る
こ
と

を
お
断
り
し
て
お
く
︒
第
一
章
の
冒
頭
の
文
章
を
あ
げ
る
︒
そ
れ
は
︑

《吉
田
は
肺
が
惡
い
︒
寒
に
な
つ
て
少
し
寒
い
日
が
來
た
と
思
つ
た
ら
︑
す

ぐ
そ
の
翌
日
か
ら
高
い
熱
を
出
し
て
ひ
ど
い
咳
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
︒
胸
の

臓
器
を
全
部
押
上
げ
て
出
し
て
し
ま
は
う
と
し
て
ゐ
る
か
の
や
う
な
咳
を
す

る
︒
四
五
日
經
つ
と
も
う
す
つ
か
り
瘦
せ
て
し
ま
つ
た
︒
咳
も
あ
ま
り
し
な

い
︒
し
か
し
こ
れ
は
咳
が
癒
つ
た
の
で
は
な
く
て
︑
咳
を
す
る
た
め
の
腹
の

筋
肉
が
す
つ
か
り
疲
れ
切
つ
て
し
ま
つ
た
か
ら
で
︑
彼
等
が
咳
を
す
る
の
を

肯
ん
じ
な
く
な
つ
て
し
ま
つ
た
か
ら
ら
し
い
︒
そ
れ
に
も
う
一
つ
は
心
臓
が

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇

第
四
十
七
号

(二
〇
一
九
年
三
月
)

五
一



ひ
ど
く
弱
つ
て
し
ま
つ
て
︑
一
度
咳
を
し
て
そ
れ
を
亂
し
て
し
ま
ふ
と
︑
そ

れ
を
再
び
鎭
め
る
ま
で
に
非
常
に
苦
し
い
目
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒
つ

ま
り
咳
を
し
な
く
な
つ
た
と
い
ふ
の
は
︑
身
体
が
衰
弱
し
て
初
め
て
の
と
き

の
や
う
な
元
気
が
な
く
な
つ
て
し
ま
つ
た
か
ら
で
︑
そ
れ
が
證
拠
に
は
今
度

は
だ
ん
だ
ん
呼
吸
困
難
の
度
を
増
し
て
淺
薄
な
呼
吸
を
數
多
く
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
つ
て
來
た
︒︾

で
あ
る
︒
こ
の
冒
頭
の
文
章
は
︑﹃
檸
檬
﹄
の
文
章
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
よ
う

に
見
え
る
︒
つ
ま
り
こ
こ
に
挙
げ
た
文
章
で
は
︑﹁
吉
田
は
肺
が
悪
い
︒﹂
や
﹁
咳

も
あ
ま
り
し
な
い
︒﹂
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
短
い
文
が
直
列
に
並
べ
ら
れ

て
い
る
よ
う
な
印
象
が
強
い
︒
し
か
し
︑
説
明
が
や
や
く
ど
く
な
っ
た
よ
う
に
も

感
じ
る
︒
ま
た
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
︑
こ
の
文
章
は
主
人
公
吉
田
の
内
的
独

白
文
で
あ
り
︑
語
り
手
が
吉
田
の
視
点
に
立
っ
て
の
モ
ノ
ロ
ー
グ
的
な
文
か
ら
成

り
立
っ
て
い
る
︒﹁
の
ん
き
な
患
者
﹂
で
は
︑
し
か
し
︑
こ
の
あ
と
だ
ん
だ
ん
と

饒
舌
体
に
変
化
し
て
ゆ
く
︒
例
え
ば
︑
冒
頭
の
第
四
番
目
の
文
章
の
後
半
部
に
は
︑

︽
し
か
し
何
故
不
安
に
な
つ
て
來
る
か

︱
︱
も
う
一
つ
精
密
に
云
ふ
と

︱
︱

何
故
不
安
が
不
安
に
な
つ
て
來
る
か
と
い
ふ
と
︑
こ
れ
か
ら
だ
ん
だ

ん
人
が
寝
て
し
ま
つ
て
醫
者
へ
行
つ
て
貰
ふ
と
い
ふ
事
も
本
當
に
で
き
な
く

な
る
と
い
ふ
こ
と
や
︑
そ
し
て
母
親
も
寝
て
し
ま
つ
て
あ
と
は
た
だ
自
分
一

人
が
荒
涼
と
し
た
夜
の
時
間
の
な
か
へ
取
殘
さ
れ
る
と
い
ふ
こ
と
や
︑
そ
し

て
若
し
そ
の
時
間
の
眞
中
で
こ
の
え
た
い
の
し
れ
な
い
不
安
の
内
容
が
實
現

す
る
や
う
な
事
が
あ
れ
ば
も
は
や
自
分
は
ど
う
す
る
こ
と
も
出
來
な
い
で
は

な
い
か
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
を
考
へ
る
か
ら
で
︱
︱

⁝
⁝
﹇
中
略
﹈
⁝
⁝

と
胸
の
中
の
苦
痛
を
そ
の
ま
ま
摑
み
出
し
て
相
手
に
叩
き
つ
け
た
い
や
う
な

癇
癪
が
吉
田
に
は
起
つ
て
來
る
の
だ
つ
た
︒︾

と
あ
り
︑
こ
れ
は
471
字
で
形
成
さ
れ
て
い
る
一
つ
の
文
︑
そ
れ
も
か
な
り
の
長
文

で
あ
る
︒

冒
頭
か
ら
段
落
を
有
す
る
四
つ
の
文
章
は
26
文
の
計
2089
字
が
使
用
さ
れ
て
お
り
︑

一
文
に
つ
き
︑
短
い
も
の
で
7
字
の
も
の
も
あ
る
が
︑
総
じ
て
長
く
な
る
傾
向
が

あ
り
︑
長
い
も
の
で
471
字
で
あ
り
︑
そ
の
一
文
平
均
は
78.9
字
で
あ
っ
た
︒
こ
の
数

値
は

S
tu
d
e
n
t-
t
テ
ス
ト
で
︑﹁
檸
檬
﹂
と
の
間
に
明
確
な
有
意
差
を
有
す
る
︒

﹁
檸
檬
﹂
よ
り
︑﹁
の
ん
き
な
患
者
﹂
で
は
明
ら
か
に
長
文
化
し
て
い
る
こ
と
は
特

記
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
︒
さ
ら
に
︑
そ
の
用
言
と
体
言
︑
副
詞
な
ど
の
単
語
を
抽

出
し
て
み
よ
う
︒
結
果
の
み
を
あ
げ
る
と
︑
体
言
数
は
262
語
︑
用
言
数
は
256
語
で
︑

用
言
／
体
言
比
は
0.98
で
あ
る
︒﹁
檸
檬
﹂
に
お
け
る
用
言
／
体
言
比
と
の
間
に
カ

イ
二
乗
検
定
で
p=

0
.0
5
2
と
統
計
学
的
な
有
意
差
が
認
め
ら
れ
る
︒

用
言
の
中
で
形
容
詞+

形
容
動
詞
は
38
語
で
一
文
当
り
平
均
1.5
語
で
あ
る
︒
な

お
︑
副
詞
は
49
語
で
あ
っ
た
︒
声
喩
語
は
4
語
が
あ
り
︑
直
喩
表
現
は
14
ヶ
所
で

み
ら
れ
た
︒
こ
れ
ら
の
数
値
は
一
文
に
つ
い
て
換
算
し
︑﹁
檸
檬
﹂
の
そ
れ
ら
と

カ
イ
二
乗
検
定
の
結
果
︑
数
値
の
す
べ
て
に
つ
い
て
は
︑﹁
檸
檬
﹂
の
そ
れ
ら
よ

り
統
計
学
的
に
有
意
に
高
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
︒

以
上
の
事
実
は
︑
す
で
に
岡
本
恵
徳(14
)に

よ
っ
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
︒
岡
本
は

梶
井
は
こ
の
作
品
で
︑﹁
詩
的
散
文
﹂
か
ら
﹁
散
文
小
説
﹂
へ
と
文
体
の
変
貌
を

見
︑
そ
の
特
徴
を
﹁
論
理
的
分
析
的
に
対
象
に
ね
じ
れ
な
が
ら
迫
っ
て
行
く
文

体
﹂﹁
短
い
セ
ン
テ
ン
ス
の
積
み
重
ね
に
よ
る
文
体
で
は
な
く
︑
息
の
長
い
屈
曲

の
多
い
文
体
﹂
へ
変
貌
し
た
の
で
あ
る
と
分
析
し
て
い
る
︒
筆
者
の
今
回
の
比
較

計
量
文
体
学
的
検
索
に
よ
っ
て
︑
短
い
簡
潔
文
か
ら
な
っ
て
い
る
﹁
檸
檬
﹂
に
比

梶
井
基
次
郎
に
お
け
る
カ
ー
ニ
バ
ル
文
学
の
芽
生
え

(北
野
元
生
)

五
二



較
し
て
︑﹁
の
ん
き
な
患
者
﹂
に
お
い
て
は
明
ら
か
に
長
文
化
し
︑
用
言
／
体
言

比
が
高
く
な
り
︑
動
詞
︑
形
容
詞
︑
形
容
動
詞
︑
副
詞
︑
お
よ
び
声
喩
語
や
直
喩

表
現
の
数
も
一
文
中
の
使
用
頻
度
は
統
計
学
的
に
有
意
差
を
も
っ
て
増
加
す
る
︒

こ
れ
は
︑
波
多
野
完
治
に
よ
れ
ば
︑﹁
の
ん
き
な
患
者
﹂
を
﹁
檸
檬
﹂
と
比
較
す

れ
ば
︑
テ
キ
ス
ト
が
説
明
の
多
い
具
体
的
感
覚
的
な
文
体
に
変
わ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
︒

一
読
す
れ
ば
わ
か
る
こ
と
で
あ
る
が
︑﹁
檸
檬
﹂
で
は
テ
キ
ス
ト
は
抽
象
的
で

概
念
的
と
も
な
り
や
す
い
漢
字
の
多
い
語
句
を
並
べ
︑
文
の
字
数
は
小
さ
い
︒
内

容
的
に
は
︑
主
役
一
人
が
前
面
に
出
て
︑
周
囲
の
他
の
も
の
た
ち
は
背
景
の
風
景

で
し
か
な
い
︒
物
語
の
語
り
手
は
ひ
と
り
で
勝
手
に
し
ゃ
べ
り
︑
語
り
手
自
身
を

納
得
さ
せ
て
可
し
と
す
る
内
容
で
あ
る
と
も
取
れ
る
︒
し
か
し
﹁
の
ん
き
な
患

者
﹂
に
お
い
て
は
︑
い
わ
ば
こ
れ
ま
で
風
景
に
甘
ん
じ
て
い
た
周
囲
の
も
の
た
ち
︑

例
え
ば
主
人
公
の
母
親
な
ど
も
前
面
に
出
て
来
て
︑
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
の
存
在
を
主

張
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
︒
語
り
手
は
そ
れ
ぞ
れ
を
語
り
分
け
て
い
る
︒
各
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
読
み
続
け
れ
ば
︑
上
村
が
言
う
通
り
の
用
言
過
多
の
説
明
過
剰
の
長
文

と
な
り
︑
く
ね
く
ね
と
曲
が
り
く
ね
っ
た
文
を
編
む
こ
と
に
な
っ
た
の
は
や
む
を

え
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
を
理
解
で
き
る
︒

Ｄ
．
﹁
の
ん
き
な
患
者
﹂
の
梗
概

︱
︱

エ
ピ
ソ
ー
ド
の
列
挙

こ
の
作
品
は
三
章
か
ら
な
り
︑
各
章
は
︑
ほ
と
ん
ど
﹁
あ
る
日
﹂﹁
あ
る
晩
﹂

で
始
ま
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
積
み
重
ね
で
構
成
さ
れ
て
い
る
︒
一
章
の
前
半
で
︑
病

状
の
悪
化
と
と
も
に
ど
こ
か
ら
く
る
と
も
し
れ
な
い
不
安
の
原
因
や
不
安
解
消
に

は
手
段
が
あ
っ
て
も
思
い
通
り
に
は
な
ら
な
い
苦
痛
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
が
︑

後
半
で
﹁
そ
ん
な
或
る
晩
の
こ
と
だ
つ
た
﹂
で
始
ま
る
病
室
に
侵
入
し
た
猫
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
記
さ
れ
る
︒
猫
に
睡
眠
を
邪
魔
さ
れ
不
安
に
駆
ら
れ
る
話
で
あ
る
︒

第
二
章
は
︑
二
週
間
ほ
ど
の
苦
し
み
か
ら
多
少
小
康
が
得
ら
れ
る
と
︑﹁
あ
る

日
﹂
な
ど
で
始
ま
る
五
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
る
︒
そ
れ
は
︑
1
．
ヒ
ル
カ

ニ
ヤ
の
虎
の
話
︑
2
．
煙
草
を
眺
め
る
話
︑
3
．
鏡
で
真
冬
の
庭
を
見
る
話
︑
4
．

母
と
の
渡
り
鳥
問
答
︑
5
．
末
弟
が
見
舞
い
に
来
る
話
で
あ
る
︒
こ
の
最
後
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
は
か
な
り
の
分
量
か
ら
な
っ
て
お
り
︑
こ
の
な
か
で
主
人
公
吉
田
の
身

の
上
が
語
ら
れ
る
︒
加
え
て
︑
以
前
住
ん
で
い
た
町
の
荒
物
屋
の
娘
が
肺
結
核
で

死
ん
だ
こ
と
が
知
ら
さ
れ
る
︒

第
三
章
は
こ
の
娘
の
死
か
ら
︑
結
核
で
死
ぬ
人
の
多
い
こ
と
を
知
り
︑
さ
ら
に

は
こ
の
病
に
対
す
る
世
間
の
人
々
の
闘
う
姿
を
認
識
す
る
こ
と
と
な
る
四
つ
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
る
︒
そ
れ
は
︑
1
．
人
間
の
脳
味
噌
の
黒
焼
の
話
︑
2
．
自

殺
し
た
男
の
首
吊
り
の
縄
の
話
︑
3
．
仔
鼠
の
黒
焼
の
話
︑
4
．
天
理
教
へ
の
入

信
を
勧
め
ら
れ
る
話
で
あ
る
︒
そ
し
て
こ
の
後
に
一
行
の
空
白
の
後
に
︑
エ
ピ

ロ
ー
グ
と
し
て
︑
わ
が
国
の
統
計
値
を
上
げ
︑
貧
困
層
に
お
け
る
結
核
の
死
亡
率

の
高
い
こ
と
等
に
言
及
し
︑
こ
の
事
象
に
つ
い
て
吉
田
か
ら
二
︑
三
の
コ
メ
ン
ト

が
述
べ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
︑
本
小
説
は
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
迎
え
る
︒

こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
︑
第
一
章
の
前
半
は
主
人
公
吉
田
自
身
の
私
的
な
苦

し
み
が
述
べ
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
︒
が
︑
後
半
は
病
室
に
侵
入
て
き
た
猫
に
よ
っ

て
睡
眠
が
妨
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
︒
吉
田
は
眼
前
の
目
障
り
な
猫
と
︑
さ
ら
に
隣

室
で
寝
入
っ
て
い
て
大
事
の
時
に
は
役
に
立
た
な
い
母
親
に
対
し
︑
憾
み
辛
み
を

述
べ
て
い
る
が
︑
そ
の
記
述
が
対
話
的
内
的
独
白
文
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
よ
う

に
思
え
る
︒
対﹅

話﹅

的﹅

内﹅

的﹅

独﹅

白﹅

に
つ
い
て
は
︑
後
に
述
べ
る
︒
第
二
章
で
は
︑
母

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇

第
四
十
七
号

(二
〇
一
九
年
三
月
)
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三



親
と
の
渡
り
鳥
問
答
を
は
じ
め
︑
弟
と
母
と
の
会
話
か
ら
以
前
の
住
ま
い
の
近
所

の
荒
物
屋
の
娘
が
結
核
で
死
ん
だ
こ
と
と
そ
の
家
族
の
話
題
へ
と
徐
々
に
吉
田
の

関
心
が
自
分
以
外
へ
と
向
き
は
じ
め
る
︒
そ
し
て
第
三
章
に
至
り
︑
吉
田
の
視
線

は
外
界
の
人
々
の
出
来
事
へ
と
広
が
り
︑
遂
に
は
国
民
的
視
野
か
ら
結
核
病
患
者

と
そ
の
家
族
あ
る
い
は
世
間
全
体
の
話
題
へ
と
拡
張
伸
展
し
て
ゆ
く
︒

次
に
︑
注
意
を
向
け
る
べ
き
は
︑
こ
の
物
語
構
成
が
一
見
し
て
︑
ブ
ロ
ッ
ク
方

式
の
挿
話
連
鎖
形
式
が
取
ら
れ
て
お
り
︑
梶
井
自
身
が
述
べ
て
い
る
説
話
論

(後

述
す
る
)
的
方
法
の
応
用
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
︒

第
二
章
の
冒
頭
で
吉
田
が
ひ
ど
く
重
篤
な
状
況
に
あ
っ
た
二
週
間
ほ
ど
の
こ
と

を
思
い
出
さ
せ
る
ほ
ど
に
︑
苦
し
み
が
そ
れ
ほ
ど
堪
え
が
た
い
も
の
で
は
な
く

な
っ
た
時
期
に
︑

《そ
れ
は
﹁
ヒ
ル
カ
ニ
ヤ
の
虎
﹂
と
い
ふ
言
葉
だ
つ
た
︒
そ
れ
は
咳
の
喉
を

鳴
ら
す
音
と
も
聯
關
が
あ
り
︑
そ
れ
を
吉
田
が
觀
念
す
る
の
は
﹁
俺
は
ヒ
ル

カ
ニ
ヤ
の
虎
だ
ぞ
﹂
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
を
念
じ
る
か
ら
な
の
だ
つ
た
が
︑

一
體
そ
の
﹁
ヒ
ル
カ
ニ
ヤ
の
虎
﹂
と
い
ふ
も
の
が
ど
ん
な
も
の
で
あ
つ
た
か

吉
田
は
い
つ
も
咳
の
す
ん
だ
あ
と
妙
な
気
持
ち
が
す
る
の
だ
つ
た
︒︾

と
語
る
︒﹁
ヒ
ル
カ
ニ
ヤ
の
虎
﹂
は
カ
ス
ピ
虎
が
通
称
で
あ
り
︑
カ
ス
ピ
海
の
周

辺
か
ら
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
に
広
く
分
布
し
て
い
た
ト
ラ
の
亜
種

(学
名
は

P
a
n
th
e
ra
tig
ris
v
irg
a
ta
(15
))

の
別
名
で
あ
る
︒
乱
獲
で
戦
後
に
絶
滅
し
た
︒
こ

の
短
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
︑
吉
田
が
頭
の
ど
こ
か
に
か
す
か
に
記
憶
し
て
い
た
で
あ

ろ
う
﹁
ヒ
ル
カ
ニ
ヤ
の
虎
﹂
の
名
を
あ
げ
て
わ
が
身
を
奮
い
立
た
せ
ん
と
︑
そ
の

ト
ラ
と
の
対
話
的
内
的
独
白
的
文
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
と
取
れ
な
い
こ
と
も
な

い
︒
し
か
し
︑
こ
の
辺
り
ま
で
は
基
本
的
に
は
吉
田
は
自
分
の
身
辺
の
事
し
か
考

え
ら
れ
な
い
﹁
の﹅

ん﹅

き﹅

な﹅

患﹅

者﹅

﹂
で
あ
り
︑﹁
の﹅

ん﹅

き﹅

振
り
﹂
を
示
し
て
い
る
と

言
え
る
︒

第
二
章
の
後
半
部
に
至
り
︑
結
核
で
寝
て
い
た
金
物
屋
の
娘
が
死
ん
だ
と
の
噂
を

母
か
ら
聞
か
さ
れ
た
吉
田
が
︑
そ
の
娘
の
面
倒
を
一
人
で
見
て
い
た
娘
の
聾
の
母

親

(お
婆
さ
ん
と
呼
称
)
の
こ
と
に
つ
い
て
の
想
い
出
話
を
述
べ
る
︒

《し
か
し
そ
れ
は
吉
田
の
思
ひ
過
ぎ
で
︑
そ
れ
は
そ
の
お
婆
さ
ん
が
聾
で
人

に
手
眞
似
を
し
て
貰
は
な
い
と
話
が
通
じ
ず
︑
⁝
⁝
﹇
中
略
﹈
⁝
⁝

そ
の

お
婆
さ
ん
も
何
の
気
兼
も
な
し
に
近
所
仲
間
の
仲
間
入
り
が
出
來
る
の
で
︑

そ
れ
が
飾
り
の
な
に
も
な
い
か
う
し
た
町
の
生
活
の
眞
實
な
ん
だ
と
い
ふ
こ

と
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
知
つ
て
み
て
は
じ
め
て
吉
田
に
も
會
得
の
ゆ
く
こ

と
な
の
だ
つ
た
︒︾

こ
れ
に
続
け
て
︑
こ
の
お
婆
さ
ん
が
病
気
の
娘
を
置
い
た
ま
ま
︑
脳
溢
血
で
死
亡

し
て
し
ま
っ
た
あ
と
の
こ
と
で
あ
る
が
︑

《吉
田
は
そ
の
話
に
は
非
常
に
し
み
じ
み
と
し
た
も
の
を
感
じ
て
平
常
の
お

婆
さ
ん
に
對
す
る
考
へ
も
す
つ
か
り
變
つ
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
る
が
︑
吉
田

の
母
親
は
ま
た
近
所
の
人
の
話
だ
と
云
つ
て
︑
そ
の
お
婆
さ
ん
の
死
ん
だ
あ

と
は
例
の
親
爺
さ
ん
が
お
婆
さ
ん
に
代
つ
て
娘
の
面
倒
を
み
て
や
つ
て
ゐ
る

こ
と
︑
⁝
﹇
後
略
﹈︾

と
︑
吉
田
自
身
が
見
聞
し
た
事
象
に
つ
い
て
の
回
想
文
と
︑
母
か
ら
の
伝
聞
を
回

想
す
る
内
的
独
白
文
で
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
終
わ
る
︒
こ
こ
に
挙
げ
た
二
つ
の
文

は
240
字
強
︑
280
字
強
と
極
め
て
長
い
文
が
使
わ
れ
て
い
る
︒
こ
れ
ら
の
内
的
独
白

文
に
は
︑
吉
田
が
直
接
金
物
屋
の
家
族
と
会
話
を
介
し
た
文
は
記
述
さ
れ
て
は
い

な
い
が
︑
金
物
屋
の
家
族
と
は
対
話
的
で
も
あ
り
︑
吉
田
の
意
識
が
自
分
を
含
む

梶
井
基
次
郎
に
お
け
る
カ
ー
ニ
バ
ル
文
学
の
芽
生
え

(北
野
元
生
)
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自
分
の
家
族
以
外
の
他
者
に
向
け
ら
れ
て
き
た
と
言
え
よ
う
︒

第
三
章
も
吉
田
に
よ
る
世
間
の
と
く
に
中
下
層
の
人
々
と
の
対
話
的
内
的
独
白

文
か
ら
な
っ
て
き
て
お
り
︑
四
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
る
︒
こ
の
う
ち
︑

﹁
1
．
人
間
の
脳
味
噌
の
黑
焼
﹂
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
興
味
深
い
事
象
が
語
ら
れ
る
︒

こ
れ
に
つ
い
て
は
項
を
改
め
る
︒

市
井
の
人
々
が
︑
結
核
と
の
関
わ
り
合
い
を
通
し
て
︑
大
都
会
大
阪
で
当
時
発

展
し
始
め
て
い
た
郊
外
地
に
そ
の
場
を
借
り
て
︑
街
中
の
中
下
層
の
人
々
が
い
か

に
健
気
に
結
核
と
戦
っ
て
い
る
か
を
︑
ま
た
一
生
懸
命
な
世
の
中
と
い
う
も
の
に

共
感
し
︑
そ
れ
ら
を
肯
定
的
に
と
ら
え
よ
う
と
い
う
姿
勢
を
示
す
な
ど
︑
こ
れ
ま

で
は
自
分
の
事
し
か
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
︑
の﹅

ん﹅

き﹅

な
と
も
言
え
る
吉
田
の
変
貌

し
た
姿
が
そ
こ
に
あ
る
の
で
あ
る
︒

梶
井
の
視
点
が
自
分
以
外
の
世
間
と
い
う
社
会
に
向
い
た
こ
と
と
関
連
す
る
よ

う
に
︑
梶
井
の
言
う
西
鶴
の
説
話
様
式
と
恐
ら
く
三
高
時
代
に
読
み
ふ
け
っ
て
い

た
と
い
う
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ッ
ク
な
文
学
的
作
法
を
使
っ
て
︑

こ
れ
ま
で
梶
井
が
拘
っ
て
い
た
モ
ノ
ロ
ー
グ
的
文
学
様
式
か
ら
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ッ
ク

な
文
学
︑
さ
ら
に
は
カ
ー
ニ
バ
ル
文
学
へ
の
脱
却
を
図
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な

い
か
︒

Ｅ
．

｢
対
話
的
内
的
独
白
﹂
と
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
︑
そ
し
て

西
鶴

鈴
木
貞
美
あ
る
い
は
大
谷
晃
一
︑
さ
ら
に
多
く
の
評
者
ら
は
︑
梶
井
が
三
高
時

代
や
東
大
時
代
に
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
作
品
を
耽
読
し
て
い
た
こ
と
を
述
べ
て

い
る
が
︑
そ
の
意
義
に
つ
い
て
は
︑
評
者
ら
は
こ
れ
ま
で
触
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
︒
ミ
ハ
イ
ル
・
バ
フ
チ
ン(16
)は

ド
ス
ト
エ
フ
キ
ー
の
研
究
者
と
し
て
著
名
で
あ
り
︑

一
九
六
三
年
に
﹃
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
詩
学
﹄
の
決
定
稿
を
出
版
し
た
︒
彼
の

論
で
重
要
な
こ
と
は
こ
の
一
点
︒
即
ち
思
考
す
る
人
間
の
意
識
と
そ
の
意
識
の
対

話
的
存
在
圏
と
を
︑
そ
の
深
遠
と
特
性
を
全
て
包
含
し
た
形
で
解
明
す
る
こ
と
は
︑

モ
ノ
ロ
ー
グ
的
な
芸
術
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
不
可
能
で
あ
る
︒
そ
れ
ら
は
ド
ス
ト

エ
フ
ス
キ
ー
的
な
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
小
説
に
お
い
て
初
め
て
︑
真
に
芸
術
的
な
描
写

の
対
象
と
な
り
得
た
の
で
あ
る
︒
現
在
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
作
品
は
︑
サ
マ

セ
ッ
ト
・
モ
ー
ム(17
)に

よ
れ
ば
︑
恐
ら
く
世
界
で
最
も
影
響
力
の
あ
る
作
品
の
手
本

の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
と
言
う
︒

こ
こ
で
言
う
モ
ノ
ロ
ー
グ
な
作
品
と
は
︑
例
え
ば
わ
が
国
の
い
わ
ゆ
る
身
辺
心

境
私
小
説
が
そ
の
好
例
で
あ
る
︒
多
く
の
場
合
は
作
者
を
体
現
す
る
よ
う
な
主
人

公
の
一
人
勝
手
な
思
惟
思
想
に
よ
る
内
的
独
白
文
で
な
り
た
っ
て
い
る
も
の
が
多

く
︑
い
わ
ゆ
る
志
賀
直
哉
ら
の
白
樺
派
の
多
く
の
作
品
が
こ
れ
に
該
当
す
る
︒
さ

ら
に
付
け
加
え
る
な
ら
ば
︑
芭
蕉
の
俳
句
作
品
の
多
く
は
こ
の
範
疇
に
属
す
る
と

筆
者
は
考
え
て
い
る
︒

｢対
話
的
内
的
独
白
﹂
と
は
バ
フ
チ
ン
が
﹁
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
詩
学
﹂
で

述
べ
た
文
学
的
学
術
用
語
で
あ
る
︒
バ
フ
チ
ン
は
こ
の
書
の
中
で
︑
ド
ス
ト
エ
フ

ス
キ
ー
の
作
品
の
多
く
が
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ッ
ク
で
あ
り
︑
カ
ー
ニ
バ
ル
文
学
的
で
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
た
︒
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ッ
ク
と
は
煎
じ
詰
め
れ
ば
︑
例
え
ば
主
人
公

一
人
の
単
一
の
見
聞
だ
け
で
は
な
く
︑
多
数
の
人
々
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
重
要

性
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
︒
モ
ノ
ロ
ー
グ
よ
り
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
あ
る
い
は
ポ
リ

フ
ォ
ニ
ー
の
手
法
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
︑
文
芸
作
品
の
厚
み
が
倍
加
す
る

こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
︒
細
部
の
説
明
は
省
く
が
︑
バ
フ
チ
ン
は
ポ
リ

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇

第
四
十
七
号

(二
〇
一
九
年
三
月
)

五
五



フ
ォ
ニ
ー
文
学
の
よ
り
特
殊
に
発
達
さ
せ
た
小
説
作
品
を
カ
ー
ニ
バ
ル
小
説
と
命

名
し
た
︒
か
か
る
小
説
作
品
の
中
で
︑
例
え
ば
︑
そ
の
あ
る
一
定
の
場
面
で
の
登

場
人
物
の
主
人
公
が
一
人
で
思
惟
思
考
す
る
場
面
も
少
な
く
な
い
は
ず
で
あ
る
︒

こ
の
場
合
の
内
的
独
白
の
内
容
が
対
話
的
で
あ
る
こ
と
の
重
要
性
は
こ
の
上
な
く

大
き
な
も
の
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
︒

こ
の
対
話
的
内
的
独
白
と
は
︑
例
え
ば
主
人
公
は
個
と
し
て
自
ら
の
内
的
法
則

性
だ
け
に
よ
っ
て
生
き
る
の
で
は
な
く
︑
社
会
あ
る
い
は
市
井
か
ら
受
け
る
︑
逃

れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
局
限
に
ど
う
対
応
し
︑
そ
の
事
を
通
し
て
︑
社
会
状
況
に

ど
う
対
処
す
る
か
の
外
的
法
則
性
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
︑

認
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
の
表
徴
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
︒
煎
じ
詰

め
れ
ば
︑
ヒ
ト
は
独
り
で
生
き
て
い
る
の
で
は
な
い
し
︑
独
り
で
は
生
き
て
行
け

な
い
の
で
あ
る
か
ら
︑
内
的
独
白
と
言
う
極
め
て
個
人
的
・
私
的
な
行
動
も
︑
ほ

と
ん
ど
常
に
他
者
と
の
関
係
を
前
提
に
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
︒
梶
井
は
市
井
の

中
下
層
の
人
々
の
生
の
諸
相
を
動
態
と
し
て
と
ら
え
︑
そ
れ
を
人
々
の
共
同
体
と

し
て
の
時
空
間
の
総
体
を
丁
寧
に
内
的
独
白
を
主
た
る
様
式
で
あ
る
本
作
品
に
取

り
入
れ
た
︒
こ
れ
は
梶
井
が
こ
の
﹁
の
ん
き
な
患
者
﹂
を
執
筆
し
て
い
る
将
に
そ

の
間
に
目
覚
め
た
と
い
う
次
に
述
べ
る
西
鶴
の
手
法
や
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
ら
の

発
想
を
わ
が
物
と
し
て
取
り
込
も
う
と
し
た
決
意
の
方
法
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
︒

梶
井
が
﹁
の
ん
き
な
患
者
﹂
の
第
二
章
と
第
三
章
で
述
べ
た
こ
と
は
︑
世
俗
社

会
に
住
む
人
間
の
無
知
か
ら
来
る
無
法
や
悪
や
ユ
ー
モ
ア
を
見
き
わ
め
︑
そ
れ
を

中
下
層
の
人
々
の
愚
昧
に
仮
託
し
た
︒
こ
れ
を
西
鶴
の
説
話
と
同
類
で
あ
る
と
論

じ
る
こ
と
は
充
分
可
能
で
あ
る
︒
水
田
潤
や
有
働
裕
︑
森
山
重
雄
ら
の
論(18
)を

参
考

に
す
れ
ば
︑
西
鶴
の
説
話
文
学
に
は
中
世
の
説
話
で
は
な
い
近
世
的
説
話
で
あ
り
︑

い
か
に
民
間
伝
承
的
発
想
と
複
合
さ
せ
て
い
る
か
︑
庶
民
感
覚
と
の
平
衡
を
保
た

せ
て
い
る
か
︑
と
い
う
こ
と
に
重
点
が
あ
る
と
さ
れ
る
︒
そ
し
て
西
鶴
の
民
衆
へ

の
回
帰
︑
伝
承
の
形
式
を
通
し
た
新
し
い
造
形
で
あ
る
と
い
う
点
が
さ
ら
に
強
調

さ
れ
た
と
す
る
水
田
の
論
に
は
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
︒
梶
井
が
﹁
の
ん
き
な
患

者
﹂
を
書
き
始
め
る
直
前
ご
ろ
か
ら
西
鶴
を
し
き
り
に
読
ん
で
い
た
の
は
あ
ま
り

世
間
に
知
ら
れ
て
い
な
い
事
実
で
あ
る
︒
一
九
三
〇
年
三
月
付
け
の
北
川
冬
彦
宛

書
簡
の
中
で
︑﹁
僕
は
キ
ミ
が
小
説
を
書
く
の
は
大
賛
成
だ
︒
⁝
⁝
﹇
中
略
﹈

⁝
⁝
︒
僕
の
一
つ
思
ふ
こ
と
は

小
説
は
何
し
ろ
説
話
が
元
だ
か
ら

⁝
⁝
﹇
中

略
﹈
⁝
⁝

何
し
ろ
説
話
と
い
ふ
奴
は
う
ま
く
使
は
な
け
れ
ば
樂
で
な
い
し

小

説
の
﹁
ス
ワ
リ
﹂
も
出
な
い
や
う
に
思
ふ
︒
／
君
が
五
枚
十
枚
二
十
枚
の
散
文
詩

風
の
も
の
か
ら
書
い
て
ゆ
か
う
と
い
ふ
こ
と
は

そ
れ
自
身
と
し
て
非
常
に
い
い

試
み
と
は
思
ふ
が
︑
そ
れ
と
は
別
に
︑
こ
の
説
話
論
を
う
け
入
れ
て
く
れ
る
こ
と

を
願
ふ
﹂
と
書
い
て
い
る
︒
こ
の
書
簡
文
中
の
説
話
や
説
話
論
と
い
う
語
彙
は
そ

の
頃
読
ん
で
い
た
西
鶴
の
説
話
様
式
の
謂
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
︒

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
や
西
鶴
の
手
法
を
採
り
込
ん
で
︑
日
常
の
行
為
は
言
語
に

短
絡
さ
せ
て
︑
物
質
的
状
況
を
可
逆
的
に
生
き
る
庶
民
の
生
を
直
視
す
る
︒
つ
ま

り
︑
通
俗
の
現
象
は
事
態
に
取
材
し
︑
そ
れ
を
媒
体
と
し
て
︑
そ
こ
に
示
さ
れ
た

一
般
庶
民
の
人
間
的
普
遍
を
︑
即
物
的
に
形
象
化
す
る
の
で
あ
る
と
論
述
し
て
き

た
が
︑
梶
井
が
一
般
庶
民
の
人
々
の
営
み
を
後
述
す
る
よ
う
に
カ
ー
ニ
バ
ル
化
し

て
文
芸
作
品
に
仕
上
げ
よ
う
と
試
み
た
と
い
う
の
は
︑
良
く
首
肯
で
き
る
の
で
は

な
い
か
︒
そ
の
論
証
の
一
例
と
し
て
︑
次
項
で
は
﹁
人
の
脳
味
噌
の
黑
焼
﹂
の

テ
ー
マ
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
第
三
章
の
中
の
最
初
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
取
り
上
げ
て

梶
井
基
次
郎
に
お
け
る
カ
ー
ニ
バ
ル
文
学
の
芽
生
え

(北
野
元
生
)

五
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み
よ
う
︒

Ｆ
．

カ
ー
ニ
バ
ル
文
学
の
芽﹅

生﹅

え﹅

を
示
す
﹁
ヒ
ト
の
脳
味
噌

の
黑

焼
﹂
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

こ
の
﹁
ヒ
ト
の
脳
味
噌
の
黑
焼(19
)﹂

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
本
物
語
中
の
第
三
章
の
最

初
に
出
て
く
る
︒
こ
の
小
話
の
情
景
を
平
面
的
シ
ー
ン
と
し
て
考
え
て
み
よ
う
︒

こ
の
部
分
で
は
ま
ず
青
物
売
り
の
女
が
物
語
の
基
点
で
あ
る
と
仮
定
す
る
と
︑
①

青
物
売
り
の
女
の
弟
が
結
核
で
死
ぬ
︒
そ
こ
に
寺
の
和
尚
が
登
場
す
る
が
︑
火
葬

場
で
焼
き
上
が
っ
た
弟
の
頭
蓋
骨
か
ら
脳
味
噌
を
刮
ぎ
出
し
て
︑
姉
に
こ
う
言
う

の
で
あ
る
︒

《﹁
人
間
の
腦
味
噌
の
黑
燒
は
こ
の
病
氣
の
藥
だ
か
ら
︑
あ
な
た
も
人
助
け
だ

か
ら
こ
の
黑
燒
を
持
つ
て
ゐ
て
︑
若
し
こ
の
病
氣
で
惡
い
人
に
會
つ
た
ら
頒

け
て
上
げ
な
さ
い
﹂︾

②
そ
の
女
に
市
場
の
路
上
で
出
会
っ
た
吉
田
の
母
は
︑
ヒ
ト
の
脳
味
噌
の
黒
焼

を
頒
け
て
貰
う
の
で
あ
っ
た
︒
母
は
女
に
息
子
の
吉
田
の
結
核
の
こ
と
を
そ
の
概

要
の
幾
ば
く
か
を
︑
そ
の
折
に
訴
え
た
は
ず
で
あ
る
︒

③
吉
田
が
帰
省
し
た
折
に
母
親
か
ら
こ
れ
を
飲
む
よ
う
に
と
勧
め
ら
れ
る
状
況

が
述
べ
ら
れ
る
︒

《
(東
京
か
ら
)
休
暇
で
歸
つ
て
來
て
怱
々
吉
田
は
自
分
の
母
親
か
ら
人
間
の

脳
味
噌
の
黑
焼
を
飲
ん
で
見
な
い
か
と
云
は
れ
て
非
常
に
嫌
な
氣
持
に
な
つ

た
こ
と
が
あ
つ
た
︒
吉
田
は
母
親
が
お
づ
お
づ
で
も
な
い
一
種
變
な
口
調
で

云
ひ
出
し
た
と
き
︑
一
體
そ
れ
が
本
氣
な
の
か
ど
う
な
の
か
︑
何
度
も
母
親

の
顏
を
見
返
す
ほ
ど
妙
な
氣
持
に
な
つ
た
︒
そ
れ
は
吉
田
が
自
分
の
母
親
が

こ
れ
ま
で
滅
多
に
そ
ん
な
こ
と
を
云
ふ
人
間
で
は
な
か
つ
た
こ
と
を
信
じ
て

ゐ
た
か
ら
で
︑
そ
の
母
親
が
今
そ
ん
な
こ
と
を
云
ひ
出
し
て
ゐ
る
か
と
思
ふ

と
何
と
な
く
妙
な
賴
り
な
い
や
う
な
氣
持
に
な
つ
て
來
る
の
だ
つ
た
︒︾

と
︑
母
親
か
ら
人
間
の
臓
器
の
黑
焼
を
飲
ん
で
見
な
い
か
と
言
わ
れ
て
︑
吉
田
は

黒
焼
に
対
し
て
単
純
に
生
理
的
に
嫌
な
気
持
ち
で
あ
る
と
説
明
が
さ
れ
て
い
る
︒

こ
れ
を
聞
い
た
吉
田
は
そ
ん
な
母
親
を
頼
り
な
い
と
思
う
ば
か
り
で
あ
る
︒

④
そ
し
て
︑
こ
の
小
話
の
大
団
円
と
も
言
う
べ
き
最
後
の
状
況
で
あ
る
が
︑

《傍
に
き
い
て
ゐ
る
吉
田
の
末
の
弟
も
／
﹁
お
母
さ
ん
︑
も
う
今
度
か
ら
そ

ん
な
こ
と
云
ふ
の
ん
嫌
で
つ
せ
﹂
／
と
云
つ
た
の
で
何
だ
か
事﹅

件﹅

が
滑
稽
に

な
つ
て
來
て
︑
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
に
鳧
が
つ
い
て
し
ま
つ
た
の
だ
つ
た
︒︾

(傍
点
は
論
者
に
よ
る
)

と
︑
西
鶴
張
り
の
滑
稽
譚
に
終
わ
ら
せ
よ
う
と
す
る
梶
井
の
作
意
が
見
え
る
よ

う
で
も
あ
る
が
︑﹁
事﹅

件﹅

﹂
と
い
う
法
律
用
語
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
語
句
が

こ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
所
に
︑
何
か
含
み
を
残
し
て
い
る
に
も
感
じ
ら
れ
る
︒

以
上
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
の
物
語
を
離
れ
︑
作
者
梶
井
の
立
場
か
ら
考
察
し

て
み
る
こ
と
で
︑
そ
こ
に
梶
井
の
何
ら
か
の
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
な
い
か
︒
ミ
ハ
イ
ル
・
バ
フ
チ
ン
に
よ
れ
ば
︑
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
特
殊
な

プ
ロ
ッ
ト
設
定
の
中
で
社
会
的
構
造
と
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
形
式
を
取
り
払
い
︑
自

由
で
無
遠
慮
な
人
間
同
士
の
接
触
が
力
を
持
つ
よ
う
に
仕
向
け
て
い
る
と
い
う
︒

バ
フ
チ
ン
は
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
芸
術
理
念
と
︑
作
品
制
作
上
の
創
作
姿
勢
と

創
作
方
法
の
特
徴
を
説
明
す
る
に
当
た
り
︑﹃
カ
ー
ニ
バ
ル
文
学
﹄
と
い
う
独
特

な
概
念
を
前
面
に
押
し
出
し
た
の
で
あ
る
︒
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
い
つ
で
も
最

も
異
常
な
現
実
を
取
り
上
げ
︑
主
人
公
を
外
部
的
︑
あ
る
い
は
心
理
的
に
最
も
異
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常
な
状
況
下
に
置
き
︑
そ
し
て
す
さ
ま
じ
い
洞
察
力
と
驚
く
べ
き
的
確
さ
で
︑
そ

の
主
人
公
の
精
神
状
態
を
物
語
る
の
だ
と
︑
締
め
く
く
っ
て
い
る
︒

そ
の
結
果
︑
カ
ー
ニ
バ
ル
に
お
け
る
ち
ぐ
は
ぐ
な
ヒ
ト
同
士
の
組
み
合
わ
せ
が

見
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
︒
自
由
で
無
遠
慮
な
関
係
は
価
値
︑
思
想
︑
現
象
︑
事
物

の
全
て
に
及
ぶ
︒
カ
ー
ニ
バ
ル
は
聖
な
も
の
と
冒
瀆
的
な
も
の
︑
高
い
も
の
と
低

い
も
の
︑
偉
大
な
も
の
と
下
ら
ぬ
も
の
︑
賢
い
も
の
と
愚
か
な
も
の
な
ど
を
近
づ

け
︑
ま
と
め
︑
手
を
取
り
合
わ
せ
︑
結
合
さ
れ
る
の
で
あ
る
と
い
う
︒

本
作
品
﹁
の
ん
き
な
患
者
﹂
の
こ
の
小
さ
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
な
か
で
︑
①
聖
な

る
︑
そ
し
て
賢
明
な
は
ず
の
寺
の
僧
が
︑
最
も
愚
か
な
俗
説
を
信
じ
て
そ
れ
を
振

り
回
し
て
︑
人
体
の
死
体
・
遺
骨
・
遺
髪
・
納
棺
物
を
損
壊
・
遺
棄
・
領
得
す
る

と
い
う
死
者
の
尊
厳
性
を
最
も
損
な
う
行
為
を
率
先
し
て
行
う
な
ど
の
異
常
事
態
︒

一
方
で
そ
れ
を
了
と
す
る
社
会
意
識
の
異
常
さ
に
つ
い
て
の
認
識
が
欠
如
し
て
い

る
死
者
の
家
族
の
女
と
の
︑
火
葬
場
と
い
う
密
室
化
し
て
閉
ざ
さ
れ
た
上
記
①
の

社
会
空
間
で
の
会
話
の
展
開
︒
②
次
に
︑
農
村
の
青
物
の
生
産
・
販
売
者
で
あ
っ

た
女
と
︑
都
市
の
消
費
者
・
顧
客
と
し
て
の
吉
田
の
母
が
開
放
さ
れ
た
市
場
の
路

上
で
行
っ
た
屍
体
損
壊
物

(人
肉
)
の
授
受
︒
③
さ
ら
に
︑
普
段
は
し
っ
か
り
者

の
母
は
他
人
の
言
い
分
を
た
だ
受
け
売
り
し
て
︑
家
庭
と
い
う
密
室
の
中
で
︑
吉

田
に
食
人
行
為
へ
の
参
加
を
督
励
す
る
︒
で
あ
る
が
︑
吉
田
は
︑
そ
の
話
を
聞
い

た
だ
け
で
嫌
悪
感
を
覚
え
る
︒
黒
焼
に
さ
れ
て
い
る
ヒ
ト
の
屍
体
の
ご
く
ご
く
一

部
と
は
言
え
ど
も
︑
そ
れ
を
口
に
す
る
勇
気
は
な
い
︒
そ
れ
を
勧
め
る
母
親
を
改

め
て
頼
り
な
い
と
感
じ
る
だ
け
で
あ
る
︒
③
の
最
後
に
は
︑
そ
の
場
で
は
年
齢
的

に
一
番
若
い
吉
田
の
末
弟
が
︑
一
番
年
配
で
尊
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
の
母

親
を
あ
た
か
も
教
師
が
生
徒
を
諭
し
宥
め
る
よ
う
に
し
て
︑
そ
の
場
を
収
め
る
こ

と
と
な
る
︒

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
①
②
③
の
全
体
が
一
つ
の
時
刻
帯
の
一
つ
の
場
所
で
起
っ
た

も
の
で
は
な
い
︒
し
か
し
エ
ピ
ソ
ー
ド
全
体
が
一
幕
も
の
の
演
劇
を
観
劇
し
て
い

る
よ
う
な
錯
覚
を
覚
え
さ
せ
て
く
れ
る
︒
そ
れ
は
西
鶴
の
説
話
方
式
で
話
を
振
り

分
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
︒
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
含
め
︑
本
作
品
中
の
各
エ
ピ

ソ
ー
ド
に
お
け
る
登
場
人
物
は
決
し
て
多
く
は
な
い
し
︑
舞
台
も
限
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
︒
と
は
い
え
登
場
人
物
は
複
数
で
あ
り
︑
聖
と
俗
︑
賢
と
愚
︑
長
と
幼
︑

売
り
手
と
買
い
手
︑
男
と
女
と
い
う
諸
レ
ベ
ル
で
の
混
交
を
通
し
て
︑
社
会
の
規

範
を
相
対
化
し
︑
屍
体
損
壊
と
食
人
と
い
う
よ
う
な
極
限
状
況
の
中
で
の
思
想
を

試
み
て
い
る
の
で
あ
る
と
も
言
え
る
︒
一
般
的
な
外
部
の
生
活
で
は
万
能
の
社
会

的
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
と
は
対
立
す
る
︑
常
軌
を
逸
し
た
場
違
い
の
︑
人
間
の
相
関
関

係
の
新
し
い
様
態
が
作
り
出
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
︒
カ
ー
ニ
バ
ル
に
お
け
る

ち
ぐ
は
ぐ
な
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
お
互
い
の
無
遠
慮
な
接
触
を
示
し
て
い
る
の
で

あ
る
︒

余
談
で
あ
る
が
︑
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
中
に
は
︑
食
人

(カ
ニ
バ
リ
ズ
ム
︑
人

間
が
人
間
の
肉
を
食
べ
る
行
動
)
に
つ
い
て
の
哲
学
的
︑
宗
教
的
︑
法
律
的
︑
倫

理
的
︑
文
学
上
の
思
想
的
概
念
に
ま
で
に
は
︑
話
題
を
伸
長
発
展
さ
せ
て
い
な
い
︒

こ
の
掘
り
下
げ
が
十
分
で
は
な
い
こ
と
で
︑
不
満
と
考
え
る
読
者
も
少
な
く
な
い

は
ず
で
あ
る
︒
し
か
し
︑
梶
井
が
思
想
を
二
の
次
に
置
い
て
こ
の
よ
う
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
開
陳
し
た
の
は
︑
身
辺
心
境
私
小
説
の
領
域
か
ら
の
脱
出
を
試
み
る
た

め
︑
西
鶴
の
説
話
様
式
と
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
ば
り
の
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
的
小
説
技

法
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑
そ
れ
を
図
る
こ
と
に
最
大
の
努
力
を
試
み
た

の
で
あ
る
と
説
明
す
る
こ
と
は
一
定
の
説
得
力
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
︒

梶
井
基
次
郎
に
お
け
る
カ
ー
ニ
バ
ル
文
学
の
芽
生
え

(北
野
元
生
)

五
八



と
は
言
う
も
の
の
︑
作
者
梶
井
の
本
作
品
に
お
け
る
﹁
カ
ー
ニ
バ
ル
化
﹂
が
全
篇

に
亘
っ
て
必
ず
し
も
十
分
な
成
功
点
に
達
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
か
も
知
れ
な

い
︒梶

井
の
﹁
の
ん
き
な
患
者
﹂
に
登
場
す
る
結
核
患
者
の
大
多
数
は
下
町
の
中
下

層
の
階
級
に
属
す
る
庶
民
で
あ
る
︒
第
二
章
の
金
物
屋
の
娘
と
そ
の
家
族
の
話
︑

第
三
章
で
の
人
間
の
黒
焼
き
の
脳
味
噌
を
飲
め
と
勧
め
ら
れ
た
話
︑
肺
病
と
借
金

と
に
苦
し
ん
だ
挙
句
首
を
溢
っ
て
死
ん
だ
奈
良
の
男
の
首
溢
り
の
縄
を
嚙
ん
で
見

ろ
と
勧
め
ら
れ
た
話
︑
仔
鼠
の
黑
焼
を
飲
め
と
病
院
の
付
添
婦
に
す
す
め
ら
れ
た

話
︑
最
後
に
は
︑
天
理
教
の
教
会
の
女
が
病
気
の
快
癒
利
益
を
説
き
︑
彼
女
に
信

仰
を
強
要
さ
れ
る
話
な
ど
か
ら
︑
吉
田
は
自
分
の
思
っ
て
い
る
よ
り
は
は
る
か
に

現
実
的
な
そ
し
て
一
生
懸
命
な
世
の
中
と
い
う
も
の
を
感
じ
た
の
で
あ
っ
た
︒

そ
し
て
最
後
の
締
め
く
く
り
に
︑
唐
突
に
で
は
あ
る
が
︑
肺
結
核
に
よ
る
死
亡

率
を
100
と
す
れ
ば
と
︑
わ
が
国
の
結
核
病
患
者
の
統
計
の
話
に
き
り
か
わ
る
の
で

あ
る
︒
当
時
は
結
核
病
は
日
本
の
み
な
ら
ず
全
世
界
的
に
猖
獗
を
極
め
て
い
た
疾

患
で
あ
り
︑
と
く
に
明
治
維
新
を
経
て
︑
日
本
は
殖
産
興
国
と
富
国
強
兵
を
国
是

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
︒
保
養
と
滋
養
と
が
肺
結
核
の
治
療
法
の
ほ
と
ん

ど
す
べ
て
と
し
か
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
の
時
代
の
趨
勢
で
︑
わ
が
国
の
現
状
で

は
︑
結
核
対
策
を
為
政
者
が
ど
れ
だ
け
考
え
て
い
た
と
し
て
も
︑
国
力
と
し
て
こ

ち
ら
に
手
を
差
し
出
す
こ
と
は
か
な
り
困
難
で
あ
っ
た
ろ
う
︒
従
っ
て
貧
困
者
ほ

ど
︑
結
核
の
死
亡
率
は
高
か
っ
た
の
で
あ
る
︒
事
実
抗
結
核
治
療
薬
と
し
て
抗
生

物
質
の
ス
ト
レ
プ
ト
マ
イ
シ
ン
が
米
国
で
発
見
さ
れ
た
の
が
一
九
四
三
年
で
あ
り
︑

こ
れ
が
対
結
核
治
療
薬
と
し
て
一
般
に
認
め
ら
れ
︑
戦
後
わ
が
国
で
ス
ト
レ
プ
ト

マ
イ
シ
ン
ほ
か
が
一
般
に
出
回
り
始
め
た
の
が
一
九
五
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で

あ
る
か
ら
︑
結
核
に
対
す
る
対
処
は
そ
れ
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
︒

で
は
︑
梶
井
は
何
を
こ
の
作
品
で
表
現
し
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
︒
表
題
の

﹁
の
ん
き
な
患
者
﹂
の
﹁
の
ん
き
﹂
と
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
︒

再
掲
で
あ
る
が
︑
こ
の
作
品
の
冒
頭
部
を
再
掲
す
れ
ば
︑

《吉
田
は
肺
が
悪
い
︒
寒
に
な
つ
て
少
し
寒
い
日
が
來
た
と
思
つ
た
ら
︑
す

ぐ
そ
の
翌
日
か
ら
高
い
熱
を
出
し
て
ひ
ど
い
咳
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
︒
⁝
⁝

﹇
略
﹈︾

と
︑
梶
井
の
初
早
期
の
︑
例
え
ば
﹁
檸
檬
﹂
の
文
章
と
殆
ん
ど
何
ら
変
わ
る
所
が

な
い
︒
す
な
わ
ち
吉
田
が
社
会
に
お
け
る
肺
結
核
患
者
の
存
在
や
そ
の
位
置
に
対

し
て
全
く
無
頓
着
で
あ
っ
た
往
時
の
梶
井
の
姿
で
あ
る
︒
い
わ
ば
往
時
の
彼
の
作

品
の
多
く
は
梶
井
基
次
郎
個
人
だ
け
の
身
辺
心
境
の
姿
で
あ
っ
た
︒
し
か
し
︑
こ

の
作
品
﹁
の
ん
き
な
患
者
﹂
に
着
手
し
た
梶
井
に
は
自
己
の
相
対
化
︑
客
観
視
の

作
業
を
経
た
の
か
︑
も
は
や
幻
視
や
錯
覚
は
な
か
っ
た
︒
作
者
と
語
り
手
と
登
場

人
物
が
一
定
の
距
離
間
を
保
っ
て
い
る
と
は
言
え
︑
存
在
す
る
の
は
主
人
公
の
眼

前
の
現
実
で
あ
り
︑
結
核
と
い
う
病
い
に
も
が
き
苦
し
ん
で
い
る
患
者
と
そ
の
家

族
・
市
井
の
人
々
の
姿
で
あ
っ
た
︒
も
が
き
苦
し
ん
で
い
る
市
井
の
人
々
の
一
人

と
し
て
吉
田
が
あ
り
︑
彼
の
母
親
を
含
む
家
族
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
︑
そ
れ
を

第
三
者
の
語
り
手
に
語
ら
せ
る
こ
と
で
作
品
が
出
来
上
が
っ
た
の
で
あ
る
︒
そ
こ

で
︑
西
鶴
の
説
話
様
式
の
手
法
を
取
り
込
ん
で
︑
あ
る
い
は
さ
ら
に
は
ド
ス
ト
エ

フ
ス
キ
ー
式
に
カ
ー
ニ
バ
ル
文
学
化
し
つ
つ
︑
市
井
の
人
々
の
様
々
な
姿
を
取
り

入
れ
て
︑
自
分
と
自
分
以
外
に
も
多
く
の
患
者
と
そ
の
家
族
が
苦
し
み
呻
い
て
い

る
こ
と
を
活
写
し
た
の
で
あ
る
︒
は
じ
め
は
﹁
の
ん
き
な
患
者
﹂
で
あ
っ
た
吉
田
︑

す
な
わ
ち
作
者
の
梶
井
が
︑
か
く
し
て
︑
本
作
品
の
エ
ピ
ロ
ー
グ
の
部
で
更
に
一

佛
教
大
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学
院
紀
要
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歩
進
ん
で
︑
数
値
を
含
む
国
家
単
位
で
の
内
容
事
項
に
い
た
る
の
で
あ
る
︒
自
分

や
自
分
の
見
聞
き
し
た
範
囲
の
人
々
の
描
写
の
み
で
は
や
は
り
充
分
に
市
井
の
患

者
を
網
羅
で
き
な
い
こ
と
は
百
も
承
知
で
は
あ
っ
た
ろ
う
け
れ
ど
︑
と
に
か
く

も
っ
と
広
い
世
間
を
︑
あ
る
い
は
人
々
の
社
会
を
作
品
の
内
部
に
取
り
入
れ
た
い

と
意
図
し
た
の
で
あ
る
と
考
え
る
の
は
う
が
ち
過
ぎ
で
は
な
い
と
考
え
る
︒

以
上
を
ま
と
め
る
と
︑
上
村
武
男
の
批
判
に
答
え
を
見
出
す
の
は
︑
そ
れ
ほ
ど

困
難
で
は
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
︒
梶
井
が
意
識
し
て
モ
ノ
ロ
ー
グ
な
私
小
説
様

式
を
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ッ
ク
な
小
説
形
式
に
改
め
る
目
的
で
︑
個
人
的
な
単
な
る
内
的

独
白
の
様
式
を
対
話
的
内
的
独
白
の
形
式
に
改
め
︑
さ
ら
に
は
カ
ー
ニ
バ
ル
小
説

へ
の
脱
却
を
図
り
︑
庶
民
社
会
で
苦
し
み
に
耐
え
て
い
る
人
び
と
に
共
感
す
る
よ

う
な
作
品
を
描
く
た
め
に
︑
具
体
的
感
覚
的
な
く
ね
く
ね
︑
ね
ち
ね
ち
と
饒
舌
体

の
文
を
こ
と
さ
ら
選
択
し
て
編
ん
だ
の
で
あ
り
︑
こ
れ
は
従
来
簡
潔
で
詩
情
豊
か

と
も
言
え
る
彼
自
身
の
持
ち
味
で
あ
る
透
明
な
文
体
を
犠
牲
に
し
た
梶
井
の
必
死

の
努
力
の
結
果
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
︒

横
光
利
一(20
)が

﹁
梶
井
氏
の
文
學
は
︑
日
本
文
學
か
ら
世
界
文
學
に
か
か
つ
て
ゐ

る
僅
か
の
橋
の
う
ち
の
そ
の
一
つ
で
︑
そ
れ
も
腐
り
落
ち
る
憂
い
の
な
い
勁
力
の

も
の
だ
と
思
ふ
︒
眞
に
逞
し
い
文
學
だ
と
思
ふ
︒﹂
と
コ
メ
ン
ト
し
た
こ
と
の
意

義
は
︑
梶
井
の
本
作
品
の
地
平
に
︑
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
と
西
鶴
と
を
結
び
付
け

て
置
い
て
考
え
る
と
︑
と
て
つ
も
な
く
大
き
い
︒

Ｇ
．

ま
と
め

梶
井
基
次
郎
の
﹁
の
ん
き
な
患
者
﹂
を
題
材
に
選
ん
で
︑
そ
の
計
量
文
体
学
的
︑

カ
ー
ニ
バ
ル
文
学
化
の
試
み
︑
西
鶴
の
説
話
様
式
の
取
り
込
み
な
ど
を
中
心
に
文

体
学
的
特
徴
に
つ
い
て
分
析
し
た
︒
そ
の
結
果
︑
次
の
よ
う
な
結
論
を
得
る
こ
と

と
な
っ
た
︒

1
．
計
量
文
体
学
的
検
索
に
は
︑
と
く
に
梶
井
の
デ
ビ
ュ
ー
作
品
で
あ
る
﹁
檸

檬
﹂
を
取
り
上
げ
て
︑
こ
れ
と
彼
の
最
後
の
作
品
で
あ
る
﹁
の
ん
き
な
患
者
﹂
と

の
差
異
を
分
析
し
た
︒
そ
し
て
︑﹁
檸
檬
﹂
で
は
用
言
・
体
言
比
の
小
さ
い
︑
即

ち
体
言
型
の
︑
そ
し
て
短
小
の
文
が
︑
直
列
的
に
並
べ
ら
れ
た
文
章
か
ら
な
っ
て

い
る
こ
と
が
分
っ
た
︒
こ
れ
に
対
し
て
︑﹁
の
ん
き
な
患
者
﹂
で
は
長
大
で
用

言
・
体
言
比
の
大
き
い
︑
即
ち
用
言
型
の
文
が
︑
か
な
り
錯
綜
し
た
様
式
を
示
し

て
い
る
長
文
型
で
あ
る
こ
と
が
分
っ
た
︒
こ
の
事
か
ら
は
︑﹁
の
ん
き
な
患
者
﹂

で
は
よ
り
感
覚
的
・
説
明
的
・
具
体
的
な
文
章
へ
と
変
貌
し
た
こ
と
が
分
る
︒

2
．
重
症
の
肺
結
核
に
悩
む
主
人
公
が
述
べ
る
内
的
独
白
文
が
テ
キ
ス
ト
中
に

多
い
の
は
作
者
梶
井
の
従
来
の
作
品
と
あ
ま
り
変
わ
り
が
な
い
よ
う
で
あ
る
︒
作

品
の
冒
頭
部
で
は
︑
こ
の
内
的
独
白
は
私
的
に
こ
も
っ
た
も
の
で
従
来
の
そ
れ
と

は
変
わ
ら
な
い
︒
し
か
し
︑
徐
々
に
対
話
的
内
的
独
白
文
に
変
わ
っ
て
く
る
傾
向

を
示
す
︒
す
な
わ
ち
︑
母
親
を
は
じ
め
周
囲
の
ひ
と
び
と
の
存
在
と
そ
の
思
考
の

在
り
よ
う
が
主
人
公
の
脳
裡
に
の
ぼ
っ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
︒
こ
の
こ
と
は
主
人

公
は
い
つ
も
︑
周
囲
の
人
々
の
こ
と
に
氣
配
り
・
目
配
り
を
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
示
す
︒
梶
井
が
こ
の
作
品
を
通
し
て
︑
自
分
一
人
の
世
界
に
こ
も
る
こ
と
は

な
く
︑
広
く
社
会
に
目
を
向
け
始
め
は
じ
め
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
事
が
で
き

る
︒
す
な
わ
ち
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
文
学
に
目
覚
め
た
と
言
え
よ
う
︒

3
．
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
文
学
の
あ
る
一
定
の
集
大
成
と
し
て
は
カ
ー
ニ
バ
ル
文
学

が
あ
る
︒
テ
キ
ス
ト
は
多
く
の
市
井
の
庶
民
を
中
心
と
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
成

り
立
っ
て
い
る
が
︑
そ
の
多
く
に
バ
フ
チ
ン
の
謂
う
カ
ー
ニ
バ
ル
文
学
へ
の
芽
生

梶
井
基
次
郎
に
お
け
る
カ
ー
ニ
バ
ル
文
学
の
芽
生
え

(北
野
元
生
)

六
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え
が
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
︒
こ
れ
は
彼
が
ま
だ
小
説
を
書
き
始
め
た
か

ど
う
か
の
頃
か
ら
︑
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
を
は
じ
め
欧
米
の
小
説
作
品
を
読
み
ふ

け
っ
て
い
た
こ
と
の
影
響
が
大
き
い
︒
本
作
品
中
の
一
部
は
カ
ー
ニ
バ
ル
化
に
確

か
に
成
功
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
も
の
の
︑
全
体
と
し
て
は
芽
生
え
の
状
況
で

あ
る
と
い
え
る
︒
こ
の
彼
の
試
み
は
そ
の
後
も
継
続
す
る
筈
で
あ
っ
た
に
違
い
な

い
︒
し
か
し
肺
結
核
は
彼
の
こ
の
世
で
の
在
籍
を
も
は
や
許
さ
な
か
っ
た
の
で
あ

る
︒4

．
梶
井
が
西
鶴
文
学
に
目
覚
め
た
の
は
︑
こ
の
作
品
の
制
作
に
着
手
す
る
か

ど
う
か
の
時
期
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
︒
実
際
︑
西
鶴
文
学
か
ら
多
大
の
影
響
を

受
け
て
い
た
こ
と
は
彼
の
書
簡
な
ど
か
ら
垣
間
見
ら
れ
る
︒
本
作
品
で
は
中
下
層

の
庶
民
の
肺
結
核
患
者
に
つ
い
て
の
多
く
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
並
べ
て
い
る
の
で
あ

る
が
︑
西
鶴
の
﹁
諸
国
ば
な
し
﹂
な
ど
︑
説
話
物
語
の
影
響
を
無
視
す
る
こ
と
は

出
来
な
い
で
あ
ろ
う

(本
稿
で
は
西
鶴
文
学
に
つ
い
て
の
詳
細
な
論
評
は
避
け
︑

他
に
譲
っ
た
)︒

5
．
表
題
の
﹁
の
ん
き
な
患
者
﹂
の
﹁
の﹅

ん﹅

き﹅

﹂
と
は
︑
こ
れ
ま
で
梶
井
自
身

が
個
人
に
こ
も
っ
た
身
辺
心
境
私
小
説
と
も
言
う
べ
き
作
品
を
好
ん
で
描
い
て
い

た
こ
と
と
無
縁
で
は
な
い
︒
周
囲
の
社
会
の
状
況
を
広
く
見
渡
せ
ば
︑
結
核
と
言

う
病
気
で
苦
し
ん
で
い
る
人
々
の
多
さ
と
︑
梶
井
自
身
も
そ
の
一
員
で
あ
る
こ
と

を
発
見
し
た
驚
き
を
込
め
て
︑
こ
れ
ま
で
の
自
分
の
の﹅

ん﹅

き﹅

さ﹅

加﹅

減﹅

を
自
嘲
し
︑

反
省
の
故
に
自
戒
を
込
め
て
こ
の
題
名
を
付
け
た
の
で
あ
る
と
考
え
た
い
︒

〔
注
︺

(1
)
梶
井
基
次
郎
﹁
の
ん
き
な
患
者
﹂︑﹃
中
央
公
論
﹄
一
九
三
二
年
一
月
号

(初
出
)︒

三
好
達
治
編
集
﹃
城
の
あ
る
町
に
て
﹄︿
創
元
選
書
33
︑
創
元
社
︑
一
九
三
九
年

十
一
月
)
に
初
収
︒

(2
)
梶
井
基
次
郎
﹁
檸
檬
﹂︑﹃
青
空
﹄
創
刊
号
︑
一
九
二
五
年
一
月

(初
出
)︒
梶
井

基
次
郎
﹃
檸
檬
﹄
(創
作
集
︑
武
蔵
野
書
院
︑
一
九
三
一
年
五
月
)
に
初
収
︒

(3
)
本
文
中
引
用
し
た
梶
井
の
書
簡
文
に
つ
い
て
は
︑
梶
井
基
次
郎
﹃
梶
井
基
次
郎
全

集
﹄
別
巻

(筑
摩
書
房
︑
二
〇
〇
〇
年
九
月
)
か
ら
の
引
用
で
あ
る
︒

(4
)
福
田
真
人
﹃
結
核
の
文
化
史

︱
︱
近
代
日
本
に
お
け
る
病
の
イ
メ
ー
ジ
﹄︑
名

古
屋
大
学
出
版
会
︑
一
九
九
五
年
二
月
︒

(5
)
梶
井
の
評
伝
に
つ
い
て
は
︑
と
く
に
大
谷
晃
一
﹃
評
伝
梶
井
基
次
郎
﹄
(河
出
書

房
新
社
︑
一
九
八
九
年
四
月
)︑
お
よ
び
鈴
木
貞
美
の
書

(注
(7
)
)
を
参
考
に

し
た
︒

(6
)
相
馬
康
郎
﹁
解
説
・
梶
井
基
次
郎

︱
︱
人
と
作
品
﹂︑﹃
檸
檬
﹄
(角
川
文
庫
版
)︑

角
川
書
店
︑
一
九
六
九
年
十
一
月
︒

(7
)
鈴
木
貞
美
﹃
梶
井
基
次
郎
表
現
す
る
魂
﹄︑﹂
新
潮
社
︑
一
九
九
六
年
三
月
︒

(8
)
伊
藤
央
郎
﹁
梶
井
基
次
郎
﹃
の
ん
き
な
患
者
﹄﹂︑﹃
日
本
文
學
誌
要
﹄
五
十
八
︑

一
九
九
八
年
七
月
︒

(9
)
高
木
利
夫
﹁
梶
井
基
次
郎
の
二
重
性
﹂︑﹃
法
政
大
学
教
養
部
紀
要
﹄
三
十
七
︑
一

九
八
一
年
二
月
︒

(10
)
河
原
敬
子
﹁
梶
井
基
次
郎
﹁
の
ん
き
な
患
者
﹂
︱
︱
リ
ア
リ
ズ
ム
文
学
へ
の
新

た
な
志
向
﹂︑﹃
人
間
文
化
研
究
科
年
報
﹄
二
十
六
︑
二
〇
一
一
年
三
月
︒

(11
)
谷
彰
﹁
梶
井
基
次
郎
﹃
の
ん
き
な
患
者
﹄
論

︱
︱
身
体
と
他
者
を
め
ぐ
る
物
語

︱
︱
﹂︑﹃
国
文
学
攷
﹄
一
二
四
︑
一
九
八
九
年
十
二
月
︒

(12
)
上
村
武
男
﹃
梶
井
基
次
郎

︱
︱
落
日
の
比
喩
﹄
(大
阪
文
学
叢
書
1
)︑
編
集
工

房
ノ
ア
︑
一
九
八
八
年
一
月
︒

(13
)
本
稿
で
は
︑
波
多
野
完
治
が
開
発
し
た
︑
文
章
心
理
学
的
分
析
法

(比
較
計
量
文

体
学
的
分
析
法
)
の
方
法
に
︑
統
計
処
理
に
応
用
さ
れ
る
数
学
的
処
理
を
追
加
し

て
用
い
て
い
る
︒
分
析
方
法
は
波
多
野
の
他
に
も
い
く
つ
か
開
発
さ
れ
て
い
る
︒

そ
れ
ぞ
れ
に
一
長
一
短
が
あ
る
︒
し
か
し
︑
波
多
野
の
方
法
は
比
較
的
簡
便
で
直

截
で
あ
る
︒
そ
の
分
︑
数
値
の
取
り
扱
い
に
関
し
て
は
正
確
性
に
富
ん
で
い
る
と

言
え
る
︒
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
︒
波
多
野
完
治
﹃
文
章
心
理
学
入
門
﹄
(小
学

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇

第
四
十
七
号

(二
〇
一
九
年
三
月
)

六
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館
︑
一
九
八
八
年
十
二
月
)︑
お
よ
び
︑
仝
・﹃
波
多
野
完
治
全
集

(第
一
巻
﹁
文

章
心
理
学
﹂﹄︑
小
学
館
︑
一
九
九
〇
年
七
月
)︒

(14
)
岡
本
恵
徳
﹁﹃
の
ん
き
な
患
者
﹄
論
﹂︑﹃
琉
球
大
学
文
理
学
部
紀
要
﹄
十
一
︑
一

九
六
七
年
三
月
︒

(15
)﹁
ヒ
ル
カ
ニ
ヤ
の
虎
﹂
に
つ
い
て
は
︑
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア

(
h
ttp
s
:
/
/
ja
.w
ik
ip
e
-

d
ia
.o
rg
/
w
ik
i/カ
ス
ピ
ト
ラ
)
に
も
そ
の
説
明
が
詳
し
い
︒
こ
れ
は
一
九
七
〇
年

代
に
絶
滅
し
た
ト
ラ
の
亜
腫
で
あ
る
カ
ス
ピ
ト
ラ
の
別
称
で
あ
る
︒
こ
れ
に
つ
い

て
は
︑
多
く
の
﹃
動
物
図
鑑
﹄
や
﹃
絶
滅
動
物
図
鑑
﹄
な
ど
で
も
調
べ
る
こ
と
が

で
き
る
︒

(16
)
ミ
ハ
イ
ル
・
バ
フ
チ
ン
著
︑
望
月
哲
男
・
鈴
木
淳
一
訳
﹃
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の

詩
学
﹄︑
ち
く
ま
学
芸
文
庫
︑
一
九
九
五
年
三
月
︑
(原
著
は
︑М
.
М
.Б

а
х
т
и
н
,

П
р
о
б
л
е
м
ы

п
о
е
т
и
к
и
Д
о
ст
о
е
в
ск

о
го
,
И
эд

.

2
-е.

М
о
ск

в
а
,

1
9
6
3﹀︒

(17
)
サ
マ
セ
ッ
ト
・
モ
ー
ム
著
︑
西
川
正
身
訳
﹃
世
界
の
十
大
小
説
﹄
(下
)︑
岩
波
文

庫
︑
一
九
九
一
年
十
月
︒
(原
著
は

W
.
S
o
m
e
rse
t
M
a
u
g
h
e
m
.
T̒
en
N
o
v
els

a
n
d
T
h
eir
A
u
th
o
rs,
1
9
4
5
ʼ
T
h
e
R
o
y
a
l
L
ie
te
ra
cy
F
u
n
d
c/
o
A
.P
.
W
a
tt

L
im
ite
d
,
L
o
n
d
o
n
,
1
9
4
5
)︒

(18
)
井
原
西
鶴
論
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
考
に
し
た
︒
織
田
作
之
助
﹁
西
鶴
新
論
﹂

(修
文
館
︑
一
九
四
二
年
七
月
)︑
水
田
潤
﹃
西
鶴
論
序
説
﹄
(桜
楓
社
︑
一
九
七

三
年
五
月
)︑
有
働
裕
﹁﹃
西
鶴
諸
国
ば
な
し
﹄
論
序
説
﹂
(﹃
愛
知
教
育
大
学
研
究

報
告
﹄
四
十
五
︑
一
九
九
六
年
三
月
)︑
森
山
重
雄
﹁
咄
の
伝
統
と
西
鶴
﹂
(﹃
封

建
庶
民
文
学
の
研
究
﹄︑
三
一
書
房
︑
一
九
六
〇
年
)︑
な
ど
︒

(19
)
わ
が
国
の
風
土
と
し
て
は
︑
も
と
も
と
屍
体
損
壊
や
食
人
肉
に
対
し
て
は
タ
ブ
ー

視
す
る
傾
向
が
強
か
っ
た
が
︑
医
療
目
的
の
人
肉
食
の
風
習
は
古
来
か
ら
日
本
の

各
地
で
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
︒
と
く
に
結
核
︑
癩
︑
梅
毒
や
精
神
・
神
経

疾
患
な
ど
に
対
す
る
特
効
薬
の
な
か
っ
た
時
代
に
は
︑
人
肉
を
得
る
た
め
に
墓
を

暴
い
て
屍
体
を
取
り
出
す
事
例
や
極
端
な
場
合
は
殺
人
に
及
ぶ
こ
と
が
あ
っ
た
︒

梶
井
の
存
命
時
の
一
九
二
九
年
十
一
月
の
新
聞
記
事
に
︑
共
同
墓
地
を
発
掘
し
︑

屍
体
か
ら
脳
や
骨
を
抜
き
取
っ
て
黒
焼
き
に
し
て
︑
肺
病
そ
の
他
難
病
の
良
薬
・

特
効
薬
と
称
し
て
︑
近
隣
の
主
婦
ら
に
二
十
円
か
ら
三
十
円
で
売
り
さ
ば
い
て
い

た
男
が
逮
捕
さ
れ
た
と
の
記
事
が
出
た
︒
詳
し
く
は
︑
吉
岡
郁
夫
の
論
︑﹁
医
療

と
し
て
の
食
人
﹂
(﹃
比
較
民
俗
研
究

︱
︱
日
本
と
中
国
の
比
較
︱
︱
﹄
五
︑
一

九
九
二
年
三
月
)
に
そ
の
記
載
が
あ
る
︒
筆
者
は
こ
の
新
聞
記
事
に
つ
い
て
は
未

確
認
で
あ
る
が
︑
梶
井
が
直
接
こ
の
記
事
を
読
ん
で
︑﹁
の
ん
き
な
患
者
﹂
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
に
利
用
し
た
可
能
性
は
高
い
と
考
え
て
い
る
︒

(20
)
横
光
利
一
の
﹁
梶
井
氏
の
作
品
﹂
と
題
す
る
小
文
が
﹃
梶
井
基
次
郎
全
集
﹄
別
巻

(注
(3
)
と
同
じ
)
の
三
四
三
頁
に
記
さ
れ
て
い
る
︒
こ
の
小
文
は
︑
他
に
﹃
横

光
利
一
全
集
﹄
(河
出
書
房
新
社
︑
一
九
八
一
年
六
月
)
に
も
︑
記
録
さ
れ
て
い

る
︒

(き
た
の

も
と
お

文
学
研
究
科
日
本
文
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
満
期
退
学
)

(指
導
教
員
：
三
谷

憲
正

教
授
)

二
〇
一
八
年
十
月
三
日
受
理

梶
井
基
次
郎
に
お
け
る
カ
ー
ニ
バ
ル
文
学
の
芽
生
え

(北
野
元
生
)

六
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論

文

弓
削
皇
子
と
額
田
王
の
贈
答
歌
に
つ
い
て

︱
︱
詠
ま
れ
て
い
る
物
か
ら
︱
︱

武

田

春

子

〔
抄

録
〕

弓
削
皇
子
と
額
田
王
の
贈
答
歌
に
つ
い
て
で
あ
る
が
︑
詠
ま
れ
て
い
る
物

か
ら
贈
答
歌
の
詠
ま
れ
た
時
期
を
推
測
す
る
︑
あ
る
い
は
現
体
制
に
不
満
を

持
つ
弓
削
皇
子
が
昔
を
懐
か
し
む
気
持
を
詠
ん
だ
歌
を
額
田
王
に
送
り
︑
そ

れ
を
読
み
取
っ
た
額
田
王
が
弓
削
皇
子
に
答
え
た
と
い
う
解
釈
が
さ
れ
︑
そ

こ
に
短
命
で
薨
去
し
た
弓
削
皇
子
の
人
生
を
重
ね
た
上
で
︑
弓
削
皇
子
の
歌

に
﹁
切
な
さ
﹂・﹁
儚
さ
﹂・﹁
無
常
観
﹂
と
い
う
特
徴
付
け
が
従
来
さ
れ
て
い

る
が
︑
そ
れ
は
﹁
ほ
と
と
ぎ
す
﹂
を
中
心
に
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
論

じ
ら
れ
て
い
る
の
で
︑
当
該
論
文
に
お
い
て
は
﹁
ほ
と
と
ぎ
す
﹂
を
中
心
に

そ
れ
以
外
の
読
ま
れ
て
い
る
物
に
も
着
目
し
て
考
慮
し
て
み
た
い
の
で
あ
る
︒

キ
ー
ワ
ー
ド

ほ
と
と
ぎ
す
︑
弓
絃
葉
︑
禅
譲
︑
松
︑
相
聞

序

吉
野
の
宮
に
幸
し
た
ま
ひ
し
時
に
︑
弓
削
皇
子
の
︑
額
田
王
に
贈
り
与
へ
し

歌
一
首

古
に
恋
ふ
る
鳥
か
も
ゆ
ず
る
は
の
御
井
の
上
よ
り
鳴
き
渡
り
行
く

(巻
二
・
一
一
一
)

額
田
王
の
和
し
奉
り
し
歌
一
首

倭
の
京
よ
り
進
り
入
れ
た
り

古
に
恋
ふ
ら
む
鳥
は
ほ
と
と
ぎ
す
け
だ
し
や
鳴
き
し
我
が
思
へ
る
ご
と

(巻
二
・
一
一
二
)

吉
野
よ
り
蘿
生
ひ
た
る
松
の
柯
を
折
り
取
り
て
遣
は
し
し
時
に
︑
額
田
王
の

奉
り
入
れ
し
歌
一
首

み
吉
野
の
玉
松
が
枝
は
愛
し
き
か
も
君
が
み
言
を
持
ち
て
通
は
く

(巻
二
・
一
一
三
)

こ
の
贈
答
歌
は
︑﹃
万
葉
集
﹄
巻
二
の
持
統
天
皇
の
時
代
に
詠
ま
れ
て
い
る
の

で
あ
る
が
︑
先
行
研
究
に
お
い
て
は
当
時
の
持
統
天
皇
の
治
世
︑
特
に
皇
位
継
承
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の
情
勢
を
踏
ま
え
て
﹁
天
武
天
皇
の
治
世
を
懐
か
し
む
﹂
と
い
う
思
い
を
共
有
し

た
贈
答
歌
で
あ
る
と
し
て
︑
そ
こ
か
ら
弓
削
皇
子
の
歌
と
生
涯
を
関
連
さ
せ
る
と

い
う
論(1
)が

発
表
さ
れ
て
以
降
様
々
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
︑
近
年

は
そ
の
様
な
意
味
で
詠
ま
れ
た
の
で
あ
れ
ば
︑
捉
え
様
に
よ
っ
て
は
天
武
天
皇
を

貶
め
る
部
分
も
見
受
け
ら
れ
る
点
も
含
ま
れ
る
為
に
︑
弓
削
皇
子
と
額
田
王
双
方

の
知
識
を
元
と
し
た
謎
掛
け
あ
る
い
は
言
語
遊
戯
と
い
う
論(2
)も

発
表
さ
れ
て
い
る
︒

そ
の
根
底
に
あ
る
物
と
し
て
先
行
研
究
で
一
番
着
目
さ
れ
て
い
る
の
が
︑
弓
削

皇
子
が
詠
ん
だ
歌
に
あ
る
﹁
鳥
﹂
で
あ
り
︑
額
田
王
が
詠
ん
だ
歌
に
あ
る
﹁
ほ
と

と
ぎ
す
﹂
な
の
で
あ
る
が
︑
逆
に
言
え
ば
﹁
ほ
と
と
ぎ
す
﹂
以
外
の
物
は
あ
ま
り

着
目
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

こ
の
点
を
踏
ま
え
た
上
で
︑
弓
削
皇
子
と
額
田
王
の
贈
答
歌
に
お
い
て
詠
ま
れ

て
い
る
物
に
着
目
し
考
察
し
て
い
き
た
い
︒

第
一
章

歌
が
詠
ま
れ
た
時
期
に
つ
い
て

題
詞
か
ら
順
を
追
う
と
︑
持
統
天
皇
が
吉
野
宮
に
行
幸
し
た
際
に
弓
削
皇
子
が

供
奉
し
て
お
り
︑
額
田
王
は
供
奉
せ
ず
倭
の
京
に
留
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
い
え
る

の
で
あ
る
︒
こ
の
﹁
倭
の
京
﹂
に
つ
い
て
で
あ
る
が
︑
飛
鳥
浄
御
原
宮
あ
る
い
は

藤
原
宮
か
は
歌
の
詠
ま
れ
た
時
期
に
よ
っ
て
変
化
す
る
こ
と
に
な
る
︒
ま
た
︑
吉

野
宮
に
滞
在
し
て
い
る
弓
削
皇
子
と
額
田
王
が
一
連
の
や
り
取
り
を
行
う
為
に
は

そ
れ
が
飛
鳥
浄
御
原
宮
あ
る
い
は
藤
原
宮
の
ど
ち
ら
で
あ
っ
て
も
全
て
可
能
で
あ

る
日
数
が
必
要
に
な
る
︒
な
お
︑
持
統
天
皇
が
在
位
中
に
吉
野
に
行
幸
し
た
回
数

は
合
計
三
十
一
回
に
も
上
る
が
︑
そ
の
中
か
ら
滞
在
し
て
い
た
日
数
並
び
に
贈
答

歌
中
に
お
い
て
詠
ま
れ
て
い
る
物
か
ら
見
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
︒

ま
ず
︑
滞
在
し
て
い
た
日
数
に
つ
い
て
で
あ
る
が
︑
こ
れ
に
は
下
記
の
条
件
を

満
た
す
必
要
が
あ
る
の
で
挙
げ
て
み
た
い
︒

①
弓
削
皇
子
か
ら
額
田
王
へ
の
贈
答
歌

②
額
田
王
の
弓
削
皇
子
へ
の
応
答
歌

③
弓
削
皇
子
か
ら
額
田
王
へ
蘿
が
生
え
た
松
の
枝
を
贈
る

④
額
田
王
の
弓
削
皇
子
へ
の
応
答
歌

以
上
の
条
件
を
満
た
す
に
は
︑
吉
野
宮
か
ら
倭
の
京
を
二
往
復
す
る
日
数
が
最

低
で
も
必
要
と
な
る
︒
こ
れ
に
加
え
て
︑
弓
削
皇
子
の
歌
に
﹁
ゆ
ず
る
は
﹂
が
額

田
王
の
歌
に
﹁
ほ
と
と
ぎ
す
﹂
が
︑
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ

る
︒こ

れ
ら
の
点
を
考
慮
す
る
と
︑
ほ
と
と
ぎ
す
が
鳴
く
の
は
初
夏
で
あ
る
こ
と
か

ら
︑
初
夏
の
頃
に
贈
答
歌
が
詠
ま
れ
た
と
す
る
先
行
研
究
は
多
い
の
で
あ
る
が(3
)ゆ

ず
る
は

(以
下
﹃
万
葉
集
﹄
原
文
に
則
し
弓
絃
葉
と
記
す
)
に
つ
い
て
は
︑
時
期

に
つ
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
先
行
研
究
は
無
い
が
︑
そ
の
特
徴
に
よ
る
と
春

に
花
が
咲
き
初
夏
に
新
旧
の
葉
が
入
れ
替
わ
る
こ
と
か
ら(4
)考

慮
す
る
と
︑
初
夏
の

吉
野
に
お
い
て
弓
絃
葉
の
状
態
に
つ
い
て
着
目
す
る
機
会
は
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
こ
う
い
っ
た
点
か
ら
︑
歌
が
詠
ま
れ
た
時
期
は
初
夏
と

確
定
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
い
え
る
の
で
あ
る
︒﹃
日
本
書
紀
﹄
に
お
い
て
夏

期
は
四
月
か
ら
六
月
ま
で
で
あ
る
為
︑
贈
答
歌
が
詠
ま
れ
た
の
は
何
時
か
と
い
う

候
補
を
﹃
日
本
書
紀
﹄
か
ら
挙
げ
て
み
た
い
︒
な
お
︑
持
統
朝
夏
期
に
お
け
る
吉

野
宮
へ
の
行
幸
で
あ
る
が
︑
合
計
三
十
一
回
の
行
幸
の
内
︑
九
回
が
該
当
す
る
の

弓
削
皇
子
と
額
田
王
の
贈
答
歌
に
つ
い
て

(武
田
春
子
)
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で
挙
げ
て
み
た
い
︒

①
持
統
四
年
五
月
三
日
～
帰
京
日
不
明

②
持
統
五
年
四
月
十
六
日
～
二
十
二
日

③
持
統
六
年
五
月
十
二
日
～
十
六
日

④
持
統
七
年
五
月
一
日
～
七
日

⑤
持
統
八
年
四
月
七
日
～
帰
京
日
不
明

⑥
持
統
九
年
六
月
十
八
日
～
二
十
六
日

⑦
持
統
十
年
四
月
二
十
八
日
～
五
月
四
日

⑧
持
統
十
年
六
月
十
八
日
～
二
十
六
日

⑨
持
統
十
一
年
四
月
七
日
～
十
四
日

持
統
朝
は
︑﹃
日
本
書
紀
﹄
並
び
に
﹃
続
日
本
紀
﹄
に
よ
る
と
持
統
十
一
年
七

月
末
日
ま
で
の
為
︑
こ
の
九
回
の
間
に
贈
答
歌
が
詠
ま
れ
た
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ

う
︒
先
行
研
究
等
に
よ
る
と
︑
契
沖
の
﹃
萬
葉
代
匠
記
﹄・
山
田
孝
雄
の
﹃
万
葉

集
講
義
﹄︑
ま
た
︑﹃
万
葉
集
講
義
﹄
を
引
用
し
た
も
の
と
し
て
は
﹃
新
日
本
古
典

文
学
大
系

萬
葉
集
一(5
)﹄・﹃

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

萬
葉
集
①(6
)﹄

が
︑
①
・

②
の
行
幸
時
︑
身
崎
壽
氏
が
④
の
行
幸
時(7
)︑

伊
藤
博
氏
の
﹃
萬
葉
集
釋
注
﹄
等(8
)が

仮
定
で
は
あ
る
が
④
の
行
幸
時
︑
川
上
富
吉
氏(9
)・

木
村
千
恵
子
氏(10
)が

⑨
の
行
幸
時

と
の
説
を
挙
げ
て
い
る
︒
ど
の
説
に
お
い
て
も
︑
時
期
・
日
程
共
に
納
得
出
来
る

の
で
あ
る
が
︑
弓
削
皇
子
と
額
田
王
双
方
の
﹁
社
会
的
立
場
﹂
も
含
め
て
考
慮
す

る
と
︑
個
人
的
に
は
④
～
⑨
は
該
当
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で

あ
る
︒
で
は
﹁
社
会
的
立
場
﹂
と
は
何
で
あ
る
か
と
い
う
と
︑﹃
日
本
書
紀
﹄
及

び
﹃
懐
風
藻
﹄
の
記
述
を
挙
げ
て
み
た
い
︒

『日
本
書
紀
﹄
及
び
﹃
懐
風
藻
﹄
の
記
述

『日
本
書
紀
﹄

巻
第
三
十

高
天
原
広
野
姫
天
皇

持
統
天
皇

七
年
春
正
月
辛
卯
朔
壬
辰
︑
以
浄
広
壱
皇
子
髙
市
︑
浄
広
弐
授
皇
子
長
与
皇

子
弓
削
︒

九
年
春
正
月
庚
辰
朔
甲
甲
︑
以
浄
広
弐
授
皇
子
舎
人
︒

『懐
風
藻
﹄

葛
野
王
︒
二
首
︒

(前
略
)
王
子
進
奏
曰
︒
我
国
家
為
法
也
︒
神
代
以
来
︒
子
孫
相
承
以
襲
天

位
︒
若
兄
弟
相
及
則
乱
従
此
興
︒
仰
論
天
心
︒
誰
能
敢
測
︒
然
嗣
自
然
定
矣
︒

此
外
誰
敢
間
然
乎
︒
弓
削
皇
子
在
座
︒
欲
有
言
︒
王
子
叱
之
︒
乃
止
︒
(後

略
)

ま
ず
﹃
日
本
書
紀
﹄
の
記
述
に
よ
る
と
︑
持
統
七
年
正
月
に
実
兄
で
あ
る
長
皇

子
と
共
に
浄
広
弐
の
叙
位
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
自
身
の
将
来
に
お
い
て
仮

に
多
少
の
不
安
感
等
を
抱
い
て
い
た
と
し
て
も
︑
現
実
に
は
叙
位
を
さ
れ
て
い
る

為
︑
弓
削
皇
子
が
詠
ん
だ
歌
の
特
徴
と
同
一
視
さ
れ
が
ち
で
あ
る
人
生
の
﹁
切
な

さ
﹂﹁
儚
さ
﹂・﹁
無
常
観
﹂
と
い
っ
た
観
念
を
こ
の
時
点
に
お
い
て
は
持
ち
得
な

い
で
あ
ろ
う
と
想
定
出
来
る
か
ら
で
あ
る
︒
ま
た
︑
持
統
七
年
正
月
以
降
︑
時
期

に
差
異
は
あ
る
が
天
武
天
皇
出
生
の
髙
市
皇
子
・
舎
人
皇
子
も
︑
叙
位
を
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
現
実
に
は
自
身
の
将
来
に
︑
一
切
希
望
が
持
て
な
い
と
い
う
様
な
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こ
と
は
無
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
︑
そ
の
様
な
状
況
下
で
は
﹁
古
に
恋
ふ
る

鳥
か
も
﹂
と
は
詠
ま
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
む
し
ろ
︑
希
望
が
持
て
な
い

と
想
定
し
た
の
で
あ
れ
ば
﹃
日
本
書
紀
﹄
及
び
﹃
懐
風
藻
﹄
の
記
述
に
よ
る
と
︑

持
統
十
年
七
月
十
日
に
太
政
大
臣
で
あ
る
高
市
皇
子
が
薨
去
し
︑
そ
の
後
皇
太
子

を
決
定
す
る
為
の
会
議
で
額
田
王
の
孫
の
葛
野
王
が
﹁
天
皇
位
は
子
孫
直
系
で
あ

り
︑
兄
弟
間
だ
と
争
い
が
起
こ
る
﹂
と
意
見
を
し
︑
そ
れ
に
唯
一
人
反
論
し
よ
う

と
し
た
の
が
弓
削
皇
子
な
の
で
あ
る
が
︑
そ
れ
は
葛
野
王
に
妨
げ
ら
れ
て
失
敗
し

そ
の
結
果
と
し
て
︑
軽
皇
子

(持
統
天
皇
の
孫
)
が
皇
太
子
に
決
定
し
︑
葛
野
王

は
持
統
天
皇
に
抜
擢
さ
れ
た
こ
と
が
︑﹁
社
会
的
立
場
﹂
に
該
当
す
る
と
い
え
る

の
で
あ
る
︒

以
上
の
﹁
社
会
的
立
場
﹂
を
考
慮
す
る
と
︑
弓
削
皇
子
と
兄
の
長
皇
子
が
持
統

七
年
正
月
に
叙
位
を
さ
れ
て
お
り
︑
そ
の
後
も
異
母
兄
弟
の
舎
人
皇
子
の
叙
位
と

い
う
社
会
的
地
位
が
得
ら
れ
た
こ
と
並
び
に
︑
高
市
皇
子
が
薨
去
し
た
持
統
十
年

七
月
十
日
以
降
に
︑
皇
太
子
決
定
の
座
に
お
い
て
対
立
状
態
と
な
っ
た
葛
野
王
の

祖
母
で
あ
る
額
田
王
に
﹁
古
に
恋
ふ
る
鳥
か
も
﹂
と
い
う
感
情
の
共
有
を
求
め
る

歌
を
詠
む
こ
と
も
︑
ま
た
額
田
王
も
弓
削
皇
子
の
感
情
を
理
解
し
﹁
我
が
お
も
へ

る
ご
と
﹂
と
詠
ん
で
返
答
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
よ
っ

て
︑
④
～
⑨
の
間
に
贈
答
歌
は
詠
ま
れ
る
こ
と
は
な
い
と
本
稿
に
お
い
て
は
考
慮

し
た
い
の
で
あ
る
︒
ま
た
︑
①
に
つ
い
て
も
︑
滞
在
日
数
が
不
明
な
為
︑
吉
野
宮

か
ら
倭
の
京
を
二
往
復
す
る
日
数
が
計
算
不
可
で
あ
る
こ
と
か
ら
除
外
す
る
こ
と

と
し
た
い
︒
従
っ
て
︑
②
・
③
の
時
期
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
と
考
慮
出
来
る
の
で

あ
る
が
︑
そ
う
な
る
と
﹃
日
本
書
紀
﹄
の
記
載
に
も
あ
る
様
に
﹁
倭
の
京
﹂
は
飛

鳥
浄
御
原
宮
を
指
す
こ
と
に
な
り(11
)︑

そ
こ
か
ら
吉
野
宮
ま
で
二
往
復
す
る
と
な
る

と
︑
③
で
は
合
計
四
日
の
滞
在
で
あ
る
為
︑
日
程
上
可
能
で
は
あ
る
が
︑
や
や
厳

し
い
と
も
い
え
る
の
で
本
稿
に
お
い
て
は
②
を
消
極
的
で
は
あ
る
が
︑
贈
答
歌
が

詠
ま
れ
た
時
期
と
し
た
い
の
で
あ
る
︒

第
二
章

詠
ま
れ
て
い
る
物
に
つ
い
て

1
．

望
帝
の
故
事
に
つ
い
て

︱
︱

ほ
と
と
ぎ
す

︱
︱

先
行
研
究
に
よ
る
と
︑
当
初
か
ら(12
)弓

削
皇
子
が
詠
ん
だ
鳥
と
は
蜀
の
望
帝
の
故

事
を
踏
ま
え
た
鳥
で
あ
り
︑
そ
れ
を
理
解
し
た
額
田
王
は
鳥
と
は
ほ
と
と
ぎ
す
だ

と
歌
に
詠
ん
だ
の
で
あ
る
が
︑
蜀
の
望
帝
の
故
事
に
つ
い
て
調
査
し
た
所
︑
六
例

が
確
認
さ
れ
た
の
で
挙
げ
て
み
た
い
︒

①
﹃
蜀
王
本
紀
﹄

望
帝
積
百
余
歳
︒
荊
有
一
人
名
鼈
霊
︒
其
尸
亡
去
︒
荊
人
求
之
不
得
︒
鼈
霊

尸
随
江
水
上
至
郫
︑
遂
活
︒
与
望
帝
相
見
︑
望
帝
以
鼈
霊
為
相
︒
時
玉
山
出

水
︑
若
堯
之
洪
水
︒
望
帝
不
能
治
︑
使
鼈
霊
決
玉
山
︑
民
得
安
処
︒
鼈
霊
治

水
去
後
︑
望
帝
与
其
妻
通
︒
慚
媿
︑
自
以
徳
薄
不
如
鼈
霊
︑
乃
委
国
授
之
而

去
︑
如
堯
之
禅
舜
︒
鼈
霊
即
位
︑
号
曰
開
明
帝
︒
帝
生
慮
保
︑
亦
号
開
明
︒

望
帝
去
時
︑
子
宏
鳴
︒
故
蜀
人
悲
子
宏
鳴
而
思
望
帝
︒
望
帝
杜
宇
也
︒
従
天

堕
︒

(紀
元
前
～
一
世
紀
)

②
﹃
蜀
史

(抄
)﹄
後
有
王
曰
杜
宇
︒
敎
民
務
農
︑
一
號
杜
主
︒
時
朱
提
有
梁
氏

女
利
︑
遊
江
原
︒
宇
悅
之
納
以
爲
妃
︒
移
治
郫
邑
︑
或
治
瞿
上
︒
七
國
稱
王
︑

杜
宇
稱
帝
︑
號
曰
望
帝
︑
更
名
蒲
卑
︒
自
以
功
德
高
諸
王
︒
乃
以
褒
斜
爲
前

門
︑
熊
耳
靈
關
爲
後
戸
︑
玉
壘
蛾
眉
爲
城
郭
︑
江
濳
綿
洛
爲
池
澤
︑
以
汶
山

弓
削
皇
子
と
額
田
王
の
贈
答
歌
に
つ
い
て

(武
田
春
子
)

六
六



爲
牧
畜
︑
南
中
爲
園
苑
︒
會
有
水
災
︑
其
相
開
明
︑
決
玉
壘
山
以
除
水
害
︒

帝


委
以
政
事
︑
法
堯
舜
禪
授
之
義
︑


禪
位
於
開
明
︑
帝
升
西
山
隱
焉
︒

時
適
二
月
︑
子
鵑
鳥
鳴
︒
故
蜀
人
悲
子
鵑
鳥
鳴
也
︒
巴
亦
化
其
敎
而
力
農
務
︒

迄
今
巴
蜀
民
︑
農
時
先
祀
杜
主
君
︒
開
明
位
號
曰
叢
帝
︒
(後
略
)

(四
世
紀
)

③
﹃
後
漢
書
張
衡
列
傅
第
四
十
九
﹄

(前
略
)
鼈
令
殪
而
尸
亡
兮
︑
取
蜀
禪
而
引
世
︒
(後
略
)

(四
世
紀
末
～
五
世
紀
)

④
﹃
後
漢
書
張
衡
列
傅
第
四
十
九
・
李
賢
注
﹄

鼈
令
︑
蜀
王
名
也
︒
令
音
靈
︒
殪
︑
死
也
︒
禪
︑
傅
位
也
︒
引
︑
長
也
︒
楊

雄
蜀
王
本
紀
曰
︑
荊
人
鼈
令
死
︒
其
尸
流
亡
︑
随
江
水
上
至
成
都
︑
見
蜀
王

杜
宇
︒
杜
宇
立
以
爲
相
︒
杜
宇
號
望
帝
︑
自
以
德
不
如
鼈
令
︑
以
其
國
禪
之
︑

號
開
明
帝
︒
下
至
五
代
︑
有
開
明
尙
︒
始
去
帝
號
︑
復
稱
王
也
︒

(四
世
紀
末
～
五
世
紀
)

⑤
﹃
蜀
都
賦
﹄

(前
略
)
鳥
生
杜
宇
之
魄
︑
(後
略
)

(六
世
紀
)

⑥
﹃
蜀
都
賦
・
注
釈
﹄

○
杜
宇

劉
注
所
引
の
﹃
蜀
記
﹄
に
﹁
昔
人
有
り
︒
姓
は
杜
︑
名
は
宇
︒
蜀

号
し
て
望
帝
と
曰
ふ
︒
宇
死
す
︒
俗
説
に
云
ふ
︑
宇
化
し
て
子
規
と
為
る
︒

子
規

(ほ
と
と
ぎ
す
)
は
鳥
の
名
な
り
︒
蜀
の
人
子
規
の
鳴
く
を
聞
く
に
︑

皆
望
帝
と
曰
ふ
な
り
︒﹂
と
あ
る
︒﹃
蜀
記
﹄
は
後
漢
の
李
膺

(り
よ
う
)
の

﹃
益
州
記
﹄
の
中
に
あ
る
と
い
う

(李
注
義
疏
・
六
世
紀
)

以
上
︑
こ
こ
ま
で
挙
げ
て
き
た
望
帝
の
故
事
に
つ
い
て
で
あ
る
が
︑
何
種
か
の

類
型
が
あ
る
こ
と
が
い
え
る
の
で
︑
整
理
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
︒

⒈

蜀
の
国
王
で
あ
っ
た
望
帝
の
在
位
中
に
鼈
霊
の
死
体
が
長
江
を
流
れ
て
き
た

が
生
き
返
り
︑
望
帝
と
会
見
し
た
と
こ
ろ
︑
鼈
霊
は
宰
相
に
任
ぜ
ら
れ
た
︒
そ
の

頃
水
害
が
発
生
し
︑
鼈
霊
が
水
害
を
治
め
た
の
だ
が
︑
こ
の
こ
と
で
鼈
霊
が
留
守

に
し
た
際
に
鼈
霊
の
妻
と
望
帝
が
密
通
し
そ
の
こ
と
を
望
帝
が
恥
じ
た
こ
と
も
含

め
︑
政
治
を
鼈
霊
に
任
せ
︑
堯
が
舜
に
し
た
様
に
帝
位
の
禅
譲
を
行
い
︑
望
帝
は

立
ち
去
っ
た
︒
そ
の
時
︑
ほ
と
と
ぎ
す
が
鳴
い
て
い
た
の
で
︑
ほ
と
と
ぎ
す
の
声

を
聞
く
と
︑
蜀
の
人
は
望
帝
を
思
い
出
し
悲
し
ん
だ
︒
一
方
︑
鼈
霊
は
即
位
し
開

明
帝
と
な
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
︒
(①
)

⒉

①
の
内
容
か
ら
︑
鼈
霊
が
留
守
に
し
た
と
こ
ろ
︑
鼈
霊
の
妻
と
望
帝
が
密
通

し
そ
の
こ
と
を
望
帝
が
恥
じ
た
と
い
う
部
分
を
削
り
︑
且
つ
一
部
に
手
を
加
え
て

い
る
︒
加
え
た
内
容
と
は
︑
杜
宇
は
︑
蜀
の
人
に
農
業
を
教
え
︑
梁
氏
の
娘
で
あ

る
利
を
妃
と
し
た
︒
杜
宇
は
稱
帝
と
な
っ
た
が
︑
や
が
て
望
帝
と
名
乗
る
様
に

な
っ
た
︒
や
が
て
自
画
自
賛
を
行
う
様
に
な
り
︑
領
地
を
開
拓
し
た
が
た
び
た
び

水
害
が
起
こ
り
︑
宰
相
で
あ
る
開
明
が
水
害
を
除
き
始
め
た
為
︑
望
帝
は
政
治
を

開
明
に
任
せ
︑
堯
が
舜
に
し
た
様
に
帝
位
の
禅
譲
を
行
い
︑
望
帝
は
西
山
に
上
っ

て
崩
御
し
た
︒
時
は
二
月
で
ほ
と
と
ぎ
す
の
鳴
く
季
節
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
︑
蜀

の
人
は
望
帝
を
思
い
出
し
て
ほ
と
と
ぎ
す
が
鳴
く
こ
と
を
悲
し
み
︑
一
方
他
国
で

あ
る
巴
国
も
望
帝
に
影
響
さ
れ
て
農
業
に
邁
進
し
た
の
で
︑
蜀
と
巴
の
人
は
農
業

を
始
め
る
季
節
に
杜
宇

(望
帝
)
を
祭
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
︒
(②
)

⒊

②
か
ら
︑
農
業
の
こ
と
を
削
っ
た
も
の
で
あ
る
︒
(③
・
④
)

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇

第
四
十
七
号

(二
〇
一
九
年
三
月
)
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⒋

望
帝
の
魂
が
︑
ほ
と
と
ぎ
す
と
な
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
︒
(⑤
・
⑥
)

な
お
︑
⑤
に
つ
い
て
で
あ
る
が
︑
注
釈
で
あ
る
⑥
に
詳
し
く
挙
げ
ら
れ
て
い
る
︒

ま
た
︑
⑥
に
あ
る
李
膺
の
﹃
益
州
記
﹄
は
︑
現
在
は
散
逸
し
て
お
り
原
本
で
の
確

認
は
不
可
で
あ
る
が
︑
李
膺
は
後
漢
時
代
の
人
物
で
あ
り
︑
先
に
挙
げ
た
﹃
後
漢

書
﹄
に
お
い
て
名
前
が
確
認
さ
れ
て
い
る
︒
こ
の
こ
と
か
ら
︑
望
帝
の
故
事
に
お

い
て
︑
③
・
④
よ
り
後
の
時
代
で
は
︑
ほ
と
と
ぎ
す=

望
帝
と
い
う
説
が
い
え
る

の
だ
が
︑
こ
れ
は
﹃
文
選
﹄
だ
け
で
は
な
く
︑
他
の
漢
詩
に
お
い
て
も
確
認
す
る

こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
︒

望
帝
の
故
事
に
つ
い
て

︱
︱
追
記
︱
︱

⑦
﹃
擬
行
路
難
十
八
首

其
七
﹄
飽
照

愁
思
忽
而
至

跨
馬
北
出
門

挙
頭
四
顧
望

但
見
松
柏
園

荊
棘
鬱
蹲
蹲

中
有
一
鳥
名
杜
鵑

言
是
古
時
蜀
帝
魂

聲
音
哀
苦
鳴
不
息

羽
毛
憔
悴
似
人
髠

飛
走
樹
間
啄
蟲
蟻

豈
憶
往
日
天
子
尊

年
此
死
生
變
化
非
常
理

中
心
惻
愴
不
能
言

『擬
行
路
難
﹄
を
詠
ん
だ
飽
照
は
五
世
紀
の
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑﹃
文
選
﹄
よ

り
も
一
世
紀
古
く
望
帝
の
故
事
を
確
認
出
来
る
の
で
あ
る
︒
以
上
の
こ
と
を
踏
ま

え
て
弓
削
皇
子
と
額
田
王
の
贈
答
歌
は
成
立
し
て
い
る
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
︑
弓

削
皇
子
と
額
田
王
が
持
つ
漢
詩
文
の
知
識
は
非
常
に
高
い
こ
と
が
い
え
る
の
で
あ

る
が
︑
そ
れ
を
確
認
す
る
為
に
額
田
王
の
詠
ん
だ
歌
を
挙
げ
て
み
た
い
︒

額
田
王
の
︑
近
江
天
皇
を
思
ひ
て
作
り
し
歌
一
首

君
待
つ
と
我
が
恋
ひ
を
れ
ば
我
が
や
ど
の
簾
動
か
し
秋
の
風
吹
く

(巻
四
・
四
八
八
)

こ
の
歌
が
踏
ま
え
て
い
る
漢
詩
文
は
︑﹃
華
山
畿
﹄
と
﹃
文
選
﹄
に
お
い
て
確

認
出
来
︑﹃
玉
台
新
詠
﹄
巻
二
に
お
い
て
も
﹃
文
選
﹄
と
同
様
の
漢
詩
が
確
認
出

来
る
の
で
︑
順
に
挙
げ
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
︒

①
﹃
華
山
畿
・
華
山
畿
二
十
五
首
﹄

夜
相
思

風
吹
窗
簾
動

言
是
所
歓
來

(五
世
紀
)

②
﹃
文
選
・
情
詩
二
首
﹄

淸
風
動
帷
簾

晨
月
燭
幽
房

佳
人
處
遐
遠

弓
削
皇
子
と
額
田
王
の
贈
答
歌
に
つ
い
て

(武
田
春
子
)
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蘭
室
無
容
光

襟
懷
擁
靈
景

輕
衾
覆
空
牀

居
歡
惜
夜
促

在
戚
怨
宵
長

拊
枕
獨
吟
歎

感
慨
心
内
傷

(六
世
紀
)

③
﹃
玉
台
新
詠
・
情
詩
五
首
﹄

其
三

淸
風
動
帷
簾

淸
風
動
帷
簾

晨
月
燭
幽
房

佳
人
處
遐
遠

蘭
室
無
容
光

衿
懷
擁
虡
景

輕
衾
覆
空
牀

居
歡
惜
夜
促

在
戚
怨
宵
長

撫
枕
獨
吟
歎

綿
綿
心
内
傷

(六
世
紀
)

こ
れ
ら
の
漢
詩
に
お
い
て
︑
風
が
簾
を
動
か
す
と
詠
ん
で
い
る
個
所
が
あ
る
が

(傍
線
部
)︑
額
田
王
の
歌
に
つ
い
て
も
そ
の
個
所
を
踏
ま
え
て
詠
ん
で
い
る
こ
と

が
い
え
る
為
︑
額
田
王
の
持
つ
漢
詩
文
の
知
識
は
高
い
こ
と
が
証
明
出
来
る
の
で

あ
る
︒
こ
の
こ
と
は
弓
削
皇
子
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
︑﹁
古
に
恋
ふ
る
鳥
か

も
﹂
と
ほ
と
と
ぎ
す
を
仄
め
か
し
た
歌
を
額
田
王
に
詠
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
︑
弓

削
皇
子
が
持
つ
漢
詩
文
の
知
識
が
高
い
こ
と
が
い
え
る
の
で
あ
る
︒

で
は
︑
こ
の
歌
で
ほ
と
と
ぎ
す
に
例
え
ら
れ
た
人
物
は
誰
か
と
い
う
問
題
に
つ

い
て
だ
が
︑
そ
れ
は
︑
弓
削
皇
子
と
額
田
王
の
両
方
が
知
っ
て
お
り
︑
且
つ
身
近

に
い
た
人
物
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
︒
そ
う
で
な
い
と
︑
二
人
の

年
代
差
を
超
え
て
感
情
の
共
有
を
可
能
と
す
る
贈
答
歌
の
や
り
取
り
は
困
難
で
あ

る
か
ら
で
あ
る
︒
窪
田
空
穂
氏
の
﹃
萬
葉
集
評
釋

第
一
巻(13
)に

よ
る
と
︑
ほ
と
と

ぎ
す
に
重
ね
ら
れ
る
人
物
は
天
武
天
皇
と
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
︑
も
う
一
人
該
当

す
る
人
物
と
し
て
弓
削
皇
子
の
祖
父
で
あ
り
額
田
王
と
繋
が
り
が
あ
っ
た
と
さ
れ

る
天
智
天
皇
が
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
︑
弓
削
皇
子
が
誕
生
し
た
後
も
生
存
し
て
い

た
と
は
考
え
辛
い
為
︑
天
武
天
皇
で
良
い
と
い
え
る
の
で
あ
る
︒
中
国

(唐
な

ど
)
に
お
い
て
ほ
と
と
ぎ
す
は
︑﹃
荊
楚
歳
時
記(14
)﹄・﹃

酉
陽
雑
俎(15
)﹄

な
ど
に
よ
る

と
﹃
荊
楚
歳
時
記
﹄
で
は
鳴
く
声
を
聞
く
者
は
離
別
を
主
る
︑
聞
く
者
不
祥
と
さ

れ
﹃
酉
陽
雑
俎
﹄
で
は
声
を
ま
ね
た
と
こ
ろ
︑
す
ぐ
さ
ま
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
さ

れ
双
方
に
お
い
て
不
吉
な
印
象
を
持
つ
鳥
と
さ
れ
て
い
る
︒
ま
た
︑
ほ
と
と
ぎ
す

と
重
ね
ら
れ
る
蜀
の
望
帝
の
故
事
も
︑
有
能
で
あ
っ
た
が
水
害
を
治
め
る
こ
と
が

出
来
ず
に
代
理
で
宰
相
が
水
害
を
治
め
た
こ
と
に
加
え
︑
そ
の
為
宰
相
が
不
在
の

折
に
そ
の
妻
と
密
通
し
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
︑
あ
ま
り
良
い
印
象
が
無
い
こ
と
が

い
え
る
為
︑
天
武
天
皇
の
息
子

(弓
削
皇
子
)
並
び
に
過
去
に
愛
さ
れ
て
皇
女
を

産
ん
だ
女
性

(額
田
王
)
で
あ
っ
て
も
︑﹃
万
葉
集
﹄
に
お
い
て
神
と
称
え
ら
れ

た
天
武
天
皇
を
貶
め
る
様
な
歌
を
詠
ん
だ
と
な
る
と
︑
天
武
天
皇
の
皇
后
で
後
を

継
い
で
天
皇
と
な
っ
た
持
統
天
皇
に
天
武
天
皇
を
貶
め
ら
れ
た
と
疑
わ
れ
る
こ
と
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が
可
能
に
な
り
︑
そ
う
す
る
と
弓
削
皇
子
と
額
田
王
は
か
な
り
危
険
な
歌
を
詠
ん

だ
こ
と
に
な
る
の
だ
が
果
た
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
︒
こ
れ
に
つ
い
て
は
月
野
文

子
氏(16
)も

同
様
の
こ
と
を
論
じ
て
お
り
︑
こ
の
点
に
関
し
て
は
同
意
を
し
た
い
の
で

あ
る
︒

だ
が
︑
弓
削
皇
子
と
額
田
王
の
贈
答
歌
に
お
い
て
単
に
知
識
を
試
し
た
だ
け
と

す
る
に
は
︑
望
帝
の
故
事
を
例
と
し
て
挙
げ
る
だ
け
で
は
な
く
さ
ら
に
考
慮
す
る

必
要
が
あ
る
の
だ
が
︑
そ
れ
に
は
ほ
と
と
ぎ
す
に
重
ね
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
天
武

天
皇
に
つ
い
て
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
天
武
天
皇
に
つ

い
て
で
あ
る
が
︑
先
述
し
て
い
る
が
神
と
称
え
る
歌
が
﹃
万
葉
集
﹄
に
詠
ま
れ
て

い
る
の
で
挙
げ
て
み
た
い
︒

壬
申
の
年
の
乱
の
平
定
し
て
以
後
の
歌
二
首

大
王
は
神
に
し
い
ま
せ
ば
赤
駒
の
腹
這
ふ
田
居
を
都
と
成
し
つ

(巻
十
九
・
四
二
六
〇
)

右
の
一
首
は
︑
大
将
軍
贈
右
大
臣
大
伴
卿
の
作
な
り
︒

大
王
は
神
に
し
い
ま
せ
ば
水
鳥
の
す
だ
く
水
沼
を
都
と
成
し
つ

(巻
十
九
・
四
二
六
一
)

作
者
未
だ
詳
ら
か
な
ら
ず

右
の
件
の
二
首
は
︑
天
平
勝
宝
四
年
二
月
二
日
に
聞
き
て
︑
即
ち
こ
こ
に
載

す
る
も
の
な
り
︒

こ
の
歌
が
証
明
す
る
様
に
︑
天
武
天
皇
は
壬
申
の
年
の
乱
後
︑
神
と
称
え
ら
れ

て
お
り
︑
そ
の
こ
と
は
息
子
で
あ
る
弓
削
皇
子
も
額
田
王
も
理
解
し
て
い
る
は
ず

で
あ
る
が
︑
あ
え
て
天
武
天
皇
を
ほ
と
と
ぎ
す
に
重
ね
た
歌
を
詠
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
︑
望
帝
の
業
績
を
再
度
確
認
し
て
み
る
と
︑
望
帝
が
鼈
霊
に
行
っ
た
行
為
で

堯
が
舜
に
し
た
様
に
と
記
さ
れ
て
い
る
帝
位
の
禅
譲
が
あ
る
が

(望
帝
の
故
事
に

つ
い
て

︱
ほ
と
と
ぎ
す
︱

引
用
①
・
②
・
④
)︑
帝
位
の
禅
譲
と
は
ど
の
様
な

行
為
な
の
で
あ
る
か
を
﹃
史
記
﹄
及
び
﹃
大
漢
和
辞
典
﹄
に
記
述
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
挙
げ
て
み
た
い
︒

『史
記
﹄
及
び
﹃
大
漢
和
辞
典
﹄
の
記
述

『史
記
﹄

五
帝
本
紀
第
一

堯
帝

(中
略
)
堯
立
七
十
年
得
舜
︒
二
十
年
而
老
︑
令
舜
攝
行
天
下
之
政
︑
薦
之

於
天
︒
堯
辟
位
凡
二
十
八
年
而
崩
︒

舜
帝

(中
略
)
舜
乃
豫
薦
禹
於
天
︒
十
七
年
而
崩
︒
三
年
喪
畢
︑
禹
亦
乃
讓
舜
子
︒

如
舜
讓
堯
子
︒
諸
侯
歸
之
︒
然
後
禹
賤
天
子
位
︒

『大
漢
和
辞
典
・
堯
・
舜
﹄

①
堯
⁝
古
の
聖
天
子
︒
陶
唐
氏
の
號
︒

②
舜
⁝
古
の
聖
天
子
の
名

『大
漢
和
辞
典
・
禅
譲
の
意
味
﹄

天
位
を
有
德
者
に
傅
へ
ゆ
づ
る
こ
と
︒
天
子
が
生
存
中
に
其
の
位
を
他
姓
に

ゆ
づ
る
こ
と
︒

弓
削
皇
子
と
額
田
王
の
贈
答
歌
に
つ
い
て

(武
田
春
子
)

七
〇



禅
譲
と
は
︑
天
位
を
有
德
者
並
び
に
他
姓
の
人
物
に
譲
る
こ
と
で
あ
る
が
︑
こ

れ
を
行
っ
た
天
子
と
し
て
代
表
と
さ
れ
て
い
る
の
が
先
に
挙
げ
た
古
代
中
国
の
皇

帝
で
あ
る
堯
・
舜
で
あ
り
︑
ま
た
︑
そ
の
治
世
に
お
い
て
も
堯
・
舜
は
共
に
政
治

を
安
定
さ
せ
︑
国
を
豊
か
に
し
人
民
に
愛
さ
れ
聖
天
子
と
称
え
ら
れ
て
い
る
︒
こ

の
こ
と
か
ら
︑
堯
が
舜
に
し
た
様
に
禅
譲
を
行
っ
た
望
帝
も
︑
鼈
霊
の
才
能
を
理

解
し
て
い
た
聖
天
子
と
称
え
ら
れ
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
こ

う
考
え
る
と
︑
天
武
天
皇
を
望
帝
と
重
ね
て
も
天
武
天
皇=

聖
天
子
と
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
︑
弓
削
皇
子
と
額
田
王
は
天
武
天
皇
を
貶
め
る
様
な
危
険
な
歌
を

詠
ん
だ
と
い
う
疑
い
を
掛
け
ら
れ
る
こ
と
は
無
く
︑
む
し
ろ
聖
天
子
と
称
え
て
い

る
こ
と
に
な
り
︑
持
統
天
皇
に
お
い
て
も
貶
め
ら
れ
た
と
疑
い
を
掛
け
る
こ
と
は

無
い
と
い
え
る
の
で
あ
る
︒
で
は
︑
天
武
天
皇
と
禅
譲
に
関
係
す
る
点
は
あ
る
の

だ
ろ
う
か
︒
こ
こ
で
︑﹃
日
本
書
紀
﹄
の
一
文
を
挙
げ
て
み
た
い
︒

巻
第
二
十
七

天
命
開
別
天
皇

天
智
天
皇

庚
辰
︑
天
皇
疾
病
弥
留
︒
勅
喚
東
宮
︑
引
人
臥
内
︑
詔
曰
︑
朕
疾
甚
︒
以
後

時
事
後
屬
汝
︑
云
云
︒
(巻
第
二
十
七
・
天
智
天
皇
十
年
十
月
十
七
日
)

巻
第
二
十
八

天
渟
中
原
瀛
真
人
天
皇

上

天
武
天
皇

天
皇
勅
東
宮
︑
授
鴻
業
︒
(巻
第
二
十
八

天
武
天
皇
即
位
前
紀
)

以
上
の
様
に
︑﹃
日
本
書
紀
﹄
に
お
い
て
は
天
智
天
皇
が
病
の
時
に
︑
病
床
で

天
武
天
皇
に
天
皇
位
を
譲
り
た
い
と
重
複
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
天

武
天
皇
は
天
智
天
皇
か
ら
禅
譲
を
受
け
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
の
で
あ
る
︒

こ
の
こ
と
か
ら
︑
天
武
天
皇
は
天
智
天
皇
か
ら
禅
譲
を
受
け
る
だ
け
の
聖
天
子
足

り
え
る
人
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
︑
同
様
に
天
智
天
皇
も
禅
譲
が
行
え
る

聖
天
子
だ
と
い
え
る
の
で
あ
る
︒
こ
れ
に
つ
い
て
︑
寺
西
貞
弘
氏
の
先
行
研
究
が

あ
る
が(17
)従

来
︑
天
武
天
皇
は
壬
申
の
乱
で
勝
利
し
た
後
皇
位
に
つ
い
て
い
る
こ
と

か
ら
︑
禅
譲
と
は
無
縁
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
︑
先
述
し
た
が
﹃
日
本
書
紀
﹄
に

は
禅
譲
の
こ
と
が
巻
第
二
十
七
・
巻
第
二
十
八
と
重
複
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
︑
当
時
の
皇
位
継
承
に
お
い
て
は
天
智
天
皇
か
ら
天
武
天
皇
へ
続
く
と

い
っ
た
意
識
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
︒
事
実
︑
大
友
皇
子
が
弘
文
天
皇
と
し
て
正
式

に
即
位
が
認
め
ら
れ
た
の
は
明
治
時
代
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
り
︑
当
時
の
意
識
で

は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
︒
そ
の
意
識
は
弓
削
皇
子
並
び
に
額
田
王
も
当

然
持
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
︑
季
節
的
な
こ
と
も
あ
る
が
︑
ほ
と
と
ぎ
す
を
歌
に
詠

み
同
様
に
初
夏
に
新
旧
の
葉
が
入
れ
替
わ
る
と
い
う
こ
と
も
含
め
︑
禅
譲
と
い
う

行
為
に
相
応
し
い
植
物
と
し
て
弓
削
皇
子
は
弓
絃
葉
を
歌
に
詠
ん
だ
と
い
え
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
で
は
︑
弓
絃
葉
と
は
ど
の
様
な
植
物
な
の
で
あ
ろ
う
か
︒

2
．

弓
絃
葉
と
松

︱
︱

日
本
と
中
国
・
倭
と
唐

︱
︱

弓
絃
葉
に
つ
い
て
で
あ
る
が
︑
従
来
︑
初
夏
に
新
旧
の
葉
が
入
れ
替
わ
る
こ
と

か
ら
弓
削
皇
子
の
歌
並
び
に
弓
絃
葉
自
身
の
印
象
と
重
ね
て
無
常
観
を
感
じ
さ
せ

る
植
物
と
い
う
認
識
が
さ
れ
が
ち
で
あ
る
の
だ
が
︑
そ
の
特
徴
か
ら
禅
譲
と
い
う

行
為
を
意
識
さ
せ
る
の
に
相
応
し
い
植
物
で
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
先
述
し
た
︒

し
か
し
︑﹁
無
常
観
﹂
と
﹁
禅
譲
﹂
は
単
語
を
見
る
限
り
相
反
す
る
意
味
が
あ
る

と
も
い
え
る
の
で
︑
弓
絃
葉
に
つ
い
て
知
る
為
に
木
下
武
司
氏
の
著
書
で
あ
る

﹃
万
葉
植
物
文
化
史(17
)﹄

か
ら
引
用
す
る
こ
と
と
し
た
い
︒
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ユ
ズ
リ
ハ
の
語
源
は
︑﹁
譲
る
葉
﹂
に
由
来
し
︑
春
に
出
た
若
葉
が
大
き
く

な
る
初
夏
に
古
い
葉
が
落
ち
る
の
を
古
い
葉
が
新
し
い
葉
に
世
代
を
譲
る
と

見
立
て
た
と
い
わ
れ
る
︒
貝
原
益
軒
も
﹁
春
新
葉
生
ト
丶
ノ
ヒ
テ
後
舊
葉
ヲ

ツ
故
ニ
ユ
ツ
リ
ハ
ト
名
ツ
ク
﹂
と
述
べ
︑
同
じ
よ
う
な
語
源
を
記
述
し
て
い

る
︒﹃
和
漢
三
才
圖
會
﹄
に
も
譲
葉
木
と
あ
り
︑
こ
れ
も
同
じ
語
源
に
基
づ

く
︒
実
は
︑
こ
れ
に
似
た
内
容
の
記
述
が
﹃
本
草
綱
目
﹄
の
楠
の
条
に
あ
り
︑

李
時
珍
は
﹁
歳
を
經
て
凋
ま
ず
新
陳
相
換
す
﹂
と
交
譲
木
の
語
源
を
解
い
て

い
る
︒
新
旧
の
葉
が
交
代
す
る
発
想
を
︑
中
国
伝
来
と
し
そ
れ
が
日
本
の
習

俗
に
定
着
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
︑
中
国
の
古
い
典
籍
に
そ
れ
を
裏
付
け

る
証
拠
は
な
く
︑
一
方
︑
ユ
ズ
リ
ハ
の
名
は
万
葉
集
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
か

ら
︑
や
は
り
日
本
起
源
で
あ
り
︑
中
国
名
の
交
譲
木
・
譲
木
の
名
の
方
が
む

し
ろ
日
本
語
名
の
影
響
を
受
け
た
と
考
え
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
︒
(中
略
)

﹃
大
和
本
草
﹄
に
親
子
草
の
名
が
あ
る
よ
う
に
︑
常
緑
の
葉
が
よ
く
繁
り
新

旧
葉
が
円
滑
に
交
代
す
る
ユ
ズ
リ
ハ
に
︑
親
か
ら
子
へ
世
代
が
絶
え
間
な
く

継
承
さ
れ
一
族
が
繁
栄
す
る
様
を
重
ね
合
わ
せ
て
︑
ユ
ズ
リ
ハ
を
縁
起
の
よ

い
植
物
と
考
え
た
︒

引
用
に
よ
る
と
︑
弓
絃
葉
は
︑
初
夏
に
新
旧
の
葉
が
入
れ
替
わ
る
と
い
う
特
徴

か
ら
世
代
の
交
代
を
思
わ
せ
︑
一
見
﹁
無
常
観
﹂
を
感
じ
さ
せ
る
印
象
が
あ
る
が

実
際
は
︑
親
か
ら
子
へ
世
代
が
絶
え
間
な
く
継
承
さ
れ
一
族
が
繁
栄
す
る
様
を
重

ね
合
わ
せ
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
︒
こ
の
﹁
親
か
ら
子
へ
世
代
が
絶
え
間
な
く

継
承
さ
れ
一
族
が
繁
栄
す
る
様
を
重
ね
合
わ
せ
る
﹂
と
い
う
こ
と
が
﹃
万
葉
集
﹄

の
時
代
に
実
際
に
あ
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
︑
初
夏
に
新
旧
の
葉
が
入
れ

替
わ
る
と
い
う
特
徴
か
ら
禅
譲
に
よ
っ
て
聖
天
子
の
代
が
続
く
こ
と
と
重
ね
る
意

識
を
持
つ
こ
と
は
可
能
だ
と
い
え
る
の
で
あ
る
︒
こ
の
こ
と
か
ら
︑
弓
削
皇
子
が

弓
絃
葉
を
歌
に
詠
ん
で
も
従
来
の
様
に
弓
削
皇
子
が
﹁
切
な
さ
﹂・﹁
儚
さ
﹂・﹁
無

常
観
﹂
を
意
識
さ
せ
る
皇
子
と
い
う
印
象
に
つ
い
て
は
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
と

い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
ま
た
︑
弓
絃
葉
に
つ
い
て
で
あ
る
が
︑﹃
万
葉

集
﹄
に
お
い
て
︑
弓
削
皇
子
の
歌
以
外
で
弓
絃
葉
を
詠
ん
だ
歌
が
一
首
あ
る
の
で

挙
げ
て
み
た
い
︒

あ
ど
思
へ
か
阿
自
久
麻
山
の
ゆ
ず
る
は
の
含
ま
る
時
に
風
吹
か
ず
か
も

(巻
十
四
・
三
五
七
二
)

こ
の
歌
は
比
喩
歌
で
あ
り
︑
弓
絃
葉
を
若
い
女
性
に
見
立
て
て
詠
ん
で
い
る
の

で
あ
る
が
︑
弓
絃
葉
が
開
き
き
っ
て
い
な
い=

こ
れ
か
ら
開
こ
う
と
し
て
い
る
状

態
で
あ
る
と
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
弓
絃
葉
の
詠
ま
れ
て
い
る
季
節
と
し
て

は
新
芽
が
出
て
葉
が
開
く
前
の
頃
で
あ
り
︑
花
が
咲
く
前
の
春
が
想
定
さ
れ
る
と

い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
ま
た
︑
こ
の
歌
に
﹁
無
常
観
﹂
を
感
じ
さ
せ
る

も
の
は
な
い
︒
む
し
ろ
︑
春
が
来
て
成
長
を
し
始
め
た
若
い
弓
絃
葉
と
若
い
女
性

に
共
通
す
る
初
々
し
さ
が
︑
弓
絃
葉
は
風
が
吹
く
こ
と
に
よ
っ
て
散
ら
さ
れ
る
可

能
性
が
︑
若
い
女
性
は
男
性
に
言
い
寄
ら
れ
る
と
い
っ
た
危
険
性
も
含
ま
れ
る
と

い
っ
た
比
喩
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
︒
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
︑﹃
万
葉
集
﹄

に
あ
る
弓
絃
葉
の
歌
は
合
計
二
首
あ
る
が
︑
ど
ち
ら
に
も
無
常
観
を
感
じ
さ
せ
る

印
象
は
な
い
こ
と
が
い
え
る
の
で
あ
る
︒
む
し
ろ
弓
絃
葉
の
季
節
に
よ
っ
て
の
変

化
を
感
じ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
︒
す
な
わ
ち
︑
巻
十
四
・
三
五
七
二
の
比
喩
歌

弓
削
皇
子
と
額
田
王
の
贈
答
歌
に
つ
い
て

(武
田
春
子
)

七
二



で
は
春
に
こ
れ
か
ら
成
長
す
る
で
あ
ろ
う
弓
絃
葉
の
︑
弓
削
皇
子
の
歌
で
は
初
夏

に
成
長
し
新
旧
の
葉
が
入
れ
替
わ
る
弓
絃
葉
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒
以
上
の
こ
と

か
ら
︑
再
度
禅
譲
と

(成
長
し
た
)
弓
絃
葉
を
結
び
付
け
て
考
え
て
み
る
と
︑
世

代
が
絶
え
間
な
く
継
承
さ
れ
る
と
い
う
良
い
印
象
で
捉
え
る
こ
と
が
証
明
出
来
る

こ
と
か
ら
︑
弓
削
皇
子
と
額
田
王
は
天
武
天
皇
を
貶
め
る
と
い
っ
た
危
険
な
歌
を

詠
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
︒
む
し
ろ
︑
昔
も
天
武
天
皇
の
徳

に
よ
っ
て
良
い
治
世
で
あ
っ
た
が
︑
そ
れ
は
︑
今
の
持
統
天
皇
に
続
い
て
い
る
と

い
う
意
味
に
通
じ
る
こ
と
と
な
り
︑
す
な
わ
ち
昔
も
良
い
が
今
も
良
い
と
い
う
こ

と
に
な
り
︑
弓
削
皇
子
と
額
田
王
が
昔
は
良
か
っ
た

(今
は
そ
う
で
も
な
い
)
と

い
う
意
味
の
危
険
な
歌
を
詠
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
為
︑
持
統
天
皇
に

お
い
て
も
自
身
の
治
世
が
貶
め
ら
れ
た
と
疑
い
を
掛
け
る
と
い
っ
た
こ
と
に
は
な

ら
な
い
こ
と
に
加
え
︑
弓
絃
葉
と
い
う
日
本
独
自
の
植
物
文
化
を
詠
ん
だ
と
い
う

こ
と
が
い
え
る
の
で
あ
る
︒

こ
の
や
り
取
り
の
後
︑
題
詞
に
も
あ
る
様
に
弓
削
皇
子
は
額
田
王
に
松
の
柯
を

贈
る
の
で
あ
る
が
︑
こ
れ
に
つ
い
て
は
松
と
は
ど
の
様
な
植
物
な
の
で
あ
る
の
か
︑

先
に
も
引
用
し
た
木
下
武
司
氏
の
著
書
で
あ
る
﹃
万
葉
植
物
文
化
史(18
)﹄

か
ら
再
度

引
用
す
る
こ
と
と
し
た
い
︒

万
葉
集
で
﹁
松
﹂
の
字
が
多
用
さ
れ
て
い
る
の
は
︑
当
時
の
中
国
で
松
が
長

寿
・
節
操
・
繁
栄
を
象
徴
す
る
瑞
木
と
さ
れ
て
お
り
︑
そ
の
文
化
的
影
響
力

に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
︒
大
伴
家
持
・
山
上
憶
良
な
ど
そ
う
そ
う
た
る
万
葉

歌
人
が
詠
っ
て
い
て
︑
中
国
文
化
の
影
響
は
万
葉
歌
の
随
所
に
見
る
こ
と
が

で
き
る
︒
中
国
で
は
﹃
史
記
﹄﹁
龜
策
列
傳
﹂
に
﹁
松
柏
は
百
木
の
長
た
り
︑

而
し
て
門
閭

(村
里
の
入
口
門
)
を
守
る
﹂
と
あ
る
よ
う
に
︑
柏
と
と
も
に

門
閭
に
植
え
ら
れ
︑
集
落
を
守
る
神
の
依
代
と
考
え
ら
れ
た
︒
日
本
に
は
門

閭
は
な
い
か
ら
こ
の
風
習
は
な
い
が
︑
各
門
戸
に
飾
る
門
松
の
風
習
は
祖
霊

神
・
穀
霊
神
を
迎
え
る
信
仰
に
基
づ
く
と
さ
れ
︑
同
源
と
考
え
ら
れ
る
︒

(中
略
)
中
国
で
は
松
は
長
寿
だ
け
で
は
な
く
節
操
の
象
徴
で
も
あ
っ
た
︒

﹃
論
語
﹄
に
﹁
歳
寒
く
し
て
然
る
後
に
松
柏
の
凋
む
に
後
る
る
を
知
る
な
り
﹂

と
あ
る
よ
う
に
︑
寒
い
冬
で
も
強
風
が
吹
い
て
も
緑
を
絶
や
す
こ
と
な
く
変

わ
ら
な
い
の
で
︑
人
に
節
操
が
あ
る
べ
き
例
と
し
て
譬
え
ら
れ
た
︒
(中
略
)

既
に
門
松
に
松
と
と
も
に
竹
を
た
て
︑
シ
ダ
・
ユ
ズ
リ
ハ
の
注
連
縄
を
飾
る

風
習
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
お
り
︑
民
俗
学
的
観
点
か
ら
注
目
に
値
す
る
︒

こ
の
様
に
︑
松
は
中
国
と
日
本
で
長
寿
の
植
物
で
あ
る
と
い
う
共
通
の
認
識
が

あ
る
︒
ま
た
︑
中
国
に
お
い
て
は
日
本
に
は
無
い
節
操
と
い
う
意
味
も
持
ち
︑
日

本
に
お
い
て
松
は
後
年
門
松
と
な
り
︑
正
月
に
自
宅
前
に
飾
ら
れ
る
様
に
な
る
が

時
代
に
よ
っ
て
は
シ
ダ
や
︑
先
に
記
し
た
ユ
ズ
リ
ハ
の
注
連
縄
を
飾
る
風
習
も
あ

る
こ
と
か
ら
︑
吉
祥
の
象
徴
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
の
で
あ
る
︒
次
に
蘿

も
漢
詩
文
に
お
い
て
は
松
の
長
寿
を
顕
示
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
︑
蘿
に
女
と

い
う
漢
字
を
く
わ
え
て
女
蘿
と
い
う
単
語
に
す
る
と
︑
漢
詩
文
に
お
い
て
は
男
性

に
縋
る
女
性
と
い
う
と
ら
え
方
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら(19
)︑

弓
削
皇
子
が
額
田
王

に
松
が
枝
を
贈
っ
た
の
は
︑
先
の
贈
答
歌
に
お
い
て
自
身
の
漢
詩
文
の
教
養
に
対

し
理
解
を
し
て
く
れ
た
額
田
王
の
長
寿
を
願
っ
た
こ
と
に
加
え
て
︑
二
人
の
贈
答

歌
が
仲
の
良
い
男
女
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
の
証
明
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が

い
え
る
の
で
あ
る
︒
ま
た
︑﹃
万
葉
集
﹄
に
お
い
て
︑
弓
削
皇
子
と
額
田
王
の
贈

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇

第
四
十
七
号

(二
〇
一
九
年
三
月
)
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答
歌
以
外
で
松
を
詠
ん
だ
歌
は
計
七
十
九
首
あ
る
が
︑
歌
に
よ
っ
て
は
﹁
待
つ
﹂

に
掛
け
て
い
る
こ
と
も
あ
る
為
︑
相
聞
に
使
用
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
︒
こ
れ

ら
の
こ
と
に
よ
っ
て
︑
先
に
も
記
述
し
た
が
︑
弓
削
皇
子
と
額
田
王
が
昔
は
良

か
っ
た

(今
は
そ
う
で
も
な
い
)
と
い
う
意
味
の
危
険
な
歌
を
詠
ん
だ
と
い
う
疑

い
が
か
け
ら
れ
る
こ
と
が
完
全
に
無
く
な
る
の
で
あ
り
︑
ま
た
弓
絃
葉
と
松
を
詠

む
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
と
中
国

(倭
と
唐
)
に
対
す
る
植
物
文
化
の
融
合
に
到
る

の
で
は
な
い
か
と
考
慮
出
来
る
の
で
あ
る
︒

第
三
章

贈
答
歌
の
構
成
に
つ
い
て

こ
こ
ま
で
︑
弓
削
皇
子
と
額
田
王
の
贈
答
歌
に
つ
い
て
詠
ま
れ
て
い
る
物
か
ら

論
じ
て
き
た
が
︑
贈
答
歌
の
構
成
に
つ
い
て
考
慮
す
る
と
︑
こ
の
贈
答
歌
に
つ
い

て
は
﹁
起
承
転
結
﹂
が
あ
る
構
成
と
し
て
考
慮
し
た
ほ
う
が
良
い
の
で
は
な
い
で

あ
ろ
う
か
︒
そ
の
根
拠
と
な
る
も
の
と
し
て
は
︑
一
一
三
の
歌
が
弓
削
皇
子
か
ら

の
贈
答
品
に
対
す
る
額
田
王
の
返
歌
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
︑
そ
こ
に
は
先
の
二

首
に
あ
っ
た
共
有
す
る
﹁
想
い
﹂
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
︑
弓
削
皇
子
に
対
し
て
だ

け
の
額
田
王
の
﹁
想
い
﹂
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
︒
一
一
一
～
一
一
二
の
歌
に
お
い

て
は
︑
間
に
﹁
古
に
恋
ふ
る
鳥
・
古
に
恋
ら
む
鳥

(天
武
天
皇
)﹂
と
い
う
共
通

点
が
あ
り
︑
そ
こ
に
二
人
の
想
い
が
共
有
さ
れ
て
い
る
︒
こ
の
二
首
が
﹁
起
﹂

﹁
承
﹂
と
な
り
︑
一
一
三
の
歌
を
詠
む
き
っ
か
け
と
な
る
﹁
蘿
生
ひ
た
る
松
の
柯
﹂

は
︑
弓
削
皇
子
が
額
田
王
の
為
だ
け
に
自
身
の
﹁
想
い
﹂
を
込
め
て
贈
っ
た
物
で

あ
る
こ
と
か
ら
︑
歌
で
は
無
く
題
詞
で
は
あ
る
が
︑﹁
蘿
生
ひ
た
る
松
の
柯
を
折

り
取
り
て
遣
は
せ
し
﹂
と
い
う
弓
削
皇
子
の
行
為
は
﹁
転
﹂
に
な
る
こ
と
が
い
え
︑

こ
こ
で
古
へ
の
﹁
想
い
の
共
有
﹂
か
ら
今
の
﹁
互
い
へ
の
想
い
﹂
に
変
化
す
る
と

い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
だ
と
す
る
と
︑
額
田
王
の
返
歌
も
弓
削
皇
子
の

為
だ
け
の
﹁
想
い
﹂
が
あ
り
︑
題
詞
も
含
め
た
こ
の
一
首
だ
け
で
﹁
今
の
互
い
へ

の
想
い
﹂
を
表
現
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
︒
こ
の
こ
と
か
ら
︑
一
一
一
～
一
一

二
の
歌
は
二
人
の
﹁
恋
ふ
る
鳥
・
古
に
恋
ら
む
鳥

(天
武
天
皇
)﹂
と
い
う
共
通

項
有
り
き
の
﹁
想
い
の
共
有
﹂
と
い
え
︑
そ
れ
を
繋
ぐ
一
一
三
の
歌
の
題
詞
に
あ

る
弓
削
皇
子
の
贈
答
品
で
あ
る
﹁
蘿
生
ひ
た
る
松
の
柯
﹂
は
︑
当
初
の
想
い
を
共

有
し
て
く
れ
た
こ
と
に
よ
る
感
謝
並
び
に
そ
の
様
な
額
田
王
個
人
へ
の
﹁
想
い
﹂

を
含
ん
だ
物
で
あ
り
︑
対
す
る
額
田
王
の
返
歌
は
贈
答
品
に
対
す
る
感
謝
並
び
に

弓
削
皇
子
個
人
へ
の
﹁
想
い
﹂
を
詠
む
と
い
う
︑﹁
誰
も
間
に
入
ら
な
い
二
人
だ

け
の
想
い
﹂
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
の
で
あ
る
︒

こ
の
様
に
考
慮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑
弓
削
皇
子
と
額
田
王
の
贈
答
歌
は
遣
り

取
り
が
進
む
に
従
い
︑﹁
恋
ふ
る
鳥
・
古
に
恋
ら
む
鳥

(天
武
天
皇
)﹂
と
い
っ
た

共
通
項
を
含
ん
だ
想
い
か
ら
︑﹁
蘿
生
ひ
た
る
松
の
柯
を
折
り
取
り
て
遣
は
せ

し
﹂・﹁
玉
松
が
枝
は
愛
し
き
か
も
君
が
み
言
を
持
ち
て
通
は
く
﹂
と
い
っ
た
二
人

だ
け
の
想
い
へ
と
変
化
し
て
い
く
︒
そ
れ
に
伴
い
︑
二
人
の
想
い
が
よ
り
近
付
い

て
い
く
と
い
う
点
並
び
に
︑
漢
詩
文
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
︑
詠
ま
れ
て
い
る

植
物
か
ら
日
本
独
自
の
考
え
も
交
え
た
知
的
な
遣
り
取
り
を
し
て
い
た
と
い
う
点

か
ら
も
相
聞
と
し
て
相
応
し
い
歌
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
の
で
あ
る
︒

終
わ
り
に

こ
こ
ま
で
考
察
し
て
き
た
が
︑﹁
ほ
と
と
ぎ
す
﹂
が
導
く
望
帝
の
故
事
に
つ
い

て
は
禅
譲
を
行
な
っ
た
こ
と
か
ら
︑
聖
天
子
と
同
様
と
い
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ

り
︑
禅
譲
に
つ
い
て
は
﹁
弓
絃
葉
﹂
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
と
︑
新
旧
の
葉
が
入

弓
削
皇
子
と
額
田
王
の
贈
答
歌
に
つ
い
て

(武
田
春
子
)

七
四



れ
替
わ
る
︑
す
な
わ
ち
永
久
に
継
承
さ
れ
て
い
く
と
い
う
様
に
︑
ど
ち
ら
も
良
い

印
象
で
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
︒
こ
の
こ
と
か
ら
︑
弓
削
皇
子
と
額
田

王
の
贈
答
歌
が
﹁
昔
を
懐
か
し
む
﹂
と
い
う
結
論
も
︑
か
な
り
従
来
の
考
え
と
は

違
っ
た
も
の
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
の
で
あ
る
︒

さ
ら
に
︑
弓
削
皇
子
の
歌
の
特
徴
と
さ
れ
る
﹁
切
な
さ
﹂﹁
儚
さ
﹂﹁
無
常
観
﹂

と
い
う
解
釈
も
︑
改
め
て
考
え
直
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
歌

に
詠
ま
れ
て
い
る
植
物
で
あ
る
弓
絃
葉
や
松
に
お
い
て
も
︑
良
い
印
象
で
捉
え
る

こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
り
︑
日
本
と
中
国
で
共
通
の
捉
え
方
を
さ
れ
て
い
る
物
も

あ
れ
ば
︑
日
本
独
自
の
捉
え
方
を
さ
れ
て
い
る
物
も
あ
る
︒
こ
う
い
っ
た
こ
と
か

ら
も
︑
弓
削
皇
子
と
額
田
王
の
贈
答
歌
を
詠
ま
れ
て
い
る
物
か
ら
考
察
し
て
い
く

と
︑﹁
ほ
と
と
ぎ
す
﹂
で
漢
詩
文
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
﹁
弓
絃
葉
﹂
で
周
囲

の
疑
い
を
一
蹴
す
る
だ
け
の
理
由
を
持
た
せ
︑
同
時
に
日
本
独
自
の
考
え
も
交
え

な
が
ら
も
﹁
松
﹂
で
二
人
の
想
い
が
双
方
の
距
離
を
よ
り
近
づ
け
る
と
い
っ
た
複

合
的
な
や
り
取
り
を
し
て
い
る
こ
と
が
構
成
か
ら
読
み
取
れ
る
と
い
う
︑
相
聞
と

し
て
高
水
準
な
歌
で
あ
る
こ
と
が
い
え
る
の
で
あ
る
︒
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玉
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﹄
内
田
泉
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明
治
書
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一
九
七
四
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新
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漢
文
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八
巻

史
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吉
田
賢
抗

明
治
書
院

一
九
七
三
︑﹃
大
漢
和
辞

典
﹄
巻
三
・
巻
八
・
巻
九

大
修
館
書
店

一
九
九
九
に
よ
る
︒

な
お
︑﹃
万
葉
集
﹄
の
原
文
に
お
い
て
﹁
ほ
と
と
ぎ
す
﹂
は
﹁
霍
公
鳥
﹂
と
︑﹁
ゆ

ず
る
は
﹂
は
﹁
弓
絃
葉
﹂
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
︑
便
宜
上
並
び
に
引
用
文
献
の

関
係
上
表
記
を
原
文
に
即
し
て
い
な
い
箇
所
が
あ
る
旨
︑
及
び
漢
詩
文
に
つ
い
て

返
り
点
等
の
表
記
を
引
用
通
り
に
即
し
て
い
な
い
旨
︑
了
承
頂
き
た
く
存
ず
る
次

第
で
あ
る
︒

(た
け
だ

は
る
こ

文
学
研
究
科
文
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
)

(指
導
教
員
：
榎
本

福
寿

教
授
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二
〇
一
八
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十
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二
日
受
理

弓
削
皇
子
と
額
田
王
の
贈
答
歌
に
つ
い
て

(武
田
春
子
)
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論

文

神
輿
場
は
な
ぜ
荒
れ
た
の
か

︱
︱
柳
田
國
男
﹃
祭
礼
と
世
間
﹄
か
ら
考
え
る
︱
︱

中

西

仁

〔
抄

録
〕

本
論
文
は
︑
祭
礼
が
社
会
や
時
代
状
況
に
ど
の
よ
う
に
影
響
さ
れ
て
き
た

の
か
︑
と
り
わ
け
明
治
維
新
を
画
期
と
す
る
﹁
近
代
化
﹂
は
祭
礼
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
︑
と
い
う
問
い
に
対
す
る
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
で

あ
る
︒

祭
礼
と
社
会
と
の
関
係
に
つ
い
て
夙
に
示
唆
的
な
考
察
を
行
っ
た
の
は
柳
田

國
男
で
あ
る
︒
柳
田
は
﹃
祭
礼
と
世
間
﹄
の
中
で
︑
祭
礼
で
神
輿
が
暴
れ
る

こ
と
は
偶
然
で
は
な
く
︑
神
輿
舁
た
ち
の
﹁
公
怨
﹂
の
現
れ
で
あ
る
と
述
べ

て
い
る
︒

近
代
の
京
都
の
祭
礼
で
は
神
輿
が
暴
れ
た
り
︑
神
輿
場
で
抗
争
が
起
こ
る

こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
︒
本
論
文
で
は
明
治
期
に
お
け
る
今
宮
祭
と
祇
園

祭
で
の
﹁
神
輿
荒
れ
﹂
の
事
例
を
取
り
上
げ
︑
そ
れ
ら
の
﹁
神
輿
荒
れ
﹂
が

﹁
公
怨
﹂
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
︑
先
行
研
究
や
諸
資
料
を
基
に
解

明
し
た
︒
そ
し
て
﹁
公
怨
﹂
に
基
づ
く
﹁
神
輿
荒
れ
﹂
が
起
こ
る
の
は
︑
近

代
の
祭
礼
に
特
徴
的
な
現
象
で
あ
る
こ
と
︑﹁
公
怨
﹂
に
基
づ
く
﹁
神
輿
荒

れ
﹂
と
は
︑
神
輿
場
と
い
う
公
共
空
間
で
起
こ
っ
た
公
共
性
を
帯
び
た
異
議

申
し
立
て
で
あ
る
こ
と
を
解
明
し
た
︒

キ
ー
ワ
ー
ド

都
市
祭
礼
︑
神
輿
︑
公
怨
︑
祇
園
祭
︑
今
宮
祭

は
じ
め
に

柳
田
國
男
が
祭
礼
に
つ
い
て
論
じ
た
著
作
と
し
て
は
昭
和
十
七

(一
九
四
二
)

年
に
刊
行
さ
れ
た
﹃
日
本
の
祭(1
)﹄

が
最
も
有
名
で
あ
る
︒
新
谷
尚
紀
に
よ
れ
ば
︑

﹃
日
本
の
祭
﹄
は
﹁
柳
田
と
そ
の
学
問
に
と
っ
て
最
も
充
実
し
た
﹂
時
期
に
著
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
︑﹁
全
国
各
地
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
神
事
や
祭
礼
を
通
し
て
日

本
の
神
祭
り
の
原
初
の
形
態
を
も
と
め
︑
そ
れ
が
次
第
に
変
化
し
て
き
て
い
る
こ

と
を
の
べ
﹂
て
い
る(2
)︒

日
本
の
祭
り
の
歴
史
の
概
説
と
も
い
う
べ
き
﹃
日
本
の

祭
﹄
を
著
す
か
な
り
以
前
の
大
正
八

(一
九
一
九
)
年
︑
柳
田
は
祭
礼
に
つ
い
て

の
初
め
て
の
本
格
的
な
論
考
﹃
祭
礼
と
世
間(3
)﹄

を
著
し
て
い
る
︒
こ
の
論
考
で
柳

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇

第
四
十
七
号
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〇
一
九
年
三
月
)
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田
は
︑
塩
竈
神
社
の
帆
手
祭
を
事
例
に
︑﹁
な
ぜ
神
輿
が
暴
れ
る
の
か
﹂
に
つ
い

て
考
察
し
て
い
る
︒

京
都
の
都
市
祭
礼(4
)に

於
い
て
も
︑
明
治
大
正
期
に
﹁
神
輿
が
暴
れ
た
﹂﹁
神
輿

場
が
荒
れ
た
﹂
事
例(5
)は

事
欠
か
な
い
︒
と
り
わ
け
被
差
別
部
落
民
が
神
輿
へ
の
参

入
を
求
め
て
神
輿
場
で
乱
闘
と
な
っ
た
今
宮
祭
の
事
例
と
︑
神
輿
を
交
番
に
打
ち

付
け
警
察
官
と
に
ら
み
合
い
に
な
っ
た
祇
園
祭
の
事
例
は
﹁
神
輿
荒
れ
﹂
の
典
型

と
も
い
え
る
も
の
で
あ
る
が
︑
そ
れ
ら
の
事
件
は
な
ぜ
そ
れ
が
起
こ
っ
た
の
か
︑

十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
︒
本
論
文
は
明
治
期
の
京
都
の
都
市
祭

礼
の
場
で
起
こ
っ
た
﹁
神
輿
荒
れ
﹂
の
典
型
と
も
い
え
る
そ
れ
ら
二
つ
の
事
例
を
︑

柳
田
の
﹃
祭
礼
と
世
間
﹄
を
補
助
線
と
し
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
︒

一
．

『
祭
礼
と
世
間
﹄

(
一
)
﹃
祭
礼
と
世
間
﹄
の
あ
ら
ま
し

『祭
礼
と
世
間
﹄
は
も
と
も
と
大
正
八

(一
九
一
九
)
年
五
月
に
東
京
朝
日
新

聞
に
掲
載
さ
れ
︑
大
正
十
一

(一
九
二
二
)
年
に
改
め
て
出
版
さ
れ
た
論
考
で
あ

る
︒
冒
頭
で
柳
田
は
﹁
東
京
朝
日
新
聞
の
仙
台
通
信
に
よ
れ
ば
︑
(中
略
)
国
幣

中
社
塩
竃
神
社
の
帆
手
祭
に
︑
神
輿
が
暴
れ
廻
っ
て
毎
年
三
戸
四
戸
の
人
家
を
壊

し
︑
本
年
な
ど
は
と
う
と
う
警
察
署
の
構
内
ま
で
乱
入
し
た
の
で
︑
官
憲
で
も
捨

て
お
か
れ
ぬ
こ
と
に
な
り
︑
(中
略
)
右
教
授

(東
北
大
学
教
授
日
下
部
四
郎

太
：
筆
者
注
)
は
頼
ま
れ
て
現
場
に
出
張
し
︑
何
人
で
も
﹁
そ
う
で
す
か
﹂
と
言

わ
ず
に
お
ら
れ
ぬ
よ
う
な
報
告
を
せ
ら
れ
た
︒
教
授
の
意
見
で
は
︑
多
数
の
人
が

神
輿
の
ご
と
き
重
い
も
の
を
舁
い
で
あ
る
く
と
︑
偶
然
に
行
列
の
路
筋
で
な
い
処

に
も
︑
飛
び
込
む
も
の
で
あ
る
と
い
う(6
)︒﹂

と
述
べ
︑﹁
神
輿
荒
れ
﹂
が
偶
然
に
起

こ
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
日
下
部
の
意
見
を
紹
介
し
た
う
え
で
︑﹁
日
下
部
教

授
は
否
認
せ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
︑
祭
り
の
神
輿
舁
き
の
悪
意
と
い
う
こ
と
は
︑

絶
対
に
存
在
し
得
ぬ
も
の
で
も
な
い(7
)︒﹂

と
﹁
神
輿
荒
れ
﹂
が
偶
然
で
は
な
く
神

輿
舁
き
た
ち
の
何
が
し
か
の
意
識
が
働
い
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
︑
日
下
部
の
見

解
を
否
定
し
た
う
え
で
︑
こ
の
よ
う
な
﹁
神
輿
荒
れ
﹂
が
﹁
平
和
な
る
前
代
か
ら

引
き
続
い
て
相
応
に
行
わ
れ
て
い
る
﹂
と
日
下
部
に
欠
け
て
い
る
歴
史
的
視
点
を

提
示
し
︑﹁
こ
の
類
の
悪
意
が
︑
果
た
し
て
宮
城
県
警
察
の
い
わ
ゆ
る
︑
私
怨
を

霽
さ
ん
と
す
る
の
挙
で
あ
っ
た
の
か
︑
あ
る
い
は
ま
た
公
怨
の
結
果
で
あ
っ
た
か

は
︑
公
を
官
︑
私
を
民
と
始
め
か
ら
決
定
し
て
掛
か
ら
ぬ
限
り
︑
そ
う
簡
単
に
判

断
し
得
る
問
題
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る(8
)︒﹂

と
問
題
を
政
治
的
・
社
会
的

な
次
元
に
ま
で
高
め
︑﹁
普
通
に
反
す
る
こ
と
を
す
る
よ
う
な
人
間
を
︑
す
こ
し

も
い
じ
め
ず
に
お
く
と
い
う
こ
と
が
︑
公
人
と
し
て
も
あ
る
ま
じ
き
事
で
あ
っ
た

時
代
と
し
て
は
︑
こ
の
徒
に
対
す
る
祭
礼
の
日
の
悪
意
の
ご
と
き
は
︑
た
と
い
少

数
の
若
衆
頭
の
手
で
こ
れ
を
表
示
し
た
と
し
て
も
︑
や
っ
ぱ
り
公
怨
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
︒﹂
と
結
論
づ
け
て
い
る(9
)︒

柳
田
は
公
怨
を
歴
史
的
に
考
察
し
︑
共
同
体
の
共
通
の
敵
た
る
人
物
に
向
け
ら

れ
た
悪
意
の
基
底
に
は
神
意
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
︒

﹁
神
輿
は
本
来
重
く
も
な
り
軽
く
も
な
る
性
質
の
物
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
︑
今
ま

で
軽
か
っ
た
も
の
が
に
わ
か
に
重
く
な
る
と
い
う
の
は
︑
す
な
わ
ち
眼
に
見
え
ぬ

奇
し
き
力
の
︑
新
た
に
来
た
り
加
わ
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
解
す
る
の
は
︑
単
に

過
去
何
千
年
の
間
の
人
の
習
癖
で
あ
っ
た
と
も
い
わ
れ
ぬ
ほ
ど
︑
確
乎
と
し
た
論

理
学
上
の
基
礎
あ
る
事
柄
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
︒
別
の
語
で
言
う
と
︑
そ
れ
は
一

つ
の
信
仰
の
結
果
で
は
な
く
て
︑
む
し
ろ
そ
の
原
因
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る(10
)﹂︒

神
輿
場
は
な
ぜ
荒
れ
た
の
か

(中
西

仁
)

七
八



神
輿
が
荒
れ
る
の
は
神
輿
が
に
わ
か
に
重
く
な
る
か
ら
で
あ
り
︑
神
輿
が
に
わ
か

に
重
く
な
る
か
ら
こ
そ
人
々
は
神
輿
を
信
仰
の
対
象
と
し
た
の
で
あ
る
と
柳
田
は

言
う
︒
神
輿
が
に
わ
か
に
重
く
な
り
︑
神
輿
が
荒
れ
る
こ
と
に
昔
の
人
々
は
神
意

を
見
︑
信
仰
心
に
よ
っ
て
神
意
を
信
じ
た
が
︑
こ
の
神
意
こ
そ
が
公
怨
で
あ
っ
た
︒

柳
田
は
神
意
は
公
怨
と
い
う
人
々
の
共
同
体
の
集
団
的
無
意
識
の
現
れ
で
あ
る

と
喝
破
し
た
の
で
あ
る
︒
神
意
の
中
に
人
々
の
公
怨
を
見
る
こ
と
は
柳
田
を
し
て

初
め
て
で
き
た
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
︒
柳
田
は
何
事
も
物
理
学
的
に
説
明
で

き
る
と
︑﹁
信
仰
物
理
学
﹂
を
標
榜
す
る
日
下
部
と
も
︑﹁
神
輿
は
本
来
重
く
も
な

り
軽
く
も
な
る
性
質
の
物
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
︑
今
ま
で
軽
か
っ
た
も
の
が
に
わ

か
に
重
く
な
る
と
い
う
の
は
︑
す
な
わ
ち
眼
に
見
え
ぬ
奇
し
き
力
の
︑
新
た
に
来

た
り
加
わ
る
こ
と
﹂
を
心
底
信
じ
て
い
た
﹁
我
々
の
親
た
ち
の
信
仰
﹂
と
も
違
っ

た
立
ち
位
置
に
い
る(11
)︒

『祭
礼
と
世
間
﹄
が
書
か
れ
た
大
正
八

(一
九
一
九
)
年
は
大
正
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
の
高
揚
期
で
あ
っ
た
︒
前
年
の
大
正
七
年

(一
九
一
八
)
八
月
に
は
米
価
の

高
騰
に
対
し
︑
都
市
下
層
や
被
差
別
部
落
民
を
中
心
と
す
る
米
騒
動
が
全
国
に
広

が
っ
た
︒
政
府
は
軍
隊
を
投
入
し
鎮
圧
し
た
が
︑
米
価
高
騰
の
き
っ
か
け
と
な
っ

た
シ
ベ
リ
ア
出
兵
を
推
進
し
た
首
相
寺
内
正
毅
は
九
月
二
十
一
日
に
退
陣
し
た
︒

民
衆
の
力
を
目
の
当
た
り
に
し
た
山
縣
有
朋
ら
元
老
た
ち
は
政
党
内
閣
を
認
め
︑

立
憲
政
友
会
の
原
敬
を
首
相
に
推
薦
︑
九
月
二
十
九
日
︑
日
本
で
初
の
本
格
的
な

政
党
内
閣
原
内
閣
が
成
立
し
︑
そ
の
後
普
通
選
挙
の
要
求
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
た
︒

こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
の
も
と
﹃
祭
礼
と
世
間
﹄
は
書
か
れ
た
︒
柳
田
は
﹁
神

を
頼
り
に
苦
の
世
界
を
渡
っ
て
行
く
人
々
に
は
︑
ぜ
ひ
と
も
何
か
他
の
新
し
い
方

法
を
も
っ
て
︑
そ
の
心
ゆ
か
し
の
途
を
授
け
て
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
︒
政
治
教
育
が

不
足
だ
か
ら
こ
そ
︑
こ
ん
な
石
占
系
統
の
信
仰
が
︑
今
な
お
大
い
に
行
わ
れ
て
い

る
の
で
は
あ
る
ま
い
か(12
)﹂

と
言
う
︒﹁
心
ゆ
か
し
の
途
﹂
と
は
来
る
べ
き
普
通
選

挙
に
於
い
て
各
自
が
自
ら
の
見
識
と
意
思
に
基
づ
く
投
票
を
行
い
︑
民
意
が
反
映

さ
れ
る
こ
と
に
違
い
な
い
︒
こ
の
一
文
を
も
っ
て
柳
田
が
﹁
神
輿
荒
れ
﹂
を
前
近

代
的
な
迷
信
に
基
づ
く
暴
力
と
捉
え
て
い
た
の
で
は
な
く
︑
む
し
ろ
﹁
神
輿
荒

れ
﹂
を
と
り
わ
け
米
騒
動
や
農
民
運
動
︑
労
働
運
動
︑
部
落
解
放
運
動
な
ど
の
民

衆
に
よ
る
社
会
運
動
に
先
立
つ
も
の
と
見
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
神
輿
場
で
荒

れ
る
民
衆
の
行
動
の
背
景
に
は
一
種
の
公
共
性

(公
怨
)
が
あ
り
︑
彼
ら
の
公
共

性
は
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
お
け
る
民
衆
運
動
の
も
つ
公
共
性
と
同
質
の
も
の
で

あ
る
と
柳
田
は
と
ら
え
て
い
た
︒

柳
田
は
﹁
世
間
﹂
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
﹁
セ
ケ
ン
は

実
際
の
日
本
語
に
お
い
て
は
︑
今
の
社
会
と
い
う
新
語
よ
り
も
意
味
が
狭
い
︒
こ

れ
に
対
立
す
る
の
は
土
地
ま
た
は
郷
土
で
︑
つ
ま
り
自
分
た
ち
の
共
に
住
む
以
外

の
地
︑
弘
く
他
郷
を
総
括
し
て
世
間
と
は
言
っ
て
い
た
の
で
あ
る(13
)︒﹂

こ
の
こ
と

か
ら
︑
柳
田
は
公
怨
に
基
づ
い
た
﹁
神
輿
荒
れ
﹂
は
﹁
荒
れ
た
者

(ま
た
は
荒
ら

し
た
者
)﹂
た
ち
の
共
同
体
に
お
い
て
共
通
認
識
さ
れ
た
何
ら
か
の
﹁
正
義
﹂﹁
常

識
﹂
が
︑﹁
他
郷
﹂
(す
な
わ
ち
﹁
他
者
﹂
)
に
よ
っ
て
認
知
さ
れ
な
い
︑
あ
る
い

は
損
な
わ
れ
た
と
感
じ
ら
れ
た
場
合
に
︑
そ
の
﹁
他
者
﹂
に
対
す
る
異
議
申
し
立

て
と
捉
え
て
い
た
の
で
あ
る
︒

(
二
)

先
行
研
究
よ
り

『祭
礼
と
世
間
﹄
に
注
目
し
た
先
行
研
究
は
数
少
な
い
︒
最
近
の
研
究
で
は
中

里
亮(14
)
･
(15
)

平
︑
大
塚
英
志(16
)が

あ
げ
ら
れ
る
︒﹃
祭
礼
と
世
間
﹄
は
二
つ
の
読
み
方
が
可

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇

第
四
十
七
号

(二
〇
一
九
年
三
月
)
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能
で
あ
る
︒
一
つ
は
祭
礼
と
社
会
と
の
関
わ
り
に
注
目
し
た
読
み
方
で
あ
り
︑
も

う
一
つ
は
公
怨
と
い
う
祭
礼
参
加
者
の
意
識
に
注
目
し
た
読
み
方
で
あ
る
︒
中
里

は
前
者
︑
大
塚
は
後
者
の
読
み
で
論
を
立
て
て
い
る
︒

中
里
の
二
つ
の
論
文
の
う
ち
︑﹃
祭
礼
と
世
間
﹄
を
よ
り
本
格
的
に
取
り
扱
っ

て
い
る
の
は
﹁
祭
礼
研
究
か
ら
見
る
柳
田
國
男
の
可
能
性
﹂
で
あ
る
︒
こ
の
論
文

に
於
い
て
中
里
は
︑
祭
礼
と
社
会
と
の
関
わ
り
に
注
目
し
た
読
み
で
論
を
進
め
て

い
る
︒
中
里
は
柳
田
の
主
張
を
﹁﹁
祭
礼
と
い
う
非
日
常
の
場
は
︑
共
同
体
の
中

で
暗
黙
に
了
解
さ
れ
た
意
思
を
神
の
名
の
も
と
に
発
現
す
る
場
で
あ
っ
た
﹂︑﹁
共

同
体
の
秩
序
を
維
持
し
︑
そ
の
権
威
を
象
徴
す
る
存
在
が
以
前
の
信
仰
に
支
え
ら

れ
た
神
輿
を
担
ぐ
若
者
た
ち
か
ら
︑
国
家
権
力
の
力
を
代
表
す
る
警
察
と
い
う
存

在
へ
と
移
り
変
わ
っ
た
が
た
め
に
今
回
の
問
題
が
発
生
し
た
﹂︑﹁
こ
う
し
た
問
題

は
単
純
に
近
代
的
︑
あ
る
い
は
疑
似
科
学
的
な
解
釈
で
片
づ
け
て
よ
い
も
の
で
は

な
く
︑
歴
史
的
な
背
景
を
考
え
る
必
要
が
あ
る(17
)﹂﹂

と
要
約
し
て
い
る
︒

中
里
は
﹁
神
輿
荒
れ
﹂
の
原
因
を
﹁﹁
新
し
い
世
間
﹂
で
あ
る
近
代
国
家
と
し

て
の
明
治
政
府
の
論
理
と
い
わ
ゆ
る
民
俗
的
論
理
の
対
立
と
葛
藤(18
)﹂

と
と
ら
え
た

上
で
︑
狭
く
て
古
い
共
同
体
の
民
俗
的
論
理
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
祭
礼
は
︑
常
に

広
く
て
新
し
い
﹁
世
間
﹂
で
あ
る
国
家
権
力
︑
市
民
社
会
︑
世
論
な
ど
の
論
理
に

よ
っ
て
規
制
さ
れ
て
き
た
と
述
べ
る
︒

中
里
の
論
で
興
味
深
い
点
は
︑
祭
礼
と
政
治
権
力
は
本
来
︑
対
立
関
係
に
あ
る

と
捉
え
て
い
る
点
で
あ
る
︒
現
在
︑
祭
礼
は
政
治
利
用
さ
れ
る
存
在
と
い
う
感
が

強
い
︒
例
え
ば
祇
園
祭
が
京
都
市
に
よ
っ
て
﹁
市
民
の
祭
﹂
と
喧
伝
さ
れ
た
り
︑

文
部
科
学
省
の
学
習
指
導
要
領(19
)に

於
い
て
︑
祭
り
は
地
域
住
民
︑
日
本
国
民
と
い

う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
高
め
る
た
め
の
重
要
な
学
習
内
容
と
し
て
と
ら
え
ら
れ

て
い
た
り
︑
と
い
う
事
実
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
︒
し
か
し
祭
礼
と
は
そ
の
非

日
常
性
か
ら
世
俗
の
権
力
を
否
定
す
る
暴
動
︑
蜂
起
︑
反
乱
に
容
易
に
転
換
す
る

も
の
で
あ
り
︑
祭
礼
と
政
治
権
力
は
本
来
対
立
す
る
と
い
う
中
里
の
指
摘
が
正
し

い
こ
と
は
歴
史
が
物
語
っ
て
い
る(20
)︒

た
だ
し
︑
中
里
は
明
治
か
ら
戦
前
に
政
治
と
祭
礼
の
対
立
の
主
た
る
局
面
を
風

俗
取
締
や
治
安
維
持
を
目
的
と
し
た
国
家
に
よ
る
祭
礼
の
規
制
に
限
定
し
て
い
る
︒

し
か
し
︑
風
俗
規
制
や
治
安
維
持
を
目
的
と
す
る
限
り
︑
祭
礼
で
暴
れ
る
民
衆
に

対
し
て
必
要
な
の
は
﹁
修
身
﹂﹁
道
徳
教
育
﹂
の
類
で
あ
ろ
う
︒
し
か
し
柳
田
は

彼
ら
の
﹁
心
ゆ
か
し
﹂
に
は
﹁
政
治
教
育
﹂
が
必
要
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
の
で

あ
る
︒﹁
政
治
教
育
﹂
が
必
要
だ
と
主
張
す
る
柳
田
は
︑﹁
神
輿
荒
れ
﹂
の
現
場
に

何
ら
か
の
﹁
政
治
﹂
が
働
い
て
い
る
こ
と
を
見
て
い
る
︒
そ
う
言
っ
た
柳
田
の
主

張
を
よ
り
理
解
す
る
た
め
に
は
︑
大
塚
の
ご
と
く
祭
礼
参
加
者
の
意
識
︑
公
怨
に

注
目
し
た
読
み
方
が
必
要
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
︒

大
塚
は
帆
手
祭
の
事
件
に
つ
い
て
︑
ま
ず
﹁
結
論
か
ら
言
え
ば
︑﹁
神
輿
荒
れ
﹂

は
旧
式
の
世
論
形
成
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
︑
と
い
う
こ
と
で
あ
る
﹂
と
述
べ
る
︒

大
塚
は
結
論
に
重
ね
る
よ
う
に
﹁
柳
田
は
神
輿
の
暴
走
行
為
が
氏
子
側
な
り
の

﹁
公
﹂
で
あ
っ
た
こ
と
に
議
論
を
も
ど
す
︒
つ
ま
り
﹁
世
間(21
)﹂

と
い
う
︑
村
落
共

同
体
な
り
の
﹁
公
﹂
の
発
露
で
あ
っ
た
と
論
じ
る
︒﹂
と
し
︑﹁
柳
田
は
い
わ
ば
社

会
的
運
動
と
し
て
こ
れ

(﹁
神
輿
荒
れ
﹂
：
筆
者
注
)
を
捉
え
直
し
て
い
る
︒
だ
か

ら
そ
の
行
為
の
是
非
は
別
と
し
て
︑
神
輿
に
よ
る
家
屋
の
破
壊
は
﹁
私
怨
﹂
で
は

な
く
﹁
公
怨
﹂
で
あ
り
︑
そ
れ
を
神
輿
に
よ
っ
て
実
行
す
る
の
は
そ
の
点
で
﹁
公

人
﹂
で
あ
る
︑
と
指
摘
す
る
﹂
と
し
た
上
で
︑
柳
田
は
﹁﹁
神
輿
荒
れ
﹂
が
表
出

し
た
︑
か
つ
て
の
公
共
性
の
あ
り
方
︑
つ
ま
り
﹁
祭
礼
﹂
と
﹁
世
間
﹂
の
関
わ
り

神
輿
場
は
な
ぜ
荒
れ
た
の
か

(中
西

仁
)
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方
を
検
証
し
て
い
る
の
で
あ
る
︒﹂
と
論
じ
︑﹁﹁
神
輿
荒
れ
﹂
は
︑
村
に
お
け
る

﹁
公
﹂
と
︑
近
代
に
於
い
て
警
察
が
氏
子
に
も
と
め
る
﹁
公
﹂
と
い
う
︑
二
つ
の

﹁
公
﹂
の
衝
突
で
あ
﹂
り
︑﹁
15
歳
で
成
人
し
て
﹁
若
い
衆
﹂
と
呼
ば
れ
る
が
︑

﹁
若
い
衆
﹂
の
中
で
も
年
長
者
が
﹁
や
や
大
き
な
権
限
﹂
を
持
ち
︑
そ
の
意
志
が

反
映
し
易
い
仕
組
み
が
あ
っ
た
と
す
る
︒﹁
若
い
衆
﹂
は
︑
民
意
の
い
わ
ば
代
表

で
あ
り
︑
彼
ら
の
担
ぐ
神
輿
の
運
動
は
そ
れ
ゆ
え
︑
物
理
的
法
則
の
総
和
で
は
な

く
︑
彼
ら
な
り
の
意
思
の
総
和
で
あ
る
︒
つ
ま
り
︑
一
見
︑
暴
徒
に
見
え
る
が
︑

自
ら
を
律
し
︑﹁
民
意
﹂
を
生
成
し
︑
実
行
す
る
の
が
﹁
神
輿
荒
れ
﹂
で
あ
﹂
る

と
ま
と
め
る(22
)︒

大
塚
の
議
論
は
か
つ
て
の
祭
礼
︑
特
に
神
輿
場
が
ど
の
よ
う
な
場
で
あ
っ
た
の

か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
︑
十
分
な
答
え
を
用
意
し
て
い
る
︒
た
だ
し
な
ぜ
荒
れ

る
の
が
神
輿
な
の
か
︑
神
輿
以
外
の
例
え
ば
山
車
や
ダ
ン
ジ
リ
で
は
な
か
っ
た
の

か
に
つ
い
て
は
十
分
に
説
明
し
て
い
な
い
︒
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
︑
柳
田
自
身

の
言
葉
に
直
に
当
た
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
︒
柳
田
は
言
う
︒﹁
神
輿
の
中
に
は

神
様
が
乗
っ
て
お
ら
れ
る
︒
こ
れ
は
事
実
で
あ
っ
て
︑
詩
で
も
な
く
空
想
で
も
な

い
︒
ま
た
い
わ
ゆ
る
御
旅
所
な
る
も
の
は
︑
も
と
人
間
の
設
け
た
座
敷
で
は
な
く

て
︑
神
が
自
ら
選
び
た
ま
い
し
祭
場
で
あ
る
︒
ゆ
え
に
神
の
美
幸
を
降
臨
と
も
︑

影
向
と
も
い
っ
た
の
で
あ
る
︒
こ
れ
へ
御
出
ま
し
に
な
る
道
筋
と
て
も
同
じ
こ
と

で
︑
こ
れ
を
担
ぐ
者
の
身
勝
手
な
ど
は
︑
神
霊
の
前
で
は
零
で
あ
っ
た
の
み
な
ら

ず
︑
さ
ら
に
一
段
と
信
心
の
強
烈
な
世
の
中
で
は
︑
人
が
な
く
て
も
神
輿
は
行
く

べ
き
処
へ
行
く
も
の
と
︑
認
め
ら
れ
て
い
た(23
)﹂︒

す
な
わ
ち
前
近
代
や
明
治
・
大
正
の
人
々
か
ら
す
れ
ば
︑
神
輿
に
は
実
際
に
神

が
乗
っ
て
お
り
︑
神
輿
場
で
起
こ
っ
た
こ
と
は
︑
公
怨
に
基
づ
く
人
々
の
行
動
も

含
め
て
す
べ
て
﹁
神
意
﹂
に
基
づ
く
も
の
と
い
う
捉
え
方
は
﹁
常
識
﹂
で
あ
っ
た
︒

で
あ
る
か
ら
こ
そ
神
輿
場
が
様
々
な
騒
動
の
現
場
と
な
っ
た
の
で
あ
る
︒
つ
ま
り

騒
動
の
渦
中
の
人
々
の
心
の
奥
底
に
は
﹁
神
よ
御
照
覧
あ
れ
﹂
と
い
う
集
団
的
無

意
識
が
共
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
︒

二
．

今
宮
祭
に
お
け
る
﹁
神
輿
荒
れ
﹂

(
一
)

今
宮
祭
の
概
要
と
﹁
神
輿
荒
れ
﹂

今
宮
祭
は
長
保
三

(一
〇
〇
一
)
年
の
﹁
紫
野
御
霊
会
﹂
を
起
源
と
す
る
︒
応

仁
の
乱
を
は
じ
め
幾
多
の
戦
火
を
受
け
て
長
く
中
断
し
て
い
た
︒
し
か
し
︑
近
世

に
入
る
と
︑
西
陣
の
出
身
で
あ
っ
た
桂
昌
院

(徳
川
綱
吉
生
母
)
が
復
興
に
尽
力

し
た
︒
西
陣
が
興
隆
す
る
と
と
も
に
西
陣
の
氏
子
祭
と
し
て
栄
え
︑
祇
園
祭
︑
稲

荷
祭
︑
御
靈
祭
と
と
も
に
京
都
を
代
表
す
る
都
市
祭
礼
に
数
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
︒
現
在
は
本
社
か
ら
旅
所
へ
と
三
基
の
神
輿

(先
御
輿
︑
中
御
輿
︑
大
御

輿(24
))

を
中
心
に
太
鼓
︑
剣
鉾
︑
牛
車
︑
八
乙
女
な
ど
か
ら
な
る
行
列
が
本
社
か
ら

旅
所
に
む
か
う
神
幸
祭

(五
月
五
日
)
と
︑
神
輿
三
基
が
旅
所
か
ら
本
社
へ
還
る

還
幸
祭

(五
月
十
五
日
に
近
い
日
曜
日
)
か
ら
な
る
︒
還
幸
祭
で
は
御
供
所
に
て

還
御
祭

(か
ん
ぎ
ょ
さ
い
)
を
行
っ
た
後
︑
大
宮
御
輿
の
み
が
提
灯
の
飾
り
つ
け

を
行
い
︑
松
明
の
先
導
を
受
け
て
︑
大
宮
通
か
ら
本
社
に
還
る
︒
他
の
二
基
の
神

輿
は
千
本
通
を
通
っ
て
本
社
に
還
る(25
)︒

三
基
の
神
輿
の
担
い
手
に
つ
い
て
で
あ
る
が
︑
や
や
小
型
の
先
御
輿
は
﹁
あ
ぐ

い
御
輿
﹂
と
呼
ば
れ
︑
元
々
は
洛
中
と
洛
外
の
境
で
あ
る
﹁
あ
ぐ
い
﹂
地
域
の

人
々
が
担
っ
て
き
た
︒
中
御
輿
は
﹁
鷹
御
輿
﹂
と
も
呼
ば
れ
︑
旧
鷹
ヶ
峰
村
の
鷹

峯
地
区
の
﹁
鷹
若
﹂
(鷹
若
中
輿
丁
会
)
が
担
っ
て
い
る
︒
先
御
輿
は
﹁
あ
ぐ
い
﹂

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇

第
四
十
七
号

(二
〇
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三
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地
域
の
人
々
が
何
ら
か
の
事
情
で
神
輿
に
寄
ら
な
く
な
っ
て
か
ら
︑
そ
の
担
い
手

は
変
わ
っ
て
き
た
が
︑
現
在
は
中
御
輿
の
﹁
鷹
若
﹂
(鷹
若
中
輿
丁
会
)
の
﹁
預

か
り
﹂
と
な
っ
て
い
る
︒
大
宮
御
輿
は
も
と
も
と
は
今
宮
神
社
周
辺
の
上
野
村
の

﹁
上
野
若
中
﹂
及
び
新
門
前
村
の
﹁
新
門
前
若
中
﹂
で
担
っ
て
き
た
︒﹁
若
中
﹂
と

い
う
組
織
は
一
〇
年
ほ
ど
前
ま
で
か
ろ
う
じ
て
存
続
し
て
き
た
が
︑
そ
の
前
か
ら

人
が
集
ま
ら
な
く
な
り
︑
現
在
は
二
つ
の
村
の
あ
っ
た
二
つ
の
学
区

(待
鳳
︑
鳳

徳
)
の
有
志
で
担
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る(26
)︒

本
多
健
一(27
)に

よ
れ
ば
︑
三
基
の
神
輿
の
担
い
手
は
変
遷
を
繰
り
返
し
て
き
て
い

る
︒
今
宮
神
社
の
氏
地
は
洛
外
の
北
部
村
落
地
域
と
南
部
市
街
地
域

(西
陣
)
に

分
か
れ
る
が
︑
正
徳
二

(一
七
一
一
)
年
の
時
点
で
は
︑
北
部
村
落
地
域
﹁
西
賀

茂
田
尻
村
﹂﹁
同
林
村
﹂
が
神
輿
三
基
を
舁
い
て
い
た
︒
し
か
し
延
享
二

(一
七

四
五
)
年
に
は
南
部
市
街
地
域
の
人
々
に
担
い
手
が
変
わ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き

る
︒
そ
の
後
︑
明
和
三

(一
七
六
六
)
年
の
﹃
花
車
町
文
書
﹄
に
よ
る
と
︑
担
い

手
の
地
域
は
﹁
大
徳
寺
門
前
﹂﹁
安
居
院
筋
違
南
半
町
﹂﹁
同
北
半
町
﹂﹁
鷹
ヶ
峰
﹂

﹁
同
木
ノ
下
町
﹂
と
な
っ
て
い
る
︒
こ
れ
は
現
在
の
﹁
大
宮
御
輿
﹂︑﹁
あ
ぐ
い
御

輿
﹂︑﹁
鷹
御
輿
﹂
の
担
い
手
の
地
域
に
ほ
ぼ
対
応
し
て
お
り
︑
約
二
五
〇
年
前
か

ら
現
在
に
至
る
ま
で
﹁
大
宮
御
輿
﹂
と
﹁
鷹
神
輿
﹂
は
担
い
手
集
団
が
変
わ
っ
て

い
な
い
こ
と
と
な
る
︒
次
に
述
べ
る
明
治
二
十
一

(一
八
八
八
)
年
の
今
宮
祭
の

﹁
神
輿
荒
れ
﹂
の
際
に
は
︑
事
件
の
一
方
の
当
事
者
で
あ
る
﹁
大
宮
御
輿
﹂
の
神

輿
舁
き
集
団
は
︑
す
で
に
一
二
〇
年
以
上
に
亘
っ
て
︑
神
輿
渡
御
を
担
い
続
け
て

い
た
こ
と
に
な
る
︒

明
治
二
十
一

(一
八
八
八
)
年
五
月
十
五
日
︑
今
宮
祭
の
還
幸
祭
に
於
い
て
事

件
が
起
こ
っ
た
︒
以
下
の
ご
と
く
︑
当
時
の
新
聞
記
事
は
生
々
し
く
報
道
し
て
い

る
︒

一
昨
十
五
日
︑
今
宮
神
社
の
祭
禮
に
つ
き
大
喧
嘩
あ
り
し
︒
次
第
を
尚
能
く

聞
く
に
︑
往
昔
同
神
社
の
神
輿

(大
宮
と
稱
す
る
も
の
)
は
︑
愛
宕
郡
東
紫

竹
大
門
村
の
壮
年
輩
が
舁
く
の
例
な
り
し
に
︑
維
新
後
彼
穢
多
の
稱
號
を
廃

せ
し
よ
り
︑
同
郡
鷹
ヶ
峰
村
字
蓮
臺
野

(舊
穢
多
村
)
の
人
民
等
も
同
く
氏

子
の
者
な
れ
ば
︑
共
に
神
輿
を
舁
か
せ
貰
は
ん
と
︑
種
々
打
合
せ
あ
り
し
も
︑

之
を
舁
す
は
神
に
對
し
て
不
敬
な
り
と
て
拒
絶
な
し
︑
爾
来
年
々
夫
等
の
為

紛
議
の
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
︒
左
れ
ば
同
日
午
後
八
時
頃
︑
第
三
の
神
輿
が

東
紫
竹
大
門
村
字
追
分
と
云
ふ
處
ま
で
來
り
し
折
柄
︑
豫
て
不
平
の
あ
る
蓮

臺
野
の
人
民
凡
五
十
名
︑
各
々
瓦
礫
を
携
へ
て
出
來
り
︑
神
輿
を
見
掛
て
投

付
た
り
︒
紫
竹
大
門
村
の
神
輿
舁
は
之
を
支
へ
ん
と
て
︑
神
輿
を
畑
中
に
下

し
遂
に
双
方
亂
擊
に
及
び
︑
護
衛
の
巡
査
數
名
が
之
を
制
せ
ん
と
す
る
も
︑

其
勢
ひ
當
る
べ
く
も
あ
ら
ず
︒
喧
嘩
は
益
々
盛
ん
に
な
り
︑
血
を
見
ざ
れ
ば

治
り
難
き
有
様
な
れ
ば
︑
巡
査
は
急
を
上
京
警
察
署
及
び
田
中
警
察
署
へ
報

ぜ
し
を
以
て
︑
両
警
察
署
よ
り
應
援
の
爲
數
十
名
の
警
部
巡
査
派
出
し
︑
双

方
を
取
鎭
め
し
に
ぞ
︒
漸
く
翌
十
六
日
午
前
三
時
頃
︑
神
輿
を
今
宮
神
社
に

舁
き
入
る
ゝ
に
至
り
し
が
︑
右
の
喧
嘩
に
よ
り
︑
蓮
臺
野
の
大
塚
富
之
助

(四
十
一
年
)
原
田
勇
次
郎

(六
十
三
年
)
野
村
か
な

(六
十
年
)
の
三
人

は
重
傷
を
蒙
り
︑
生
死
も
計
り
難
き
程
に
て
︒
其
他
輕
傷
を
受
た
る
は
︑
同

地
の
者
に
七
八
名
︑
大
門
村
の
者
に
十
二
三
名
あ
り
し
が
︑
何
分
夜
間
の
事

な
れ
ば
兇
行
者
も
分
明
な
ら
ず
︒
今
尚
︑
取
調
中
な
り
と
︒
(句
読
点
：
筆

者(28
))

神
輿
場
は
な
ぜ
荒
れ
た
の
か

(中
西

仁
)
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蓮
台
野
村
の
人
々
が
渡
御
中
の
大
宮
御
輿
を
襲
っ
て
乱
闘
と
な
っ
た
の
で
あ
る
︒

蓮
台
野
村
の
人
々
の
行
動
は
︑
祭
礼
で
の
突
発
的
な
喧
嘩
と
は
言
い
難
く
︑
た
だ

な
ら
ぬ
何
か
を
感
じ
る
︒
柳
田
國
男
の
い
う
と
こ
ろ
の
﹁
公
怨
﹂
が
強
く
作
用
し

た
の
で
は
な
い
か
︒﹁
時
代
は
攻
究
し
て
お
く
べ
き
も
の
で
あ
る(29
)﹂

と
い
う
柳
田

の
言
葉
に
従
っ
て
︑
蓮
台
野
村
と
今
宮
祭
の
関
わ
り
を
歴
史
的
に
探
究
し
て
い
く
︒

(
二
)

蓮
台
野
村
と
今
宮
祭

記
事
中
の
鷹
ヶ
峰
村
字
蓮
臺
野

(蓮
台
野
村
)
は
︑
近
世
に
於
い
て
は
六
条
村

の
枝
村
で
あ
り
︑
牢
屋
敷
の
番
役
︑
行
刑
役
な
ど
に
従
事
さ
せ
ら
れ
た
役
人
村
で

あ
っ
た
︒
ま
た
朝
廷
と
の
関
係
も
深
く
︑
年
寄
を
中
心
に
禁
裏
の
庭
掃
除
役
で
あ

る
小
法
師
役
を
勤
め
た
︒
は
や
く
か
ら
身
分
解
放
︑
平
等
に
関
す
る
意
識
が
高
く
︑

慶
応
三

(一
八
六
七
)
年
に
年
寄
が
﹁
穢
多
﹂
身
分
か
ら
の
離
脱
を
意
図
し
た
身

分
取
立
て
の
嘆
願
を
行
っ
た
︒
ま
た
教
育
に
も
熱
心
な
村
で
あ
り
︑
寺
子
屋
で
は

読
み
書
き
そ
ろ
ば
ん
に
加
え
て
ド
イ
ツ
語
も
教
え
ら
れ
た
と
い
う
︒
寺
子
屋
は
明

治
六

(一
八
七
三
)
年
に
は
蓮
台
野
校
︑
の
ち
に
楽
只
小
学
校
へ
と
発
展
し
た
︒

明
治
八

(一
八
七
五
)
年
の
町
村
合
併
に
よ
り
蓮
台
野
村
は
西
紫
竹
大
門
村
と
合

併
︑
同
村
蓮
台
野
区
と
な
る
︒
明
治
十
七

(一
八
八
四
)
年
︑
西
紫
竹
大
門
村
は

鷹
ヶ
峰
村
と
改
称
さ
れ
た
︒
明
治
二
十
二

(一
八
八
九
)
年
の
市
制
︑
町
村
制
公

布
と
と
も
に
全
国
的
に
市
町
村
合
併
が
あ
い
つ
い
だ
に
も
関
わ
ら
ず
︑
蓮
台
野
区

は
明
治
二
十
五

(一
八
九
二
)
年
︑
野
口
村
と
し
て
独
立
し
た
︒
こ
の
独
立
は

﹁
鷹
ヶ
峰
村
役
場
引
継
文
書
﹂
の
﹁
明
治
二
十
四
年
五
月
四
日
分
離
二
関
ス
ル
上

申
書
﹂
に
よ
れ
ば
︑﹁
抑
蓮
台
野
区
は
古
来
穢
多
ノ
一
部
落
ニ
シ
テ
︑
戸
数
弐
百

有
余
戸
︑
多
ク
ハ
古
来
ノ
因
習
ニ
依
リ
テ
下
駄
表
ヲ
製
ス
ル
ノ
職
工
者
タ
リ
︒

(中
略
)
鷹
峯
区
ニ
於
テ
ハ
古
来
商
業
ヲ
以
テ
成
リ
︑
汎
ク
世
上
ニ
往
来
ス
ル
ヲ

以
テ
カ
稍
世
態
ニ
通
ス
ル
ノ
風
ア
リ
テ
︑
(中
略
)
斯
ニ
於
テ
カ
相
互
ノ
情
誼
益マ

マ

疎
遠
ト
ナ
リ
︑
其
極
ヤ
遂
ニ
意
外
ノ
軋
轢
ヲ
来
シ
︑
時
々
事
々
円
滑
ナ
ラ
サ
ル
ニ

至
ル(30
)︒﹂

と
あ
る
︒
蓮
台
野
区
は
遅
れ
た
被
差
別
部
落
で
あ
る
と
い
う
鷹
峯
区
の

差
別
意
識
が
分
村
の
底
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒

近
世
に
於
い
て
多
く
の
﹁
穢
多
﹂
村
は
︑
地
域
の
神
社
の
氏
子
と
し
て
周
り
の

村
か
ら
認
め
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
︒
例
え
ば
︑
盛
田
嘉
徳
・
岡
本
良
一
・
森
杉
夫

に
よ
れ
ば
︑
泉
国
南
王
子
村
は
聖
明
神
に
様
々
な
奉
仕
を
行
っ
て
い
た
が
︑
周
囲

の
村
か
ら
氏
子
と
し
て
認
め
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
︒
八
月
十
日
の
祭
礼
に
は
︑
前

日
か
ら
神
幸
の
道
の
補
修
を
す
る
な
ど
の
奉
仕
を
行
っ
て
き
た
が
︑
祭
礼
の
当
日

に
は
︑
け
が
れ
て
い
る
か
ら
と
い
う
理
由
で
神
輿
に
近
づ
く
こ
と
さ
え
許
さ
れ
な

か
っ
た
と
い
う(31
)︒

蓮
台
野
村
も
南
王
子
村
と
同
じ
よ
う
な
扱
い
を
受
け
て
き
た
︒

十
八
世
紀
初
頭
に
作
成
さ
れ
た
﹃
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書(32
)﹄

に
よ
れ
ば
︑
今
宮

神
社
の
氏
地
は
﹁
東
ハ
西
堀
川
限

(但
︑
一
條
ゟ
北
ハ
︑
小
川
通
の
西
側
限
)︑

西
ハ
七
本
松
通
限
︑
南
ハ
二
条
御
城
番
北
之
方
御
屋
敷
迄
︑
北
ハ
千
束
村
上
限
﹂

と
あ
り
︑
蓮
台
野
村
は
お
よ
そ
西
北
の
境
界
の
内
側
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
し

か
し
大
阪
朝
日
新
聞
の
記
事
に
﹁
維
新
後
彼
穢
多
の
稱
號
を
廃
せ
し
よ
り
︑
同
郡

鷹
ヶ
峰
村
字
蓮
臺
野

(舊
穢
多
村
)
の
人
民
等
も
同
く
氏
子
の
者
な
れ
ば
﹂
と
あ

る
よ
う
に
︑
近
世
を
通
じ
て
氏
子
と
し
て
は
認
め
ら
れ
て
来
な
か
っ
た
︒

明
治
四

(一
八
七
一
)
年
八
月
の
﹁
解
放
令
﹂
及
び
︑
同
年
か
ら
行
わ
れ
た
公

的
な
﹁
氏
子
調
べ
﹂
以
降
︑
各
地
の
被
差
別
部
落
民
は
地
域
の
神
社
の
氏
子
で
あ

る
と
の
認
識
を
持
っ
た
︒
近
世
以
前
か
ら
当
該
神
社
と
の
つ
な
が
り
の
強
い
場
合

に
は
氏
子
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
た
︒
そ
し
て
︑
祭
礼
へ
の
参
加
を
求
め
る
よ

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇

第
四
十
七
号

(二
〇
一
九
年
三
月
)

八
三



う
に
な
る
︒
白
石
正
明(33
)は

︑
京
都
で
は
明
治
一
〇
年
代
に
な
る
と
被
差
別
部
落
民

が
祭
礼
参
加
を
要
求
す
る
よ
う
に
な
り
︑
そ
の
解
決
に
十
四
︑
五
年
か
か
っ
て
い

る
と
す
る
︒
蓮
台
野
村
に
つ
い
て
い
え
ば
︑
少
な
く
と
も
近
世
後
期
に
は
皮
革
関

連
産
業
な
ど
で
蓄
え
た
経
済
力
を
背
景
に
︑
今
宮
祭
に
何
ら
か
の
関
わ
り
を
持
と

う
と
し
て
き
た
︒
近
世
に
お
け
る
今
宮
祭
と
蓮
台
野
村
の
関
係
は
小
林
丈
広(34
)に

詳

し
い
︒
以
下
︑
小
林
の
論
文
を
ト
レ
ー
ス
す
る
形
で
︑
近
世
に
お
け
る
今
宮
祭
と

蓮
台
野
村
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
年
代
順
に
述
べ
て
い
き
た
い
︒

①
(年
代
不
詳
)
祭
礼
に
使
う
小
太
鼓
四
基
の
修
復
を
今
宮
神
社
が
蓮
台
野
村
に

命
じ
︑
蓮
台
野
村
は
太
鼓
の
修
復
を
無
料
で
行
っ
た
︒
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
太
鼓

の
巡
行

(こ
の
時
は
太
鼓
を
舁
い
て
い
た
)
に
︑
蓮
台
野
村
の
人
々
が
混
ざ
る
よ

う
に
な
っ
た
︒
も
と
も
と
太
鼓
の
巡
行
を
請
け
負
っ
て
き
た
﹁
氏
子
講
中
神
輿
舁

請
負
方
之
者
﹂
か
ら
差
し
出
さ
れ
た
人
足
た
ち(35
)が

こ
れ
を
嫌
が
り
祭
り
に
出
て
こ

な
く
な
っ
た
︒

②
文
化
十
四

(一
八
一
七
)
年
に
も
蓮
台
野
村
は
小
太
鼓
の
修
復
を
命
じ
ら
れ
た
︒

し
か
し
蓮
台
野
村
で
は
小
太
鼓
の
修
復
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
︑
大
太
鼓
を
無
料

で
奉
納
し
︑
さ
ら
に
太
鼓
の
巡
行
の
際
の
人
足
料
ま
で
負
担
す
る
こ
と
と
な
っ
た
︒

③
天
保
一
〇

(一
八
三
九
)
年
に
は
太
鼓
巡
行
の
人
数
を
節
約
し
太
鼓
の
破
損
を

防
ぐ
た
め
︑
太
鼓
を
舁
く
こ
と
を
止
め
︑
車
で
牽
か
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
太
鼓

の
巡
行
に
つ
い
て
は
︑
神
社
が
雇
っ
た
者
に
蓮
台
野
村
の
人
々
が
混
ざ
る
よ
う
に

な
っ
た
︒
ま
た
神
社
雇
の
人
足
の
賃
銭
も
蓮
台
野
村
が
負
担
し
︑
結
果
︑
太
鼓
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
︑
購
入
及
び
太
鼓
の
巡
行
な
ど
太
鼓
に
つ
い
て
の
一
切
は
︑
蓮
台

野
村
が
差
配
す
る
よ
う
に
な
っ
た
︒

④
安
政
三

(一
八
五
六
)
年
︑
蓮
台
野
村
の
太
鼓
の
巡
行
に
つ
い
て
︑
神
社
側
は

﹁
不
浄
之
も
の
神
事
之
節
︑
列
中
え
入
交
リ
不
申
様
仕
度
奉
存(36
)﹂

の
で
︑
氏
子
ら

と
相
談
し
︑
太
鼓
の
修
繕
は
蓮
台
野
村
に
申
し
付
け
る
が
︑
修
繕
料
に
つ
い
て
は

神
社
や
氏
子
が
負
担
し
︑
太
鼓
巡
行
の
た
め
の
人
足
は
元
の
通
り
﹁
氏
子
講
中
神

輿
舁
請
負
方
之
者
﹂
が
差
し
出
す
こ
と
と
な
っ
た
︒
も
し
人
足
が
不
足
し
た
場
合

は
神
社
が
雇
う
が
︑
そ
の
場
合
の
賃
銭
は
西
陣
地
域
の
氏
子
二
名
が
負
担
す
る
こ

と
と
な
っ
た
︒

以
上
が
近
世
末
に
お
け
る
今
宮
祭
で
の
蓮
台
野
村
と
今
宮
神
社
お
よ
び
氏
子
と

の
関
係
で
あ
る
が
︑
一
連
の
流
れ
の
中
で
注
目
す
べ
き
は
︑
特
に
蓮
台
野
村
の
排

除
に
関
与
し
た
の
が
﹁
氏
子
講
中
神
輿
舁
請
負
方
之
者
﹂
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ

る
︒
一
連
の
流
れ
の
④
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
安
政
六

(一
八
五
九
)
年
の
神
輿
渡
御

請
負
の
状
況
に
つ
い
て
本
多
健
一
は
︑﹁﹃
今
宮
御
神
事
行
事
勤
来
控
﹄
に
よ
れ
ば
︑

や
は
り
北
部
村
落
地
域
に
属
す
る
﹁
京
方
千
本
﹂﹁
鷹
ヶ
峯
﹂﹁
紫
野
﹂
の
者
が
当

年
の
神
輿
舁
を
請
け
負
っ
て
お
り
︑
こ
れ
ら
は
明
和
三

(一
七
六
六
：
筆
者
注
)

年
の
請
負
人
在
所
と
ほ
ぼ
重
な
っ
て
い
る
︒
そ
し
て
現
在
で
も
︑
今
宮
祭
の
舁
手

は
︑
北
区
紫
野
と
同
鷹
峯
両
地
区
の
住
民
が
参
加
し
て
い
る
の
で
あ
る(37
)︒﹂

と
述

べ
て
い
る
が
︑
そ
う
な
る
と
﹁
氏
子
講
中
神
輿
舁
請
負
方
之
者
﹂
と
は
︑
明
治
二

十
一

(一
八
八
八
)
年
五
月
十
八
日
の
大
阪
朝
日
新
聞
の
記
事
に
登
場
す
る
﹁
愛

宕
郡
東
紫
竹
大
門
村(38
)﹂

に
︑
近
世
末
に
住
ま
い
し
て
い
た
人
々
も
含
ま
れ
る
と
い

神
輿
場
は
な
ぜ
荒
れ
た
の
か

(中
西

仁
)

八
四



う
こ
と
に
な
る
︒
と
な
れ
ば
︑
明
治
二
十
一

(一
八
八
八
)
年
の
﹁
神
輿
荒
れ
﹂

は
相
当
根
深
い
背
景
を
持
っ
て
い
た
こ
と
と
な
ろ
う
︒

な
ぜ
﹁
氏
子
講
中
神
輿
舁
請
負
方
之
者
﹂
が
蓮
台
野
村
の
者
を
排
除
し
よ
う
と

し
た
の
か
︒
勿
論
︑
そ
こ
に
は
前
近
代
的
な
差
別
意
識
で
あ
る
﹁
け
が
れ
﹂
意
識

が
作
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
︑
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
︒

今
宮
神
社
の
氏
子
構
成
は
︑
今
宮
祭
を
財
政
的
に
支
え
た
﹁
神
事
行
事
町
﹂
が
存

在
し
た
西
陣
地
域
の
氏
子
と
︑
北
部
村
落
地
域
の
氏
子
か
ら
な
る
︒﹁
氏
子
講
中

神
輿
舁
請
負
方
之
者
﹂
は
北
部
村
落
地
域
の
人
々
で
あ
っ
た
が
︑
村
山
弘
太
郎
に

よ
れ
ば
﹁
(近
世
の
今
宮
祭
に
お
い
て
は
：
筆
者
注
)
神
輿
舁
請
負
方
お
よ
び
神

輿
舁
人
足
は
神
事
行
事
町
よ
り
下
位
の
扱
い
を
受
け
て
い
る
︒
む
し
ろ
︑
給
金
が

明
記
さ
れ
︑
神
事
行
事
町
の
指
示
の
も
と
﹁
大
切
二
相
勤
﹂
め
﹁
不
埒
成
仕
方
﹂

が
あ
っ
た
場
合
に
は
残
金
を
受
け
取
ら
な
い
︑
と
い
う
文
体
は
人
足
の
請
状
に
類

似
す
る
も
の
が
あ
る(39
)︒﹂

と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
︒
祭
礼
に
於
い
て
微
妙
な
位
置

に
い
た
﹁
氏
子
講
中
神
輿
舁
請
負
方
之
者
﹂
た
ち
に
と
っ
て
︑
蓮
台
野
村
の
人
々

と
は
︑
祭
礼
に
於
い
て
絶
え
ず
自
分
た
ち
の
領
域
に
侵
入
し
て
く
る
存
在
と
移
っ

て
い
た
︒
小
林
丈
広
は
﹁
(安
政
三

(一
八
五
八
)
年
の
動
き
は
：
筆
者
注
)
大

局
的
に
い
え
ば
︑
身
分
は
低
く
と
も
経
済
力
を
背
景
に
神
事
に
対
し
て
影
響
力
を

持
ち
始
め
た
蓮
台
野
村
に
対
し
て
︑
旧
例
に
復
帰
す
る
こ
と
で
︑
そ
の
勢
力
を
押

さ
え
つ
け
る
こ
と
を
意
図
し
︑
神
社
と
氏
子
側
は
ほ
ぼ
そ
の
意
図
を
達
成
し
た
こ

と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う(40
)︒﹂

と
総
括
す
る
︒

①
～
④
で
示
し
た
太
鼓
の
巡
行
に
つ
い
て
は
︑﹁
氏
子
講
中
神
輿
舁
請
負
方
之

者
﹂
た
ち
に
と
っ
て
の
一
応
の
決
着
は
つ
い
た
が
︑﹁
氏
子
講
中
神
輿
舁
請
負
方

之
者
﹂
た
ち
は
蓮
台
野
村
の
人
々
を
完
全
に
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
︒

な
ぜ
な
ら
太
鼓
で
は
な
く
神
輿
に
も
蓮
台
野
村
の
人
々
が
︑
寄
っ
て
来
た
か
ら
で

あ
る
︒奉

願
口
上
書

一
︑
近
年
当
社
神
事
還
幸
之
節
︑
小
屋
竝
穢
多
之
者
神
輿
え
近
附
候
二
付
︑

兎
角
故
障
出
来
駕
輿
丁
之
者
大
二
心
配
仕
候
間
︑
何
卒
以
来
右
様
之
者

共
神
輿
え
不
近
附
様
御
沙
汰
被
下
置
候
様
駕
輿
丁
之
者
申
之
候
二
付
︑

此
段
奉
願
上
候
︑
御
許
容
被
成
下
置
候
者
難
有
可
奉
存
候
︑
以
上

明
治
四
年
辛
未
五
月
八
日

今
宮
神
主

佐
々
木
従
五
位

(印
)

京
都
御
政
府(41
)

近
世
後
期
の
京
都
の
都
市
祭
礼
の
神
輿
渡
御
で
は
﹁
願が
ん

舁か
き

﹂
と
呼
ば
れ
る
神
輿

舁
達
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た(42
)︒﹁

願
舁
﹂
と
は
︑
神
社
と
の
特
別
な
関
係
に

よ
っ
て
駕
輿
丁
役
を
勤
め
る
駕
輿
丁
役
の
者
や
神
社
や
氏
子
に
雇
わ
れ
て
神
輿
を

舁
く
人
足
︑
あ
る
い
は
氏
子
を
代
表
し
て
神
輿
を
舁
く
者
と
い
っ
た
﹁
正
式
﹂
な

神
輿
舁
で
は
な
く
︑﹁
勝
手
﹂
に
神
輿
に
寄
っ
て
く
る
も
の
で
あ
る
︒
右
の
史
料

に
示
さ
れ
た
蓮
台
野
村
の
人
々
の
姿
は
︑
神
社
や
駕
輿
丁
に
許
可
を
得
ず
︑
神
輿

に
近
づ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
ま
さ
し
く
﹁
願
舁
﹂
で
あ
る
︒﹁
願
舁
﹂
に
は
例
え

ば
神
に
何
ら
か
の
願
を
か
け
て
い
る
者
︑
享
楽
の
た
め
の
者
︑
自
分
の
力
を
見
せ

つ
け
る
示
威
行
為
を
意
図
し
た
者
等
々
さ
ま
ざ
ま
な
者
た
ち
が
い
た
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
︒
①
～
④
の
経
緯
に
現
れ
て
い
る
よ
う
に
︑
理
不
尽
な
扱
い
を
受
け
な
が

ら
も
祭
礼
に
関
わ
ろ
う
と
し
て
き
た
蓮
台
野
村
の
人
々
に
と
っ
て
は
︑﹁
願
舁
﹂
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と
い
う
行
為
は
︑
ま
ず
何
よ
り
も
﹁
神
﹂
と
の
結
縁
で
あ
り
︑
仮
令
︑
他
の
氏
子

や
神
社
か
ら
は
認
め
ら
れ
な
く
と
も
︑
今
宮
の
神
の
﹁
氏
子
﹂
と
い
う
実
感
を
得

る
た
め
で
あ
っ
た
ろ
う
︒

少
な
い
人
数
で
巡
行
す
る
太
鼓(43
)と

は
違
い
︑
神
輿
の
渡
御
に
は
多
く
の
者
が
ひ

し
め
く
よ
う
に
神
輿
に
寄
っ
て
舁
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒
こ
の
時
期
ま
で
に
は
︑

京
都
の
都
市
祭
礼
の
神
輿
渡
御
に
は
︑
轅
な
が
え

ま
た
は
大

(台
)
棒
と
い
う
太
く
て

長
い
角
材
を
綱
で
神
輿
に
絡
ま
せ
︑
益
々
︑
多
く
の
人
々
が
神
輿
に
寄
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
︒
神
輿
舁
の
統
制
は
非
常
に
難
し
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
︑
そ
れ

ゆ
え
今
宮
神
主
は
﹁
京
都
御
政
府
﹂
に
お
願
い
し
て
い
る
の
で
あ
る
︒

(
三
)

今
宮
祭
の
﹁
神
輿
荒
れ
﹂
と
公
怨

以
上
の
経
緯
を
踏
ま
え
る
と
︑﹁
同
く
氏
子
の
者
な
れ
ば
︑
共
に
神
輿
を
舁
か

せ
貰
は
ん
﹂
と
い
う
蓮
台
野
村
の
人
々
の
言
葉
は
非
常
に
切
実
な
も
の
で
あ
り
︑

悲
願
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
で
あ
る
か
ら
こ
そ
︑

﹁
之
を
舁
す
は
神
に
對
し
て
不
敬
な
り
と
て
拒
絶
﹂
さ
れ
た
際
の
絶
望
や
怒
り
︑

す
な
わ
ち
﹁
公
怨
﹂
は
い
か
ば
か
り
の
も
の
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
︒
記
事
を
詳

し
く
読
む
と
こ
れ
は
た
だ
の
乱
闘
で
な
い
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
︒
ま
ず
乱
闘
が
起

こ
っ
た
場
所
で
あ
る
が
︑
東
紫
竹
大
門
村
で
あ
り
︑
神
輿
舁
た
ち
の
地
元
で
あ
る
︒

神
輿
は
西
陣
地
区
を
巡
行
し
て
今
宮
神
社
に
還
る
の
だ
が
︑
わ
ざ
わ
ざ
神
輿
舁
た

ち
の
地
元
で
騒
動
を
起
こ
し
た
こ
と
に
な
る(44
)︒

命
も
危
う
い
重
傷
を
負
っ
た
三
人

(大
塚
富
之
助

(四
十
一
歳
)
原
田
勇
次
郎

(六
十
三
歳
)
野
村
か
な

(六
十

歳
)
)
は
い
ず
れ
も
血
気
盛
ん
な
若
者
で
は
な
い
し
︑
原
田
や
野
村
は
当
時
の
基

準
で
は
還
暦
を
過
ぎ
た
老
人
と
な
ろ
う
︒
そ
の
う
え
野
村
は
女
性
で
あ
ろ
う
︒
還

暦
の
女
性
ま
で
が
参
加
し
︑
瀕
死
の
重
傷
を
負
う
﹁
大
喧
嘩
﹂
で
あ
っ
た
︒
と
り

わ
け
注
目
す
べ
き
な
の
は
︑﹁
瓦
礫
を
携
へ
て
出
來
り
︑
神
輿
を
見
掛
て
投
付
た

り
﹂
と
い
う
行
為
で
あ
る
︒
こ
れ
ま
で
今
宮
祭
に
参
加
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な

努
力
を
続
け
て
き
た
蓮
台
野
村
の
人
々
が
︑
そ
の
今
宮
祭
で
神
が
乗
る
神
輿
に
対

し
て
こ
の
よ
う
な
挙
に
出
た
こ
と
は
︑
切
実
に
神
に
訴
え
た
い
﹁
何
か
﹂
が
あ
っ

た
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る(45
)︒

三
．

祇
園
祭
に
お
け
る
﹁
神
輿
荒
れ
﹂

(
一
)

明
治
三
十
八

(
一
九
〇
五
)

年
七
月
十
七
日
の
﹁
神
輿
荒
れ
﹂

明
治
三
十
八

(一
九
〇
五
)
年
七
月
十
七
日
︑
祇
園
祭
神
輿
渡
御(46
)で

神
輿
舁
た

ち
が
警
官
を
相
手
に
暴
れ
る
﹁
神
輿
荒
れ
﹂
が
起
こ
っ
た
︒
今
宮
神
社
の
﹁
神
輿

荒
れ
﹂
が
部
落
史
や
地
域
史
の
研
究
の
中
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
の
に
対
し
︑

こ
の
事
件
は
先
行
研
究
も
事
実
を
叙
述
し
た
文
献
も
な
い
忘
れ
ら
れ
た
事
件
で
あ

る
︒

●
祇
園
神
輿
舁
の
騒
ぎ

一
昨
十
七
日
は
八
阪マ
マ

神
社
の
神
幸
と
て
︑
同
社
三

社
の
神
輿
中
東
御
座
の
神
輿
が
︑
午
後
八
時
頃
四
条
縄
手
の
巡
査
派
出
所
に

近
づ
く
や
︑
詰
合
の
巡
査
が
神
輿
舁
の
胸
を
顕
は
せ
る
を
咎
む
る
や
︑
一
同

は
非
常
に
激
昂
し
︑
神
輿
を
打
付
け
よ
巡
査
に
舁
か
せ
と
口
々
に
罵
り
︑
ア

ハ
ヤ
神
輿
を
派
出
所
に
打
付
け
卸
さ
ん
と
せ
し
を
︑
二
木
松
原
署
長
は
之
を

諭
し
て
止
め
し
め
︑
且
請
々
マ

マ

講
社
の
世
話
方
等
を
呼
び
た
る
も
︑
此
騒
ぎ
に

辟
易
し
て
何
れ
に
か
姿
を
隠
し
た
り
︒
斯
く
て
幸
に
無
事
に
済
た
る
も
︑
御

旅
へ
の
着
は
二
時
間
計
も
遅
れ
︑
十
時
過
漸
く
納
ま
り
た
り
︒
神
輿
舁
た
ち

神
輿
場
は
な
ぜ
荒
れ
た
の
か

(中
西

仁
)
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は
二
木
署
長
の
説
諭
に
舁
出
し
た
る
も
︑
還
幸
の
際
︑
巡
査
に
禮
を
云
ふ
べ

し
抔
毒
気
を
吐
き
︑
三
条
大
橋
を
越
え
る
迄
は
非
常
に
荒
れ
︑
警
官
も
殆
ど

持
餘
し
た
り
︒
聞
く
去
十
日
の
神
輿
洗
に
︑
東
御
座
の
鈴
を
修
繕
し
︑
人
力

車
に
積
み
て
本
社
に
持
参
の
途
︑
派
出
所
前
に
て
以
東
は
車
止
な
り
と
て
通

行
を
許
さ
ざ
る
を
憤
り
暴
言
を
吐
き
︑
為
に
數
名
松
原
書
に
引
致
し
︑
一
夜

検
束
を
加
え
た
る
を
︑
意
地
に
持
ち
居
た
る
折
も
折
と
て
胸
を
現
す
を
咎
め

た
る
よ
り
︑
遂
に
斯
る
暴
行
を
爲
し
た
る
な
り
と
︒
(句
読
点
：
筆
者(47
))

『祭
礼
と
世
間
﹄
に
出
て
く
る
塩
竈
神
社
の
帆
手
祭
の
﹁
神
輿
荒
れ
﹂
を
髣
髴

と
さ
せ
る
事
件
で
あ
る
︒
こ
の
事
件
は
な
ぜ
起
こ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
︒
記
事
に
よ

れ
ば
︑
東
御
座
の
神
輿
舁
た
ち
は
︑
上
半
身
裸
で
神
輿
を
舁
い
て
い
る
こ
と
を
警

官
に
咎
め
ら
れ
た
こ
と
に
激
昂
し
た
こ
と
が
直
接
の
き
っ
か
け
で
あ
る
が
︑
そ
の

一
週
間
前
の
七
月
十
日
の
神
輿
洗
の
日
︑
神
輿
に
飾
り
付
け
る
鈴
を
人
力
車
に
積

ん
で
︑
四
条
通
を
通
行
し
て
い
た
際
︑
警
官
に
車
は
通
行
禁
止
と
止
め
ら
れ
た
こ

と
が
伏
線
と
な
っ
て
い
た
と
述
べ
る(48
)︒

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
︑
警
察
に
よ
る
規
制

が
原
因
と
な
ろ
う
︒
し
か
し
こ
の
﹁
神
輿
荒
れ
﹂
に
は
も
っ
と
根
深
い
問
題
が
隠

さ
れ
て
い
た
︒

(
二
)

な
ぜ
神
輿
舁
た
ち
は
暴
れ
た
の
か

塩
竈
神
社
の
帆
手
祭
で
神
輿
が
警
察
署
の
構
内
ま
で
乱
入
し
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
柳
田
は
﹃
祭
礼
と
世
間
﹄
を
書
き
上
げ
た
︒
中
里
は
前
述
の
通
り
︑
こ
の
出

来
事
を
﹁﹁
新
し
い
世
間
﹂
で
あ
る
近
代
国
家
と
し
て
の
明
治
政
府
の
論
理
と
い

わ
ゆ
る
民
俗
的
論
理
の
対
立
と
葛
藤
﹂
に
よ
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
︒
中
里
の
言

う
よ
う
に
祭
礼
に
対
す
る
世
俗
権
力
の
規
制
︑
強
制
な
ど
は
﹁
神
輿
荒
れ
﹂
の

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
確
か
で
あ
ろ
う
︒
し
か
し
柳
田
は
﹁
神
輿
荒
れ
﹂
の
中

に
公
怨
を
見
て
い
る
︒
柳
田
は
︑
帆
手
祭
で
の
神
輿
舁
た
ち
の
公
怨
が
何
で
あ
っ

た
の
か
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
が
︑
単
な
る
規
制
や
強
制
へ
の
反
感
だ
け

で
﹁
神
輿
荒
れ
﹂
を
説
明
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
て
い
た
︒
明
治
三
十
八

(一

九
〇
五
)
年
七
月
十
七
日
︑
祇
園
祭
神
輿
渡
御
で
の
﹁
神
輿
荒
れ
﹂
は
一
見
す
る

と
﹁
近
代
国
家
と
し
て
の
明
治
政
府
の
論
理
と
い
わ
ゆ
る
民
俗
的
論
理
の
対
立
と

葛
藤
﹂
で
あ
る
よ
う
に
見
え
な
が
ら
︑
底
に
は
神
輿
舁
た
ち
の
公
怨
が
存
在
し
た

と
思
わ
れ
る
︒
事
件
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
︒

事
件
の
続
報
で
あ
る
同
年
七
月
二
十
一
日
﹃
京
都
日
出
新
聞
﹄
記
事
﹁
神
輿
舁

ぎ
の
亂
暴
事
件
落
着
﹂
は
﹁
神
輿
荒
れ
﹂
の
首
謀
者
の
処
分
に
つ
い
て
報
じ
て
い

る
︒
記
事
に
よ
る
と
︑﹁
亂
暴
﹂
の
首
謀
者
は
︑
東
御
座
神
輿
の
神
輿
舁
が
多
く

住
む
地
域
で
あ
る
Ｔ
町
の
住
民
で
﹁
破
落
漢

ご

ろ

つ

き

通つ
う

名め
い

與よ

市い
ち

事こ
と

﹂
Ｄ
で
あ
っ
た
︒
Ｔ
町

は
井
戸
掘
り
た
ち
が
多
く
住
ん
で
お
り
︑
井
戸
掘
り
た
ち
は
東
御
座
神
輿
の
神
輿

舁
き
で
も
あ
っ
た
︒
記
事
に
よ
れ
ば
︑﹁
井
戸
浚
へ
を
托
け
親
分
の
名
義
を
濫
用

し
て
︑
市
内
の
各
戸
よ
り
無
法
の
金
額
を
強
請
す
る
風
あ
り
し
よ
り
︑
松
原
署
に

て
は
︑
昨
年
よ
り
本
年
に
か
け
是
等
の
徒
に
向
て
厳
重
な
る
處
分
を
な
せ
し
か
ば
︑

平
素
よ
り
幾
分
恨
み
を
抱
き
居
り
︒
渡
御
を
幸
ひ
酒
気
を
か
り
て
︑
亂
暴
を
為
し

た
る
も
の
な
ら
ん
と
﹂
と
あ
る
︒
つ
ま
り
神
輿
舁
き
と
し
て
神
輿
の
場
を
荒
ら
し

た
に
見
え
る
が
︑
そ
の
底
に
は
井
戸
掘
り
と
し
て
の
怨
み
が
あ
っ
た
︒

｢無
法
の
金
額
を
強
請
す
る
﹂
行
為
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
︒
同
年
七
月
一
日
の
﹃
京
都
日
出
新
聞
﹄
記
事
﹁
●
井
戸
堀マ

マ

の
悪
企
﹂
に
書
か

れ
た
事
件
な
ど
は
そ
の
典
型
で
あ
ろ
う
︒
同
記
事
よ
れ
ば
︑
Ｔ
町
の
二
十
四
歳
と
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十
九
歳
の
井
戸
掘
り
が
逮
捕
さ
れ
た
︒
二
人
は
六
月
二
十
七
日
に
下
京
の
牛
乳
商

を
訪
れ
井
戸
浚
え
を
勧
め
た
の
で
あ
る
が
︑
そ
の
家
が
﹁
當
日
同
家
に
て
は
何
か

差
支
有
り
し
よ
し
に
て
︑
廿
九
日
に
延
ば
す
旨
を
告
げ
た
﹂
が
︑
三
十
日
に
同
家

を
再
訪
︒﹁
主
人
の
留
守
な
り
し
を
幸
い
︑
井
戸
へ
中
へ
入
り
這
入
り
︑
一
塊
の

砂
を
持
ち
上
が
り
細
君
に
示
し
︑
尤
も
ら
し
き
理
窟
を
付
け
︑
是
非
と
も
井
戸
浚

へ
せ
ざ
れ
ば
衛
生
に
悪
し
︑
な
ど
と
い
ひ
居
る
處
へ
主
人
梅
太
郎
歸
り
來
り
︑
さ

ら
ば
と
井
戸
浚
を
依
頼
し
た
る
に
︑
両
人
は
﹂
砂

(﹁
代
八
銭
﹂
分
)
と
セ
メ
ン

ト

(﹁
代
十
銭
﹂
分
)
を
井
戸
に
持
っ
て
入
り
︑
中
に
ぶ
ち
ま
け
て
一
時
間
余
り

で
上
が
っ
て
き
て
︑
井
戸
浚
え
が
終
わ
っ
た
と
し
︑
料
金
と
し
て
九
円
を
請
求
し

た
︒
主
人
が
あ
ま
り
に
高
い
の
で
び
っ
く
り
し
︑
口
論
に
な
っ
た
と
こ
ろ
に
警
官

が
や
っ
て
き
て
︑
二
人
を
連
行
し
た
︒
と
い
う
も
の
で
あ
る
︒

夏
前
の
こ
の
時
期
︑
京
都
で
は
井
戸
浚
え
が
各
戸
で
行
わ
れ
て
い
た
︒
お
そ
ら

く
各
戸
に
は
馴
染
み
の
出
入
り
の
業
者
が
あ
り
︑
そ
の
業
者
に
井
戸
浚
え
を
頼
む

こ
と
が
︑
慣
行
と
な
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
︒
そ
の
慣
行
を
利
用
す
る
形
で
︑

﹁
井
戸
浚
へ
を
托
け
親
分
の
名
義
を
濫
用
し
て
︑
市
内
の
各
戸
よ
り
無
法
の
金
額

を
強
請
す
る
風
﹂
潮
が
現
れ
た
の
で
あ
ろ
う
︒
二
人
の
井
戸
掘
り
の
行
為
は
そ
の

よ
う
な
風
潮
に
の
っ
た
も
の
で
あ
り
︑
現
代
風
に
言
え
ば
︑
悪
徳
業
者
の
詐
欺
的

な
犯
罪
と
見
え
る
︒
と
は
い
え
︑
現
代
的
な
善
悪
の
判
断
を
留
保
し
て
考
え
て
み

れ
ば
︑
都
市
下
層
社
会(49
)に

生
き
る
彼
ら
に
と
っ
て
み
れ
ば
︑
こ
れ
も
稼
業
の
一
つ

の
在
り
方
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
︒
加
え
て
こ
の
時
期
は
京
都
市
に
上
水
道
水
を

提
供
す
る
第
二
疏
水(50
)の

計
画
が
着
々
と
進
ん
で
お
り
︑
井
戸
掘
り
の
先
行
き
は
決

し
て
明
る
く
な
か
っ
た
︒
稼
げ
る
と
き
に
稼
い
で
お
こ
う
と
す
る
気
持
ち
が
無

か
っ
た
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
︒

彼
ら
の
先
行
き
を
暗
く
さ
せ
た
の
は
京
都
市
と
い
う
﹁
お
か
み
﹂
で
あ
り
︑
彼

ら
の
稼
ぎ
を
邪
魔
し
た
の
は
警
察
と
い
う
﹁
お
か
み
﹂
で
あ
っ
た
︒
こ
こ
に
東
御

座
神
輿
の
神
輿
舁
た
ち
の
公
怨
が
は
っ
き
り
す
る
︒
す
な
わ
ち
﹁
お
か
み
﹂
に
生

業
︑
稼
ぎ
︑
す
な
わ
ち
生
存
を
脅
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
公
怨
で
あ
る(51
)︒

む
す
び

柳
田
國
男
は
﹃
明
治
大
正
史
世
相
篇
﹄
の
最
後
で
﹁
い
ち
ば
ん
大
き
な
誤
解
は

人
間
の
痴
愚
軽
慮
︑
そ
れ
に
原
因
を
も
つ
闘
諍
と
窮
苦
と
が
︑
個
々
の
偶
然
で

あ
っ
て
防
止
の
で
き
ぬ
も
の
の
ご
と
く
︑
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
は
な
い
か
と

思
う
︒
そ
れ
は
前
代
以
来
の
い
ま
だ
立
証
せ
ら
れ
ざ
る
当
て
推
量
で
あ
っ
た
︒

我
々
の
考
え
て
み
た
幾
つ
か
の
世
相
は
︑
人
を
不
幸
に
す
る
原
因
の
社
会
に
あ
る

こ
と
を
教
え
た
︒
す
な
わ
ち
我
々
は
公
民
と
し
て
病
み
か
つ
貧
し
い
の
で
あ
っ

た(52
)﹂︑

と
述
べ
る
︒
こ
の
言
葉
は
前
近
代
と
近
代
の
違
い
と
し
て
︑
様
々
な
事
柄

に
当
て
は
ま
る
と
思
わ
れ
る
︒

柳
田
の
言
葉
を
祭
礼
と
絡
め
て
解
釈
す
れ
ば
︑
前
近
代
に
お
け
る
祭
礼
は
不
運
︑

不
幸
︑
災
難
︑
天
罰
を
祓
う
場
で
あ
り
︑
も
し
神
輿
が
暴
れ
た
と
し
て
も
︑
人
々

は
全
く
神
意
で
あ
る
と
感
じ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
︒
公
怨
は
神
意
に
隠
さ
れ

て
い
た
︒
も
し
く
は
神
意
と
混
然
一
体
と
な
り
︑
公
怨
の
内
実
が
具
体
的
ど
の
よ

う
な
も
の
な
の
か
に
つ
い
て
は
見
え
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
︒
こ
れ
が
柳
田
が
言

う
と
こ
ろ
の
﹁
神
輿
は
本
来
重
く
も
な
り
軽
く
も
な
る
性
質
の
物
で
あ
る
の
み
な

ら
ず
︑
今
ま
で
軽
か
っ
た
も
の
が
に
わ
か
に
重
く
な
る
と
い
う
の
は
︑
す
な
わ
ち

眼
に
見
え
ぬ
奇
し
き
力
の
︑
新
た
に
来
た
り
加
わ
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
解
す

る
﹂
と
い
う
状
態
で
あ
ろ
う
︒

神
輿
場
は
な
ぜ
荒
れ
た
の
か

(中
西

仁
)

八
八



し
か
し
︑
明
治
大
正
と
い
う
時
代
は
︑
そ
れ
ま
で
不
運
︑
不
幸
︑
災
難
︑
天
罰
︑

な
ど
と
あ
き
ら
め
ら
れ
て
き
た
﹁
闘
諍
﹂﹁
窮
苦
﹂
が
︑
実
は
社
会
に
原
因
す
る

と
人
々
が
う
す
う
す
感
じ
始
め
た
時
代
で
あ
る
︒
す
な
わ
ち
人
々
は
﹁
神
輿
荒

れ
﹂
に
神
意
と
と
も
に
︑
公
怨
を
垣
間
見
た
の
で
あ
る
︒
公
怨
を
訴
え
る
に
は
︑

公
共
空
間
に
お
け
る
公
的
な
活
動
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒
神
を
現
代
よ
り

も
ず
っ
と
身
近
に
感
じ
て
い
た
明
治
・
大
正
に
お
い
て
︑
人
々
は
祭
礼
を
公
の
も

の
と
捉
え
て
い
た
︒
ゆ
え
に
神
の
乗
り
物
で
あ
る
神
輿
が
渡
御
す
る
神
輿
場
と
は
︑

ま
ぎ
れ
も
な
い
公
共
空
間
で
あ
り
︑
そ
の
場
で
起
こ
る
神
輿
荒
れ
と
は
公
共
性
を

帯
び
た
あ
る
種
の
異
議
申
し
立
て
で
あ
っ
た
︒

本
稿
で
取
り
上
げ
た
二
つ
の
事
例
を
振
り
返
る
と
︑
今
宮
祭
の
場
合
は
﹁
平

等
﹂︑
祇
園
祭
の
場
合
は
﹁
生
存
﹂
に
関
わ
る
公
怨
が
背
景
に
あ
っ
た
︒
い
ず
れ

も
近
代
に
入
っ
て
強
く
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
基
本
的
人
権
に
関
わ
る
怨
み

に
端
を
発
し
て
お
り
︑
公
怨
に
よ
る
﹁
神
輿
荒
れ
﹂
の
典
型
で
あ
る
と
言
え
る
だ

ろ
う
︒

現
代
に
つ
い
て
は
今
後
考
察
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
が
︑
最
早
︑
人
々
が
神
意

を
感
じ
な
が
ら
祭
礼
に
参
加
す
る
こ
と
が
ほ
ぼ
な
く
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
︒

様
々
な
公
怨
は
存
在
し
続
け
て
い
る
が
︑
祭
礼
︑
神
輿
場
は
す
で
に
公
怨
を
表
現

す
る
に
適
し
た
公
共
空
間
で
は
な
く
な
り
︑
神
輿
舁
き
も
公
怨
を
晴
ら
す
べ
き
公

的
活
動
と
は
呼
べ
な
く
な
っ
て
い
る(53
)︒

公
怨
に
よ
る
﹁
神
輿
荒
れ
﹂
と
は
︑
前
近
代
で
も
現
代
で
も
な
く
︑
近
代
の
祭

礼
に
特
徴
的
な
現
象
で
あ
る
と
言
え
よ
う
︒

〔
注
︺

(1
)
柳
田
國
男
﹃
日
本
の
祭
﹄
一
九
四
二
年

(﹃
柳
田
國
男
全
集
13
﹄
一
九
九
〇
年

筑
摩
書
房
)︒

(2
)
新
谷
尚
紀
﹁
(﹃
柳
田
國
男
全
集
13
﹄
)
解
説
﹂
一
九
九
〇
年
﹃
柳
田
國
男
全
集
13
﹄

筑
摩
書
房
︑
七
三
〇
～
七
三
一
頁
︒

(3
)
柳
田
國
男
﹃
祭
礼
と
世
間
﹄
一
九
一
九
年

(﹃
柳
田
國
男
全
集
13
﹄
一
九
九
〇
年

筑
摩
書
房
)︒

(4
)
本
稿
に
お
け
る
﹁
今
宮
祭
﹂
と
は
京
都
の
紫
野
の
今
宮
神
社
の
︑﹁
祇
園
祭
﹂
と

は
京
都
の
祇
園
の
八
坂
神
社
の
神
幸
・
還
幸
を
伴
う
祭
礼
を
指
す
︒

(5
)
大
塚
英
志
﹁
柳
田
國
男
で
読
む
主
権
者
教
育
﹁
祭
礼
と
世
間
﹂
を
読
む
／
柳
田
国

男
の
﹁
群
衆
﹂
論
﹂
二
〇
一
七
年

(
h
ttp
:
/
/
w
w
w
.o
h
ta
b
o
o
k
s.co
m
/
a
t-
p
lu
s/

e
n
try
/
1
3
5
4
0
/
in
d
e
x
.h
tm
l)
で
大
塚
英
志
は
︑
帆
手
祭
の
事
例
を
﹁
神
輿
荒

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇

第
四
十
七
号

(二
〇
一
九
年
三
月
)

八
九

図 1 前近代の祭礼におけ

る神意と公怨

図 2 近代の祭礼におけ

る神意と公怨



れ
﹂
と
表
現
し
て
い
る
︒
本
論
文
で
は
﹁
神
輿
が
暴
れ
た
﹂﹁
神
輿
場
が
荒
れ
た
﹂

を
含
め
て
﹁
神
輿
荒
れ
﹂
と
い
う
言
葉
を
使
用
す
る
︒

(6
)
前
掲
注
(3
)︑
五
四
七
頁
︒

(7
)
前
掲
注
(3
)︑
五
五
〇
頁
︒

(8
)
前
掲
注
(3
)︑
五
五
〇
頁
︒

(9
)
前
掲
注
(3
)︑
五
五
一
頁
︒

(10
)
前
掲
注
(3
)︑
五
六
八
～
五
六
九
頁
︒

(11
)
柳
田
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
こ
の
よ
う
な
立
ち
位
置
に
い
た
︒﹁
自
分
は
幸
い
に
し

て
︑
も
と
村
童
で
あ
っ
た
た
め
に
︑
祭
り
の
日
に
渡
御
を
待
ち
侘
び
る
と
い
う
︑

古
風
な
心
持
に
経
験
が
あ
る
︒
今
年
は
ど
う
い
う
も
の
か
︑
神
輿
様
が
ひ
ど
く
荒

い
な
ど
と
い
う
年
が
あ
る
︒
(中
略
)
か
く
の
ご
と
き
際
に
も
︑
人
の
心
は
相
応

に
働
い
て
い
た
︒
ま
ず
棒
端
を
担
ぐ
倔
強
な
る
青
年
等
は
微
笑
し
て
い
る
︒
そ
の

他
の
男
た
ち
の
眼
の
光
に
も
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
が
あ
っ
た
︒
あ
る
い
は
世
話
人

の
世
話
焼
き
が
余
計
で
あ
る
と
か
︑
一
部
の
若
者
の
熱
心
が
足
ら
ぬ
と
か
い
う
類

の
批
評
的
表
情
ま
で
も
︑
当
時
の
子
供
に
は
そ
の
眼
の
色
か
ら
︑
読
む
こ
と
が
で

き
た
よ
う
に
思
う
﹂︒
前
掲
注
(3
)︑
五
六
二
頁
︒

(12
)
前
掲
注
(3
)︑
五
七
八
頁
︒

(13
)
柳
田
國
男
﹁
世
間
話
の
研
究
﹂
一
九
三
一
年

(﹃
柳
田
國
男
全
集
9
﹄
一
九
九
〇

年
)︑
五
二
六
頁
︒

(14
)
中
里
亮
平
﹁
祭
礼
研
究
か
ら
見
る
柳
田
國
男
の
可
能
性
﹂
二
〇
一
四
年
・
柳
田
國

男
研
究
会
編
﹃
柳
田
國
男
の
学
問
は
変
革
の
思
想
た
り
う
る
か
﹄
梟
社
︒

(15
)
中
里
亮
平
﹁
新
し
い
祭
礼
研
究
へ
向
け
て

︱
︱
二
つ
の
世
間
と
現
代
民
俗
学

︱
︱
﹂
二
〇
一
八
年
・
古
家
信
平
編
﹃
現
代
民
俗
学
の
フ
ィ
ー
ル
ド
﹄
吉
川
弘
文

館
︒

(16
)
前
掲
注
(5
)︒

(17
)
前
掲
注
(15
)︑
一
〇
八
頁
︒

(18
)
前
掲
注
(15
)︑
一
〇
八
頁
︒

(19
)
例
え
ば
小
学
校
4
年
生
の
社
会
科
で
は
祭
り
を
取
り
上
げ
る
が
︑
祭
り
に
は
﹁
地

域
の
生
産
活
動
や
ま
ち
の
発
展
︐
人
々
の
ま
と
ま
り
な
ど
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て

い
る
﹂︹
文
部
科
学
省
﹃
小
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
社
会
編
二
〇
一
八
年
︑
日

本
文
教
出
版
︑
六
三
頁
︺︑
と
記
述
さ
れ
て
い
る
︒
こ
の
表
現
に
基
づ
い
て
社
会

科
教
科
書
︑
各
種
副
読
本
が
作
成
さ
れ
る
︒

(20
)
森
山
軍
治
郎
﹃
民
衆
蜂
起
と
祭
り

︱
︱
秩
父
事
件
と
伝
統
文
化
﹄
一
九
八
一
年
︑

筑
摩
書
房
︒
ベ
ル
セ
︑
Ｙ
・
Ｍ
﹃
祭
り
と
叛
乱
﹄
一
九
九
二
年
︑
井
上
幸
治
監
訳
︑

藤
原
書
店
な
ど
︒

(21
)
こ
の
場
合
の
﹁
世
間
﹂
の
と
ら
え
方
に
つ
い
て
は
︑
本
稿
で
紹
介
し
た
﹁
世
間
﹂

と
は
﹁
他
郷
﹂
で
あ
る
と
し
た
柳
田
の
﹁
世
間
﹂
の
定
義
づ
け
と
は
異
な
っ
て
い

る
︒
た
だ
し
︑
柳
田
は
﹃
祭
礼
と
世
間
﹄
で
は
﹁
世
間
﹂
を
定
義
し
て
い
な
い
︒

(22
)
前
掲
注
(5
)︑
(
p
a
g
e
2
/
3
)
3
/
8～
5
/
8︒

(23
)
前
掲
注
(3
)︑
五
五
九
頁
︒

(24
)﹁
先
御マ

マ

輿
︑
中
御
輿
︑
大
宮
御
輿
﹂
の
表
現
は
今
宮
神
社
社
務
所
配
布
の
﹁
今
宮

神
社
﹁
還
幸
祭
﹂
列
書
﹂
に
よ
っ
た
︒

(25
)
紫
野
今
宮
神
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(
h
ttp
:
/
/
w
w
w
.im
a
m
iy
a
jin
ja
.o
rg
/
)︒

(26
)
大
宮
御
輿
の
役
員
︑
元
﹁
上
野
若
中
﹂
で
あ
っ
た
S
氏
か
ら
の
聞
き
書
き

(2
0

1
8
年
5
月
5
日
)
に
よ
る
︒

(27
)
本
多
健
一
﹃
中
近
世
京
都
の
祭
礼
と
空
間
構
造

︱
︱
御
靈
祭
・
今
宮
祭
・
六
斎

念
仏
︱
︱
﹄
二
〇
一
三
年
・
吉
川
弘
文
館
︑
一
八
一
～
一
八
四
頁
︒

(28
)﹃
大
阪
朝
日
新
聞
﹄
明
治
二
十
一

(一
八
八
八
)
年
五
月
十
八
日
付
﹁
京
都
通
信
﹂

(十
七
日
正
午

マ

十
二
時

マ

四
十
五
分
発
)
記
事
︒

(29
)
前
掲
注
(3
)︑
五
五
一
頁
︒

(30
)
京
都
市
﹃
史
料

京
都
の
歴
史

第
6
巻

北
区
﹄
一
九
九
三
年
・
平
凡
社
︑
四

八
九
頁
︒

(31
)
盛
田
嘉
徳
・
岡
本
良
一
・
森
杉
夫
﹃
あ
る
被
差
別
部
落
の
歴
史
﹄
一
九
七
九
年
・

岩
波
書
店
︑
一
九
五
頁
︒
祭
礼
か
ら
の
﹁
穢
多
﹂
村
の
排
除
の
例
と
し
て
は
︑
他

に
も
︑
近
江
国
坂
本
の
日
吉
山
王
祭
な
ど
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
︒
(ブ
リ
ー
ン
︑

ジ
ョ
ン
﹁
近
代
山
王
祭
の
原
点

︱
︱
官
幣
大
社
日
吉
神
社
史
の
一
齣
﹂
二
〇
〇

九
年
﹃
人
文
學
報
﹄
第
98
号

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
︑
一
六
五
～
一
六
七

頁
)

(32
)﹃
京
都
役
所
向
大
概
覚
書

︱
︱
下
巻
︱
︱
﹄
(清
文
堂
史
料
叢
書
)
一
九
七
三

年
・
清
文
堂
︑
二
〇
頁
︒

神
輿
場
は
な
ぜ
荒
れ
た
の
か

(中
西

仁
)

九
〇



(33
)
竹
森
健
二
郎
・
廣
岡
浄
進
﹁
特
集
第
20
回
全
国
部
落
史
研
究
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

②

討
論
の
ま
と
め
﹂
二
〇
一
五
年
・
部
落
解
放
・
人
権
研
究
所
﹃
部
落
解
放
研

究
﹄
№
2
0
2
・
解
放
出
版
社
︑
一
六
一
頁
︒

(34
)
小
林
丈
広
﹁
今
宮
神
事
と
蓮
台
野
村
﹂
一
九
九
三
年
﹃
京
都
市
史
編
さ
ん
通
信
﹄

№
2
4
3
︒
本
論
文
で
紹
介
し
た
事
実
に
つ
い
て
は
︑
全
て
﹃
今
宮
神
社
文
書
﹄

の
記
録
に
よ
る
︒

(35
)
前
掲
注
(34
)
所
収
の
﹁
今
宮
神
社
文
書
﹂
に
よ
れ
ば
︑﹁
人
足
之
義
ハ
神
輿
舁
請

負
之
者
よ
り
差
出
候
仕
来
候
処
﹂
云
々
と
あ
り
︑
太
鼓
巡
行
の
た
め
の
人
足
は
神

輿
舁
請
負
之
者

(神
輿
舁
き
集
団
)
か
ら
出
て
い
た
と
思
わ
れ
る
︒

(36
)
前
掲
注
(34
)
所
収
の
﹁
今
宮
神
社
文
書
﹂
に
よ
る
︒

(37
)
前
掲
注
(27
)︑
一
八
三
頁
︒

(38
)
近
世
に
は
大
宮
郷
と
呼
ば
れ
た
紫
竹
︑
大
門
︑
上
野
︑
雲
林
院
︑
門
前
の
大
徳
寺

境
内
五
か
村
と
︑
大
宮
森
︑
三
筑
︑
新
門
前
︑
開
︑
薬
師
山
の
合
計
十
か
村
は
明

治
二

(一
八
六
九
)
年
に
は
東
紫
竹
大
門
村
と
な
っ
た
︹﹃
史
料

京
都
の
歴
史

第
6
巻

北
区
﹄︑
五
二
〇
頁
︺︒
こ
の
う
ち
上
野

(現
︑
北
区
紫
野
上
野
町
周

辺
)
と
新
門
前

(現
︑
北
区
紫
野
下
門
前
町
周
辺
)
は
現
代
に
い
た
る
ま
で
大
宮

御
輿
の
神
輿
舁
を
請
け
負
っ
て
い
る
︒

(39
)
村
山
弘
太
郎
﹁
近
世
京
都
に
お
け
る
祭
礼
運
営
と
町
組

︱
︱
西
陣
・
今
宮
祭
を

事
例
と
し
て
︱
︱
﹂
二
〇
一
六
年
﹃
京
都
外
国
語
大
学
研
究
論
叢
﹄
86
号
︑
一

四
頁
︒

(40
)
前
掲
注
(34
)︑
一
頁
︒

(41
)
前
掲
注
(34
)
所
収
の
﹁
今
宮
神
社
文
書
﹂
に
よ
る
︒

(42
)﹃
京
都
町
触
集
成
﹄
(京
都
町
触
研
究
会
編
︑
岩
波
書
店
)
所
収
の
史
料
に
よ
れ
ば
︑

祇
園
祭
で
は
宝
永
元

(一
七
〇
四
)
年
か
ら
天
保
五

(一
八
三
四
)
年
の
間
に
二

十
一
回
の
願
舁
禁
止
令
が
出
さ
れ
て
い
る
︒﹃
京
都
町
触
集
成
﹄
に
よ
れ
ば
︑
こ

う
い
っ
た
願
舁
禁
止
令
は
︑
今
宮
祭
に
は
四
回
︑
御
霊
祭
に
は
二
回
︑
下
御
霊
の

祭
礼
に
は
七
回
︑
上
御
霊
の
祭
礼
に
は
一
回
出
さ
れ
て
い
る

(御
霊
祭
︑
下
御
霊
︑

上
御
霊
の
別
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
史
料
の
表
記
に
従
っ
た
)︒
洛
中
の
大
規
模

祭
礼
に
お
い
て
願
舁
が
共
通
の
現
象
で
あ
っ
た
︒
例
え
ば
宝
永
元

(一
七
〇
四
)

年
に
は
以
下
の
よ
う
な
願
舁
禁
止
令
が
出
さ
れ
て
い
る
が
︑
他
の
も
の
も
文
面
は

ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
︒﹁
一

祇
園
会
御
輿
か
き
之
儀
︑
従
前
々
駕
輿
丁
役
出
シ
来

候
町
々
之
外
︑
く
わ
ん
か
き

(願
舁
)
之
も
の
出
候
処
︑
近
年
猥
ニ
罷
出
候
よ
し

不
届
ニ
思
召
候
︑
弥
前
々
之
通
く
わ
ん
か
き
と
し
て
罷
出
候
義
仕
間
敷
之
旨
︑
相

触
候
様
ニ
被
仰
付
候
︑
以
上

申
五
月

町
代

誰
﹂
(京
都
町
触
研
究
会
﹃
京

都
町
触
集
成
第
一
巻
﹄
一
九
八
三
年
・
岩
波
書
店
︑
一
二
二
頁
)︒

(43
)﹁
車
太
鼓
﹂
は
現
在
の
今
宮
祭
の
行
列
の
先
頭
で
あ
る
︒
太
鼓
及
び
車
の
製
作
時

期
は
特
定
で
き
な
い
が
︑
非
常
に
古
い
感
じ
で
︑
お
そ
ら
く
近
世
か
ら
の
形
態
を

そ
の
ま
ま
残
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
︒
二
〇
一
八
年
の
今
宮
祭
で
は
曳
き
手
は
六
︑

七
名
で
あ
っ
た
︒
舁
く
場
合
に
は
そ
の
数
倍
の
人
数
が
必
要
で
あ
っ
た
か
と
思
わ

れ
る
が
︑
い
ず
れ
に
せ
よ
神
輿
に
比
べ
て
か
な
り
少
人
数
で
舁
く
こ
と
が
で
き
る
︒

(44
)﹁
紫
竹
大
門
村
字
追
分
﹂
を
確
認
す
る
こ
と
は
現
時
点
で
で
き
て
い
な
い
が
︑﹁
追

分
﹂
と
い
う
地
名
で
あ
る
限
り
三
差
路
で
あ
り
︑
午
後
八
時
に
神
輿
が
通
る
の
で

あ
れ
ば
︑
今
宮
神
社
近
く
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
︒
今
宮
神
社
か
ら
約
二
〇

〇
メ
ー
ト
ル
東
に
上
野
通
と
今
宮
通
が
作
る
三
差
路
が
あ
る
︒
こ
の
三
差
路
は
十

八
世
紀
初
頭
の
﹁
京
都
明
細
図
絵
﹂
に
も
描
か
れ
て
い
る
︒
こ
こ
が
﹁
追
分
﹂
で

あ
れ
ば
︑
神
輿
舁
た
ち
の
地
元
で
あ
る
上
野
村
の
入
り
口
で
あ
り
︑
新
門
前
村
か

ら
も
ほ
ど
近
い
場
所
と
な
る
︒
一
方
︑
蓮
台
野
村
か
ら
は
道
な
り
に
約
一
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
離
れ
て
い
る
︒

(45
)
今
宮
祭
の
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
解
明
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
︒
最
大
の
も

の
が
︑
な
ぜ
蓮
台
野
村
の
人
々
が
同
じ
鷹
ヶ
峰
村
の
鷹
峯
区
の
人
々
が
舁
い
て
い

た
中
御
輿

(鷹
神
輿
)
を
襲
わ
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
︒
平
等
を
求
め

る
な
ら
同
じ
村
の
者
に
訴
え
る
の
が
普
通
で
あ
ろ
う
︒
今
後
の
課
題
と
し
た
い
︒

ま
た
現
在
の
今
宮
祭
で
も
千
本
地
区

(旧
蓮
台
野
村
)
は
地
域
と
し
て
は
神
輿
舁

き
に
携
わ
っ
て
い
な
い
︒
千
本
地
区
を
含
む
楽
只
学
区
が
担
当
し
て
い
る
の
は
︑

﹁
車
太
鼓
﹂
で
あ
る
︒﹁
車
太
鼓
﹂
に
つ
い
て
は
︑
近
世
に
蓮
台
野
村
の
人
々
が
太

鼓
の
修
繕
や
太
鼓
舁
き
な
ど
を
通
じ
て
そ
の
関
わ
り
を
模
索
し
た
が
︑
近
世
末
に

は
関
わ
り
を
絶
た
れ
て
し
ま
っ
た
︒
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
現
在
の
姿
が
あ
る
の
か

に
つ
い
て
も
今
後
の
課
題
と
し
た
い
︒

(46
)
祇
園
祭
神
輿
渡
御
の
概
要
と
神
輿
舁
き
の
組
織
の
変
遷
に
つ
い
て
は
︑
中
西
仁

﹁
祇
園
祭
神
輿
渡
御
の
担
い
手
の
変
遷

︱
︱
近
代
・﹁
四
若
﹂
を
中
心
と
し
て

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇

第
四
十
七
号

(二
〇
一
九
年
三
月
)

九
一



︱
︱
﹂
二
〇
一
八
年
・
京
都
民
俗
学
会
﹃
京
都
民
俗
﹄
第
36
号
を
参
照
の
こ
と
︒

(47
)﹃
京
都
日
出
新
聞
﹄
明
治
三
十
八

(一
九
〇
五
)
年
七
月
十
九
日
付
記
事
︒

(48
)
神
輿
洗
式
は
四
条
大
橋
に
於
い
て
︑
鴨
川
の
水
で
中
御
座
神
輿
を
清
め
る
神
事
で

あ
る
︒
四
条
通
が
車
通
行
禁
止
に
な
っ
た
の
は
︑
こ
の
神
輿
洗
い
の
行
列
や
神
輿

が
通
行
す
る
か
ら
で
あ
ろ
う
︒
神
輿
洗
い
は
こ
の
当
時
は
中
御
座
神
輿
の
神
輿
舁

き
集
団

(﹁
三
若
﹂
)
が
携
わ
っ
て
お
り
︑
東
御
座
の
神
輿
舁
き
集
団

(﹁
四
若
﹂
)

は
東
御
座
神
輿
の
飾
り
付
け
だ
け
を
担
当
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
︒
神
輿
の
飾
り

を
運
ぶ
こ
と
は
神
事
で
は
な
い
が
︑
神
輿
舁
た
ち
に
と
っ
て
は
︑
祭
礼
の
一
部
で

あ
る
と
い
う
意
識
が
働
い
た
に
違
い
な
い
︒

(49
)
小
林
丈
広
﹃
近
代
日
本
と
公
衆
衛
生

︱
︱
都
市
社
会
史
の
試
み
︱
︱
﹄
二
〇
〇

一
年
・
雄
山
閣
︑
に
よ
れ
ば
Ｔ
町
は
﹁
い
わ
ば
京
都
の
三
大
ス
ラ
ム
と
で
も
い
う

べ
き
存
在
で
あ
っ
た
︒
と
く
に
︑
九
〇
年
の
米
価
高
騰
と
コ
レ
ラ
の
流
行
の
際
に

は
︑
い
ず
れ
も
新
聞
紙
上
に
頻
繁
に
登
場
し
て
世
間
の
注
目
を
集
め
た
︒﹂
(同
書
︑

八
七
頁
)︒
米
価
高
騰
の
際
に
は
米
屋
打
ち
壊
し
の
う
わ
さ
が
流
れ
た
︒
す
な
わ

ち
公
衆
衛
生
及
び
治
安
維
持
の
両
面
か
ら
特
別
な
対
象
と
さ
れ
た
地
域
で
あ
っ
た
︒

(50
)
明
治
三
十
五

(一
九
〇
二
)
年
四
月
第
2
疏
水
計
画
を
府
に
出
願
︒
三
十
八
年
九

月
第
2
疏
水
計
画
を
滋
賀
県
に
も
出
願
︒
三
十
九
年
四
月
第
2
疏
水
計
画
許
可
︒

四
十
一
年
十
月
大
津
・
京
都
間
の
測
量
を
完
了
︒
四
十
二
年
五
月
水
道
創
設
事
業

に
着
手
︒
四
十
五
年
三
月
第
2
疏
水
・
蹴
上
浄
水
場
完
成
︒

『京
都
市
上
下
水
道
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
﹄﹁
琵
琶
湖
疏
水
の
紹
介
﹂

(
h
ttp
:
/
/
w
w
w
.city
.k
y
o
to
.lg
.jp
/
su
id
o
/
p
a
g
e
/
0
0
0
0
0
0
7
1
5
3
.h
tm
l)
よ
り
︒

(51
)
東
御
座
神
輿
の
神
輿
舁
た
ち
は
そ
の
後
も
何
度
か
﹁
神
輿
荒
れ
﹂
を
起
こ
し
て
い

る
︒
交
番
に
神
輿
を
打
ち
付
け
た
事
件
か
ら
一
〇
年
以
上
た
っ
た
大
正
四

(一
九

一
五
)
年
の
還
幸
祭
︑
大
正
八

(一
九
一
九
)
年
の
還
幸
祭
で
は
神
輿
と
京
都
市

電
が
接
触
し
た
こ
と
に
対
し
て
︑
神
輿
を
舁
き
捨
て
て
電
車
に
殺
到
︒
大
混
乱
を

引
き
起
こ
し
て
い
る

(﹃
京
都
日
出
新
聞
﹄
大
正
四

(一
九
一
五
)
年
七
月
二
十

七
日
記
事
︑
同
大
正
八

(一
九
一
九
)
年
7
月
25
日
記
事
)︒
公
共
交
通
機
関
の

運
行
と
神
輿
渡
御
の
優
先
順
位
が
拮
抗
し
て
い
た
と
い
う
事
実
を
示
し
て
い
る
点

で
興
味
深
い
︒
中
里
の
い
う
と
こ
ろ
の
﹁﹁
新
し
い
世
間
﹂
で
あ
る
近
代
国
家
と

し
て
の
明
治
政
府
の
論
理
と
い
わ
ゆ
る
民
俗
的
論
理
の
対
立
と
葛
藤
﹂
の
一
つ
の

形
で
あ
ろ
う
︒
Ｔ
町
の
人
々
の
中
に
は
人
力
車
夫
を
稼
ぎ
と
す
る
者
も
い
た
が
︑

市
電
は
客
を
奪
う
憎
い
存
在
で
あ
る
と
と
も
に
︑
車
の
走
行
を
邪
魔
す
る
う
っ
と

お
し
い
存
在
で
も
あ
っ
た
ろ
う
︒
そ
う
考
え
れ
ば
︑
こ
の
二
つ
の
﹁
神
輿
荒
れ
﹂

も
生
業
や
稼
ぎ
が
関
わ
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
︒

(52
)
柳
田
國
男
﹃
明
治
大
正
史
世
相
篇
﹄
一
九
四
二
年

(﹃
柳
田
國
男
全
集
26
﹄
一
九

九
〇
年
・
筑
摩
書
房
)︒
引
用
は
﹃
柳
田
國
男
全
集
26
﹄︑
三
九
四
頁
︒

(53
)
三
隅
貴
史
﹁
東
京
周
辺
地
域
に
お
け
る
﹁
江
戸
前
﹂
の
美
学
の
成
立

︱
︱
神
輿

会
に
着
目
し
て
︱
︱
﹂
二
〇
一
七
年

(日
本
民
俗
学
会
﹃
日
本
民
俗
学
﹄
第
2
9

2
号
所
収
)︑
に
よ
れ
ば
︑
東
京
に
お
け
る
神
輿
舁
き
は
地
域
共
同
体
を
離
れ
た

同
好
会
で
あ
る
﹁
神
輿
会
﹂
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
︒
神
輿
場
は
神
輿
の
愛
好

家
た
ち
の
娯
楽
の
場
で
あ
り
︑
仮
令
︑
喧
嘩
や
も
め
ご
と
が
起
こ
っ
て
も
そ
れ
は

公
怨
に
基
づ
く
も
の
で
は
無
く
︑
神
輿
を
楽
し
み
た
い
の
に
邪
魔
さ
れ
た
と
い
う

私
怨
に
基
づ
く
も
の
と
な
っ
て
い
る
︒
も
し
く
は
喧
嘩
や
も
め
ご
と
自
体
を
楽
し

む
も
の
た
ち
さ
え
存
在
す
る
︒
京
都
で
も
例
え
ば
﹁
京
都
神
輿
愛
好
会
﹂
を
は
じ

め
︑
様
々
な
同
好
会
的
組
織
が
存
在
し
て
お
り
︑
状
況
は
共
通
す
る
部
分
が
あ
る
︒

(な
か
に
し

ひ
と
し

文
学
研
究
科
歴
史
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
)

(指
導
教
員
：
八
木

透

教
授
)

二
〇
一
八
年
九
月
二
八
日
受
理

神
輿
場
は
な
ぜ
荒
れ
た
の
か

(中
西

仁
)

九
二



論

文

近
世
加
賀
藩
に
お
け
る
大
石
寺
信
仰
禁
令
に
つ
い
て

横

山

雄

玉

〔
抄

録
〕

小
稿
は
︑
近
世
加
賀
藩
に
お
い
て
禁
制
と
さ
れ
た
大
石
寺
信
仰
に
対
す
る

禁
令
と
関
連
文
書
の
復
元
を
主
題
と
す
る
︒
そ
し
て
︑
そ
の
発
令
理
由
や
発

令
構
造
を
検
討
し
︑
加
賀
藩
社
会
に
お
け
る
大
石
寺
信
仰
の
位
置
付
け
を
確

認
す
る
︒

近
世
に
お
け
る
大
石
寺
は
︑
日
蓮
宗
勝
劣
派
の
一
本
寺
に
し
て
朱
印
寺
で

あ
っ
た
︒
加
賀
藩
領
内
に
大
石
寺
の
末
寺
は
存
在
し
な
か
っ
た
が
︑
大
石
寺

信
仰
は
寛
文
年
間
に
加
賀
に
伝
播
し
た
と
伝
承
さ
れ
る
︒

布
教
の
進
展
と
と
も
に
問
題
視
さ
れ
︑
享
保
十
一
年
最
初
の
禁
令
が
発
せ

ら
れ
た
︒
以
降
明
和
七
年
ま
で
五
本
の
禁
令
が
確
認
で
き
る
︒
こ
れ
ら
の
発

令
理
由
は
︑
末
寺
不
存
在
に
よ
る
宗
門
改
不
能
で
あ
り
︑
処
罰
条
項
も
存
す

る
厳
重
な
禁
令
で
あ
っ
た
︒
発
令
構
造
と
し
て
は
所
轄
奉
行
の
上
申
に
よ
り
︑

藩
大
老
か
ら
発
令
さ
れ
︑
藩
中
の
全
階
層
に
周
知
徹
底
さ
れ
た
︒

禁
令
条
文
か
ら
は
大
石
寺
信
仰
が
厳
禁
さ
れ
た
と
理
解
さ
れ
る
︒
し
か
し
︑

か
か
る
社
会
情
勢
下
に
あ
っ
て
︑
相
当
の
信
仰
事
例
を
確
認
で
き
る
︒
以
後
︑

小
稿
で
確
認
し
た
社
会
情
勢
を
基
本
認
識
に
︑
信
仰
史
と
し
て
事
例
検
討
を

進
め
た
い
︒

キ
ー
ワ
ー
ド

加
賀
藩
︑
大
石
寺
信
仰
︑
金
沢
法
難
︑
寺
檀
制
︑
改
宗
寺
替

法
令

は
じ
め
に

日
本
最
大
の
雄
藩
で
あ
る
近
世
加
賀
藩
に
︑
初
め
て
大
石
寺
門
流
の
信
仰

(以

下
︑
大
石
寺
信
仰(1

))
が
伝
播
し
︑
い
わ
ゆ
る
︑
金
沢
講
中
が
誕
生
し
た
時
期
は
︑

寛
文
初
年

(一
六
六
一
)
頃
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
︒
五
代
藩
主
前
田
綱
紀
の
理
解

と
勧
め
に
よ
り
︑
江
戸
在
勤
の
藩
士
達
が
藩
邸
近
く
に
存
し
た
大
石
寺
末
︑
常
在

寺
に
お
い
て
︑
大
石
寺
十
七
世
日
精
上
人
の
説
法
を
聴
聞
︑
帰
依
し
た
こ
と
が
濫

觴
と
の
伝
承
が
﹃
北
陸
信
者
伝
聞
記(2

)﹄
に
存
す
る
︒

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇

第
四
十
七
号

(二
〇
一
九
年
三
月
)

九
三



加
賀
藩
内
で
の
大
石
寺
信
仰
の
受
容
と
継
承
は
︑
お
よ
そ
半
世
紀
程
は
平
穏
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
し
か
し
︑
元
禄
年
中
の
日
蓮
宗
に
お
け
る
本
迹
問
題
や
︑

大
石
寺
と
も
少
々
縁
の
あ
る
三
鳥
派
へ
の
禁
令
︑
こ
れ
ら
を
背
景
に
享
保
年
中
に

入
る
と
︑
加
賀
藩
内
に
お
い
て
も
任
誓
の
異
安
心
問
題(3

)な
ど
が
発
生
し
︑
宗
門
改

方
︑
宗
門
奉
行
︑
寺
社
奉
行
に
お
い
て
も
宗
教
問
題
に
厳
格
な
注
意
を
払
う
よ
う

に
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
こ
の
よ
う
な
中
︑
享
保
九
年

(一
七
二
四
)

に
奥
村
内
記
の
家
臣
︑
福
原
式
治
の
大
石
寺
信
仰
に
つ
い
て
︑
役
寺
に
問
い
合
わ

せ
が
な
さ
れ
る
事
態
が
生
じ
︑
風
雲
急
と
な
る(4

)︒

大
石
寺
信
仰
の
形
態
は
︑
外
形
的
な
改
宗
︑
離
檀
を
伴
う
刺
激
的
な
も
の
で
は

な
く
︑
こ
れ
ま
で
の
寺
檀
関
係
を
継
続
し
な
が
ら
内
心
に
受
持
す
る
内
得
信
仰
で

あ
っ
た
︒
そ
れ
は
︑
加
賀
藩
領
内
に
大
石
寺
の
末
寺
が
存
在
し
な
い
と
い
う
事
実

か
ら
︑
必
然
的
に
形
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
︒
し
か
し
︑
信
仰
の
純
潔
性
か
ら
は

大
き
な
葛
藤
を
伴
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
︒

藩
内
に
一
末
寺
も
存
在
し
て
い
な
い
大
石
寺
信
仰
は
︑
宗
門
改
め
に
極
め
て
不

都
合
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
︑
禁
令
が
出
さ
れ
︑
加
賀
藩
内
の
大
石
寺
信
仰
は
国

禁
と
な
っ
た
︒
こ
れ
を
大
石
寺
で
は
︑﹁
金
沢
法
難
﹂
と
称
し
て
い
る
︒

加
賀
藩
に
お
け
る
大
石
寺
信
仰
へ
の
禁
令
は
︑
幕
府
よ
り
朱
印
地
を
下
さ
れ
た
︑

す
な
わ
ち
︑
公
認
さ
れ
た
一
宗
を
︑
自
領
内
に
末
寺
が
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
宗

門
改
め
に
不
都
合
と
の
理
由
で
︑
加
賀
藩
一
藩
に
限
り
禁
止

(禁
教
)
さ
れ
た
も

の
で
︑
言
わ
ば
分
国
法
と
も
い
う
べ
き
点
に
そ
の
特
徴
が
あ
る
︒

大
石
寺
信
仰
へ
の
最
初
の
禁
令
は
︑
享
保
十
一
年

(一
七
二
六
)
に
︑
卯
辰
慈

雲
寺

(現
在
︑
法
華
宗
真
門
流
)
の
学
僧
・
了
妙
が
大
石
寺
門
流
に
改
宗
し
て
騒

動
と
な
り

(﹁
了
妙
一
件
﹂
)︑
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
同
年
十
二
月
十
三
日
に
発
せ

ら
れ
た
︒
こ
れ
を
嚆
矢
に
加
賀
藩
内
で
の
大
石
寺
信
仰
に
対
す
る
禁
令
は
︑
明
和

七
年

(一
七
七
〇
)
ま
で
に
都
合
五
本
の
発
令
が
確
認
さ
れ
︑
最
初
の
禁
令
を
根

拠
に
し
た
取
り
締
ま
り
が
継
続
さ
れ
た
︒

幕
府
公
認
の
宗
旨
で
あ
り
な
が
ら
︑
加
賀
藩
当
局
よ
り
特
定
の
一
宗
に
対
す
る

禁
令
は
︑
大
石
寺
信
仰
の
他
に
は
見
ら
れ
な
い
︒
加
賀
藩
宗
教
史
を
概
観
す
る
時
︑

大
事
件
と
思
わ
れ
る
が
︑
こ
れ
に
対
す
る
先
行
研
究
は
大
石
寺
関
係
者
に
限
ら
れ

極
め
て
乏
し
い
︒

本
稿
で
は
﹁
金
沢
法
難
﹂
史
全
般
の
基
礎
研
究
と
し
て
︑
加
賀
藩
公
文
書
と
し

て
の
禁
令
を
取
り
上
げ
る
︒
禁
令
に
つ
い
て
︑
こ
れ
ま
で
は
関
連
文
書
が
部
分
的

に
認
知
さ
れ
る
に
止
ま
り
︑
全
般
的
な
検
討
は
な
さ
れ
て
い
な
い
︒
こ
こ
で
は
管

見
史
料
か
ら
禁
令
な
ら
び
に
関
連
文
書
を
復
元
す
る
︒
そ
し
て
︑
そ
の
禁
止
理
由

や
発
令
構
造
の
検
討
か
ら
︑
加
賀
藩
社
会
に
お
け
る
大
石
寺
信
仰
の
位
置
を
確
認

し
︑
信
仰
実
態
へ
遡
及
す
る
入
り
口
と
し
た
い
︒

Ⅰ

禁
令
の
検
討

一

史
料
に
つ
い
て

大
石
寺
信
仰
へ
の
禁
令
は

①
享
保
十
一
年

(一
七
二
六
)
十
二
月
十
三
日

②
享
保
十
四
年

(一
七
二
九
)
閏
九
月
晦
日

(十
月
七
日
)

③
元
文
五
年

(一
七
四
〇
)
四
月
十
七
日

④
寛
保
二
年

(一
七
四
二
)
六
月
十
四
日

(四
日
)

⑤
明
和
七
年

(一
七
七
〇
)
十
二
月
二
十
九
日

の
五
本
が
確
認
で
き
る
︒
①
か
ら
④
は
六
代
藩
主
︑
前
田
吉
徳
の
治
世
下
︑
⑤
は

近
世
加
賀
藩
に
お
け
る
大
石
寺
信
仰
禁
令
に
つ
い
て

(横
山
雄
玉
)

九
四



十
代
藩
主
︑
前
田
重
教
の
治
世
で
あ
る
︒

服
藤
弘
司
氏
は

近
世
封
建
法
の
一
特
色
と
し
て
︑
同
一
法
令
の
繰
り
返
し
的
発
布
と
い
う
こ

と
が
指
摘
さ
れ
る
が
︑
本
法
令
集

(筆
者
註
﹃
典
制
彙
纂
﹄
)
に
お
い
て
も
︑

こ
の
特
色
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
︑
そ
の
た
め
我
々
は
多
少
退
屈
さ
と
煩
わ

し
さ
を
覚
悟
せ
ね
ば
な
ら
な
い(5

)

と
指
摘
す
る
︒
小
稿
の
主
題
で
あ
る
大
石
寺
信
仰
へ
の
禁
令
も
︑
享
保
十
一
年

(一
七
二
六
)
か
ら
明
和
七
年

(一
七
七
〇
)
迄
の
四
十
四
年
間
に
五
度
の
発
令

で
あ
る
か
ら
︑
こ
の
指
摘
に
合
致
し
て
い
る
︒
こ
と
に
上
記
①
と
②
の
間
は
三
年

弱
︑
③
と
④
の
間
は
二
年
で
あ
る
か
ら
︑
繰
り
返
し
に
加
え
連
続
発
布
と
も
い
う

べ
き
状
況
で
あ
る
︒
し
か
し
︑
こ
れ
を
﹁
近
世
封
建
法
の
一
特
色
﹂
と
い
う
の
み

で
は
不
十
分
と
思
わ
れ
る
︒
こ
れ
に
は
相
応
の
事
情
と
理
由
が
看
取
さ
れ
る
の
で

あ
る
︒
た
だ
し
︑
こ
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
﹁
同
一
法
令
﹂
で
あ
る
こ
と
か
ら
重

複
部
分
も
多
く
︑﹁
退
屈
さ
と
煩
わ
し
さ
﹂
も
皆
無
で
は
な
い
︒
し
か
し
︑
小
稿

が
大
石
寺
信
仰
へ
の
禁
令
諸
本
を
取
り
上
げ
る
最
初
の
検
討
で
あ
り
︑
主
題
が
関

連
諸
文
書
の
復
元
に
あ
る
こ
と
か
ら
︑
原
則
︑
全
文
を
引
用
し
た
﹁
退
屈
さ
と
煩

わ
し
さ
﹂
の
存
す
る
検
討
に
な
る
こ
と
を
お
許
し
頂
き
た
い
︒

小
稿
で
取
り
上
げ
る
史
料
は
基
本
的
に
私
撰
法
令
集
で
あ
る
︒
し
か
し
︑﹃
中

川
長
定
覚
書
﹄
の
よ
う
に
現
職
家
老
が
ま
と
め
た
職
務
記
録
な
ど
貴
重
な
史
料
で

あ
り
︑
大
部
分
が
藩
蔵
史
料
で
あ
っ
た
﹁
加
越
能
文
庫
﹂
所
収
本
で
あ
る
こ
と
か

ら
も
︑
確
度
の
高
い
史
料
群
で
あ
る
と
評
価
で
き
よ
う
︒

周
知
の
よ
う
に
前
田
育
徳
会
の
尊
経
閣
文
庫
は
︑﹁
加
賀
は
天
下
の
書
府
﹂
と

称
さ
れ
た
加
賀
前
田
家
が
収
集
し
た
︑
膨
大
か
つ
貴
重
な
典
籍
︑
書
跡
類
を
中
心

と
し
た
大
文
庫
で
あ
る
︒

昭
和
二
十
三
年

(一
九
四
八
)
に
そ
の
文
庫
の
う
ち
︑
加
賀
藩
行
政
史
料
群
が

金
沢
市
に
寄
贈
さ
れ
た
︒﹁
加
越
能
文
庫
﹂
と
称
し
︑
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近

世
史
料
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
︒

大
石
寺
信
仰
へ
の
禁
令
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
︑
管
見
に
入
っ
た
史
料
の
大
部

分
は
﹁
加
越
能
文
庫
﹂
架
蔵
史
料
で
あ
る
︒
以
下
の
史
料
に
大
石
寺
信
仰
︑
禁
令

に
関
す
る
記
述
が
見
ら
れ
た
︒
便
宜
上
︑﹃
加
越
能
文
庫
解
説
目
録(6

)﹄
に
付
さ
れ

た
請
求
記
号
順
に
配
列
し
︑
次
い
で
﹁
加
越
能
文
庫
﹂
以
外
の
史
料
を
列
挙
す
る
︒

〔加
越
能
文
庫
架
蔵
文
書
︺

『泰
雲
公
御
年
譜(7

)﹄﹃
触
留
抜
萃(8

)﹄﹃
国
令
漫
録(9

)﹄﹃
御
定
書
等
触
状
留(10

)﹄﹃
典
制
彙

纂(11
)﹄﹃

古
例
集
書

(二
冊
)

(12
)﹄﹃

古
例
集
書

(五
冊
)

(13
)﹄﹃

政
隣
記(14

)﹄﹃
袖
裏
雑
記(15

)﹄

﹃
中
川
長
定
覚
書(16

)﹄﹃
大
野
木
克
寛
日
記(17

)﹄﹃
若
年
寄
方
諸
事
控(18

)﹄﹃
遠
田
日
記(19

)﹄

﹃
寺
庵
方
御
触
二
種(20

)﹄﹃
御
郡
典(21

)﹄

な
お
︑
人
物
に
つ
い
て
は

『先
祖
由
緒
並
一
類
附
帳(22

)﹄
(以
下
﹃
一
類
附
帳
﹄
)﹃
諸
士
系
譜(23

)﹄
を
参
照
す
る
︒

〔前
田
育
徳
会
所
蔵
文
書
︺

『太
梁
公
日
記

(手
記
)﹄

〔大
石
寺
関
連
史
料
︺

『宗
門
所

大
石
寺
派
一
巻
留
帳
抜
書
﹄
(以
下
﹃
留
帳
抜
書
﹄
)

『北
陸
信
者
伝
聞
記
﹄
巻
二

(以
下
﹃
伝
聞
記
﹄
)

〔大
石
寺
関
連
書
籍
︺

『富
士
宗
学
要
集
﹄
堀
日
亨
編

九
巻

下
編

第
五
章
金
沢

(以
下
﹃
富
要
﹄
)

こ
の
う
ち
︑
最
も
収
録
文
書
が
多
い
の
は
﹃
国
令
漫
録
﹄
で
あ
り
︑
禁
令
五
本

佛
教
大
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篇
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中
明
和
七
年
法
令
を
除
く
四
本
八
文
書
を
収
め
る
︒

本
稿
で
は
こ
れ
に
次
ぎ
︑
明
和
七
年
法
令
を
除
く
四
本
七
文
書
を
収
録
し
︑
か

つ
﹃
藩
法
集
﹄
に
翻
刻
所
収
さ
れ
る
﹃
典
制
彙
纂(24

)﹄
本
を
基
本
に
︑
上
述
し
た
諸

本
を
参
照
し
て
禁
令
諸
文
書
を
復
元
し
︑
そ
の
発
令
構
造
を
一
覧
し
た
い
︒

二

享
保
十
一
年
法
令

享
保
十
一
年
法
令
は
最
も
多
く
の
史
料
に
記
録
さ
れ
て
い
る
︒﹃
触
留
抜
萃
﹄

﹃
国
令
漫
録
﹄﹃
御
定
書
等
触
状
留
﹄﹃
典
制
彙
纂
﹄﹃
古
例
集
書

(二
冊
)﹄﹃
古
例

集
書

(五
冊
)﹄﹃
中
川
長
定
覚
書
﹄﹃
大
野
木
克
寛
日
記
﹄﹃
若
年
寄
方
諸
事
控
﹄

﹃
寺
庵
方
御
触
二
種
﹄﹃
留
帳
抜
書
﹄﹃
伝
聞
記
﹄﹃
富
要
﹄
に
関
連
す
る
記
録
が
存

す
る
︒

『典
制
彙
纂
﹄
本
に
収
ま
る
﹁
十
二
月
六
日
付
上
申
﹂
と
﹁
十
二
月
十
三
日
付

禁
令
﹂
は
﹃
国
令
漫
録
﹄﹃
御
定
書
等
触
状
留
﹄﹃
古
例
集
書

(二
冊
)﹄﹃
古
例
集

書

(五
冊
)﹄﹃
中
川
長
定
覚
書
﹄﹃
寺
庵
方
御
触
二
種
﹄
に
揃
っ
て
記
録
さ
れ
て

い
る
︒

大
石
寺
系
の
史
料
で
あ
る
﹃
留
帳
抜
書
﹄﹃
伝
聞
記
﹄﹃
富
要
﹄
に
は
︑﹁
十
二

月
六
日
付
上
申
﹂
は
含
ま
れ
る
が
﹁
十
二
月
十
三
日
付
禁
令
﹂
は
未
収
録
で
あ
る
︒

他
方
︑﹁
十
一
月
十
六
日
状
﹂
と
﹁
十
二
月
十
六
日
上
覧
願
﹂
が
﹃
伝
聞
記
﹄
と

﹃
富
要
﹄
に
収
録
さ
れ
て
お
り
︑
こ
れ
は
他
史
料
に
は
未
見
で
あ
る
︒

さ
て
︑
上
申
や
禁
令
そ
の
も
の
の
文
章
は
各
史
料
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
が
︑
宛
名

や
記
名
人
に
異
同
が
見
ら
れ
る
︒
ま
た
︑
禁
令
以
外
に
も
関
連
す
る
諸
記
録
が
存

し
︑
こ
れ
を
ま
と
め
た
の
が
左
記
で
あ
る
︒

近
世
加
賀
藩
に
お
け
る
大
石
寺
信
仰
禁
令
に
つ
い
て

(横
山
雄
玉
)

九
六

﹃
古
例
集
書

(二
冊
)﹄

﹃
典
制
彙
纂
﹄

﹃
御
定
書
等
触
状
留
﹄

③
﹃
国
令
漫
録
﹄

﹃
富
要
﹄

﹃
伝
聞
記
﹄

﹃
留
帳
抜
書
﹄

﹃
寺
庵
方
御
触
二
種
﹄

﹃
中
川
長
定
覚
書
﹄

﹃
古
例
集
書

(五
冊
)﹄

﹃
古
例
集
書

(二
冊
)﹄

﹃
典
制
彙
纂
﹄

﹃
御
定
書
等
触
状
留
﹄

②
﹃
国
令
漫
録
﹄

﹃
富
要
﹄

﹃
伝
聞
記
﹄

①
﹃
留
帳
抜
書
﹄

書

名

禁
令

上
申

禁
令
か 種

別

十
二
月
十
三
日

十
二
月
六
日

十
一
月
十
六
日

日

付

新
番
頭
御
歩
頭
連
名
殿

新
番
頭
殿

な
し
な
し

奥
村
伊
豫
守
様
︑
横
山
大
和
守
様
︑
本
多
安
房
守
様

奥
村
伊
豫
守
等
三
人
様

奥
村
伊
豫
守
様
︑
横
山
大
和
守
様
︑
本
多
安
房
守
様

な
し

宛

名

本
多
安
房
守
︑
横
山
大
和
守
︑
奥
村
伊
豫
守

戸
田
靭
負
︑
中
村
典
膳
︑
村

中
務
︑
成
瀬
内
匠
︑
生
駒
右
近
︑
永
原
左
京

戸
田
靱
負
等
五
人

戸
田
靭
負
︑
中
村
典
膳
︑
村

中
務
︑
成
瀬
内
匠
︑
生
駒
右
近
︑
永
原
左
京

な
し

署

名



以
上
の
十
二
項
に
渉
る
記
録
か
ら
︑
享
保
十
一
年
法
令
に
つ
き
時
系
列
に
対
校
︑

復
元
す
る
︒
な
お
︑
同
一
項
に
複
数
史
料
が
存
す
る
場
合
︑﹃
典
制
彙
纂
﹄
本
が

存
す
る
も
の
は
そ
れ
を
掲
出
し
︑
他
史
料
と
の
対
校
を
︹

︺
内
に
記
し
註
記
を

加
え
る
︒
(次
節
以
降
も
同
様
)

①
大
老(25

)よ
り
所
轄
の
寺
社
︑
宗
門
奉
行
等
へ
の
申
し
渡
し
と
思
わ
れ
る
状

頃
日
世
間
に
富
士
派
の
由
に
て
前
々
よ
り
御
領
国
に
之
無
き
宗
旨
の
者
多
く

表
向
は
日
蓮
宗
の
躰
に
て
内
内
に
て
は
格
別
の
勤
め
方
の
者
之
有
る
由
︑
其

上
慈
雲
寺
弟
子
了
妙
と
申
す
者
右
宗
派
に
帰
伏
致
し
候
に
付
き
慈
雲
寺
に
於

て
縮

(シ
マ
リ
)
申
し
付
け
置
き
候
取
沙
汰
之
有
り
候
︑
此
宗
門
の
義
は
外

宗
と
違
ひ
勤
の
様
子
も
密
々
の
躰
其
上
御
領
国
に
末
寺
も
之
無
き
義
に
候
へ

ば
︑
若
し
公
儀
御
制
禁
の
邪
法
の
宗
門
等
相
交
り
侯
て
も
紛
ら
し
く
改
め
難

き
事
に
候
︑
慈
雲
寺
手
前
一
往
承
り
届
け
ら
る
べ
く
侯
︑
了
妙
等
爰
許
に
於

て
右
宗
派
に
す
す
め
入
れ
候
者
も
之
有
り
侯
は
ば
其
意
に
任
せ
御
沙
汰
に
及

ば
る
べ
き
旨
︑
寺
社
奉
行
中
並
に
宗
門
改
奉
行
へ
御
大
老
衆
御
列
座
伊
与
守

殿
御
申
し
渡
し
侯
事
︒

(享
保
十
一
年
)
午
十
一
月
十
六
日(26

)

②
上
申近

年
日
蓮
宗
之
内
︑
表
向
ハ
富
士
大
石
寺
派
之
由
申
立
︑
於
内
々
ハ
彼
是
異

風
之
宗
門
を
致
信
仰
候
僧
俗
数
多
御
座
候
由
承
及
申
候
︑
常
々
之
様
子
外
宗

旨
と
各
別
違
候
旨
其
聞
え
有
之
候
︑
往
古
よ
り
御
領
國
ニ
は
右
宗
派
無
御
座

候
付
︑
邪
義
相
交
候
哉
︑
又
ハ
新
法
之
宗
旨
ニ
候
哉
︑
委
細
相
知
不
申
︑
宗

門
御
改
之
筋
難
相
立
紛
敷
儀
奉
存
候
間
︑
急
度
相
改
︑
向
後
右
之
族
之
者
無

御
座
候
様
︑
仕
度
儀
と
詮
議
仕
候
︑
以
上
︑

丙
午
十
二
月
六
日
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⑫
﹃
寺
庵
方
御
触
二
種
﹄

﹃
古
例
集
書
(五
冊
)﹄

⑪
﹃
古
例
集
書

(二
冊
)﹄

⑩
﹃
国
令
漫
録
﹄

⑨
﹃
大
野
木
克
寛
日
記
﹄

⑧ ⑦
﹃
中
川
長
定
覚
書
﹄

﹃
富
要
﹄

⑥
﹃
伝
聞
記
﹄

⑤
﹃
触
留
抜
萃
﹄

④
﹃
若
年
寄
方
諸
事
控
﹄

﹃
寺
庵
方
御
触
二
種
﹄

﹃
中
川
長
定
覚
書
﹄

﹃
古
例
集
書

(五
冊
)﹄

報
告

報
告
請
書
案

禁
令
抜
萃
と
記
事

報
告
伝
達

上
覧
願

伝
達
記
事

十
二
月

十
二
月
二
十
二
日

十
二
月
二
十
二
日

十
二
月
十
七
日
の
項

十
二
月
十
七
日

十
二
月
十
六
日

十
二
月
十
六
日

十
二
月
十
六
日

十
二
月
十
五
日
の
項

妙
成
寺

奥
村
伊
豫
守
様
︑
横
山
大
和
守
様
︑
本
多
安
房
守
様

本
多
安
房
守
様

今
枝
殿
︑
本
多
殿
︑
津
田
殿
︑
中
川
殿

原
惣
兵
衛
殿

牧
彦
左
衛
門
殿

前
田
大
炊
様

前
田
修
理
様

相
組
中

竹
田
掃
部
殿

永
原
左
京
殿
︑
生
駒
右
近
殿
︑
成
瀬
内
匠
殿

今
枝
殿
︑
本
多
殿
︑
津
田
殿
︑
中
川
殿

新
番
頭
御
歩
頭
連
名
殿

杦
江
杢
左
衛
門
︑
青
地
藤
大
夫
︑
北
川
久
兵
衛
︑
前
田
源
兵
衛
︑
富
永
数

馬
︑
遠
藤
紋
大
夫

何
々
誰

在
江
戸
多
胡
源
五
左
衛
門

牧
彦
左
衛
門

中
川
︑
津
田
︑
本
多
︑
今
枝

本
多
安
房
守
等
十
一
人

前
田
近
江
守



戸
田
靱
負
等
五
人

〔戸
田
靱
負
判
︑
中
村
典
膳
判
︑
村

中
務
判
︑
成
瀬
内
匠
判
︑

生
駒
右
近
判
︑
永
原
左
京
判(27

)︺(28
)

奥
村
伊
豫
守
等
三
人
様

〔奥
村
伊
豫
守
様

横
山
大
和
守
様

本
多
安
房
守
様(29

)︺(30
)

③
禁
令近

年
日
蓮
宗
之
内
︑
表
向
ハ
富
士
大
石
寺
派
之
由
申
立
︑
於
内
々
は
彼
是
異

風
之
宗
門
を
致
信
仰
候
僧
俗
数
多
有
之
︑
常
々
之
様
子
外
宗
ニ
は
各
別
違
候

旨
其
聞
え
有
之
候
︑
富
士
派
之
義
ハ
本
寺
有
之
事
候
得
共
︑
御
領
國
ニ
て
は

右
派
之
宗
門
前
々
よ
り
無
之
付
て
︑
邪
義
打
交
候
哉
︑
又
は
新
法
之
宗
旨
ニ

候
哉
︑
委
細
相
知
不
申
︑
宗
門
御
改
之
筋
難
相
立
候
間
︑
急
度
相
改
︑
向
後

右
族
無
之
様
仕
度
旨
︑
宗
門
奉
行
申
聞
︑
其
趣
紙
面
出
し
候
故
︑
寫
指
越
候

之
條
被
得
其
意
︑
組
支
配
與
力
・
家
来
末
々
迄
急
度
可
被
申
渡
候
︑
其
段
書

付
可
被
指
出
候
︑
是
又
組
等
之
内
裁
許
有
之
面
々
え
も
申
渡
候
様
可
被
申
聞

候
︑十

二
月
十
三
日

享
保
十
一
年

本
多
安
房
守

判

横
山
大
和
守

判

奧
村
伊
豫
守

判

新
番
頭
殿

〔新
番
頭
御
歩
頭
連
名
殿
︺(31

)

〔今
枝
殿
︑
本
多
殿
︑
津
田
殿
︑
中
川
殿(32

)︺(33
)

〔永
原
左
京
殿
︑
生
駒
右
近
殿
︑
成
瀬
内
匠
殿
︺(34

)

④
『若
年
寄
方
諸
事
控
﹄
(十
二
月
十
五
日
の
項
)

日
蓮
宗
之
内
富
士
大
石
寺
派
之
儀
ニ
付
︑
宗
門
奉
行
紙
面
之
写
︑
大
年
寄
中

よ
り
被
申
触
候
紙
面
︑
支
配
中

主
水(35

)よ
り
被
相
触
候

⑤
前
田
近
江
守
よ
り
の
伝
達

近
年
日
蓮
宗
之
内
︑
表
向
ハ
富
士
大
石
寺
派
之
由
申
立
︑
於
内
々
は
彼
是
異

風
之
宗
門
を
致
信
仰
候
僧
俗
数
多
有
之
︑
常
々
之
様
子
外
宗
ニ
は
各
別
違
候

旨
其
聞
え
有
之
候
︑
富
士
派
之
義
ハ
本
寺
有
之
事
候
得
共
︑
御
領
國
ニ
て
は

右
派
之
宗
門
前
々
よ
り
無
之
付
て
︑
邪
義
打
交
候
哉
︑
又
は
新
法
之
宗
旨
ニ

候
哉
︑
委
細
相
知
不
申
︑
宗
門
御
改
之
筋
難
相
立
候
間
︑
急
度
相
改
︑
向
後

右
族
無
之
様
仕
度
旨
︑
宗
門
奉
行
申
聞
︑
其
趣
紙
面
出
し
候
故
︑
寫
指
越
候

之
条
被
得
其
意
︑
組
支
配
與
力
・
家
来
末
々
迄
急
度
可
被
申
渡
候
︑

宗
門
之
儀
ニ
付
︑
別
紙
写
両
通
指
越
候
之
条
被
得
其
意
︑
與
力
・
家
来

末
々
迄
急
度
被
申
渡
︑
其
趣
書
付
可
被
指
出
候
︑
以
上

十
二
月
十
六
日

前
田
近
江
守

判(36
)

相
組
中

竹
田
掃
部
殿(37

)

⑥
在
国
大
老
︑
家
老
中
よ
り
︑
在
江
戸
大
老
︑
家
老
に
対
す
る
藩
主
へ
の
上
覧
願

近
年
日
蓮
宗
の
内
表
向
は
富
士
大
石
寺
派
の
由
申
し
立
て
内
々
に
於
て
は
彼

近
世
加
賀
藩
に
お
け
る
大
石
寺
信
仰
禁
令
に
つ
い
て

(横
山
雄
玉
)

九
八



是
異
風
の
宗
門
を
信
仰
致
し
候
僧
俗
之
有
り
︑
常
々
の
様
子
外
宗
と
は
各
別

違
ひ
候
旨
其
聞
え
之
有
る
事
に
候
︑
富
士
派
の
義
は
本
寺
も
之
有
る
事
に
候

へ
ど
も
御
領
国
に
は
右
派
の
宗
門
前
々
よ
り
御
座
無
く
候
に
付
き
て
邪
義
相

交
り
候
や
又
は
新
法
の
宗
旨
に
候
や
委
細
相
知
れ
申
さ
ず
︑
宗
門
御
改
の
筋

相
立
ち
難
く
候
間
急
度
相
改
め
向
後
右
の
族
の
者
之
無
き
様
に
仕
り
た
き
旨

宗
門
奉
行
申
し
聞
け
其
趣
き
紙
面
出
し
候
故
︑
末
々
ま
で
急
度
申
し
渡
し
候

様
諸
頭
支
配
人
等
へ
申
し
触
れ
候
間
︑
右
紙
面
遣
し
候
間
御
序
を
以
て
御
覧

に
入
れ
ら
る
べ
く
候
以
上
︒

(享
保
十
一
)
十
二
月
十
六
日

本
多
安
房
守
等
十
一
人(38

)

︹
本
多
安
房
守
︺(39

)

前
田
大
炊
様

前
田
修
理
様(40

)

⑦
『中
川
長
定
覚
書
﹄
伝
達

富
士
大
石
寺
派
之
儀
ニ
付
︑
宗
門
奉
行
紙
面
写
︑
大
年
寄
中
よ
り
被
相
触
候

紙
面
之
写
両
通
指
越
候
条
︑
被
得
其
意
︑
家
来
末
々
迄
急
度
被
申
渡
書
付
可

被
指
越
候
︑
以
上

丙
午
十
二
月
十
六
日

中
川
︑
津
田
︑
本
多
︑
今
枝

判

原
惣
兵
衛
殿

牧
彦
左
衛
門
殿(41

)

⑧
『中
川
長
定
覚
書
﹄
報
告

近
年
日
蓮
宗
之
内
︑
表
向
ハ
富
士
大
石
寺
派
之
由
申
立
︑
於
内
々
は
彼
是
異

風
之
宗
門
を
致
信
仰
候
︑
右
之
族
者
向
後
無
之
仕
様
︑
家
来
末
々
迄
急
度
申

候
様
被
仰
渡
︑
向
後
異
風
之
宗
門
等
信
仰
不
仕
候
様
︑
家
来
末
々
迄
申
渡
条

得
其
意
候
︑
以
上

丙
午
十
二
月
十
七
日在

江
戸

多
胡
源
五
左
衛
門(42

)

代
判
︑
牧
彦
左
衛
門

判

今
枝
殿
︑
本
多
殿
︑
津
田
殿
︑
中
川
殿

⑨
『大
野
木
克
寬
日
記
﹄
十
二
月
十
七
日

昨
夜
御
触
到
来
︑
其
趣
者
︑
近
年
日
蓮
宗
之
内
︑
表
向
者
富
士
大
石
寺
派
ト

称
シ
︑
(以
下
︑
禁
令
条
文
略
)
其
段
書
付
を
以
可
申
達
旨
︑
大
老
衆
伊
予

守
・
大
和
守
・
安
房
守
連
名
之
紙
面
并
宗
門
奉
行
紙
面
被
相
達
︑
委
細
在
于

別
帳
︑
是
頃
日
卯
辰
日
蓮
宗
慈
雲
寺
之
衆
僧
等
右
之
義
ニ
付
出
入
出
来
︑
是

よ
り
事
起
候
ト
云
云(43

)︒

⑩
請
書

報
告
案

今
般
︑
富
士
大
石
寺
派
之
儀
ニ
付
︑
御
触
之
趣
奉
承
知
︑
与
力
并
家
来
末
々

迄
急
度
申
渡
︑
遂
吟
味
候
処
︑
右
宗
旨
之
者
無
御
座
候
︑
以
上

丙
午
十
二
月
廿
二
日

享
保
十
一

何
々
誰

本
多
安
房
守
殿

⑪
報
告近

年
日
蓮
宗
之
内
︑
表
向
ハ
富
士
大
石
寺
派
之
由
申
立
︑
於
内
々
ハ
彼
是
異
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風
之
宗
門
を
致
信
仰
候
者

有
之
様
子
候
間
︑
右
族
之
者
無
之
様
ニ
急
度
可

申
渡
旨
︑
宗
門
御
奉
行
紙
面
并
御
書
立
之
趣
奉
得
其
意
候
︑
私
共
組
支
配
家

来
末
々
迄
厳
重
ニ
申
渡
候
︑
以
上

丙
午
十
二
月
廿
二
日

杦
江
杢
左
衛
門

判

青
地
藤
大
夫

判

北
川
久
兵
衛

判

前
田
源
兵
衛

判

富
永
数
馬

在
江
戸

遠
藤
紋
大
夫

在
江
戸(44

)

奥
村
伊
豫
守
様

横
山
大
和
守
様

本
多
安
房
守
様

⑫
『寺
庵
方
御
触
二
種
﹄

(十
二
月
十
三
日
禁
令
状
に
続
い
て
)

右
之
通
候
条
︑
得
被
其
意
御
触
下
寺
広
く
急
度
可
被
御
申
渡
候
︑
以
上

永
原
左
京

判

生
駒
右
近

判

成
瀬
内
匠

判

滝
谷妙

成
寺

右
之
趣
被
得
其
意
︑
門
前
之
者
︑
又
︑
家
来
末
々
迄
急
度
可
被
申
渡
候
︑
以

上
午
十
二
月

妙
成
寺

判

①
は
︑﹁
了
妙
一
件
﹂
に
よ
り
︑
大
老
︑
奥
村
伊
予
守
か
ら
大
石
寺
信
仰
禁
止

の
方
向
が
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
︒
上
申
に
も
禁
令
に
も
該
当
し
な
い
様
式
の
文

書
は
︑
全
五
法
令
中
本
書
の
み
で
あ
る
︒

②
は
︑
所
轄
奉
行
た
る
寺
社
奉
行
︑
宗
門
奉
行
か
ら
大
老
へ
︑
大
石
寺
信
仰
の

禁
止
を
求
め
た
上
申
で
あ
る
︒

③
が
禁
令
本
体
で
あ
り
︑
こ
の
場
合
︑
在
国
の
大
老
三
名
の
連
名
で
あ
る
︒
宛

名
に
異
同
が
存
す
る
が
︑
要
す
る
に
藩
内
各
方
面
に
伝
達
さ
れ
た
の
で
あ
り
︑
相

当
数
の
禁
令
状
が
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒︹
新
番
頭
御
歩
頭
連
名
殿
︺
は

頭
役
で
あ
り
︑
所
定
の
士
分
を
統
括
し
て
い
る
︒︹
今
枝
等
︺
は
家
老
役
︑︹
永
原

等
︺
は
寺
社
奉
行
で
あ
る
︒
こ
こ
か
ら
﹁
組
支
配
與
力
・
家
来
末
々
迄
急
度
可
被

申
渡
候
︑
其
段
書
付
可
被
指
出
候
︑
是
又
組
等
之
内
裁
許
有
之
面
々
え
も
申
渡
候

様
可
被
申
聞
候
﹂
が
実
行
さ
れ
た
︒

こ
こ
で
︑
禁
止
理
由
を
見
る
と
︑﹁
表
向
ハ
富
士
大
石
寺
派
之
由
申
立
︑
於

内
々
は
彼
是
異
風
之
宗
門
を
致
信
仰
候
僧
俗
数
多
有
之
︑
常
々
之
様
子
外
宗
ニ
は

各
別
違
候
旨
其
聞
え
有
之
﹂︑﹁
富
士
派
之
義
ハ
本
寺
有
之
事
候
得
共
︑
御
領
國
ニ

て
は
右
派
之
宗
門
前
々
よ
り
無
之
付
て
︑
邪
義
打
交
候
哉
︑
又
は
新
法
之
宗
旨
ニ

候
哉
︑
委
細
相
知
不
申
︑
宗
門
御
改
之
筋
難
相
立
候
間
︑
急
度
相
改
︑
向
後
右
族

無
之
様
﹂
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒
す
な
わ
ち
﹁
表
向
き
富
士
大
石
寺
派
を
名
乗
り
︑

い
か
が
わ
し
い
信
仰
を
す
る
僧
俗
が
多
数
有
り
︑
通
常
と
は
相
当
異
な
る
様
子
と

聞
き
及
ぶ
﹂
の
で
︑﹁
富
士
派
は
本
寺(45

)が
存
す
る
が
︑
加
賀
藩
領
内
に
は
元
来
無

近
世
加
賀
藩
に
お
け
る
大
石
寺
信
仰
禁
令
に
つ
い
て

(横
山
雄
玉
)
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い
宗
門
で
あ
り
︑
禁
制
の
邪
義(46

)や
非
公
認
の
宗
義
で
あ
る
の
か
宗
門
改
が
困
難
で

あ
る
か
ら
︑
信
仰
し
な
い
よ
う
に
﹂
と
い
う
も
の
で
あ
る
︒
こ
れ
を
要
約
す
れ
ば
︑

﹁
領
内
に
無
い
宗
門
で
あ
る
か
ら
宗
門
改
に
不
都
合
﹂
と
な
ろ
う
︒
こ
の
禁
止
理

由
は
︑
基
本
的
に
以
下
の
四
法
令
で
共
通
す
る
︒
次
節
以
降
で
は
︑﹁
享
保
十
一

年
法
令
﹂
と
当
該
法
令
と
の
比
較
を
念
頭
に
︑
そ
の
特
質
を
一
覧
す
る
︒

④
は
︑
大
老
か
ら
の
禁
令
状
と
所
轄
奉
行
に
よ
る
上
申
の
写
し
が
︑
各
支
配
よ

り
伝
達
さ
れ
た
こ
と
を
記
録
し
た
記
事
で
あ
る
︒

⑤
は
︑
大
老
の
一
人
で
あ
る
前
田
近
江
守
よ
り
︑
同
組
に
属
す
る
寺
社
奉
行
・

竹
田
五
郎
左
衛
門
に
対
し
て
︑
家
来
中
へ
の
申
渡
し
と
請
書
の
提
出
を
伝
達
︑
要

請
し
た
も
の
で
あ
る
︒

⑥
は
︑
在
国
の
大
老
︑
家
老
の
合
計
十
一
人
よ
り
︑
在
江
戸
の
大
老
︑
家
老
に

対
し
︑
発
令
し
た
禁
令
と
上
申
の
写
し
を
添
え
て
︑
在
府
中
の
藩
主
吉
徳
へ
の
上

覧
を
願
っ
た
も
の
で
あ
る
︒

⑦
は
︑
家
老
四
名
よ
り
御
台
所
奉
行
に
対
し
︑
禁
令
と
上
申
の
写
し
を
伝
達
し
︑

家
来
中
へ
の
申
渡
し
と
請
書
の
提
出
を
伝
達
︑
要
請
し
た
も
の
で
あ
る
︒

⑧
は
︑
⑦
を
受
け
て
︑
禁
令
の
内
容
の
理
解
と
︑
家
来
中
へ
の
申
渡
し
を
了
解

し
た
旨
︑
御
台
所
奉
行
か
ら
の
答
申
と
報
告
の
状
で
あ
る
︒
⑦
の
宛
名
の
う
ち
原

惣
兵
衛
に
代
わ
り
︑
定
番
御
馬
廻
御
番
頭
で
あ
っ
た
多
胡
源
五
左
衛
門
が
代
判
し

て
い
る
︒﹁
在
江
戸
﹂
の
文
か
ら
︑
原
惣
兵
衛
は
当
時
江
戸
詰
で
あ
っ
た
と
推
測

さ
れ
よ
う
︒

⑨
は
︑
大
野
木
克
寛(47

)が
自
身
の
日
記
に
︑
禁
令
が
昨
晩

(十
二
月
十
六
日
)
届

け
ら
れ
た
旨
を
記
し
︑
そ
の
禁
令
を
抄
録
し
て
い
る
︒
さ
ら
に
︑
詳
細
は
別
帳
に

在
る
こ
と
を
注
記
し
た
上
で
︑
事
の
起
こ
り
は
﹁
了
妙
一
件
﹂
で
あ
る
こ
と
を
伝

聞
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
︒

⑩
は
︑
禁
令
を
了
解
し
︑
大
石
寺
信
仰
を
受
持
し
な
い
旨
を
誓
約
し
た
請
書
の

文
案
と
思
わ
れ
る
︒
宛
名
が
大
老
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑
一
定
の
頭
分
が
提
出
を
求

め
ら
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
︒

⑪
は
︑
⑧
と
類
似
す
る
が
︑
六
組
御
歩
と
通
称
さ
れ
︑
六
組
存
在
し
た
御
歩
組
の

御
歩
頭
が
六
名
連
名
に
て
︑
組
下
や
家
来
中
に
禁
令
の
趣
旨
を
申
し
渡
し
た
旨
の

報
告
で
あ
る
︒
こ
れ
を
求
め
る
⑦
と
同
趣
旨
の
文
書
が
発
せ
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
︒

⑫
は
︑
妙
成
寺
所
蔵
で
あ
っ
た
触
集
と
思
わ
れ
る
︒
禁
令
に
続
き
寺
社
奉
行
三

名
の
連
名
で
︑
日
蓮
宗
触
頭
妙
成
寺
に
対
し
て
︑
触
下
寺
院
へ
の
周
知
を
求
め
た

も
の
で
あ
り
︑
続
い
て
妙
成
寺
よ
り
︑
触
下
は
も
と
よ
り
門
前
の
者
︑
家
来
中
に

申
し
渡
し
た
旨
の
報
告
が
記
さ
れ
て
い
る
︒

以
上
を
一
覧
す
る
と
︑
禁
令
発
令
の
基
本
は
︑
所
轄
奉
行
た
る
寺
社
奉
行
と
宗

門
奉
行
の
上
申
に
よ
り
大
老
か
ら
の
発
令
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
︒
こ
の
構
図
は

以
下
の
四
法
令
全
て
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
︒
た
だ
し
︑
禁
令
の
発
令
時
︑
藩

主
吉
徳
は
在
府
で
あ
る
か
ら
ど
の
時
点
で
決
裁
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
明
確
で
は

な
い
︒
⑥
を
見
る
と
︑
大
老
決
裁
の
事
後
報
告
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
︒
或
い

は
︑
①
が
方
針
化
さ
れ
て
内
容
の
決
裁
は
済
ん
で
お
り
︑
発
令
の
報
告
を
し
た
も

の
か
も
し
れ
な
い
︒

発
令
さ
れ
た
禁
令
の
伝
達
は
︑
相
当
数
の
写
本
が
作
成
さ
れ
て
大
老
︑
家
老
か

ら
管
轄
下
の
奉
行
︑
頭
分
を
通
じ
て
の
申
渡
し
︑
そ
れ
に
対
す
る
報
告
や
請
書
の

提
出
と
い
う
順
序
で
周
知
さ
れ
た
︒
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
は
藩
士
へ
の
事
例
で
あ
り
︑
⑫

は
大
老
か
ら
寺
社
奉
行
を
経
て
触
頭
寺
院
へ
︑
そ
し
て
︑
触
下
寺
院
や
門
前
町
へ

の
伝
達
︑
報
告
事
例
で
あ
る
︒
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こ
れ
ら
か
ら
大
石
寺
禁
令
の
対
象
は
︑
藩
士
を
中
心
と
し
な
が
ら
も
領
内
全
体
︑

全
階
層
へ
の
発
令
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒

三

享
保
十
四
年
法
令

享
保
十
四
年
法
令
は
︑﹃
国
令
漫
録
﹄﹃
御
定
書
等
触
状
留
﹄﹃
典
制
彙
纂
﹄﹃
遠

田
日
記
﹄﹃
古
例
集
書

(二
冊
)﹄﹃
古
例
集
書

(五
冊
)﹄﹃
中
川
長
定
覚
書
﹄
に

記
録
が
存
す
る
︒

『典
制
彙
纂
﹄
に
収
録
さ
れ
る
﹁
九
月
十
五
日
付
上
申
﹂
が
﹃
国
令
漫
録
﹄﹃
御

定
書
等
触
状
留
﹄﹃
遠
田
日
記
﹄
に
︑﹁
九
月
晦
日
付
禁
令
﹂
が
﹃
国
令
漫
録
﹄

﹃
遠
田
日
記
﹄
に
記
さ
れ
る
︒﹃
古
例
集
書

(二
冊
)﹄﹃
古
例
集
書

(五
冊
)﹄﹃
中

川
長
定
覚
書
﹄
に
は
禁
令
発
令
に
関
す
る
記
事
が
存
し
︑﹃
御
定
書
等
触
状
留
﹄

に
は
﹁
十
月
七
日
付
禁
令
﹂
が
記
録
さ
れ
て
い
る
︒
こ
れ
を
ま
と
め
る
と
左
の
通

り
で
あ
る
︒

以
上
の
五
項
目
か
ら
前
項
同
様
︑
時
系
列
に
校
定
︑
復
元
す
る
︒

①
上
申富

士
大
石
寺
派
之
儀
︑
御
領
國
ニ
は
末
寺
等
無
御
座
︑
宗
旨
之
眞
僞
并
新
法

等
相
交
候
哉
︑
委
細
相
知
不
申
︑
宗
門
御
改
之
筋
難
相
立
紛
敷
義
奉
存
候
間
︑

向
後
右
族
之
者
無
御
座
様
仕
度
旨
︑
私
共
僉
議
之
趣
︑
四
年
以
前
以
紙
面
御

斷
申
上
候
處
︑
其
節
嚴
重
被
仰
渡
︑
當
分
ハ
相
止
申
躰
御
座
候
處
︑
近
年
又

末
々
ニ
ハ
密
々
致
信
仰
︑
異
風
之
爲
躰
ニ
相
聞
候
族
も
御
座
候
様
取
沙
汰
承

及
申
候
︑
是
以
後
左
様
之
義
無
御
座
様
︑
猶
更
急
度
被
仰
渡
御
座
候
様
仕
度

儀
と
僉
議
仕
候
︑
以
上

己
酉
閏
九
月
十
五
日

中
村
典
膳

和
田
采
女

近
世
加
賀
藩
に
お
け
る
大
石
寺
信
仰
禁
令
に
つ
い
て

(横
山
雄
玉
)

一
〇
二

⑤
﹃
御
定
書
等
触
状
留
﹄

④
﹃
中
川
長
定
覚
書
﹄

﹃
古
例
集
書

(五
冊
)﹄

③
﹃
古
例
集
書

(二
冊
)﹄

﹃
遠
田
日
記
﹄

﹃
典
制
彙
纂
﹄

②
﹃
国
令
漫
録
﹄

﹃
遠
田
日
記
﹄

﹃
典
制
彙
纂
﹄

﹃
御
定
書
等
触
状
留
﹄

①
﹃
国
令
漫
録
﹄

書

名

禁
令

記
事

禁
令

上
申
種

別

十
月
七
日

九
月
晦
日
の
件

九
月
晦
日

九
月
十
五
日

日

付

な
し

遠
田
勘
右
衛
門
殿
︑
村

中
務
殿
︑
杉
江
兵
助
殿

な
し

奥
村
伊
豫
守
様
︑
横
山
大
和
守
様
︑
本
多
安
房
守
様

奥
村
伊
豫
守
等
三
人
様

な
し

な
し

宛

名

横
山
大
和
守

本
多
安
房
守
︑
横
山
大
和
守
︑
奥
村
伊
豫
守

中
村
典
膳
︑
和
田
采
女
︑
堀

平
馬
︑
成
瀬
内
匠
︑
津
田
帯
刀
︑
生
駒
右
近
︑

溝
口
七
大
夫
︑

中
村
典
膳
︑
和
田
采
女
等
七
人

中
村
典
膳
︑
和
田
采
女
︑
堀

平
馬
︑
成
瀬
内
匠
︑
津
田
帯
刀
︑
生
駒
右
近
︑

溝
口
七
大
夫

中
村
典
膳
︑
和
田
采
女
︑
堀

平
馬
︑
成
瀬
内
匠
︑
津
田
帯
刀
︑
生
駒
右
近
︑

署

名



等
七
人

判

︹
中
村
典
膳
︑
和
田
采
女
︑
堀

平
馬
︑
成
瀬
内
匠
︑
津
田

帯
刀
︑
生
駒
右
近

判
︺(48

)

︹
中
村
典
膳
︑
和
田
采
女
︑
堀

平
馬
︑
成
瀬
内
匠
︑
津
田

帯
刀
︑
生
駒
右
近

溝
口
七
大
夫(49

)

判
︺(50

)

奥
村
伊
豫
守
様
等
三
人

〔奥
村
伊
豫
守
様
︑
横
山
大
和
守
様
︑
本
多
安
房
守
様
︺(51

)

〔な
し
︺(52

)

②
禁
令富

士
大
石
寺
派
之
義
︑
四
年
以
前
ニ
も
申
觸
候
通
︑
於
内
々
異
風
之
宗
門
を

信
仰
候
僧
俗
有
之
︑
常
々
之
様
子
外
宗
と
ハ
各
別
違
候
旨
相
聞
候
︑
則
其
砌

宗
門
奉
行
よ
り
出
候
紙
面
も
寫
指
越
︑
夫
々
急
度
申
渡
︑
頭
支
配
人
よ
り
書

付
を
も
取
置
候
處
︑
近
年
又
末
々
ニ
は
密
々
致
信
仰
︑
異
風
之
爲
躰
相
聞
え

申
族
有
之
様
ニ
承
及
候
條
︑
是
以
後
猶
更
急
度
申
渡
︑
右
族
之
者
無
之
様
ニ

仕
度
旨
︑
宗
門
奉
行
重
て
紙
面
出
候
付
寫
指
越
候
間
被
得
其
意
︑
組
支
配
與

力
・
家
来
末
々
迄
彌
嚴
重
可
被
申
渡
候
︑
組
等
之
内
裁
許
有
之
面
々
ハ
︑
其

支
配
え
も
申
渡
候
様
︑
是
又
可
被
申
聞
候
︑

右
之
趣
︑
可
被
得
其
意
候
︑
以
上
︑

己
酉
閏
九
月
晦
日

本
多
安
房
守

横
山
大
和
守

奥
村
伊
豫
守

〔遠
田
勘
右
衛
門
殿
︑
村

中
務
殿
︑
杉
江
兵
助
殿(53

)︺(54
)

③
『古
例
集
書

(二
冊
)﹄﹃
古
例
集
書

(五
冊
)﹄

享
保
十
四
己
酉
年
閏
九
月
晦
日
︑
四
年
以
前
相
触
候
大
石
寺
派
︑
今
以
密
々

致
流
布
候
間
︑
弥
可
致
停
止
之
旨
触
有
︑
触
留
記
置
︒

④
『中
川
長
定
覚
書
﹄

富
士
大
石
寺
派
之
儀
ニ
付
︑
重
而
閏
九
月
晦
日
︑
触
有
之
︑
牧
彦
左
衛
門
︑

原
惣
兵
衛
︑
相
触
之
︒

⑤
禁
令富

士
大
石
寺
派
之
義
︑
四
年
以
前
ニ
も
申
觸
候
通
︑
(以
下
︑
禁
令
条
文
略
)

右
之
趣
︑
可
被
得
其
意
候
︑
以
上
︑

十
月
七
日

横
山
大
和
守

①
は
寺
社
奉
行
︑
宗
門
奉
行
よ
り
大
老
へ
の
上
申
で
あ
る
︒
大
石
寺
信
仰
に
つ

い
て
享
保
十
一
年
法
令
で
は
﹁
御
領
國
ニ
て
は
右
派
之
宗
門
前
々
よ
り
無
之
付

て
﹂
と
記
し
て
い
た
が
︑
こ
こ
で
は
﹁
御
領
國
ニ
は
末
寺
等
無
御
座
﹂
と
︑
具
体

的
に
は
大
石
寺
の
末
寺
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
︒
そ
し
て
︑﹁
四
年

以
前
以
紙
面
御
斷
申
上
候
處
︑
其
節
嚴
重
被
仰
渡
︑
當
分
ハ
相
止
申
躰
御
座
候
處
︑

近
年
又
末
々
ニ
ハ
密
々
致
信
仰
﹂
と
あ
り
︑
こ
の
上
申
が
享
保
十
一
年
禁
令
に
続

く
も
の
で
︑
当
初
は
効
果
が
見
ら
れ
た
が
︑
近
々
で
は
再
び
竊
か
に
信
仰
す
る
者

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇

第
四
十
七
号

(二
〇
一
九
年
三
月
)

一
〇
三



が
出
て
き
た
こ
と
を
挙
げ
︑
上
申
理
由
と
し
て
い
る
︒

②
は
①
に
対
応
し
た
禁
令
で
あ
る
︒
こ
こ
に
﹁
夫
々
急
度
申
渡
︑
頭
支
配
人
よ

り
書
付
を
も
取
置
候
處
﹂
と
あ
り
︑
判
形
や
請
書
を
提
出
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

﹁
近
年
又
末
々
ニ
は
密
々
致
信
仰
︑
異
風
之
爲
躰
相
聞
え
申
族
有
之
様
ニ
承
﹂
状

況
で
あ
る
か
ら
﹁
是
以
後
猶
更
急
度
申
渡
︑
右
族
之
者
無
之
様
ニ
﹂
と
い
う
趣
旨

で
あ
る
︒﹃
遠
田
日
記
﹄
に
記
さ
れ
る
宛
名
人
の
う
ち
︑
遠
田
勘
右
衛
門
は
日
記

の
記
録
者
当
人
で
あ
り
︑
当
時
定
番
頭
を
勤
め
た
︒
村
中
務
︑
杦
江
兵
助
と
も
に

相
役
で
あ
り
︑
村
と
杦
江
は
何
れ
も
享
保
十
一
年
法
令
に
そ
の
名
が
見
ら
れ
る
︒

村
は
宗
門
奉
行
か
ら
︑
杦
江
は
新
番
頭
か
ら
の
転
役
で
あ
っ
た
︒

③
④
は
い
ず
れ
も
禁
令
の
発
令
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
︒

⑤
は
②
と
同
文
の
禁
令
で
あ
り
︑
②
と
の
相
違
は
識
語
が
十
月
七
日
で
あ
る
こ

と
︑
署
名
が
横
山
大
和
守
の
み
に
な
る
と
い
う
二
点
で
あ
る
︒
宛
名
が
存
在
し
な

い
の
で
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
︑
発
令
七
日
後
の
こ
と
で
あ
り
︑
何
処
か
へ
の
周

知
伝
達
状
と
し
て
不
自
然
で
は
な
い
︒

四

元
文
五
年
法
令

元
文
五
年
法
令
は
︑﹃
国
令
漫
録
﹄﹃
御
定
書
等
触
状
留
﹄﹃
典
制
彙
纂
﹄﹃
御
郡

典
﹄﹃
留
帳
抜
書
﹄﹃
富
要
﹄
に
記
録
が
存
し
︑﹁
上
申
﹂
が
そ
の
全
て
に
︑﹁
禁

令
﹂
が
﹃
国
令
漫
録
﹄﹃
御
定
書
等
触
状
留
﹄﹃
典
制
彙
纂
﹄﹃
御
郡
典
﹄
に
収
録

さ
れ
る
︒
さ
ら
に
﹃
御
郡
典
﹄
に
は
郡
方
へ
の
﹁
回
覧
﹂
が
付
さ
れ
て
い
る
︒
ま

た
︑﹃
御
郡
典
﹄
本
は
元
文
五
年
法
令
に
関
し
︑
最
も
整
備
さ
れ
て
い
る
が
︑
他

法
令
は
未
収
録
で
あ
る
︒
こ
れ
ら
を
ま
と
め
る
と
表
の
通
り
で
あ
る
︒

①
上
申日

蓮
宗
之
内
︑
於
御
國
富
士
大
石
寺
派
致
信
仰
︑
近
年
数
多
罷
成
候
由
其
聞

有
之
候
︑
古
来
よ
り
御
領
國
ニ
右
宗
派
無
之
︑
享
保
十
二
年
本
寺
よ
り
願
之

趣
有
之
候
得
共
︑
御
許
容
無
之
候
︑
尤
︑
富
士
大
石
寺
派
ハ
新
法
ニ
て
は
無

之
候
得
共
︑
密
々
致
信
仰
候
義
ニ
付
邪
正
紛
敷
︑
宗
門
御
改
之
筋
難
相
立
候

付
︑
先
年
寺
社
奉
行
并
宗
門
奉
行
御
斷
申
上
一
統
被
仰
渡
候
︑
然
處
今
以
相

止
不
申
︑
於
僧
家
密
々
勧
込
︑
信
仰
之
人
々
数
多
罷
成
候
躰
御
座
候
︑
右
宗

派
公
義
御
停
止
ニ
て
は
無
御
座
︑
本
山
も
有
之
儀
ニ
御
座
候
得
共
御
領
國
ニ

て
は
古
来
よ
り
末
寺
も
無
之
宗
派
御
座
候
間
︑
猶
更
右
族
之
者
無
御
座
候
様
︑

急
度
被
仰
觸
候
様
仕
度
と
僉
議
仕
候
︑
以
上
︑

庚
申
三
月
廿
四
日

〔庚
申
三
月
︺(56

)

近
世
加
賀
藩
に
お
け
る
大
石
寺
信
仰
禁
令
に
つ
い
て

(横
山
雄
玉
)

一
〇
四

③
『御
郡
典
﹄

『御
郡
典
﹄

『典
制
彙
纂
﹄

『御
定
書
等
触
状
留
﹄

②
『国
令
漫
録
﹄

『富
要
﹄

『留
帳
抜
書
﹄

『御
郡
典
﹄

『典
制
彙
纂
﹄

『御
定
書
等
触
状
留
﹄

①
『国
令
漫
録
﹄

書
名

回
覧

禁
令

三
月

上
申
種
別

四
月
十
八
日
(55
)

四
月
十
七
日

四
月

三
月
二
十
四
日

日
付

能
州
四
郡
御
扶
持

人

十
村
中

村
井
安
左
衛
門
殿
︑

不
破
忠
太
夫
殿

な
し

横
山
大
和
守
様
︑

本
多
安
房
守
様

宛
名

村
井
安
左
衛
門
︑
不
破
忠
太

夫 横
山
大
和
守
︑
本
多
安
房
守

丹
羽
武
兵
衛
︑
土
肥
庄
兵
衛
︑

伊
藤
内
膳
︑
山
崎
庄
兵
衛

丹
羽
武
兵
衛
︑
土
肥
庄
兵
衛
︑

伊
藤
内
膳
︑
山
崎
庄
兵
衛
︑
青

山
将
監
︑
溝
口
舎
人

丹
羽
武
兵
衛
等
六
人

丹
羽
武
兵
衛
︑
土
肥
庄
兵
衛
︑

伊
藤
内
膳
︑
山
崎
庄
兵
衛
︑
青

山
将
監
︑
溝
口
舎
人

署
名



丹
羽
武
兵
衛
等
六
人
判

〔丹
羽
武
兵
衛
︑
土
肥
庄
兵
衛
︑
伊
藤
内
膳
︑
山
崎
庄
兵
衛
︑

青
山
将
監
︑
溝
口
舎
人(57

)

判
︺(58

)

︹
丹
羽
武
兵
衛
︑
土
肥
庄
兵
衛
︑
伊
藤
内
膳
︑
山
崎
庄
兵
衛
︺(59

)

横
山
大
和
守
様

本
多
安
房
守
様

②
禁
令富

士
大
石
寺
派
之
義
ニ
付
︑
宗
門
奉
行
別
紙
之
通
申
聞
候
︑
此
義
先
年
も
相

觸
候
處
︑
今
以
密
々
信
仰
之
者
有
之
躰
ニ
候
︑
則
右
別
紙
寫
指
越
候
條
被
得

其
意
︑
右
之
族
無
之
様
︑
組
支
配
與
力
・
家
来
末
々
迄
嚴
重
可
被
申
渡
候
︑

組
等
之
内
裁
許
有
之
面
々
ハ
︑
其
右
之
趣
︑
可
被
得
其
意
候
︑
以
上

庚
申
四
月
十
七
日

〔四
月
︺(60

)

横
山
大
和
守

本
多
安
房
守

︹
村
井
安
左
衛
門
殿
︑
不
破
忠
大
夫
殿(61

)︺(62
)

③
回
覧別

紙
之
通
大
和
守
殿
・
安
房
守
殿
御
触
紙
面
両
通
共
寫
遣
候
条
得
其
意
︑

人
々
組
下
末
々
迄
急
度
可
申
渡
候
︑
披
見
已
後
判
形
候
て
先
々
相
廻
シ
︑
從

落
着
相
返
候
︑
以
上
︑

申
四
月
十
八
日

村
井
安
左
衛
門

不
破
忠
大
夫

能
州
四
郡

御
扶
持
人

十

村

中

①
は
寺
社
奉
行
︑
宗
門
奉
行
か
ら
の
上
申
で
あ
る
︒
こ
こ
で
筆
者
の
注
目
は
四

点
存
す
る
︒
内
容
的
に
は
﹁
享
保
十
二
年
本
寺
よ
り
願
之
趣
有
之
候
得
共
︑
御
許

容
無
之
候
﹂︑﹁
富
士
大
石
寺
派
ハ
新
法
ニ
て
は
無
之
候
得
共
︑
密
々
致
信
仰
候
義

ニ
付
邪
正
紛
敷
︑
宗
門
御
改
之
筋
難
相
立
候
﹂︑﹁
於
僧
家
密
々
勧
込
︑
信
仰
之

人
々
数
多
罷
成
候
躰
御
座
候
﹂
の
三
点
で
あ
り
︑
四
点
目
は
署
名
人
の
一
部
で
あ

る
︒一

点
目
は
︑
享
保
十
一
年
法
令
発
令
後
︑﹁
享
保
十
二
年
本
寺
よ
り
願
之
趣
有

之
候
得
共
︑
御
許
容
無
之
候
﹂
と
︑
享
保
十
二
年
に
大
石
寺
か
ら
新
寺
建
立
の
願

い
が
出
さ
れ
る
も
却
下
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
︒

二
点
目
は
︑
享
保
十
一
年
法
令
で
﹁
邪
義
打
交
候
哉
︑
又
は
新
法
之
宗
旨
ニ
候

哉
︑
委
細
相
知
不
申
︑
宗
門
御
改
之
筋
難
相
立
候
間
﹂︑
享
保
十
四
年
法
令
で
は

﹁
宗
旨
之
眞
僞
并
新
法
等
相
交
候
哉
︑
委
細
相
知
不
申
﹂
と
あ
り
︑﹁
邪
義
や
新
法

で
あ
る
の
か
判
別
で
き
な
い
﹂
こ
と
が
禁
止
理
由
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
た
︒
し
か

し
︑
こ
こ
で
は
﹁
富
士
大
石
寺
派
ハ
新
法
ニ
て
は
無
之
候
得
共
﹂
で
あ
る
か
ら
︑

前
二
法
令
で
挙
げ
ら
れ
た
禁
止
理
由
の
一
つ
は
解
消
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
︒

し
た
が
っ
て
︑
前
二
法
令
か
ら
継
続
す
る
禁
止
理
由
は
﹁
宗
門
御
改
之
筋
難
相
立

候
間
﹂
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒

三
点
目
は
︑
前
二
法
令
で
は
記
さ
れ
な
か
っ
た
﹁
於
僧
家
密
々
勧
込
︑
信
仰
之

人
々
数
多
罷
成
候
躰
御
座
候
﹂
で
あ
り
︑
と
り
わ
け
﹁
密
々
勧
込
﹂
に
注
目
し
な

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇

第
四
十
七
号

(二
〇
一
九
年
三
月
)
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け
れ
ば
な
ら
な
い
︒
勧
込
は
布
教

(折
伏
)
を
意
味
し
て
お
り
︑
改
宗
や
寺
替
え

に
関
す
る
法
令(63

)で
も
注
視
さ
れ
︑
勧
込
に
よ
る
受
法
を
理
由
と
し
た
改
宗
を
禁
止

し
て
い
る
︒
こ
こ
か
ら
は
︑
元
文
五
年
法
令
が
布
教
の
進
展
に
よ
っ
て
上
申
さ
れ

る
に
至
っ
た
事
情
が
看
取
さ
れ
る
︒
た
だ
し
︑﹁
於
僧
家
﹂
の
実
態
は
存
在
し
な

か
っ
た
︒
そ
れ
は
︑
前
二
法
令
も
含
め
た
発
令
理
由
が
﹁
古
来
よ
り
末
寺
も
無
之

宗
派
御
座
候
間
﹂
で
あ
り
︑
金
沢
に
大
石
寺
派
の
僧
侶
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
︒

寺
社
方
役
人
に
︑
布
教
の
主
体
は
僧
侶
と
い
う
思
い
込
み
が
存
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
︒﹁
於
僧
家
﹂
は
次
の
寛
保
二
年
法
令
に
も
継
続
さ
れ
た
が
︑
明
和
七
年
法
令

で
は
当
該
法
令
の
発
令
状
況
か
ら
も
﹁
於
俗
家
﹂
と
改
訂
さ
れ
て
い
る
︒

四
点
目
は
上
申
に
署
名
し
た
寺
社
奉
行
の
内
︑
山
崎
庄
兵
衛
に
注
目
す
る
︒
こ

れ
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
た
い
︒

②
の
禁
令
は
全
五
法
令
中
最
も
簡
潔
で
あ
る
︒
た
だ
し
︑﹃
御
郡
典
﹄
本
の
宛

名
人
﹁
村
井
安
左
衛
門
︑
不
破
忠
大
夫
﹂
は
︑
③
と
対
応
し
て
い
る
︒
こ
の
両
人

は
能
州
郡
奉
行
で
あ
り
︑
直
接
に
は
算
用
場
奉
行
の
支
配
に
属
す
る(64

)︒

③
は
︑
能
州
郡
奉
行
﹁
村
井
安
左
衛
門
︑
不
破
忠
大
夫
﹂
か
ら
管
内
の
扶
持
人

十
村(65

)に
あ
て
た
回
覧
状
で
あ
る
︒﹁
披
見
已
後
判
形
候
て
先
々
相
廻
シ
︑
從
落
着

相
返
候
﹂
と
あ
る
か
ら
︑
回
覧
文
書
に
署
名
捺
印
の
上
で
順
次
伝
達
し
︑
終
了
後

に
郡
奉
行
ま
で
返
戻
す
る
形
態
で
あ
っ
た
︒
本
状
の
存
在
は
貴
重
で
あ
る
︒
こ
こ

か
ら
︑
享
保
十
一
年
法
令
の
⑫
で
一
覧
し
た
寺
社
方
文
書
と
併
せ
︑
武
士
中
心
で

あ
っ
た
大
石
寺
信
仰
へ
の
禁
令
が
︑
武
士
に
止
ま
ら
ず
︑
寺
社
方
︑
郡
方
ま
で
周
知

さ
れ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
︒
具
体
的
史
料
は
未
見
で
あ
る
が
︑
除
外
す
る
理
由

は
見
出
せ
な
い
か
ら
町
方
へ
も
周
知
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
︒
つ
ま

り
︑
大
石
寺
禁
令
は
藩
中
全
体
に
周
知
徹
底
さ
れ
た
法
令
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
︒

五

寛
保
二
年
法
令
︑
明
和
七
年
法
令

寛
保
二
年
法
令
と
明
和
七
年
法
令
に
つ
い
て
は
条
文
掲
出
を
割
愛
し
︑
禁
令
の

注
目
点
の
み
を
略
述
す
る
︒

寛
保
二
年
法
令
に
お
け
る
禁
止
理
由
は
︑
元
文
五
年
法
令
を
踏
襲
し
︑﹁
於
僧

家
宗
儀
勧
込
申
由
ニ
候
︑
右
宗
派
之
義
ハ
御
領
國
ニ
末
寺
無
之
ニ
付
︑
邪
正
紛
敷

宗
門
改
之
筋
難
相
立
候
間
﹂
で
あ
る
か
ら
︑
布
教
の
禁
止
と
宗
門
改
め
に
不
都
合

の
二
点
で
あ
る
︒
そ
の
上
で
﹁
慥
成
義
相
知
レ
候
ハ
ハ
︑
急
度
曲
事
可
被
仰
付
候

條
﹂
と
前
三
法
令
に
見
ら
れ
な
い
処
罰
条
項
が
加
え
ら
れ
︑
よ
り
厳
格
化
し
た
︒

明
和
七
年
法
令
は
︑
寛
保
二
年
か
ら
二
十
八
年
後
と
最
も
発
令
間
隔
が
長
く
︑

藩
主
は
重
教
の
代
で
あ
る
︒
禁
止
理
由
は
寛
保
二
年
法
令
と
同
様
︑﹁
於
俗
家
宗

義
勧
込
申
由
に
候
﹂
と
﹁
右
宗
派
之
儀
は
御
領
國
に
末
寺
無
之
候
に
付
︑
紛
敷
宗

門
之
筋
難
相
立
候
﹂
で
あ
る
︒
前
述
の
よ
う
に
﹁
於
僧
家
﹂
は
﹁
於
俗
家
﹂
と
改

め
ら
れ
て
お
り
︑
こ
ち
ら
が
正
確
で
あ
る
︒
本
法
令
の
背
景
は
稿
を
改
め
る
が
︑

こ
の
時
期
に
複
数
の
信
者
へ
の
処
罰
事
例
が
存
し
た
︒
そ
の
全
て
が
在
家
で
あ
る

か
ら
︑﹁
於
俗
家
﹂
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
︒
そ
し
て
︑
前
項
同
様
﹁
急
度
曲
事

可
被
仰
付
候
條
﹂
と
処
罰
条
項
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
︒

お
わ
り
に

加
賀
藩
に
よ
る
大
石
寺
信
仰
へ
の
禁
令
に
つ
き
︑
こ
こ
ま
で
の
復
元
と
検
討
を

も
と
に
︑
そ
の
発
令
構
造
を
一
覧
し
︑
ま
と
め
と
し
た
い
︒

禁
令
の
発
令
に
当
た
っ
て
は
︑
管
轄
奉
行
た
る
寺
社
奉
行
︑
宗
門
奉
行
か
ら
の

上
申
が
な
さ
れ
︑
こ
れ
に
対
応
し
て
大
老
が
発
令
し
た

(享
保
十
一
年
法
令
︑
享

近
世
加
賀
藩
に
お
け
る
大
石
寺
信
仰
禁
令
に
つ
い
て

(横
山
雄
玉
)
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保
十
四
年
法
令
︑
元
文
五
年
法
令
)︒
対
象
は
藩
内
全
階
層
で
あ
っ
た
︒

こ
の
周
知
に
お
い
て
は
︑

︹
職
制
上
︺

大
老−
管
轄
下

(事
例
は
寺
社
奉
行

番
頭(66

)

歩
頭(67

)へ

享
保
十
一
年
③
⑫

享

保
十
四
年
②
)

大
老−

家
老−

管
轄
下

(事
例
は
台
所
奉
行
へ

享
保
十
一
年
⑦
⑧
)

︹
軍
制
上
︺

人
持
組
頭−

人
持
組−

組
下

(事
例
は
前
田
近
江
守−

竹
田
掃
部
へ

享
保
十
一

年
⑤
)

と
い
っ
た
形
態
が
見
ら
れ
︑
こ
の
伝
達
に
対
し
て
の
報
告
が
求
め
ら
れ
た
︒
(報

告
要
請
は
享
保
十
一
年
⑤
⑦
︑
元
文
五
年
③

報
告
は
享
保
十
一
年
⑧
⑪
⑫

請

書
案
は
享
保
十
一
年
⑩
)

報
告
形
態
は
︑
武
士

(頭
分
な
ど
上
級
者
か
)
は
請
書

(享
保
十
一
年
⑤
⑦

⑩
)︑
在
方
等
は
回
覧

(回
状
)
に
署
名
判
形
の
形
態
だ
っ
た
︒

(元
文
五
年
③
)

禁
止
理
由
と
し
て
は
︑
当
初

(享
保
十
一
年
法
令
︑
享
保
十
四
年
法
令
)

一
︑︹
元
来
無
い
宗
門

(末
寺
不
存
在
)
で
宗
門
改
に
不
都
合
︺

二
︑︹
邪
義
か
新
法
か
分
別
不
能
︺

の
二
点
が
中
心
で
あ
っ
た
が
︑
元
文
五
年
法
令
で
は
︑
大
石
寺
本
体
が
邪
義
で
も

新
法
で
も
な
い
こ
と
は
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
読
み
取
れ
る
︒

(邪
義
や
新
法
か
分

別
不
能
の
文
面
は
残
存
す
る
)

ま
た
︑
元
文
五
年
法
令
で
は
上
記
の
二
点
に
加
え
て
︑
上
申
で
﹁
勧
込
﹂
が
注

目
さ
れ
︑
寛
保
二
年
法
令
以
後
は
︑﹁
勧
込
﹂
の
禁
止
が
明
記
さ
れ
る
と
共
に
︑

処
罰
条
項
が
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
︒
そ
し
て
︑
五
法
令
全
て
に
お
い
て

﹁
組
支
配
與
力
・
家
来
末
々
迄
急
度
可
被
申
渡
候
︑
其
段
書
付
可
被
指
出
候
︑
是

又
組
等
之
内
裁
許
有
之
面
々
え
も
申
渡
候
様
可
被
申
聞
候
﹂
(例
と
し
て
享
保
十

一
年
③
)
と
い
っ
た
伝
達
等
を
徹
底
す
る
文
言
が
付
さ
れ
て
い
る
︒

こ
の
こ
と
は
︑
改
宗
や
寺
替
え
に
関
す
る
法
令

(禁
令
部
分
も
存
し
て
い
た
が

処
罰
条
項
と
伝
達
徹
底
の
文
言
は
な
い
)
に
比
し
て
よ
り
厳
重
な
扱
い
で
あ
る
︒

大
石
寺
信
仰
へ
の
禁
令
が
︑
加
賀
藩
に
お
け
る
宗
教
関
連
法
の
中
で
︑
極
め
て
厳

重
︑
厳
格
な
法
令
で
あ
っ
た
状
況
が
看
取
さ
れ
る
︒

服
藤
弘
司
氏
は
﹁
近
世
封
建
法
の
一
特
色
と
し
て
︑
同
一
法
令
の
繰
り
返
し
的

発
布
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
﹂
と
述
べ
ら
れ
た
︒
大
石
寺
信
仰
へ
の
禁
令
は
︑

確
か
に
そ
の
要
素
が
認
め
ら
れ
る
︒
し
か
し
︑
加
賀
藩
内
の
大
石
寺
信
仰
は
︑
禁

令
発
令
者
た
る
支
配
階
層
へ
の
浸
透
な
ど(68

)︑
藩
当
局
の
予
期
し
な
い
布
教
の
広
が

り
と
信
仰
の
展
開
を
有
し
て
お
り
︑
禁
令
の
効
果
も
限
定
的
で
あ
っ
た
︒﹁
近
世

封
建
法
の
一
特
色
﹂
で
は
説
明
で
き
な
い
信
仰
実
態
が
︑
結
果
と
し
て
﹁
近
世
封

建
法
の
一
特
色
﹂
と
重
複
す
る
よ
う
な
史
実
展
開
を
生
じ
︑
法
令
の
繰
り
返
し
︑

か
つ
︑
連
続
発
布
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒

今
後
︑
か
か
る
社
会
情
勢
の
中
︑
い
か
な
る
理
由
や
信
仰
信
条
の
も
と
大
石
寺

信
仰
が
展
開
し
た
の
か
︑
そ
の
史
実
の
解
明
と
位
置
付
け
︑
評
価
を
め
ざ
し
た
い
︒

〔
注
︺

(1
)
現
在
の
静
岡
県
富
士
宮
市
に
存
す
る
日
蓮
正
宗
総
本
山
大
石
寺
︒
本
稿
で
い
う

﹁
大
石
寺
信
仰
﹂
は
日
蓮
正
宗
の
信
仰
と
内
容
的
に
は
同
義
で
あ
る
︒
し
か
し
︑

日
蓮
正
宗
の
宗
名
は
明
治
四
十
五
年

(一
九
一
二
)
に
公
称
さ
れ
た
も
の
で
︑
近

世
に
は
存
在
し
な
い
︒
大
石
寺
本
末
の
信
仰
信
条
は
別
と
し
て
︑
藩
政
期
に
お
け

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇

第
四
十
七
号

(二
〇
一
九
年
三
月
)

一
〇
七



る
大
石
寺
の
公
式
な
立
場
は
︑
日
蓮
宗
勝
劣
派
の
一
本
寺
で
あ
り
︑
朱
印
寺
で

あ
っ
た
︒
寺
院
行
政
上
︑
勝
劣
派
触
頭
に
管
掌
さ
れ
た
︒
他
派
と
の
簡
別
の
た
め
︑

日
蓮
宗
富
士
派
︑
大
石
寺
派
等
と
通
称
さ
れ
た
︒

近
世
の
日
蓮
宗
は
︑
幕
府
の
政
策
も
あ
り
︑
公
的
に
容
認
さ
れ
た
宗
旨
は
一
致

派
と
勝
劣
派
の
二
つ
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
︒
こ
の
二
派
の
名
称
は
教
義
内
容
か

ら
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
︑﹃
法
華
経
﹄
の
本
門
と
迹
門
を
如
何
に
位
置
づ
け
る

か
︑
と
い
う
一
事
を
分
水
嶺
と
し
て
弁
別
さ
れ
た
︒

さ
て
︑
大
石
寺
は
勝
劣
派
で
あ
る
が
︑
厳
密
に
言
え
ば
勝
劣
義
に
も
差
異
が
存

す
る
︒
大
石
寺
信
仰
は
︑
宗
祖
日
蓮
聖
人
を
本
仏

(宗
祖
本
仏
︑
日
蓮
本
仏
論
)

と
仰
ぎ
︑
二
祖
日
興
上
人

(大
石
寺
開
山
)
以
来
の
血
脈
承
継
を
立
て
る
所
に
そ

の
特
質
が
存
す
る
︒
他
の
日
蓮
系
諸
派
に
お
い
て
は
︑
一
致
︑
勝
劣
を
問
わ
ず
悉

く
釈
尊
本
仏
で
あ
り
︑
信
仰
論
に
お
い
て
は
︑
そ
の
対
象
と
す
る
仏
が
全
く
異
な

る
こ
と
と
な
る
︒
近
世
の
大
石
寺
は
勝
劣
派
の
中
で
展
開
し
た
が
︑
全
く
異
質
な

同
宗
と
し
て
の
枠
組
み
で
あ
っ
た
︒
し
か
し
︑
時
代
の
要
請
で
も
あ
り
︑
大
石
寺

に
お
い
て
も
︑
朱
印
寺
と
し
て
対
外
的
に
は
勝
劣
派
の
枠
組
み
を
維
持
し
︑
こ
と

さ
ら
に
異
議
を
述
べ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
︒
た
だ
︑
大
石
寺
本
末
寺

院
に
お
い
て
は
厳
密
に
伝
統
的
立
義
を
維
持
し
︑
信
者
へ
の
教
導
に
お
い
て
も
︑

大
石
寺
の
教
義
思
想
を
宣
伝
布
教
し
た
こ
と
は
︑
加
賀
に
お
け
る
大
石
寺
信
仰
の

事
例
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
︒

(2
)﹁
北
陸
信
者
伝
聞
記
﹂
は
幕
末
か
ら
明
治
の
篤
信
者
︑
辻
新
五
左
衛
門
貞
康

(法

名

量
義
)
が
明
治
二
十
四
年
か
ら
明
治
二
十
六
年
に
か
け
て
︑
金
沢
法
難
史
を

ま
と
め
た
も
の
︒
金
沢
法
難
史
を
当
事
者
が
体
系
的
に
ま
と
め
た
唯
一
の
著
述
で

あ
り
︑
編
纂
物
で
は
あ
る
が
極
め
て
貴
重
で
あ
る
︒

(3
)
任
誓
に
つ
い
て
は

中
川
一
富
士
﹁
任
誓
と
十
二
日
講
﹂﹃
北
陸
史
学
﹄
一
九
号

所
収

一
九
七
一
年
︑
大
桑
斉
﹁﹃
大
異
義
者
﹄
任
誓
の
思
想
史
的
位
置
﹂﹃
真
宗

研
究
﹄
一
七
所
収

一
九
七
二
年
︑
大
桑
斉
﹁﹃
異
義
者
﹄
任
誓
伝
の
思
想
史
的

考
察
﹂﹃
大
谷
学
報
﹄
五
二−

三
所
収

一
九
七
二
年
︑﹃
石
川
県
鳥
越
村
史
﹄
北

国
出
版
社

一
九
七
二
年
︑
中
川
一
富
士
﹃
加
賀
の
傑
僧
任
誓
﹄
北
国
出
版
社

一
九
七
二
年
︑
鈴
木
宗
憲
﹁
江
戸
時
代
に
お
け
る
異
端
の
発
生

︱
︱
加
賀
︑
任

誓
の
異
解
を
め
ぐ
っ
て
︱
︱
﹂﹃
浄
土
真
宗
と
キ
リ
ス
ト
教
﹄
所
収

法
蔵
館

一
九
七
四
年
︑
大
桑
斉
﹃
寺
檀
の
思
想
﹄
教
育
社

一
九
七
九
年
︑
大
桑
斉
﹃
大

地

の

仏

者
﹄
能

登

印

刷

出

版

部

一

九

八

三

年
︑
志

村

恵
﹁
二

つ

の

“
B
a
u
e
rn
sp
ie
g
e
l”
:
イ
エ
レ
ミ
ア
ス
・
ゴ
ッ
ト
ヘ
ル
フ
の
﹃
農
民
の
鏡
﹄
と
任

誓
の
﹃
農
民
鑑
﹄﹂﹃
金
沢
大
学
文
学
部
論
集

文
学
科
篇
﹄
一
三
号
所
収

金
沢

大
学

一
九
九
三
年
︑
佐
々
木
直
子
﹁
鳥
越
村
の
回
り
御
講
﹂﹃
金
沢
大
学
文
化

人
類
学
研
究
室
調
査
実
習
報
告
書
︐
2
0
0
2
﹄
所
収

金
沢
大
学

二
〇
〇
二

年

等
参
照

(4
)
こ
の
周
辺
に
つ
い
て
は
︑
拙
稿
﹁
近
世
加
賀
藩
に
お
け
る
大
石
寺
信
仰
禁
教
令
の

基
礎
的
考
察

︱
︱
福
原
式
治
・
福
原
次
郎
左
衛
門
の
同
異
説
を
中
心
に
︱
︱
﹂

(﹃
日
蓮
正
宗
教
学
研
鑽
所
紀
要
﹄
第
二
号
所
収

二
〇
一
五
年
)
に
お
い
て
略
述

し
た
︒

(5
)﹃
藩
法
集
四

金
沢
藩
﹄
五
頁

創
文
社

一
九
六
三
年

(6
)
上
下
二
冊

金
沢
市
立
図
書
館

一
九
七
五
年

(7
)﹃
泰
雲
公
御
年
譜
﹄
森
田
良
郷
編

泰
雲
公
は
十
代
重
教
︒
宝
暦
四
年
か
ら
明
和

八
年
︒
一
六
一
一
〇
九
八

(8
)﹃
触
留
抜
萃
﹄
成
瀬
正
居
旧
蔵

承
応
三
年
か
ら
嘉
永
五
年
の
も
の

御
用
番
か

ら
の
も
の
︑
御
用
番
宛
の
も
の
を
中
心
に
︑
幕
令
も
含
む
︒
一
六
二
三
〇
二
九

(9
)﹃
国
令
漫
録
﹄
岩
原
恵
規
著

岩
原
性
一
旧
蔵

万
治
以
来
家
中
一
般
へ
の
定
書

を
集
成
し
た
も
の
︒
一
六
二
三
〇
三
三

(10
)﹃
御
定
書
等
触
状
留
﹄
高
畠
定
辟
旧
蔵

寛
文
二
年
か
ら
寛
延
三
年
に
わ
た
る
家

中
お
よ
び
一
般
へ
の
定
書
︒
一
六
二
三
〇
三
七

(11
)﹃
典
制
彙
纂
﹄
万
治
か
ら
天
保
年
間
の
法
令
︑
布
達
を
類
別
収
録
し
た
も
の
︒
一

六
二
三
五
二

(12
)﹃
古
例
集
書

(二
冊
)﹄
寛
文
か
ら
元
文
年
間
の
家
中
一
般
へ
の
諸
法
令
を
集
成
し

た
も
の
︒
一
六
二
三
〇
五
七

(13
)﹃
古
例
集
書

(五
冊
)﹄
御
横
目
所
旧
蔵

天
和
か
ら
宝
暦
頃
ま
で
の
藩
士
一
般
の

心
得
︒
一
六
二
三
〇
五
八

(14
)﹃
政
隣
記
﹄
津
田
政
隣
編
︒
加
賀
藩
の
史
実
を
天
文
七
年
か
ら
文
化
十
一
年
ま
で

編
年
体
に
ま
と
め
た
も
の
︒
一
六
二
八
〇
一
一

(15
)﹃
袖
裏
雑
記
﹄
奥
村
尚
寛
編
︒
藩
初
以
来
の
諸
法
令
は
︑
慶
長
︑
元
和
︑
寛
永
の

近
世
加
賀
藩
に
お
け
る
大
石
寺
信
仰
禁
令
に
つ
い
て

(横
山
雄
玉
)

一
〇
八



火
災
に
多
く
失
わ
れ
た
が
︑
万
治
︑
寛
文
以
降
の
も
の
は
︑
保
存
さ
れ
頗
る
多
量

に
な
っ
た
︒
そ
れ
を
尚
寛
が
容
易
に
探
索
し
う
る
よ
う
に
︑
類
別
編
纂
し
た
も
の
︒

一
六
二
八
〇
二
〇

(16
)﹃
中
川
長
定
覚
書
﹄
中
川
長
定
著

中
川
典
克
旧
蔵

正
徳
六
年
か
ら
享
保
十
四

年
ま
で
の
日
記
形
式
の
詳
細
な
記
録
︒
一
六
四
〇
〇
七
七

(17
)﹃
大
野
木
克
寛
日
記
﹄
大
野
木
克
寛
著

大
野
木
克
征
旧
蔵

公
務
に
関
す
る
私

日
記
︒
一
六
四
〇
〇
七
八

(18
)﹃
若
年
寄
方
諸
事
控
﹄
中
川
長
定

(式
部
)
著

中
川
典
克
旧
蔵

一
六
四
一
〇

九
九

(19
)﹃
遠
田
日
記
﹄
遠
田
勘
右
衛
門

(自
省
)
著

一
六
四
二
〇
〇

(20
)﹃
寺
庵
方
御
触
二
種
﹄
二
種
の
う
ち
妙
成
寺
所
蔵
寺
庵
方
御
触
︑
享
保
・
宝
暦
期
︒

一
六
六
一
〇
四
一

(21
)﹃
御
郡
典
﹄
岡
部
勇
作
所
蔵
の
写
︒
宝
永
元
年
よ
り
天
保
十
五
年
ま
で
の
︑
主
に

能
州
所
口
郡
を
中
心
と
し
た
郡
方
へ
の
触
書
等
約
七
三
〇
項
目
を
編
年
体
に
収
録

し
た
も
の
︒
一
六
六
三
〇
九
四

(22
)
本
帳
は
藩
命
に
よ
り
藩
士
各
家
の
先
祖
由
緒
並
び
に
一
類

(原
則
従
兄
弟
ま
で
の

親
類
縁
者
)
と
菩
提
寺
が
記
さ
れ
︑
冒
頭
に
は
提
出
時
の
当
主
の
履
歴
が
記
さ
れ

る
形
で
粗
定
型
化
し
て
い
る
︒
藩
士
各
家
の
由
緒
が
知
れ
る
貴
重
な
史
料
で
あ
り
︑

明
治
三
年
頃
の
藩
提
出
本
を
中
心
に
お
お
よ
そ
一
七
〇
〇
家
分
が
加
越
能
文
庫
に

収
ま
り
︑
近
世
史
料
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
︒

(23
)
津
田
信
成
編
一
八
三
二
年

(天
保
三
年
)﹁
加
越
能
文
庫
﹂
所
収
金
沢
市
立
玉
川

図
書
館
近
世
史
料
館

(以
下
近
世
史
料
館
)
所
蔵

(翻
刻
本
石
川
県
史
調
査
委
員

会
石
川
県
立
図
書
館
史
料
編
さ
ん
室
編
﹃
石
川
県
史
資
料
﹄
所
収
﹁
近
世
編

(八

～
十
三
)
諸
士
系
譜
一
～
六
﹂

(24
)
(加
越
能
文
庫
﹁
典
制
彙
纂
﹂
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
所
蔵
︹
翻
刻

本

藩
法
研
究
会
編
﹃
藩
法
集
四

金
沢
藩
﹄

二
七
一
～
二
七
三
頁

創
文
社

一
九
六
三
年
︺
他
)

(25
)
加
賀
藩
制
に
お
け
る
最
重
職
で
あ
り
家
老
職
の
上
位
︒
大
年
寄
︑
年
寄
と
も
称
さ

れ
る
︒
加
賀
藩
士
で
家
格
︑
俸
禄
と
も
最
高
位
の
本
多
︑
長
︑
横
山
︑
前
田

(直

之
系
)︑
前
田

(長
種
系
)︑
奥
村

(宗
家
)︑
奥
村

(支
家
)︑
村
井
の
八
家

(加

賀
八
家
と
通
称
)
が
勤
め
た
︒
本
多
安
房
の
五
万
石
を
筆
頭
に
い
ず
れ
も
一
万
石

以
上
︒
八
家
の
年
寄
中
七
人
が
人
持
組

(八
家
に
次
ぐ
者
で
家
禄
は
ほ
と
ん
ど
が

千
石
を
超
え
る
︒
多
数
の
配
下
人
を
持
つ
の
意
)
の
組
頭
と
な
っ
た
︒

(26
)﹃
富
要
﹄
九−

二
八
五
頁

(27
)
戸
田
靱
負
︑
中
村
典
膳
︑
村
中
務

以
上
宗
門
奉
行
︒
成
瀬
内
匠
︑
生
駒
右
近
︑

永
原
左
京

以
上
寺
社
奉
行
︒

(28
)﹃
国
令
漫
録
﹄﹃
御
定
書
等
触
状
留
﹄﹃
古
例
集
書

(二
冊
)﹄﹃
古
例
集
書

(五
冊
)﹄

﹃
中
川
長
定
覚
書
﹄﹃
寺
庵
方
御
触
二
種
﹄﹃
留
帳
抜
書
﹄﹃
伝
聞
記
﹄﹃
富
要
﹄

(29
)
奥
村
︑
横
山
︑
本
多
︑
何
れ
も
大
老

(30
)
註
(28
)に
同
じ

(31
)﹃
古
例
集
書

(二
冊
)﹄﹃
古
例
集
書

(五
冊
)﹄

(32
)
今
枝
民
部
直
方
︑
本
多
図
書
政
冬
︑
津
田
玄
蕃
敬
脩
︑
中
川
式
部
長
定
︑
何
れ
も

家
老

(33
)﹃
中
川
長
定
覚
書
﹄

(34
)﹃
寺
庵
方
御
触
二
種
﹄

(35
)
今
枝
主
水
恒
明
︒
若
年
寄
︒

(36
)
前
田
近
江
守
直
堅
︒
大
老
︒

(37
)
竹
田
五
郎
左
衛
門
忠
張
︒
寺
社
奉
行
︒

(38
)﹃
伝
聞
記
﹄
十
一
人
に
つ
い
て
は
﹁
大
石
寺
に
よ
る
末
寺
建
立
願
い
の
顛
末
﹂
(別

稿
で
論
述
す
る
)
に
関
す
る
﹁
享
保
十
二
年
三
月
七
日
状
﹂
に
見
ら
れ
る
﹁
前
田

近
江
守
︑
奥
村
伊
与
守
︑
横
山
大
和
守
︑
本
多
安
房
守
︑
奥
村
内
記
︑
村
井
主
膳
︑

長
九
郎
左
衛
門
︑
今
枝
民
部
︑
本
多
図
書
︑
津
田
玄
蕃
︑
中
川
式
部
﹂
の
十
一
人

と
思
わ
れ
る
︒
前
田
近
江
か
ら
長
九
郎
左
衛
門
は
大
老
︑
今
枝
民
部
か
ら
中
川
式

部
は
家
老
で
あ
る
︒
こ
れ
に
本
書
宛
所
で
あ
る
在
江
戸
の
前
田
大
炊

(大
老
)︑

前
田
修
理

(家
老
)
を
加
え
る
と
︑
当
時
在
任
中
の
八
大
老
と
五
家
老
の
名
が
勢

揃
い
し
て
い
る
︒
藩
主
在
府
中
に
お
け
る
領
内
仕
置
き
に
関
す
る
上
覧
願
の
通
例

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒

(39
)﹃
富
要
﹄
九−

二
九
二

(40
)
前
田
対
馬
守
孝
資
︒
大
老
︒
当
時
は
対
馬
守
任
官
以
前
︒
前
田
修
理
知
頼
︒
家
老
︒

(41
)
原
惣
兵
衛
政
恒
︒
二
百
石
︒
当
時
︑
御
台
所
奉
行
牧
彦
左
衛
門
忠
敬
︒
百
五
十
石
︒
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当
時
︑
御
台
所
奉
行
︒

(42
)
多
胡
源
五
左
衛
門
久
長
︒
三
百
石
︒
当
時
︑
定
番
御
馬
廻
御
番
頭
︒

(43
)﹃
大
野
木
克
寛
日
記
﹄
二−

五
〇
六

長
山
直
治
監
修

高
木
喜
美
子
編
集

桂

書
房

二
〇
一
一
年

(44
)
杦
江
杢
左
衛
門
政
弘
︑
六
百
石
︑
当
時
︑
御
歩
頭
︒
青
地
藤
大
夫
礼
幹
︑
二
百
石
︑

当
時
︑
御
歩
頭
︒
北
川
久
兵
衛
暉
矩
︑
千
石
︑
当
時
︑
御
歩
頭
︒
前
田
源
兵
衛
知

庸
︑
三
百
五
十
石
︑
当
時
︑
御
歩
頭
︒
富
永
数
馬
全
昌
︑
三
百
五
十
石
︑
当
時
︑

御
歩
頭
︒
遠
藤
紋
大
夫
高
貴
︑
五
百
石
︑
当
時
︑
御
歩
頭
︒

(45
)
直
接
大
石
寺
を
指
す
か
︑
勝
劣
派
触
頭
た
る
江
戸
丸
山
本
妙
寺
等
を
意
図
し
た
か

は
不
明
︒

(46
)
こ
こ
で
の
邪
義
は
︑
宗
義
上
の
正
邪
で
は
な
く
︑
幕
藩
体
制
下
に
お
い
て
禁
教
と

さ
れ
た
も
の
︒

(47
)
大
野
木
隼
人
克
寛
︒
三
百
石
︒
大
小
将
組
か
ら
こ
の
享
保
十
一
年
八
月
︑
家
督
相

続
し
千
六
百
五
十
石
︒
人
持
組
︒

(48
)﹃
国
令
漫
録
﹄

(49
)
宗
門
奉
行
中
村
︑
和
田
︑
堀
︑
溝
口
は
宗
門
奉
行
︒
成
瀬
︑
津
田
︑
生
駒
は
寺
社

奉
行

(50
)﹃
御
定
書
等
触
状
留
﹄﹃
遠
田
日
記
﹄

(51
)﹃
遠
田
日
記
﹄

(52
)﹃
国
令
漫
録
﹄﹃
御
定
書
等
触
状
留
﹄

(53
)
遠
田
勘
右
衛
門
自
看

(省
)︒
五
百
五
十
石
︒
当
時
︑
定
番
頭
︒
元
文
五
年
に
千

五
十
石
︒
人
持
組
︒
(前
出
)
村

中
務
愛
清
︒
四
百
石
︒
宗
門
奉
行
は
享
保
十

二
年
十
二
月
免
︒
当
時
︑
定
番
頭
︒
(前
出
)
杉
江
兵
助
︒
杦
江
杢
左
衛
門
政
弘

と
同
人
︒
兵
助
と
改
む
︒
六
百
石
︒
当
時
︑
定
番
頭
︒

(54
)﹃
遠
田
日
記
﹄

(55
)﹃
藩
法
集
六

續
金
澤
藩
﹄
で
は
十
六
日
と
翻
刻
︒
(該
書
二
八
八
)
原
典
は
十
八

日
で
あ
る
︒

(56
)﹃
留
帳
抜
書
﹄﹃
富
要
﹄

(57
)
丹
羽
︑
土
肥
︑
溝
口
は
宗
門
奉
行
︒
伊
藤
︑
山
崎
︑
青
山
は
寺
社
奉
行
︒

(58
)﹃
国
令
漫
録
﹄﹃
御
定
書
等
触
状
留
﹄﹃
御
郡
典
﹄

(59
)﹃
留
帳
抜
書
﹄﹃
富
要
﹄

(60
)﹃
国
令
漫
録
﹄

(61
)
村
井
安
左
衛
門
武
済
︒
七
百
石
︒
当
時
︑
能
州
郡
奉
行
︒
不
破
忠
大
夫
敬
方
︒
五

百
石
︒
当
時
︑
能
州
郡
奉
行
︒

(62
)﹃
御
郡
典
﹄

(63
)
こ
の
法
令
に
つ
い
て
は
そ
の
意
図
や
意
義
付
け
︑
ま
た
︑
こ
れ
に
関
連
す
る
事
象

を
扱
っ
た
論
考
が
発
表
さ
れ
て
い
る
︒
(大
桑
斉
﹁
寺
檀
制
度
の
成
立
過
程
﹂﹃
日

本
歴
史
﹄
二
四
二
・
二
四
三

一
九
六
八
年
︑
大
桑
斉
﹃
寺
檀
の
思
想
﹄
教
育
社

一
九
七
九
年
︑
大
桑
斉
﹁
宗
門
改
・
寺
請
と
寺
檀
制
度
﹂
若
林
喜
三
郎
編
﹃
加
賀

藩
社
会
経
済
史
の
研
究
﹄
所
収

名
著
出
版

一
九
八
〇
年
︑
大
桑
斉
﹁
半
檀
家

の
歴
史
的
展
開
﹂﹃
近
世
仏
教
史
料
と
研
究
﹄
六−

三
・
四

(通
巻
二
〇
)
一
九

八
六
年
︑
朴
澤
直
秀
﹃
幕
藩
権
力
と
寺
檀
制
度
﹄
吉
川
弘
文
館

二
〇
〇
四
年
︑

大
桑
斉
﹁
書
評

朴
澤
直
秀
著
﹃
幕
藩
権
力
と
寺
檀
制
度
﹄﹂﹃
歴
史
評
論
﹄
六
六

八

二
〇
〇
五
年
︑
朴
澤
直
秀
﹁
加
賀
藩
の
改
宗
・
寺
替
法
令
を
め
ぐ
っ
て
﹂

﹃
近
世
の
宗
教
と
社
会
2

国
家
権
力
と
宗
教
﹄
所
収

吉
川
弘
文
館

二
〇
〇

八
年

な
ど
)

(64
)
大
老−

算
用
場
奉
行−

郡
奉
行
と
い
う
職
制
上
の
序
列
で
あ
る
か
ら
︑
法
令
の
伝

達
経
路
と
し
て
は
算
用
場
奉
行
の
介
在
が
自
然
に
も
思
え
る
が
︑
こ
の
事
例
で
は

大
老
か
ら
郡
奉
行
へ
直
接
発
給
さ
れ
て
い
る
︒
こ
の
形
態
が
通
常
だ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
︒

(65
)
十
村
は
他
藩
に
お
け
る
大
庄
屋
に
相
当
す
る
加
賀
藩
独
自
の
職
名
︒
無
組
御
扶
持

人
十
村
︑
組
持
御
扶
持
人
十
村
︑
平
十
村
の
三
種
あ
り
︑
扶
持
を
受
け
た
場
合
で

も
基
本
的
身
分
は
百
姓
︒

(66
)
軍
制
で
も
あ
る
︒

(67
)
軍
制
で
も
あ
る
︒

(68
)
相
当
の
事
例
が
認
め
ら
れ
る
︒
継
続
研
究
と
し
て
蓄
積
し
た
い
︒

(よ
こ
や
ま

ゆ
う
ぎ
ょ
く

文
学
研
究
科
歴
史
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
)

(指
導
教
員
：
今
堀

太
逸

教
授
)

二
〇
一
八
年
九
月
二
六
日
受
理

近
世
加
賀
藩
に
お
け
る
大
石
寺
信
仰
禁
令
に
つ
い
て

(横
山
雄
玉
)

一
一
〇



資
料
紹
介

近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿

(2
)

︱
︱
将
監
︱
︱

西

山

史

朗

〔
抄

録
〕

本
稿
は
︑
天
平
神
護
元
年

(七
六
五
)
か
ら
鎌
倉
中
期
ま
で
の
期
間
に
お

け
る
近
衛
府
の
将
監
・
将
曹
・
医
師
・
府
生
・
番
長
・
案
主
・
府
掌
・
近
衛

の
補
任
状
況
を
調
査
・
整
理
し
た
も
の
の
一
部
で
あ
る
︒

一
部
の
近
衛
府
官
人
の
補
任
状
況
は
す
で
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
︑
本

補
任
表
は
既
存
の
補
任
類
の
欠
を
補
い
︑
研
究
の
進
展
の
助
け
と
な
る
こ
と

を
目
指
し
て
お
り
︑
本
稿
で
は
︑
近
衛
府
下
級
官
人
補
任
全
体
の
う
ち
︑
天

永
元
年

(一
一
一
〇
)
か
ら
建
久
三
年

(一
一
九
二
)
ま
で
の
期
間
の
近
衛

府
将
監
の
補
任
状
況
を
ま
と
め
て
い
る
︒

キ
ー
ワ
ー
ド

平
安
期
︑
近
衛
府
︑
下
級
官
人
︑
補
任

一
︑
近
衛
府
下
級
官
人
補
任
に
つ
い
て

近
衛
府
下
級
官
人
補
任
は
︑
近
衛
府
が
成
立
し
た
天
平
神
護
元
年

(七
六
五
)

か
ら
鎌
倉
中
期
ま
で
の
期
間
に
お
け
る
近
衛
府
下
級
官
人

(将
監
・
将
曹
・
医

師
・
府
生
・
番
長
・
案
主
・
府
掌
・
近
衛
)
の
官
人
の
う
ち(1

)︑
確
認
で
き
う
る
補

任
状
況
を
調
査
・
整
理
し
た
も
の
で
あ
る(2

)︒
す
で
に
一
部
は
公
表
し
て
お
り(3

)︑
本

稿
で
は
天
永
元
年

(一
一
一
〇
)
か
ら
建
久
三
年

(一
一
九
二
)
ま
で
の
近
衛
府

将
監
在
職
者
を
掲
載
す
る
︒

史
料
の
残
存
状
況
に
影
響
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
︑
基
本
的
に
史
料
に
残
り
に
く

い
下
級
官
人
を
採
録
対
象
と
し
て
い
る
以
上
︑
他
の
補
任
類
に
比
し
て
採
録
年
に

欠
落
が
あ
る
こ
と
や
︑
年
ご
と
に
採
録
内
容
の
偏
り
が
で
る
こ
と
は
免
れ
な
い
︒

し
か
し
な
が
ら
下
級
官
人
の
補
任
状
況
を
ま
と
め
︑
な
お
か
つ
他
史
料
と
併
用
し

下
級
官
人
の
動
向
を
追
う
こ
と
で
︑
当
該
期
に
お
け
る
下
級
官
人
の
在
り
方
や
活

動
形
態
の
変
遷
を
明
ら
か
に
し
え
よ
う(4

)︒

す
で
に
公
開
し
て
い
る
補
任
表
も
含
め
︑
補
任
表
の
内
容
に
つ
い
て
は
︑
今
後

も
大
方
の
ご
批
正
を
乞
い
︑
更
な
る
充
実
︑
確
実
性
を
高
め
て
い
き
た
い
︒
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二
︑
凡
例

①
本
補
任
表
は
左
右
近
衛
府
の
う
ち

(表
①
)︑
将
監
・
将
曹
・
医
師
・
府
生
・

番
長
・
案
主
・
府
掌
・
近
衛
の
官
人
の
補
任
状
況
を
官
職
ご
と
の
項
目
に
記

し
た
も
の
で
あ
る
︒
そ
の
う
ち
本
稿
は
︑
天
永
元
年

(一
一
一
〇
)
～
建
久
三

年

(一
一
九
二
)
ま
で
の
期
間
に
お
け
る
将
監
在
職
者
を
ま
と
め
て
い
る
︒

②
左
右
近
衛
府
い
ず
れ
か
に
所
属
し
て
い
る
か
が
不
詳
の
場
合
は
︑﹁
左
右
不
詳
﹂

の
項
目
に
記
し
た
︒

③
人
物
の
表
記
に
つ
い
て
︑
位
階
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
は
〔 〕
内
に
記
載
し
︑
位

階
が
不
明
の
場
合
は
〔―〕
と
記
載
し
た
︒
加
階
の
記
述
が
あ
る
場
合
は
加
階
後
の

位
階
を
記
載
︑
備
考
に
そ
の
内
容
を
記
載
し
た
︒
府
生
以
下
に
は
︑
本
来
相
当

位
階
の
規
定
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
が
同
様
に
記
載
し
た
︒

④
在
職
で
あ
る
︑
あ
る
い
は
そ
う
思
わ
れ
る
場
合
は
﹁
在
﹂︑
新
た
に
任
じ
ら
れ

た
場
合
は
﹁
任
﹂︑
す
で
に
死
去
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
は

﹁
故
﹂
を
備
考
欄
内
の
先
頭
に
記
載
し
た
︒

⑤
兼
官
︑
兼
職
が
あ
る
場
合
は
備
考
に
記
載
し
た
︒
そ
の
他
必
要
と
思
わ
れ
る
事

項
を
備
考
欄
に
記
載
し
た
︒

⑥
出
典
の
記
載
は

(﹃
史
料
名
﹄
年
月
日
)
で
示
し
︑
閏
月
は
○
枠
で
示
し
た
︒

基
本
的
に
そ
の
年
の
初
見
月
日
を
記
載
し
た
が
︑
初
見
以
降
よ
り
詳
細
な
所

属
︑
経
歴
な
ど
の
記
述
が
確
認
で
き
る
場
合
は
そ
の
月
日
を
記
載
し
た
︒

⑦
そ
れ
ぞ
れ
の
出
典
は

(

)
内
に
記
載
し
︑
ま
た
一
部
の
史
料
名
に
つ
い
て
は

以
下
の
通
り
略
記
し
た
︒
な
お
︑
史
料
の
う
ち
古
記
録
史
料
の
名
称
に
つ
い
て

は
︑
大
日
本
古
記
録
︑
史
料
大
成
︑
史
料
纂
集
収
録
の
古
記
録
に
つ
い
て
は
︑

そ
れ
ぞ
れ
の
名
称
を
そ
の
ま
ま
記
載
し
た
が
︑﹃
群
書
類
従
﹄︑﹃
歴
代
残
闕
日

記
﹄︑
そ
の
ほ
か
史
料
紹
介
な
ど
に
収
録
︑
掲
載
さ
れ
て
い
る
古
記
録
に
つ
い

て
は
︑
同
一
人
物
の
日
記
で
も
︑
日
記
の
名
称
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
場
合
が
多

い
︒
そ
の
た
め
便
宜
的
に
記
主
の
名
前
を
冠
し
て
﹃
○
○
�
記
﹄︑﹃
○
○
公

記
﹄
と
記
載
し
た
︒
な
お
︑
史
料
紹
介
等
の
出
典
も
同
様
に
記
載
し
た
︒

略
記
一
覧
：
『東
大
寺
続
要
録
﹄
(﹃
続
録
﹄
)︑﹃
宮
寺
縁
事
抄(5

)﹄
(﹃
宮
寺
﹄
)︑﹃
続

左
丞
抄
﹄
(﹃
左
丞
﹄
)︑﹃
楽
所
補
任
﹄
(﹃
楽
所
﹄
)︑﹃
大
間
成
文
抄
﹄

(﹃
大
間
﹄
)︑﹃
魚
魯
愚
鈔
﹄
(﹃
魚
魯
﹄
)︑﹃
平
安
遺
文
﹄
(﹃
平
遺
﹄
)︑

﹃
本
朝
世
紀
﹄
(﹃
世
紀
﹄
)︑﹃
栄
昌
記
﹄
(﹃
栄
昌
﹄
)︑﹃
朝
隆
�
記(6

)﹄

(﹃
朝
隆
﹄
)︑﹃
時
信
公
記
﹄
(﹃
時
信
﹄
)︑﹃
忠
通
公
記
﹄
(﹃
忠
通
﹄
)︑

﹃
長
秋
記
﹄
(﹃
長
秋
﹄
)︑﹃
中
右
記
﹄
(﹃
中
右
﹄
)︑﹃
九
条
家
本
紙
背

文
書
集

中
右
記
﹄
(﹃
九
中
﹄
)︑﹃
中
右
記
部
類
﹄
(﹃
中
部
﹄
)︑

﹃
師
元
朝
臣
記
﹄
(﹃
師
元
﹄
)︑﹃
実
行
公
記
﹄
(﹃
実
行
﹄
)︑﹃
平
知
信

朝
臣
記
﹄
(﹃
知
信
﹄
)︑﹃
台
記(7

)﹄︑﹃
教
長
�
記
﹄
(﹃
教
長
﹄
)︑﹃
兵

範
記
﹄
(﹃
兵
範
﹄
)︑﹃
公
通
�
記
﹄
(﹃
公
通
﹄
)︑﹃
山
槐
記(8

)﹄
(﹃
山

槐
﹄
)︑﹃
為
親
朝
臣
記
﹄
(﹃
為
親
﹄
)︑﹃
定
長
�
記
﹄
(﹃
定
長
﹄
)︑

﹃
親
経
�
記
﹄
(﹃
親
経
﹄
)︑﹃
愚
昧
記
﹄
(﹃
愚
昧
﹄
)︑﹃
明
月
記
﹄

(﹃
明
月
﹄
)︑

⑧
表
作
成
に
あ
た
っ
て
︑
笹
山
晴
生
﹁
左
右
近
衛
府
官
人
・
舎
人
補
任
表

︱
下

級
官
人
・
舎
人
そ
の

(一
)
︱
﹂
(﹃
東
京
大
学
教
養
学
部
人
文
学
科
紀
要
﹄
六

一
︑
一
九
七
五
)︑﹁
左
右
近
衛
府
官
人
・
舎
人
補
任
表

︱
下
級
官
人
・
舎
人

そ
の

(二
)
︱
﹂
(﹃
東
京
大
学
教
養
学
部
人
文
学
科
紀
要
﹄
六
六
︑
一
九
七

八
)
も
参
照
し
た
︒

近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿

(2
)
(西
山
史
朗
)

一
一
二



⑨
人
物
比
定
に
つ
い
て
︑
刊
本
史
料
上
で
は
︑
姓
或
い
は
名
が
同
名
同
音
の
場
合
︑

人
物
の
混
同
が
考
え
ら
れ
る
事
例
が
み
ら
れ
る
︒
こ
の
よ
う
な
場
合
や
姓
名
い

ず
れ
か
の
記
載
が
無
い
場
合
な
ど
は
︑
編
纂
者
に
よ
っ
て
人
物
な
ら
び
に
姓
名

の
同
定
・
推
定
が
な
さ
れ
て
い
る
が
︑
疑
問
無
し
と
し
な
い
部
分
も
あ
る
︒
本

補
任
で
は
﹃
群
書
系
図
部
集(9

)﹄︑﹁
楽
家
系
図(10

)﹂
お
よ
び
京
都
大
学
附
属
図
書
館

所
蔵
﹃
秦
氏
系
図
﹄・﹃
下
野
氏
系
図
﹄
所
収
の
諸
氏
系
図
︑﹃
平
安
人
名
辞
典

︱
長
保
二
年
︱
﹄︑﹃
平
安
人
名
辞
典

︱
康
平
三
年
︱
上
﹄︑﹃
平
安
人
名
辞

典

︱
康
平
三
年
︱
下(11

)﹄︑﹃
平
安
時
代
史
事
典(12

)﹄︑﹃
蔵
人
補
任(13

)﹄︑﹃
外
記
補

任(14
)﹄

も
参
照
し
姓
名
の
推
定
を
行
い
︑
備
考
欄
に
そ
の
旨
を
記
載
し
た
︒

⑩
史
料
上
︑﹁
○
○
子
﹂︑﹁
○
○
男
﹂
と
表
記
さ
れ
︑
人
物
比
定
が
困
難
な
も
の

は
︑
人
物
欄
中
に
﹁
○
○
子
﹂
と
統
一
し
て
表
記
し
た
︒

⑪
史
料
上
︑
人
物
に
よ
っ
て
は
数
年
以
上
に
わ
た
り
近
衛
府
官
職
に
在
職
し
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
︑
そ
の
間
一
部
の
年
に
お
い
て
人
名
の
記
載
は
有
る

も
の
の
官
職
が
確
認
で
き
な
い
例
が
散
見
さ
れ
る
︒
こ
の
事
例
に
お
い
て
は
︑

前
後
の
時
期
に
お
け
る
在
職
状
況
か
ら
官
職
の
推
定
も
可
能
で
は
あ
る
が
︑
本

補
任
表
で
は
採
録
し
て
い
な
い
︒

⑫
将
監
に
つ
い
て
︑
史
料
上
﹁
左
近
大
夫
﹂・﹁
右
近
大
夫
﹂
と
﹁
大
夫
将
監
﹂
と

い
う
表
記
が
み
ら
れ
る
︒
前
者
は
︑
叙
爵
後
将
監
を
離
職
し
た
者
︑
後
者
は
叙

爵
後
も
在
職
し
て
い
る
者
を
指
す
と
理
解
さ
れ
る
︒
た
だ
し
厳
密
に
両
者
を
区

別
し
に
く
い
事
例
も
数
例
み
ら
れ
る
た
め
︑
便
宜
上
両
者
と
も
に
採
録
し
た
︒

〔
注
︺

(1
)
本
補
任
稿
で
は
︑
将
監
以
下
の
近
衛
府
官
人
を
近
衛
府
の
下
級
官
人
と
区
分
し
て

い
る
︒
こ
の
区
分
は
笹
山
氏
に
よ
る
近
衛
府
大
将
・
中
将
・
少
将
を
上
級
官
人
︑

近
衛
府
将
監
以
下
を
下
級
官
人
と
す
る
理
解
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
︒
詳
し
く
は
︑

笹
山
晴
生
﹁
平
安
前
期
の
左
右
近
衛
府
に
関
す
る
研
究
﹂
(坂
本
太
郎
博
士
還
暦

記
念
会
編
﹃
日
本
古
代
史
論
集
﹄
下
所
収
︑
吉
川
弘
文
館
︑
一
九
六
二
)︑
同

﹁
左
右
近
衛
府
上
級
官
人
の
構
成
と
そ
の
推
移
﹂
(土
田
直
鎮
先
生
還
暦
記
念
会
編

﹃
奈
良
平
安
時
代
史
論
集
﹄
下
所
収
︑
吉
川
弘
文
館
︑
一
九
八
四
︑
以
上
﹃
日
本

古
代
衛
府
制
度
の
研
究
﹄
(東
京
大
学
出
版
会
︑
一
九
八
五
)
に
再
収
)
を
参
照
︒

(2
)
近
衛
府
官
人
の
補
任
状
況
を
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
︑
市
川
久
編
﹃
近
衞
府
補
任

第
一
﹄
(続
群
書
類
従
完
成
会
︑
一
九
九
二
)︑
同
﹃
近
衞
府
補
任

第
二
﹄
(続

群
書
類
従
完
成
会
︑
一
九
九
三
)︑
笹
山
晴
生
﹁
左
右
近
衛
府
官
人
・
舎
人
補
任

表

︱
下
級
官
人
・
舎
人

そ
の

(一
)
︱
﹂
(﹃
東
京
大
学
経
学
部
人
文
科
学
紀

要
﹄
六
十
一
︑
一
九
七
五
)︑
同
﹁
左
右
近
衛
府
官
人
・
舎
人
補
任
表

︱
下
級

官
人
・
舎
人

そ
の

(二
)
︱
﹂
(﹃
東
京
大
学
経
学
部
人
文
科
学
紀
要
﹄
六
十
六
︑

一
九
七
八
)
が
あ
る
︒
本
補
任
表
は
︑
こ
れ
ら
の
補
任
類
の
欠
を
補
う
か
た
ち
で

作
成
し
て
い
る
︒

(3
)
拙
稿
﹁
近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿

(1
)﹂
(﹃
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

︱
文
学

研
究
科
�

︱
﹄
四
六
︑
二
〇
一
八
)︑﹁
近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿

︱
府
生
︱

(2
)﹂
(﹃
鷹
陵
史
学
﹄
四
四
︑
二
〇
一
八
)

(4
)
近
衛
府
下
級
官
人
補
任
表
の
作
成
意
図
な
ら
び
に
近
衛
府
や
近
衛
府
下
級
官
人
に

関
す
る
先
行
研
究
に
つ
い
て
は
︑
す
で
に
§
(3
)
拙
稿
に
お
い
て
言
及
し
て
い

る
た
め
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
︒

(5
)﹃
神
道
大
系

神
社
編
七

石
清
水
﹄
(神
道
大
系
編
纂
会
︑
一
九
八
八
)

(6
)
木
本
好
信
﹁﹃
朝
隆
�
記
﹄
逸
文
集
成
稿
一
﹂
(﹃
龍
谷
史
壇
﹄
一
四
二
︑
二
〇
一

六
)︒

(7
)
藤
原
重
雄
・
尾
上
陽
介
﹁
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
﹃
台
記
﹄
仁
平
三
年
冬

記
﹂
(﹃
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
﹄
十
六
︑
二
〇
〇
六
)

(8
)
½
口
健
太
郎
﹁
史
料
紹
介

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
・
田
中
穣
氏
旧
蔵
本

﹃
山
槐
記
﹄
応
保
二
年
三
月
﹂
(﹃
神
戸
大
学
史
学
年
報
﹄
二
二
︑
二
〇
〇
七
)︑
三

浦
龍
昭
﹁
大
正
大
学
蔵
﹃
山
槐
記
﹄﹁
蓮
華
王
院
御
塔
供
養
記
﹂
に
つ
い
て

(一
)・
(二
)﹂
(﹃
大
正
大
学
研
究
紀
要
﹄
九
九
︑
二
〇
一
四
︑
同
一
〇
〇
︑
二
〇

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇

第
四
十
七
号

(二
〇
一
九
年
三
月
)

一
一
三



一
五
)

(9
)﹃
群
書
系
図
部
集
﹄
一
～
七

(続
群
諸
類
従
完
成
会
︑
一
九
七
三
)︒

(10
)﹁
楽
家
系
図
﹂
(﹃
伏
見
宮
旧
蔵
楽
書
集
成

三
﹄
所
収
︑
宮
内
庁
書
陵
部
︑
一
九

九
八
)︒

(11
)
槇
野
廣
造
﹃
平
安
人
名
辞
典

︱
長
保
二
年
︱
﹄
(高
階
書
店
︑
一
九
九
三
)︑
同

﹃
平
安
人
名
辞
典

︱
康
平
三
年

︱
上
﹄
(和
泉
書
院
︑
二
〇
〇
七
︑
同
﹃
平
安

人
名
辞
典

︱
康
平
三
年
︱
下
﹄
和
泉
書
院
︑
二
〇
〇
八
)︒

(12
)﹃
平
安
時
代
史
事
典
﹄
(角
川
書
店
︑
一
九
九
四
)︒

(13
)
市
川
久
編
﹃
蔵
人
補
任
﹄
(続
群
書
類
従
完
成
会
︑
一
九
八
九
)︒
補
任
表
中
で
は

﹃
蔵
人
﹄
と
略
記
し
た
︒

(14
)
井
上
幸
治
﹃
外
記
補
任
﹄
(続
群
書
類
従
完
成
会
︑
二
〇
〇
四
)︒
補
任
表
中
で
は

﹃
外
記
﹄
と
略
記
し
た
︒

(に
し
や
ま

し
ろ
う

文
学
研
究
科
歴
史
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
)

(指
導
教
員
：
佐
古

愛
己

准
教
授
)

二
〇
一
八
年
十
月
一
日
受
理

近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿

(2
)
(西
山
史
朗
)

一
一
四

【
近
衛
府
下
級
官
人
補
任
表
】

表
①

9〜
12c
に
お
け
る
左
右
近
衛
府
官
制
表

・
左
表
は
『
近
衞
府
補
任
』、『
公
�
補
任
』、
各
古
記
録
、
笹
山
晴
生
氏
『
日
本
古
代
衛
府
制
度
の

研
究
』
(東
京
大
学
出
版
会
、
1985)、

古
藤
真
平
「
中
衛
府
・
近
衛
府
官
員
制
度
の
再
検
討
」

(角
田
文
衛
先
生
傘
寿
記
念
会
編
『
古
代
世
界
の
諸
相
』、
晃
洋
書
房
、
1993

所
収
)
を
参
照
し

て
作
成
し
た
。

・
区
分
の
項
に
つ
い
て
は
、
笹
山
氏
(上
掲
)
の
近
衛
府
内
に
お
け
る
官
職
格
差
に
関
す
る
理
解

に
従
っ
て
区
分
し
て
い
る
。
・
位
階
お
よ
び
左
右
合
計
員
数
項
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
位
階

は
史
料
よ
り
確
認
で
き
る
位
階
の
範
囲
を
記
載
し
、
ま
た
左
右
合
計
員
数
に
つ
い
て
は
史
料
か

ら
確
認
で
き
る
最
低
限
の
人
数
を
記
載
し
た
。

・
(
)
内
は
、
古
藤
氏
(上
掲
)
が
復
元
さ
れ
た
弘
仁
格
式
制
時
の
左
右
近
衛
府
の
官
員
制
を

参
照
し
た
。

・
な
お
、
9c
以
前
の
近
衛
府
官
職
の
う
ち
、
案
主
は
長
徳
4
年
(998)

に
、
府
掌
は
元
慶
5
年

(881)
に
み
え
る
の
が
史
料
上
で
の
初
見
で
あ
る
。

・
総
称
の
項
は
、
各
古
記
録
に
お
い
て
近
衛
府
の
各
職
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
総
称
さ
れ
て
い

た
か
を
記
載
し
た
。
詳
し
く
は
吉
川
真
司
編
『
京
都
大
学
文
学
部
博
物
館
の
古
文
書
：
第
4
輯

勧
修
寺
家
本
職
掌
部
類
』
(思
文
閣
出
版
、
1989)、

佐
々
木
恵
介
「『
小
右
記
』
に
み
る
摂
関
期

近
衛
府
の
政
務
運
営
」
(笹
山
晴
生
先
生
還
暦
記
念
会
編
『
日
本
律
令
制
論
集
下
巻
』
吉
川
弘
文

館
、
1993

所
収
)
を
参
照
。

・
随
身
、
楽
人
・
舞
人
、
年
預
、
庁
頭
の
項
に
つ
い
て
は
、
近
衛
府
官
人
が
兼
帯
す
る
職
務
の
有

無
に
つ
い
て
示
し
た
。

区
分

官
職

総
称

相
当
位
階

左
右
合
計
員
数
随
身
・
権
随
身
楽
人
・
舞
人
年
預
庁
頭

上
級
職

大
将

―
正
・
従
二
位
(従
三
位
)

2
(2)

―
中
将

次
将

正
三
位
〜
従
四
位
(従
四
位
下
)

2〜
6
(2)

少
将

従
四
位
下
〜
従
五
位
(正
五
位
下
)

4〜
8
(4)

下
級
職

将
監

官
人

従
五
位
〜
正
六
位
(従
六
位
上
)

8〜
(8)

(○
)

○
○

―

将
曹

官
人

従
五
位
〜
従
七
位
(従
七
位
下
)

16〜
(8)

○
○

―
○

医
師

―
従
五
位
〜
正
六
位
(正
八
位
)

1〜
(2)

―
―

―
―

府
生

官
人

正
六
位
上
〜
従
七
位

20〜
(12)

○
○

○
○

番
長

物
節

―

13〜
(12)

○

―
案
主

4〜
―

府
掌

5〜
○

近
衛

―
従
八
位
〜
大
初
位
・
无
位

27〜
(400)

○

駕
輿
丁

―
―

―

―
使
部

(20)

直
丁

(4)
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学
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四
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七
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(二
〇
一
九
年
三
月
)

一
一
五

左
右
近
衛
府
将
監

和
暦
(
西
暦
)

左
近
衛
将
監

備
考
・
出
典

右
近
衛
将
監

備
考
・
出
典

左
右
不
詳

備
考
・
出
典

天
永
元
年
(
1
1
1
0
)

狛
光
季
〔
(
五
位
)
〕

在
：
左
近
大
夫
将
監
。
(『
栄
昌
』
天
永
1・
6・
16、

『
楽
所
』)

源
実
清
〔
―
〕

在
：
(『
栄
昌
』
天
治
1・
4・
23)

豊
原
時
元
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)

藤
原
経
遠
〔
―
〕

在
：
(『
栄
昌
』
天
治
1・
4・
23)

藤
原
ヵ
家
成
〔
(
五
位
)
〕
在
：「
左
近
大
夫
」。
(『
栄
昌
』
天
治
1・
6・
20)

天
永
2
年
(
1
1
1
1
)

狛
光
季
〔
(
五
位
)
〕

在
：「
年
余
八
十
」。
(『
中
右
』
天
永
2・
8・
21)/

春
日
詣
に
お
い
て
一
階
を
賜
う
。
(『
中
右
』
同
2・

12・
17)

(
姓
不
詳
)
信
則
〔
―
〕

在
：
(『
長
秋
』
天
永
2・
2・
28)

藤
原
ヵ
顕
能
(
従
五
位
下
)
在
：
蔵
人
。
齋
院
未
給
分
給
爵
。
(『
中
右
』
天
永

2・
3・
20、『

蔵
人
』)

豊
原
時
元
〔
―
〕

在
：
(『
中
右
』
天
永
2・
4・
22)

下
毛
野
近
季
〔
―
〕

任
：
小
除
目
に
お
い
て
左
近
将
監
に
任
ず
。
(『
殿

曆
』、『
中
右
』
天
永
2・
10・
25)

天
永
3
年
(
1
1
1
2
)
狛
光
季
〔
(
五
位
)
〕

故
：
(『
中
右
』
天
永
3・
2・
11)
/
こ
の
年
死
去
。

栄
爵
18
回
。
一
者
38
年
。
(『
楽
所
』)

下
毛
野
近
季
〔
―
〕

在
：「
院
候
者
」。
(『
中
右
』
天
永
3・
2・
8、『
殿

曆
』
同
3・
2・
10)

豊
原
時
元
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)

永
久
元
年
(
1
1
1
3
)
豊
原
時
元
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)

(
姓
不
詳
)
兼
基
〔
―
〕

在
：
(『
長
秋
』
永
久
1・
10・
5)

高
階
為
重
〔
正
六
位
上
〕
在
：
(『
長
秋
』永
久
1・
3・
19、『

蔵
人
』)

永
久
2
年
(
1
1
1
4
)

豊
原
時
元
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)/(『

中
右
』
永
久
2・
11・
14)

多
忠
方
〔
―
〕

任
：
12
月
、
白
河
阿
弥
陀
堂
供
養
の
時
、
散
手
賞

に
よ
り
将
監
に
任
ず
。
(『
楽
所
』)

狛
行
高
〔
―
〕

任
：
白
河
阿
弥
陀
堂
供
養
の
時
、
散
手
賞
に
よ
り
将

監
に
任
ず
。
(『
殿
曆
』
永
久
2・
11・
29、『

楽
所
』
)
高
階
家
行
〔
従
五
位
下
〕
在
：
(『
中
右
』
永
久
2・
4・
25)/叙

爵
。
(『
殿
曆
』

同
2・
6・
1)

源
盛
経
〔
従
五
位
下
〕

在
：
蔵
人
。
(『
中
右
』
永
久
2・
3・
25、『

蔵
人
』)

/叙
爵
。
(『
殿
曆
』
同
2・
6・
1)

高
階
為
重
〔
正
六
位
上
〕
在
：
蔵
人
。
(『
殿
曆
』
永
久
2・
2・
5、『
蔵
人
』)

豊
原
時
元
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)

多
忠
方
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)/(『

中
右
』
仏
事
部
類
・
永
久
3・

10・
24)

永
久
3
年
(
1
1
1
5
)

狛
行
高
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)/(『

中
右
』
仏
事
部
類
・
永
久
3・

10・
24)

下
毛
野
近
季
〔
―
〕

在
：「
院
候
」。
(『
殿

曆
』
永
久
3・
2・
6)
/
(『
殿

曆
』
同
3・
9・
21)

藤
原
朝
隆
〔
―
〕

在
：
(『
朝
隆
』
永
久
3・
2・
6)/元

永
2
年
、
左
近

大
夫
。
(『
忠
通
』
元
永
2・
2・
9)

永
久
4
年
(
1
1
1
6
)

豊
原
時
元
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)

多
忠
方
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)

狛
行
高
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)/(『

殿
曆
』
永
久
4・
1・
23)

藤
原
行
次
〔
正
六
位
上
〕

任
：
左
近
衛
大
将
源
雅
実
の
大
将
請
に
よ
り
内
舎

人
藤
原
行
次
の
任
将
監
を
望
む
。
(『
大
間
』
第
六

「
請
」)



近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿

(2
)
(西
山
史
朗
)

一
一
六

永
久
5
年
(
1
1
1
7
)
豊
原
時
元
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)

多
忠
方
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)

狛
行
高
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)/(『

殿
曆
』
永
久
5・
1・
24)

元
永
元
年
(
1
1
1
8
)

豊
原
時
元
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』
)
/
(『
殿

曆
』
元
永
1・
9・
27、『

中

右
』
同
1・
⑨
・
22)

多
忠
方
〔
―
〕

在
：
宣
旨
に
よ
り
右
一
者
。(『
楽
所
』)
/
(『
中
右
』元

永
1・
2・
10)/「

右
近
将
曹
」。(『
殿
曆
』同
1・
12・
17)

狛
行
高
〔
従
五
位
下
〕

在
：
最
勝
寺
供
養
の
時
、
左
一
者
、
散
手
賞
に
よ
り

一
階
を
賜
う
。
(『
殿

曆
』
元
永
1・
12・
17、『

楽

所
』
)
/
(『
中
右
』
同
1・
2・
10、『

中
部
』
第
二
九

諸
寺
供
養
)

藤
原
惟
忠
〔
―
〕

任
：
府
奏
に
よ
り
内
舎
人
よ
り
右
近
将
監
に
任
ず
。

(『
大
間
』
第
七
「
本
司
奏
」)

小
部
正
清
〔
―
〕

任
：
12
月
、
師
子
笛
賞
に
よ
り
左
近
将
監
に
任
ず
。

(『
殿
曆
』
元
永
1・
12・
17、『

楽
所
』)/勧

賞
に
よ

り
任
本
府
将
監
。「
年
及
七
旬
」。
(『
中
部
』
第
二

九
諸
寺
供
養
)

源
盛
経
〔
(
五
位
)
〕

在
：
左
近
大
夫
。
藤
原
忠
通
家
人
か
。
(『
殿

曆
』

元
永
1・
10・
26)

豊
原
時
元
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)/(『

中
右
』
元
永
2・
9・
30)

多
忠
方
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)/(『

中
右
』
元
永
2・
2・
11、『

長

秋
』
同
2・
9・
30)

藤
原
為
盛
〔
―
〕

在
：
(『
忠
通
』、『
中
右
』
元
永
2・
2・
17)

元
永
2
年
(
1
1
1
9
)

狛
行
高
〔
従
五
位
下
〕

在
：
(『
楽
所
』)/(『

中
右
』
元
永
2・
2・
11、『

長

秋
』
同
2・
9・
30)

大
中
臣
行
良
〔
正
六
位
上
〕

任
：
府
奏
に
よ
り
内
舎
人
よ
り
右
近
将
監
に
任
ず
。

(『
大
間
』
第
七
「
本
司
奏
」)/将

監
則
兼
・
兼
季
等

闕
拝
任
を
望
む
。
(『
大
間
』
第
七
「
府
奏
」)

(
姓
不
詳
)
則
兼
〔
―
〕

在
ヵ
：
こ
の
年
将
監
を
去
る
か
。
(『
大
間
』
第
七

「
府
奏
」)

小
部
正
清
〔
―
〕

故
：
12
月
死
去
。
(『
楽
所
』)

(
姓
不
詳
)
兼
季
〔
―
〕

在
ヵ
：
こ
の
年
将
監
を
去
る
か
。
(同
上
)

丸
部
正
清
〔
―
〕

在
：
小
部
正
清
と
同
一
人
物
か
。
(『
長
秋
』
元
永

2・
10・
5)

豊
原
時
光
〔
―
〕

在
：
(『
長
秋
』
元
永
2・
10・
5)

高
階
為
重
〔
(
五
位
)
〕

在
：
左
近
大
夫
。「
為
茂
」
に
つ
く
る
。
(『
中
右
』

元
永
2・
9・
21)

高
階
家
行
〔
(
五
位
)
〕

在
：
左
近
大
夫
。
(『
中
右
』
元
永
2・
10・
17)

保
安
元
年
(
1
1
2
0
)

豊
原
時
元
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)

多
忠
方
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)/(『

中
右
』
保
安
1・
2・
2)

狛
行
高
〔
従
五
位
下
〕

故
：
7
月
死
去
。
則
高
孫
、
高
季
長
男
。
南
京
人
。

左
第
一
上

﨟
。
給
爵
卒
度
に
及
ぶ
。
一
者
8
年
。

(『
中
右
』
保
安
1・
7・
22、『

楽
所
』)
/
(『
中
右
』

同
1・
2・
2)

(
姓
不
詳
)
経
俊
〔
―
〕

在
：
因
幡
国
国
人
。
(『
中
右
』
保
安
1・
2・
29)

源
実
清
〔
―
〕

任
：
小
除
目
に
お
い
て
右
近
将
監
に
任
ず
。
(『
中

右
』
保
安
1・
4・
3)

保
安
2
年
(
1
1
2
1
)

豊
原
時
元
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)

多
忠
方
〔
―
〕

在
：
右
一
者
。
(『
楽
所
』)

狛
光
則
〔
―
〕

任
：
2
月
、
朝
覲
行
幸
の
時
、
左
一
者
、
陵
王
勧
賞

に
よ
り
将
監
に
任
ず
。
(『
楽
所
』)

藤
井
国
貞
〔
―
〕

任
：
府
奏
に
よ
り
左
近
将
監
に
任
ず
。
も
と
備
前

大
掾
。
(『
大
間
』
第
七
「
本
司
奏
」)/諸

国
掾
よ
り

将
監
転
任
の
例
一
例
た
り
と
い
え
ど
も
将
監
に
任

ず
。
(『
大
間
』
第
七
「
府
奏
」)

保
安
3
年
(
1
1
2
2
)
豊
原
時
元
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)

多
忠
方
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)

狛
光
則
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)
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(二
〇
一
九
年
三
月
)

一
一
七

保
安
4
年
(
1
1
2
3
)
豊
原
時
元
〔
―
〕

故
：
6
月
死
去
。
康
平
2
年
生
。
(『
楽
所
』)

多
忠
方
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)/中

将
代
。(『
師
元
』保
安
4・
2・
19)

秦
時
元
〔
―
〕

在
：
中
将
代
。左
近
か
。豊
原
時
元
と
同
一
人
物
か
。

(『
師
元
』保
安
4・
2・
19)

狛
光
則
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)

天
治
元
年
(
1
1
2
4
)
狛
光
則
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)/(『

長
秋
』
天
治
1・
1・
5)/(『

実

行
』
天
治
1・
10・
23)

多
忠
方
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)/(『

長
秋
』
天
治
1・
1・
5)

天
治
2
年
(
1
1
2
5
)

狛
光
則
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)

多
忠
方
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)/「

件
忠
方
雅
楽
寮
沙
汰
人
也
」
と

あ
り
。
(『
中
部
』
第
二
七
斎
宮
群
行
)

藤
原
通
憲
〔
正
六
位
上
〕

任
ヵ
：「
左
近
衛
府
」、「
蔵
人
、
将
監
正
六
位
上
高

階
朝
臣
通
憲
」
と
あ
り
。
(『
中
部
』
第
二
七
斎

宮
群
行
)

大
治
元
年
(
1
1
2
6
)
狛
光
則
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)

多
忠
方
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)

大
治
2
年
(
1
1
2
7
)

狛
光
則
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)/(『

中
右
』
大
治
2・
1・
2)

多
忠
方
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)/(『

中
右
』
大
治
2・
1・
2)

藤
原
通
憲
〔
従
五
位
下
〕
在
：
蔵
人
一
﨟
。
叙
爵
。
(『
中
右
』
大
治
2・
1・

19、『
蔵
人
』)

高
階
ヵ
盛
章
〔
―
〕

任
：
祭
除
目
に
お
い
て
左
近
将
監
に
任
ず
。
(『
中

右
』
大
治
2・
4・
3)

(
姓
不
詳
)
友
基
〔
―
〕

在
：
(『
中
右
』
大
治
2・
8・
14)

大
治
3
年
(
1
1
2
8
)
狛
光
則
〔
―
〕

在
：
円
勝
寺
供
養
の
時
、
奏
王
賞
、
左
一
者
栄
爵

を
蒙
る
も
子
則
友
に
譲
る
。
(『
中
部
』
第
二
九

諸
寺
供
養
、『
楽
所
』)

多
忠
方
〔
従
五
位
下
〕

在
：
円
勝
寺
供
養
の
時
、
胡
飲
酒
賞
に
よ
り
栄
爵
。

(『
中
部
』
第
二
九

諸
寺
供
養
、『
楽
所
』)/「

右

近
大
夫
将
監
」。
(『
宮
寺
』
仏
神
事
次
第
)

多
近
方
〔
―
〕

在
：
(『
宮
寺
』
仏
神
事
次
第
)

大
治
4
年
(
1
1
2
9
)

狛
光
則
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)/(『

中
右
』、『
長
秋
』
大
治
4・
1・

20)
多
忠
方
〔
従
五
位
下
〕

在
：
(『
楽
所
』)/(『

中
右
』、『
長
秋
』
大
治
4・
1・

20)
藤
原
季
正
〔
―
〕

在
：
(『
栄
昌
』
大
治
4・
7・
15)

藤
原
ヵ
宗
信
〔
従
五
位
下
〕
在
：
左
近
府
奏
労
あ
る
に
よ
り
給
爵
す
る
。
(『
中

右
』
大
治
4・
1・
7)

源
実
清
〔
従
五
位
下
〕

在
：
叙
爵
。
蔵
人
に
任
ず
。
(『
中
右
』
大
治
4・

1・
8)

橘
助
高
〔
―
〕

任
：
除
目
に
お
い
て
府
奏
に
よ
り
左
近
将
監
に
任

ず
。
(『
中
右
』
大
治
4・
10・

9)

藤
原
顕
遠
〔
―
〕

任
：
除
目
に
お
い
て
左
近
将
監
に
任
ず
。
(『
中
右
』

大
治
4・
10・
9)

大
治
5
年
(
1
1
3
0
)

狛
光
則
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)

多
忠
方
〔
従
五
位
下
〕

在
：
(『
楽
所
』)
/
(『
中
右
』大
治
5・
10・
1)
/
人
長
。

(『
宮
寺
』仏
神
事
次
第
)

紀
兼
俊
〔
―
〕

任
：
下
名
に
お
い
て
左
近
将
監
に
任
ず
。
(『
中
右
』

大
治
5・
2・
1)

源
実
清
〔
従
五
位
下
〕

在
：
叙
爵
。
蔵
人
に
任
ず
。
(『
中
右
』
大
治
5・

1・
8)

高
階
ヵ
盛
章
〔
―
〕

在
：
右
近
大
夫
。
(『
中
右
』
大
治
5・
11・
22)

天
承
元
年
(
1
1
3
1
)

狛
光
則
〔
従
五
位
下
〕

在
：
5
月
、
散
手
賞
に
よ
り
叙
爵
。
11
月
、
長
者

殿
下
春
日
詣
馬
場
院
賞
に
よ
り
栄
爵
。
(『
楽
所
』)

/(『
長
秋
』
天
承
1・
1・
2)

多
忠
方
〔
従
五
位
下
〕

在
：
正
月
、
朝
覲
行
幸
の
時
、
胡
飲
酒
賞
に
よ
り

叙
爵
・
栄
爵
。
(『
楽
所
』)/(『

長
秋
』
天
承
1・
1・

2)/(『
時
信
』
同
1・
11・
14)

藤
原
顕
遠
〔
―
〕

在
：
(『
時
信
』
天
承
1・
11・
21)

多
近
方
〔
―
〕

任
：
正
月
、朝
覲
行
幸
の
時
、採
桑
老
賞
に
よ
り
右
近

将
監
に
任
ず
。(『
楽
所
』)
/
(『
内
侍
所
御
神
楽
部

類
』天
承
元
年
)
/
(『
長
秋
』同
1・
1・
14)
/
(『
時
信
』

同
1・
11・
14)



近
衛
府
下
級
官
人
補
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稿

(2
)
(西
山
史
朗
)

一
一
八

長
承
元
年
(
1
1
3
2
)

狛
光
則
〔
従
五
位
下
〕

在
：
3
月
、
内
裏
臨
時
楽
の
時
、
散
手
賞
・
一
者
に

よ
り
栄
爵
。
10
月
、
白
河
阿
弥
陀
堂
供
養
の
時
、

散
手
賞
・
一
者
に
よ
り
栄
爵
。
(『
楽
所
』)
/
左
近

大
夫
。
(『
中
右
』
長
承
1・
2・
26)

多
忠
方
〔
従
五
位
下
〕

在
：
3
月
、
内
裏
臨
時
楽
の
時
、
胡
飲
酒
賞
・
一
者

に
よ
り
栄
爵
。
10
月
、
白
河
阿
弥
陀
堂
供
養
の

時
、
胡
飲
酒
賞
・
一
者
に
よ
り
栄
爵
。
(『
楽
所
』)/

右
近
大
夫
。
(『
中
右
』
長
承
1・
2・
26)

藤
原
盛
忠
〔
―
〕

在
：
蔵
人
。
(『
中
右
』
長
承
1・
1・
5、『
蔵
人
』)
多
近
方
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)/(『

中
右
』
長
承
1・
3・
9)

藤
原
顕
遠
〔
従
五
位
下
〕
在
ヵ
：
蔵
人
。
左
近
府
奏
に
よ
り
叙
爵
。
(『
中
右
』

長
承
1・
1・
5、『
蔵
人
』)

橘
盛
言
〔
―
〕

任
：
除
目
下
名
に
お
い
て
府
奏
に
よ
り
右
近
将
監

に
任
ず
。
(『
中
右
』
長
承
1・
1・
26)

高
階
泰
友
〔
従
五
位
下
ヵ
〕
在
：
叙
爵
か
。
(『
中
右
』
長
承
1・
4・
10)

長
承
2
年
(
1
1
3
3
)

狛
光
則
〔
従
五
位
下
〕

在
：
(『
楽
所
』)/(『

中
右
』
長
承
2・
1・
2)

多
忠
方
〔
従
五
位
下
〕

在
：
(『
楽
所
』)/(『

中
右
』
長
承
2・
1・
2)

(
姓
不
詳
)
忠
光
〔
―
〕

在
：
光
則
の
誤
り
か
。
(『
長
秋
』
長
承
2・
6・
19)

多
近
方
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)/(『

長
秋
』
長
承
2・
6・
19)

高
階
泰
友
〔
従
五
位
下
ヵ
〕

在
：
右
兵
衛
尉
に
遷
任
す
る
。(『
中
右
』長
承
2・
2・

28)
/
蔵
人
か
。「
自
左
近
衛
将
監
任
右
兵
衛
尉
也
」。

(『
魚
魯
』別
録
巻
第
七「
次
任
衛
府
者
」)

狛
光
則
〔
従
五
位
下
〕

在
：
2
月
、法
勝
寺
金
泥
一
切
経
供
養
の
時
、散
手
賞

に
よ
り
一
階
を
賜
う
。(『
中
右
』、『
長
秋
』同
3・
2・

17、『
楽
所
』)
/
楽
所「
上
日
无
、夜
无
」。外

従
五
位

下
。(『
平
遺
』2304)

多
忠
方
〔
従
五
位
下
〕

在
：
2
月
、
法
勝
寺
金
泥
一
切
経
供
養
の
時
、
胡
飲

酒
賞
に
よ
り
一
階
を
賜
う
。
(『
中
右
』、『
長
秋
』

同
3・
2・
17、『

楽
所
』)/楽

所
「
上
日
四
、
夜
四
」。

(『
平
遺
』
2304)

長
承
3
年
(
1
1
3
4
)
源
宗
長
〔
―
〕

在
：
(『
中
右
』
長
承
3・
11・
26)

多
近
方
〔
正
六
位
上
〕

在
：
(『
楽
所
』)/(『

中
右
』
長
承
2・
1・
5、『
長
秋
』

同
3・
2・
17)
/
楽
所
「
上
日
五
、
夜
二
」。
(『
平

遺
』
2304)

中
原
季
行
〔
正
六
位
上
〕

在
ヵ
：
外
記
奏
に
よ
り
左
近
将
監
に
任
ず
。※「

承
治

三
春
」に
編
者
注
記
と
し
て〔
長
〕と
あ
り
。「
長
治

三
」を
指
す
か
。(『
魚
魯
』巻
第
二「
他
司
奏
」)

藤
原
季
実
〔
従
五
位
下
〕
在
：
叙
爵
。
(『
中
右
』
長
承
2・
1・
5)

狛
光
則
〔
従
五
位
下
〕

在
：
正
月
朝
覲
行
幸
、
2
月
春
日
御
幸
の
時
、
散
手

賞
に
よ
り
一
階
を
賜
う
。
(『
中
右
』
保
延
1・
4・

27、『
楽
所
』)/(『

中
右
』、『
長
秋
』
同
1・
1・
4)

多
忠
方
〔
従
五
位
下
〕

故
：
正
月
、
朝
覲
行
幸
の
時
、
胡
飲
酒
賞
に
よ
り

一
階
を
賜
う
。
5
月
、
重
病
に
よ
り
将
監
を
辞
す
。

(『
中
右
』
保
延
1・
1・
4、『
楽
所
』
/
(『
長
秋
』、

『
知
信
』
同
1・
2・
8)/死

去
。「
年
五
十
余
、
十
四

代
舞
人
也
。」
(『
中
右
』
同
1・
6・
21)

中
原
貞
清
〔
―
〕

在
：
(『
長
秋
』、『
知
信
』
保
延
1・
2・
8)

保
延
元
年
(
1
1
3
5
)

多
近
方
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)/(『

長
秋
』
保
延
1・
1・
4)

藤
原
ヵ
盛
常
〔
(
五
位
)
〕
在
：「
右
近
大
夫
」。
(『
長
秋
』
保
延
1・
4・
15)

橘
景
通
〔
正
六
位
上
〕

在
：「
正
六
位
上
行
」。
(『
知
信
』
保
延
1・
2・
17)

保
延
2
年
(
1
1
3
6
)

狛
光
則
〔
従
五
位
下
〕

故
：
去
年
11
月
よ
り
重
病
に
よ
り
出
仕
せ
ず
。
一
者

17
年
。
正
月
、
死
去
。
(『
楽
所
』
)

多
近
方
〔
従
五
位
下
〕

在
：
3
月
、
勝
光
明
院
供
養
の
時
、
貴
徳
賞
・
一
者

に
よ
り
一
階
を
賜
う
。
(『
中
右
』
保
延
2・
3・
23、

『
楽
所
』)/10

月
、
法
金
剛
院
御
塔
供
養
の
時
、
貴

徳
賞
・
一
者
に
よ
り
一
階
を
賜
う
。
(『
中
右
』
同

2・
10・
15、『

楽
所
』)/(『

長
秋
』
同
2・
1・
5)

下
毛
野
敦
利
〔
―
〕

在
：
(『
長
秋
』
保
延
2・
1・
26)

狛
季
貞
〔
従
五
位
下
〕

任
：
3
月
、
勝
光
明
院
供
養
の
時
、
奏
王
・
一
者
の

賞
に
よ
り
左
近
将
監
に
任
ず
。
(『
中
右
』
保
延
2・

3・
23、『

楽
所
』)/10

月
、
法
金
剛
院
御
塔
供
養
の

時
、
万
歳
楽
・
一
者
に
よ
り
一
階
を
賜
う
。
(『
中

右
』
同
2・
10・
15、『

楽
所
』)

高
階
基
章
〔
―
〕

任
：
除
目
下
名
に
お
い
て
左
近
将
監
に
任
ず
。

(『
中
右
』
保
延
2・
1・
27)
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狛
光
時
〔
―
〕

任
：
10
月
、
法
金
剛
院
御
塔
供
養
の
時
、
散
手
賞

に
よ
り
左
近
将
監
に
任
ず
。
一
者
・
二
者
相
並
ん

で
将
監
は
初
例
。
(『
中
右
』
保
延
2・
10・
15、

『
楽
所
』)/(『

長
秋
』
同
2・
1・
5)

藤
原
宗
季
〔
―
〕

任
：
除
目
下
名
に
お
い
て
左
近
将
監
に
任
ず
。

(『
中
右
』
保
延
2・
1・
27)

保
延
3
年
(
1
1
3
7
)

狛
季
貞
〔
従
五
位
下
〕

在
：
康
治
元
年
4
月
に
76
歳
で
死
去
。
治
暦
3

年
生
。
一
者
1
年
。
以
降
『
楽
所
』
に
記
載
な
し
。

(『
楽
所
』)

多
近
方
〔
(
五
位
)
〕

在
：
(『
楽
所
』)

狛
光
時
〔
―
〕

在
：
8
月
、
日
吉
御
幸
の
時
、
季
貞
籠
居
に
よ
り
一

者
に
任
ず
。
(『
楽
所
』)

橘
成
貞
〔
―
〕

在
：
同
日
条
に
「
橘
盛
貞
」
あ
り
。
(『
台
記
』
保
安

3・
9・
24)

藤
原
宗
季
〔
―
〕

在
：
(『
台
記
』
保
安
3・
9・
24)

(
姓
不
詳
)
景
道
〔
―
〕

在
：
(『
台
記
』
保
安
3・
9・
24)

下
毛
野
敦
利
〔
―
〕

在
：
「
厚
利
」
に
つ
く
る
。
(『
台
記
』
保
安
3・
9・
24)

藤
原
貞
遠
〔
―
〕

在
：
(『
台
記
』
保
安
3・
9・
24)

保
延
4
年
(
1
1
3
8
)
狛
光
時
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)

多
近
方
〔
(
五
位
)
〕

在
：
(『
楽
所
』)

保
延
5
年
(
1
1
3
9
)
狛
光
時
〔
―
〕

在
：
正
月
、
朝
覲
行
幸
の
時
散
手
賞
に
よ
り
栄
爵
。

10
月
、
成
勝
寺
供
養
の
時
奏
王
賞
に
よ
り
栄
爵
。

(『
楽
所
』
)

多
近
方
〔
(
五
位
)
〕

在
：
正
月
、
朝
覲
行
幸
の
時
貴
徳
賞
に
よ
り
栄
爵
。

10
月
、
成
勝
寺
供
養
の
時
の
賞
を
も
っ
て
男
右
近

府
生
多
成
方
を
本
府
将
曹
に
任
ず
。
(『
楽
所
』
)

保
延
6
年
(
1
1
4
0
)
狛
光
時
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)

多
近
方
〔
(
五
位
)
〕

在
：
(『
楽
所
』)

永
治
元
年
(
1
1
4
1
)

狛
光
時
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)

多
近
方
〔
(
五
位
)
〕

在
：
(『
楽
所
』)

下
毛
野
敦
利
〔
―
〕

在
：
召
次
長
。「
厚
俊
」
に
つ
く
る
。
(『
兵
範
』
永

治
1・
3・
25)

狛
光
時
〔
従
五
位
下
〕

在
：
4
月
、
保
延
5
年
の
朝
覲
行
幸
賞
に
よ
り
叙

爵
。
以
降
、
加
階
の
記
述
が
頻
出
す
る
も
『
楽
所
』

で
は
「
五
位
」
と
記
載
さ
れ
る
。
(『
楽
所
』)/(『

台
記
』、『
世
紀
』
康
治
1・
3・
4)

多
近
方
〔
(
五
位
)
〕

在
：
(『
楽
所
』)/(『

世
紀
』
康
治
1・
3・
4)

高
階
資
泰
〔
正
六
位
上
〕
任
：
小
除
目
に
お
い
て
左
近
将
監
に
任
ず
。(『
世
紀
』

康
治
1・
2・
9)/蔵

人
。(『
世
紀
』康
治
1・
7・
17)

中
原
盛
季
〔
―
〕

在
：
(『
世
紀
』
康
治
1・
4・
23)

康
治
元
年
(
1
1
4
2
)
源
頼
方
〔
―
〕

在
：
(『
世
紀
』
康
治
1・
12・
12)

藤
原
重
方
〔
正
六
位
上
〕
任
：
蔵
人
。臨
時
除
目
に
お
い
て
右
近
将
監
に
任
ず
。

(『
世
紀
』康
治
1・
10・
10、11・

26、『
蔵
人
』)

藤
原
隆
憲
〔
正
六
位
上
〕
任
：
除
目
に
お
い
て
左
近
将
監
に
任
ず
。
(『
世
紀
』

康
治
1・
12・
21、『

蔵
人
』)

高
階
為
泰
〔
―
〕

任
：
除
目
に
お
い
て
父
高
階
基
章
の
譲
に
よ
り
右

近
将
監
に
任
ず
。
(『
世
紀
』
康
治
1・
12・
21)

源
仲
盛
〔
―
〕

在
：
(『
世
紀
』
康
治
1・
1・
5)

藤
原
仲
盛
〔
―
〕

在
：
(『
世
紀
』
康
治
1・
8・
19)

中
原
仲
盛
〔
―
〕

在
：
(『
世
紀
』
康
治
1・
10・
2)

(
姓
不
詳
)
元
時
〔
(
五
位
)
〕
在
：
(『
台
記
』
康
治
1・
11・
20)

狛
光
時
〔
(
五
位
)
〕

在
：
(『
楽
所
』)/(『

世
紀
』
康
治
2・
7・
28)

多
近
方
〔
(
五
位
)
〕

在
：
(『
楽
所
』)/(『

世
紀
』
康
治
2・
7・
28)

藤
原
範
兼
〔
―
〕

在
：
(『
世
紀
』
康
治
2・
1・
22)

高
階
為
泰
〔
―
〕

在
：
(『
世
紀
』
康
治
2・
1・
22)

康
治
2
年
(
1
1
4
3
)

藤
原
隆
憲
〔
正
六
位
上
〕

在
：
蔵
人
。
(『
台
記
』
康
治
2・
1・
18、『

世
紀
』

同
2・
4・
5)/八

十
嶋
祭
使
を
務
め
る
。
(『
世
紀
』

同
2・
11・
28)

藤
原
重
方
〔
従
五
位
下
〕
在
：
蔵
人
。
故
善
子
内
親
王
合
爵
に
よ
り
叙
爵
。

(『
世
紀
』
康
治
2・
4・
9)

中
原
範
兼
〔
―
〕

在
：
(『
世
紀
』
康
治
2・
7・
23)



近
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官
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)
(西
山
史
朗
)

一
二
〇

高
階
雅
親
〔
―
〕

在
：
辞
状
を
提
出
す
る
。(『
世
紀
』康
治
2・
9・
24)

天
養
元
年
(
1
1
4
4
)
狛
光
時
〔
(
五
位
)
〕

在
：
(『
楽
所
』)

多
近
方
〔
(
五
位
)
〕

在
：
(『
楽
所
』)/(『

台
記
』
天
養
1・
9・
5)

藤
原
隆
憲
〔
―
〕

在
：
蔵
人
。
(『
台
記
』
天
養
1・
1・
21)

久
安
元
年
(
1
1
4
5
)
狛
光
時
〔
(
五
位
)
〕

在
：
(『
楽
所
』)/(『

台
記
』久
安
1・
3・
2)

多
近
方
〔
(
五
位
)
〕

在
：
(『
楽
所
』)

狛
光
時
〔
(
五
位
)
〕

在
：
(『
楽
所
』)/朝

覲
行
幸
の
時
、
散
手
を
奏
し
勧

賞
。
一
階
を
給
う
。
(『
台
記
』、『
世
紀
』
久
安
2・

2・
1)

多
近
方
〔
(
五
位
)
〕

在
：
(『
楽
所
』)/朝

覲
行
幸
の
時
、
採
桑
老
を
奏
し

勧
賞
。
一
階
を
給
う
。
(『
台
記
』、『
世
紀
』
久
安

2・
2・
1)

久
安
2
年
(
1
1
4
6
)
(
姓
不
詳
)
仲
盛
〔
―
〕

在
：
(『
世
紀
』
久
安
2・
9・
9)

藤
原
兼
盛
〔
―
〕

在
：
(『
世
紀
』
久
安
2・
1・
5)

源
清
正
〔
―
〕

任
：
除
目
に
お
い
て
、
府
奏
に
よ
り
左
近
将
監
に

任
ず
。
(『
世
紀
』
久
安
12・
21)

中
原
兼
盛
〔
―
〕

在
：
(『
世
紀
』
久
安
2・
8・
24)

藤
原
貞
家
〔
―
〕

任
：
除
目
に
お
い
て
、
府
奏
に
よ
り
右
近
将
監
に

任
ず
。
(『
世
紀
』
久
安
12・
21)

久
安
3
年
(
1
1
4
7
)

狛
光
時
〔
(
五
位
)
〕

在
：
8
月
、
鳥
羽
殿
御
堂
供
養
の
時
、
左
方
一
者
、

散
手
賞
に
よ
り
一
階
を
賜
る
。
(『
台
記
』、『
世
紀
』

久
安
3・
8・
11、『

楽
所
』)

多
近
方
〔
(
五
位
)
〕

在
：
8
月
、
鳥
羽
殿
御
堂
供
養
の
時
、
右
方
一
者
、

貴
徳
賞
に
よ
り
一
階
を
賜
る
。
(『
台
記
』、『
世
紀
』

久
安
3・
8・
11、『

楽
所
』)

藤
原
行
兼
〔
―
〕

在
：
(『
世
紀
』
久
安
3・
1・
5)

高
階
為
泰
〔
正
六
位
上
〕
任
：
復
任
。(『
世
紀
』久
安
3・
5・
20)

藤
原
信
成
〔
正
六
位
上
〕
任
：
除
目
に
お
い
て
、
大
学
助
よ
り
左
近
将
監
に
任

ず
。
蔵
人
。
(『
世
紀
』
久
安
3・
1・
28、『

蔵
人
』
)
中
原
成
清
〔
―
〕

在
：
(『
世
紀
』
久
安
3・
10・
29)

藤
原
仲
盛
〔
―
〕

在
：
(『
世
紀
』
久
安
3・
2・
20)

藤
原
範
光
〔
―
〕

任
：
除
目
に
お
い
て
府
奏
に
よ
り
右
近
将
監
に
任

ず
。
(『
世
紀
』
久
安
3・
12・
21)

中
原
安
遠
〔
―
〕

任
：
除
目
に
お
い
て
府
奏
に
よ
り
左
近
将
監
に
任

ず
。
(『
世
紀
』
久
安
3・
12・
21)

(
姓
不
詳
)
仲
房
〔
―
〕

在
：
(『
教
長
』
久
安
3・
4・
10)

久
安
4
年
(
1
1
4
8
)

狛
光
時
〔
(
五
位
)
〕

在
：
(『
楽
所
』)/(『

台
記
』
久
安
4・
7・
21)

多
近
方
〔
(
五
位
)
〕

在
：
(『
楽
所
』)/(『

台
記
』
久
安
4・
7・
21)

(
姓
不
詳
)
重
俊
〔
―
〕

在
：「
近
衛
尉
」。
殺
害
さ
れ
る
。
(『
台
記
』
久
安

4・
7・
17)

藤
原
行
兼
〔
―
〕

在
：
(『
世
紀
』
久
安
4・
1・
17)/(『

台
記
』
久
安

4・
10・
24)

中
原
成
清
〔
―
〕

在
：
(『
世
紀
』
久
安
4・
1・
17)

(
姓
不
詳
)
行
方
〔
―
〕

在
：「
近
衛
尉
」。
(『
台
記
』
久
安
4・
11・
2)

平
教
盛
〔
従
五
位
下
〕

任
：
除
目
に
お
い
て
府
奏
に
よ
り
下
名
に
加
え
、

左
近
将
監
に
任
ず
。
(『
世
紀
』
久
安
4・
1・
28)/

蔵
人
。
叙
爵
。
(『
世
紀
』
同
4・
4・
27)

桑
原
助
遠
〔
―
〕

任
：
除
目
に
お
い
て
大
将
請
に
よ
り
下
名
に
加
え
、

右
近
将
監
に
任
ず
。
(『
世
紀
』
久
安
4・
1・
28)

藤
原
仲
盛
〔
―
〕

在
：
(『
世
紀
』
久
安
4・
2・
27)/同

姓
同
名
の
人

物
が
掃
部
助
と
み
え
る
。
(『
世
紀
』
同
4・
1・
28)

高
階
為
泰
〔
正
六
位
上
〕
在
：
(『
世
紀
』
久
安
4・
4・
23)

狛
光
時
〔
(
五
位
)
〕

在
：
3
月
、
延
勝
寺
供
養
の
時
、
太
平
楽
賞
に
よ
り
一

階
を
賜
る
。
(『
世
紀
』
久
安
5・
3・
20、『

楽
所
』
)

多
近
方
〔
(
五
位
)
〕

在
：
3
月
、
延
勝
寺
供
養
の
時
、
貴
徳
賞
に
よ
り
一

階
を
賜
る
。
(『
世
紀
』
久
安
5・
3・
20、『

楽
所
』)

源
宗
清
〔
―
〕

在
：
院
非
蔵
人
。
(『
世
紀
』
久
安
5・
3・
24)/元

院
昇
殿
。
(『
兵
範
』
同
5・
10・
10)

藤
原
範
光
〔
―
〕

在
：
(『
世
紀
』
久
安
5・
3・
24)

久
安
5
年
(
1
1
4
9
)
藤
原
仲
盛
〔
―
〕

在
：
(『
世
紀
』
久
安
5・
6・
6)

高
階
為
泰
〔
正
六
位
上
〕
在
：
同
月
19
日
条
に
は
「
左
近
将
監
」。
(『
世
紀
』

久
安
5・
4・
20)

源
邦
方
〔
―
〕

任
：
小
除
目
に
お
い
て
左
近
将
監
に
任
ず
。
(『
世

紀
』
久
安
5・
12・
30)

高
階
為
頼
〔
正
六
位
上
〕

任
：
蔵
人
。
小
除
目
に
お
い
て
右
近
将
監
に
任
ず
。

(『
世
紀
』
久
安
5・
9・
22)
/
蔵
人
。
(『
兵
範
』
同

5・
10・
19)



佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇

第
四
十
七
号

(二
〇
一
九
年
三
月
)

一
二
一

久
安
6
年
(
1
1
5
0
)

狛
光
時
〔
(
五
位
)
〕

在
：
10
月
、
美
福
門
院
に
お
い
て
法
勝
寺
金
泥
一

切
経
供
養
の
時
、
散
手
賞
に
よ
り
一
階
を
賜
る
。

(『
世
紀
』
久
安
6・
10・
2、『
楽
所
』)

多
近
方
〔
(
五
位
)
〕

在
：
10
月
、
美
福
門
院
に
お
い
て
法
勝
寺
金
泥
一

切
経
供
養
の
時
、
貴
徳
賞
に
よ
り
一
階
を
賜
る
。

(『
世
紀
』
久
安
6・
10・
2、『
楽
所
』)

橘
宗
清
〔
(
六
位
)
〕

在
：
院
蔵
人
。
(『
世
紀
』
久
安
6・
11・
25)

源
重
兼
〔
正
六
位
上
〕

任
：
除
目
に
お
い
て
右
近
将
監
に
任
ず
。
(『
世
紀
』

久
安
6・
12・
22)

藤
原
仲
盛
〔
―
〕

在
：
(『
世
紀
』
久
安
6・
7・
24)

高
階
為
頼
〔
正
六
位
上
〕
在
：
蔵
人
。
(『
台
記
』
久
安
6・
1・
19)

仁
平
元
年
(
1
1
5
1
)

狛
光
時
〔
(
五
位
)
〕

在
：
8
月
、
春
日
社
参
詣
の
時
、
興
福
寺
職
掌
官
首
た

る
に
よ
り
一
階
を
賜
る
。
(『
台
記
』
仁
平
1・
8・
11、

『
楽
所
』
)

多
近
方
〔
(
五
位
)
〕

在
：
(『
楽
所
』)/「

従
五
位
」。
(『
台
記
』
仁
平
1・

8・
10)/(『

山
槐
』
同
1・
10・
16)

藤
原
行
兼
〔
―
〕

在
：
(『
世
紀
』
仁
平
1・
8・
13)

藤
原
範
光
〔
―
〕

在
：
(『
世
紀
』
仁
平
1・
9・
19)

源
仲
盛
〔
―
〕

在
：
(『
世
紀
』
仁
平
1・
9・
19)

源
資
頼
〔
―
〕

任
：
崇
徳
上
皇
権
随
身
。
(『
台
記
』
仁
平
1・
8・

10)/兼
盛
不
仕
替
と
し
て
源
資
頼
を
右
近
将
監
に

任
ず
。
(『
大
間
』
第
六
「
替
」)

藤
原
安
遠
〔
―
〕

在
：
(『
世
紀
』
仁
平
1・
11・
14)

源
定
清
〔
正
六
位
上
〕

任
：
府
奏
に
よ
り
任
右
近
将
監
に
任
ず
。
(『
大
間
』

第
十
「
大
間
書
落
諸
司
諸
国
事
」)

源
邦
賢
〔
―
〕

在
：
崇
徳
上
皇
権
随
身
。
(『
台
記
』
仁
平
1・
8・

10)

平
資
頼
〔
正
六
位
上
〕

任
：
府
奏
に
よ
り
任
左
近
将
監
に
任
ず
。
(『
大
間
』

第
十
「
大
間
書
落
諸
司
諸
国
事
」)

中
原
季
行
〔
正
六
位
上
〕
任
：
外
記
奏
に
よ
り
任
左
近
将
監
に
任
ず
。
(『
大

間
』
第
十
「
大
間
書
落
諸
司
諸
国
事
」)

仁
平
2
年
(
1
1
5
2
)

狛
光
時
〔
従
五
位
下
〕

在
：
下
﨟
。
(『
兵
範
』
仁
平
2・
1・
24)/大

夫
将

監
。
(『
兵
範
』、『
台
記
』
同
2・
1・
26)/3

月
、
鳥

羽
殿
に
お
い
て
一
階
、
御
賀
後
宴
日
に
お
い
て
一

階
を
賜
る
。
藤
原
隆
長
の
舞
師
を
務
め
る
。
(『
兵

範
』、『
公
通
』
同
2・
3・
8、『
楽
所
』)/(『

山
槐
』

同
2・
3・
2)
/
宿
¨
。
従
五
位
下
。
上
日
二
、
夜

無
。
(『
兵
範
』
同
2・
4・
5)

多
近
方
〔
(
五
位
)
〕

故
：
大
夫
将
監
。
(『
兵
範
』
仁
平
2・
1・
24)/(『

台

記
』
同
2・
1・
26)
/4
月
、
病
に
よ
り
出
家
。
5

月
、
死
去
。
一
者
17
年
。「
高
麗
舞
之
貫
首
」。

寛
治
2
年
生
。
(『
世
紀
』
同
2・
5・
7、『
楽
所
』)

源
頼
方
〔
―
〕

在
：
(『
世
紀
』
仁
平
2・
3・
23)

源
重
兼
〔
―
〕

在
：
(『
世
紀
』
仁
平
2・
1・
5)

桑
原
助
遠
〔
―
〕

在
：
(『
世
紀
』
仁
平
2・
4・
19)

中
原
重
兼
〔
―
〕

在
：
(『
世
紀
』
仁
平
2・
1・
9)

藤
原
仲
盛
〔
―
〕

在
：
(『
世
紀
』
仁
平
2・
11・
4)

源
資
頼
〔
―
〕

在
：
(『
世
紀
』
仁
平
2・
12・
22)

源
宗
清
〔
正
六
位
上
〕

在
：「
未
到
」
と
あ
り
。
(『
兵
範
』
仁
平
2・
4・
5)
藤
原
範
光
〔
(
五
位
)
〕

在
：
(『
台
記
』
仁
平
2・
1・
26)/(『

兵
範
』
同
2・

11・
17)

仁
平
3
年
(
1
1
5
3
)

狛
光
時
〔
(
五
位
)
〕

在
：
大
夫
将
監
。
(『
兵
範
』
仁
平
3・
3・
3)
/11

月
、
藤
原
忠
通
馬
場
院
の
競
馬
に
お
い
て
一
階
を

賜
る
。
(『
台
記
』、『
兵
範
』、『
世
紀
』
同
3・
11・

27、『
楽
所
』)

源
資
頼
〔
―
〕

在
：
(『
世
紀
』
仁
平
3・
6・
20)

源
邦
賢
〔
―
〕

在
：
(『
世
紀
』
仁
平
3・
1・
16)/「

国
賢
」
に
つ

く
る
。
吉
田
祭
使
。
(『
台
記
』
同
3・
11・
23)

源
雅
亮
〔
従
五
位
下
〕

在
：
大
将
請
奏
に
よ
り
叙
爵
。
(『
世
紀
』
仁
平
3・

8・
28)
/
府
奏
に
よ
り
叙
爵
の
後
、
左
近
将
監
よ
り

皇
后
宮
少
進
に
任
ず
。
(『
台
記
』
同
3・
8・
28)

藤
原
行
兼
〔
―
〕

在
：
(『
世
紀
』
仁
平
3・
10・
6)

高
階
為
泰
〔
―
〕

在
：
(『
世
紀
』
仁
平
3・
9・
14)

源
宗
清
〔
―
〕

故
：
美
福
門
院
蔵
人
。
殺
害
さ
れ
る
。
(『
世
紀
』

仁
平
3・
12・
24)

紀
俊
宗
〔
―
〕

在
：
(『
世
紀
』
仁
平
3・
⑫
・
28)



近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿

(2
)
(西
山
史
朗
)

一
二
二

藤
原
有
安
〔
―
〕

在
：
辞
状
を
提
出
す
る
。
(『
世
紀
』
仁
平
3・
⑫
・

19)

久
寿
元
年
(
1
1
5
4
)

狛
光
時
〔
(
五
位
)
〕

在
：
(『
楽
所
』)/(『

台
記
』
久
寿
1・
4・
3)/大

夫

将
監
。
(『
兵
範
』
同
1・
8・
9)

藤
原
範
光
〔
(
五
位
)
〕

在
：
本
府
権
随
身
。
(『
兵
範
』
久
寿
1・
1・
30)

源
邦
賢
〔
―
〕

在
：
吉
田
神
社
神
馬
使
。
(『
台
記
』
久
寿
1・
11・

23)

久
寿
2
年
(
1
1
5
5
)

狛
光
時
〔
(
五
位
)
〕

在
：
(『
楽
所
』)/(『

兵
範
』
久
寿
2・
3・
3)

紀
俊
宗
〔
―
〕

在
：
(『
台
記
』
久
寿
2・
4・
20)

(
姓
不
詳
)
重
行
〔
―
〕

在
：
(『
兵
範
』
久
寿
2・
6・
8)

秦
貞
弘
〔
―
〕

在
：
「
左
近
衛
尉
」
と
あ
り
。
播
磨
貞
弘
と
混
同
あ
る

か
。
藤
原
頼
長
随
身
。
(『
台
記
』
久
寿
2・
4・
18)

藤
原
仲
盛
〔
―
〕

在
：
(『
台
記
』
久
寿
2・
4・
20)/(『

兵
範
』
同
2・

6・
8)

藤
原
景
安
〔
―
〕

在
：
(『
台
記
』
久
寿
2・
4・
20)

源
基
親
〔
―
〕

任
：
高
階
為
泰
辞
退
替
に
よ
り
源
基
親
を
右
近
将

監
に
任
ず
。
(『
大
間
』第
六「
替
」)/も

と
美
濃
掾
。

(『
大
間
』
第
七
「
本
司
奏
」)

藤
原
ヵ
成
憲
〔
(
五
位
)
〕
在
：
左
近
大
夫
。
(『
兵
範
』
久
寿
2・
3・
23)/「

右

近
大
夫
」
と
あ
り
。
(『
兵
範
』
同
2・
10・
26)

橘
以
政
〔
従
五
位
下
〕

在
：
蔵
人
。
(『
兵
範
』
久
寿
2・
10・
22、『

蔵
人
』)

/叙
爵
。
(『
兵
範
』
同
2・
11・
25)

藤
原
長
清
〔
―
〕

在
：
(『
兵
範
』
久
寿
2・
10・
29)

源
行
綱
〔
―
〕

在
ヵ
：
(同
上
)

藤
原
為
宗
〔
―
〕

在
ヵ
：
(同
上
)

高
階
俊
成
〔
―
〕

在
ヵ
：
(同
上
)

藤
原
家
輔
〔
―
〕

任
：
除
目
に
お
い
て
左
近
将
監
に
任
ず
。
崇
徳
天

皇
の
時
、
蔵
人
。
(『
兵
範
』
久
寿
2・
12・
25、『

為

親
』
同
2・
12・
26)/近

衛
天
皇
蔵
人
の
労
に
よ
り

左
近
将
監
に
任
ず
。
(『
大
間
』
第
八
「
旧
労
」)

秦
兼
弘
〔
―
〕

任
：
除
目
下
名
に
お
い
て
左
近
将
監
に
任
ず
。
(『
兵

範
』
久
寿
2・
12・
25、『

為
親
』
同
2・
12・
29)

保
元
年
間

狛
元
時
〔
―
〕

在
：
或
い
は
光
時
か
。「
保
元
頼
業
記
云
」と
あ
り
。

(『
御
即
位
次
第
』)

保
元
元
年
(
1
1
5
6
)

狛
光
時
〔
(
五
位
)
〕

在
：
(『
楽
所
』)/(『

兵
範
』
保
元
1・
3・
3)

藤
原
ヵ
成
憲
〔
(
五
位
)
〕
在
：
大
夫
将
監
。
(『
兵
範
』
保
元
1・
3・
10)

藤
原
永
清
〔
(
六
位
)
〕

在
：「
殿
勾
当
」
と
あ
り
。
(『
兵
範
』
保
元
1・
2・

5)
藤
原
有
康
〔
―
〕

任
：
除
目
に
お
い
て
右
近
将
監
に
任
ず
。
(『
兵
範
』

保
元
1・
12・
29)

藤
原
家
輔
〔
従
五
位
下
〕

在
：
(『
兵
範
』
保
元
1・
3・
29)
/
近
衛
院
蔵
人
。

(『
山
槐
』
同
1・
3・
29)/叙

爵
。
(『
兵
範
』
同
1・

8・
6)

(
姓
不
詳
)
章
光
〔
―
〕

在
ヵ
：
11
月
28
日
、
兵
部
丞
に
任
ず
。
元
右
近

将
監
。
将
監
よ
り
兵
部
丞
に
任
ず
る
例
、
分
明
な

ら
ず
に
よ
り
、
年
来
任
官
さ
れ
ず
。
し
か
る
に
、

こ
と
に
朝
恩
に
よ
っ
て
除
目
に
お
い
て
兵
部
丞
に

任
ず
。
(『
山
槐
』
除
目
部
類
)

下
毛
野
就
忠
〔
―
〕

任
：
(『
山
槐
』
保
元
1・
1・
27)

狛
光
時
〔
(
五
位
)
〕

在
：
(『
楽
所
』)/(『

兵
範
』
保
元
2・
3・
3)

藤
原
永
清
〔
―
〕

在
：
「
殿
勾
当
」
と
あ
り
。
(『
兵
範
』
保
元
2・
1・
12)

保
元
2
年
(
1
1
5
7
)
秦
兼
弘
〔
―
〕

在
：
(『
兵
範
』保
元
2・
4・
11)
/「
保
元
秦
兼
弘
元
為

将
監
。忽
被
補
将
曹
」。(『

吉
記
治
承
4・
4・
21』)

藤
原
仲
盛
〔
―
〕

在
：
(『
兵
範
』
保
元
2・
10・
27)
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教
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〇
一
九
年
三
月
)

一
二
三

平
ヵ
行
範
〔
(
五
位
)
〕

在
：
大
夫
将
監
。
(『
兵
範
』
保
元
2・
11・
9)

保
元
3
年
(
1
1
5
8
)

狛
光
時
〔
従
五
位
下
〕

在
：
(『
楽
所
』)
/
朝
覲
行
幸
に
お
い
て
散
手
賞
に

よ
り
一
階
を
賜
う
。
(『
兵
範
』
保
元
3・
1・
10)/

(『
兵
範
』
同
3・
6・
28)
/「
従
五
位
下
」。
(『
兵

範
』
同
3・
12・
17)

多
忠
節
〔
―
〕

任
：
(『
兵
範
』
保
元
3・
1・
10)/正

月
、
朝
覲
行

幸
の
時
、
右
近
将
曹
よ
り
右
近
将
監
に
任
ず
。

(『
楽
所
』)/(『

兵
範
』
同
3・
6・
28)

藤
原
ヵ
有
親
〔
―
〕

在
：
(『
兵
範
』
保
元
3・
5・
6)

源
親
行
〔
正
六
位
上
〕

任
：
除
目
下
名
に
お
い
て
左
近
将
監
に
任
ず
。
蔵

人
。
(『
兵
範
』
保
元
3・
1・
30、『

蔵
人
』)/蔵

人
。

(『
山
槐
』
同
3・
7・
30)
/
院
判
官
代
。
(『
兵
範
』

同
3・
12・
10)

秦
兼
弘
〔
―
〕

在
：
(『
兵
範
』保
元
3・
4・
20)
/
後
白
河
上
皇
随
身
。

(『
兵
範
』同
3・
8・
25)/「

左
近
将
監
」。「
天
下
一
物
」

に
よ
り
将
監
た
る
も
将
曹
と
し
て
召
さ
れ
る
。「
傍

若
無
人
」と
評
す
。(『
山
槐
』同
3・
8・
25)

藤
原
有
隆
〔
正
六
位
上
〕

任
：
坊
官
除
目
に
お
い
て
左
近
将
監
に
任
ず
。
蔵

人
。
(『
兵
範
』
保
元
3・
8・
23、『

蔵
人
』)/「

有

経
」
に
つ
く
る
。
(『
山
槐
』
同
3・
8・
23)

高
階
経
章
〔
正
六
位
上
〕

任
：
臨
時
除
目
に
お
い
て
左
近
将
監
に
任
ず
。

(『
兵
範
』
保
元
3・
10・
3)/蔵

人
。
(『
兵
範
』
同

3・
12・
8、『
蔵
人
』)

藤
原
重
頼
〔
―
〕

任
：
追
儺
の
除
目
に
お
い
て
左
近
将
監
に
任
ず
。

(『
兵
範
』
保
元
3・
12・
29)

狛
(
名
不
詳
)〔
従
五
位
下
〕
在
：
狛
光
時
か
。「
従
五
位
下
行
」。
(『
山
槐
』
保

元
3・
8・
2)

源
(
名
不
詳
)〔
正
六
位
上
〕
在
：
源
親
行
か
。「
正
六
位
上
行
」。
(同
上
)

藤
原
(名
不
詳
)〔
正
六
位
上
〕
在
：
藤
原
有
隆
か
。「
正
六
位
上
行
」。
(同
上
)

藤
原
(名
不
詳
)〔
正
六
位
上
〕
在
：「
正
六
位
上
行
」。
(同
上
)

秦
(
名
不
詳
)〔
正
六
位
上
〕
在
：
秦
兼
弘
か
。「
正
六
位
上
行
」。
(同
上
)

紀
(
名
不
詳
)〔
正
六
位
上
〕
在
：「
正
六
位
上
行
」。
(同
上
)

源
(
名
不
詳
)〔
正
六
位
上
〕
在
：「
正
六
位
上
行
」。
(同
上
)

藤
原
(名
不
詳
)〔
正
六
位
上
〕
在
：「
正
六
位
上
行
」。
(同
上
)

平
治
元
年
(
1
1
5
9
)
狛
光
時
〔
(
五
位
)
〕

在
：
(『
楽
所
』)/(『

山
槐
』
平
治
1・
2・
22)

多
忠
節
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)/(『

山
槐
』
平
治
1・
2・
13)

藤
原
季
遠
〔
―
〕

在
：
(『
山
槐
』
平
治
1・
1・
18)

藤
原
隆
成
〔
正
六
位
上
〕
在
：
蔵
人
。
(『
山
槐
』
平
治
1・
2・
21、『

蔵
人
』)

永
暦
元
年
(
1
1
6
0
)

狛
光
近
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)

多
忠
節
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)

藤
原
景
安
〔
―
〕

在
：
(『
山
槐
』
永
暦
1・
12・
26)

(
姓
不
詳
)
以
明
〔
―
〕

在
：
(『
山
槐
』
永
暦
1・
11・
23)

秦
兼
弘
〔
―
〕

在
：
(『
山
槐
』永
暦
1・
9・
21/12・

15)

応
保
元
年
(
1
1
6
1
)

狛
光
近
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)

多
忠
節
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)/(『

山
槐
』
応
保
1・
4・
4)

藤
原
範
忠
〔
―
〕

任
：
小
除
目
に
お
い
て
左
近
将
監
に
任
ず
。
(『
山

槐
』
応
保
1・
7・
23)

多
成
方
〔
―
〕

任
：
(『
山
槐
』
応
保
1・
4・
4)/5

月
、
右
近
将
曹

よ
り
右
近
将
監
に
任
ず
。
(『
楽
所
』)

応
保
2
年
(
1
1
6
2
)

狛
光
近
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)

多
忠
節
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)

多
成
方
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)

藤
原
宗
景
〔
―
〕

任
：
10
月
28
日
の
秋
除
目
に
お
い
て
、
府
奏
に

よ
り
右
近
将
監
に
任
ず
。
(『
山
槐
』
除
目
部
類
)

長
寛
元
年
(
1
1
6
3
)
狛
光
近
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)

多
忠
節
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)

多
成
方
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)

長
寛
2
年
(
1
1
6
4
)
藤
原
隆
仲
〔
―
〕

在
：
(『
山
槐
』
長
曆
2・
6・
26)



近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿

(2
)
(西
山
史
朗
)

一
二
四

永
万
元
年
(
1
1
6
5
)

狛
光
近
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)

多
忠
節
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)

中
原
行
盛
〔
―
〕

任
：
六
条
天
皇
即
位
に
伴
う
小
除
目
に
お
い
て
左

近
将
監
に
任
ず
。
(『
山
槐
』
永
万
1・
7・
22)

多
成
方
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)

藤
原
友
政
〔
―
〕

任
：
六
条
天
皇
即
位
に
伴
う
小
除
目
に
お
い
て
左

近
将
監
に
任
ず
。
(『
山
槐
』
永
万
1・
7・
22)

仁
安
元
年
(
1
1
6
6
)
狛
光
近
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)

多
忠
節
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)

中
原
経
時
〔
―
〕

在
：
(『
宮
寺
』
放
生
会
四
)

多
成
方
〔
―
〕

故
：
こ
の
年
死
去
。
(『
楽
所
』)

仁
安
2
年
(
1
1
6
7
)

狛
光
近
〔
(
五
位
)
〕

在
：
(『
楽
所
』)
/
東
宮
の
朝
覲
行
幸
に
お
い
て
一

階
を
賜
う
。
(『
玉
葉
』
仁
安
2・
1・
20)/東

宮
朝

覲
に
お
い
て
一
階
を
賜
う
。「
光
親
」
に
つ
く
る
。

(『
愚
昧
』
同
2・
1・
20)/(『

兵
範
』
同
2・
1・
20)

/「
左
近
官
人
」。
(『
愚
昧
』
同
2・
11・
16)/大

夫

将
監
。
(『
兵
範
』
同
2・
12・
19)

多
忠
節
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)
/
朝
覲
行
幸
に
お
い
て
一
階
を
賜

う
。
(『
兵
範
』、『
玉
葉
』
仁
安
2・
1・
20)

紀
久
信
〔
―
〕

在
：「
近
衛
尉
」。
御
厨
子
所
預
。
(『
兵
範
』
仁
安

2・
10・
25)

藤
原
ヵ
為
頼
〔
(
五
位
)
〕
在
：
左
近
大
夫
。
(『
兵
範
』
仁
安
2・
3・
20)

藤
原
親
実
〔
―
〕

在
：
(『
宮
寺
』
放
生
会
四
)

源
信
光
〔
(
六
位
)
〕

在
：
高
松
院
(
姝
子
内
親
王
)
判
官
代
。
(『
玉
葉
』

仁
安
2・
11・
9)

藤
原
範
忠
〔
―
〕

在
：
(『
宮
寺
』
放
生
会
四
)

仁
安
3
年
(
1
1
6
8
)

狛
光
近
〔
(
五
位
)
〕

在
：
(『
楽
所
』)/(『

兵
範
』
仁
安
3・
4・
13)/左

近

大
夫
。
(『
兵
範
』、『
玉
葉
』
同
3・
8・
4)

多
忠
節
〔
(
五
位
)
〕

在
：
(『
楽
所
』)/(『

兵
範
』
仁
安
3・
4・
13)/右

近

大
夫
。
(『
兵
範
』、『
玉
葉
』
同
3・
8・
4)
/
(『
愚

昧
』
同
3・
11・
16)

藤
原
親
実
〔
―
〕

在
：
(『
高
倉
院
御
即
位
記
』)

藤
原
能
頼
〔
正
六
位
上
〕
任
：
除
目
に
お
い
て
左
近
将
監
に
任
ず
。
蔵
人
。

(『
兵
範
』
仁
安
3・
12・
16、『

蔵
人
』)

高
階
経
仲
〔
従
五
位
下
〕

任
：
小
除
目
に
お
い
て
右
近
将
監
に
任
ず
。
蔵
人
。

(『
兵
範
』
仁
安
3・
9・
4、『
蔵
人
』)/叙

爵
。
(『
兵

範
』
同
3・
9・
12)

藤
原
盛
家
〔
―
〕

任
：
小
除
目
に
お
い
て
、
前
坊
立
官
の
功
に
よ
り

将
監
に
任
ず
。
(『
兵
範
』
仁
安
3・
3・
23)

大
神
基
賢
〔
―
〕

任
：
12
月
12
日
の
秋
除
目
に
お
い
て
、
左
近
将

監
に
人
任
ず
。
(『
山
槐
』
除
目
部
類
)

藤
原
親
実
〔
―
〕

在
：
(『
宮
寺
』
放
生
会
四
)

藤
原
範
忠
〔
―
〕

在
：
(『
宮
寺
』
放
生
会
四
)

嘉
応
元
年
(
1
1
6
9
)

狛
光
近
〔
(
五
位
)
〕

在
：
左
一
者
。
(『
楽
所
』)/左

一
者
。
(『
兵
範
』
嘉

応
1・
3・
3)

多
忠
節
〔
(
五
位
)
〕

在
：
右
一
者
。
(『
楽
所
』)

藤
原
能
頼
〔
従
五
位
下
〕

在
：
(『
兵
範
』
嘉
応
1・
2・
12)/「

右
近
将
監
」。

(『
兵
範
』
同
1・
2・
13)/一

昨
日
前
に
叙
爵
す
る
。

(『
兵
範
』
同
1・
2・
24)

秦
兼
頼
〔
―
〕

任
：
追
儺
除
目
に
お
い
て
右
近
将
監
に
任
ず
。

(『
兵
範
』
嘉
応
1・
12・
30)

平
宣
盛
〔
正
六
位
上
〕

任
：
小
除
目
に
お
い
て
左
近
将
監
に
任
ず
。
(『
兵

範
』
嘉
応
1・
3・
5)

源
景
頼
〔
―
〕

任
：
(『
兵
範
』嘉
応
1・
4・
16)/(『

宮
寺
』放
生
会
四
)

源
兼
親
〔
正
六
位
上
〕

任
：
小
除
目
に
お
い
て
賀
茂
行
幸
舞
人
犬
死
穢
の
た

め
、
左
近
将
監
に
任
ず
。
親
蔵
人
。
(『
兵
範
』
嘉
応

1・
8・
27)

藤
原
盛
家
〔
―
〕

在
：
(『
兵
範
』
嘉
応
1・
8・
29)

藤
原
宗
景
〔
―
〕

在
：
(『
兵
範
』
嘉
応
1・
10・
24)

狛
光
近
〔
(
五
位
)
〕

在
：
(『
楽
所
』)/(『

玉
葉
』
嘉
応
2・
1・
3)

多
忠
節
〔
(
五
位
)
〕

在
：
(『
楽
所
』)/(『

玉
葉
』
嘉
応
2・
1・
3)

嘉
応
2
年
(
1
1
7
0
)
中
臣
重
近
〔
―
〕

在
：
召
次
長
。
(『
兵
範
』
嘉
応
2・
4・
10)/(『

玉

葉
』
同
2・
4・
23)

藤
原
貞
経
〔
―
〕

任
：
祭
除
目
に
お
い
て
右
近
将
監
に
任
ず
。
(『
兵

範
』
嘉
応
2・
4・
7)
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学
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四
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七
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(二
〇
一
九
年
三
月
)

一
二
五

源
頼
景
〔
―
〕

在
：
(『
宮
寺
』
放
生
会
四
)

秦
兼
頼
〔
―
〕

在
：
(『
兵
範
』
嘉
応
2・
4・
10)

源
兼
親
〔
―
〕

在
：
蔵
人
。
(『
宮
寺
』
臨
時
祭
)

藤
原
親
実
〔
―
〕

在
：
(『
宮
寺
』
放
生
会
四
)

承
安
元
年
(
1
1
7
1
)
平
盛
房
〔
―
〕

任
：
12
月
8
日
の
秋
除
目
に
お
い
て
府
奏
に
よ

り
、
左
近
将
監
に
任
ず
。
(『
山
槐
』
除
目
部
類
)
源
惟
頼
〔
正
六
位
上
〕

在
：
(『
兵
範
』
承
安
1・
11・
27、『

蔵
人
』)

狛
光
近
〔
(
五
位
)
〕

在
：
(『
玉
葉
』
承
安
1・
4・
12)

多
忠
節
〔
(
五
位
)
〕

在
：
(『
玉
葉
』
承
安
1・
4・
12)

承
安
2
年
(
1
1
7
2
)

狛
光
近
〔
(
五
位
)
〕

在
：
(『
楽
所
』)

多
忠
節
〔
(
五
位
)
〕

在
：
(『
楽
所
』)/(『

玉
葉
』
承
安
2・
2・
3)

狛
季
時
〔
―
〕

故
：
こ
の
年
死
去
。
(『
楽
所
』)

源
惟
頼
〔
正
六
位
上
〕

在
：
蔵
人
。
(『
愚
昧
』
承
安
2・
3・
26、『

蔵
人
』)

高
階
業
基
〔
―
〕

任
ヵ
：「
功
、
府
奏
」
に
よ
り
丹
波
少
掾
よ
り
右
近

将
監
遷
任
を
申
す
。
(『
魚
魯
』
別
録
巻
第
一
「
承

安
二
年
春
除
目
申
文
目
録
」)

高
階
経
仲
〔
―
〕

在
：
(『
宮
寺
』
臨
時
祭
)

承
安
3
年
(
1
1
7
3
)
狛
光
近
〔
(
五
位
)
〕

在
：
(『
楽
所
』)/(『

玉
葉
』
承
安
3・
10・
17)

多
忠
節
〔
(
五
位
)
〕

在
：
(『
楽
所
』)/(『

玉
葉
』
承
安
3・
10・
17)

承
安
4
年
(
1
1
7
4
)

狛
光
近
〔
(
五
位
)
〕

在
：
(『
楽
所
』)/「

左
大
夫
将
監
」。
(『
玉
葉
』
承

安
4・
7・
28)/(『

吉
記
』
同
4・
8・
2)

多
忠
節
〔
(
五
位
)
〕

在
：
(『
楽
所
』)
/
散
位
。
(『
玉
葉
』
承
安
4・
7・

28)

中
臣
重
近
〔
―
〕

在
：
左
近
将
監
か
。
(『
玉
葉
』
承
安
4・
7・
23)/

(『
吉
記
』
同
4・
8・
6)

多
好
方
〔
―
〕

在
：
(『
吉
記
』
承
安
4・
8・
2)

高
階
業
基
〔
―
〕

在
：
雑
色
。
(『
玉
葉
』
承
安
4・
11・
12)

源
親
能
〔
―
〕

在
：
(『
宮
寺
』
放
生
会
四
)

藤
原
親
平
〔
―
〕

在
：
(『
宮
寺
』
放
生
会
四
)

安
元
元
年
(
1
1
7
5
)

狛
光
近
〔
(
五
位
)
〕

在
：
(『
楽
所
』)/(『

玉
葉
』
安
元
1・
12・
18)

多
好
方
〔
正
六
位
上
〕

在
：
(『
楽
所
』)/(『

平
遺
』
3705)

藤
原
仲
方
〔
正
六
位
上
〕
任
：
除
目
に
お
い
て
府
奏
に
よ
り
左
近
将
監
に
任

ず
。
(『
玉
葉
』
安
元
1・
12・
8)

秦
兼
頼
〔
正
六
位
上
〕

在
：
(『
山
槐
』
安
元
1・
8・
16)/(『

平
遺
』
3705)

多
忠
節
〔
(
五
位
)
〕

在
：
朝
覲
行
幸
に
お
い
て
胡
飲
酒
を
舞
う
に
よ
り

一
階
を
賜
う
。
(『
玉
葉
』
安
元
1・
1・
4)/「

右
近

大
夫
」。
(『
山
槐
』
同
1・
9・
13)

大
中
臣
成
綱
〔
正
六
位
上
〕
任
：
除
目
に
お
い
て
府
奏
に
よ
り
右
近
将
監
に
任

ず
。
(『
玉
葉
』
安
元
1・
12・
8)

狛
則
近
〔
―
〕

任
：
(『
玉
葉
』
安
元
2・
2・
21)/御

賀
臨
時
楽
の

時
抜
頭
賞
に
よ
り
左
近
将
監
に
任
ず
。
(『
楽
所
』、

『
玉
葉
』
同
2・
1・
30)

多
忠
節
〔
(
五
位
)
〕

在
：「
忠
時
」
に
つ
く
る
。
(『
玉
葉
』
安
元
2・
1・

23)/「
右
近
大
夫
。
非
将
監
」
と
あ
り
。
(『
玉
葉
』

同
2・
2・
21)/内

裏
臨
時
楽
に
お
い
て
一
階
を
賜

う
。
(『
玉
葉
』
同
2・
3・
16)

安
元
2
年
(
1
1
7
6
)

狛
光
近
〔
(
五
位
)
〕

在
：
(『
玉
葉
』
安
元
2・
1・
21)/御

賀
舞
の
舞
人

近
衛
将
の
舞
師
を
務
め
る
。
(『
玉
葉
』
同
2・
1・

23)
/「
装
束
異
常
、
興
福
寺
体
云
々
」
と
あ
り
。

内
裏
臨
時
楽
に
お
い
て
一
階
を
賜
う
。
(『
玉
葉
』

同
2・
3・
16)

藤
原
康
家
〔
正
六
位
上
〕
任
：
春
除
目
に
お
い
て
大
将
(平
重
盛
)請
に
よ
り

右
近
将
監
に
任
ず
。
(『
玉
葉
』
安
元
2・
1・
30)

藤
原
泰
基
〔
正
六
位
上
〕

任
：
春
除
目
に
お
い
て
府
奏
に
よ
り
左
近
将
監
に
任

ず
。
(『
玉
葉
』
安
元
2・
1・
30)
/『
大
間
』
で
は
高

階
泰
基
と
す
る
。
府
奏
に
よ
り
左
近
将
監
に
任
ず
。

も
と
能
登
大
掾
。
(『
大
間
』
第
七
「
本
司
奏
」
)

秦
兼
頼
〔
―
〕

在
：
後
白
河
上
皇
随
身
。
(『
玉
葉
』
安
元
2・
3・

5)/(『
吉
記
』
同
2・
4・
27)

中
臣
重
近
〔
―
〕

在
：
後
白
河
上
皇
随
身
。
(『
玉
葉
』
安
元
2・
3・

5)/(『
吉
記
』
同
2・
4・
27)

源
康
家
〔
正
六
位
上
〕

任
：
右
近
衛
大
将
平
重
盛
の
大
将
請
に
よ
り
藤
原

康
家
の
任
将
監
を
望
む
。
(『
大
間
』
第
六
「
請
」)

治
承
年
間

狛
光
近
〔
―
〕

在
：「
治
承
頼
業
記
云
」
と
あ
り
。
(『
御
即
位
次

第
』)



近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿

(2
)
(西
山
史
朗
)

一
二
六

治
承
元
年
(
1
1
7
7
)

狛
光
近
〔
(
五
位
)
〕

在
：
(『
楽
所
』)/「

光
親
」
に
つ
く
る
。「
左
近
大

夫
将
監
」、「
左
一
物
」。
(『
山
槐
』
治
承
1・
12・

17)/蓮
華
王
院
五
重
塔
供
養
に
お
い
て
散
手
を
舞

い
、
一
階
を
賜
う
。
(『
山
槐
』、『
玉
葉
』
同
1・

12・
17)

多
忠
節
〔
(
五
位
)
〕

在
：
(『
楽
所
』)/「

胡
飲
酒
右
近
大
夫
将
監
」、「
右

一
物
」、「
散
位
」。
(『
山
槐
』
治
承
1・
12・
17)/

蓮
華
王
院
五
重
塔
供
養
に
お
い
て
胡
飲
酒
を
舞

い
、
一
階
を
賜
う
。
(『
玉
葉
』
同
1・
12・
17)

藤
原
宗
景
〔
―
〕

在
：
(『
玉
葉
』
治
承
1・
7・
29)

藤
原
定
経
〔
―
〕

在
：
(『
平
遺
』
3787)

多
好
方
〔
―
〕

在
：
(『
山
槐
』
治
承
1・
12・
17)

治
承
2
年
(
1
1
7
8
)

狛
光
近
〔
(
五
位
)
〕

在
：
(『
楽
所
』)/(『

玉
葉
』
治
承
2・
10・
24)

多
忠
節
〔
(
五
位
)
〕

在
：
(『
楽
所
』)

狛
則
近
〔
―
〕

在
：「
則
親
」
に
つ
く
る
。
(『
玉
葉
』
同
2・
11・

2)
源
親
房
〔
―
〕

在
：
(『
山
槐
』
治
承
2・
11・
12)

源
景
頼
〔
―
〕

在
：
(『
愚
昧
』
治
承
2・
12・
15)

多
好
方
〔
―
〕

在
：
(『
玉
葉
』
治
承
2・
10・
29)

藤
原
宗
景
〔
―
〕

在
：
(『
宮
寺
』
放
生
会
四
)

藤
原
保
孝
〔
―
〕

在
：
(『
宮
寺
』
放
生
会
四
)

治
承
3
年
(
1
1
7
9
)

狛
光
近
〔
(
五
位
)
〕

在
：
(『
楽
所
』)

多
忠
節
〔
(
五
位
)
〕

在
：
(『
楽
所
』)/(『

玉
葉
』
治
承
3・
1・
2)/(『

山

槐
』
同
3・
3・
3)

藤
原
康
重
〔
正
六
位
上
〕
任
：
勧
学
院
別
当
奉
公
に
よ
り
任
左
右
近
将
監
に

任
ず
。
(『
大
間
』
第
八
「
勧
学
院
別
当
」)

源
満
実
〔
―
〕

在
：
左
衛
門
尉
源
忠
清
舎
弟
な
る
も
忠
清
に
所
領

争
論
に
よ
り
殺
害
。
(『
百
錬
抄
』
治
承
3・
5・
3)
多
近
久
〔
正
六
位
上
〕

任
：
除
目
に
お
い
て
右
近
将
監
に
任
ず
。
(『
山
槐
』

治
承
3・
1・
19)
/
除
目
に
お
い
て
将
監
に
任
ず
。

「
延
久
」
に
つ
く
る
。
(『
玉
葉
』
同
3・
1・
19)

源
忠
業
〔
正
六
位
上
〕

任
：
小
除
目
に
お
い
て
左
近
将
監
に
任
ず
。
(『
山

槐
』
治
承
3・
3・
11)

藤
原
定
経
〔
―
〕

在
：
(『
山
槐
』
治
承
3・
3・
15)

源
信
政
〔
正
六
位
上
〕

在
：
(『
玉
葉
』
治
承
3・
8・
11)/蔵

人
。
(『
玉
葉
』

同
3・
11・
5、『
蔵
人
』)/(『

山
槐
』
同
3・
12・
5)
中
原
資
清
〔
―
〕

任
：
府
奏
に
よ
り
右
近
将
監
に
任
ず
。
も
と
美
作

大
掾
。
(『
大
間
』
第
七
「
本
司
奏
」)

惟
宗
親
重
〔
―
〕

在
：
(『
宮
寺
』
放
生
会
四
)

藤
原
保
孝
〔
―
〕

在
：
(『
宮
寺
』
放
生
会
四
)

狛
光
近
〔
(
五
位
)
〕

在
：
(『
楽
所
』)/(『

安
徳
天
皇
御
即
位
記
』)

多
忠
節
〔
(
五
位
)
〕

在
：
翌
年
、
散
位
。
(『
楽
所
』)

藤
原
時
経
〔
正
六
位
上
〕
在
：
(『
安
徳
天
皇
御
即
位
記
』)
/
蔵
人
の
一

﨟
。

(『
山
槐
』
治
承
4・
3・
4、『
蔵
人
』)

藤
原
仲
資
〔
―
〕

在
：
(『
安
徳
天
皇
御
即
位
記
』)

惟
宗
宗
親
〔
―
〕

任
：
(『
安
徳
天
皇
御
即
位
記
』)

藤
原
資
清
〔
―
〕

在
：
(『
安
徳
天
皇
御
即
位
記
』)

藤
原
盛
連
〔
―
〕

任
：
(『
安
徳
天
皇
御
即
位
記
』)

多
好
方
〔
―
〕

在
：「
右
将
曹
」
と
あ
り
。
(『
山
槐
』
治
承
4・
12・

7)

治
承
4
年
(
1
1
8
0
)

源
親
能
〔
―
〕

在
：
左
近
中
将
代
を
務
め
る
。
(『
安
徳
天
皇
御
即

位
記
』)

中
原
資
清
〔
―
〕

在
：
(『
玉
葉
』
治
承
4・
5・
6)

高
階
親
家
〔
従
五
位
下
〕

任
：
除
目
に
お
い
て
将
監
に
任
ず
。「
右
近
衛
府
」。

(『
吉
記
』
治
承
4・
4・
1)/蔵

人
。「
右
近
将
監
」。

(『
吉
記
』
同
4・
4・
26)/蔵

人
。
(『
山
槐
』
同
4・

4・
26、『

蔵
人
』)/叙

爵
。
(『
山
槐
』
同
4・
9・
16)

/蔵
人
。
(『
宮
寺
』
臨
時
祭
)

藤
原
邦
隆
〔
従
五
位
下
〕
在
：
蔵
人
。
叙
爵
。
(『
山
槐
』
治
承
4・
7・
27)

源
信
政
〔
正
六
位
上
〕

在
：
蔵
人
。
三
﨟
。
(『
山
槐
』除
目
部
類
、『
蔵
人
』)

/
蔵
人
。
院
判
官
代
。「
右
近
将
監
」。
(『
吉
記
』

治
承
4・
4・
26)

養
和
元
年
(
1
1
8
1
)
狛
光
近
〔
(
五
位
)
〕

在
：
(『
玉
葉
』
養
和
1・
3・
12)

藤
原
宗
景
〔
―
〕

任
：
御
即
位
功
に
よ
り
任
右
近
将
監
を
申
す
。
或

い
は
「
家
景
」
か
。
(『
吉
記
』
養
和
1・
3・
24)/

除
目
に
お
い
て
右
近
将
監
に
任
ず
。
或
い
は
「
家

景
」、「
家
業
」
か
。
(『
吉
記
』
同
1・
3・
26)



佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇

第
四
十
七
号

(二
〇
一
九
年
三
月
)

一
二
七

源
雅
経
〔
―
〕

在
：
蔵
人
。
(『
愚
昧
』
養
和
1・
2・
6)/蔵

人
に
任

ず
。
(『
吉
記
』
同
1・
5・
30)

中
原
季
良
〔
―
〕

任
：
鳥
羽
安
楽
寿
院
供
養
功
に
よ
り
任
将
監
を
申

す
。
(『
吉
記
』
養
和
1・
3・
24)/除

目
下
名
に
お
い

て
右
近
将
監
に
任
ず
。
(『
吉
記
』
養
和
1・
3・
29)

藤
原
家
実
〔
―
〕

任
：
賭
射
功
に
よ
り
任
左
近
将
監
を
申
す
。
(『
吉

記
』
養
和
1・
3・
24)/除

目
に
お
い
て
左
近
将
監

に
任
ず
。
(『
吉
記
』
同
1・
3・
26)

藤
原
実
景
〔
―
〕

在
：
右
近
将
監
を
辞
職
す
る
。
藤
原
宗
景
か
。

(『
吉
記
』
養
和
1・
9・
23)

源
忠
兼
〔
―
〕

任
：
除
目
に
お
い
て
、御
更
衣
用
途

幷
鴨
社
遷
宮
功

に
よ
り
左
近
将
監
に
任
ず
。(『
吉
記
』養
和
1・
9・
23)

中
原
信
親
〔
―
〕

任
：
除
目
に
お
い
て
大
将
請
に
よ
り
右
近
将
監
に

任
ず
。
(『
吉
記
』
養
和
1・
11・
28)

藤
原
仲
保
〔
―
〕

任
：
除
目
に
お
い
て
大
将
請
に
よ
り
左
近
将
監
に

任
ず
。
(『
吉
記
』
養
和
1・
11・
28)

中
原
資
清
〔
―
〕

在
：
(『
宮
寺
』
放
生
会
四
)

藤
原
資
実
〔
―
〕

任
：
除
目
に
お
い
て
左
近
将
監
に
任
ず
。
(『
吉
記
』

養
和
1・
11・
28)

藤
原
範
光
〔
―
〕

在
：
(『
宮
寺
』
放
生
会
四
)

寿
永
元
年
(
1
1
8
2
)

狛
光
近
〔
(
五
位
)
〕

故
：
4
月
、
死
去
。
(『
楽
所
』)

多
好
方
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)

狛
則
近
〔
―
〕

在
：
一
者
。
(『
楽
所
』)

多
近
久
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)

源
雅
経
〔
従
五
位
下
〕

在
：
(『
山
槐
』除
目
部
類
、『
蔵
人
』)
/
蔵
人
。(『
吉

記
』寿
永
1・
3・
24)/叙

爵
。(『
吉
記
』同
1・
7・
24)

多
好
節
〔
―
〕

任
：
父
多
好
方
宮
人
賞
に
よ
り
右
近
将
監
に
任
ず
。

(『
楽
所
』)

平
教
実
〔
―
〕

任
：
除
目
下
名
に
お
い
て
左
近
将
監
に
任
ず
。

(『
吉
記
』
寿
永
1・
3・
11)

高
階
親
家
〔
(
五
位
)
〕

在
：「
右
近
大
夫
将
監
」。
(『
吉
記
』
寿
永
1・
3・

24)/(『
宮
寺
』
臨
時
祭
)

多
景
節
〔
―
〕

任
：
除
目
下
名
に
お
い
て
多
忠
節
の
胡
飲
酒
賞
の

譲
り
に
よ
り
左
近
将
監
に
任
ず
。
(『
吉
記
』
寿
永

1・
3・
11)

藤
原
保
孝
〔
―
〕

在
：
(『
宮
寺
』
放
生
会
四
)

藤
原
資
定
〔
―
〕

在
：
(『
宮
寺
』
放
生
会
四
)

藤
原
雅
経
〔
―
〕

在
：
蔵
人
。源
雅
経
と
同
一
か
。(『
宮
寺
』臨
時
祭
)

寿
永
2
年
(
1
1
8
3
)

狛
則
近
〔
―
〕

在
：
2
月
、朝
覲
行
幸
の
時
、万
歳
楽
賞
。(『
楽
所
』)

豊
原
利
秋
〔
―
〕

任
：
(『
楽
所
』)

高
階
業
基
〔
―
〕

在
：
(『
宮
寺
』
放
生
会
四
)

多
好
節
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)

藤
原
親
輔
〔
―
〕

在
：
蔵
人
。
(『
宮
寺
』
臨
時
祭
)

藤
原
保
孝
〔
―
〕

在
：
(『
宮
寺
』
放
生
会
四
)

元
暦
元
年
(
1
1
8
4
)

狛
則
近
〔
―
〕

在
：
(『
山
槐
』
元
暦
1・
8・
22)/12

月
、
藤
原
基

通
御
春
日
詣
馬
場
院
賞
。
(『
楽
所
』)

大
神
宗
賢
〔
―
〕

任
：
大
神
元
賢
男
。
右
近
将
監
に
任
ず
。
(『
楽

所
』)

中
臣
近
武
〔
―
〕

在
：「
候
院
」。
(『
玉
葉
』
元
暦
1・
12・
16)

藤
原
ヵ
家
輔
〔
(
五
位
)
〕
在
：「
左
近
大
夫
」。
(『
山
槐
』
元
暦
1・
8・
13)

多
節
近
〔
―
〕

任
：
右
近
将
監
に
任
ず
。
(『
楽
所
』)

下
毛
野
武
成
〔
―
〕

在
：「
本
府
」。
(同
上
)

多
景
節
〔
―
〕

在
：
(『
山
槐
』
元
暦
1・
8・
22)

豊
原
利
秋
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)

大
江
頼
成
〔
―
〕

任
：
除
目
下
名
に
お
い
て
左
近
将
監
に
任
ず
。

(『
吉
記
』
元
暦
1・
4・
2)

源
有
資
〔
正
六
位
上
〕

在
：
蔵
人
。
二

﨟
。
(『
山
槐
』
元
暦
1・
7・
28、

『
蔵
人
』)

多
近
久
〔
―
〕

在
：
(『
山
槐
』
元
暦
1・
8・
22)

多
好
方
〔
―
〕

在
：
(『
山
槐
』
元
暦
1・
8・
22)

源
有
資
〔
―
〕

在
：
(『
親
経
』
元
暦
1・
7・
28)/(『

宮
寺
』
臨
時

祭
)

文
治
元
年
(
1
1
8
5
)
狛
則
近
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)/(『

続
録
』
東
大
寺
仏
開
眼
供
養
事

文
治
記
』)

豊
原
利
秋
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)

中
臣
近
武
〔
―
〕

在
：
(『
玉
葉
』
文
治
1・
6・
21)

大
神
宗
賢
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)



近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿

(2
)
(西
山
史
朗
)

一
二
八

多
近
久
〔
―
〕

在
：「
左
右
両
府
近
習
者
、凡
日
本
第
一
京
童
。又
能

聞
秘
事
」と
評
す
。(『
玉
葉
』文
治
1・
10・
18)

源
光
景
〔
―
〕

在
：
(『
続
録
』
東
大
寺
仏
開
眼
供
養
事
文
治
記
』)

文
治
2
年
(
1
1
8
6
)

狛
則
近
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)

豊
原
利
秋
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)

大
神
宗
賢
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)

多
好
方
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)

多
近
久
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)

多
好
節
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)

藤
原
資
実
〔
―
〕

在
：
(『
宮
寺
』
臨
時
祭
)

文
治
3
年
(
1
1
8
7
)

狛
則
近
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)
/
石
清
水
八
幡
宮
よ
り
遷
幸
後
の

鳥
羽
殿
に
お
け
る
朝
覲
に
お
い
て
一
階
を
賜
う
。

(『
玉
葉
』
文
治
3・
11・
8)

豊
原
利
秋
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)
/
石
清
水
八
幡
宮
よ
り
遷
幸
後
の

鳥
羽
殿
に
お
け
る
朝
覲
に
お
い
て
一
階
を
賜
う
。

(『
玉
葉
』
文
治
3・
11・
8)

大
神
宗
賢
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)

多
好
方
〔
―
〕

在
：
(『
玉
葉
』
文
治
3・
10・
30)

中
臣
近
武
〔
―
〕

在
：
召
次
長
。
(『
定
長
』
文
治
3・
7・
25)

文
治
4
年
(
1
1
8
8
)

狛
則
近
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)

豊
原
利
秋
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)

狛
光
重
〔
―
〕

任
：
春
除
目
の
と
き
、
左
近
将
監
に
任
ず
。
(『
楽

所
』)

大
神
宗
賢
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)

狛
則
房
〔
―
〕

任
：
左
近
将
監
に
任
ず
。
(『
楽
所
』)

中
臣
近
武
〔
―
〕

在
：
(『
玉
葉
』
文
治
4・
1・
26)/「

近
衛
舎
人
之

中
、
当
世
容
儀
之
者
」
の
1
人
に
あ
が
る
。
(『
玉

葉
』
同
4・
1・
27)/後

白
河
上
皇
随
身
。
(『
玉
葉
』

同
4・
1・
29)

狛
式
近
〔
―
〕

在
：
(『
玉
葉
』
文
治
4・
1・
29)

平
時
綱
〔
―
〕

在
：
(『
玉
葉
』
文
治
4・
8・
4)

狛
則
近
〔
従
五
位
下
〕

在
：
2
月
、
叙
爵
。
(『
楽
所
』)

多
好
方
〔
従
五
位
下
〕

在
：
12
月
、
叙
爵
。
(『
楽
所
』)

中
臣
近
武
〔
―
〕

在
：
(『
玉
葉
文
治
5・
5・
14』)

文
治
5
年
(
1
1
8
9
)
藤
原
宣
房
〔
(
五
位
)
〕

任
：
正
月
18
日
の
除
目
に
お
い
て
、「
左
近
大
夫
」

よ
り
刑
部
権
大
輔
に
任
ず
。
(『
山
槐
』除
目
部
類
)
豊
原
利
秋
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)

大
神
宗
賢
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)

藤
原
時
資
〔
―
〕

在
：
(『
愚
昧
』
文
治
5・
7・
9)

建
久
元
年
(
1
1
9
0
)

狛
則
近
〔
従
五
位
下
〕

在
：
(『
楽
所
』)

多
好
方
〔
従
五
位
下
〕

在
：
(『
楽
所
』)

中
臣
近
武
〔
―
〕

在
：
(『
愚
昧
』
建
久
1・
1・
27)

豊
原
利
秋
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)

大
神
宗
賢
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)

建
久
2
年
(
1
1
9
1
)

狛
則
近
〔
従
五
位
下
〕

在
：
(『
楽
所
』)

多
好
方
〔
従
五
位
下
〕

在
：
(『
楽
所
』)/(『

玉
葉
』
建
久
2・
8・
27)

豊
原
利
秋
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)

大
神
宗
賢
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)/(『

玉
葉
』
建
久
2・
4・
13)

平
時
綱
〔
―
〕

在
：
梅
宮
祭
使
。
(『
玉
葉
』
建
久
2・
4・
8)

建
久
3
年
(
1
1
9
2
)

狛
則
近
〔
従
五
位
下
〕

在
：
(『
楽
所
』)

多
好
方
〔
従
五
位
下
〕

在
：
(『
楽
所
』)

中
臣
近
武
〔
―
〕

在
：
(『
玉
葉
』
建
久
3・
2・
13)/「

御
随
身
」。『
明

月
』
同
3・
3・
19)

豊
原
利
秋
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)

大
神
宗
賢
〔
―
〕

在
：
(『
楽
所
』)



翻

訳

張
竹
坡
﹁
金
瓶
梅
寓
意
説
﹂
訳
注
稿

安

部

浩

子

〔
抄

録
〕

『金
瓶
梅
﹄
第
一
奇
書
本
は
︑
崇
禎
本
系
の
テ
キ
ス
ト
に
張
竹
坡

(一
六

七
〇
～
一
六
九
八
)
が
批
評
を
施
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
︑
康
熙
三
十
四

年

(一
六
九
五
)
の
序
を
持
つ
︒
巻
頭
に
は
︑
謝
頤
に
よ
る
﹁
序
﹂
の
ほ
か
︑

﹁
竹
坡
閑
話
﹂﹁
金
瓶
梅
寓
意
説
﹂﹁
第
一
奇
書
金
瓶
梅
趣
談
﹂﹁
雑
録
﹂﹁
第

一
奇
書
非
淫
書
論
﹂﹁
凡
例
﹂﹁
苦
孝
説
﹂﹁
第
一
奇
書
目
﹂﹁
冷
熱
金
針
﹂

﹁
批
評
第
一
奇
書
金
瓶
梅
読
法
﹂
が
収
め
ら
れ
︑
各
回
の
前
に
回
評
︑
本
文

に
夾
批
・
眉
批
・
旁
批
が
付
さ
れ
て
い
る
︒﹁
金
瓶
梅
寓
意
説
﹂
は
︑
登
場

人
物
の
名
前
や
地
名
等
に
託
さ
れ
た
寓
意
を
理
解
す
る
こ
と
が
﹃
金
瓶
梅
﹄

を
読
み
解
く
上
で
の
重
要
な
鍵
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
︒

キ
ー
ワ
ー
ド

金
瓶
梅
寓
意
説
︑
張
竹
坡
︑﹃
金
瓶
梅
﹄
第
一
奇
書
本
︑
小

説
批
評

は
じ
め
に

本
稿
は
︑﹃
金
瓶
梅
﹄
第
一
奇
書
本
の
巻
頭
に
収
め
ら
れ
た
張
竹
坡
に
よ
る
評

の
中
か
ら
︑﹁
金
瓶
梅
寓
意
説
﹂
の
訳
注
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
︒

張
竹
坡
は
徐
州
の
人
︒
名
は
道
深
︑
字
は
自
得

(又
は
自
徳
)︑
竹
坡
は
号
で

あ
る
︒
彼
の
生
涯
を
知
る
資
料
と
し
て
︑
弟
道
淵
に
よ
る
﹁
仲
兄
竹
坡
伝
﹂
(﹃
張

氏
族
譜
﹄
所
収
)
が
あ
る
︒
こ
れ
に
よ
る
と
︑
六
歳
で
詩
を
賦
し
︑
私
塾
に
あ
が

る
と
試
験
問
題
を
ち
ら
り
と
見
た
だ
け
で
す
ら
す
ら
暗
誦
で
き
た
︒
読
書
は
一
目

で
十
数
行
を
読
み
︑
特
に
小
説
を
読
む
時
は
枯
葉
が
風
に
翻
る
よ
う
に
頁
を
め

く
っ
た
︒
科
挙
は
郷
試
を
五
度
受
験
し
た
が
合
格
し
な
か
っ
た
︒﹃
金
瓶
梅
﹄
批

評
は
﹁﹃
金
瓶
梅
﹄
の
筋
立
て
の
細
密
さ
を
知
る
者
は
︑
金
聖
嘆
亡
き
今
︑
世
の

中
に
稀
で
あ
る
か
ら
︑
私
が
そ
れ
を
指
摘
す
る
の
だ
﹂
と
︑
戸
に
鍵
を
か
け
て
十

数
日
で
完
成
さ
せ
た
︒
金
陵

(南
京
)
で
こ
れ
を
出
版
す
る
と
︑
遠
近
を
問
わ
ず

購
わ
れ
︑
来
客
が
ひ
っ
き
り
な
し
と
な
っ
た
が
︑
そ
の
版
木
を
お
い
て
北
上
し
︑

旧
友
の
伝
手
で
永
定
河
の
治
水
に
携
わ
っ
た
︒
そ
の
か
た
わ
ら
徹
夜
の
読
書
を
続

け
︑
二
十
九
歳
の
若
さ
で
突
然
血
を
吐
い
て
亡
く
な
っ
た(1
)︒

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇

第
四
十
七
号

(二
〇
一
九
年
三
月
)

一
二
九



｢金
瓶
梅
寓
意
説
﹂
は
︑
登
場
人
物
の
名
前
︑
地
名
︑
物
名
等
に
託
さ
れ
た
寓

意
を
理
解
す
る
こ
と
が
︑﹃
金
瓶
梅
﹄
読
解
上
の
重
要
な
鍵
で
あ
る
こ
と
を
述
べ

る
︒
こ
の
作
品
解
釈
の
手
法
は
︑
批
評
史
上
﹁
索
隠
派
﹂
の
先
駆
と
見
な
さ
れ
る

こ
と
が
あ
る
一
方
で(2
)︑

内
容
に
牽
強
付
会
な
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
も
い
わ
れ
て
い

る(3
)︒

と
も
あ
れ
︑
張
竹
坡
の
批
評
法
の
全
体
像
を
理
解
す
る
た
め
に
は
︑
こ
れ
を

把
握
し
て
お
く
こ
と
は
や
は
り
必
要
で
︑
意
味
が
あ
る
︒
こ
れ
が
︑
今
回
こ
の
文

章
を
訳
出
し
よ
う
と
考
え
た
理
由
で
あ
る
︒
本
稿
は
底
本
と
し
て
﹃
彭
城
張
竹
坡

批
評
金
瓶
梅
第
一
奇
書(4
)﹄

(以
下
底
本
と
略
す
)
を
使
用
し
て
い
る
︒
訳
文
は
大

方
の
意
を
伝
え
る
こ
と
を
第
一
と
し
た
た
め
︑
か
な
ら
ず
し
も
逐
語
訳
と
は
な
っ

て
い
な
い
︒
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
原
文
に
な
い
表
現
を
補
っ
た
箇
所
︑
該
当
す

る
事
象
や
物
語
が
記
述
さ
れ
て
い
る
回
数
︑
簡
単
な
注
釈
は
丸
括
弧

(

)
で
︑

音
の
類
似
等
に
よ
り
通
じ
さ
せ
て
解
釈
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
漢
字
は
角
括
弧

﹇

﹈
で
示
し
た
︒
訳
注
で
本
文
に
触
れ
る
場
合
も
︑
上
記
底
本
に
よ
る
︒

｢
金
瓶
梅
寓
意
説
﹂
訳

小
説
と
い
う
も
の
は
︑
寓
言
で
あ
る(5
)︒

小
説
は
あ
る
一
人
の
人
物
を
捏
造
し
た

り
︑
あ
る
一
つ
の
事
を
幻
造
し
た
り
す
る
が
︑
(そ
の
よ
う
に
)
虚
構
と
は
い
え
︑

ま
た
山
に
依
っ
て
石
を
点
じ
︑
海
を
借
り
て
波
を
揚
げ
る
と
い
う
よ
う
に
必
ず
基

づ
く
と
こ
ろ
が
あ
る
︒
だ
か
ら
﹃
金
瓶
梅
﹄
と
い
う
一
冊
の
書
物
の
中
に
︑
知
ら

れ
た
人
は
百
人
以
上
登
場
す
る
が
︑
そ
の
来
歴
を
探
求
す
る
と
︑
大
半
は
皆
寓
言

に
属
す
る
︒
従
っ
て
物
に
よ
っ
て
名
を
つ
け
︑
名
前
に
あ
る
事
柄
を
託
し
て
︑
こ

の
曲
折
の
多
い
百
回
に
わ
た
る
書
物
を
作
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
︒
西
門

慶
・
潘
金
蓮
・
王
婆
・
武
大
・
武
二
の
よ
う
に
︑﹃
水
滸
伝
﹄
の
中
に
も
と
か
ら

い
た
人
物
で
︑﹃
金
瓶
梅
﹄
に
そ
の
ま
ま
登
場
す
る
人
物
に
つ
い
て
は
論
じ
な
い
︒

そ
れ
で
は
な
ぜ
瓶

(李
瓶
児
)
と
梅

(春
梅
)
と
が
い
る

(登
場
す
る
)
の
か
︒

瓶

(李
瓶
児
)
は
慶

(西
門
慶
)
か
ら
発
想
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
︒
思
う
に
欲
を

貪
り
悪
を
嗜
ん
だ
た
め
に
︑
体
中
が
枯
れ
尽
く
し
た
と
は
︑
瓶
が
罄つ

き
た
﹇
慶
・

罄
﹈
と
い
う
こ
と
で
あ
る(6
)︒

わ
ざ
わ
ざ
瓶
児
と
い
う
登
場
人
物
を
創
作
し
て
︑
昔

か
ら
の
風
流
な
人
を
同
声
一
哭
さ
せ
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
︒
瓶
に

(人
の
)
情

を
持
た
せ
る
な
ら
ば
︑
花
瓶
の
場
合
は
子
虚
の
姓
は
花
と
な
り
︑
銀
瓶
の
場
合
は

銀
姐

(呉
銀
児
)
の
名
は
銀
と
な
る
︒
(ま
た
)
瓶
は
屏
に
通
じ
る
の
で
︑
春
を

窺
う

(色
事
を
覗
き
見
る
)
に
は
必
ず
隙
間
か
ら
す
る(7
)︒

屏
は
芙
蓉
を
号
と
す
る

の
で(8
)︑﹁

玩
賞
芙
蓉
亭

(芙
蓉
亭
に
て
玩
賞
す
る
)﹂
は
思
う
に
瓶
児
の
た
め
に
入

れ
込
ま
れ
た
一
段
で
あ
る(9
)︒

そ
し
て
﹁
私
窺

(ひ
そ
か
に
窺
う
)﹂
の
回

(13
回
)

の
冒
頭
の
詞
の
中
で
︑﹁
綉
面
芙
蓉
一
笑
開

(綉
面
の
芙
蓉
一
笑
開
く
)﹂
と
言
う

こ
と
に
な
る(10
)︒

そ
の
後
﹁
玩
灯

(灯
籠
を
玩
賞
す
る
)﹂
の
回

(15
回
)
の
﹁
灯

賦
﹂
の
中
で
︑
荷
花
灯
・
芙
蓉
灯
と
言
う

(の
も
同
じ
で
あ
る
)︒
思
う
に
金

(潘
金
蓮
)
と
瓶

(李
瓶
児
)
と
を
合
せ
て
伝
を
作
り
︑
瓶
か
ら
屏
が
連
想
さ
れ
︑

ま
た
屏
か
ら
芙
蓉
が
連
想
さ
れ
︑
(そ
の
よ
う
に
し
て
)
徐
々
に
物
語
が
進
行
し

て

(第
百
回
の
普
静
和
尚
に
よ
る
)
幻
化
に
向
う
の
で
あ
る(11
)︒

屏
と
風
の
二
字
は

相
連
な
る
の
で
︑
馮
媽
媽
﹇
馮
・
風
﹈
が
い
つ
も
瓶
児
に
付
い
て
い
て
︑
ま
さ
に

大
理
石
の
屏
風

(45
回
)
に
相
当
し
︑
ま
た
画
龍
点
睛
の
妙
筆
で
あ
る
︒
芙
蓉
を

植
え
る
の
は
正
月
︑
艶
や
か
な
見
頃
は
中
秋
︑
花
が
散
る
の
は
九
月
で
あ
る
︒

従
っ
て
瓶
児
も
正
月
十
五
日
に
生
ま
れ
︑
八
月
二
十
五
日
に
嫁
ぎ(12
)︑

後
に
重
陽
の

こ
ろ
に
病

(が
重
篤
)
に
な
り

(61
回
)︑
死
ぬ
の
は
十
月
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が(13
)︑

(こ
の
よ
う
に
李
瓶
児
の
一
生
は
)
す
べ
て
﹃
芙
蓉
譜(14
)﹄

内
の
時
候
に

張
竹
坡
﹁
金
瓶
梅
寓
意
説
﹂
訳
注
稿

(安
部
浩
子
)
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合
っ
て
い
る
︒
牆
の
上
の
物
が
取
り
去
ら
れ
て
か
ら
は
︑
(西
門
慶
と
の
)
婚
事

が
遠
の
い
た
の
で
︑
瓶
児
は

(西
門
慶
と
関
係
を
も
っ
た
こ
と
を
)
悔
い
た(15
)︒

従
っ
て
蒋
文
蕙

(蒋
竹
山
)
と
は
悔
い
を
聞
い
て
来
た
者
で
あ
る(16
)︒

し
か
し

(蒋

竹
山
は
)
結
局
の
と
こ
ろ
瓶
児
が
頼
れ
る
人
で
は
な
く
︑
必
然
的
に
追
い
払
う
こ

と
と
な
る
か
ら

(19
回
)︑
ま
た
竹
山
と
号
す
る
の
で
あ
る(17
)︒

(こ
れ
は
)
す
べ
て

瓶
児
の
心
の
迷
い
に
よ
っ
て
こ
の
一
人

(の
男
)
が
現
れ
た
の
で
あ
る
︒
如
意
は

瓶
児
の
後
身
で
あ
る
の
で
︑
熊
氏
で
姓
は
張
で
あ
る
︒
熊
で
珍
重
さ
れ
る
の
は
胆

で
あ
る
か
ら
︑
如
意
は
つ
ま
り
瓶

(李
瓶
児
)
の
胆
の
一
枚
で
あ
る
︒
だ
か
ら
瓶

児
が
倒
挿
花

(女
性
上
位
)
を
好
み

(16
回
)︑
如
意
が
﹁
茎
露
独
嘗

(フ
ェ
ラ

チ
オ
)﹂
を
好
む
の
は
︑
い
ず
れ
も
瓶

(李
瓶
児
)
と
瓶
胆

(如
意
)
と
の
本
性

の
現
れ
で
あ
る(18
)︒

官
哥
は
そ
の
名
の
意
味
が
ぼ
か
さ
れ
て
い
る
が
︑
官
窯
の

﹁
官
﹂
で
あ
り
哥
窯
の
﹁
哥
﹂
で
︑
だ
か
ら
雪
賊

(潘
金
蓮
の
飼
い
猫
雪
獅
子
)

が
官
哥
を
死
な
せ
て
い
る

(59
回
)︒
瓶
は
猫
の
襲
撃
に
あ
っ
て
︑
ど
う
し
て
割

れ
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
︒﹁
銀
の
釣
瓶
が
井
戸
に
墜
ち
る
﹂
の
よ
う
に
︑
(淫
奔

に
よ
る
女
の
不
幸
は
)
古
来
人
の
心
を
痛
ま
す
も
の
で
︑
着
物
を
脱
い
で
瓶
児
は

死
ぬ
こ
と
と
な
り(19
)︑

夢
枕
に
立
つ
の
は
何
家
に
於
い
て
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(71
回
)︒
銀
瓶
は

(糸
が
切
れ
て
)
水
を
失
い
︑
(か
と
い
っ
て
)
竹
籃
に
水
を

汲
ん
で
も
何
の
益
が
あ
ろ
う
か(20
)︒

だ
か
ら
何
家
の
藍
氏
を
持
ち
出
し
て

(西
門
慶

の
)
意
中
の
人
と
し
て

(78
回
)︑
(西
門
慶
が
藍
氏
に
手
を
伸
ば
す
前
に
)
西
門

(慶
)
を
死
な
せ
て
い
る
の
も
︑
ま
た
瓶

(李
瓶
児
)
の
余
意
で
あ
る(21
)︒

梅

(春
梅
)
は
と
い
え
ば
︑
こ
れ
ま
た
瓶

(李
瓶
児
)
か
ら
生
ず
る
︒
な
ぜ
な

ら
ば
︑
瓶
の
中
の
梅
花
は
春
光
幾
ば
く
も
な
く(22
)︑

瓶
が
罄つ

き
る
と
は
骨
髄
が
知
ら

ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
枯
れ
る
こ
と
の
喩
え
で
あ
り
︑
瓶
の
梅

(春
梅
)
も
ま
た
す

ぐ
に
枯
れ
る
こ
と
の
喩
え
で
あ
る
︒
梅

(春
梅
)
雪

(孫
雪
娥
)
相
下
ら
ず

(互

い
に
負
け
て
お
ら
ず(23
))︑

故
に
春
梅
が
寵
愛
さ
れ
て
雪
娥
は
辱
め
ら
れ
︑
春
梅
が

正
位
に
つ
い
て
雪
娥
は
ま
す
ま
す
辱
め
ら
れ
る(24
)︒

月

(呉
月
娘
)
は
梅
花

(春

梅
)
の
主
人
だ
っ
た
の
で
︑
永
福
寺
で
再
会
し
た
時
︑
も
と
の

(昔
の
)
主
人
と

言
っ
た
の
で
あ
る

(89
回
)︒
呉
典
恩
の
事
件
で
は
︑
春
梅
に
助
け
ら
れ
る

(95

回
)︒
冬
の
梅
は
奇
寒
に
脅
か
さ
れ
て
も
︑
春
に
な
っ
て
一
息
つ
く
︒
だ
か
ら

(西
門
家
を
追
い
出
さ
れ
る
時
)﹁
不
垂
別
涙

(別
れ
の
涙
を
流
さ
ず
)﹂
で
あ
っ

た

(85
回
)︒
つ
ま
り
作
者
は
人
生
の
浮
沈
に
対
す
る
満
腔
の
痛
恨
の
思
い
を
筆

端
に
込
め
て
い
る
の
で
あ
る(25
)︒

(周
秀
の
)
周
と
舟
と
が
同
音
で
あ
る
こ
と
に

至
っ
て
は
︑
春
梅
が
こ
れ
に
嫁
ぎ
︑
花
を
載
せ
る
舟
と
な
っ
た
の
で
あ
る
︒
(し

か
し
)
秀
と
臭
と
は
同
音
な
の
で
︑
春
梅
は
悪
名
を
流
し
て
花
を
載
せ
る
舟
は
汚

穢
舟
に
な
ら
ん
と
し(26
)︑

そ
し
て
周
義
は
﹁
野
の
渡
し
場
に
人
無
し
﹂
の
よ
う
に
︑

中
流
で
漂
う
虚
舟
と
な
っ
た(27
)︒

だ
か
ら
永
福
寺
で
普
浄

(普
静
)
和
尚
の
前
に
周

義
が
現
わ
れ
て
高
留
住
な
る
者
に
生
ま
れ
変
わ
る
の
は

(
100
回
)︑
ひ
と
棹
の
舟

を
留
め
て
︑
は
じ
め
て
彼
岸
に
至
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ

る(28
)︒と

す
れ
ば
金
蓮
も
︑
や
は
り
全
く
寓
意
が
無
い
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
︒
蓮
と
芰ひ

し

は
同
類
で
あ
る
︒
(一
方
︑
陳
敬
済
の
)
陳
は
旧
で
あ
り
︑
敗

(枯
れ
る
)
で
あ

る
︒
敬
と
茎
は
同
音
で
あ
る(29
)︒

茎
が
枯
れ
た
芰
荷

(ハ
ス
)
と
は
︑
蓮

(潘
金

蓮
)
の
末
路
に
つ
い
て
言
っ
て
い
る
︒
故
に
金
蓮
は
敬
済
に
よ
っ
て
身
を
亡
ぼ
す

の
で
あ
る(30
)︒

(陳
敬
済
は
)
僥
倖
を
得
て
金
蓮
を
手
に
入
れ
る
が

(28
回
)︑
(こ

れ
は
)
陳
敬
済

(と
潘
金
蓮
の
不
義
密
通
)
の
罪
で
あ
る
︒
(本
来
は
こ
の
二
人

が
罰
せ
ら
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
)
西
門
慶
は
﹁
打
鉄
棍

(鉄
棍
を
打
つ
)﹂
が

(28
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回
)︑
鉄
棍
は
陳
敬
済
の
影
に
す
ぎ
な
い
︒
(西
門
慶
が
)
根
を
捨
て
て
影
を
罪
と

す
る
の
は
所
謂

(責
任
を
)
あ
い
ま
い
に
す
る
も
の
で
あ
る(31
)︒

枯
れ
た
茎

(陳
敬

済
)
は
風
霜
に
耐
え
ら
れ
な
い
︒
だ
か
ら
厳
州
に
行
っ
た
の
だ
が
︑
鉄
の
爪

(楊

二
郎
)
に
折
ら
れ
て
︑
た
ち
ま
ち

(罪
に
)
下
る
こ
と
と
な
る(32
)︒

幸
い
に
も
徐
崶

に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
の
だ
が

(92
回
)︑
風
が
少
し
強
か
っ
た
ら
す
ぐ
に
吹
き
飛

ば
さ
れ
た
だ
ろ
う(33
)︒

そ
の
後
の
過
街
鼠

(張
勝
)
の
見
回
り
は
︑
本
当
の
北
風
で

あ
る(34
)︒

風
は
刀
の
よ
う
に
鋭
く
︑
刀
は
風
の
よ
う
に
鋭
く
︑
残
枝
敗
葉

(陳
敬

済
)
は
ど
う
し
て
粉
々
に
砕
け
な
い
こ
と
な
ど
あ
ろ
う
か(35
)︒

陳
敬
済
の
父
で
あ
る

陳
洪
は
︑
ま
さ
に
﹁
露
は
蓮
房
に
冷
や
や
か
に
し
て
墜
粉
紅あ
か

し
﹂
だ
し
︑
陳
敬
済

の
叔
父
で
あ
る
張
団
練
は
引
っ
越
し
て
し
ま
っ
て

(88
回
)︑
ま
さ
に
﹁
荷は

す

尽
き

て
已
に
雨
を
擎う

く
る
の
蓋か
さ

無
し
﹂
で(36
)︑

こ
の
枯
れ
た
茎

(陳
敬
済
)
だ
け
が
風
雨(37
)

に
立
ち
向
か
わ
ね
ば
な
ら
ず
︑
す
べ
て
蓮

(潘
金
蓮
)
に
と
っ
て
耐
え
ら
れ
な
い

状
況
を
書
い
た
も
の
で
あ
る
︒
(こ
の
よ
う
な
場
面
を
見
れ
ば
)
益
々
も
っ
て
夏

龍
溪
は
金
蓮
が
上
り
調
子
の
時
の
人
だ
と
わ
か
る(38
)︒

(こ
れ
に
対
し
て
)
温
秀
才

か
ら
水
秀
才
︑
さ
ら
に
倪
秀
才
﹇
倪
・
泥
﹈︑
ま
た
さ
ら
に
は
王
潮
に
至
る
ま
で
︑

す
べ
て
水
が
枯
れ
て
蓮
が
し
ぼ
み
︑
茎
や
枯
れ
た
葉
が
数
本
だ
け
汚
泥
に
ま
み
れ

て
い
る
こ
と
を
言
っ
て
お
り
︑
所
謂
風
流
の
こ
と
は
振
り
返
っ
て
見
る
に
た
え
ず

で
︑
金
蓮
が
下
賤
の
輩
に
辱
め
ら
れ
る
こ
と
を
描
写
し
て
い
る
に
他
な
ら
な
い(39
)︒

蓮
の
名
は
金
蓮
で
︑
瓶
も
ま
た
名
が
金
瓶
で
あ
る
の
で
︑
侍
女
が
金
を
盗
ん
で
︑

蓮

(潘
金
蓮
)
と
瓶

(李
瓶
児
)
は
互
い
に
嫉
み
あ
い(40
)︑

金
を
か
け
て
か
る
た
遊

び
を
し
た
際
は
︑
蓮
花

(潘
金
蓮
)
は
形
無
し
と
な
る
が
︑
(そ
の
後
も
)
陳
敬

済
は

(潘
金
蓮
と
)
密
通
を
続
け
る
の
だ(41
)︒

こ
の
他
に
宋
蕙
蓮
・
王
六
児
と
い
う

の
は
︑
ま
た
す
べ
て
金
蓮
の
た
め
に
書
い
た
の
で
あ
る
︒
金
蓮
だ
け
を
描
い
た
の

で
は
︑
金
蓮
の
悪
を

(描
き
)
尽
く
せ
ず
︑
さ
ら
に
西
門

(慶
)・
(呉
)
月
娘
の

悪
を

(描
き
)
尽
く
せ
な
い
の
で
︑
ま
ず
宋
蕙
蓮
を
描
き
︑
さ
ら
に
王
六
児
を
描

い
て
い
る
の
で
あ
り(42
)︑

(彼
女
ら
は
)
す
べ
て
第
二
第
三
の
潘
金
蓮
で
あ
る
︒
し

か
し
蕙
蓮
と
は
荻
の
簾
の
こ
と
で
あ
る
︒
看
板
が
落
ち
︑
簾
が
落
ち
る
よ
う
に
︑

(宋
蕙
蓮
は
)
恥
じ
て
自
縊
し
た(43
)︒

(こ
れ
は
潘
金
蓮
が
)
叉
竿
で
簾
を
掲
げ
る
回

(2
回
)
の
渲
染

(強
調
す
る
手
法
)
で
あ
る
︒
王
六
児
に
至
っ
て
は
︑
ま
た
黄

蘆
児

(黄
色
い
蘆
)
の
別
音
で
︑
そ
の
実
家
の
母
は
王
母
猪
で
あ
る

(81
回
)︒

黄
色
い
蘆
は
黄
色
い
竹
﹇
竹
・
猪
﹈
と
似
て
い
て
︑
王
六
児
の
弟
の
王
経
は
ま
た

黄
色
い
蘆
の
茎
の
意
味
で
あ
る
︒
蘆
の
茎
や
葉
は
す
べ
て
後
が
空
ろ
な
の
で
︑
だ

か
ら
王
六
児
は
後
庭
花

(ア
ナ
ル
セ
ッ
ク
ス
)
を
好
む
が

(38
回
)︑
(こ
れ
は
)

ま
た
つ
い
で
に
面
白
味
を
出
し
た
も
の
だ
︒
蘆
に
も
ま
た
影
が
あ
る
︒
だ
か
ら
燈

籠
見
物
の
夜
に
や
は
り
鉄
棍
に
よ
っ
て

(西
門
慶
と
の
)
色
事
を
覗
き
見
さ
れ
て

い
る

(42
回
)︒
つ
ま
り
蘆

(王
六
児
)
と
荻

(宋
蕙
蓮
)
と
は
何
れ
も
蓮

(潘

金
蓮
)
の
添
え
物
で
あ
っ
て
︑
だ
か
ら
二
人
は
何
れ
も
金
蓮
の
た
め
に
描
か
れ
て

い
る
と
言
う
の
で
あ
る
︒
こ
れ
が

(﹃
金
瓶
梅
﹄
が
)
金
を
描
き
︑
瓶
を
描
き
︑

梅
を
描
く

(に
用
い
た
寓
意
の
)
概
略
で
あ
る
︒

も
し
月
娘
が
月
だ
と
す
れ
ば
︑
あ
ま
ね
く
諸
花
を
照
ら
す
だ
ろ
う
︒
中
秋
の
頃

に
生
ま
れ
た
の
で
︑
故
に
桂
児

(李
桂
姐
)
を

(義
理
の
)
娘
と
す
る(44
)︒﹁

掃
雪

(雪
を
掃
い
て
)﹂
月
娘
が
喜
び
︑﹁
踏
雪

(雪
を
踏
ん
で
)﹂
月
娘
が
悲
し
む
の
は(45
)︑

月
に
曇
晴
明
暗
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
︒
し
か
も
月
下
に
簫
を
吹
く
と
い
う
こ
と
で
︑

玉
簫

(月
娘
の
女
中
)
を
使
っ
て
い
る(46
)︒

月
が
満
ち
れ
ば
兔
が
肥
え
る
が(47
)︑

(月

は
)
満
ち
れ
ば
必
ず
欠
け
る
の
で
︑
小
玉
が

(玳
安
と
)
結
婚
す
る
と
︑
す
ぐ
に

平
安
が
金
め
っ
き
の
釣
り
手
を
盗
ん
で
南
の
盛
り
場
で
遊
ぶ

(95
回
)︒
思
う
に

張
竹
坡
﹁
金
瓶
梅
寓
意
説
﹂
訳
注
稿

(安
部
浩
子
)
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南
の
盛
り
場
で
月
が
金
の
釣
り
手
を
照
ら
し
た
の
で
︑
(月
が
)
欠
け
る
だ
ろ
う

と
わ
か
る
の
で
あ
る(48
)︒

後
に
雲
裡
守
が

(月
娘
の
)
夢
に
入
っ
て
来
る
の
は

(
100

回
)︑
月
が
雲
に
遮
ら
れ
︑
小
玉
も
そ
れ
に
従
っ
て
︑
兔
も
ろ
と
も
に
姿
を
隠
し

た
と
い
う
こ
と
で(49
)︑

内
容
と
表
現
と
も
に
極
め
て
明
白
で
あ
る
︒

李
嬌
児
は
﹁
桃
李
春
風
牆
外
枝

(塀
の
外
に
顔
を
出
し
て
風
に
揺
れ
て
い
る
桃

李
の
枝
)﹂
で
あ
る(50
)︒

そ
の
弟
の
李
銘
と
は
︑
中
が
明
る
く
て
外
が
暗
い
こ
と
を

言
っ
て
お
り(51
)︑

お
笑
い
で
あ
る
︒
賁
四
嫂
と
林
太
太
に
至
っ
て
は
︑
葉
が
落
ち
て

林
は
空
し
く
︑
春
光
は
す
で
に
去
っ
た

(こ
と
を
言
っ
て
い
る(52
))︒

賁
四
嫂
の
姓

は
葉
で
︑﹁
帯
水
戦

(水
合
戦
)﹂
を
行
っ
て
い
る

(77
回
)︒
西
門
慶
が
賁
四
嫂

の
家
に
行
く
時
に
い
つ
も
小
者
の
王
顕
に
言
い
つ
け
る
の
は

(77
回
)︑
裏
で
は

水
に
落
ち
て
黄
色
く
な
っ
た
一
枚
の
葉
を
言
う
の
で
あ
る(53
)︒

林
太
太
も
文
嫂
の
仲

立
ち
で

(西
門
慶
と
)
密
通
し
て
い
る

(69
回
)︒
文
嫂
は
捕
衙
庁
の
前
に
住
み
︑

そ
の
娘
は
金
大
姐
と
い
っ
て
蜂
の
官
庁
の
中
の
一
匹
の
黄
蜂
で(54
)︑

世
に
言
う
蜂
媒

(色
事
の
仲
人
)
で
あ
る
︒
こ
の
時

(鄭
)
愛
月
は
初
め
て

(西
門
慶
の
)
寵
愛

を
得

(59
回
)︑
二
度
雪
を
観
賞
し

(67
・
77
回
)︑
雪
と
月
が
寒
さ
を
争
い
︑
空

林
に
葉
が
落
ち
た
の
は
︑
蓮
花

(潘
金
蓮
)
や
芙
蓉

(李
瓶
児
)
は
ど
う
し
て
耐

え
ら
れ
よ
う
か
︑
で
あ
る(55
)︒

よ
っ
て
瓶

(李
瓶
児
)
は
死
に
︑
蓮

(潘
金
蓮
)
は

辱
め
ら
れ
︑
た
だ
春
梅
一
人
の
み
が
香
を
争
い
艶
を
吐
く

(艶
や
か
さ
を
競
う
)

の
で
あ
っ
た
︒
春
鴻
・
春
燕
は
︑
ま
た
時
間
が
早
く
過
ぎ
る
こ
と
を
喩
え
た
も
の

で
︑
鴻
を
送
っ
た
か
と
思
う
と
す
ぐ
に
燕
を
迎
え
る
季
節
と
な
り(56
)︑

(時
間
に
)

一
瞬
の
停
滞
も
な
い
こ
と
を
喩
え
て
い
る
︒
来
爵
は
来
友
を
改
名
し
た
も
の
で

(77
回
)︑
(そ
こ
か
ら
)
花
の
見
頃
は
終
り
に
近
づ
き
︑
燕
や
鶯
が
恨
む
の
が
わ

か
る
の
で
あ
る(57
)︒

そ
の
妻
恵
元
は
︑
三
友
が
花
園
に
集
ま
り
︑
ホ
ト
ト
ギ
ス
が
鳴

い
て
血
を
吐
く
の
を
見
る
の
で
あ
る(58
)︒

内
で
は
玉
簫
が
春
風
を
引
き
留
め

(色
事

を
と
り
も
ち
)︑
外
に
は
玳
安
が
消
息
を
伝
え
︑
簫
に
は
合
歓
の
曲
が
あ
る
の
で
︑

蕙
蓮
・
恵
元

(と
の
密
通
)
に
は
玉
簫
を
用
い
る
の
で
あ
る

(22
・
78
回
)︒
簫

に
は
離
別
の
音
色
が
あ
る
の
で
︑﹁
三
章
の
約
﹂
と
は
︑
陽
関
の
曲
な
の
で
あ
っ

た(59
)︒

西
門

(慶
)
が
こ
れ
を
聞
け
ば
︑
深
く
悲
し
ま
ず
に
は
い
ら
れ
ま
い(60
)︒

(西

門
慶
は
)
遊
郭
に
遊
び
に
行
く
時
︑
必
ず
玳
安
を
使
っ
て
い
る
︒﹁
嬉
遊
胡
蝶
�

(胡
蝶
�
に
浮
か
れ
遊
ぶ
)﹂
(50
回
)
と
か
︑
ま
た
﹁
密
訪
蜂
媒

(秘
か
に
仲
人

を
訪
れ
る
)﹂
(68
回
)
と
い
う
か
ら
し
て
︑
(玳
安
は
)
明
ら
か
に
蝶
の
使
い
で

あ
り
︑
い
わ
ゆ
る
玳
瑁
斑
花
胡
蝶

(べ
っ
こ
う
ま
だ
ら
の
蝶
)
で
は
な
か
ろ
う
か(61
)︒

書
童
は
簫
に
因
ん
で
名
が
で
き
て
い
る(62
)︒

思
う
に
作
中
に
月
を
書
き
︑
花
を
書
き
︑

雪
を
書
く
時
︑
す
べ
て
一
人
の
人
の
名
に
定
め
て
い
る
︒
(例
え
ば
)
風
な
ら
た

だ
馮
媽
媽
だ
け
に
止
ま
る
︒
太
守
の
徐
崶
﹇
崶
・
風
﹈
も
ま
た

(風
を
寓
意
す

る
)
一
人
で
は
あ
る
が
︑
(徐
崶
は
)
色
事
に
は
関
係
な
い
︑
ま
と
も
な
役
柄
で

あ
る(63
)︒

書
童
を
玉
簫
に
配
し
て
い
る
か
ら
︑
蕭
条
と
し
た
風
が
起
こ
る
の
で
あ
り(64
)︑

最
後
に
は
必
ず
﹁
私
挂
一
帆

(ひ
そ
か
に
舟
に
帆
を
上
げ
る
)﹂
(64
回
)
と
な
る

の
で
あ
っ
て
︑
意
識
的
に
風
を
写
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
し
か
し
ま
た
書
を

梳

(く
し
)
に
通
じ
さ
せ
て
い
て
︑
書
童
は
蘇
州
府
長
熟
県
生
ま
れ
で
あ
る
の
で
︑

そ
の
字
義
は
見
当
が
つ
く
の
で
あ
る(65
)︒

客
に
媚
び
て
歌
う
時
に
は
必
ず
﹁
画
損
了

掠
児
稍

(髪
を
梳
き
す
ぎ
て
く
し
の
歯
が
欠
け
る
)﹂
と
言
い(66
)︑

引
き
続
い
て

﹁
賁
四
害
怕

(賁
四
が
怖
が
る
)﹂
と
言
う(67
)︒﹁

梳
子
在
座
︑
篦
子
﹇
賁
・
篦
﹈
害

怕

(く
し
が
席
に
い
れ
ば
︑
す
き
ぐ
し
は
怖
が
る
)﹂
と
い
う
わ
け
で(68
)︑

絶
妙
で

あ
る
︒
(西
門
慶
は
)﹃
艶
異
編
﹄
の
遺
志
で
︑
お
小
姓

(書
童
)
の
た
め
に
仇
を

打
っ
て
い
る(69
)︒

(そ
こ
で
)
金
蓮
が
﹁
打
了
象
牙

(象
牙
を
叩
く
)﹂
と
言
う
の
は

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇

第
四
十
七
号
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〇
一
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三
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(35
回
)︑
明
ら
か
に
象
牙
の
櫛
を
指
し
て
い
る(70
)︒

瓶
児
の
喪
の
内
に

(人
々
は
)

去
っ
て
行
き
︑
瓶
は
落
ち
て
簪
は
折
れ
︑
象
牙
の
櫛
は
衰
え
︑
蕭
条
と
し
た
風
が

起
こ
り
︑
春
は
終
り
に
近
づ
き
︑﹁
陽
関
三
畳

(別
れ
の
曲
)﹂
と
な
っ
て
︑

(登

場
人
物
は
)
皆
退
場
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る(71
)︒

以
上
が
﹃
金
瓶
梅
﹄
の
寓
言
の

概
略
で
あ
り
︑
そ
の
他
の
こ
と
は
述
べ
尽
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
︑
以
上
の
こ

と
を
類
推
す
れ
ば
︑
す
べ
て
同
様
で
あ
る
︒

玉
楼
の
描
き
方
に
至
っ
て
は
︑
作
者
の
経
世
済
民
の
学
問
の
表
れ
で
︑
さ
ま
ざ

ま
な
事
柄
に
つ
い
て
周
到
に
自
分
自
身
を
喩
え
て
い
る(72
)︒

試
み
に
こ
れ
を
細
か
く

言
っ
て
み
る
と
︑
玉
楼
の
簪
に
﹁
玉
楼
人
酔
杏
花
天(73
)﹂

と
彫
り
込
ん
で
あ
る
が
︑

楊
家
か
ら
来
て

(7
回
)︑
の
ち
に
李
家
に
嫁
ぎ

(91
回
)︑
薛
嫂
に
遇
っ
て
辛
い

し
う
ち
を
受
け

(7
回
)︑
陶
媽
媽
に
遇
っ
て
気
を
吐
い
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て

(91
回
)︑
彼
女
は
明
ら
か
に
杏
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い(74
)︒

杏
は
︑
幸
で
あ
る
︒

身
も
名
も
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
る
が
︑
(李
衙
内
に
嫁
ぎ
)
幸
い
に
も
残
り
の
人
生
を

無
事
に
過
ご
す
︒
(孟
玉
楼
が
)
か
つ
て
臭
水
�
に
住
ん
で
い
た
と
す
る
の
は
︑

思
う
に
予
期
せ
ぬ
不
幸

(夫
楊
宗
錫
の
死
)
か
ら
︑
こ
う
し
た
悲
惨
な
目
に
遭
い
︑

汚
辱
忍
び
難
い
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う(75
)︒

だ
か
ら
作
者
も
こ
の
小
説
を
書

い
て
鬱
憤
を
晴
ら
そ
う
と
し
て
い
る
の
だ(76
)︒

(後
に
孟
玉
楼
が
)
李
衙
内
に
嫁
ぎ
︑

李
貴
が
李
衙
内
に
随
っ
て
登
場
し

(90
回
)︑
李
安
が
李
貴
を
頼
っ
て
行
く
の
は

(99
回
)︑
理
﹇
李
・
理
﹈
を
貴
し
と
し
︑
理
を
安
し
と
し
た
か
ら
で
あ
る
︒
(孟

玉
楼
は
李
衙
内
の
故
郷
の
)
真
定

(府
)
棗
強

(県
)
に
帰
る
が

(92
回
)︑
真

定
は
︑
自
分
の
心
の
落
ち
着
い
た
こ
と
言
い
︑
棗
強
は
︑
努
力
修
練
の
こ
と
を

言
っ
て
い
る
︒
物
事
を
行
う
に
は
焦
っ
て
助
長
し
よ
う
と
し
て
も
い
け
な
い
し
︑

忘
れ
て
し
ま
っ
て
も
い
け
な
い
の
で(77
)︑

こ
れ
ぞ
作
者
の
学
問
で
あ
る
︒
王
杏
庵
は

貧
児

(陳
敬
済
)
を
晏
公
廟
の
任
道
士
の
も
と
へ
送
り
弟
子
と
さ
せ
た

(93
回
)︒

晏
と
は
安
で
あ
り
︑
任
は
人
に
通
じ
︑
ま
た
仁
に
通
じ
る
︒
そ
の
言
う
と
こ
ろ
は

﹁
私
が
も
し
志
を
得
る
な
ら
ば
︑
必
ず
や
仁
道
を
も
っ
て
天
下
を
済
い
︑
天
下
の

匹
夫
匹
婦
を
し
て
︑
皆
安
楽
に
暮
ら
し
︑
生
命
を
養
い
︑
道
徳
を
守
り
︑
(善
な

る
)
性
を
回
復
さ
せ
た
い
﹂
で(78
)︑

こ
れ
ぞ
作
者
の
経
世
済
民
で
あ
る
︒
思
い
が
け

ず
金
道
士
が
陳
敬
済
に
男
色
を
迫
り
︑
ま
た
陳
三
が
陳
敬
済
を

(廓
に
)
引
き
入

れ
る
の
は
︑
今
の
人
は
色
と
金
に
目
が
く
ら
ん
で
す
で
に
久
し
い
の
で
︑
こ
ち
ら

が
一
生
懸
命
教
え
導
こ
う
と
し
て
も
︑
今
は
ま
た
す
ぐ
に
そ
の
本
来
の
性
を
失
く

し
て
し
ま
う
か
ら
︑
救
い
よ
う
が
な
い

(こ
と
を
言
う
の
で
あ
る(79
))︒

(そ
こ
で
作

者
は
)
ま
と
め
て
永
福
寺
に
持
っ
て
行
き
︑
孤
魂

(供
養
す
る
人
も
な
い
霊
)
と

し
た
の
で
あ
る
︒
悲
し
む
べ
き
こ
と
で
あ
る
︒
そ
も
そ
も
永
福
寺
は
︑
腹
の
下
に

涌
く

(と
い
う
意
味
を
表
す
)
が
︑
こ
れ
は
い
っ
た
い
何
か
︒
永
福
寺
の
中
の
僧

は
︑
一
人
は
胡
僧
と
い
い
︑
ま
た
道
堅
と
い
い
︑
一
人
は
そ
の
形
を
か
た
ど
り
︑

一
人
は
そ
れ
美
し
く
言
っ
た
だ
け
だ(80
)︒

永
福
寺
は
本
当
に
人
を
生
み
人
を
殺
す
門

で
︑
だ
か
ら
死
後
は
み
な
同
じ
く
永
福
寺
に
帰
っ
て
く
る
︒
(こ
れ
に
よ
っ
て
)

色
欲
の
恐
ろ
し
い
こ
と
が
わ
か
る
︒
そ
し
て

(永
福
寺
の
)
万
廻
長
老
と
は
︑
廻

腸
で
あ
る(81
)︒

こ
の
他
に
も
黄
龍
寺
と
は
︑
脾
で
あ
り
︑
相
国
寺
と
は
︑
相
火(82
)で

あ

る
︒
(東
京
の
)
相
国
寺
で

(智
雲
)
長
老
に
あ
い
さ
つ
し

(70
回
)︑
帰
路
に
黄

龍
寺
で
風
を
避
け
る
の
は

(71
回
)︑
相
火
が
起
こ
っ
て
︑
脾
風(83
)を

発
し
た
こ
と

を
言
っ
て
い
て
︑
だ
か
ら
西
門
慶
が
死
ぬ
時
に
牛
が
う
な
る
よ
う
な
声
を
出
し
た

の
で
あ
り

(79
回
)︑
す
で
に
前
も
っ
て
東
京

(行
き
の
一
段
)
で
こ
の
こ
と
を

言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
︒
玉
皇
廟
は
︑
心
で
あ
る
︒
二
重
の
殿
閣
の
後
ろ
に
一
重

の
側
門
が
あ
る
の
は
︑
ま
だ
そ
の
心
に
問
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
︒
だ
か

張
竹
坡
﹁
金
瓶
梅
寓
意
説
﹂
訳
注
稿

(安
部
浩
子
)

一
三
四



ら
呉
道
士
は
十
人
の
義
兄
弟
の
契
り
を
取
り
仕
切
る
が

(1
回
)︑
そ
の
心
そ
の

も
の
が
道
か
ら
は
ず
れ
て
い
る
以
上
︑
契
り
を
結
ん
で
も
何
の
益
が
あ
ろ
う(84
)︒

(﹃
金
瓶
梅
﹄
が
)
玉
皇
廟
か
ら
始
ま
り
永
福
寺
で
結
ば
れ
て
い
る
の
は
︑
こ
の
理

由
か
ら
で
あ
る
︒

さ
ら
に
一
つ
の
寓
意
に
よ
っ
て
数
名
の
人
が
登
場
す
る
こ
と
が
あ
る
が
︑
(こ

れ
ら
は
)
そ
の
数
名
で
一
つ
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
︒
例
え
ば
車

(
扯
)
淡
︑
管

世

(事
)
寛
︑
游
守

(手
)︑
郝

(好
)
賢

(閑
)︑
(こ
の
)
四
人
は
一
つ
の
寓

意
で
あ
る(85
)︒

ま
た
李
智

(枝
)︑
黄
四
の
如
き
は
︑
梅
と
李
と
が
黄
色
く
な
り
︑

春
光
は
す
で
に
暮
れ
た
と
い
う
意
味
で
︑
二
人
で
一
つ
の
寓
意
で
あ
る
︒
ま
た

﹁
帯
水
戦
﹂
の
回
で
は
︑
先
に
聶

(捏
)
両
湖
︑
尚

(上
)
小
塘
︑
汪
北
彦

(沿
)

の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
も
︑
三
人
で
一
つ
の
寓
意
で
あ
る(86
)︒

ま
た
安
忱

(枕
)・
宋

(送
)
喬
年
は
︑
色
欲
で
体
を
損
な
う
こ
と
を
喩
え
て
い
て
︑
二
人
で

一
つ
の
寓
意
で
あ
る(87
)︒

ま
た
一
人
の
人
に
よ
っ
て
数
名
の
人
が
作
り
出
さ
れ
る
こ

と
も
あ
る
︒
応
伯

(白
)
爵

(嚼
)
字
は
光
侯

(喉
)︑
謝
希

(携
)
大

(帯
)

字
は
子

(紫
)
純

(唇
)︑
祝

(住
)
実

(十
)
念

(年
)︑
孫
天
化

(話
)
字
は

伯

(不
)
修

(羞
)︑

常

峙

(時
)
節

(借
)︑

卜

(不
)
志

(知
)
道
︑

呉

(無
)
典
恩
︑
雲
裡
守

(手
)
字
は
非

(飛
)
去
︑
白
頼
光
字
は
光
湯
︑
賁

(背
)

第

(地
)
伝
︑
傅

(負
)
自
新

(心
)︑
甘

(乾
)
出
身
︑
韓
道

(搗
)
国

(鬼
)

で
あ
る(88
)︒

(こ
れ
ら
は
)
西
門
慶
の
不
肖
に
よ
っ
て
︑
作
り
出
さ
れ
た
数
名
で
あ

る
︒
ま
た
物
に
因
っ
て
名
づ
け
ら
れ
た
者
も
い
て
︑
例
え
ば
呉
神
仙
と
は
︑
鏡
で

あ
り
︑
名
は
無
奭
で
︑
冰
鑑

(鏡
)
が
人
を
照
ら
せ
ば
過
り
が
な
い
の
で
あ
る(89
)︒

黄
真
人
は
︑
土
で
あ
る
︒
瓶
は
落
ち
て
簪
は
折
れ
︑
黄
土
が
心
を
傷
め
る
の
で
あ

る(90
)︒

末
に
楚
雲
の
遥
影
を
持
ち
出
し
て
い
る
の
は
︑
ま
さ
に
彩
雲
は
散
り
易
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る(91
)︒

潘
道
士
は
︑
ま
と
め
る
人
で
あ
る(92
)︒

死
の
罪
業
が
完
成
し
て
︑

そ
れ
ら
を
一
つ
に
ま
と
め
る
の
で
あ
る
︒
ま
た
つ
い
で
に
一
つ
冗
談
を
言
う
と
︑

西
門
慶
の
父
の
名
は
達
で
︑
お
国
な
ま
り
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
︑
西
門
の

達
と
は
︑
す
な
わ
ち
金
蓮
が
﹁
達
達
﹂
と
呼
ぶ
︑
そ
の
達
の
こ
と
で
あ
る(93
)︒

で
は

そ
の
お
母
さ
ん
の
姓
は
何
か
と
尋
ね
る
な
ら
ば
︑
き
っ
と
娘

(お
母
さ
ん
)
氏
と

言
う
だ
ろ
う
︒
李
桂
姐
は
丁
二
官
を
客
と
し
て
と
る
が

(20
回
)︑
(丁
二
官
と

は
)
打
丁
の
人
で
あ
る(94
)︒

李

(裡
)
外
伝
と
は
︑
(簡
単
に
秘
密
の
)
話
を
人
に

伝
え
る
と
い
う
意
味
で
あ
る

(9
回
)︒
侯
林
児
と
は
大
き
な
木
が
倒
れ
れ
ば
サ

ル
は
逃
げ
る
こ
と
で
あ
る(95
)︒

こ
れ
ら
は
み
な
趣
向
を
変
え
て
面
白
味
を
出
し
た
も

の
だ
︒
張
好
問
や
白
汝
晃

(
謊
)
の
類
は(96
)︑

枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
︒
時
に
応
じ

て
そ
の
寓
意
を
悟
る
べ
き
で
︑
こ
れ
ら
の
す
べ
て
か
ら
作
者
の
狡
猾
な
才
能
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
︒

さ
て
玉
楼
が
阮
咸
を
弾
き
︑
愛
姐
が
そ
の
後
を
継
い
で
︑
阮
咸
を
抱
い
て
湖
州

の
何
官
人
の
家
に
行
き
︑
(最
終
的
に
は
叔
父
の
)
二
搗
鬼

(韓
二
)
を
頼
っ
て

生
を
終
え
て
い
る(97
)︒

こ
れ
は
作
者
が
途
に
窮
し
涙
の
流
し
よ
う
が
無
く
て
︑
愛
河

の
中
で
こ
の
一
篇
の
た
わ
ご
と
を
こ
ね
あ
げ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る(98
)︒

(作
者
は
)

明
ら
か
に
ど
う
し
よ
う
も
な
い
中
で
︑
こ
の
書
物

(﹃
金
瓶
梅
﹄
)
を
書
く
こ
と
で

憂
さ
を
晴
ら
し
た
の
で
あ
る(99
)︒

第
百
回
で
孝
哥
を
結
び
と
し
︑
普
浄

(普
静
)
和

尚
に
よ
っ
て
幻
化
さ
れ
る
こ
と
と
し
て
い
る
の
は
︑
た
だ
孝
の
み
が
よ
ろ
ず
の
悪

を
消
し
去
る
こ
と
が
で
き
︑
ま
た
た
だ
孝
の
み
が
子
孫
に
永
く
恵
み
を
賜
わ
る
の

だ
と
言
う
の
で
あ
る(
100
)︒

今
孝
を
全
う
で
き
な
い
と
し
た
ら
︑
あ
る
い
は
か
つ
て
自

分
が
自
分
の
親
に
対
し
て
ど
う
だ
っ
た
か
を
反
省
し
た
と
し
た
ら
︑
ど
う
で
あ
ろ

う
か(
101
)︒

千
秋
万
歳
に
わ
た
っ
て
︑
こ
の

(孝
を
全
う
で
き
な
い
)
恨
み
は
綿
綿
と

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇

第
四
十
七
号

(二
〇
一
九
年
三
月
)
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し
て
尽
き
る
こ
と
な
く(
102
)︑

悠
々
た
る
蒼
天
は
果
て
し
な
い(
103
)︒

悲
し
い
こ
と
だ
︑
悲

し
い
こ
と
だ
︒
作
者
の
意
趣
は(
104
)︑

文
螺

(模
様
が
あ
る
巻
貝
の
一
種
)
の
よ
う
に

曲
折
し
︑
頭
髪
の
よ
う
に
細
密
だ
︒
思
い
が
け
ず
後
に
張
竹
坡
が
い
て
︑
こ
れ
を

細
か
く
指
摘
す
る
の
で
あ
る
︒
作
者
は
黄
泉
の
国
で
涙
を
流
し
て
竹
坡
に
感
謝
す

る
だ
ろ
う
︒
ま
た
竹
坡
も
酒
を
く
ん
で
︑
天
下
の
優
れ
た
才
人
に
告
げ
ね
ば
な
ら

ぬ
︑
私
の
説
く
と
こ
ろ
は
作
者
の
意
趣
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
と
︒
竹

坡
は
彭
城
の
人
で
︑
十
五
歳
で
父
を
亡
く
し
た(
105
)︒

こ
の
十
年
︑
俗
世
間
を
さ
ま
よ

い
︑
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労
を
嘗
め
尽
く
し
︑
旅
に
倦
ん
で
帰
っ
て
き
た
が
︑
以
前
親

し
か
っ
た
知
友
は(
106
)︑

み
な
赤
の
他
人
と
な
っ
て
い
た
︒
じ
っ
と
﹁
床
頭
に
金
尽

く
﹂
の
語
を
考
え
る
と(
107
)︑

何
と
も
楽
し
ま
な
い
︒
(ち
ょ
う
ど
そ
の
よ
う
な
時
に
)

た
ま
た
ま
﹃
金
瓶
梅
﹄
の
最
初
に
︑﹁
肉
親
や
友
人
に
疎
ん
じ
ら
れ
︑
姿
形
は
み

す
ぼ
ら
し
く
︑
青
雲
の
志
は
す
っ
か
り
消
え
失
せ
た
﹂
と
言
っ
て
い
る
の
を
見
て(
108
)︑

思
わ
ず
大
粒
の
涙
を
流
し
た
︒
そ
こ
で
机
を
た
た
い
て
言
う
に
は
︑﹁
そ
う
い
う

こ
と
も
あ
る
︒
冷
熱
真
仮

(の
交
替
)
は
︑
私
を
欺
か
な
い
﹂
と(
109
)︒

そ
こ
で
意
を

決
し
て
︑
乙
亥
年

(一
六
九
五
)
正
月
七
日
に
批
評
を
始
め
︑
本
月
二
十
七
日
に

至
っ
て
完
成
し
た(
110
)︒

そ
の
中
に
は
粗
略
な
と
こ
ろ
も
多
い
が
︑
し
か
し
私
の
見
方

は
古
人
が
意
図
し
た
と
こ
ろ
を
照
ら
し
て
い
る
と
信
じ
て
︑
(上
述
の
と
お
り
)

そ
の
秘
密
の
お
お
よ
そ
を
伝
え
る
の
で
あ
る
︒
寓
意
説
を
書
い
て
︑
こ
れ
を
巻
頭

に
置
く
︒

注(1
)
張
竹
坡
の
生
涯
と
家
系
に
つ
い
て
は
︑
吳
敢
﹃
張
竹
坡
與
︽
金
瓶
梅
︾
研
究
﹄

(文
物
出
版
社
︑
二
〇
〇
九
)
に
詳
し
く
︑﹁
仲
兄
竹
坡
傳
﹂
も
収
録
さ
れ
て
い
る

(同
書
二
四
六
～
二
四
九
頁
)︒

(2
)
王
"
熙
・
顧
易
生
主
編
﹃
中
國
文
學
批
評
史

(下
巻
)﹄
(上
海
古
籍
出
版
社
︑
一

九
八
五
)
三
六
一
頁
︒

(3
)
魏
子
雲
﹃
金
瓶
梅
審
探
﹄
(臺
灣
商
務
印
書
館
︑
一
九
八
三
)
八
十
八
頁
︑
林
崗

﹃
明
清
之
際
小
說
評
點
學
之
研
究
﹄
(北
京
大
學
出
版
社
︑
一
九
九
九
)
一
二
九
頁
︑

王
"
熙
・
顧
易
生
主
編
﹃
中
國
文
學
批
評
史
新
編
﹄
(復
旦
大
學
出
版
社
︑
二
〇

〇
一
)
三
六
七
頁
等
で
言
及
さ
れ
て
い
る
︒

(4
)﹃
彭
城
張
竹
坡
批
評
金
瓶
梅
第
一
奇
書
﹄︑
新
加
坡
南
洋
出
版
社
︑
二
〇
一
七
︒
大

連
図
書
館
蔵

(恭
王
府
旧
蔵
)
の
本
衙
蔵
板
翻
刻
必
究
本

(王
汝
梅
氏
は
こ
の
本

を
第
一
奇
書
本
の
初
刻
本
と
推
定
し
て
い
る
)
の
影
印
本
で
あ
る
︒
丁
面
が
欠
失

し
て
い
る
場
合
は
︑
張
青
松
蔵
本
︑
吉
林
大
学
蔵
の
本
衙
蔵
板
翻
刻
必
究
本
な
ど

で
補
い
︑
そ
の
都
度
注
記
さ
れ
て
い
る
︒
底
本
は
︑
巻
頭
の
評
で
は
各
評
ご
と
に
︑

各
回
で
は
回
評
と
本
文
と
で
そ
れ
ぞ
れ
丁
を
改
め
て
い
る
︒

(5
)
原
文
﹁
稗
官
者
︑
寓
言
也
﹂
(金
瓶
梅
寓
意
說

(以
下
寓
意
説
と
略
す
)
一
丁
表
)︒

﹃
漢
書
﹄﹁
藝
文
志
﹂
の
﹁
小
説
家
者
流
︑
蓋
出
於
稗
官
﹂
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
︒

な
お
︑
以
下
︑
原
文
引
用
部
分
の
字
体
は
底
本
の
ま
ま
と
す
る
︒
た
だ
し
︑
ユ
ニ

コ
ー
ド
に
な
い
字
体
の
場
合
は
近
似
の
字
体
を
使
用
し
た

(6
)
原
文
﹁
葢
云
貪
慾
嗜
惡
︑
百
骸
枯
盡
︑
瓶
之
罄
矣
﹂
(寓
意
説
一
丁
表
)︒﹃
詩
經
﹄

﹁
小
雅
・
蓼
莪
﹂
に
﹁
缾
之
罄
矣
︑
維
罍
之
恥
﹂
と
あ
り
︑
缾
の
水
が
尽
き
る
こ

と
を
親
の
死
に
喩
え
て
い
る
︒

(7
)
第
十
三
回
回
目
は
﹁
李
瓶
姐
墻
頭
密
約

'
春
兒
隙
底
私
窺
﹂
で
あ
る
︒

(8
)
芙
蓉
の
花
の
模
様
の
帳
は
閨
房
の
喩
え
と
し
て
用
い
ら
れ
る
︒
白
居
易
﹁
長
恨

歌
﹂
に
も
﹁
雲
鬢
花
顏
金
歩
搖
︑
芙
蓉
帳
暖
度
春
宵
﹂
と
あ
る
︒

(9
)
原
文
﹁
玩
賞
芙
蓉
亭
︑
葢
爲
瓶
兒
挿
筍
﹂
(寓
意
説
一
丁
裏
)︒
第
十
回
回
目
は

﹁
義
士
充
配
孟
州
(

妻
妾
玩
賞
芙
蓉
亭
﹂︒﹁
批
評
第
一
奇
書
金
瓶
梅
讀
法
﹂
(以

下
読
法
と
略
す
)
十
三
則
に
﹁
讀
﹃
金
并
﹄︑
須
看
其
入
筍
處
﹂
(并
は
瓶
の
略
)

と
あ
る

(読
法
三
丁
裏
)︒

(10
)﹁
綉
面
芙
蓉
一
笑
開
﹂
(寓
意
説
一
丁
裏
)
と
は
︑
李
瓶
児
の
顔
を
指
す
︒

(11
)
原
文
﹁
葢
金
瓶
合
傳
︑
是
因
瓶
假
屏
︑
又
因
屏
假
芙
蓉
︑
)
淫
以
入
于
幻
也
﹂

(寓
意
説
一
丁
裏
)︒
読
法
三
十
四
則
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
︒﹁﹃
金
瓶

張
竹
坡
﹁
金
瓶
梅
寓
意
説
﹂
訳
注
稿

(安
部
浩
子
)

一
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梅
﹄
是
一
部
﹃
史
記
﹄︒
然
而
﹃
史
記
﹄
有
獨
傳
︑
有
合
傳
︑
却
是
分
開
做
的
︒

﹃
金
瓶
梅
﹄
却
是
一
百
囘
共
成
一
傳
︑
而
千
百
人
總
合
一
傳
︑
内
却
又
断
断
續
續
︑

各
人
自
有
一
傳
︒
固
知
作
﹃
金
瓶
﹄
者
︑
必
能
作
﹃
史
記
﹄
也
︒
何
則
︒
既
已
爲

其
难
︑
又
何
难
爲
其
易
﹂
(読
法
十
四
丁
裏
)︒

(12
)
李
瓶
児
は
第
十
九
回
で
八
月
二
十
日
に
輿
入
れ
し
︑
第
二
十
回
で
八
月
二
十
五
日

に
親
戚
と
顔
合
わ
せ
の
宴
が
開
か
れ
て
い
る
︒

(13
)
第
六
十
二
回
に
︑
九
月
十
七
日
に
息
を
引
き
取
り
︑
十
月
十
二
日
に
出
棺
す
る
と

い
う
記
述
が
あ
る
︒

(14
)﹃
芙
蓉
譜
﹄
に
つ
い
て
は
未
詳
︒

(15
)
原
文
﹁
墻
頭
物
去
︑
親
事
杳
然
︑
瓶
兒
悔
矣
﹂
(寓
意
説
一
丁
裏
)︒﹁
墻
頭
物
﹂

と
は
︑
李
瓶
児
と
西
門
慶
が
逢
引
き
す
る
た
め
に
牆
に
か
け
ら
れ
て
い
た
は
し
ご

を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
︒
花
子
虚
の
屋
敷
と
西
門
慶
の
屋
敷
は
隣
り
合
っ
て
お

り
︑
李
瓶
児
と
西
門
慶
は
牆
に
は
し
ご
を
架
け
て
逢
引
き
し
て
い
た

(13
回
)︒

花
子
虚
は
一
族
の
者
か
ら
遺
産
分
割
に
関
し
て
訴
え
ら
れ
︑
土
地
や
屋
敷
を
売
っ

て
分
配
す
る
こ
と
と
な
る
︒
屋
敷
は
西
門
慶
が
買
い
取
り
︑
花
子
虚
と
李
瓶
児
は

獅
子
街
へ
引
っ
越
し
て
行
く
︒
ま
も
な
く
花
子
虚
は
死
に
︑
西
門
慶
は
李
瓶
児
の

輿
入
れ
の
日
取
り
を
決
め
る
が

(14
回
)︑
娘
婿
陳
敬
済

(詞
話
本
で
は
陳
経
済
)

の
親
戚
が
弾
劾
さ
れ
西
門
慶
に
も
累
が
及
び
そ
う
に
な
っ
た
た
め
︑
李
瓶
児
の
輿

入
れ
は
一
時
中
断
し
て
し
ま
う
︒
そ
の
間
に
李
瓶
児
は
病
気
と
な
り
︑
西
門
慶
と

関
係
を
持
っ
た
こ
と
を
後
悔
し
て
︑
医
者
の
蒋
文
蕙

(蒋
竹
山
)
と
結
婚
し
て
い

る

(17
回
)︒

あ
る
い
は
︑﹁
墻
頭
物
去
﹂
は
︑
夫
の
花
子
虚
が
一
族
の
者
か
ら
遺
産
分
割
に
関

し
て
訴
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
︑
李
瓶
児
が
花
家
の
財
産
を
西
門
慶
に
渡
し
︑
多
く

の
財
物
が
牆
越
し
に
西
門
家
に
運
び
込
ま
れ
た

(14
回
)
こ
と
を
指
す
と
理
解
で

き
る
か
も
知
れ
な
い
︒
そ
の
場
合
︑
原
文
は
﹁
塀
か
ら
物
が
持
ち
去
ら
れ
て
︑

(西
門
慶
と
の
)
婚
事
が
遠
の
い
た
の
で
︑
瓶
児
は

(先
に
財
物
を
渡
し
た
こ
と

を
)
悔
い
た
﹂
と
訳
さ
れ
よ
う
︒
な
お
︑
第
十
六
回
回
評
に
﹁
一
時
高
興
︑
將
家

私
盡
寄
出
去
︑
其
意
謂
子
虚
不
死
︑
我
不
,
相
隔
一
墻
︑
財
物
先
去
︑
人
可
輕
身

越
墻
而
,
矣
︑
及
一
旦
子
虚
身
死
︑
乃
深
悔
從
前
貨
落
人
手
︑
此
際
不
得
不
依
人

項
下
︑
作
討
冷
熱
口
氣
也
﹂
(回
評
一
丁
表
)︑
第
十
七
回
回
評
に
﹁
寫
瓶
兒
卽
中

竹
山
之
計
中
者
︑
見
得
瓶
兒
數
日
.
悔
已
久
︒
卽
未
有
竹
山
之
讒
︑
久
已
心
中
深

恨
墻
頭
之
物
輕
輕
脫
去
﹂
(回
評
二
丁
表
)
と
あ
る
︒

(16
)
原
文
﹁
故
蔣
文
蕙
將
聞
悔
而
來
也
者
﹂
(寓
意
説
一
丁
裏
)︒﹁
蔣
文
蕙
﹂
と
﹁
將

聞
悔
﹂
を
通
じ
さ
せ
て
い
る
︒

(17
)
原
文
﹁
然
瓶
兒
終
非
所
據
︑
必
致
0
散
︒
故
又
號
竹
山
﹂
(寓
意
説
一
丁
裏
)︒

﹁
竹
山
﹂
と
﹁
0
散
﹂
を
通
じ
さ
せ
て
い
る
︒

(18
)
原
文
﹁
如
意
爲
瓶
兒
後
身
︑
故
爲
熊
氏
︑
姓
張
︒
熊
之
所
貴
者
︑
膽
也
︒
是
如
意

乃
瓶
膽
一
張
耳
︒
故
瓶
兒
好
倒
挿
花
︑
如
意
﹁
莖
露
獨
嘗
﹂︑
皆
瓶
與
瓶
膽
之
本

色
1
景
﹂
(寓
意
説
一
丁
裏
～
二
丁
表
)︒
第
七
十
五
回
に
如
意
の
本
名
は
章
四
児

で
︑
か
つ
て
熊
旺
と
い
う
男
の
女
房
だ
っ
た
と
あ
り
︑﹁
章
﹂
と
﹁
張
﹂
を
通
じ

さ
せ
て
い
る
︒
第
七
十
八
回
回
評
に
﹁
如
意
兒
夫
家
姓
熊
︑
娘
家
姓
章
︑
夫
熊
有

膽
者
也
︒
葢
如
意
兒
︑
乃
瓶
中
一
膽
︑
故
名
如
意
︑
而
姓
章
︑
猶
言
瓶
膽
一
張
︒

又
膽
瓶
春
水
)
梅
花
︑
故
莖
露
獨
嚐
也
﹂
(回
評
一
丁
裏
)
と
あ
る
︒﹁
梅
花
﹂
は

春
梅
を
指
す
︒
注
(22
)
参
照
︒﹁
瓶
膽
﹂
に
つ
い
て
は
︑
李
瓶
児
の
胆
と
瓶
の
胴

と
の
両
方
の
意
味
で
捉
え
ら
れ
て
い
る
︒
第
七
十
八
回
回
目
は
﹁
林
太
太
鴛
幃
再

戰

如
意
兒
莖
露
獨
嘗
﹂︒

(19
)
原
文
﹁
銀
瓶
墜
井
︑
千
古
傷
心
︒
故
解
衣
而
瓶
兒
死
﹂
(寓
意
説
二
丁
表
)︒
白
居

易
﹁
井
底
引
銀
瓶
﹂
に
﹁
井
底
引
銀
瓶
︑
銀
瓶
欲
上
絲
繩
絕
︒
石
上
磨
玉
簪
︑
玉

簪
欲
成
中
央
折
︑
瓶
沈
簪
折
知
奈
何
︑
似
妾
今
朝
與
君
別
﹂
と
あ
る
︒﹁
井
底
引

銀
瓶
﹂
は
男
女
の
み
だ
ら
な
関
係
を
止
め
よ
う
と
す
る
詩
歌
︒﹁
解
衣
而
瓶
兒
死
﹂

は
前
後
の
関
係
か
ら
︑
李
瓶
児
が
西
門
慶
と
の
浮
気
に
走
っ
た
た
め
に
不
幸
な
死

に
方
を
し
た
こ
と
を
言
う
と
思
わ
れ
る
︒
第
四
十
五
回
の
回
目
が
﹁
應
伯
3
勸
當

銅
鑼

李
瓶
兒
解
衣
銀
姐
﹂
で
あ
る
こ
と
や
︑
第
六
十
二
回
で
李
瓶
児
が
死
ん
だ

時
︑
紅
綾
の
乳
あ
て
を
身
に
付
け
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
こ
と
を
連
想
し
て
い
る
可

能
性
も
あ
る
︒

(20
)
原
文
﹁
銀
瓶
失
水
矣
︑
竹
籃
打
水
成
何
益
哉
﹂
(寓
意
説
二
丁
表
)︒﹁
銀
瓶
失
水
﹂

は
白
居
易
﹁
井
底
引
銀
瓶
﹂
の
﹁
銀
瓶
欲
上
絲
繩
絕
﹂
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
︒
注

(19
)
参
照
︒﹁
竹
籃
打
水
成
何
益
哉
﹂
に
つ
い
て
は
︑﹁
藍
﹂
と
﹁
籃
﹂
を
通
じ

さ
せ
て
い
る
︒

(21
)
原
文
﹁
故
用
何
家
藍
氏
作
意
中
人
︑
以
4
西
門
之
死
︑
亦
瓶
之
餘
意
也
﹂
(寓
意

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇

第
四
十
七
号

(二
〇
一
九
年
三
月
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説
二
丁
表
)︒
第
七
十
八
回
回
評
に
﹁
忽
又
寫
一
藍
氏
︑
也
是
太
監
姪
兒
之
妻
也
︑

有
錢
︑
儼
然
又
一
瓶
兒
︒
葢
花
籃
亦
可
載
花
︑
花
瓶
亦
可
載
花
︑
而
無
如
籃
在
何

家
︒
何
者
︑
河
也
︑
竹
籃
打
水
︑
到
底
成
空
︑
總
是
一
番
虚
景
﹂
と
あ
る

(回
評

三
丁
表
)︒
ま
た
藍
氏
に
関
し
て
第
七
十
八
回
及
び
第
七
十
九
回
中
の
夾
批
で

﹁
瓶
兒
後
身
﹂
と
評
さ
れ
て
い
る

(第
七
十
八
回
本
文
三
十
丁
表
︑
第
七
十
九
回

本
文
二
丁
裏
)︒

(22
)
原
文
﹁
瓶
裡
梅
花
︑
春
光
無
幾
﹂
(寓
意
説
二
丁
表
)︒
第
七
回
回
評
に
﹁
瓶
梅
爲

無
根
之
卉
也
﹂
(回
評
二
丁
表
)︑﹁
而
金
瓶
中
之
水
︑
能
支
幾
刻
殘
春
哉
﹂
(回
評

三
丁
裏
)
と
あ
る
︒
瓶
中
の
梅
花
は
根
が
無
い
の
で
美
し
い
花
の
盛
り
を
長
く
保

つ
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
意
味
だ
と
思
わ
れ
る
︒

(23
)
春
梅
と
孫
雪
娥
は
第
十
一
回
で
喧
嘩
を
す
る
な
ど
︑
西
門
家
に
い
た
時
か
ら
仲
が

悪
か
っ
た
︒
春
梅
と
孫
雪
娥
の
関
係
に
つ
い
て
第
七
回
回
評
に
﹁
以
5
娥
爲
言
者
︑

見
得
與
諸
花
不
投
︑
而
又
獨
與
梅
花
作
祟
︑
故
與
春
梅
不
合
︑
而
受
辱
守
備
府
︑

是
又
作
者
深
恨
歲
寒
之
凌
冽
︑
特
特
要
使
梅
花
翻
案
也
﹂
(回
評
五
丁
裏
)
と
あ

る
︒

(24
)
第
九
十
回
で
公
売
に
付
さ
れ
た
孫
雪
娥
を
春
梅
が
買
っ
て
周
守
備
府
の
飯
炊
き
女

と
し
た
こ
と
や
︑
第
九
十
四
回
で
春
梅
が
孫
雪
娥
を
売
っ
て
娼
妓
と
し
た
こ
と
を

指
す
も
の
か
︒
注
(23
)
参
照
︒

(25
)
第
八
十
九
回
で
呉
月
娘
と
春
梅
と
が
永
福
寺
で
再
会
し
た
場
面
で
︑
月
娘
が
春
梅

に
﹁
姐
姐
︑
你
自
從
出
了
家
門
在
府
中
︑
一
向
奴
多
缺
礼
︑
没
曾
看
你
︑
你
休

怪
﹂
と
あ
い
さ
つ
し
た
直
後
の
夾
批
に
﹁
炎
凉
悪
氣
一
吐
﹂
と
︑
春
梅
が
﹁
好
奶

奶
︑
奴
那
里
出
身
︑
豈
敢
說
怪
﹂
と
応
じ
た
直
後
の
夾
批
に
﹁
不
垂
別
涙
︑
此
時

反
欲
垂
涙
矣
﹂
(本
文
十
丁
裏
)
と
あ
る
︒

(26
)
原
文
﹁
秀
臭
同
音
︑
春
梅
8
臭
︑
載
花
舟
且
作
糞
舟
﹂
(寓
意
説
二
丁
裏
)︒
第
百

回
で
春
梅
が
周
秀
の
下
男
周
義
と
密
通
し
腹
上
死
し
た
こ
と
を
指
す
も
の
か
︒

(27
)
原
文
﹁
而
周
義
乃
野
渡
無
人
︐
中
流
蕩
漾
﹂
(寓
意
説
二
丁
裏
)︒
韋
應
物
﹁
滁
州

西
㵎
﹂
に
﹁
春
潮
帶
雨
晩
來
:
︑
野
渡
無
人
舟
自
橫
﹂
と
あ
る
︒

(28
)
原
文
﹁
言
須
一
篙
留
住
︑
方
登
彼
岸
﹂
(寓
意
説
二
丁
裏
)︒﹁
高
﹂
と
﹁
篙
﹂
を

通
じ
さ
せ
て
い
る
︒

(29
)﹁
敬
﹂
は
去
声
︑﹁
莖
﹂
は
平
声
で
声
調
が
異
な
る
︒

(30
)
原
文
﹁
敗
莖
芰
荷
言
蓮
之
下
塲
頭
︒
故
金
蓮
以
敬
濟
而
敗
﹂
(寓
意
説
二
丁
裏
)︒

第
八
十
二
回
回
評
に
﹁
陳
敬
濟
者
︑
敗
莖
之
芰
荷
也
︒
陳
者
︑
舊
也
︑
殘
也
︑
敗

也
︒
敬
︑
莖
之
別
音
︒
濟
︑
芰
之
別
音
︒
葢
言
芰
荷
之
敗
者
也
︒
金
蓮
者
︑
荷
花

也
︑
以
敬
濟
而
敗
︑
則
敬
濟
寔
因
敗
金
蓮
而
寫
其
人
︑
非
爲
敬
濟
寫
也
﹂
(回
評

一
丁
裏
～
二
丁
表
)
と
あ
る
︒

(31
)
原
文
﹁
倖
僥
得
金
蓮
︑
芰
莖
之
罪
︒
西
門
乃
打
鐵
棍
︑
鐵
棍
芰
莖
影
也
︒
舍
根
而

罪
影
所
謂
糊
塗
﹂
(寓
意
説
二
丁
裏
)︒
第
二
十
八
回
回
目
は
﹁
陳
敬
済
徼
倖
得
金

蓮

西
門
慶
糊
塗
打
鉄
棍
﹂︒
王
汝
梅
校
注
﹃
皋
鶴
堂
批
評
第
一
奇
書
金
瓶
梅
﹄

(吉
林
大
學
出
版
社
︑
一
九
九
四
︒
吉
林
大
学
蔵
の
本
衙
蔵
板
翻
刻
必
究
本
を
底

本
と
し
た
排
印
本
)
で
は
﹁
陳
敬
済
僥
幸
得
金
蓮

西
門
慶
糊
涂
打
鐵
棍
﹂
と
す

る
︒﹁
芰
莖
﹂
は
誰
を
指
す
の
か
解
り
に
く
い
︒
明
ら
か
に
陳
敬
済
を
指
す
と
思

わ
れ
る
用
例
が
あ
る
一
方
で

(注
(32
)
参
照
)︑
下
文
に
王
六
児
と
潘
金
蓮
と
の

類
似
を
述
べ
︑
王
六
児
も
ま
た
鉄
棍
を
影
と
す
る
と
し
て
い
る
︒
こ
こ
で
は
一
応

陳
敬
済
を
指
す
も
の
と
し
て
︑
こ
の
よ
う
に
訳
し
た
︒

(32
)
原
文
﹁
敗
莖
不
耐
風
霜
︑
故
至
嚴
州
︑
而
鐵
指
甲
一
折
卽
下
﹂
(寓
意
説
二
丁
裏

～
三
丁
表
)︒
第
九
十
二
回
回
評
に
﹁
夫
嚴
州
者
︑
嚴
霜
也
︒
今
此
一
入
︑
5
上

加
霜
︑
不
全
根
披
剝
︑
將
安
往
哉
﹂
(回
評
一
丁
表
)
と
あ
る
︒﹁
鐵
指
甲
﹂
は
楊

二
郎
の
綽
名
︒
第
九
十
二
回
回
評
に
﹁
鉄
指
甲
楊
二
郎
︑
枯
柳
枝
也
︑
糶
凨
賣
雨
︑

夫
柳
枝
︑
當
嚴
冬
之
時
︑
其
穿
破
爛
之
芰
莖
︑
何
难
之
有
﹂
(回
評
一
丁
裏
)
と

あ
る
︒﹁
鐵
指
甲
一
折
﹂
が
何
を
指
す
の
か
は
量
り
難
い
が
︑
第
九
十
二
回
で
陳

敬
済
が
孟
玉
楼
に
訴
え
ら
れ
て
牢
に
入
っ
て
い
る
間
に
楊
二
郎
が
陳
敬
済
の
仕
入

れ
た
品
物
を
持
ち
逃
げ
し
た
こ
と
を
指
す
も
の
と
考
え
て
︑
こ
の
よ
う
に
訳
し
た
︒

(33
)
原
文
﹁
幸
徐
崶
相
救
︑
風
少
勁
卽
吹
去
矣
﹂
(寓
意
説
三
丁
表
)︒
厳
州
で
孟
玉
楼

に
訴
え
ら
れ
た
時
︑
太
守
の
徐
崶
が
陳
敬
済
を
助
け
て
い
る

(92
回
)︒
第
九
十

二
回
回
評
に
﹁
幸
有
徐
崶
救
命
︒
夫
崶
者
︑
凨
也
︒
徐
凨
者
︑
言
雖
有
5
上
之
霜
︑

幸
而
凨
威
不
:
︑
猶
可
踉
蹌
支
吾
于
徐
凨
之
下
﹂
(回
評
一
丁
表
)︑
同
回
夾
批
に

も
徐
崶
に
関
し
て
﹁
雖
是
朔
凨
︑
猶
是
冬
天
晴
和
之
凨
︑
故
殘
芰
得
少
留
也
﹂

(本
文
九
丁
裏
)
と
あ
り
︑
徐
崶
は
風
を
寓
意
す
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
︒

(34
)
原
文
﹁
次
後
,
街
䑕
尋
風
︑
是
眞
朔
風
﹂
(寓
意
説
三
丁
表
)︒﹁
,
街
䑕
﹂
は
張

勝
の
綽
名
︒
第
九
十
九
回
の
陳
敬
済
が
張
勝
に
殺
さ
れ
る
場
面
の
本
文
に
︑﹁
不

張
竹
坡
﹁
金
瓶
梅
寓
意
説
﹂
訳
注
稿

(安
部
浩
子
)

一
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防
張
勝
揺
着
鈴
︑
廵
凨
,
來
﹂
(本
文
七
丁
裏
)
と
い
う
記
述
が
あ
る
︒

(35
)
原
文
﹁
風
利
如
刀
︑
刀
利
如
風
︑
殘
枝
敗
葉
︑
安
得
不
催
哉
﹂
(寓
意
説
三
丁
表
)︒

﹁
催
﹂
は
︑
前
掲
﹃
皋
鶴
堂
批
評
第
一
奇
書
金
瓶
梅
﹄
六
頁
︑
黃
霖
編
﹃
金
瓶
梅

資
料
彙
編
﹄
(中
華
書
局
︑
一
九
八
七
)
六
十
頁
は
﹁
摧
﹂
と
し
て
い
る
︒﹁
催
﹂

で
は
意
味
が
通
じ
な
い
の
で
﹁
摧
﹂
と
し
て
訳
し
た
︒

(36
)
原
文
﹁
其
父
陳
洪
︑
已
爲
露
冷
蓮
房
墜
粉
紅
︑
其
舅
張
團
練
搬
去
︑
又
荷
盡
已
無

擎
雨
葢
﹂
(寓
意
説
三
丁
表
)︒﹁
其
父
陳
洪
︑
已
爲
露
冷
蓮
房
墜
粉
紅
﹂
に
つ
い

て
は
︑
杜
甫
﹁
秋
興
八
首

其
七
﹂
に
﹁
波
漂
菰
米
沈
雲
黑
︑
露
冷
蓮
房
B
粉

紅
﹂
と
あ
る
︒
ま
た
第
八
十
二
回
回
評
に
﹁
至
于
陳
洪
︑
葢
言
殘
紅
﹂
(回
評
二

丁
表
)
と
あ
る
︒﹁
其
舅
張
團
練
搬
去
︑
又
荷
盡
已
無
擎
雨
葢
﹂
に
つ
い
て
は
︑

蘇
軾
﹁
贈
劉
景
文
﹂
に
﹁
荷
盡
已
無
擎
雨
蓋
︑
菊
殘
D
有
傲
霜
枝
﹂
と
あ
る
︒
第

八
十
六
回
回
評
に
﹁
張
團
練
︑
喻
荷
葢
之
猶
張
也
︒
今
5
壓
陳
莖
之
芰
︑
宜
乎
團

葢
不
能
復
張
︑
故
下
文
張
團
練
︑
卽
與
敬
濟
分
矣
﹂
(回
評
一
丁
表
)
と
あ
る
︒

父
親
は
死
に

(88
回
)︑
母
方
の
叔
父
も
引
っ
越
し
て
行
っ
て
し
ま
い

(88
回
)︑

陳
敬
済
に
と
っ
て
頼
れ
る
人
が
い
な
く
な
っ
た
と
い
う
意
味
と
考
え
︑
こ
の
よ
う

に
訳
し
た
︒

(37
)﹁
風
雨
﹂
は
︑
前
掲
﹃
皋
鶴
堂
批
評
第
一
奇
書
金
瓶
梅
﹄
六
頁
及
び
前
掲
﹃
金
瓶

梅
資
料
彙
編
﹄
六
十
頁
で
は
﹁
風
雪
﹂
と
し
て
い
る
︒

(38
)
第
七
十
回
回
評
に
﹁
夏
延
齡
︑
實
始
終
金
蓮
者
也
︒
葢
言
蓮
茂
于
夏
︑
而
龍
溪
有

水
︐
可
以
栽
蓮
﹂
(回
評
一
丁
表
)
と
あ
る
︒

(39
)
原
文
﹁
總
言
水
枯
蓮
謝
︑
惟
餘
數
莖
敗
葉
潦
倒
汚
泥
︑
所
爲
風
流
不
堪
囘
首
︑
無

非
爲
金
蓮
汚
辱
下
賤
寫
也
﹂
(寓
意
説
三
丁
表
)︒

(40
)
原
文
﹁
侍
女
偷
金
︑
蓮
瓶
相
妬
﹂
(寓
意
説
三
丁
表
)︒
李
智
と
黄
四
が
持
っ
て
来

た
四
個
の
金
の
腕
輪
を
官
哥
に
付
け
さ
せ
て
遊
ば
せ
て
い
る
う
ち
に
一
個
が
な
く

な
り
︑
日
頃
か
ら
李
瓶
児
を
嫉
妬
し
て
い
た
潘
金
蓮
が
そ
れ
を
あ
て
こ
す
っ
た
た

め
に
西
門
慶
に
怒
鳴
ら
れ
る

(43
回
)︒
腕
輪
は
夏
花

(李
嬌
児
の
侍
女
)
が
盗

ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
が
︑
そ
の
後
李
瓶
児
は
潘
金
蓮
の
嫉
妬
が
ひ
ど
い
こ
と
を
呉

銀
児
に
こ
ぼ
し
て
い
る

(44
回
)︒

(41
)
原
文
﹁
闘
葉
輸
金
︑
蓮
花
飄
萎
︑
芰
莖
用
事
矣
﹂
(寓
意
説
三
丁
表
)︒
陳
敬
済
と

西
門
大
姐
と
が
ハ
ン
カ
チ
を
買
う
金
を
失
く
し
た
と
言
い
争
っ
て
お
り
︑
李
瓶
児

が
潘
金
蓮
と
西
門
大
姐
の
分
も
ま
と
め
て
ハ
ン
カ
チ
の
代
金
を
陳
敬
済
に
渡
し
た
︒

潘
金
蓮
は
李
瓶
児
の
財
力
を
見
せ
つ
け
ら
れ
て
形
無
し
と
な
っ
た
︒
結
局
失
く
し

た
と
思
っ
た
金
は
見
つ
か
っ
て
お
り
︑
そ
の
金
を
か
け
て
カ
ル
タ
遊
び
を
す
る
こ

と
と
な
っ
た

(51
回
)︒

(42
)
原
文
﹁
寫
一
金
蓮
︑
不
足
以
盡
金
蓮
之
惡
︑
且
不
足
以
盡
西
門
︑
月
娘
之
惡
︑
故

先
寫
一
宋
金
蓮
︑
再
寫
一
王
六
兒
﹂
(寓
意
説
三
丁
表
～
裏
)︒﹁
宋
金
蓮
﹂
に
つ

い
て
︑
前
掲
﹃
皋
鶴
堂
批
評
第
一
奇
書
金
瓶
梅
﹄
七
頁
で
は
﹁
宋
金
蓮
﹂︑
前
掲

﹃
金
瓶
梅
資
料
彙
編
﹄
六
十
頁
は
﹁
宋
蕙
蓮
﹂
と
し
て
い
る
︒
宋
蕙
蓮

(詞
話
本

で
は
宋
恵
蓮
)
は
元
の
名
を
金
蓮
と
い
っ
た
が
︑
来
旺

(西
門
家
の
下
男
)
と
結

婚
し
た
際
に
蕙
蓮
と
改
名
し
た
︒
ま
た
潘
金
蓮
の
排
行
は
六
番
目
で
︑
六
姐
と
呼

ば
れ
て
い
る
︒
宋
姓
の
金
蓮

(も
う
一
人
の
潘
金
蓮
た
る
宋
蕙
蓮
)︑
王
姓
の
六

児

(も
う
一
人
の
潘
金
蓮
た
る
王
六
児
)
と
い
う
意
で
こ
の
よ
う
に
記
述
し
た
と

も
考
え
ら
れ
る
︒

(43
)
原
文
﹁
望
子
落
︑
簾
兒
墜
︑
含
羞
自
縊
﹂
(寓
意
説
三
丁
裏
)︒﹁
望
子
落
﹂
が
何

を
指
す
の
か
は
未
詳
︒﹁
旺
﹂
と
﹁
望
﹂
を
通
じ
さ
せ
て
︑
来
旺
が
原
籍
地
の
徐

州
へ
送
ら
れ
た
こ
と
を
連
想
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
︒

(44
)
李
桂
姐
は
西
門
慶
が
官
位
を
得
た
と
知
り
︑
第
三
十
二
回
で
呉
月
娘
の
義
理
の
娘

に
し
て
も
ら
っ
て
い
る
︒
同
回
回
目
は
﹁
李
桂
姐
趨
炎
認
女

潘
金
蓮
懷
嫉
驚

兒
﹂
で
あ
る
︒

(45
)
第
二
十
一
回
回
目
は
﹁
吳
月
娘
E
5
烹
茶

應
伯
3
替
花
邀
酒
﹂︒
月
娘
が
喜
ぶ

と
は
︑
呉
月
娘
の
思
惑
ど
お
り
西
門
慶
と
仲
直
り
で
き
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
︒

張
竹
坡
は
︑
呉
月
娘
が
雪
の
夜
に
香
を
焚
い
て
い
た
の
は
王
姑
子
の
入
れ
知
恵
に

よ
る
も
の
で
︑
わ
ざ
と
西
門
慶
に
見
せ
る
よ
う
に
や
っ
た
の
だ
と
す
る
︒
同
回
回

評
に
﹁
然
則
燒
香
一
事
︑
殆
王
姑
子
所
授
之
奸
謀
︑
而
月
娘
用
之
而
效
﹂
(回
評

三
丁
表
)
と
あ
る
︒
第
七
十
七
回
回
目
は
﹁
西
門
慶
踏
5
訪
爱
月

賁
四
嫂
帶
水

戦
1
郎
﹂︒
同
回
夾
批
に
﹁
又
有
月
無
桂
︑
是
冬
月
非
秋
月
︒
可
想
月
娘
當
爲
含

悲
矣
﹂
(本
文
八
丁
裏
)
と
あ
る
︒﹁
有
月
無
桂
﹂
と
は
︑
李
桂
姐
が
西
門
慶
の
寵

愛
を
失
っ
た
こ
と
を
指
す
と
思
わ
れ
る
︒

(46
)
月
と
簫
と
は
似
合
い
の
組
み
合
わ
せ
で
︑﹁
月
下
吹
簘
﹂
(寓
意
説
四
丁
表
)
は
画

題
に
も
使
わ
れ
て
い
る
︒

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇

第
四
十
七
号

(二
〇
一
九
年
三
月
)
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(47
)
兔
と
は
小
玉

(呉
月
娘
の
女
中
)
を
指
す
︒
第
九
十
五
回
回
評
に
﹁
葢
小
玉
者
︑

月
中
之
兎
︑
今
與
中
秋
同
事
月
娘
︒
夫
月
至
中
秋
︑
兎
已
肥
矣
︑
兎
至
肥
時
︑
月

亦
滿
矣
︑
(略
)
是
故
小
玉
纔
成
婚
︑
乃
中
秋
月
滿
之
時
﹂
(回
評
一
丁
裏
)
と
あ

る
︒

(48
)
原
文
﹁
葢
月
照
金
鈎
于
南
瓦
上
︑
其
虧
可
見
﹂
(寓
意
説
四
丁
表
)︒
第
九
十
五
回

回
評
に
﹁
而
平
安
已
偷
金
鈎
于
南
瓦
子
内
︑
葢
纔
滿
一
夜
早
已
如
鈎
照
南
瓦
子
上

也
﹂
(回
評
一
丁
裏
)︑
同
回
夾
批
に
﹁
月
照
南
瓦
︑
已
爲
殘
月
︑
况
南
照
必
在
北
︑

北
方
乃
死
而
復
蘇
之
方
︑
月
娘
能
不
歸
雲
裡
手
之
夢
乎
﹂
(本
文
三
丁
表
)
と
あ

る
︒﹁
鈎
﹂
は
︑
小
野
忍
・
千
田
九
一
訳
﹃
金
瓶
梅

(下
巻
)﹄
(平
凡
社
︑
一
九

七
二
)
で
﹁
釣
り
手
﹂
と
訳
さ
れ
て
い
る
の
に
従
う

(同
書
四
一
〇
頁
ほ
か
)︒

(49
)
第
百
回
で
呉
月
娘
と
小
玉
は
︑
金
兵
の
攻
撃
を
避
け
て
済
南
府
の
雲
裡
守
の
元
へ

一
緒
に
逃
げ
て
行
っ
て
い
る
︒
そ
の
途
中
で
普
静
和
尚
に
再
会
し
︑
永
福
寺
に
泊

め
て
も
ら
う
︒
そ
こ
で
呉
月
娘
は
雲
裡
守
の
夢
を
見
︑
孝
哥
が
幻
化
さ
れ
る
︒
後

に
呉
月
娘
は
玳
安
・
小
玉
夫
妻
に
老
後
の
面
倒
を
見
て
も
ら
い
︑
生
涯
を
終
え
る
︒

(50
)
原
文
は
﹁
李
嬌
兒
乃
桃
李
春
風
墻
外
枝
也
﹂
(寓
意
説
四
丁
表
)︒
こ
れ
が
何
を
指

す
の
か
は
未
詳
︒
第
七
回
回
評
に
﹁
以
李
嬌
兒
名
者
︑
見
得
桃
李
春
風
墻
外
枝

也
﹂
(回
評
五
丁
裏
)
と
あ
る
︒
王
實
甫
﹃
西
廂
記
﹄
第
三
本
第
一
折
に
も
﹁
你

看
人
似
桃
李
春
風
牆
外
枝
︑
又
不
比
賣
俏
倚
門
兒
﹂
と
あ
り
︑﹁
牆
外
枝
﹂
は
妓

女
を
喩
え
て
い
る
︒
李
嬌
児
も
妓
女
出
身
で
あ
る
︒
李
嬌
児
は
︑
西
門
慶
の
死
後

こ
っ
そ
り
財
産
を
運
び
出
し
て
廓
に
帰
っ
て
お
り
︑
こ
の
意
を
含
む
と
も
考
え
ら

れ
る
︒

(51
)
原
文
﹁
其
弟
李
銘
︑
言
理
明
外
暗
︑
可
發
一
笑
﹂
(寓
意
説
四
丁
表
)︒﹁
李
銘
﹂

と
﹁
理
明
﹂
を
通
じ
さ
せ
て
い
る
︒

(52
)
原
文
﹁
至
賁
四
嫂
︑
與
林
太
太
︑
乃
葉
落
林
空
︑
春
光
已
去
﹂
(寓
意
説
四
丁
表
)︒

﹁
葉
落
﹂
と
は
賁
四
嫂

(本
名
は
葉
五
児
︑
年
増
の
女
性
と
さ
れ
て
い
る
)︑﹁
林

空
﹂
と
は
林
太
太

(潘
金
蓮
が
少
女
時
代
に
奉
公
し
て
い
た
王
招
宣
の
未
亡
人
)

を
指
す
︒
第
七
十
八
回
回
評
に
﹁
又
找
葉
五
兒
一
段
︑
點
明
花
殘
葉
落
之
故
也
︒

再
戰
林
太
太
︑
却
先
寫
業マ

マ

五
兒
︑
言
敗
葉
辞
林
︑
春
光
去
矣
﹂
(回
評
一
丁
表
～

裏
)
と
あ
る
︒

(53
)
原
文
﹁
西
門
慶
將
至
其
家
︑
必
云
吩
咐
後
生
王
顕
︑
是
背
面
落
水
︑
顕
黃
一
葉

也
﹂
(寓
意
説
四
丁
表
)︒﹁
王
﹂
と
﹁
黃
﹂
を
通
じ
さ
せ
て
い
る
︒

(54
)
原
文
﹁
文
嫂
住
捕
衙
厛
前
︑
女
名
金
大
姐
︑
乃
蜂
衙
中
一
黃
蜂
﹂
(寓
意
説
四
丁

表
)︒
蜂
衙
と
は
︑
官
吏
が
一
斉
に
出
勤
し
て
く
る
の
を
蜂
の
群
れ
に
喩
え
た
も

の
︒
第
九
十
五
回
回
評
に
も
﹁
文
嫂
者
︑
蜂
也
︒
其
女
兒
金
大
姐
者
︑
黄
蜂
也
﹂

(回
評
二
丁
表
)
と
あ
る
が
︑
金
大
姐
は
薛
嫂
の
息
子
の
嫁
で
あ
り
︑
こ
の
部
分

の
記
述
は
物
語
の
内
容
と
食
い
違
っ
て
い
る
︒

(55
)
原
文
﹁
5
月
爭
寒
︑
空
林
葉
落
︑
所
爲
蓮
花
芙
蓉
︑
安
能
寧
耐
哉
﹂
(寓
意
説
四

丁
裏
)︒﹁
5
月
爭
寒
﹂
に
つ
い
て
は
︑
第
六
十
八
回
回
評
の
﹁
此
囘
特
寫
爱
月
︑

却
特
與
桂
姐
相
映
︑
見
此
時
有
月
無
花
︑
一
片
寒
冷
天
氣
也
﹂
(回
評
一
丁
表
)︑

﹁
桂
姐
爲
月
娘
之
女
︑
月
下
桂
也
︒
今
月
兒
奪
桂
兒
之
寵
︑
引
林
氏
之
媒
︑
明
言

桂
已
飄
零
︑
月
非
秋
月
︒
葢
5
後
之
明
蟾
︑
獨
照
空
林
︑
大
是
凄
切
之
1
﹂
(回

評
二
丁
表
)︑
第
七
十
七
回
回
評
の
﹁
寫
殘
葉
︑
必
寫
先
踏
5
訪
爱
月
何
也
︒
葢

必
5
月
交
輝
︑
而
蓮
葉
始
全
落
空
︑
梅
花
乃
獨
放
也
﹂
(回
評
一
丁
裏
)
な
ど
の

記
述
に
よ
り
︑
西
門
慶
が
雪
を
踏
ん
で
鄭
愛
月
の
廓
へ
行
っ
た
こ
と
を
い
う
も
の

と
思
わ
れ
る
︒﹁
所
爲
蓮
花
芙
蓉
︑
安
能
寧
耐
哉
﹂
に
つ
い
て
は
︑
第
七
十
回
回

評
に
﹁
且
東
京
一
囘
之
後
︑
惟
踏
5
訪
月
︑
而
葉
落
空
林
︑
景
物
蕭
條
︑
是
又
有

賁
四
嫂
︑
林
太
太
等
事
也
︒
此
處
于
瓶
兒
新
死
︑
卽
寫
夏
大
人
之
去
︑
言
金
蓮
之

不
久
也
︒
用
筆
如
此
︑
早
瞞
,
千
古
看
官
︑
我
今
日
覌
之
︑
乃
知
是
一
部
﹃
羣
芳

譜
﹄
之
寓
言
耳
﹂
(回
評
一
丁
裏
)
と
あ
る
︒
な
お
﹃
群
芳
譜
﹄
は
︑
植
物
の
栽

培
法
及
び
関
連
す
る
詩
文
な
ど
を
集
め
た
類
書
で
︑
明
の
王
象
晉
編
﹃
(二
如
亭
)

群
芳
譜
﹄
及
び
清
の
康
熙
年
間
に
勅
命
で
こ
れ
を
増
刪
し
た
﹃
廣
群
芳
譜
﹄
を
指

す
︒
古
来
︑
花
は
女
性
に
喩
え
ら
れ
る
の
で
︑﹃
金
瓶
梅
﹄
を
﹃
群
芳
譜
﹄
に
喩

え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︒﹃
廣
群
芳
譜
﹄
は
康
熙
四
十
七
年

(一
七
〇
八
)
撰
成

な
の
で
︑
張
竹
坡
は
こ
れ
を
見
て
い
な
い
だ
ろ
う
︒

(56
)
第
五
十
五
回
回
評
に
﹁
舊
日
韶
光
易
老
︑
甚
勿
昧
昧
︑
及
早
囘
頭
︑
猶
恐
不
及
也
︒

(略
)
此
乃
用
4
鴻
'
燕
四
字
︑
以
點
其
睛
︑
示
炎
熱
有
限
︑
繁
華
不
久
也
﹂
と

あ
る

(回
評
一
丁
表
～
裏
)︒

(57
)
原
文
﹁
來
3
改
名
來
友
︑
見
花
事
闌
珊
︑
燕
鶯
8
恨
﹂
(寓
意
説
四
丁
裏
)︒
第
七

十
七
回
夾
批
に
﹁
花
之
友
者
雀
也
︑
雀
來
而
花
謝
矣
﹂
(本
文
十
三
丁
表
)
と
あ

る
︒
ま
た
第
七
十
七
回
回
評
に
﹁
鳥
來
而
花
殘
︑
况
黄
鸝
乃
四
月
之
鳥
︑
春
已
歸

張
竹
坡
﹁
金
瓶
梅
寓
意
説
﹂
訳
注
稿

(安
部
浩
子
)

一
四
〇



矣
︒
故
來
友
兒
自
王
皇
親
家
出
來
︒
夫
王
皇
者
︑
黄
也
︑
離
王
皇
親
而
來
︑
此
黄

鸝
也
︒
改
名
來
3
︑
3
者
︑
雀
也
︑
古
雀
字
卽
3
︑
總
是
作
者
收
拾
花
事
之
筆
﹂

(回
評
二
丁
表
～
裏
)
と
あ
る
︒﹁
燕
鶯
8
恨
﹂
に
つ
い
て
は
︑
前
後
の
関
係
か
ら
︑

色
事
が
衰
え
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
︒

(58
)
原
文
﹁
其
妻
惠
元
︑
三
友
會
于
園
︑
看
杜
鵑
啼
血
矣
﹂
(寓
意
説
四
丁
裏
)︒
第
七

十
七
回
回
評
に
﹁
夫
三
友
︑
乃
花
間
之
雀
鶯
燕
等
鳥
也
﹂
(回
評
二
丁
表
)
と
あ

る
︒﹁
三
友
會
于
園
﹂
と
は
︑
鳥
が
来
て
花
が
し
お
れ
︑
色
事
が
衰
え
る
と
い
う

意
味
か
と
推
測
さ
れ
る
︒
注
(57
)
参
照
︒﹁
惠
元
﹂
と
﹁
會
園
﹂
を
通
じ
さ
せ
る

も
の
か
︒﹁
看
杜
鵑
啼
血
矣
﹂
が
何
を
指
す
の
か
は
量
り
難
い
︒
ホ
ト
ト
ギ
ス
は

口
中
が
赤
い
こ
と
か
ら
︑
鳴
く
様
子
が
血
を
吐
く
と
喩
え
ら
れ
る
︒
ま
た
ホ
ト
ト

ギ
ス
は
古
代
の
蜀
の
望
帝
杜
宇
の
魂
が
化
し
た
鳥
だ
と
い
う
伝
説
が
あ
り
︑
そ
の

鳴
き
声
は
聞
く
者
に
哀
切
な
気
持
ち
を
起
こ
さ
せ
る
と
い
わ
れ
る
︒

(59
)
原
文
﹁
故
三
章
約
乃
陽
関
声
﹂
(寓
意
説
四
丁
裏
)︒﹁
陽
関
声
﹂
は
送
別
の
曲
︒

王
維
﹁
4
元
二
使
安
西
﹂︒﹁
勸
君
更
盡
一
杯
酒
︑
西
出
陽
關
無
故
人
﹂
か
ら
陽
関

曲
と
呼
ば
れ
る
︒
玉
簫
は
書
童
と
の
関
係
を
潘
金
蓮
に
見
つ
か
り
三
つ
の
約
束
を

さ
せ
ら
れ
る
が
︑
そ
の
こ
と
を
知
っ
た
書
童
は
︑
恐
れ
て
す
ぐ
さ
ま
船
で
故
郷
の

蘇
州
に
逃
げ
帰
っ
て
し
ま
い
︑
玉
簫
と
別
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

(64
回
)︒

(60
)
西
門
慶
は
呉
月
娘
に
︑
自
分
の
死
後
も
妾
達
が
西
門
家
を
出
て
行
く
こ
と
な
く
一

緒
に
暮
ら
す
よ
う
遺
言
し
た
が

(79
回
)︑
結
局
妾
達
は
皆
出
て
行
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
を
指
す
も
の
か
︒
注
(71
)
参
照
︒

(61
)﹁
蜂
媒
蝶
使
﹂
(恋
文
を
届
け
る
人
︑
色
事
の
手
引
き
を
す
る
人
)
の
意
と
思
わ
れ

る
︒
第
九
十
五
回
回
評
に
﹁
玳
安
者
︑
蝴
蝶
也
︒
覌
其
嘻
I
之
�
可
知
︒
覌
其
訪

文
嫂
兒
可
知
︒
文
嫂
者
蜂
也
︒
(略
)
蜂
媒
︑
蝴
蝶
使
可
訪
︒
故
用
玳
安
︒
玳
者
︑

墨
班
黄
班
︑
所
謂
花
蝴
蝶
也
﹂
(回
評
二
丁
表
)
と
あ
る
︒

(62
)
第
三
十
五
回
で
応
伯
爵
が
書
童
の
歌
声
に
つ
い
て
﹁
你
看
他
¡
喉
音
︑
就
是
一
管

簫
﹂
(本
文
十
六
丁
表
)
と
言
っ
て
い
る
︒

(63
)
原
文
﹁
惟
風
則
止
有
馮
媽
媽
︒
太
守
徐
崶
︑
雖
亦
一
人
︑
而
非
花
嬌
月
媚
︑
正
經

脚
色
﹂
(寓
意
説
四
丁
裏
～
五
丁
表
)︒
こ
の
﹁
風
﹂
は
風
流

(色
事
)
の
意
を
含

む
と
思
わ
れ
る
︒
徐
崶
は
清
廉
な
人
柄
と
さ
れ
︑
色
事
に
関
す
る
記
述
は
見
当
た

ら
な
い
が
︑
馮
媽
媽
は
色
事
に
関
係
す
る
役
回
り
で
︑
輿
入
れ
前
の
李
瓶
児
と
西

門
慶
と
の
間
で
使
い
を
し
た
り

(19
回
)︑
韓
愛
姐
を
翟
謙

(蔡
太
師
の
執
事
)

の
妾
と
す
る
話
を
持
ち
込
ん
だ
り

(37
回
)︑
王
六
児
と
西
門
慶
と
の
逢
引
き
の

手
伝
い
を
し
た
り
し
て
い
る

(37
回
ほ
か
)︒

(64
)
原
文
﹁
故
用
書
童
與
玉
簘
合
︑
而
䔥
疎
之
風
動
矣
﹂
(寓
意
説
五
丁
表
)︒
蕭
疎
と

は
︑
木
の
葉
な
ど
が
落
ち
て
寂
し
げ
で
ま
ば
ら
で
あ
る
こ
と
︒﹁
䔥
疎
之
風
﹂
と

は
︑
蕭
条
と
し
た
風
で
あ
り
︑
登
場
人
物
が
去
っ
て
ゆ
く
風
の
意
か
︒
注
(66
)

(71
)
参
照
︒﹁
簫
書
﹂
と
﹁
䔥
疎
﹂
を
通
じ
さ
せ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
︒

(65
)
原
文
﹁
故
書
童
生
于
蘇
州
府
長
熟
縣
︑
字
義
可
思
﹂
(寓
意
説
五
丁
表
)︒
第
三
十

一
回
本
文
の
記
述
で
は
﹁
本
貫
蘇
州
府
常
熟
縣
人
﹂
と
な
っ
て
い
る

(本
文
五
丁

表
)︒﹁
字
義
可
思
﹂
の
意
は
未
詳
︒﹁
長
﹂
と
﹁
常
﹂
が
同
音
で
あ
る
こ
と
か
ら

い
う
も
の
か
︒

(66
)
第
三
十
五
回
本
文
﹁
畫
損
了
掠
兒
稍
﹂
の
直
後
の
夾
批
に
﹁
已
寓
L
走
消
息
︑
然

又
(
出
本
意
﹂
(本
文
十
六
丁
表
)
と
あ
る
︒

(67
)
第
三
十
五
回
本
文
﹁
賁
四
果
然
害
怕
﹂
の
直
後
の
夾
批
に
﹁
有
梳
箆
應
害
怕
﹂

(本
文
二
十
四
丁
表
)
と
あ
る
︒

(68
)
第
三
十
五
回
で
賁
四
は
酒
の
席
で
の
失
言
を
応
伯
爵
に
指
摘
さ
れ
︑
い
た
た
ま
れ

ず
席
を
立
ち
︑
怖
く
な
っ
て
︑
後
で
銀
を
包
ん
で
応
伯
爵
の
家
に
挨
拶
に
行
っ
た

こ
と
を
指
す
と
思
わ
れ
る
︒

(69
)
原
文
﹁﹃
艶
異
﹄
8
意
︑
爲
男
寵
報
仇
﹂
(寓
意
説
五
丁
表
)︒﹃
艶
異
編
﹄
は
王
世

貞
編
纂
の
文
言
小
説
集
︒
艶
と
異
に
関
す
る
話
を
収
録
し
︑
巻
三
十
一
﹁
男
寵

編
﹂
が
あ
る
︒﹁
爲
男
寵
報
仇
﹂
に
つ
い
て
は
︑
前
文
の
応
伯
爵
が
賁
四
を
咎
め

た
件
は
誰
か
の
仇
を
討
っ
た
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
の
で
︑
西
門
慶
が
平
安
を

打
っ
て
書
童
の
た
め
に
仇
討
ち
を
し
て
や
っ
て
い
る
こ
と
を
指
す
も
の
と
考
え

(第
三
十
五
回
回
目
は
﹁
西
門
慶
爲
男
寵
報
讐

書
童
兒
作
女
粧
媚
客
﹂
)︑
こ
の

よ
う
に
訳
し
た
︒

(70
)
前
掲
﹃
皋
鶴
堂
批
評
第
一
奇
書
金
瓶
梅
﹄
の
注
に
よ
れ
ば
︑﹁
象
牙
﹂﹁
牙
梳
﹂
は
︑

表
面
上
の
意
味
は
可
愛
が
っ
て
い
る
者

(書
童
)
の
こ
と
だ
が
︑
西
門
慶
の
男
根

を
暗
喩
し
て
い
る
と
い
う

(同
書
五
六
八
頁
)︒

(71
)
原
文
﹁
去
必
以
并
兒
䘮
内
︑
瓶
墜
簪
折
︑
牙
梳
零
落
︑
䔥
疎
風
起
︑
春
意
闌
珊
︑

陽
関
三
叠
︑
大
家
將
散
塲
也
﹂
(寓
意
説
五
丁
表
)︒﹁
瓶
墜
簪
折
﹂
は
︑
李
瓶
児

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇

第
四
十
七
号
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の
死
を
指
す
と
思
わ
れ
る
︒
第
六
十
二
回
で
李
瓶
児
が
死
ん
だ
時
に
応
伯
爵
と
西

門
慶
は
簪
が
折
れ
た
夢
を
見
て
い
る
︒
注
(19
)
参
照
︒
李
瓶
児
の
死

(政
和
七

年
九
月
十
七
日
)
後
百
日
余
り
で
西
門
慶
も
死
に

(重
和
元
年
一
月
二
十
一
日
)︑

西
門
家
の
人
た
ち
が
離
散
し
て
い
く
こ
と
を
指
す
と
思
わ
れ
る
︒
文
頭
の
﹁
去
﹂

は
︑
西
門
慶
の
死
去
を
指
す
と
も
と
れ
る
が
︑
前
後
の
関
係
か
ら
一
応
こ
の
よ
う

に
訳
し
た
︒
注
(60
)
(64
)
参
照
︒

(72
)
原
文
﹁
至
其
寫
玉
楼
一
人
︑
則
又
作
者
經
済
學
問
︑
色
色
自
喻
皆
到
﹂
(寓
意
説

五
丁
表
)︒﹁
竹
坡
閒
話
﹂
(以
下
閑
話
と
略
す
)
に
﹁
夫
終
不
能
一
暢
吾
志
︑
是

其
言
愈
毒
︑
而
心
愈
悲
︑
所
謂
﹁
含
酸
抱
阮
﹂︑
以
此
固
知
玉
樓
一
人
︑
作
者
之

自
喻
也
﹂
(閑
話
一
丁
表
)
と
あ
り
︑
孟
玉
楼
は
作
者
が
自
分
自
身
を
喩
え
て
書

い
た
登
場
人
物
だ
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
︒
注
(97
)
参
照
︒

(73
)
孟
玉
楼
の
簪
に
は
﹁
金
勒
馬
嘶
芳
草
地

玉
楼
人
醉
杏
花
天
﹂
(第
八
回
本
文
七

丁
裏
)
と
彫
り
込
ん
で
あ
る
︒
こ
れ
に
つ
い
て
田
中
智
行
訳
﹃
新
訳
金
瓶
梅

(上

巻
)﹄
(鳥
影
社
︑
二
〇
一
八
)
の
注
に
﹁
こ
の
対
句
は
宋
代
の
伝
奇
小
説
﹁
李
師

師
外
伝
﹂
に
徽
宗
が
画
工
に
与
え
た
画
題
と
し
て
み
え
る
の
が
古
く
︑
後
の
戯
曲

や
小
説
に
も
用
例
が
あ
る
﹂
(同
書
一
六
五
頁
)
と
あ
る
︒
筆
者
が
見
た
か
ぎ
り

で
は
︑
石
君
寶
﹁
李
亞
仙
花
酒
曲
江
池
﹂︑﹃
水
滸
傳
﹄
第
百
一
回
︑﹃
淸
平
山
堂

話
本
﹄﹁
西
湖
三
塔
記
﹂
に
も
用
例
が
あ
っ
た
︒

(74
)
第
七
回
回
評
に
﹁
語
有
云
﹁
玉
楼
人
醉
杏
花
天
﹂︑
然
則
玉
楼
者
︑
又
杏
花
之
別

說
也
﹂
(回
評
二
丁
表
)︑
第
九
十
一
回
回
評
に
﹁
薛
嫂
舊
媒
︑
陶
媽
新
媒
︒
夫
桃

傍
之
5
︑
乃
是
杏
花
之
色
︑
非
若
前
此
之
5
壓
枝
頭
以
相
欺
也
﹂
(回
評
一
丁
表
)

と
あ
る
︒

(75
)
孟
玉
楼
が
前
に
嫁
い
で
い
た
楊
家
は
臭
水
巷
に
あ
っ
た
︒
夫
楊
宗
錫
の
死
に
よ
り
︑

西
門
慶
の
妾
と
な
っ
た
こ
と
を
い
う
も
の
か
︒

(76
)
閑
話
に
﹁
作
者
不
幸
︑
身
O
其
難
︑
吐
之
不
能
︑
呑
之
不
可
︑
掻
抓
不
得
︑
悲
號

無
益
︑
借
此
以
自
泄
﹂
(閑
話
二
丁
裏
)
と
あ
る
︒

(77
)
原
文
﹁
所
爲
勿
助
勿
忘
﹂
(寓
意
説
五
丁
裏
)︒﹃
孟
子
﹄﹁
公
孫
丑
章
句

(上
)﹂

の
﹁
必
有
事
焉
︒
而
勿
正
︒
心
勿
忘
︒
勿
助
長
也
﹂
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
︒

(78
)
原
文
﹁
言
我
若
得
志
︑
必
以
仁
(
済
天
下
︑
使
天
下
匹
夫
匹
婦
︑
皆
在
晏
安
之
内
︑

以
養
其
生
︑
皆
入
于
人
倫
之
中
︑
以
復
其
性
﹂
(寓
意
説
五
丁
裏
)︒

(79
)
原
文
﹁
不
謂
有
金
(
士
淫
之
︑
又
有
陳
三
引
之
︑
言
爲
今
人
声
色
貨
利
)
淫
已
久
︑

我
方
竭
力
養
之
教
之
︑
而
今
(
又
使
其
舊
性
復
散
︑
不
可
救
援
﹂
(寓
意
説
六
丁

表
)︒﹁
金
(
﹂
と
﹁
今
(
﹂︑
陳
三
の
﹁
三
﹂
と
﹁
散
﹂
を
通
じ
さ
せ
て
い
る
︒

第
九
十
三
回
で
晏
公
廟
の
金
道
士
が
陳
敬
済
に
男
色
を
迫
り
︑
陳
三
が
陳
敬
済
を

廓
に
引
き
入
れ
て
︑
馮
金
宝

(か
つ
て
の
恋
人
)
と
再
会
さ
せ
︑
陳
敬
済
は
自
堕

落
な
生
活
に
逆
戻
り
し
て
い
る
︒

(80
)
原
文
﹁
一
肖
其
形
︑
一
美
其
號
﹂
(寓
意
説
六
丁
表
)︒
胡
僧
の
姿
形
に
つ
い
て
︑

第
四
十
九
回
本
文
に
﹁
形
骨
古
怪
︑
相
貌
搊
搜
︑
生
的
豹
頭
凹
眼
︑
色
若
紫
肝
︑

戴
了
鷄
蠟
箍
兒
︑
穿
一
領
肉
紅
直
裰
︑
頦
下
髭
鬚
乱
拃
︑
頭
上
有
一
溜
光
簷
︑
就

是
個
形
容
古
怪
眞
羅
漢
︑
未
除
火
性
獨
眼
龍
﹂
(本
文
十
二
丁
裏
～
十
三
丁
表
)

と
あ
り
︑
こ
の
描
写
は
男
根
を
彷
彿
と
さ
せ
る
︒
胡
僧
の
姿
形
は
男
根
に
似
て
お

り
︑
道
堅
は
そ
れ
を
美
し
く
言
っ
た
だ
け
だ
︒

(81
)
万
廻
長
老
の
﹁
廻
長
﹂
と
﹁
廻
腸
﹂
を
通
じ
さ
せ
て
い
る
︒
廻
腸
は
内
臓
の
名
前

で
あ
る
と
同
時
に
︑
あ
れ
こ
れ
思
い
悩
む
と
い
う
意
味
も
あ
る
︒

(82
)
相
火
は
中
医
学
用
語
で
︑
憤
怒
や
色
欲
に
よ
っ
て
肝
・
腎
に
火
を
発
し
て
起
こ
る

病
気
︒
第
七
十
九
回
の
西
門
慶
が
死
ぬ
場
面
に
﹁
相
火
燒
身
︑
変
出
風
來
︑
声
若

牛
吼
一
般
︑
喘
息
了
半
夜
﹂
(本
文
二
十
五
丁
表
)
と
あ
る
︒﹁
相
國
﹂
と
﹁
相

火
﹂
を
通
じ
さ
せ
る
も
の
か
︒

(83
)
脾
風
は
中
医
学
用
語
で
︑
風
病

(寒
熱
病
)
の
一
種
︒﹁
R
風
﹂
と
﹁
脾
風
﹂
を

通
じ
さ
せ
る
も
の
か
︒

(84
)
原
文
﹁
故
有
吳
(
士
主
持
結
拜
︑
心
既
無
(
︑
結
拜
何
益
﹂
(寓
意
説
六
丁
裏
)︒

﹁
吳
(
﹂
と
﹁
無
(
﹂
を
通
じ
さ
せ
て
い
る
︒

(85
)
こ
の
四
人
に
共
通
す
る
の
は
︑
遊
び
人
と
い
う
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
︒

(86
)
こ
の
三
人
に
共
通
す
る
の
は
︑
水
だ
と
思
わ
れ
る
︒

(87
)
原
文
﹁
又
如
安
沈

(枕
)︑
宋

(送
)
喬
年
︑
喻
色
慾
傷
生
︑
二
人
共
一
寓
意
也
﹂

(寓
意
説
六
丁
裏
)︒
前
掲
﹃
皋
鶴
堂
批
評
第
一
奇
書
金
瓶
梅
﹄
の
注
に
よ
れ
ば

﹁
安
沈
﹂
は
﹁
安
忱
﹂
の
誤
り

(同
書
十
一
頁
)︒
安
忱
・
宋
喬
年
に
つ
い
て
は
︑

第
七
十
七
回
回
評
に
﹁
夫
安
郎
中
名
忱
︑
言
安
枕
也
︒
宋
喬
年
︑
言
断
4
長
年

也
﹂
(回
評
一
丁
表
)
と
あ
る
︒
ま
た
第
七
十
二
回
回
評
に
﹁
寫
安
沈
來
拜
︑
處

處
在
西
門
飮
酒
赴
約
之
時
︒
葢
屢
屢
點
醒
其
花
酒
叢
中
︑
安
枕
無
憂
︑
不
知
死
之

張
竹
坡
﹁
金
瓶
梅
寓
意
説
﹂
訳
注
稿

(安
部
浩
子
)

一
四
二



將
至
︑
正
是
作
者
所
以
用
安
沈
一
人
入
此
書
之
本
意
也
﹂
(回
評
二
丁
表
)
と
あ

る
︒

(88
)﹁
傅

(負
)
自
新

(心
)﹂
の
原
文
は
﹁
付

(負
)
自
新

(心
)﹂
(寓
意
説
七
丁

表
)︒
ま
た
︑
韓
道
国
に
つ
い
て
魏
子
雲
氏
は
﹁
寒
到
骨
﹂
の
意
と
し
て
い
る

(前
掲
﹃
金
瓶
梅
審
探
﹄︑
八
十
七
頁
)︒

(89
)
原
文
﹁
如
吳
神
仙
︑
乃
鏡
也
︒
名
無
奭
︑
冰
鑑
照
人
︑
無
失
也
﹂
(寓
意
説
七
丁

表
)︒﹁
無
奭
﹂
と
﹁
無
失
﹂
を
通
じ
さ
せ
て
い
る
︒

(90
)
原
文
﹁
并
墜
簪
折
︑
黄
土
傷
心
﹂
(寓
意
説
七
丁
表
)︒﹁
并
﹂
は
﹁
瓶
﹂
の
略
︒

﹁
并
墜
簪
折
﹂
と
は
︑
李
瓶
児
の
死
を
指
す
︒
注
(19
)
(71
)
参
照
︒
黄
真
人
は
李

瓶
児
の
三
十
五
日
の
法
事
に
招
か
れ
る
道
士

(66
回
)︒

(91
)
原
文
﹁
彩
雲
易
散
﹂
(寓
意
説
七
丁
表
)︒
美
し
い
物
は
壊
れ
易
い
︑
良
い
事
は
長

く
続
か
な
い
と
い
う
意
︒
第
二
十
六
回
の
宋
蕙
蓮
が
自
縊
し
た
場
面
の
本
文
に
も

﹁
世
間
好
物
不
堅
牢
︑
彩
雲
易
散
瑠
璃
脆
﹂
(本
文
十
八
丁
裏
)
と
あ
る
︒
白
居
易

﹁
鯵
鯵
吟
﹂
の
﹁
大
都
好
物
不
堅
牢
︑
T
雲
易
散
瑠
璃
脆
﹂
を
ふ
ま
え
る
と
思
わ

れ
る
︒

(92
)
原
文
﹁
潘
(
士
︑
拚
也
﹂
(寓
意
説
七
丁
表
)︒﹁
潘
﹂
と
﹁
拚
﹂
を
通
じ
さ
せ
て

い
る
も
の
か
︒
潘
道
士
は
︑
死
に
そ
う
な
李
瓶
児
の
た
め
に
西
門
慶
が
魔
除
け
を

依
頼
す
る
道
士

(62
回
)︒

(93
)﹁
U
﹂
は
お
父
さ
ん
の
意
︒﹁
U
U
﹂
は
﹃
金
瓶
梅
﹄
中
で
は
︑
枕
を
交
わ
す
際
に

女
性
が
男
性
に
呼
び
か
け
る
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る

(張
惠
英
﹃
金
瓶
梅
俚
俗

難
詞
解
﹄︑
社
会
科
學
文
獻
出
版
社
︑
一
九
九
二
︑
五
十
二
頁
)︒

(94
)
原
文
﹁
桂
姐
接
丁
二
官
︑
打
丁
之
人
也
﹂
(寓
意
説
七
丁
表
)︒
第
二
十
回
眉
批
に

も
﹁
打
丁
也
者
︑
故
姓
丁
也
︒
文
字
隨
手
成
趣
﹂
(本
文
十
六
丁
表
)
と
あ
る
︒

打
丁
に
つ
い
て
は
未
詳
︒
そ
の
ま
ま
﹁
打
丁
の
人
﹂
と
し
た
︒

(95
)
原
文
﹁
侯
林
兒
言
樹
倒
猢
猻
散
﹂
(寓
意
説
七
丁
表
～
裏
)︒
ボ
ス
が
倒
れ
れ
ば
他

の
者
も
散
っ
て
し
ま
う
と
い
う
喩
え
︒﹁
侯
﹂
と
﹁
猴

(サ
ル
)﹂
が
同
音
で
あ
る

こ
と
や
︑﹁
樹
﹂
と
﹁
林
﹂
の
関
連
か
ら
連
想
す
る
も
の
か
︒
侯
林
児
は
第
九
十

六
回
で
登
場
す
る
︒

(96
)
張
好
問
と
白
汝
晃
は
い
ず
れ
も
第
三
十
三
回
に
登
場
す
る
︒
白
汝
晃
は
︑
詞
話
本

で
は
謝
汝
謊
と
な
っ
て
い
る
︒

(97
)
第
七
回
で
孟
玉
楼
は
月
琴
が
上
手
だ
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
︒
第
百
回
で
韓
愛
姐
は

月
琴
を
抱
い
て
湖
州
の
両
親
の
元
へ
旅
を
し
て
い
る
︒
旅
の
途
中
で
難
儀
し
て
い

た
と
こ
ろ
を
韓
二
に
助
け
ら
れ
る
︒
張
竹
坡
は
月
琴
と
阮
咸
を
同
じ
も
の
と
し
て

評
し
て
い
る
︒
注
(72
)
参
照
︒

(98
)
原
文
﹁
乃
于
爱
河
中
搗
此
一
篇
鬼
話
﹂
(寓
意
説
七
丁
裏
)︒
何
官
人
の
﹁
何
﹂
と

﹁
河
﹂
を
通
じ
さ
せ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
︒

(99
)
閑
話
に
﹁
是
吾
既
不
能
上
告
天
子
以
申
其
隱
︑
又
不
能
下
告
士
師
以
求
其
平
︑
且

不
能
得
:
切
應
手
之
荊
︑
聶
以
濟
乃
事
︑
則
吾
將
止
於
無
可
如
何
而
已
哉
︒

(略
)
展
轉
以
思
︑
惟
此
不
律
可
以
少
泄
吾
憤
︑
是
用
借
西
門
氏
以
發
之
﹂
(閑
話

一
丁
裏
)
と
あ
る
︒

(
100
)
原
文
﹁
惟
孝
可
以
永
錫
爾
類
﹂
(寓
意
説
七
丁
裏
)︒﹃
詩
經
﹄﹁
大
雅
・
旣
醉
﹂
に

﹁
孝
子
不
匱
︑
永
錫
爾
類
﹂
と
あ
る
︒

(
101
)
原
文
﹁
今
使
我
不
能
全
孝
︑
抑
曾
反
思
爾
之
于
爾
親
︑
却
是
如
何
﹂
(寓
意
説
七

丁
裏
)︒

(
102
)
原
文
﹁
千
秋
萬
歳
︑
此
恨
綿
綿
﹂
(寓
意
説
七
丁
裏
)︒
白
居
易
﹁
長
恨
歌
﹂
に

﹁
天
長
地
久
有
時
盡
︑
此
恨
緜
緜
無
盡
期
﹂
と
あ
る
︒

(
103
)
原
文
﹁
悠
悠
蒼
天
︑
曷
有
其
極
﹂
(寓
意
説
七
丁
裏
)︒﹃
詩
經
﹄﹁
唐
風
・
鴇
羽
﹂

に
﹁
悠
悠
蒼
天
︑
曷
其
有
極
﹂
と
あ
る
︒

(
104
)﹁
作
者
之
意
﹂
以
降
の
二
二
七
字
の
文
章
は
︑
第
一
奇
書
本
の
多
く
の
版
本
で
は

収
録
さ
れ
て
い
な
い
︒
底
本
の
序
言
に
よ
る
と
︑
こ
の
二
二
七
字
を
持
つ
の
は
大

連
図
書
館
蔵
の
本
衙
藏
板
翻
刻
必
究
本
︑
張
青
松
蔵
本
︑
韓
国
梨
花
女
子
大
蔵
本

の
三
本
で
︑
大
連
図
書
館
蔵
本
及
び
張
青
松
蔵
本
は
初
印
本
︑
韓
国
梨
花
女
子
大

蔵
本
は
回
評
が
無
く
︑
初
印
本
の
翻
刻
本
か
同
版
後
印
本
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ

て
い
る
︒

(
105
)﹁
仲
兄
竹
坡
傳
﹂
等
の
資
料
に
よ
る
と
︑
張
竹
坡
は
十
五
歳
の
時
に
父
親
の
張
工

を
亡
く
し
て
い
る

(前
掲
﹃
張
竹
坡
與
︽
金
瓶
梅
︾
研
究
﹄︑
七
十
四
頁
)︒

(
106
)
原
文
﹁
向
日
所
爲
密
邇
知
交
︑
今
日
皆
成
陌
路
﹂
(寓
意
説
八
丁
表
)︒﹁
密
邇
﹂

は
接
近
し
て
い
る
こ
と
︒﹃
國
語
﹄﹁
魯
語
・
下
﹂
に
﹁
魯
之
密
邇
於
齊
而
又
小
國

也
﹂
と
あ
る
︒

(
107
)
原
文
﹁
細
思
床
頭
金
𥁞
之
語
﹂
(寓
意
説
八
丁
表
)︒
張
籍
﹁
行
路
難
﹂
に
﹁
湘
東

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇

第
四
十
七
号

(二
〇
一
九
年
三
月
)
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四
三



行
人
長
嘆
息
︑
十
年
離
家
歸
未
得
︒
(略
)
君
不
見
︑
牀
頭
黃
金
盡
︑
壯
士
無
顏

色
﹂
と
あ
る
︒

(
108
)
原
文
﹁
親
朋
白
眼
︑
面
目
寒
酸
︑
便
是
凌
雲
志
氣
︑
分
外
消
磨
﹂
(寓
意
説
八
丁

表
)︒
第
一
回
の
本
文
中
に
同
じ
表
現
が
見
ら
れ
る

(本
文
二
丁
表
)︒

(
109
)
冷
熱
真
仮
の
交
替
に
つ
い
て
は
︑
閑
話
に
﹁
天
下
最
眞
者
︑
莫
若
倫
常
︑
最
假
者

莫
若
財
色
︒
然
而
倫
常
之
中
︑
如
君
臣
︑
朋
友
︑
夫
婦
︑
可
合
而
成
︑
若
夫
父
子
︑

兄
弟
︑
如
水
同
源
︑
如
木
同
本
︑
流
分
枝
引
︑
莫
不
天
成
︒
乃
竟
有
假
父
︑
假
子
︑

假
兄
︑
假
弟
之
輩
︒
噫
︒
此
而
可
假
︑
孰
不
可
假
︒
將
富
貴
︑
而
假
者
可
眞
︑
貧

賤
︑
而
眞
者
亦
假
︒
富
貴
︑
熱
也
︑
熱
則
無
不
眞
︑
貧
賤
︑
冷
也
︑
冷
則
無
不
假
︒

不
謂
冷
熱
二
字
顚
倒
眞
假
一
至
于
此
︒
然
而
冷
熱
亦
無
定
矣
︒
今
日
冷
而
明
日
熱
︑

則
今
日
眞
者
假
︑
而
明
日
假
者
眞
矣
︒
今
日
熱
而
明
日
冷
︑
則
今
日
之
眞
者
︑
悉

爲
明
日
之
假
者
矣
﹂
(閑
話
二
丁
表
～
裏
)
と
あ
る
︒

(
110
)
本
月
と
は
何
時
か
に
つ
い
て
は
説
が
分
れ
る
︒
王
汝
梅
氏
は
序
の
日
付
と
同
じ
三

月
と
す
る

(前
掲
﹃
皋
鶴
堂
批
評
第
一
奇
書
金
瓶
梅
﹄︑
八
頁
)︒
呉
敢
氏
は
︑

﹁
仲
兄
竹
坡
傳
﹂
に
﹁
十
数
日
で
批
評
を
完
成
し
た

(旬
有
餘
日
而
批
成
)﹂
(前

掲
﹃
張
竹
坡
與
︽
金
瓶
梅
︾
研
究
﹄︑
二
四
七
頁
)
と
あ
る
こ
と
か
ら
正
月
と
す

る
︒

(あ
べ

ひ
ろ
こ

文
学
研
究
科
文
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
)

(指
導
教
員
：
中
原

健
二

教
授
)

二
〇
一
八
年
九
月
二
七
日
受
理

張
竹
坡
﹁
金
瓶
梅
寓
意
説
﹂
訳
注
稿

(安
部
浩
子
)

一
四
四



そ
の
他

翻
刻

石
清
水
八
幡
宮
本
﹃
八
幡
宮
寺
巡
拝
記
﹄
後

筒

井

大

祐

〔
抄

録
〕

本
稿
は
︑
本
誌
前
号
掲
載
の
﹁
翻
刻

石
清
水
八
幡
宮
本
﹃
八
幡
宮
寺
巡

拝
記
﹄
前
﹂
に
続
く
︑
石
清
水
八
幡
宮
本
﹃
八
幡
宮
寺
巡
拝
記
﹄
の
翻
刻
で

あ
る
︒
凡
例
は
︑
本
誌
前
号
を
参
照
さ
れ
た
い
︒
本
号
で
は
︑
30
丁
裏
か
ら
︑

最
終
の
52
丁
裏
を
掲
載
す
る
︒

キ
ー
ワ
ー
ド

石
清
水
八
幡
宮
古
文
書
︑﹃
八
幡
宮
寺
巡
拝
記
﹄

翻

刻

一
貞
房
カ
番
役
ニ
参
テ
要
事
ア
ル
ニ
依
暁
ト
ク
家
ニ
返
ケ
リ
然
︹
ニ
︺

敵
ヲ
待
モ
ノ
有
テ
人
タ
カ
エ
ニ
ク
ロ
ノ
カ
ク
レ
ヨ
リ
貞
房
ヲ
射ウ

チ

コ
ロ

サ
ン
ト
シ
ケ
リ
ス
テ
ニ
弓
ヲ
引
テ
ハ
ナ
タ
ン
ト
シ
ケ
ル
時
貞
房
ヒ
ト
リ

コ
ト
ニ
云
コ
ヽ
ハ
ヲ
ソ
ロ
シ
キ
所
ニ
テ
有
ニ
何
ト
モ
覚
ス
シ
テ
ト
ヲ
ル
ト
云

リ
ク
ロ
ノ
カ
ケ
ニ
テ
是
ヲ
キ
ヽ
テ
ア
ラ
浅
増
ヤ
人
タ
カ
エ
ニ
神
人

ヲ
コ
ロ
サ
ン
ト
シ
ケ
ル
ヨ
ト
テ
引
タ
ル
矢
ヲ
ユ
ル
ヘ
ケ
リ

︹
貞
房
此
ヲ
シ
ラ
サ
リ
ケ
ル
ニ
︺
後
ニ
俗
向
テ
此

事
ヲ
懺
悔
シ
ケ
リ
此
分
ハ
誰
ノ
人
ニ
モ
有
ヌ
ヘ
シ
一
向
ニ
憑
奉
ラ
ン

ニ
貞
房
一
人
ニ
限
ヘ
カ
ラ
ス
乃
至
炎
王
宮
ニ
ノ
ソ
ム
ト
モ
大
菩
薩
︹
ノ
︺

行
人
ハ
余
ノ
罪
人
ニ
ハ
似
マ
シ
キ
也
折
節
ニ
ツ
ケ
テ
ハ
憑
多
ク
貴
キ

事
ノ
ミ
侍
リ
我
身
ハ
賎
ト
云
ト
モ
何
ナ
ル
宿
縁
有
テ
是
ホ
ト
﹂

(30
ウ
)

契
タ
テ
マ
ツ
ル
物
ト
成
ラ
ン
ト
思
︹
ヘ
︺
ハ
常
ニ
眼
ニ
涙
ウ
カ
フ
也
貞
房

カ
事
ハ
上
ニ
委
ク
記
ス
ル
也

一
中
比
一
人
︹
ノ
︺
女
房
参
籠
シ
タ
リ
ケ
リ
又
一
人
児
常
ニ
参
会
シ
テ

女
房
ヲ
嬈
乱
シ
ケ
リ
女
房
宝
前
ニ
通
夜
シ
侍
リ
ケ
ル
カ
ヒ
ン
ツ鬢

ラ
ユ
ヒ
タ
ル
若カ

君キ
ミ

来
テ
白
キ
杖
ヲ
モ
テ
女
房
ヲ
ウ
テ
オ
コ
シ
テ
云
︹
ク
︺

シ
メ
ユ
ヒ
テ
苔
ノ
莚
ヲ
シ
キ
シ
ヨ
リ
フ
タ
リ
ハ
人
ノ
フ
サ
ヌ
所
ソ

一
聖
武
天
皇
︹
ノ
︺
御
宇
神
亀キ

二
年
︹
ニ
︺
東
大
寺
︹
ニ
︺
御
殿
ヲ
作
テ
大
菩
薩

ヲ
勧
請
シ
奉
ル
則
大
宮
司
田
丸
女
Õ
宜
カ
ラ
シ
マ
ノ
ワ
ツ
メ

御
輿
ノ
御
共
ニ
マ
イ
リ
テ
宇
佐
ノ
宮
ヨ
リ
送
︹
リ
︺
奉
ル
爰
田
丸
御

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇

第
四
十
七
号

(二
〇
一
九
年
三
月
)

一
四
五



殿
ノ
内
ニ
シ
テ
女
ノ
Õ
宜
ヲ
嬈
乱
ス
サ
レ
ト
モ
人
イ
カ
テ
カ
知
ル
ヘ
キ
﹂
(31
オ
)

御
託
宣
ニ
ヨ
リ
テ
十
五
年
流
罪
セ
ラ
レ
キ
人
ミ
ネ
ハ
ト
ハ
思

フ
ヘ
キ
ニ
非
ス
神
慮
尤
モ
恐
ル
ヘ
シ

一
御
許
ノ
舎
利
会
ニ
道
俗
男
女
参
ア
ツ
マ
ル
中
昔
一
人
ノ
俗
女

人
ヲ
ス
カ
シ
出
テ
人
ノ
見
ヌ
谷
ニ
下
リ
テ
犯
シ
ケ
リ
則
二
人
共
ニ
ハ

ナ
レ
ス
シ
テ
命
ヲ
失
︹
ヒ
︺
ケ
リ
近
比
マ
テ
此
谷
ニ
白
カ
ハ
ネ
ノ
二
リ
イ
タ
キ

合
タ
ル
形
ニ
テ
有
ケ
リ
今
ハ
其
形
ミ
ヘ
ス
抑
御
許
山
ト
申
ハ
欽

明
御
宇
僧
聴
三
年
ニ
大
菩
薩
始
テ
此
山
ニ
石
体
権
現
ト

ア
ラ
ハ
レ
マ
シ
マ
ス
所
也
上
ニ
善委

ク
記
ス
ル
也
御
託
宣
ニ
婬
犯
ハ
三

日
ノ
汚
ト
見
タ
リ
或
ハ
汚
穢
不
浄
ヲ
ハ
不
嫌
謟
曲
不
実
ヲ
嫌
︹
フ
︺

ト
云
姶

姶

云

神
慮
ハ
カ
リ
カ
タ
シ
ト
云
ト
モ
且
ク
一
義
ヲ
申
ハ
ス
ヘ
テ
婬
﹂

(31
ウ
)

犯
汚
ナ
キ
ニ
ハ
非
ス
サ
レ
ハ
三
日
精
進
ト
見
タ
リ
但
謟
曲
不
実

ニ
ノ
ソ
ム
レ
ハ
汚
穢
不
浄
ヲ
ハ
不
嫌
ト
也
愚
意
ニ
存
ス
ル
所
也

一
寛
喜
ノ
餓
死
ノ
比
京
ナ
ト
ヨ
リ
モ
参
宮
ノ
人
マ
レ
希

ナ
リ
ケ
リ
其
時

森
ノ
辺
ニ
住
セ
シ
五
師
カ
何
ト
ナ
ク
楼
門
ノ
下
エ
参
リ
タ
リ
ケ
ル
ニ

武
内
ノ
方
ヨ
リ
女
房
ノ
御
声
ニ
テ
ア
ラ
ツ
レ
徒

〳
〵
然

ヤ
ト
仰
セ
ラ
レ
テ

マ
シ
〳
〵
ケ
リ
見
奉
ハ
白
キ
キ
ヌ
ニ
ク
レ
ナ
イ
ノ
御
カ
ケ
ヲ
ヒ
ノ
御

タ
ケ
ト
ヒ
ト
シ
ク
サ
カ
リ
テ
ウ
ラ
ナ
シ
ヲ
ス
コ
シ
土
ニ
ヒ
ク
ヤ
ウ
ニ
奉

ケ
レ
ハ
其
ヲ
ト
聞
ケ
リ
柳
ノ
シ
タ
ニ
マ
シ
マ
ス
カ
御
カ
ホ
ノ
ス
コ
シ
赤
︹
キ
︺

ヤ
ウ
ニ
見
サ
セ
給
ケ
リ
此
僧
コ
レ
ヲ
拝
タ
テ
マ
ツ
リ
目
ス
コ
シ
ク

サ
リ
テ
明
ナ
ラ
ス
ト
云
姶

姶

云

三
所
ニ
取
ハ
中
ハ
僧
形
ニ
︹
テ
︺
マ
シ
マ
ス
両
所
﹂

(32
オ
)

ハ
女
体
ノ
御
形
也
此
僧
カ
オ
ノ
レ
己

カ
分
ニ
ア
ラ
サ
ル
ニ
カ
タ
シ

ケ
ナ
ク
拝
シ
奉
ケ
ル
故
也
シ
ル
シ
ノ
筥
ヲ
ア
ケ
シ
僧
未
御
体

ヲ
拝
見
セ
ヌ
ニ
目
ク
ラ
ト
ナ
リ
シ
ワ
神
ノ
威
ヲ
マ
サ
ン
カ
為
也
我

等
カ
如
キ
︹
ノ
︺
者モ

ノ

御
体
ヲ
拝
シ
奉
ハ
ヤ
ト
思
︹
ニ
︺
神
ノ
御
心
ヨ
リ
オ

コ
リ
テ
ヲ
カ
マ
レ
マ
シ
マ
サ
ハ
全
ク
目
ク
サ
ル
マ
シ
罪
障
コ
ソ
滅
ス
ヘ

ケ
レ
サ
レ
ハ
東
大
寺
ノ
南
門
ニ
テ
弘
法
大
師
ニ
御
物
語
大

峰
ノ
御
修
行
ニ
ハ
同
行
ア
マ
タ
見ミ

奉
︹
リ
︺
豊
前
国
ニ
テ
ハ
笛

ヲ
吹
テ
田
ウ
ヘ
ノ
中
ニ
交
リ
六
郷
山
ニ
テ
ハ
人
聞
菩
薩
タ
リ
キ

花
厳厳

法
師
イ
カ
テ
カ
見
奉
︹
ラ
︺
サ
ル
ヘ
キ
中
ニ
モ
哀
ニ
覚
ル
ハ
一
ツ
石

ノ
上
ニ
テ
宝
蓮
和
尚
ト
ナ
ラ
ヒ
居
テ
玉
屋ヤ

ノ
玉
ヲ
コ
ヒ
エ得

給
︹
ヒ
︺﹂

(32
ウ
)

シ
事
心
ヲ
シ
ツ
メ
テ
御
振
舞
ノ
ヤ
ウ
ヲ
思
︹
ヘ
︺
ハ
涙
︹
モ
︺
更
ニ
ト
ヽ
マ

ラ
ス
此
山
ノ
社
ハ
法
体
女
体
俗
体
ニ
ア
テ
タ
リ
其
︹
ノ
︺
中
ニ
女

体
ノ
社
エ
ハ
昔
ヨ
リ
夜
深
更
ニ
成
︹
リ
︺
テ
大
菩
薩
ノ
カ
ヨ
ヒ
マ
シ
マ

ス
是
ニ
依
テ
コ
ツ
骨

ナ
キ
故
ニ
人
通
夜
セ
ス
ト
申
ナ
レ
タ
リ
中
比
一
人

ノ
修
行
者
参
テ
通
夜
シ
ケ
ル
ニ
常
住
ノ
此
由
ヲ
語
ケ
ル
ニ
修

行
者
大
方
ク
ル
シ
カ
ル
マ
シ
キ
由
ヲ
ノ
ヘ
テ
通
夜
シ
ケ
リ
此

僧
夢
ノ
心
地
ニ
ユ
ヽ
シ
ケ
ナ
ル
人
入
セ
給
心
ニ
大
菩
薩
ノ
入
セ

給
フ
ト
覚
ケ
リ
社
入
セ
給
テ
此
前
ナ
ル
僧
ハ
何
物
ソ
ト
仰
ラ
レ

ケ
レ
ハ
女
房
ノ
御
声
ニ
テ
ア
レ
ハ
我
行
者
也
全
ク
ル
シ
カ
ル
マ

シ
キ
也
ト
仰
セ
ラ
ル
サ
ル
ニ
テ
モ
ア
マ
リ
ニ
近
ト
テ
ス
コ
シ
ヲ
シ
ノ
ケ
﹂
(33
オ
)

ラ
レ
奉
ル
ト
思
ケ
リ
夢
覚
テ
後
サ
テ
モ
ノ
ケ
ラ
レ
マ
ヒ
ラ
セ
ツ
ル
ハ

何
ホ
ト
去
タ
ル
ソ
ト
見
ハ
社
モ
見
ス
ア
ラ
ヌ
世
界
ニ
覚
ケ
リ
夜
明

テ
見
ハ
壱
岐
ノ
島
ニ
テ
有
ケ
リ
ア
マ
タ
ノ
山
ヲ
ヘ
タ
テ
遙
ナ
ル

海
ノ
中
ノ
島
ヘ
ノ
ケ
ラ
ル
ヽ
ニ
ス
コ
シ
モ
損
セ
ス
只
夢
ヲ
見
テ

翻
刻

石
清
水
八
幡
宮
本
﹃
八
幡
宮
寺
巡
拝
記
﹄
後

(筒
井
大
祐
)

一
四
六



サ
メ
タ
ル
計
也
誠
ニ
神
ノ
御
威
ヲ
モ
テ
ハ
他
方
エ
ス
テ
ン
ト
モ

又
空
ヲ
ア
リ
カ
セ
ン
ト
モ
御
心
ニ
テ
コ
ソ
侍
レ
ト
モ
当
社
ニ
ハ
通
夜

目
出
タ
キ
事
ニ
テ
毎
夜
武
内
ノ
交
名
ヲ
記
シ
マ
シ
マ
ス
彼

社
ニ
通
夜
ヲ
制
シ
マ
シ
マ
ス
タ
ト
ヒ
大
菩
薩
ノ
行
人
ナ
リ
ト
モ

御
通カ
ヨ
ヒ

夜
ヲ
見
シ
ト
テ
制
シ
マ
シ
マ
ス
カ
行
者
是
ヲ
思
惟
セ
ス

一
近
来
一
人
尼
参
テ
春
ノ
彼
岸
ニ
百
万
反
申
ケ
リ
年
齢
六
十
﹂

(33
ウ
)

斗
也
前
ニ
モ
オ
リ
〳
〵
此
宮
ニ
籠
テ
心
ノ
内
ニ
歎
申
事
ア
レ
ト

モ
人
イ
カ
テ
カ
知
ヘ
キ
此
尼
日
中
ニ
楼
門
ノ
ア
ヲ外

ハ
ノ
シ
タ
ニ
出

テ
侍
リ
其
後
ツ
ヽ
ヒ
テ
三
十
四
五
計
ナ
ル
尼
ノ
参
テ
夏
ナ
ン

ト
コ
ソ
或
ハ
ス
ヽ
マ
ン
ト
モ
思
︹
ヒ
︺
或
ハ
目
ヲ
モ
サ
マ
サ
ン
ト
テ
出
ル
事

モ
侍
レ
サ
ス
カ
ニ
二
月
ノ
比
ハ
サ
ヤ
ウ
ノ
分
ナ
シ
ナ
ニ
心
ソ
二
人
ノ
尼
出

テ
侍
ル
此
老
尼
ノ
云
ヤ
ウ
ハ
深
ク
祈
申
事
ア
リ
大
菩
薩
ノ

御
前
ニ
テ
侍
レ
ハ
神
ニ
申
ト
思
テ
語
申
也
我
只
一
人
ノ
僧
子

ヲ
モ
チ
タ
リ
去
年
ノ
比
聊
僧
ニ
向
テ
︹
心
ニ
︺
カ
ナ
ハ
ヌ
ヤ
ウ
ヲ
語
キ
是

ヲ
キ
ヽ
テ
則
家
ヲ
出
テ
見
ネ
ハ
ヲ
ヤ
ノ
腹
立
ス
ル
ヲ
見
テ
シ
ハ
ラ

ク
ト
思
フ
ヤ
ラ
ン
又
我
腹
ノ
立
時
︹
ニ
︺
向
テ
ア
シ
ヽ
ト
思
テ
見
ヌ
ヤ
ラ
ン
﹂

(34
オ
)

ナ
ト
思
シ
ホ
ト
ニ
当猶

見
サ
リ
ケ
レ
ハ
是
ヲ
尋
ヌ
ル
ニ
無
リ
ケ
リ
其

時
何
成
ケ
ル
ヤ
ラ
ン
ト
オ
ホ不

ツ
カ
ナ
ク
覚
テ
ア
チ
コ
チ
タ
ツ
ヌ
ル
ニ
或
︹
ル
︺

人
ノ
云
其
御
房
ハ
高
辻
大
宮
ノ
辺
ニ
周
防
国
ヨ
リ
上
リ

タ
ル
尼
ノ
内
ニ
侍
ル
女
房
ノ
モ
ト
エ
コ
ソ
通カ
ヨ
ヒ

シ
カ
ト
云
ケ
リ
則
オ

シ
エ
ケ
ル
家
ニ
行
テ
尋
レ
ハ
其
尼
公
ス
テ
ニ
周
防
エ
下
リ
タ
ル

ヨ
シ
ヲ
答
エ
ケ
リ
周
防
国
ニ
何
ト
云
所
ト
知
タ
ラ
ハ
ヤ
若
ヤ
ト

モ
下
リ
テ
タ
ツ
ネ
ン
今
ハ
只
大
菩
薩
ニ
若
今
ニ
イ
キ
タ
ラ
ハ
今

一
度
ア
ハ
セ
マ
シ
マ
セ
若
身
ヲ
モ
ナ
ケ
タ
ラ
ハ
其
︹
ノ
︺
便タ

ヨ

リ
行
エ
ヲ
示

シ
マ
シ
マ
セ
ト
祈
申
也
ト
語
ケ
リ
若
尼
ノ
云
ク
ヨ
ニ
不
思
議
ニ
侍
︹
ヘ
︺

リ
今
承
ル
周
防
ノ
尼
ハ
我
姉
ノ
尼
ノ
事
也
我
身
ハ
サ
キ
ニ
只
一
度
﹂

(34
ウ
)

此
宮
エ

参
タ
リ
キ
余
リ
ニ
貴
ク
覚
テ
常
ニ
心
ニ
カ
ヽ
ル
カ
故

ニ
思
立
テ
参
タ
ル
也
姉
ノ
尼
ハ
去
年
上
洛
シ
タ
リ
シ
カ
宿
所
ハ

今
仰
セ
ラ
ル
ヽ
高
辻
大
宮
ニ
テ
侍
リ
ケ
リ
其
中
ニ
女
房
ア
リ

京
ニ
テ
知
人
ニ
シ
タ
リ
ケ
ル
ト
テ
ス
キ
ニ
シ
此
僧
一
人
来
︹
タ
ル
︺
也
ト

云
ケ
リ
老
尼
ノ
云
去
ル
事
疑
ナ
シ
サ
リ
ナ
カ
ラ
モ
若
百
ニ
一
モ

人
タ
カ
エ
ニ
テ
有
ラ
ン
ト
テ
申
也
彼
僧
︹
ノ
︺
下
ツ
キ
タ
ル
比
ヨ
ハ
ヒ
ナ
ト
ノ

程
ヲ
ク
ハ
シ
ク
問
ニ
若
尼
一
々
ニ
語
ケ
リ
ス
コ
シ
ノ
疑
ニ
オ
ヨ
ハ

ス
我
子
ノ
僧
也
ケ
リ
タ
ト
ヒ
此
二
人
ノ
尼
参
リ
籠
ト
モ
前
後

ナ
ク
一
度
︹
ニ
︺
参
ヘ
シ
ヤ
タ
ト
ヒ
一
度
ニ
参
籠
ス
ト
モ
同
時
︹
ニ
︺
門

ノ
下
エ
出
ヘ
シ
ヤ
タ
ト
ヒ
出
合
ト
モ
此
事
ヲ
カ
タ
ル
ヘ
シ
ヤ
誠
﹂

(35
オ
)

ニ
神
明
ノ
御
斗
ハ
カ
リ
コ
ト
凡
意慮

ノ

ニ
及
︹
所
ニ
︺
ア
ラ
ス
モ
ト
ヨ
リ
大

菩
薩
ハ
旅
ナ
ル
物
ヲ
コ
ト
ニ
ア
ハ
レ
ミ
マ
シ
マ
ス
ト
伝
エ
侍
リ

阿
蘇
縁
起
云
高タ

カ

知チ

保ホ

阿
蘇

八
幡
兄
弟
三
人
唐
土
ヨ
リ

来
テ
備
後
国
ニ
テ
人
ノ
家
ニ
立
寄
テ
宿
ヲ
ト
ル
ニ
家
主
イ

カ
リ
テ
ヤ
キ
ノ
コ
レ
ル
木
ヲ
モ
テ
八
幡
ヲ
打
タ
テ
マ
ツ
ル
爰
ニ
ウ

タ
レ
テ
ノ
タ
マ
ハ
ク
汝
カ
子
孫
ハ
色
ク
ロ
カ
ル
ヘ
シ
ク
ロ

黒

キ
木
ヲ

モ
テ
打
カ
故
ニ
ト
云
︹
云
︺
我
御
身
旅
ニ
臨
テ
或
ハ
宿
ヲ
ト
リ
カ
ネ

或
ハ
ウ
タ
レ
給
キ
コ
レ
ニ
ヨ
リ
テ
今
タ
ヒ
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
ハ
ア
ハ
レ
ミ
マ

シ
マ
ス
也
御
許
ハ
昔
ハ
三
百
坊
ノ
所
也
ケ
リ
︹
中
比
︺
湛
海
法
師
カ
悪
逆
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ニ
ヨ
テ
経
蔵
坊
舎
等
モ
皆
焼
︹
ニ
︺
ケ
リ
其
後
衰
微
シ
テ
﹂

(35
ウ
)

今
ハ
ワ
ツ
カ
ニ
四
五
坊
ニ
ナ
レ
リ

一
近
比
夏
中
ニ
修
行
者
十
人
斗
ア
ツ
マ
リ
テ
九
旬
ノ
ホ
ト
供
養花

ヲ
備
エ
ケ
リ
然
ニ
夏
食
ス
テ
ニ
事
カ
ケ
テ
力
ヲ
ヨ
ハ
ス
︹
成
レ
ハ
︺
明
日
ミ
ナ

退
散
ス
ヘ
キ
ニ
定
ヌ
其
夜
一
人
ノ
僧
歎
臥
ニ
ネ
フ
リ
ケ
リ
承
ハ

石
体
ノ
二
︹
ノ
︺
御
前
︹
エ
︺
武
内
ヲ
メ
シ
ケ
リ
武
内
メ
サ
レ
テ
マ
イ
リ
給
ヌ

︹
石
体
︺

仰
ラ
ル
ヽ
ヤ
ウ
ハ
此
客
僧
ト
モ
夏
食
タ
エ
テ
退
散
セ
ン
ト
ス
大

宮
司
某
ニ
可
沙
汰
由
︹
ヲ
︺
イ
ソ
キ
仰
含
メ
マ
シ
マ
シ
ケ
リ
明
ル
ア
シ

タ
彼
所
ヨ
リ
今
夜
武
内
ノ
御
使
ニ
テ
御
示
現
ア
リ
ト
テ

夏
食
ヲ
モ
テ
上
リ
タ
リ
ケ
ニ
モ
大
菩
薩
ノ
御
慈
悲
ニ
是
等

カ
東
西
ヨ
リ
来
︹
レ
︺
ル
ニ
食
物
事
カ
ケ
テ
チ
リ
〳
〵
ニ
ナ
リ
ナ
ン
ト
ス
ル
ヲ
﹂

(36
オ
)

御
ラ
ン
シ
テ
争
カ
御
タ
ス
ケ
ナ
カ
ル
ヘ
キ

一
奈
良
蓮
長
房
カ
春
日
大
明
神
ヲ
恨
︹
ミ
︺
奉
テ
此
宮
エ
参
タ
リ

シ
ニ
此
僧
今
生
ノ
サ
カ
エ
ア
ル
ナ
ラ
ハ
放
逸
ニ
シ
テ
地
獄
ニ
落
ヘ
カ

リ
シ
ニ
故
ニ
ス
テ
ニ
給
リ
タ
リ
シ
福
分
ヲ
取
返
シ
マ
シ
マ
シ
キ
サ
レ
ハ

彼
僧
今
生
マ
ツ
シ
カ
リ
シ
モ
臨
終
正
念
ニ
シ
テ
殊
勝
ノ
往
生
ヲ

遂
キ
爰
ニ
知
︹
ヌ
︺
申
事
ノ
ヤ
ウ
不
モ
叶

ア
ル
ヘ
シ
ト
覚
︹
ヘ
︺
タ
リ
ヨ
ニ
ホ
ト
近
キ

事
也
鎌
倉
︹
ノ
︺
一
切
経
渡
海
ノ
時
︹
ニ
︺
俄
ニ
悪
風
来
テ
戌
亥
ニ
向
テ

三
日
三
夜
フ
カ
レ
ケ
リ
大
菩
薩
︹
ノ
︺
数
千
ノ
海
路
ニ
向
︹
ヒ
︺
万
波
ノ
旅

宿
ア
ハ
レ
ミ
マ
シ
〳
〵
ケ
レ
ハ
コ
ソ
忽
ニ
山
鳩
来
テ
ホ
ハ
シ
ラ
ニ
居
タ
リ

ケ
リ
人
ミ
ナ
色
ヲ
ウ
シ
ナ
ヒ
心
ヲ
マ
ト
ハ
セ
ル
ニ
此
ハ
ト
ヲ
見
付
︹
テ
︺
悦
フ
﹂

(36
ウ
)

事
カ
キ
リ
ナ
シ
悪
風
ウ
セ
テ
順
風
ニ
ホ
カ
ケ
ヽ
ル
有
カ
タ
ク
覚
ヘ

ケ
リ
ス
ヘ
テ

惣

シ

テ

海
中
ト
ヲ
ク
出
テ
山
モ
島
モ
見
ス
争
カ
山
鳩
来
ヘ
キ

可
知
権
化
ノ
鳥
也
ケ
リ
次
ノ
年
ノ
秋
彼
ノ
一
切
経
ハ
此
峰
ニ
ア
ケ

奉
ル
経
蔵
ニ
納
レ
リ
抑
客
僧
参
籠
シ
テ
道
心
ヲ
オ
コ
シ
或

ハ
常
住
ノ
僧
ノ
発
心
ス
ル
カ
此
宮
ヲ
ス
テ
ヽ
或
ハ
修
行
ニ
出
テ
或

ハ
余
寺
ニ
ウ
ツ
ル
ハ
其
道
理
ア
リ
ヤ
是
又
神
慮
知
カ
タ
シ
我

身
ニ
存
ス
ル
所
ハ
ニ
シ
キ
ヲ
キ
テ
故
郷
ニ
返
ル
タ
ト
ヘ
ハ
ア
レ
ト
モ
外

ヘ
去
ト
ハ
云
ス
越
鳥
ハ
南
枝
ヲ
尋
テ
ス
ク
ヒ

栖

食

胡
馬
ハ
北
風
ニ
ア
ラ

サ
レ
ハ
イ
ハ
エ

嘶

ス
鳥
畜
ナ
ヲ
旧
里
ヲ
ワ
ス
レ
ス
此
宮
ニ
テ
発
心
シ
テ

而
モ
此
宮
ヲ
ハ
ナ
レ
ン
ト
思
ン
ハ
知
テ
レ

恩
ヲ
︹
恩
ヲ
︺
報
セ
サ
ル
也
千
二
百
ノ
﹂

(37
オ
)

羅
漢
ノ
形
ノ
如
ク
ニ
仏
ニ
ハ
ナ
レ
サ
リ
シ
故
ヲ
尺
ス
ル
ニ
曠
劫
ヨ
リ

久
︹
シ
ク
︺
生
死
ニ
沈シ
ツ
ミ

六
道
ヲ
廻
ル
明
師
ア
ハ
ス
シ
テ
苦
海
ニ
ナ
カ
ル
但

シ
ヲ
モ
ン
ミ
レ
ハ
宿
縁
ヲ
モ
テ
慈
尊
ニ
ア
フ
事
ヲ
得
タ
リ
法

沢
私
ナ
ク
シ
テ
我
ウ
ル
ヲ
ヒ
ヲ
カ
ウ
フ
レ
リ
仏
ノ
恩
ヲ
思
フ
ニ
身

ヲ
ク
タ
ク
ト
モ
キ
ハ
マ
リ
ナ
シ
然
ハ
シ
タ
シ

親

ク
霊
儀
ヲ
仕
︹
ヘ
︺
テ
シ
ハ
ラ

ク
モ
カ
ハ
ル
ニ
由
ナ
シ
ト
云
リ
其
ヤ
ウ
ニ
明
神
ノ
利
生
ニ
︹
ヨ
リ
テ
︺
オ
コ
シ
カ
タ

キ
道
心
ヲ
オ
コ
サ
ン
ニ
ハ
争
カ
其
芳
恩
ヲ
報
ス
ヘ
キ
ヤ
故
ニ

朝
夕
ニ
社
壇
ニ
侍
テ
ハ
ナ
レ
奉
ラ
サ
ラ
ン
コ
ソ
知
恩
報
恩

ノ
心
ネ
ハ
ア
ラ
ハ
レ
テ
覚
レ

姫
大
明
神
ノ
御
歌
ニ
ハ
ア
リ
キ
ツ
ヽ
キ
ツ
ヽ
ミ
レ
ト
モ
イ
サ
キ
ヨ
キ
人

ノ
心
ヲ
我
忘
メ
ヤ
﹂
(37
ウ
)

翻
刻

石
清
水
八
幡
宮
本
﹃
八
幡
宮
寺
巡
拝
記
﹄
後

(筒
井
大
祐
)

一
四
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若
シ
カ
ラ
ハ
道
心
オ
コ
リ
ナ
ハ
則
色
ヲ
カ
エ
テ
或
ハ
ス
ミ
ソ
メ
ノ
衣

或
ハ
唐
衣
ナ
ト
ヲ
着
シ
テ
給
仕
シ
奉
ル
ヘ
キ
ヤ
又
心
ハ
昨
日
︹
ニ
︺

今
日
ハ
カ
ハ
レ
ト
モ
形
ヲ
カ
エ
ス
ト
モ
ア
リ
ナ
ン
ヤ
人
ノ
意
楽
不

同
也
菩
薩
ノ
行
ノ
四
句
ニ
ハ
外
ヲ
染
メ
内
ヲ
浄
シ
内
外
倶

浄
ノ
二
句
ア
リ
然
ハ
心
モ
カ
ハ
リ
色
モ
カ
ハ
ラ
ン
モ
ヨ
キ
事
也
タ

ト
ヒ
又
色
ヲ
カ
エ
ス
ト
モ
白
衣
ノ
下
︹
ニ
︺
タ
ヽ
メ
ル
三
衣
ヲ
モ
チ
タ
ラ
ン

モ
一
ス
チ
ノ
ヤ
ウ
ナ
リ
義
孝
ノ
少
将
ハ
形
ハ
人
ニ
交
リ
テ
心
ハ
浄

土
ニ
ア
リ
所
詮
道
心
タ
ニ
モ
オ
コ
リ
ナ
ハ
其
ノ
上
ノ
モ
チ
ナ
シ
ハ

何
ト
有
ト
モ
有
ヌ
ヘ
シ

一
字
仲
蓮
房
内
里
外
ヨ
リ
来
テ
僧
ナ
ル
カ
故
ニ
父
母
并
ニ
氏
モ
知
ス
﹂

(38
オ
)

常
坐
︹
ニ
︺
不
臥
也
京
ヨ
リ
下
ル
ニ
鳥
羽
ノ
東
辺
ヲ
ス
ク
ル
ニ
一
人

ノ
若
︹
キ
︺
女
人
門
ニ
泣
テ
立
リ
子
細
ヲ
尋
ヌ
レ
ハ
女
人
云
我
ヒ
ト
リ

ノ
コ
リ
居
タ
ル
ニ
母
死
テ
家
ノ
内
ニ
ア
リ
又
助
ル
人
ナ
シ
死
タ
ル

形
体
ア
マ
リ
ニ
オ
ソ
ロ
シ
サ
ニ
家
ヲ
出
テ
此
門
ニ
立
ル
ト
云
︹
テ
︺

泣
ケ
リ
此
僧
ノ
思
ク
事
ノ
体
マ
コ
ト
ニ
サ
コ
ソ
有
ラ
メ
ト
哀
︹
ノ
︺

心
オ
コ
リ
テ
家
ノ
内
ニ
入
テ
死
人
ヲ
オ
ウ
テ
河
原
ニ
ス
テ
ケ
リ

女
︹
人
︺
悦
ヒ
︹
テ
︺
詞
ヲ
ノ
フ

宣

ル
モ
ヨ
キ
ホ
ト
ノ
事
コ
ソ
侍
レ
何
ト
ス
ヘ
シ
ト
モ

思
ヤ
ル
方
ナ
カ
リ
ツ
ル
ニ
ア
マ
リ
ノ
ウ
レ
シ
サ
ニ
ハ
ト
カ
ク
ノ
詞
ナ
シ
只

慈
悲
ノ
イ
タ
リ
ヲ
仰
テ
ト
ヽ
マ
リ
ヌ
此
僧
死
人
ノ
ケ
カ
レ
オ

ソ
ル
ト
云
ト
モ
今
日
ノ
宮
廻
リ
カ
ヽ
シ
ト
思
テ
ヲ
ツ
〳
〵
東
︹
ノ
︺﹂

(38
ウ
)

門
ノ
ト外

ヨ
リ
南
楼
ノ
下
ヘ
参
テ
侍
リ
此
僧
外
廊
ニ
通
夜

ス
ル
ニ
夢
内
ニ
御
殿
ヨ
リ
墨
染
ノ
御
僧
出
テ
此
僧
ヲ
イ

カ
キ
ノ
モ
ト
エ
召
寄
テ
仰
セ
ラ
ル
ヽ
ヤ
ウ
ハ
此
女
人
カ
余
リ
ニ

歎
キ
悲
ツ
ル
ニ
汝
神
妙
ニ
取
テ
ス
テ
タ
リ
我
モ
カ
シ
コ
ニ
有
ツ
ル

也
云
姶

姶

云

此
僧
夢
サ
メ
テ
オ
チ
オ
ソ
レ
ナ
カ
ラ
コ
ソ
参
ツ
ル
ニ

神
慮
ニ
叶
ケ
ル
事
ヲ
悦
ケ
リ
件
ノ
僧
臨
終
ノ
時
兼
テ
死

期
ヲ
知
テ
殊
勝
ノ
往
生
ヲ
遂
ケ
リ
サ
テ
モ
臨
終
正
念
ヲ
ハ

平
生
ノ
時
常
ニ
仏
神
ニ
祈
レ
眼
大
ニ
見
ナ
シ
悪
相
ア
ラ
ハ
レ
テ

死
︹
ス
︺
レ
ハ
マ
コ
ト
ノ
親
︹
子
︺
ナ
レ
ト
モ
オ
チ
テ
立
去
ケ
リ
然
ニ
此
僧
衣

一
エ
ヲ
ノ
ソ
ム
事
モ
ナ
ク
タ
ヽ
慈
悲
ノ
心
ニ
モ
ヨ
ヲ
サ
レ
テ
御
﹂

(39
オ
)

示
現
ニ
ア
ツ
カ
ル
御
託
宣
ニ
或
ハ
我
慈
悲
ヲ
本
誓
ト
ス
或

ハ
汚
穢
不
浄
ヲ
ハ
キ
ラ
ハ
ス
此
僧
夢
ニ
青
蓮
花
ヲ
給
テ

往
生
ヲ
ト
ク
ト
云
也

一
弘
長
ノ
春
比
京
ヨ
リ
一
人
ノ
天
台
宗
ノ
僧
此
宮
ヘ
参
テ
人
ニ

語
テ
云
ク
京
ニ
侍
ル
僧
夢
ノ
内
ニ
当
社
ヘ
参
タ
レ
ハ
僧
ナ
ラ

ヒ
居
テ
一
人
ハ
報
仏
ノ
智
慧
ハ
無
常
也
一
人
ハ
報
仏
ノ
智

慧
ハ
常
住
也
ト
云
法
文
ノ
ア
ラ
ソ
ヒ
ヲ
ナ
ス
文
尺
并
︹
ニ
︺
道

理
ヲ
出
ス
事
ナ
シ
只
常
無
常
ノ
論
斗
也
爰
ニ
知
ヌ
此
法

味
ヲ
大
菩
薩
愛
シ
思
食
ス
也
ト
云
︹
云
︺
是
ハ
自
然
ニ
法
相
︹
ト
︺

天
台
ト
ノ
カ
ハ
リ
メ
也
﹂

(39
ウ
)

一
興
福
寺
ト
八
幡
ト
大
隅
薪
ノ
庄
ノ
ア
ラ
ソ
ヒ
ノ
時
神
人

等
サ
ケ
ヒ
ノ
ヽ
シ
リ
シ
時
神
威
ヲ
ホ
ト
コ
シ
或
ハ
八
舌
ノ
シ

ヤ
ウ
自
然
ニ
ヌ
ケ
サ
カ
リ
ナ
ト
セ
シ
事
ハ
人
皆
知
リ
是
ヲ
記

ス
ル
ニ
オ
ヨ
ハ
ス
此
所
ノ
守
護
ノ
タ
メ
ニ
武
士
多
来
︹
テ
︺
武
士
ノ

下
人
酒
ニ
エ
ヒ
テ
若
宮
ノ
御
前
ノ
東
ナ
ル
橘
ノ
サ
カ
リ
タ
ル

ヲ
口
ヲ
寄
テ
中
ヨ
リ
ク
ヒ
チ
キ
ル
壇
ノ
御
子
ト
モ
是
ヲ

佛
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見
テ
ア
レ
テ
イ
ナ
ル
物
ノ
神
罰
ニ
ア
ツ
カ
ル
ソ
カ
シ
ト
各
ノ
ロ

ヒ
ケ
リ
此
俗
何
ト
カ
有
ヘ
キ
ト
テ
東
ノ
鳥
居
ヲ
出
ル
所
︹
ニ
︺

ウ
ツ
フ
シ
ニ
タ
フ
レ
テ
血
ヲ
ハ
キ
テ
形
死
ヌ
是
ヲ
カ
キ
テ

京
エ
ノ
ホ
リ
ヌ
然
ニ
二
三
日
ト
云
ニ
命
タ
エ
ヌ
神
慮
感
﹂

(40
オ
)

マ
リ
テ
橘
ヲ
給
ル
人
ハ
其
利
生
ア
ラ
タ
也
神
慮
ヲ
ハ
ヽ
カ

ラ
サ
ル
モ
ノ
ハ
其
罰
又
ア
ラ
タ
也
尤
モ
ツ
ヽ
シ
ミ
信
ヲ
ナ
ス
ヘ
シ

一
正
元
初
年
春
夏
比
或
ハ
餓
死
シ
或
ハ
ヤ
ミ
死
ヌ
殊
ニ
京

中
ハ
甚
シ
其
時
或
俗
ノ
家
ニ
僧
入
テ
云
八
幡
ノ
御
巻

数
モ
チ
テ
参
タ
リ
ト
云
家
主
ノ
云
ク
当
時
我
無
力
︹
ナ
ル
ニ
︺
納

メ
奉
ル
ニ
オ
ヨ
ハ
ス
ト
云
隣
ノ
家
主
コ
レ
ヲ
キ
ヽ
テ
八
幡
ノ

御
巻
数
ト
キ
ヽ
ナ
カ
ラ
取
入
奉
ラ
ヌ
事
恐
有
モ
ノ
カ
ナ
ト

思
テ
門
ニ
立
出
待
マ
フ
ケ
テ
ヨ
ヒ
入
テ
納
メ
奉
ル
其
後
此
俗
夢

ニ
見
ヤ
ウ
ハ
御
巻
数
納
メ
サ
リ
ツ
ル
家
ハ
行
役
神
入
乱
タ
リ
夢

ノ
心
地
ニ
ア
ハ
レ
ヲ
ソ
ロ
シ
キ
モ
ノ
カ
ナ
我
家
エ
モ
来
ラ
ン
ス
ル
ヤ
ラ
ン
ト
﹂

(40
ウ
)

歎
思
エ
リ
案
ノ
如
ク
疫
神
此
家
ニ
来
ケ
リ
ヲ
ソ
ロ
シ
キ
事

限
ナ
シ
然
ニ
黄
衣
ノ
神
人
門
ニ
立
向
テ
此
家
ハ
八
幡
ノ
御
巻

数
ヲ
納
タ
リ
ス
ミ
ヤ
カ
ニ
取
返
ヘ
シ
ト
云
疫
神
ヲ
ソ
レ
テ
返
ヌ

ト
見
ケ
リ
夢
サ
メ
テ
後
カ
タ
シ
ケ
ナ
サ
ト
云
憑
サ
ト
云
︹
ヒ
︺
中
々

申
ニ
及
ス
明
︹
ケ
︺
テ
キ
ケ
ハ
彼
︹
ノ
︺
家
主
ス
テ
ニ
ヤ
ミ
フ
ス
ト
云
リ
次
第

ニ
ツ
ヽ
キ
テ
主
従
多
ク
ノ
モ
ノ
ヤ
ミ
死
ニ
ケ
リ
然
ニ
此
家
ニ
ハ

一
人
モ
ヤ
ミ
フ
ス
モ
ノ
ナ
シ
ト
云
ヘ
リ

一
東
大
寺
ノ
貞
敏
僧
都
ハ
随
分
ノ
能
説
也
只
一
度
御
放

生
会
ノ
導
師
ニ
請
セ
ラ
ル
僧
都
死
去
ノ
後
人
仁
示
テ
云

我
不
浄
説
法
ノ
故
ニ
地
獄
ニ
落
タ
リ
然
ニ
八
幡
ノ
放
生
会
ノ
﹂

(41
オ
)

導
師
ヲ
一
度
ツ
ト
メ
タ
リ
シ
カ
故
ニ
一
日
ニ
三
度
ス
ヽ
シ
キ
風

来
テ
身
ヲ
タ
ス
ク
其
外
ハ
助
ク
ル
方
ナ
シ
ト
云
︹
云
︺
御
放
生
会
ノ

唱
導
モ
名
利
ノ
為
ナ
レ
ト
モ
大
菩
薩
ニ
一
度
結
縁
シ
奉

ル
故
ニ
一
日
ニ
三
度
苦
患
ヲ
タ
ス
カ
リ
ケ
ン
タ
ノ
モ
シ
ク
カ
タ
シ
ケ

ナ
シ
是
ヲ
キ
ク
ニ
付
テ
モ
結
縁
ア
ツ
ク
ム
ス
フ
ヘ
シ

一
先
年
一
人
女
房
百
万
反
ヲ
唱
︹
ム
︺
カ
タ
メ
ニ
参
籠
ス
相
ト
モ
ナ
ヒ

タ
ル
尼
ケ
カ
ル
ヽ
事
ア
リ
テ
出
ヌ
女
房
ノ
思
ク
我
ハ
念
仏
ヲ
申

セ
ト
モ
百
万
反
ノ
数
ノ
ツ
モ
リ
ヲ
不
ニ

知
一

此
尼
ヲ
コ
ソ
タ
ノ
ミ
タ
リ

ツ
ル
ニ
誰
カ
其
︹
ノ
︺
数
ヲ
ツ
モ
リ
テ
知
ス
ヘ
キ
サ
ラ
ハ
我
モ
出
ヤ
ミ
ナ

マ
シ
ナ
ト
思
︹
ヒ
︺
ワ
ツ
ラ
フ
ニ
其
ノ
夜
ノ
夢
ニ
十
七
八
斗
ナ
ル
僧
枕
ニ
﹂

(41
ウ
)

来
テ
モ
チ
タ
ル
ス
ヽ
ヲ
ヒ
カ
エ
テ
云
︹
ク
︺
只
念
仏
ヲ
申
セ
数
ハ
是
ニ
取

ソ
ト
云
云
人
ノ
身
ニ
ハ
生
レ
付
ヨ
リ
同
姓
同
名
ノ
二
天
左
右
ノ

カ
タ
ニ
ア
リ
テ
人
ノ
善
悪
一
ヲ
モ
ノ
コ
サ
ス
注
︹
ル
︺
ス
我
念
仏
ノ

数
ハ
乱
ハ
乱
ト
モ
彼
天
ノ
筆
ニ
モ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
サ
レ
ハ
コ
ソ
和
尚

念
仏
法
門
︹
ニ
︺
云
︹
ク
︺
数
珠
︹
ヲ
︺
マ
タ
ト
ル
事
モ
チ
ヒ
ス
只
合
掌
シ
テ

仏
ヲ
念
シ
テ
念
々
ニ
見
二

仏
︹
ノ
︺
相
一

ヲ
ナ
セ
ト
云
姶

姶

云

其
︹
ノ
︺
ヤ
ウ
ニ
念

仏
ノ
数
ハ
オ
ホ
ヘ
ス
ト
モ
唱
ヘ
居
タ
ル
ナ
ラ
ハ
︹
大
菩
薩
ノ
御
心
ニ
一
返
モ
不

二

洩モ
ラ
サ

一

留
メ
御
坐

マ
シ
マ
ス

ヘ
シ
故
ニ
只
念
仏
ヲ
申
也
歎
ヲ
ハ
是
ニ
恥
ソ
ト
御
示
現
︺
往

生
ス
ヘ
シ

一
親
尊
法
印
仁
治
二
季
ニ
天
王
寺
ニ
参
籠
シ
テ
ア
リ
ケ
ル
ニ

翻
刻

石
清
水
八
幡
宮
本
﹃
八
幡
宮
寺
巡
拝
記
﹄
後

(筒
井
大
祐
)

一
五
〇



念
仏
宗
ノ
先
達
善
恵
房
ノ
説
法
ヲ
聴
聞
シ
ケ
レ
ハ
往

生
ス
ル
︹
ニ
︺
三
心
ト
云
ハ
行
者
カ
起
ス
ニ
ハ
非
ス
仏
ノ
具
足
シ
マ
シ
マ
ス
﹂

(42
オ
)

三
心
ヲ
行
者
ノ
思
ヤ
リ
カ
ヨ
ハ
ス
也
何ナ
ニ
ト

カ
ヨ
フ
ソ
ト
云
ニ
ホ
ト

ケ
ノ
具
足
シ
マ
シ
マ
ス
至
誠
心
ノ
ヤ
ウ
ヲ
心
ヲ
シ
ツ
メ
テ
思
ハ
彼

具
足
シ
給
ヘ
ル
至
誠
心
ト
行
者
コ
レ
ヲ
思
ヤ
ル
心
︹
ト
ハ
︺
一
︹
ニ
シ
テ
︺
相

︹
ヒ
︺
カ
ハ
ル
事

ナ
シ
故
ニ
佛
ノ
具
シ
給
エ
ル
至
誠
心
ヲ
思
︹
ヘ
︺
ハ
行
者
ノ
心
ノ
中
︹
ニ
︺
カ
ヨ

フ
也
池
水
ス
メ
ハ
空
ノ
月
ノ
カ
ヨ
フ
也
サ
ラ
ハ
ス
︹
争
カ
︺
末
代
ノ
行
者

ミ
ツ
カ
ラ
真
実
ノ
心
オ
コ
ル
ヘ
キ
ヤ
深
心
廻
向
心
モ
コ
レ
ニ

ナ
ス
ラ
エ
テ
知
ヘ
シ
ト
云
姶

姶

云

法
印
コ
レ
ヲ
聴
聞
シ
テ
日
比
ノ

三
心
ハ
行
者
ノ
オ
コ
ス
ト
思
キ
今
ハ
コ
レ
ヲ
キ
ク
ニ
水
火
相
違

セ
リ
至
誠
心
ト
云
ハ
︹
真
︺
実
ノ
心
ト
尺
セ
リ
真
実
ト
云
ハ
誠
ニ
マ
コ

ト
ナ
ル
心
ト
云
ハ
極
楽
ヲ
願
フ
人
真
実
ニ
願
フ
モ
ノ
ア
リ
仏
﹂

(42
ウ
)

法
ノ
事
ハ
リ
ニ
ヨ
リ
テ
現
世
ノ
事
ヲ
祈
︹
リ
︺
後
生
ノ
事
ヲ
モ

申
人
ナ
ヲ
サ
リ
ナ
ル
ア
リ
思
入
テ
ネ
ン
コ
ロ
ナ
ル
モ
ア
リ
至
誠
心
ニ

祈
申
モ
ノ
コ
ソ
利
生
ニ
ハ
ア
ツ
カ
レ
其
様
ニ
往
生
ヲ
ノ
ソ
ム
事

モ
マ
コ
ト
ニ
生
︹
レ
︺
ン
ト
思
ヘ
シ
ト
云
事
也
深
心
ト
云
ハ
阿
弥
陀
如
来

ノ
我
等
カ
コ
ト
キ
ノ
凡
夫
ナ
レ
ト
モ
必
迎
ト
リ
マ
シ
マ
ス
悲
願

ヲ
深
ク
信
シ
テ
疑
ヌ
也
廻
向
心
ト
云
ハ
所
修
行
ヲ
極
楽
︹
ニ
︺
エ

ム
ク
ル

廻

向

ス

ル

也
然
ニ
今
ノ
︹
説
法
ハ
︺
至
誠
心
ヲ
凡
夫
起
カ
タ
シ
ト
思
︹
ヒ
︺
ヨ
リ

オ
コ

ル
法
門
ト
キ
コ
エ
タ
リ
此
事
ヲ
決
セ
ン
カ
タ
メ
ニ
ヤ
カ
テ
此
宮
ヘ

参
テ
何
︹
レ
︺
ノ
義
□
思
定
候
ヘ
キ
ヤ
ラ
ン
ト
祈
請
申
ニ
ス
ミ
ソ
メ

ノ
ケ
タ
カ
キ
︹
僧
ノ
︺
法
印
ヲ
玉
カ
キ
ノ
モ
ト
エ
メ
シ
ヨ
セ
テ
御
示
現
ニ
云
ク
﹂

(43
オ
)

極
楽
エ
往
ン
ト
思
フ
心
ニ
テ
南
無
阿
弥
陀
仏
ト
云
ソ
三
心

心
ハ
行
者
ノ
起
ト
判
給
ヘ
リ
モ
ト
ヨ
リ
祈
念
ノ
本
意
ハ
至
誠
心

ヨ
リ
事
オ
コ
レ
リ
然
ニ
行
者
極
楽
ヘ
生
ト
思
︹
フ
︺
テ
念
仏
ス
ル
則

三
心
也
ト
コ
ト
ハ
リ

理

御マ
シ
マ

ス
念
仏
ノ
行
者
是
ヲ
定
量
ト
ス
ヘ
シ

一
中
比
都
ニ
一
人
ノ
女
房
ア
リ
ケ
リ
男
ニ
ヲ
ク
レ
テ
︹
我
︺
身
ハ
貧
道
也

而
ニ
一
人
ノ
女ム

ス
メ

ア
リ
容
顔
コ
ト
ニ
イ
ミ
シ
ク
心
︹
ニ
︺
サ
マ
ワ
リ

情

ア

リ

ナ
シ
母ハ
ヽ

ツ

ネ
ニ
︹
此
娘
ヲ
︺
メ
ヤ
ス
キ
サ
マ
ニ
見
ヲ
カ
ス
シ
テ
死
セ
ン
事
ヲ
ナ
ケ
キ
ケ
リ

︹
或
ハ
長
松
ノ
暁
キ
或
ハ
青
嵐
ノ
夕ユ

フ

ヘ
但
︺

此
事
ヲ
悲ア

ワ
レ
ミ

テ
母
ム
ス
メ
ヲ
相
具
シ
テ
此
宮
ヘ
参
テ
夜
︹
モ
︺
ス
カ
ラ

ナ
ク
〳
〵
祈
申
ケ
リ
娘
ハ
ア
マ
リ
︹
ニ
︺
ク
タ
ヒ
レ
テ
母
ノ
ヒ
サ
ヲ
枕
ニ
テ

ア
カ
ツ
キ
ニ
ナ
ル
マ
テ
ヲ
ト
ロ
ク
事
ナ
カ
リ
ケ
リ
母
ム
ス
メ
ヲ
オ
コ
﹂
(43
ウ
)

シ
テ
申
ケ
ル
ハ
我
モ
ナ
ラ
ハ
ヌ
身
ニ
テ
ア
レ
ハ
イ
カ
テ
カ
ワ
ヒ
シ
カ

ラ
サ
ラ
ン
サ
レ
ト
モ
汝
カ
事
ヲ
思
ニ
ク
ル
シ
サ
モ
ワ
ス
レ
テ
ヤ
ス
ム
事

更
ニ
ナ
シ
マ
カ
リ
出
ナ
ン
後
ハ
二
タ
ヒ
参
カ
タ
キ
ニ
同
ク
ハ
モ
ロ
ト

モ
ニ
心
ヲ
一
ニ
シ
テ
祈
申
サ
ハ
イ
カ
ヽ
ウ
レ
シ
カ
ル
ヘ
キ
ト
ナ
ク
〳
〵

ク
ト
キ
カ
タ
リ
ケ
リ
女ム

ス
メ

母ハ
ヽ

ノ
返
事
ト
オ
ホ
シ
ク
テ

身
ノ
ウ
サ
ハ
中
々
ナ
ニ
ト
石
清
水
思
心
ハ
ク
ミ
テ
知
ラ
ン

ト
シ
タ
声
ニ
詠
シ
テ
ケ
リ
母
コ
レ
ヲ
キ
ヽ
テ
恥
タ
ル
色
ニ
ナ
リ
ニ
ケ

リ
サ
ル
ホ
ト
ニ
東
ノ
山
ノ
ハ
ア
ケ
ヽ
レ
ハ
都
エ
返
リ
ノ
ホ
リ
ケ
ル
ニ

七
条
壬ミ
フ

生
ヲ
ノ
ホ
リ
ニ
桂カ
ツ
ラ

ノ
方
ヨ
リ
ト
キ
メ
ク
殿
上
人
車

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇

第
四
十
七
号

(二
〇
一
九
年
三
月
)

一
五
一



ヲ
ト
ハ
シ
テ
来
ケ
リ
二
人
ノ
女
房
シ
ハ
ラ
ク
門
ノ
シ
タ
エ
立
ヨ
ル
﹂

(44
オ
)

此
人
何
ト
カ
思
ケ
ン
車
ヨ
リ
ト
ヒ
ヲ
リ
テ
女ム
ス
メ

ヲ
カ
ヒ
イ
タ
キ
テ

車
ノ
内
エ
入
ヌ
神
明
ノ
利
生
ナ
リ
ケ
レ
ハ
︹
又
︺
ナ
キ
物
ニ
思
︹
ハ
レ
︺
テ
ア
マ

タ
ノ
子
ト
モ
マ
ウ
ケ
テ
子
孫
サ
カ
エ
テ
今
ニ
タ
エ
ス
ト
也

一
神
人
貞
房
病
ヲ
ウ
ケ
テ
ノ
カ
リ
カ
タ
カ
リ
ケ
レ

難

遁

ハ
僧
ヲ
請
シ
テ

般
若
ヲ
ヨ
マ
シ
ム
又
験
者
ヲ
シ
テ
イ
ノ
ラ
シ
ム
ル
ニ
更
ニ
カ
ナ
ハ
ス

シ
テ
死
ニ
ケ
リ
時
ノ
ホ
ト
ニ
炎
魔
王
宮
ニ
至
ル
王
云
︹
ク
︺
貞
房
ハ

定
業
ニ
テ
ハ
ナ
シ
返
ヘ
キ
也
爰
︹
ニ
︺
ウ
シ
ロ
ニ
ケ
タ
カ
キ
声
□
テ

貞
房
ヲ
ハ
大
菩
薩
ノ
時
ヲ
カ
ヘ
ス
メ
シ
返
セ
ト
仰
ノ
ア
ル
也

イ
ソ
キ
参
ヘ
シ
ト
︹
云
ヘ
リ
︺
見
︹
帰
リ
︺
見
ハ
ヤ
ン
コ
ト

無

止

ナ
キ
ス
ミ
ソ
メ
ノ

衣
キ
タ
ル
若

キ
僧
地
ヲ
去
事
三
尺
斗
也
此
僧
地
ニ
ヲ
リ
テ
王
ノ
マ
エ
﹂

(44
ウ
)

ニ
チ
カ
ツ
キ
テ
大
菩
薩
ノ
仰
也
貞
房
ハ
定
業
ニ
非
ス
時

ヲ
カ
エ
ス
イ
テ
持

テ

参
ヘ
シ
ト
云
姶

姶

云

大
菩
薩
ノ
御
使
者
ト
キ
ヽ
テ

牛
頭
馬
頭
ア
ハ
ウ
ラ
セ
ツ
皆
ヒ
サ
ヲ
オ
リ
テ
カ
シ
コ
マ
ル
炎

王
ノ
申
サ
ク
サ
キ
立
テ
定
業
ナ
ラ
サ
ル
由
申
ヲ
ハ
リ
ヌ
此
僧
貞

房
ヲ
具
シ
テ
返
給
フ
ニ
貞
房
ハ
ヤ
ミ
ツ
カ
レ
テ
オ
ソ
シ
僧
ハ
イ

ト
イ
ソ
カ
ヌ
ニ
ハ
ヤ
シ
僧
ミ
返
テ
イ
ソ
キ
マ
イ
レ
時
ヲ
カ
エ
テ

ト
云
仰
也
︹
爰
︺
力チ
カ
ラ

ヲ
ツ
ク
シ
テ
参
ル
ニ
尚
サ
カ
レ
リ
遙
ナ
ル
野
中
ヲ

行
ニ
ウ
シ
ロ
ニ
ヲ
ヒ
タ
ヽ
シ
キ
ト
声
ヲ
モ
テ
貞
房
シ
ハ
ラ
ク
ト
マ
ル

ヘ
シ
ト
云
見
カ
エ
レ
ハ
青
鬼
ノ
シ
モ
ツ

楉

ノ
サ
キ
ニ
幣
ヲ
サ
ヽ
ケ
テ

来
ケ
リ
貞
房
思
︹
ヒ
︺
ケ
ル
ハ
ア
ハ
レ
炎
王
ノ
メ
シ
返
サ
ル
ヽ
ニ
コ
ソ
ト
﹂

(45
オ
)

コ
ト
ニ
ツ
ケ
テ
モ
サ
カ
レ
ル
事
ヲ
憑
ム
然
ニ
二
︹
ツ
ノ
︺
鬼
遙
ニ
見
ツ
ル

カ
ホ
ト
ナ
ク
ソ
ハ
エ
来
レ
リ
此
︹
ノ
︺
鬼
︹
ノ
︺
云
︹
ク
︺
恐
ル
事
ナ
カ
レ
炎

王
ノ

仰
セ
也
此
所
ハ
罪
人
ノ
ア
ツ
マ
リ
テ
ケ
カ
レ
タ
ル
所
也
然
ニ
カ
タ
シ

ケ
ナ
ク
モ
是
ヨ
リ
則
八
幡
宮
エ
参
ル
ハ
ラ
ヒ
ヲ
ス
ヘ
キ
也
ト
仰
ノ

ア
ル
也
ト
テ
幣
ヲ
モ
テ
三
度
ナ
テ
マ
ワ
ス
其
︹
ノ
︺
時
僧
カ
ヘ
リ
見

テ
イ
ソ
キ
参
ヘ
シ
ト
仰
ラ
レ
ケ
リ
ヤ
ウ
〳
〵
八
幡
山
モ
ミ
エ
楠
葉

チ
ヨ
リ
参
ケ
リ
大
塔
ヲ
ウ
チ
過
テ
埒ラ

チ

ノ
北
ノ
ハ
シ
︹
ヘ
︺
ノ
ホ
ル
ニ
僧

ハ
楼
門
ノ
下
ニ
テ
イ
ソ
キ
参
ヘ
シ
ト
ノ
給
フ
貞
房
ヲ
ハ
楼
門

ノ
下
ニ
ヲ
キ
テ
僧
ハ
玉
カ
キ
ヲ
ヒ
ラ
キ
テ
中
ノ
間
ニ
参
テ
ヒ
サ

ヲ
オ
リ
テ
申
サ
ク
貞
房
仰
シ
タ
カ
イ
テ
時
ヲ
カ
エ
ス
参
テ
候
﹂

(45
ウ
)

ト
申
︹
セ
︺
ハ
︹
良
暫
ク
有
テ
気
高
︺
御
音
ヲ
モ
テ
貞
房
カ
命
ハ
百
年
︹
ニ
︺

ノ
ヘ
給
フ
後
生
ニ
ハ

善
所
ニ
生
ヘ
シ
ト
タ
シ
カ
ニ
仰
付
ヘ
シ
西
ノ
御
前
ニ
詣
テ
サ
キ
ノ

如
ニ
申
︹
ス
ニ
︺
御
返
事
又
サ
キ
ノ
如
東
御
前
申
ニ
御
返
事
又
如

前
其
後
僧
ノ
ウ
シ
ロ
ニ
シ
タ
カ
ヒ
テ
廊
ノ
シ
タ
ヲ
西
エ
メ
ク
リ

西
ノ
門
ノ
下
ノ
辺
ト
覚
エ
ケ
ル
ニ
ヨ
ミ
返
ル
此
子
細
ヲ
初
ヨ
リ

一
々
ニ
語
ケ
ル
ニ
聞
モ
ノ
皆
大
菩
薩
ノ
御
慈
悲
ノ
タ
ノ

モ
シ
サ
ニ
ナ
カ
ヌ
物
モ
無
ケ
リ
然
ニ
貞
房
九
十
有
余
ニ
テ

百
ノ
位
ニ
ノ
ソ
ミ
テ
死
ヌ
定
テ
後
生
善
所
ニ
コ
ソ
生
︹
レ
︺
ン
財

施
ヲ
サ
ヽ
ク
ル
事
モ
ナ
シ
法
施
ヲ
奉
ル
事
モ
ナ
ケ
レ
ト
モ
神
人
ノ

カ
タ
ハ
シ
ト
ナ
リ
︹
シ
︺
故
ニ
思
食
ス
テ
ス
シ
テ
如
此
利
生
ニ
ア
ツ
カ
リ
ケ
リ
﹂

(46
オ
)

翻
刻

石
清
水
八
幡
宮
本
﹃
八
幡
宮
寺
巡
拝
記
﹄
後

(筒
井
大
祐
)

一
五
二



一
宣
陽
門
院
御
乳
母
ニ
別
当
殿
ト
申
女
房
ヲ
ヤ
シ
ナ
ヒ

奉
ル
四
条
ト
申
尼
︹
ノ
︺
七
十
ニ
ナ
ル
マ
テ
未
︹
タ
︺
大
菩
薩
エ
不
二

参
一

建
保
年
中
ニ
放
生
会
ノ
比
思
︹
ヒ
︺
立
テ
参
ヌ
日
比
思
ツ
ル
ニ

モ
尚
事
ノ
外
ニ
貴
カ
リ
ケ
レ
ハ
ア
ラ
目
出
︹
タ
︺
今
マ
テ
カ
ヽ
ル
所

ヘ
参
サ
リ
ケ
ル
身
ヨ
ト
テ
ナ
ク
〳
〵
念
誦
シ
奉
テ
云
︹
ク
︺
此
結
縁

ヲ
モ
テ
必
後
生
助
ケ
マ
シ
マ
セ
ト
申
テ
マ
ト
ロ
ミ
タ
ル
ニ
白
張

ノ
俗
来
テ
始
︹
テ
︺
参
︹
リ
︺
タ
ル
人
ニ
ト
テ
立
文
ヲ
ト
ル
ト
思
テ
見
ハ

心
カ
ラ
生
死
ノ
海
ニ
シ
ツ
ム
ナ
ヨ
イ
ソ
ケ
オ
キ
船
風
タ
ヽ
ヌ
マ
ニ

一
山
本
ノ
兵
衛
尉
ヨ
シ
ツ
ネ

吉

恒

仁
安
二
季
八
月
廿
二
日
ニ
流
罪
セ
ラ

レ
テ
信シ

ナ

乃ノ

国
ニ
テ
大
菩
薩
ノ
外
ハ
誰
カ
助
マ
シ
マ
ス
ヘ
キ
ト
﹂

(46
ウ
)

歎
申
ケ
ル
ニ
御
示
現
ニ
云

山
鳩
ハ
イ
ツ
ク
カ
ト
ク
ラ
石
清
水
八
幡
ノ
嶺
ノ
御
柳
ノ
枝

八
幡
宮
承
仕
相
延
カ
坊
ニ
参
籠
セ
シ
僧
源
増
︹
ヲ
︺
ニ
語
︹
ヒ
︺
テ
毎

日
七
返
宝
前
ニ
テ
此
御
歌
ヲ
誦
シ
テ
祈
請
セ
シ
ニ
嘉
応

元
年
十
一
月
六
日
源
増
カ
夢
ニ
山
ハ
ト
ヲ
見
ケ
リ
夢
サ
メ
テ

見
ハ
其
羽
三
ア
リ
ケ
リ
其
後
ホ
ト
ナ
ク
ヨ
シ
ツ
ネ
上
洛
ス

池
上
阿
闍
梨
︹
ノ
︺
伝
︹
ニ
︺
云
︹
ク
︺
阿
闍
梨
渡
海
ノ
願
ア
リ
テ
真
言
ノ

血
脈
ヲ
伝
︹
ム
︺
也
寂
照
上
人
ト
ヽ
モ
ナ
ヒ
テ
舟フ

ネ

ニ
乗
︹
ル
︺
ニ
数
千
ノ

山
鳩
船
ノ
上
ニ
ア
ツ
マ
ル
コ
レ
ヲ
オ
ヒ
ケ
ル
ニ
立
ス
何
サ
マ
舟フ

ネ

ノ

中
ニ
大
菩
薩
ノ
惜ヲ

シ
ミ

マ
シ
マ
ス
人
ア
リ
ト
心
得
テ
諸
人
ヲ
オ
﹂

(47
オ
)

ロ
ス
尚
タ
ヽ
ス
心
ミ
ニ

試

ニ

阿
闍
梨
ヲ
ト
ヽ
ム
ル
ニ
鳩
ス
ナ
ハ
チ
去
ヌ

爰
︹
ニ
知
ヌ
︺
八
幡
大
菩
薩
ノ
我
朝
ノ
人
師
国
ノ
宝
也
ト
惜
給
フ
也

一
河
内
国
ヨ
リ
参
ケ
ル
僧
御
体
ヲ
拝
奉
ラ
ン
ト
祈
請
シ
ケ
ル

ニ
或
夜
ノ
御
示
現
云
我
ヲ
見
ト
思
ハ
桜
本
ヘ
行
ヘ
シ
我
カ
シ

コ
エ
通
也
ト
云
姶

姶

云

然
ニ
此
僧
御
示
現
ノ
所
ヲ
知
ス
ヒ
ロ
ク
尋

ン
ト
思
テ
京
ヘ
ノ
ホ
リ
テ
人
ニ
尋
ヌ
ル
ニ
或
人
ノ
云
法
勝

寺
ノ
東
禅
林
寺
ノ
辺
ニ
桜
本
ト
云
フ
所
ア
リ
ト
云
姶

姶

云

カ

シ
コ
エ
行
テ
尋
ヌ
レ
ハ
中
納
言
成
範
ト
云
人
ア
リ
ケ
リ
中ウ
チ

︹
ニ
︺
入

テ
申
ヘ
キ
事
ア
リ
ト
キ
コ
エ
レ
ハ

問

ケ

レ

ハ

人
ヲ
出
テ
尋
︹
ネ
︺
ラ
レ
ケ
リ
此
僧

対
面
ニ
申
ヘ
キ
事
ア
リ
ト
云
成
範
ミ
ツ
カ
ラ
ミ
ス
ヲ
カ
キ
ア
ケ
﹂

(47
ウ
)

タ
ル
ヲ
見
ハ
白
キ
浄
衣
ヲ
キ
テ
南
ニ
向
テ
法
華
経
ヲ
書
給

ケ
リ
紺
紙
ニ
金
字
ニ
一
字
三
礼
也
僧
︹
御
︺
示
現
ノ
ヤ
ウ
ヲ
語
︹
リ
︺
申

ス
ニ
落
涙
シ
テ
云
︹
ク
︺
我
精
進
ニ
テ
此
経
ヲ
書
奉
ル
ヲ
遙

御
照
見
ア
リ
テ
御
影
向
ア
リ
ケ
リ
ト
云
姶

姶

云

写
経
ヲ
リ
テ

八
幡
宮
ニ
シ
テ
八
講
ヲ
行
フ
講
衆
八
人
権
大
僧
都
覚

長
興
澄
憲
山
権
少
僧
都
観
智
寺
権
律
師
覚
憲
興

明
遍
東
道
顕
寺
大
法
師
勝
詮
興
阿
闍
梨
永
心
山

一
中
比
無
縁
ナ
ル
修
行
者
三
季
ヲ
限
テ
参
籠
シ
ケ
リ
オ
リ
〳
〵

当
社
ノ
寺
務
別
当
ノ
参
宮
ス
ル
ケ
イ
キ

景

気

ヲ
見
テ
浦
山

シ
ク
覚
テ
此
修
行
者
ノ
祈
念
ス
ル
ヤ
ウ
若
シ
生
ヲ
人
界
ニ
ウ
﹂

(48
オ
)

ケ
ハ
八
幡
ノ
寺
務
別
当
ト
ナ
サ
セ
マ
シ
マ
セ
生
涯カ

イ

ノ
思
出

コ
レ
ニ
ア
リ
ト
テ
念
々
相
続
ニ
︹
シ
テ
︺
不
二

忘
一

︹
申
シ
︺
ケ
リ
或
夜
︹
ノ
︺

夢
ニ
御

示
現
ア
リ

長
キ
世
ノ
ク
ル
シ
キ
事
ヲ
ナ
ケ
ヽ
カ
シ
何
思
ラ
ン
カ
リ
ノ
ヤ
ト
リ
ヲ

修
行
者
此
示
現
ヲ
蒙
テ
夜
未
明
ル
ニ
オ
ヒ
ヲ
カ
キ
ヲ
イ
テ

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇

第
四
十
七
号

(二
〇
一
九
年
三
月
)

一
五
三



去
ヌ
行
方
不
知
ナ
リ
ニ
ケ
リ
︹
祈
念
ノ
旨
神
慮
ニ
不
ル
ヲ
叶
一

ハ
恥
ト
思
ヒ
ケ

ル
カ
尤
可
二

信
敬
一

︺

一
近
比
京
ニ
一
人
ノ
女
人
ア
リ
ケ
リ
二
三
日
ナ
ヤ
ミ
テ
死
テ
獄
卒
ニ

取
レ
テ
冥
途
エ
行
ク
中
有
ニ
テ
此
女
房
思
ハ
ク
大
菩
薩

コ
ソ
慈
悲
利
生
ハ
憑
深
ク
マ
シ
マ
セ
ト
思
テ
ナ
ク
〳
〵
南
無

八
幡
大
菩
薩
タ
ト
ヒ
定
業
ノ
カ
レ
カ
タ
ク
ト
モ
願
ハ
今
﹂

(48
ウ
)

一
度
娑
婆
エ
返
マ
シ
マ
セ
ト
悲
ミ
サ
ケ
フ
ト
コ
ロ
ニ
忽
ニ
一
人

ノ
僧
出
来
テ
汝
大
菩
薩
ヲ
祈
念
シ
奉
ル
ニ
娑
婆
エ
返

シ
テ
廿
年
ノ
命
ヲ
延
︹
フ
︺
ヘ
シ
ト
云
姶

姶

云

此
女
人
三
日
ト
云
ニ
ヨ
ミ
返

テ
此
事
ヲ
人
ニ
カ
タ
リ
ケ
リ
聞
キ
伝
ケ
ル
人
ミ
ナ
只
契
奉

ル
ヘ
キ
ハ
八
幡
大
菩
薩
ニ
マ
シ
マ
シ
ケ
リ
ト
申
也

一
都
ニ
夫
妻
二
人
ア
リ
ケ
リ
然
ニ
一
人
ノ
子
ナ
キ
ユ
エ
ニ
人
ノ
娘ム

ス
メ

ヲ

取
テ
養
子
ニ
シ
ケ
リ
此
ム
ス
メ
成
人
ノ
後
養
父
志
シ
深

ク
シ
テ
ヒ
ソ
カ
ニ
︹
云
︺
通
ケ
リ
ヤ
シ
ナ
ヒ
母
カ
ク
レ
ナ
ク
聞
見
テ
ム
ス
メ

ヲ
恨
ル
心
深
カ
リ
ケ
リ
未
︹
タ
︺
ヲ
サ
ナ
カ
リ
シ
時
ヨ
リ
二
心
ナ
ク
養

立
テ
今
ハ
︹
後
︺
ヘ
タ
テ
ナ
ク
シ
テ
ア
タ
敵
ト
ナ
ル
事
一
ツ
家
ノ
中
ニ
﹂
(49
オ
)

シ
テ
心
ウ
キ
事
ヲ
ホ
ク
聞
キ
見

タ
エ
忍
ニ
不
及
一

則
精
進
ヲ
始
テ

八
幡
宮
ニ
参
籠
ス
終ヒ
ネ

日モ
ス
ニ

終ヨ
モ

夜ス
カ
ラ

一
心
ニ
歎
申
︹
シ
︺
ケ
リ
第
七
日
ニ

満
ス
ル
夜
此
女
房
ノ
ソ
ハ
ニ
一
人
ノ
僧
通
夜
シ
テ
ア
リ
ケ
リ

此
僧
ノ
夢
ノ
内
ニ
見
ヤ
ウ
︹
ハ
︺
御
殿
ノ
中ウ
チ

ヨ
リ
ケ
タ
カ
キ
御
声

ヲ
モ
テ
武
内
ヲ
メ
サ
レ
テ
玉
垣カ

キ

ヲ
引
ア
ケ
テ
正
面
ニ
ヒ
サ
ヲ
オ

リ
テ
侍
リ
大
菩
薩
ノ
仰
ニ
此
女
人
カ
ア
マ
リ
ニ
歎
申
ニ
ヨ
キ

ヤ
ウ
ニ
計
ヘ
シ
ト
ア
リ
武
内
申
タ
マ
ハ
ク
此
女
人
カ
申
如
︹
ニ
カ
ナ
ヘ
ハ
︺
其
罪

深
シ
テ
必
︹
ス
︺
地
獄
エ
落
ヘ
シ
中ナ

カ

ハ
シ
ラ
ヲ
ヤ
タ
ツ
ヘ
ク
︹
侍
ル
︺
候
ラ
ン

ト
是

ニ
ヨ
リ
テ
武
内
西
︹
ノ
︺
門
ノ
下
ニ
テ
貴キ

船
ヲ
メ
シ
ケ
リ
貴キ

船フ
ネ

メ
サ

レ
テ
白
髪
ト
シ
テ
参
タ
マ
エ
リ
武
内
ノ
タ
マ
ハ
ク
此
女
人
カ
﹂

(49
ウ
)

歎
申
子
細
ア
リ
中
柱
ヲ
タ
ツ
ヘ
キ
也
貴
船
承
テ
白
羽
ノ
カ

フ
ラ
矢
ヲ
北
ニ
向
テ
ハ
ナ
ツ
其
声
空
中
ニ
キ
コ
エ
ケ
リ
此
僧

ヲ
ト
ロ
キ
テ
ソ
ハ
ノ
女
房
ニ
語
ケ
リ
何
事
ヲ
祈
申
︹
給
フ
︺
ソ
ス
テ
ニ

利
生
ニ
ア
ツ
カ
リ
給
也
夢
想
ヲ
蒙
テ
侍
リ
早
出
給
エ
ト
此

女
房
悦
テ
東
︹
ノ
︺
門
ニ
出
ル
ニ
京
ヨ
リ
中
間
男
ハ
シ
リ
走

向
テ
今
夜

殿
ノ
ヲ
ナ
シ
ニ
カ
サ
ノ
出
侍
ヲ
三
日
ヲ
ス
コ
ス
マ
シ
ト
申
也
イ
ソ

キ
御
下
向
ア
ル
ヘ
シ
ト
申
ケ
リ
僧
モ
ロ
ト
モ
ニ
コ
レ
ヲ
キ
ヽ
テ
夢

ノ
ツ
ケ
ス
テ
ニ
ア
ヒ
テ
不
思
議
也
男
ハ
命
三
日
ニ
ツ
ヽ
マ
レ

リ
ト
思
テ
万
事
ヲ
忘ス
テ

テ
一
ス
チ
ニ
念
仏
ヲ
ト
ナ
エ
テ
臨
終

正
念
ニ
オ
ハ
リ
ヌ
爰
ニ
女
房
ノ
思
ハ
ク
我
養
子
ノ
娘
ヲ
失
ヒ
﹂

(50
オ
)

テ
給
ラ
ン
ト
コ
ソ
祈
申
ツ
ル
ニ
我
等
ヲ
地
獄
ニ
ヲ
ト
サ
シ
ト
思

食
ス
御
方
便
ニ
テ
ス
テ
ニ
男
ヲ
コ
ロ
シ
マ
シ
マ
ス
マ
コ
ト
ニ
イ
ク

ホ
ト
モ
︹
無
キ
︺
此
世
ノ
中
今
日
ト
モ
明
日
ト
モ
不
知
身
ニ
ウ
ハ
ナ
リ
ノ

思
︹
ヒ
︺
深
ク
シ
テ
罪
障
ノ
事
ヲ
申
ニ
ヨ
リ
テ
男
ノ
命
ヲ
失
︹
ヒ
︺

ツ
今
ハ
尼
ニ
ナ
リ
テ
彼
︹
カ
︺
後
生
ヲ
モ
訪
ヒ
我
罪
ヲ
モ
ウ
カ
マ
ン

ト
テ
ミ
ト
リ
ノ
髪
ヲ
キ
リ
ス
テ
ヽ
墨
染
ノ
衣
ヲ
キ
テ
一
向

ニ
行
ヒ
ケ
リ
尼
養
娘
ヲ
ヨ
ヒ
寄
テ
ウ
チ
ト
ケ
テ
語
ケ
リ
我
︹
レ
︺

子コ

︹
ヲ
︺
モ
タ
サ
リ
シ
故
ニ
オ
サ
ナ
カ
リ
シ
時
ヨ
リ
養
立
テ
今
ハ
其

恩
ヲ
忘ワ
ス
レ

テ
ア
タ
敵
ト
ナ
リ
シ
コ
ト
本
意
ナ
サ
ノ
ア
マ
リ
ニ
八

翻
刻

石
清
水
八
幡
宮
本
﹃
八
幡
宮
寺
巡
拝
記
﹄
後

(筒
井
大
祐
)

一
五
四



幡
︹
ヘ
︺
参
テ
祈
申
シ
ヽ
ニ
中
柱
ヲ
タ
テ
ヨ
ト
テ
男
ノ
命
ヲ
失
︹
ヒ
︺
﹂
(50
ウ
)

ツ
ル
也
娘
コ
レ
ヲ
キ
ヽ
テ
ウ
レ
シ
ク
モ
ウ
チ
ト
ケ
テ
カ
ク
仰
ラ
ル

ヽ
モ
ノ
カ
ナ
我
モ
ヲ
サ
ナ
カ
リ
シ
時
ヨ
リ
其
︹
ノ
︺
恩
ヲ
忘ワ
ス
レ

ス
ヨ
ロ
ツ
ハ

ヽ
カ
リ
多
ケ
レ
ト
モ
ヲ
ン
ナ
ノ
ナ
ラ
ヒ
ニ
テ
心
ナ
ラ
ヌ
子
細
也
ク
ハ

シ
ク
申
ス
ニ
ヲ
ヨ
ハ
ス
今
ハ
我
身
ユ
エ
ニ
母
ノ
心
ヲ
タ
カ
エ

殿
ノ
命
ヲ
失
ツ
願
︹
ク
︺
ハ
ト
カ
ヲ
ユ
ル
シ
マ
シ
マ
セ
︹
我
モ
︺
尼
ニ
ナ
リ
テ
カ

ケ
ノ
如
ク
ニ
シ
タ
カ
ヒ
テ
日
比
ノ
ト
カ
ヲ
ナ
タ
メ
宥

殿
ノ
後
生
ヲ

モ
訪
ハ
ン
ト
テ
二
人
ノ
尼
花
ヲ
ツ
ミ
テ
仏
ニ
奉
リ
ア
カ
月
ア
カ
︹
水
︺

ヲ
ク
ム
事
モ
ロ
ト
モ
ニ
イ
ト
ナ
ム
昨
日
ハ
恨
︹
ミ
︺
深
ク
シ
テ
悪
趣

ノ
思
ヲ
ム
ス
ヒ
今
日
ハ
其
ノ
心
ヲ
ヒ
ル
返
テ
菩
薩
ノ
善
縁
タ

リ
終
ニ
二
人
ノ
尼
同
︹
ク
︺
往
生
ノ
素ソ

懐
ヲ
遂
テ
来
迎
ニ
ア
ツ
カ
リ
ヌ
﹂
(51
オ
)

一
真
縁
上
人
ハ
ア
タ
コ

愛

台

ノ
山
月
輪
寺
ニ
住
キ
常
ニ
願
ヲ
オ
コ
シ

テ
云
︹
リ
︺
法
花
経
文
ニ
常
在
霊
鷲
山
及
余
諸
住
処

ト
云
ヘ
リ
日
本
国
豈ア

ニ

余
所
ノ
中
ニ
入
サ
ラ
ン
ヤ
然
ニ
則
親
リ

生
身
ノ
仏
ヲ
見
奉
ラ
ン
ト
此
願
ヲ
ハ
タ
サ
ン
カ
為
ニ
専モ
ツ
ハ
ラ

法
花

経
ヲ
ヨ
ミ
一
字
コ
ト
ニ
三
度
ノ
礼
ヲ
イ
タ
シ
花
一
セ
ン
ヲ
奉
ル

ヤ
ウ
ヤ
ク
多
年
ヲ
フ
ル
三
部
ノ
功
終
ナ
ン
ト
ス
第
八
巻
︹
ノ
内
︺
題

ニ
至
テ
夢
ニ
示
ス
所
ア
リ
石
清
水
ノ
宮
エ
可
参
一

上
人
夢

サ
メ
テ
イ
ソ
キ
参
詣
シ
ツ
此
宮
ニ
朝
コ
ト
ニ
御
殿
ノ
御
戸ト

ホ
ソ

ヲ
ヒ
ラ
ク
僧
ア
リ
御
在
所
ト
云
忽
ニ
一
人
ノ
僧
御
帳
ノ
前
ニ

侍
リ
大
ニ
オ
ト
ロ
キ
テ
出
ン
ト
ス
ル
所
ニ
石
清
水
ノ
別
当
ノ
﹂

(51
ウ
)

使
ヲ
立
テ
申
サ
ク
神
殿
ノ
中
ニ
定
テ
客
僧
ア
ル
ヘ
シ
是
ヲ
サ
ク

ヘ
カ
ラ
ス
コ
ヨ
ヒ
夢
内
ニ
託
宣
ヲ
蒙
ル
故
也
爰
知
ヌ
生
身

ノ
仏
ハ
八
幡
大
菩
薩
也
其
本
覚
ヲ
云
エ
ハ
則
西
方
無
量

寿
仏
也
真シ

ム

縁ツ
ウ

ス
テ
ニ
生
身
ノ
大
菩
薩
ノ
御
心
ニ
一
反
モ

ヽ
レ
ス
ト
ヽ
メ
マ
シ
マ
ス
ヘ
シ
故
ニ
只
念
仏
ヲ
申
セ
数
ヲ
ハ
是
ニ
テ

取
ソ
ト
御
示
現
ハ
ア
リ
ケ
ル
也

一
沙
門
信
覚
夢
ニ
冥
途
ヘ
行
ク
シ
テ
ノ
山
ス
テ
ニ
越
︹
ヘ
︺
三
途
︹
ノ
︺

河
ニ
臨
テ
衣
ヲ
ハ
カ
レ
ヌ
心
中
ニ
歎
悲
テ
思
︹
ハ
︺
ク
何
ナ
ル
能
恵

得
業
カ
大
般
若
書
写
ノ
願
ヨ
テ
炎
王
宮
ヨ
リ
召
︹
シ
︺
返
ル

ソ
信
覚
モ
大
菩
薩
ニ
信
ヲ
コ
ラ
シ
功
ヲ
ツ
ム
ナ
ト
カ
御
タ
﹂

(52
オ
)

ス
ケ
ナ
カ
ラ
ン
ト
悲
フ
ト
コ
ロ
ニ
ウ
シ
ロ
ニ
声
ア
リ
テ
返
レ
ヤ

ト
云
見
返
ハ
黄
衣
ノ
俗
マ
シ
〳
〵
ケ
リ
信
覚
申
サ
ク
三

途
ニ
テ
衣
ヲ
ハ
カ
ル
ヽ
ホ
ト
ノ
モ
ノ
ハ
娑
婆
ニ
返
ル
事
ナ
シ
ト

申
︹
ス
︺
ヲ
ハ
イ
カ
ヽ
シ
候
ヘ
キ
俗
云
タ
ト
ヒ
衣
ヲ
ハ
カ
レ
タ
リ
ト
モ
大

菩
薩
ノ
仰
ナ
ラ
ハ
ナ
ト
カ
返
︹
ラ
︺
サ
ル
ヘ
キ
信
覚
又
申
サ
ク
此
︹
ノ
︺
ト

モ
シ
テ
候
︹
紀
三
郎
︺
男
ハ
造
悪
不
善
ノ
物
ニ
テ
候
ハ
何
カ
候
ヘ
キ
俗

ノ
タ
マ
ハ
ク
地
体
ハ
不
善
ノ
モ
ノ
ナ
レ
ト
モ
念
仏
ヲ
唱
ル

故
ニ
同
道
候
ヘ
キ
也
云
姶

姶

云

夢
サ
メ
ヌ
此
︹
三
郎
︺
男
ハ
毎
日
三
万

五
千
反
カ
ヽ
ス
申
侍
リ
ケ
ル
也
﹂

(52
ウ
)

〔
注
記
︺

31
オ
4
行
目

｢ヒ
ン
ツ
ラ

鬢

﹂
の
﹁
鬢
﹂
に
﹁
ヒ
ン
ツ
ラ
﹂
の
ル
ビ
︒

32
オ
5
行
目

｢ツ
レ
〳
〵

徒

然

﹂
の
﹁
徒
然
﹂
に
﹁
ツ
レ
〳
〵
﹂
の
ル
ビ
︒

32
ウ
3
行
目

｢ナ
リ
シ
カ
ハ
﹂
の
﹁
カ
ハ
﹂
を
﹁
ワ
﹂
と
上
書
き
し
︑﹁
ナ
リ
シ
ワ
﹂
と
す
る
︒

34
ウ
1
行
目

｢当猶

﹂
の
﹁
猶
﹂
に
﹁
ナ
ヲ
﹂
の
ル
ビ
︒

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇

第
四
十
七
号

(二
〇
一
九
年
三
月
)

一
五
五



37
オ
8
行
目

｢ス
ク
栖

食

ヒ
﹂
の
﹁
栖
食
﹂
に
﹁
ス
ヲ
ク
ヒ
﹂
の
ル
ビ
︒

37
オ
9
行
目

｢イ
ハ
エ
ス

嘶

﹂
の
﹁
嘶
﹂
に
﹁
イ
ハ
﹂
の
ル
ビ
︒

37
ウ
3
行
目

｢宿
縁
ヲ
テ
テ
﹂
の
﹁
テ
﹂
を
﹁
モ
﹂
と
上
書
き
し
︑﹁
宿
縁
ヲ
モ
テ
﹂
と
す
る
︒

37
ウ
5
行
目

｢シ
タ
シ
ク

親

﹂
の
﹁
親
﹂
に
﹁
マ
ノ
ア
タ
リ
﹂
の
ル
ビ
︒

38
オ
10
行
目

｢来
テ
﹂
の
左
傍
﹁
外
来
ノ
﹂︒

41
オ
10
行
目

｢不
浄
﹂
の
左
傍
﹁
邪
命
イ
﹂︒

44
ウ
4
行
目

｢ノ
カ
リ
カ
タ
カ
リ
ケ
レ
ハ

難

遁

﹂
の
﹁
難
遁
﹂
に
︑﹁
難
二

遁
一

﹂と
返
り
点
あ
り
︒

45
オ
9
行
目

｢シ
モ
ツ
﹂
の
﹁
楉
﹂
に
﹁
シ
モ
ト
﹂
の
ル
ビ
︒

46
オ
10
行
目

｢カ
タ
ハ
シ
﹂
の
左
傍
﹁
片
﹂︒

47
オ
3
行
目

｢源
増
﹂
に
朱
筆
の
傍
線
︒

47
ウ
9
行
目

｢キ
コ
エ
レ
ハ

問

ケ

レ

ハ

﹂
の
﹁
問
﹂
に
﹁
ト
イ
﹂
の
ル
ビ
︒

47
ウ
10
行
目

｢ミ
ス
ヲ
﹂
の
左
傍
﹁
御ミ

簀ス

﹂︒

〔
付
記
︺

本
書
の
翻
刻
掲
載
を
ご
許
可
下
さ
っ
た
石
清
水
八
幡
宮
宮
司
田
中
恆
清
氏
︑
並
び
に

禰
宜
西
中
道
氏
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
︒

(つ
つ
い

だ
い
す
け

文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
満
期
退
学
)

(指
導
教
員
：
黒
田

彰

教
授
)

二
〇
一
八
年
九
月
二
十
五
日
受
理

翻
刻

石
清
水
八
幡
宮
本
﹃
八
幡
宮
寺
巡
拝
記
﹄
後

(筒
井
大
祐
)

一
五
六




